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この 大 部 な な 著作 は 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 が 30 年 と 言う 歳 月 を か け て 取り 組ま れ た 大 
作 で ある 。 績 田 の この 着 作 は 、 読者 の 皆様 が ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 約 600 の 大 閉 
を ご 括 用 いた だ く た め の いわ ば ガイ ドブ ッ ク と し て まとめ た も の で ある 。 ジョ ー ン ・ セ ヴ 
ラ 女 史 の 写真 分 析 に 基づい て 、 第 者 の 独自 の 立場 か ら 、 写真 が 語る 近代 アメ リカ の 民衆 の 
装い を 分 か り 易 く 解説 させ て いた だ いた 。 筆者 は アメ リカ の 上 民 服 を 38 年 間 に 渡 っ て 研 
究 し て きた 。 本 書 は 筆者 の 新しい 研究 書 の 普及 版 で あり 、 翻案 権 を 遵守 し て 書か れ た 著作 
で ある 。 

1988 年 5 月 の ある 日 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 か ら 一 通 の お 手紙 が 届い た の で ある 。 送 
か し 模様 の 入っ た AM4 サイ ズ の 便箋 2 べ 、 ぴっ し り と 英文 が 打ち 込ま れ て いる 。 私 は 
この お 手紙 を 、33 年 を 経た 今 も 宝物 の ご と くに 大 切 に 保管 し て いる 。 

\ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の お 手紙 で は 、 ア メリ カ の 庶民 大 研究 の 必要 性 と 意義 に つい て 、 次 の 
よう に 書か れ て いる 。 


我々 が 携わっ て いる 研究 は 、 魅力 的 な 研究 で す 。 そし て 、 貴女 の よう に アメ リカ か 
ら 遠 く 離 れ た 国 か ら 、 大 司 約 に 把 え て 研究 する に は 、 大 変 始 和 叉 立ち は だ か っ て いる に 違 
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いあ り ま せん 。 私 は 、30 年 間 、 博 物 館 の 学芸 員 を 務め て きま し た が 、 こ の 濃縮 さ 
れ た 研究 を 通じ て 、 康 氏 服 (common clohing) に つい て 、 未 だ に 多く の こと を 学 
ん で いま す 。 ア メリ カ の 民衆 (ordinary Americans) の 衣 股 に つい て 書か れ て いる 
書物 は 一 肛 も あり ませ ん 。 ア メリ カ 合 衆 国 に お ける 生活 史 運 動 (Livimg Histery 
Movemen) の 成長 は 、 ガ イド た ち が 農 民 や 主婦 等 な ど と し て 、 装 お うと 努め て い 
る 多く の サイ ト (観光 地 ) が 存在 し て いる こと を 意味 し て いま す 。 そし て 、 彼ら は そ 
れ を 適法 で 行う た め の 資 料 を ほん の わ お か し か 手 こ し て いな い の で す 。 私 は 本 書 で 、 
その ギャ ッ プ を 埋め た いと 思っ て いま す 。 本 書 は 貴女 の よう な 服飾 研究 者 に も 役 立 
つ で あり まし ょ うし 、 ま た 、 写 真 の 保管 を し て いる 人 た ち (アー キ ヴ ィ ス ト ) に と 
っ て 、 コ レク ショ ン の 時 代 考証 に 役立つ こと で し ょ う 。 


この お 手紙 に は 、 さ ら に 決 の よう な 重要 な 事柄 が し た た め ら れ て いる 。 要約 ・ 紹 介さ 
せ て いた だ く 。 

それ は 、1976 年 か ら 歴史 衣 谷 の 再現 の た め の パ ター ン 製 作 に 携 わ ら れ て いる と いう 情 
報 で ある 。 な ぜ 、 1976 年 な の か 。 こ の 年 は アメ リカ 合衆国 の 独立 200 年 で あり 、 ア メリ 
合衆国 の 東部 の 観光 地 で は 、 この 年 を 記念 し て 、 ガ イド (Interpreter と 呼ば れる アメ リカ 天 
や 昔 の 英語 を 学習 し た 専門 の 観光 ガイ ド ) が 、 歴史 衣装 を 着 て 、 観光 客 の ガイ ド に 当たる 
プロ ジェ クト に 着手 され た 。 (私 も ヴァ ー ジ ニア 州 の ウィ リア ムズ バー ク で 、 歴 
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衣装 を 再現 し て いる デザ イン セン ター を 訪れ た 経験 が ある ) 。 だ が 、19 世紀 半ば の 西部 開拓 
時 代 に 入植 が 進め られ た 中 西部 で は 、1776 年 は 歴史 的 な 意味 が な いた め に 、 ウ ィ ス コン 
シン 州 歴史 協会 は そ を の コレ クシ ョ ン を 基 に 、1830 年 か ら 1900 年 の 歴史 衣装 再現 の た め の 
バタ ー ン 製作 に 着手 する こと に な っ た の で ある 。 エ ド ワ ー ド ・ メ ー ダ ー 氏 の 過 直 文 に よる 
と 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 は ウィ スコ ン シ ン 州 の 各地 の 歴史 的 な 観光 地 の ガ イド の 方 た ち 
と 手 を 携え て 、 こ の 仕事 に 携わっ て お られ た と の こと で ある 。 

以上 に 紹介 し た ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の お 手紙 か ら 、 モ ヴ ラテ 女史 の 著作 の まえ が き に は 
書か れ で いな いこ の 大 着 が 成る に 至っ た 育 景 が 紅き 彫り に な っ て くる 。 

19 世紀 アメ リカ の 麻 民 服 に 関す る 研究 書 が セ ヴ ラ 女史 の 本 書 以 外 に は 、 存 寿し て いな い 静 状 
に お いて 、 服飾 研 完 者 や アー キ ヴィ スト や 学生 の 皆様 が 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 約 600 ペー 
ジ の 大 着 を ご 理解 いた だ く の に 役立て ば 、 こ の 上 な い 喜 び で ある 。 


第 ! 部 の 解説 で は 、 最初 に 、 ジ ョ ー ン ・ モ ヴ ラ 女 史 が 収集 し た 277 枚 の 写真 の 種類 の 推 
移 に 関し て 、 筆 者 が まとめ た 一 覧 表 を 掲載 し た 。 引 き 続 さ 、1840 年 か ら 1900 年 の 歴史 的 
背景 を 10 年 間隔 で 概説 し た うえ で 、 写 真 技術 の 発展 の 鎌 相 を 舞 観 し 、 ジ ョ ュー ン ・ セ ヴ ラ 
女史 の 写真 分 析 を 筆者 が 解析 し て 得 ら れ た 知見 を 各 加 毎 に 述べ た 。 全体 構成 は 目次 に 見 る 
と お り で ある 。 

この 解説 を お 読み いた だ く こ と に よっ て 、 セ ヴ ラ 女 呆 の 辞書 の よう な 著作 の 全体 像 を 比 


較 的 、 短 時 間 で ご 理解 いた だ ける よ うぅ に 努め た 。 さ ら に 本 文 の 第 本 部 か ら 第 部 に お ける 
考察 か ら 、1840 年 か ら 1900 年 に 渡る 時 期 の 女性 服 、 男 性 服 、 お よび 子ども 服 の 変遷 過程 
が 写真 分 析 を 通じ て 、 リ アル に ご 理解 いた だ ける も の と 確信 する 分析 の 視点 は フレ ンチ ・ 
モー ド と アメ リカ ン ・ モ ー ド の 比較 に 置か れる 。 写 真 と の 比較 対照 の 資料 に は Codey* 
ay'$ oot の アー カイ ヴ (Accessiblc Achives) を 活用 させ て いた だ いた 。 
浴 田 は 、「 ア メリ カ の 庶民 服 」 研究 者 と し て 、 こ の た び 、 新しい 研究 書 の 普及 版 の 出版 
を 実現 で きる の は 、 ひ と え に セ ヴ ラ 女 史 の この 素晴らし い 著 作 が 生み 出さ れ て いた お 陰 と 
感謝 の 気持 ち で 一 本 で ある 。 セ ヴ ラ 女史 は 、 全 米 の 美術 館 や 博物 館 ほ か の 族 機関 を 訪ね て 、 
19 世紀 に 撮ら れ た 写真 を 収集 され た と の こと 。 こ れ ら の 写真 の 著作 権 は 消滅 し て いる と 
は いえ 、 貴重 な 写真 の 数 々 を 濱田 の 研究 書 に 掲載 させ て いた だ ける こと に 、 深 放 し て 公 り 
ある 。 濱田 の こり ガイ ドブ ッ ク が 、 何より も ウィ スコ ン シ ン 州 の 各地 の 歴史 的 な 鶴 光 地 を 
訪れ る 方々 の た め に 、 お 役に立て ば 幸い で ある 。 また 、19 層 紀 アメ リカ の 庶民 旧 に 関す る 研究 書 
が セ ヴ ラ 女 天 の 本 薔 以外 に は 、 存在 し て いな い 現 状 に お いて 、 社 会 史家 や アー キ ヴ ィ ス ト や ファ 
ッ シ ョ ン 、 衣 破 、 物 質 文化 に 興味 の ある 人 や 学生 の 皆様 が 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 約 600 ペ 
ー ジ の 大 著 を ご 理解 いた だ く の に 役立て ば 、 こ の 上 な い 意 び で ある 。 
ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 写真 解説 は 、 実に 詳細 に 渡っ て お り 、 19 世紀 の 衣服 の 実物 に 精 
通し て いる 彼女 な ら で は の すぐ れ た 解説 で ある 。 
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ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 著作 に 掲載 され た 写真 に は 、 写 真 ナン バー が 記さ れ で いな い 。 
そこ で 、 筆者 は ナン バー を うち 、 掲 載 ペー ジ を 明記 し た こと を お 断り し て お く 。 ま た 、 

各 章 毎 に ン ・ セ ヴ ラ 女 中 の 著作 か ら 、 平 均 25 敬 の 写真 と 写真 解 店 (全文 、 あ る 
い は 一 導 ) を 掲載 させ で いた だ いた 。 セ ヴ ラ 女史 の 著作 か ら の 引用 箇所 は 、 必ず カギ 手 多 
で 括る か 、2 宇 下げ し て 、 掲載 ペー ジ を 明 記し た 。 ま た 、 要約 ・ 紀 人 条 所 に は 、 該当 ペー 
ジ を 明記 し た 。 六 田 の 見 解 は 、 筆 者 の 見 解 と し て 、 明 記さ せ て いた だ いた 。 ジ ョ ー ン ・ セ 
ツラ 女史 は 、 それ ぞ れ の 写真 に 見 られ る 服装 に つい て 、 詳細 に わた る 静 的 な 分 折 を 行っ て 
いる 。 それ に 対し て 、 筆者 は 、 彼女 の 著作 に 掲載 され た 写真 に 写っ た 被写体 が まとっ た 衣 
服 の シル エッ ト 、 お よび 部 人 別 特徴 の 10 年 間 に お ける 重 的 な 分 析 を 行い 、 筆 者 の 見 解 を 
述べ た 。 こ の よう な 方 法 に 、 筆者 の オリ ジ ナ リティ を 玩 控 ベ させ て いた だ いた 。 写真 解説 に 
当たっ では 、 セ ヴ ラ 女史 の 解説 に 基づい て 、 ① 写 真 の 種類 、 撮影 年 代 、 所 大 先 、 プ クセ ス ・ 
ナン バー、 ② 被 写 体 の 出自 、 お よび 青 景 情報 、 (写真 の 場面 、① 被 写 体 の 服装 の 特徴 、⑮ 
服飾 研究 、 歴史 研 究 に まつ わる 、 特 に 重要 で 、 価 値 高い 情報 (全文) 、 必 要 に 応じ た 情報 ( 拓 
和 ) 、⑤ 筆 者 の 見 解 に つい て 、 順不同 で 、 翻 寄 権 を 遵守 し て 著者 の 意図 を 損 な と の な 
また 、 写真 の 資料 価値 を 読者 の 絡 様 に 、 十 分 、 お 伝え で きる よう に 、 努め させ 
た だ し 、 本 書 に 背景 情報 の 記載 が な い 場合 、 硝 景 情報 を 調 る すべ が な く 、 

本 書 に 掲 す る こと は で さき な か っ た こと を お 断り し て お く 。 ま た 、 著 者 の ジョ ー ン ・ セ ヴ 
ラ 女 更 の 生前 に 、 ご 本 人 より メー ル で 引用 の 許可 を いた だ いて いる こと を お 断り し て お く 。 
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きら な る 詳細 に ご 関 


ご 興味 の お あり の 読者 の 方 々 に は 、 原書 を お 読 みい た だ きた い 。 
た り 、 筆 者 の これ まで の アメ リカ 服飾 社会 叶 の 研究 史 を 振り 返っ て 


(1 ) 『 ア メリ カ 植 民 地 時 代 の 服 飾 』 (せせらぎ 出版 、1996 年 ) は 、 著 者 の 修二 論文 が 基 
礎 と な っ て いる 。17 世紀 に アメ リカ 大 陸 に 移住 し た イギリス を は じ め と する 植民 者 た ち 
が 、 ア メリ カ 大 際 に 移し た ヨー ロッ パ の 衣服 が 、 植民 地 に お いて 、 ど の よう に 変化 ・ 発 
展 し て いっ た の か 、 と いう 問題 を 歴史 的 背 昧 に 明 ら し て 考 囚 し て いる 。 アメ リカ 東海 涯 の 
博物 館 や 美術 館 で の 調査 に 際 し て は 、 元 メト ロ ポ リタ ン 博 物 館 コ スチ ュー ム 研 究 所 主任 学 
装 員 、 元 Kent Siate Univemity 美 打 館 ディ レク ター の Jcan Drcuscdow さん は じ め 、 多 く の 
学芸 員 の 皆様 に 大 変 、 お 世話 に な り 、 厚 く 御 和 申し 上 げ る 。 

(2) 『 ア メリ カ 史 に みる 職業 着 一 植民 地 時 代 独 立 革命 期 』 (せせらぎ 出版 、1998 年 ) 
は 、 P・F・ コ ー プ ラン ド の 著作 “Working Dss Coloniil and Rewolutionary Amenican. 
Gresmwood Press 1977.” の 著者 に よる 食 訳 草 で ある 。 横 民 地 時 代 か ら 独立 革命 期 の 100 
年 間 (1710 一 1810 年 ) に わた る アメ リカ 史 に みる 職業 着 が 、200 点 を 超え る 挿し 絵 と 30 
点 余り の 写真 を 台 使 し て 歴史 的 背景 と と も に ビジ ュ テ ル 化 され て いる 。 

(3) 『 黒 人 巡 桂 の 着装 の 研 完 一 アメ リカ 独立 革命 其 ヴ ァ ー ジ ニア に お ける 娘 紹 の 披 服 
の 社会 的 研究 』 (東京 堂 出版 、2002 年 ) は 、 著 者 の 博士 論文 が 基礎 と な っ て いる 。18 世 
紀 、 ア メリ カ 独 立 革命 期 の ヴァ ー ジ ニア の プラ ン テ ー シ ョ ン で 働く “ 黒 公 練 " は 、 ど の 
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よう な も の を 着 て いた の か 。 払 殺 の 「 著 る も の 」 は どの よう に し て 供給 され て いた の か 。 
実物 の 現存 が 皆無 の 研究 条件 の な か で 、 筆者 は 、 当 時 の 「 送 亡 奴隷 広告 」 に 記さ れ た 黒人 
奴隷 の 逃亡 時 の 披 服 描写 や プラ ンタ ー の 手紙 ・ 帳 筆 な どの 語 史 料 、 あ る い は 出土 資料 、 復 
元 し た 技 服 素材 な ど を 巻く 現地 調査 し た 。 博士 論文 執筆 に 当たっ て 、 米国 ヴァ ー ジ ニア 州 
の john D. Rockefellerjr Libmmy. Colonial Willamsbung Foundaion へ 、VisiimgSchor と し て 
招 際 さ れ た 。 その 館 は 、 ア メリ カ 服 餅 学 会 の Claudia Kidwell さん 、Linda Baumgarten さん 、 
Collcen Callhan さん に 大 変 お 世話 に な り 、 厚 く 御礼 申し 上 げ る 。 

(4) さら に 『 世 界 の 民族 衣装 の 事典 』 (東京 和 出 版 、 2006 年 ) の 第 8 章 と 第 9 章 で 、 ネ 
イ テ ィ ヴ ・ ア メリ カン の 民族 衣装 を 考察 し て いる 。 調査 に 際 し て 、 ア リ ソ ナ 大 学 の Am 
Lane Headland 博士 に 、 大変 お 世話 に な り 、 厚 く 御 礼 申し 上 げ る 。 

(5) 『 ア メリ カ 服 飾 社会 昌 』 (東京 堂 出版 、3009) は 、 こ れ ら の 著作 と 翻訳 書 を アレ ン 
ジレ て 、 一般 読者 向 さ に まとめ た 専門 草 で ある 。 アメ リカ 先住 民 の 胡 文 化 と アメ リカ 大 時 
発見 後 の 入植 時 代 か ら アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン は ヨー ロッ パ の 影響 を 受け な が ら ど の よ 
うに 変容 し て いっ た の か 。 社会 や 文化 を 背 鞭 に その 歴史 を た どる 。 

(6) 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ ー ア メリ カ 服 艇 社会 史 近 現 代 答 一 ( イ 
ンプ レス R&D、 2019) は 、『 ア メリ カ 服 飾 社会 喝 】 に 続く 著作 で ある 。 本 書 は POD 出 
版 物 で ある 。DTP/ 版 下 製作 、 表 紙 デ ザイ ン は 、 全 て 著者 が 手掛け た 作品 で ある 。 本 書 は 
二郎 構 成 で あり 、 第 一 節 で は 、19 世紀 か ら 20 世紀 中 葉 ア メリ カ の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運 


9 


動 の 実態 と その 衰 授 を テー て と し て いる 。 第 二 部 で は 、「 パ リ ・ モ ー ド 」 か ら 「 ア メリ カ 
ン ・ ル ッ ク 」 へ の 転換 を テー マ と し て いる 。 

(7) 『 ア メリ カ 服 館 社 会 思 の 未来 像 一 衣服 産業 昌 の 相 点 か ら 一 』 (Next Publishing イン 
プレ ス R&D POD 出版 サー ビス 2020 年 4 月 10 日 ) の 主題 は 「 ア メリ カ に お ける 細 境 
と 衣服 に 関す る 諸 間 題 」 で ある 。 電 子 書籍 【[ ア マゾ ン kindlc 版 発売 中 〕 。 

(8) 『20 昌紀 アメ リカ の 女性 デザ イナ ー の 知ら れ ざ る 真実 アメ リカ 服 飼 社会 和 
編 』 ペー パー バッ ク (Ne Publshing イン ブレス RRD , POD 出版 サー ビス 2021 年 4 月 
7 日 ) [電子 書籍 アマ ソン kimdle 版 発売 中 ] の テー マ は 、 端 的 に 言え ば 、20 世紀 
アメ リカ の 女性 ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー の 認知 度 で ある 。 

次 に 「 第 1 部 解説 」 で は 、 歴 中 的 背景 や 写真 技術 の 発展 を 概観 し た 上 で 、 各 意 で セ ヴ ラ 
女 東 の 写真 を 分 析 し た 結果 を 述べ る 。 
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第 1 部 解 説 


IT は じ め に 


Joan Severa. Dyesse7 7o 7e ofog7 の 47* ygjg7y ef が 7S 7 の 
xs が io 7870-7900. The Kent State University Press (October27.1995) 


本 書 は ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 が 30 年 と 言う 歳 月 を か け て 取り 組ま れ た 大 作 で 、 ア メリ 
カ の 服 艇 研究 者 か ら 高 く 評価 され て いる 。 彼 女 は ウィ スコ ン シ ン 歴 史 協 会 (7MeSioe 
74sorkg/ cy げ comi) の 学芸 員 を 30 年 に わた っ て 歴任 する 傍ら 、 ア メリ カ 服 飾 
学会 の 理事 や 多く の 博物 館 の コン サル タン ト と し て 活躍 し て こら れ た 。 


本 甘 の サ プ ・ タ イト ル に “Ordinary Amcricans & Fahion”" と ある が 、 本 蒼 は 誠 民 、 す な 
わ ち 、 ミ ドル クラ ス や 下層 の アメ リカ 人 た ち が 、 ダ ゲ レ オ タイ プ の 写真 技術 が 導入 され 
た 1840 年 か ら 1900 年 の 60 年 間 に 、 記 念 写真 や 日 常 の 写真 に どの よう な 装い で お さめ ら 」 
れ た の か 、 彼 ら の ペック グ ラン ド や 服装 の ディ テー ル の 分 析 も 含め て 、 マ テリ アル ・ カ 
ルチャ ー (物質 文化 ) の 視点 か ら 書 か れ た 大 作 で ある 。 上 流 摩 級 を 対象 と し た 服飾 研究 
書 は 、 欧米 に お いて 多数 見 られ る が 、「19 世紀 の アメ リカ の 庶民 」 の 衣服 研究 を 行っ た 
研究 革 は 、 セ ヅラ 女 史 の 本 書 以外 に は 一 冊 も な い 。 掲 載 さ れ た 写真 は 何と 277 枚 。 服飾 
の 専門 家 の 視 県 で 写真 に 写っ た 服装 が 的 確 に 分 析 さ れ て いる 。 

19 志紀 アメ リカ 合衆国 の 1840 年 か ら 1900 年 の 60 年 間 を 孝 察 対象 と し た 本 書 は 、6 
章 か ら 構成 され 、 各 章 の 前 半 で は 、 時 代 背 景 と 女性 服 、 男 性 服 、 お よび 子ども 服 の ファ 
ッ シ ョ ン 傾 向 と 各 ア イ テ ム の 特徴 が まとめ られ て いる 。 後 半 で は 、10 年 間 玉 で 、 ジ ョ ー 


ン ・ セ ヴ ラ 女 史 が 全米 か ら 収 集 され た 写真 が 掲載 され 、 服 飾 の 専門 家 の 視点 か ら 、 目 を 
見 張る よう な 克明 な 解説 が 付け られ て で いる 。 


以下 は 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 が 収集 し た 写真 の 種類 の 推移 を 、 筆者 が 一 覧 家 に まとめ 
た も の で ある 。 
CE 
年 代 | 年 代 | 年 代 | 年代 | 年 代 | 年代 

ダダ レオ タイ プ Ed 5 5 0 0 7 
テン ブロ タイ ブ 9 + 3 Mu % 9 日 
ティ ンタ イプ M H 日 3 3 加 出 
カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジッ ト U 2 山 9 9 2 
ガラ ス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ツ | 0 U 日 9 1 由 3 
キャ ピ キ ッ ト ・ フ ォ ト グラ フ M M H 9 1 加 3 
スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト 9 9 山 6 0 7 
ステ レオ スコ ー プ ・ ヴ ュー U U 1 Mu 1 M 2 
記載 な し 9 日 E 上 5 3 bu 
総計 7 5 54 36 | 0 52 27 


表 1 ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 が 収集 し た 写真 の 種類 の 推移 ( 岬 作 病 田 雅子) 


集 1 部 解説 1 は じ め に 


ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女史 は 、 本 書 の 序文 に お いて 、 写 真 技術 に つい て 、 次 の よう に 述べ て 
いる (oanSevem 1995, pxvii 注 ( 洋 書 (⑪ ] ) 。 


「 本 書 は 写真 史 の 研究 と し て 、 な いし 写真 史 に アプ ロー チ す る 何かと し て 、 意図 

され た も の で は な い 。 私 は 写真 技術 に 本 通し て は いな い の で 、 写 真 召 体 の タイ プ 
(ダダ レオ タイ プ 、 カ ルト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト な ど ] が わか っ て いる 場合 に それ を 
記し た 以外 、 技 術 的 情報 は 何 も 書 か な か っ た 。 本 研究 に と っ て 、 写 真 の 技法 が 意 
味 を 持つ の は 、 た だ 「 ど ん な 層 の 人 びと が それ を 利用 で きた か 」 と いう 点 に お い 
て だ け で ある 。 そ の 情報 は 被写体 の 衝 済 的 ・ 社 会 的 地位 に 関わ っ て お り 、 従 っ て 
考察 対象 の 人 物 が 着 て いる 服 に も 関係 する か ら で ある 。」 


作者 が 推 祭 する に 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女史 は 敢えて 服飾 研究 の 専門 家 の 立場 に 徹し て 、 
写真 技術 に 言及 する こと を 意図 的 に 、 つ まり 、 謙虚 に 避け て お られ る よう に 思わ れる 。 だ 
が 、 筆 者 の 立場 と し て は 、 19 世紀 メリ カ の 写真 に 写る 人 々 の 装い は 、 写 真 産業 史 と 服飾 
社会 昌 の 両側 面 か ら ア ブローチ する こと に より 、 読 者 の 皆様 の 理解 を より 深め で いた だ く 
こと が 可能 と な る と 確 恒 する 。 

そこ で 、 本 解説 で は 歴史 的 背景 、 お よび 写真 技術 の 発展 の 位相 を 概 失 し た 上 で 、 ジ ョ ー 
ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 写真 分 析 を 筆者 が 解 所 し て 得 ら れ た 知見 を 各 章 毎 に 述べ る 。 な お 、 写真 
は 第 征 部 か ら 第 VM 部 を 、 こ れ ら の パーツ に 掲載 され て いな い 写 真 は 、 原 著 を 参照 され た い 。 


I 1840 年 代 


1. 歴史 的 背景 と 服飾 の 特徴 


1824 年 フラ ンス で は 、 シャ ルル 十 世 が 責 区 治 の 傷 話 に 力 を 注ぎ 、 まず 、 商 族 や 翌 介 の 
特権 と 利益 を 擁護 する 政策 を と り 、 旧 貴族 は 、 高 い 地位 へ こと 上 が っ て いっ た 。 そし て 、 衣 
業 形 式 が 、 フ ラン ズ 革 命 期 の シュ ミー ズ 型 ロー プ が 再び 目立っ て 貴族 風 に な っ た の も この 
頃 で 、 肩 を いか ら せ 、 用 を 張ら ちせ 、 胴 を 細め る な ど し た 。 こ れ は 、 後 の 幻想 的 な いわ ゆる 
ロマ ン テ ィ ッ ク 様 式 こ の 発展 の 道 を 開く 大 切な 役割 果たし た (丹野 郁 , 1985 年 , 
pp.366-368, 注 〔 和 書 ⑪) 〕 ) 。 

1830 年 、 ル イ ・ フ ィ リ ッ プ 王政 (1830-1848 年 ) が 確立 (ブル ジョ ブ 王 政 の 成立 ) し 、 
貴族 政治 の も と で 打ち ひし が れ て いた フラ ンス の 資本 主義 体制 は 、 目 覚まし い 発展 を 遂げ 
た 。 資本 主義 は ヨー ロッ パ 義 国 、 プ アメ リカ で も 進展 し つつ あっ た が 、30 年 代 か ら 40 年 代 
に か け て 著しく 発展 し て 、 プル ジョ アジ ー は 日 増し に 槍 力 を 要求 する 上 うに な っ た 。 生活 
は 貴族 の 華やか な 装い を その まま 見 る よう で あっ た 。 

1847 年 末 か ら 48 年 に か の け て 、 プ ブル ジョ プア 王政 の 偏っ た 政策 に 対し て 、 不 満 を 抱く も の 
が 多く な り 、 革命 へ と 進展 し た 。 ブルジョア ジー 自身 も 自分 た ち が 勝 ち 得 た 新しい 時 代 を 
揚 否 し な が ら 、 ロ マン 主義 的 思 潜 (文学 ・ 革 術 ・ 服 飾 が 相 野 な 実際 性 に 反し て 、 答 々 幻想 
的 に 、 詩 的 に 傾く) の 高まり を 見 せ た 。 

ルイ 18 世 一 家 の パ リ へ の 帰 避 は 、 フ ラン ス 革 命 以前 の ブル ボン 王朝 時 代 の 山 族 的 要 素 
を 、 ま ず 、 衣装 の 上 に も た らし た 。1818-1848 年 の 王政 復古 時 代 を 通じ て 、 細 胴 と スカ ー 
ト の 拡がり 、 宙 の 膨らみ が 助長 され 、 ル ネッ サン ス 期 の 中 旋 調 衣服 を 真 以 た 形 の 衣 付 が 流 


な 
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行 し た 。 肩 幅 は 全体 の パラ ンス を 保ち な が ら 、 次 第 に 広く な り 、 宙 の 上 方 が 技 訪 前 に 膨 ら 
み 姉 め る 。 
女性 衣裳 は 、 妃 想 を そそ る よう に 曲線 と 柔らか い 膨らみ を も っ て 装 わ れ た 。 織物 工業 の 
技術 的 進歩 や 生産 工場 は 、 その た め の 優秀 な 材料 を 提供 し て 、 ロマンティック 様式 の 形成 
に 役立っ た 。 
男性 の 服装 は 、 上 衣 と チョ ッ キ 、 ズ ボン の 組み 合わ せ に 変わ り は な い が 、 上 衣 は 変化 に 
評 み 、 旧来 の フラ ッ ク 形 式 の も の と コー ト 形 式 の も の 、 お よび ル ダ ン ゴー ト に 由来 する も 
の な ど が あっ た (月 野 邦 , 1985 年 , pp. 370-372. 注 〔 和 書 () } ) 。 
1840 年 代 の アメ リカ で は 、 ヨー ロッ パ の 王政 復 十 調 の 衣 壮 が 、 自 国 の 状況 に 見 合う よう 
に 工夫 され て 導入 され て いた 。 
社会 ・ 経 済 的 な 背 景 に 目 を 向け る と 、 1840 年 代 は 領土 拡張 時 代 (有賀 貞 . 大 下 尚 一 入 , 

1990 年 p. 62 注 〔 和 書 ?⑫) 〕 有賀 買 , 大 下 澤 記憶 部 昌 平野 編 , 1994 年 
np.351-362. 注 【 和 (3) 〕 ) で あっ た 。 ア メリ カ 合 衆 国政 府 は 、 北 米 大 陸 に 領土 を 持 
国 と 、 固 有 の 領土 権 を 持つ 先住 アメ リカ 人 諸国 家 か ら 、 購 入 や 合併 や 征服 や 強制 移 
住 な ど 多様 な 方 法 で 土地 を 獲得 し て 、 こ れ を 領土 に 加え て 「 公 有 地 」 と し 、 一 定 の 手続 
き を 持っ て 個人 ・ 法 人 に 払い 下げ 、 入 植 者 を 誘引 し た 。 そ し て 、 入 植 者 人 の 増加 に 応 
し て その 領土 を 準 州 に 、 さ ら に 州 に 昇格 させ 、 他 の 州 と 対等 の 条件 で 連邦 に 加入 させ る 
と いう 段階 的 な 達 邦 加入 方 式 に よる 傾 上 の 日 党 し い 膨 須 を は か っ た 。 こ の よう な 旋法 に 
よる 領土 久 湖 は 、19 世紀 前 羊 の アメ リカ 合 委 国 の 特色 の 一 つと し て あげ られ る 。 

きら に 他 の 国 か ら も 土地 を 購入 し た 。 
・ 1803 年 12 月 フラ ンス か ら ル イジ アナ を 買収 。 
・ 1819 年 ? 月 スペ イン か ら フ ロリ ダ を 皿 収 。 
・ 1845 年 3 月 テキ サス 併合 。 

1846 年 6 月 イギリス と の 条約 に より オレ ゴン 地方 を 分 割 。 

1846 年 5 月 メキ シコ 隊 争 が 勤 某 し 、1848 年 2 月 に 終結 し 
ニュ ー メ キシ ニュ 地方 を メキ シュ 地方 か 割譲 。 
さら に 、1853 年 に は ガ ズ デ ン 購 入 地 を 合わ せ 、 今 日 の アメ リカ 合衆国 本 土 を 確立 し た 。 
アメ リカ の 産業 革命 (有賀 貞 . 大 下 商 一 志 憶 者 晃 佑 , 平野 却 編 , 1994 年 , pp.260- 
261, 注 【 和 圭 3) 〕 ) は 1830 年 代 に は いる と 鉄工 業 が 発達 し 、 道 路 、 運河 、 鉄 道 の 建 
設 ・ 著 備 も 産業 発展 に は 不可 欠 な も の で あっ た 。 さ ら に その 中 で 柄 工業 が 急 束 に 進展 し 
た 。 北国 本 綿 工 業 (有賀 貞 , 大 下 商 一 志 憶 衝 晃 佑 . 平野 基 編 , 1994 年 , pp 335-337。 
注 〔 和 書 (3) ] ) は 1820 一 40 年 代 に は 大 規模 な 工場 が 噌 える と と も に 、 中 小 地 醒 の 工場 
も ニュ ー イ ング ラン ド 南 部 を 中 心 に 多数 設立 され た 。 これ ら の 木 給 工 業 を 指導 部 門 と し て 


た こと で 、 カ リフ ォ ル ニア 、 
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アメ リカ 産業 間 語 は 急速 に 進展 し 、1880 年 代 後 半 ま で に は 家内 工業 が 雅 逐 さ れ 、 工 場 制 木 
綿 工 業 が 支配 的 に な っ た 。 

綿花 生産 の 発展 に お いて は 、 ア メリ カ 独 立 革 命 に よっ て イギリス 重 商 主義 体制 と の 結び 
つき を 失っ た 南部 の 奴 練 制 プ ラン テー ショ ン は 、 一 時 低 送 に 陥っ た 。 だ が 、 や が て で イ ギリ 
ス 績 業 條 本 と 結び つい て 、 綿 花 導 業 に 活路 を 見 出し た 。 特に 綿 か ら 種子 を 分 離す る 鑑 作 業 
を 簡易 化し た イー ライ ・ ホ イッ トニ ー の 締 繰 機 の 発明 は 、 短 織 維 の 綿花 の 殺 培 に 拍車 を か 
けた 。 この 品種 は 南部 の どこ で も 打 培 可能 で あっ た た め 、 細 花 生産 の 飛 中 的 多胡 に 買 献 し 
し 

1840 年 代 は また 既製 服 (Joan Severa, p.5, 注 ( 洋 書 (1) 〕 、 銀 全 康 子 , 1968 年 pp. 9- 
11. 注 和 某 6) 〕 ) が 発達 し て きた 時 期 で も ある 。19 世紀 補 環 の アメ リカ に お ける 衣 
服 産 業 は 、 注文 仕立 て に よる 手工 業 と 工場 製造 で あっ た 。 注文 仕立 屋 に 衣服 を 帆 む こと が 
で きる の は 富 容 な 階級 の 旨 二 で あっ た 。 その 他 の 労働 者 に は 古着 屋 ボ 胡 月 を 提供 し て いた 。 
南北 戦争 以前 まで は 、 古着 の 商売 が 放 製 服 よ り も 重要 な も の で あっ た 。 また 、 時 製 服 は 女 
性 服 よ り も 男性 隅 が 先 に 発展 し で い っ た 。 


2. 写真 技術 の 普及 


さて 、 次 に ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 技術 の 普及 の 様相 と 服飾 史 研 究 に お いて 、 写 真 技術 が 
果たす 役割 に 言及 する 。 

ダ ゲ レオ タイ プ (Dagucreoypc) (LT.ML ダ ゲ ー ル 閉 , 中 崎 中 雄 解説 ・ 訳 1998 年 , 注 

〔 和 書 (6) ] ) と は 、 ル イ ・ ダ ゲー ル (Louis Jacquc Mandc Dagueme, 1787-1851) に より 
発明 され 、1839 年 8 月 19 日 に フラ ンス 学士 院 で 発表 され た 世界 最初 の 実用 的 写真 技法 で 
あり 、 湿 板 写真 が 確立 する まで の 問 、 最も 普及 し た 写真 技法 で ある 。 銀 板 上 に 直接 左右 反 
転 し た 白黒 画像 を 得る ダイ レク ト プ ロ セス で ある 。 

旬 板 の 表面 に ヨウ 素 基 気 を 当 て て ヨウ 化 銀 を 生成 させ た も の を 感光 材料 と する 。 暗 摘 に 
入れ で 撮影 後 、 水 銀 蒸気 で 現像 する と 、 光 の 当たっ た 部 分 に 水銀 が 凝結 し て 画像 が で き 、 
チオ 確 酸 ナ トリ ウム (ハイ ポ ) で 不感 光 の ョ ウ 化 銀 を 除い て 定着 する 。 見 る 角度 に より 、 
ネガ 、 ポジ 反転 する と いう 特徴 を 持つ 。 銀 メ ッ キ を し た 鋼板 な ど を 感光 材料 と し て 使う た 
め 、 日 本 語 で は 銀 板 写真 と 呼ば れる 。 

この 技術 の アメ リカ へ の 導入 と 普及 に つい て 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 は 第 1 章 に お いて 、 
進 べ て いる 。 [1839 年 の 晩 灰 に 公認 の 代理 店 が プリ ティ シュ ・ ク イー ン 号 (Bmtsh 
Quecn) に 乗っ て ニュ ー ヨ ー ク に 到着 し 、 ル イ ・ ダ ゲー ル (LouisDagucnc、1787-1851) に 
よっ て 開発 され た ユニ ー ク な 工 稚 に 対す る 権利 と その た め の 設 備 を 売 電 し た 。 ダ ゲ ー ル の 
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仕事 は この 国 の 中 で は すでに と て も よく 知ら れ て いた 。 そこ に は た くさ ん の 応募 者 が いた 。 
何と 一 週間 の 内 に あら ゆる 市 や の 多く の 新進 の 写真 家 た ち が 店 を 出し は じ め た 」 Oom 
Sevem,。 p.1) と いう 。 

また 、 銀 板 写真 の 普及 は 、 西 商 運動 に 伴い 、 急速 に 進ん だ 。 

「 実 際 、 西 河 運 動 に よっ て 肖像 写真 を 撮っ て も ら う 人 は 何 千 人 も 増え た 。 と いう の も 、 
西 一 向かう 人 びと は 自分 の 写真 を 後に 残し 、 家 族 や 友人 が 写っ た 貴重 な 写真 を た ず さ え て 
行っ た か ら で あ る 。 ア メリ カ で は 1850 年 代 まで に 、 毎年 お よそ 300 万 枚 の ゲ ゲ レ オタ イ 
プ が 作ら れ 、 そ れ と と も に 価格 は 下がっ て いっ た 。」 (RobetTst。 1938, pr.76, 注 ( 詳 
書 (3) 〕 ) と いう 。 後述 する よう に 、 ダ ゲ レ オ タイ プ の 他 に 、 ア ンプ ロタ イプ 、 ティ ンタ 
イプ 、 カ ルト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 、 ガ ラス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ・ フ ォ ト 
グラ フ 、 スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト 、 お よび ステ レオ スコ ー プ ・ ヴ ュー の 写真 技術 が 1850 年 
代 以降 に 普及 する 。 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 は 現存 する これ ら の 写真 を 全米 か ら 収 集 し 、 こ 
う 述 べ て いる 。 「 こ れ ら の 古く な っ た 写真 は ほん の わずか し か 到 っ て いな い 。 と は いえ 、 
これ ら の 残存 し て いる 映像 は 広範 な 社会 的 な 基礎 を 包括 し て お り 、 当 時 の マテ リア テル カル 
チャ ー の 写真 が 非常 に 確か な まとまっ た 情報 を 残し て くれ て いる 」 (Joan Severu p.1) 

ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 Codey'*7g み Zoo ( 洋 維 誌 [注記 (2) ] ) の 欠 行 以降 、 銀 板 写真 
の 普及 に 伴い 、 フ ァ ッ ショ ン の イメ ー ジ 表現 は 変化 し た 。 両 者 の 表象 的 な 機能 の 違い は 、 
果たし て 、 歴 史 に 何 を も た らし た の か ? 


結衣 的 に 言う な ら ば 、 ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 は 彼女 の 著作 に お いて 、 全米 か ら 収集 し た 
写真 イメ 解 局 を 与え る こと に よっ て 、1840-1900 年 の 時 期 の ミド ルク ラス と 下層 陸 
級 の アメ リカ 人 の 装い の 麻 中 を 具現 化し た の で ある 。 その 意味 に お いて 、 筆者 は アメ リカ 
服 侯 史 研 究 に お いて 、 ジ ョ ー ン ・ セ ウラ 女史 が 果たし た 役割 を 高く 評価 し た い 。 


3. 知見 


本 章 に 掲載 され た ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 写真 分 析 を 筆者 が 解析 し た 結果 か ら 、 以下 の 
知見 が 得 られ た 。 
①⑪ 世界 最初 の 実用 的 写真 技法 で ある ダ ゲ レオ タイ プ (Dagucncotpc) は 、1839 年 中 秋 
に ニュ ー ョ ヨー ク に 導入 され た 。 
② 服飾 の 研究 詞 潜 は ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 、 フ ァ ッ ショ ン ・ ブ レート 、 写真 、 文 献 (先行 研 
究 、 日 記 、 手 紙 な ど ) を 資料 に する と か 、 衣 服 や テキ スタ イル の 実物 調査 を する な 
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ど 、 多様 な 方 法 が ある が 、 写真 を 読み 解く 研究 は 、 服飾 研究 の 重要 な 領域 で あり 、 写 
真 産 業 史 の 領 城 と タイ アッ プ し て 行わ れ な けれ ば な ら な い 。 

Cogey s ra の gook に 掲載 され た ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト は 流行 に 関す る 情報 で あ 
つた 。 それ に 対し て 、 ダ ゲ レ オ タイ プ の 写真 は 1840 年 代 デ メリ カ 人 の 衣 生活 の 実態 
を と ら え た 歴史 的 資料 で ある 。 両 者 の 果たす 役割 も 歴史 的 意義 も 異な か っ て いる 。 ア 
メリ カ 服 飾 史 研 究 に お いて 、 ジ ョ ー ン ・ セ モ ヴ ラ 女 史 の 写真 に 見 る 上 服飾 研究 の 価 慎 は 
商 く 評 価 さ れる こと は 衆目 の 一 致す る と ころ で あろ う 。 

ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 の 普及 は 、 西 瀬 運 動 に 伴い 、 急 速 に 進ん だ 。 

ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 に 写っ て いる 破 写 体 は 主 に 挫 柱 な 人 々 で ある (写真 1 Joan 
Sevenu pp 28-29) 。 

彼ら の 服装 は ヨー ロッ パ の 王政 復古 調 の 流行 を 追っ て いる 。 

ヨー ロッ ピア ン ・ フ ァ ッ ショ ン に 装い きれ な い ア メリ カ の 隊 境 は 特に 素材 不 
足 に お いて 、 歴 然 と し て いる 。 

仕立 て 屋 が 仕立 て た 衣服 (写真 33, JoanSever pp. 74-75, 本 書 ,p.73) と 家庭 裁縫 の 
衣服 (写真 36. JonSevem。 pp.58-59。 本 甘 jp61) の 違い が 写真 と 解説 か ら は っ きり 
と 読み 取れ る 。 

わずか 1 枚 だ が 、 工 場 の 女工 の 労働 着 (写真 27, Joan Severa,p. 65, 本 書 、p67) が 写 
真 と 解説 か ら 読み 取れ る 。 

アフ リカ ン ・ ア メリ カン ( 写 真 24, JoanScvcm, pp. 60-61 本 書 p.66) と 先住 アメ リ 
カ 人 ( 生 真 34。 JoanSevem pp.76-77、 本 書 .p.76) の 肖像 写真 か ら 條 ら の 眼 装 が 読み 
取れ る 。 
写真 の 解説 に 被写体 の バッ ク グ ラウ ンド に 関す る 情報 が 記載 され た 写真 は 、37 枚 中 
わずか 9 枚 24 人) で ある 。 ち かなみ に 、 本 書 全体 と し て は 、 平均 20 バー セン ト の 写真 
に 梓 写 体 の バッ ク グ ラウ ンド に 関す る 情報 が 記載 され て いる 。 バッ ク グ ラウ ンド 解明 
の 困難 さ が 伺 える 。 
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II 1830 年 代 


1. 歴史 的 背景 と 服飾 の 特徴 


ヨー ロッ パ で は 188 て 1849 年 の 革命 と 反革命 の 時 期 か ら 、1860 年 代 半ば に か け て 、 ク 
リノ リン 衣 迫 が 流行 し て いた 。 こ の 時 代 の 衣 箕 の 特徴 は 、 大 きく 膨らませ た スカ ー ト で あ 
り 、 スカ ー ト を 広げ る 道具 で わる クリ ノリ ン に ちな ん で 、 この 時 代 の 衣裳 を クリ ノリ ン 衣 
人 と 呼ん 

19 世紀 アメ リカ が 抱え た 最大 の 課題 は 黒人 奴 束 制 の 廃絶 だ っ た 。 そ の た め に は 想像 を 
絶する 100 万 人 を 超え る 死 働 者 を 出し た 南北 戦争 が 闘わ れ な けれ ば な ら な か っ た 。 


この 戦時 期 、19 世紀 の 流行 で あっ た クリ ノリ ン 衣 裳 、 つ まり 、 コ ルセット で 季 場 に 詰め 
た 細い ウエ スト と 床 ギ リ ギ リ ま で の 長く 広がっ た スカ ー ト に 対す る 反抗 の 一 つと し て 、 プ 
ルー マー 運動 (濱田 雅子 ,2009 年 , pp.110-II8, 注 [和書 () ] ) が あっ た 。 この 頂 、 
プ ブルー マー 婦人 が 考案 し た わけ で は な い が 、 彼 女 は トル コ 風 の ズボン を 組み 合わ せ た 婦 人 
服 が 、 当時 、 流行 の ドレ ス よ り も 実用 的 で ある こと を 示唆 する 記事 を 発表 し た 。 こ の 記事 
を ニュ ー ヨ ー ク の 新聞 が 取り 上 げ 、 セ ン セ ーション を 巻き 起こ し た 。「 ズ ボン を は いた 女 
性 」 の ニュ ー ス は 、 す ぐに 大 西洋 を 渡っ た 。 ペ ンチ 誌 と ロン ドン の 軽 濱 穫 場 は この 上 服 装 を 
笑い 、 今 や 女 性 は 確立 し た 男性 の 役割 を 系 っ 取 ろ うと し て いる と し た 。 この 新しい ファ ッ 
ショ ン に 対す る 反 計 は 、 そ う 長 く 続く こと は な か っ た 。 女性 らし さと いう 考え か た が 復活 
し た と 同時 に 、 服 装 の スタ イル に 合わ せ て 体型 を 撃 え る 下着 が 再び 戻っ て きた の で ある 。 
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19 世紀 後半 に お ける 資本 主義 制度 の 著しい 発展 の 背後 に は 、 機 撤 と 技術 の 目覚 まし い 
創造 と 発達 、 お よび 自然 科学 の 進歩 と その 産業 へ の 転化 が あっ た こと は 見 逃 せ な い . 特に 、 
ン は 経済 史上 で は 、 衣服 製造 が マニ ュ フ ァ ク チャ ー か ら 工 場 仙一 と 移行 し 、 剰余 価値 
の ある 大 量 的 生産 を 生む 決定 的 で 革命 的 な 機 織 と され る (ミシン の 発明 ・ 発 達 と 日 本 の ミ 
シン に つい て は 、 田 中 千代 , 1991 年 , pp. 1006-1007, 注 〔 和 書 ⑰⑦ 〕 ) 。 今日 、 家庭 で 
用 いら れ で いる ミシン の 基礎 と な っ た 機械 は 、 ハウ に よっ て 発明 され た も の で ある 。 し か 
し 、 それ も 発明 当初 は 委 人 や 児童 の 労働 を 主 と す る 災 製 工 の 賃金 の 極端 な 低 さ の た め 、 ア 
メリ カ で も イギリス で も 実際 化す る まで に いた ら な か っ た 。 その 後 、 ま も な く これ に 改 委 
が 加え られ た 。 そ の 改良 者 の 一 人 が アメ リカ の アイ ザッ ク ・ メ リッ ト ・ シ ン ガ ー で ある 。 
令 は 185! 年 に 一 段 と 改良 され た 足踏み か り ミ シン を 発表 し 、 次 いで 著名 な 、 坊 生 機 械 生産 
会 社 を 設立 する な ど し て 注目 を あび た 。 


2. 写真 技術 の 発達 


さて 、 次 に 1850 年 代 の 服飾 に 関わ る 時 代 背 鞭 と し て で 、 ア ンプ ロタ イプ と ティ ンタ イプ 
の 写真 技術 の 発達 に 言及 し て お か ね ば な る まい ( 安 友 お 用 2009 年 , pp.86-39, 注 ( 和 
春 ⑧ ]) 。 

ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 技術 は 、 庶民 が 気軽 に 写真 撮影 を 出来 る よう な も の で は な く 、 非 
常に 高価 な も の で あっ た 。 銀 板 の 準 備 は 複雑 で 面倒 な も の で ある た め 、 よ り 科 便 で 、 安価 
で 使い や すい 感光 材 の 開発 が 行わ れ た 。 そ の 結果 、1851 年 に 、 イ ギリ ス 人 の フレ デリ ッ 
ク ・ ス コッ ト ・ ア ー チ ャ ー に よっ て 、 銀 板 の 代わ り に ガラ ス 板 を 使う 「 コ ロジ オン 社 坂 写 
真 」 が 開発 され 
、 泊 写真 の 撮影 で は 、 撮 影 の 直前 に 暗室 等 の 講 い 所 で 感光 コロ ジオ ン を 疹 布 し 、 
薬剤 が 温 っ て いる 内 に 露光 する 必要 が あっ た 。 乾燥 十 る と 感光 性 が 損なわ れる の で 、 取り 
扱い が 召し いも の で あっ た 。 

湿 板 写真 は 基本 的 に ガラ スネ ガ か ら 紙 焼き の ポジ 画像 を 得る 方 法 で ある が 、 板 写真 が 
考案 され て すぐ に 、 湿 板 写真 か ら 派生 し た 「 ア ンプ ロタ イブ 写真 」 や 「 テ ィ ン タ イプ ( フ 
エロ タイ ブ ) 写真 」 と 呼ば れる 写真 も 考案 され た 。1854 年 に 、 プ メリ カ の ジェ ー ム ズ ・ 
アン プロ ・ カ ッ テ ィ ン ッ グ は 、 コロ ジオ ン ・ ボ ポジ ティ ブ の 特許 を アン ブロ タイ プ と いう 名 
称 で 取得 し た 。 

フラ ンス 人 の マル タン は 、1853 年 に ディ ンタ イプ と 呼ば れる ネガ の 反転 現象 を 利用 し 
た 写真 法 を 考 寄 し た 。 ガラ ス 板 に 感光 コロ ジオ ン を 浴 る 代わ り に 、 薄 い 鉄板 を 県 く 漁り そ 
の 上 に 更 板 用 の 感光 材 を 塗布 し て 撮影 し た 。 下地 の 黒色 の 関係 で 、 反 転 し て ポジ 画像 が 見 
える と いう も の で ある 。 
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湿 板 写真 を 利用 し た ティ ンタ イプ 、 アン ブロ タイ ブ 写 真 は 、 商 価 な ゲ ゲ レ オタ イプ ( 銀 
板 写真 ) に 代わ り 直 接 ポジ 面 像 を 見 る こと が で きる 写真 と し て 1850 年 代 以降 広く 普 入 し 


た 

3. 知見 

筆者 は 本 斉 に 掲載 され た ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 号 真 分 析 の 解 杭 結 果 か ら 、 以 下 の 知見 
を 得 た 。 

①⑩ ダ ゲ レオ タイ プ に 続い て 、 ア ンプ ロタ イプ と ティ ンタ イプ の 写真 技術 の 発明 に . 


に 


1850 年 代 に は 写真 撮影 は より 大 衆 化 し た 。 

だ が 、 衣服 を 通じ て エリ ー ト 社会 に 仲間 入り し た い 中 流 障 級 の 人 々 は 、 で きる だ け 
装っ て 写真 に お さま ろう と し た 。 ま た 、 安 価 な ティ ンタ イプ が 発明 され て も 、 高 価 
な ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 に お さま る こと を 誇り と し た (58 枚 中 44 枚 ) 。 
衣服 に 着目 し て 写真 を 読み 解く に あたり 、 こ の よう な 人 々 の 意識 と 人 々 が 置か れ て 
いた パッ ク グ ラウ ンド を も 読み 解い て いか な けれ ば な ら な い 。 

ダ ゲ レオ タイ プ の 屋外 で 撮影 され た 写真 (写真 43. 47. 57。 Joan Sevem。 pp 120- 
121, p 127, p.140) も 見 られ る の は 、 注 目 に 値する 。 

ダグ レオ タイ プ の よう な 披 っ た 写真 で は な く 、 庶 民 が 撮っ た 庶民 の 写真 を 読み 解い て 
いく 作業 は 、 中 流 階級 や 下層 階級 の 人 々 の 衣 生 活 を 考察 する 上 で 、 大 変 有用 で ある と 
確信 する 。 アン プロ タイ プ の 事例 一 写真 42, Jomn Sevem, pp.118-119, 本 書 ip.120, テ 
イン タイ プ の 事例 一 写真 59, Joan Severa p.142. 本 書 :p147. 

衣服 に 着目 する と 、 男 性 の 既製 上 (写真 46. 47. 83. Joan Sevem。 pp. 126-127. p.171) 
の 発達 、 使 用 人 の お 下がり 着用 (写真 45, Jomn Sevem, pp.124-195 本 書 , p.101) 
の 様相 が 写真 か ら 読み 取れ る 。 
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IV 1860 年 代 


1. 歴史 的 背景 と 服飾 の 特徴 


歴 中 的 背景 は 南北 戦争 (1861-65 年 ) と 戦後 の 再建 期 (1865-1877) で ある 。1860 年 共 
和 党 の リン カー ン が 大 統領 選 に 当選 し た 。 し か し 、 南 部 は これ を 認め よう と せ ず 、 
翌 1861 年 に ヴェ ファ ツン ニー デヴィ ス を 大 統 と する アメ リカ 合衆国 を 結成 し 、 
施 を 脱退 し た 。 そ し て 、 こ こ に 人 次 前 の 大 内 乱 「 南 北 則 争 」 が 始ま っ た の で ある 。 
戦い は 、 初 め 南 家 宣 は 優勢 で あっ た 。 し か し 、1863 年 1 月 、 リ ンカ ー ン は 南部 反 
乱 地域 の 奴 款 解 胡 宣言 (Emancipaon Proclamation) に よっ て 内 外 世 論 
の 支持 を 集め 、 同 年 ゲティスバーグ の 戦い に 勝利 を 得 て か ら 後 は 、 北 軍 有 利 の 博 
勢 と な っ た 。1865 年 つい に 南部 の 首都 リ ッ チ モン ド が 陥落 し て 南 軍 は 隆 伏 し 、 南 
北 戦 争 は 終結 し た 。 

1865 年 に は 合 和 国 憲法 修正 第 15 条 で 、 奴隷 制 の 廃止 が 規定 され た 。 戦 後 の 南部 の 再建 
は アメ リカ 合 加 国 に 課せ られ た 大 き な 課 題 で あっ た 。 中 で も 解放 奴隷 の 土地 や 仕事 や 家 食 
住 の 保障 は 、 重 大 な 課題 で あっ た 。 

本 章 で は 、 裕福 な 人 を の 装っ た 写真 の みな ら ず 、 訂 民 が 撮っ た 應 民 の 写真 が 紹介 ・ 分 析 
され て いる 。 


2. 写真 技術 の 発達 


前 述 の よう に 、 カ ルト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 、 グ ラス ・ プ レイ ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ 、 キ ャ ピ ネ ッ 
ト ・ フ ォ ト グラ フ 、 ス タ ジ オ ・ ポ ボート レー ト 、 お よび ステ レオ スコ ー プ ・ ヴ ュー の 写 
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真 技術 が 1850 年 代 以降 に 普及 する 。 以 下 、 こ れ ら の 写真 技術 に つい て 解説 する 。 

安 友 志 力 著 『 写 真 の は じ ま り 物語 』 に 拠る あと 、 カ ルト ・ ド ・ ヴ ィ ジッ ト は 名 の 代用 で 、 
フラ ンス 人 発明 家 の アン ドレ - ア ドル フ ・ ウ ジェ ー メ ・ デ ィ デ リ (dx が ef が gere の cd 
(819-1889) が 、1G859 年 に 発明 し た 。 最 閥 期 は 1863-1876 年 、 共 授 期 は 877-I830 年 で 
ある 。 素材 は アル ビュ メン ・ プ リン ト で ある 。 安 友 志乃 に よる と 「 当 時 、 名 刑 は 現代 の よ 
うに 初対面 で 交換 する も の で は な く 、 面 会 し た い 相手 先 に 使用 人 が まず ビジ ティ ング カー 
ド を 届け に 行き 、 後 日 、 面 会 で さる の で あれ ば 二手 先 か ら コ ー リ ング ・ カ ー ド が 時 
れ て 送ら れ て 来る 」 ( 安 友 才 , 2009 年 注 (和書 (8) 〕 ) と いう 手順 が あっ た と いう 。 

前 川 移 は ダ ゲ レオ タイ プ と カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 悦 い を 次 の よう に べ て いる 。 
TCDV は 、 すでに 1839 年 に 公表 済み の 写真 製 計 で わっ た ダ ゲ レオ タイ プ と は 、 いく つか 
の 点 で 大 き な 差 異 を 帯び で いる 。 第 一 に それ は 、 アル ピュ メン ・ プ リン ト と いう 紙 写 真 の 
プロ モス に 依 犯 し て いた 。 ・・・ 第 二 に 、 CDY は 、 紙 ネ ガ か ら 梓 数 の プリ ント を 生産 する 
こと が で きた 。 一 点 も の で あり 、 高価 で わる が ゆえ に 受容 者 の 限定 され る ダ ゲ レオ タイ プ 
に 比 し て 、 この 製法 は 写真 史 の な か で よう や く 写真 の 本 来 の 可能 性 で ある 複製 性 を 体現 し 
た 。 ・・・ 第 三 に 約 調 し て で お きた い の は 、 CDV が 他 の 写真 メア ディ ウム を コピ ー す る 氏 体 と 
な っ た こと で ある 。 た と えば 当時 の ティ ンタ イプ は 、 CDV サイ ズ に 縮小 され 、CDY と 同 
様 に 紙 製 の カフ レー ム に 収め られ て 販売 され た し 、 同様 に 、 ダ ゲ レオ タイ プ や アン プロ タイ 
プ な ど 棄 存 の 写真 が CDV に コピ ー さ れ て 販売 され る こと も 眼 繁 に あっ た 」 ( 前 川 修 , 
2013 年 3 月 pp.5-6. 注 「 条 誌 ⑲ ] ) 。 


次 に 、 ガラ ス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ (リー ズ ・V・ ジ ャ ン キ ンズ 1998 年 。 pp. 32-33。 
注 [ 攻 訳 書 (9) ] ) は 、 ア ンプ ロタ イプ の すぐ あと に 倒 場 し た ガラ ス 乾板 の こと で ある 。 
普 使 用 し て いた 、35 枚 撮 り の フィ ルム の 前 身 は 一 点 ま つの ガラ ス 板 で あっ た 。 アン ブロ タ 
イプ は 薬品 を ガラ ス に 塗布 し 、 そ れ が 埋 か な いう ち に 撮影 し た た め 、 湿 板 と 呼ば れ た が 、 
ガラ ス 乾 板 は 、 薬品 が その 名 の 通り 、 乾い た 状態 で ガラ ス 板 に つい て いろ る 。 ネ ガ ポ ジ 法 で 
ある 。 こ の 利 上 祥 は 、 まず 、 ど こ で も 写せ た と 同時 に 、 現 像 処理 を その 場 で 施す 必要 が な く 
な っ た こと に ある 。 ま た 、 覆 数 枚数 を 制作 す も 可能 と し た 。 ガ ラス ネガ ティ プ に な 
っ て あら ゆる 意味 で 写真 の フィ ー ル ド が 拡大 し た こと に な る 。 

キャ ピ ネ ッ ト ・ フ ォ ト グラ フ ( 安 友 志 乃 , 2009 年 ,p. 91。 注 (和書 (⑧) 〕 ) は キャ 
ビ ネ ッ ト に 飾ら れ た こと に 由来 する 名 前 を も つ 。 この カー ド は 、 全く の 第 三 者 の 日 に プラ 
イベ ー ト な ポー トレ イト が さら され る よう に な っ た 時 代 の 始ま り で も ある 。 カ ルト ・ ド ・ 
ヴィ ジッ ト (通称 CDV) と 同じ く ア ルビ ュ メ ン ・ プ リン ト が 台紙 に 貼り 付け られ で いる 。 
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ステ レオ スコ ー プ ・ ヴ ュー ( 安 友 志 力 .2009 年 ,p.I02, 注 〔 和 書 (8) 〕 ) は ステ レオ ス 
コー プ を 使っ て 覗く 3-D 写真 で ある 。 同じ 写真 を だ 右 に 一 杉 の ボー ド に 貼り 付け 、 ステ レ 
オス コー プ を 用 いて 、 両 眼 で 覗く と 、3-D に 見 える の で ある 。 

さて 、 席 氏 と は どの よう な 人 々 で あろ うか 。 本 書 に は 家 旗 雪 紀 に 携わっ て いた 人 々 、 学 
校 の 教師 、 リ フォーム ・ ド レス の 運動 に 携わっ て いた 人 々 、 移 民 、 西 部 入植 者 、 農業 労作 
者 、 解放 奴 閑 、 自 由 黒 人 ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン な ど ミ ドル クラ ス や 下層 階級 の 様々 な 
カテ ゴリ ー に 属す る 庶民 の 写真 が 掲載 され て いる 。 そこ で 、 34 枚 の 写真 の 中 か ら 、 これ ら 
の 民 委 が 写っ た 写真 を 取り 上 げ て 、 パ バック グ ラウ ンド と 衣服 の 特徴 を まとめ て みた 。 


3. 知見 


その 結果 、 次 の よう な 知見 が 得 ら れ た 。 

① 1860 年 代 の 写真 の 大 半 は 、 ガラ ス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ 、 キャ ビ ネ ッ ト ・ カ ー ド 、 
ステ レオ ・ カ ー ド の 技術 が 開発 され た た め 、1840 年 代 、1850 年 代 の スタ ジオ で ダ ゲ 
レオ タイ ブ の 写真 に 収め られ た 写真 と は か な り 趣 が 異な っ て いる 。 

② 放 民 が 撮っ た 庶民 の 写真 の 中 に 、 我々 は ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 解説 か ら 明 ら か な 衣 
服 の 特徴 従 ら の バッ ク グ ラウ ンド を 読み 取る こと が で きる 。 す な わ ち 、1860 年 代 
の ミド ルク ラス 、 ある い は 下層 階 科 の アメ リカ 人 の 中 に は 、 ヨ ー ロ ッ ピ アン ・ フ レン 
チ ・ フ ァ ッ ショ ン に 人 中 し よう と し た 上 流 瑞 絞 や 中 流 以上 の 人 々 と は 異な り 、 経済 的 
理由 か ら 、 多 か れ 少な か れ 流 行 遅れ の 粗末 な 衣服 を 着用 し て いた 人 々 が いた こと を 具 
体 的 に 読み 取れ る 。 

@ 家 降 裁縫 で 補 族 の 衣服 を 作っ て いた 女性 の けなげ な 生き 様 が 娘 の 代 に 受け 継が れ て 
いる 様相 が 手 に 取る よう に 紹介 され て いる 。 

④ 侍 康 や 運 動機 能 性 を 考慮 し て 、 ド レス に ズボン に ブー ツ と いう リフ ォ ー ム ・ ド レス を 

着用 し て 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 に 携わっ て いた 人 々 が いた 事実 (写真 114, 139. 

Joan Scvcm。 pp. 238-239。 本 書 , p.186) 、JamcsC. Jackson 氏 の 健 主 保 美 モン ター の 

OurHomeonheHil で 、 締め 付け 衣装 が 原因 で 健康 を 害し た 人 々 が 、 リ フォ ー ム ・ ド 

レス を 着用 し て 、 導 差 生活 を 送っ て いた 事実 (写真 123. 124, Joan Sevem。 p. 240, 

p 951 本 革 ,p.187) が 、 貴 重 な 数 枚 の 写真 と その 解説 か 裏付け られ て いる 。 

ドレ ス ・ リ フォ ー ム ・ ム ー プ メン ト に つい て は 、 濱田 雅子 著 『 パ リ ・ モ ー ド か ら ア 
メリ カン ・ ル レッ ク ヘ ー ア メリ カ 服 角 社 会 中 近 現代 方 一) (株式 会 社 イ ンプ レス , PAD 。 
TOD 出版 サー ビス 、2018 年 1 月 ) で 考察 し て いる 。 
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葛 I 部 角 説 。 V 1870 年 代 


V 1870 年 代 


1. 歴史 的 背景 と 服飾 の 特徴 


南北 戦争 、 産業 の 発展 鉄道 や ミシン の 発達 、 フ ァ ッ ショ ン 誌 の 発行 、1877 年 の 大 統領 
選 に お ける 共和 党 の ヘイ ズ の 当選 、 南 部 再 午 運動 の 挫折 と いう 太 の も と に 、1870 年 代 の 
アメ リカ の フ ョ ン 業 界 は 、 変化 と 発展 を 遂げ る 。 普 仏 戦争 (1870-71 年 ) も 、 諸 外 
国 … へ の ファ ッ シ ョ ン の 伝達 を 一 時 中 断 させ た 大 事件 で あっ た 。 と は いえ 、 フランス の ファ 
ッ シ ョ ン が アメ リカ に 及ぼ し た 影響 に は 、 多 大 な も の が あっ た 。 

いわ ゆる 「 金 び か 時 代 」 に 突入 し た アメ リカ で は 、 流行 に 敏感 な 当時 の アメ リカ 女性 に 
と っ て も 、 流 行 の 最 先端 を ゆく フラ ンス の スタ イル を 取り 入れ る の が 、 大 族 容 易 に な っ た 。 
当時 アメ リカ で は 、 Godgy'wy'y Book、 PeerxonsAgggzie、 77eDe/yuegfor、77e7gdy 
7e oezo、 7 が ope 2446 な どの ファ ッ シ ョ ン 定 期生 誌 が 発行 され て お り 、 こ れ 
ら の 雑誌 に は ドレ ス の 作り 方 が 掲載 され て いた 。 中 で も 、CoeyyZgdysBoot に は 、 フ ラ 
ンス の 上 流 階級 の 人 々 の スタ イル が 見 られ る し か し フラ ンス の ファ ッ シ ョ ン を 全て 取り 
入れ る こと が で きた の は 一 部 の 補 福 な 家庭 の 女性 で ちっ た 。 あま り 裕 福 で な い 家 庭 の 女性 
は ミシン を フル 簿 用 し て 流行 を 取り 入れ 、 ま た 、 そ れ を 楽し ん だ 。 


2. 知見 


筆者 は 、 本 剤 に 掲載 され た ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 写真 分 析 の 解析 結果 か ら 、 以下 の 知 
見 を 得 た 。 
⑪ 表 1 に 見 る よう に 、 写真 技術 の 発達 に より 、1870 年 代 に は 写真 撮影 は 、 ま すま す 大 押 
化し で ゆき 、 屋外 で 撮ら れ た 多く の 写真 に 庶 氏 の 服装 が 写し 出さ れ て いる 。 
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に 】 


@ 


@ 


ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 著 鞭 に は 、1870 年 代 に 入る と 、 最 初 の 2、3 年 は 不景気 で 新 
し い 限 を 購入 する だ け の 余裕 は な か っ た の だ が 、 徐 々 に で は ある が 、 社 会 が 全て の 人 
に 対し て 、 表 服 の 流行 を 追わ せ て いた (JoanScvem, p. 293) と 、 社 会 と 流行 の 結び っ 
き 見解 が 述べ られ て いる 。 つ まり 、 輸 送 の 発達 の お か げ で 、 何 処 に 住ん で いて 
も パタ ー ン や 在 地 が 入手 可能 と な り 、 地方 だ か ら 流行 遅れ に な っ て で も 仕 万 が な いと い 
うぅ 考え は 通用 し な く な っ た よう で ある 。 こ の よう な ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 は 、 
今日 の 服 館 研 究 者 の 検討 課題 と いえ よう 。 

労働 者 階級 の 服装 は 、 新聞 配達 の 少女 (写真 183, Joan Sewem, p. 369, 本 書 . p.238) 
と 織物 工場 の 少女 (写真 184。 Joan Sevcm。 p.370, 本 書 , p.239) の 写真 し か 掲載 さ 
れ て いな いた め 、 実 態 は つか み 召 い 。 

北欧 か ら の 移民 ボ 写 っ た 集合 写真 (写真 160, 161 16I, 163, 164。 Joan Sevem 
pp.338-339,pp.340-341。 pp.342-343, pp.344-345, pp. 945-347 本 書 , p. 268) か ら 、 
役 ら は 衣服 を 通じ て 、 何 と か し て アメ リカ 社会 に 同化 、 あ る い は 醸 合 し よう と し て い 
た こと を 、 明 ら か に 読み 取れ る 。 


葛 I 部 角 説 。 VI 1890 年 代 


VI 1880 年 代 


1. 歴史 的 背景 と 服飾 の 特徴 


ヨー ロッ パ で は 、 1880 年 代 は 、 ク リノ リン 衣 宏 の 後 を 受け て 、 バ ッ ス ル 衣 鶴 が 女 性 の 衣 
服 の 中 心 で わっ た 。 アメ リカ の 女性 も ペリ の モー ド に 遅れ を と ら な いよ う 、 腰 当て を 用 い 
で スカ ー ト を 膨らませ て いた 。 工 や か な バッ スル 衣裳 で 始ま る 1880 年 代 は 、 ア メリ カ に 
と っ て 激動 の 時 代 で も ある 。 鉄 道 建設 と イン ディ アン の 駆逐 に よっ て 1890 年 まで に は 、 
将来 合衆国 に 含ま れる こと に な る 大 陸 の ほとん ど 全 域 に 農場 、 牧場 、 鉱山 、 そ し て 大 小 の 
都市 が 見 出さ れる よう に な っ た 。 鉄道 は 主要 都市 を つなぎ 国内 市 場 体制 を 完成 させ 、 
以降 ある 地域 の 商品 や 陣 材 料 は 合 役 国 の どの 地域 に お いて も 入手 可能 と な っ た 。1900 年 
代 の 初頭 まで に 、 農村 の 入植 者 と 近代 社会 を より 密接 に つなぐ 二 つ の 変化 が 現れ た 。 第 
の 変化 は 、1870 年 代 な いし 1880 年 代 に 始ま っ た モン ゴメ リー・ ウ ォ ー ド 社 お よび シア ー 
ズ ・ ロ ー バ パック 社 な どの メー ルオ ー ダ ー (通信 販売 ) 会 社 が 拡 参 され 、 工 業 社会 の 生産 物 
が ほとん どす さて の 人 々 に 利用 され うる よう に な っ た で ある 。 第 二 の 変化 は 、 政府 が 
農村 無料 配達 制度 を 大 幅 に 拡大 し た こと で あっ た 。 農民 た ち は も は や 情報 不足 に 悩ま され 
る こと は な く な り 、 ほ と ん ど 毎 日 後 ら の 家 に 手紙 、 新聞 、 広告 そし て カタ ログ が 届け られ 
る よう に な っ た 

ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 は この よう な 背景 の も と に 発達 し た 庶 氏 の ファ ッ シ ョ ン を 、 写真 
を 通し て 解説 分析 し て いる 。 
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2. 知見 


筆者 は ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 写真 分 析 を 解析 し た 結果 か ら 、 以 下 の 知見 を 得 た 。 

①⑪ 写真 撮影 の 大 衆 化 に 伴い 、 衣服 の 大 衆 化 、 つ まり 現代 衣装 へ の 接近 の 実態 が 写真 か ら 
読み 取れ ろ 。 

@ 1880 年 代 は 、 女性 の ファ ッ シ ョ ン に お いて 、 と て も 重要 な 意味 を 持っ て いる 。 パタ ー 
ン シ ス テム の 発達 か ら 家 庭 二 罰 で ある 程度 の 流行 を 取り 入れ る こと が 可能 と な っ た 。 
きら に 衣服 の 大 量 生産 が 可能 と な り 、 デパート や メー ルオ ー ダ ー シ ス テム の 発達 に よ 
り 、 高 価 で な い 表 服 が 既製 服 で 入手 可能 に な っ た 。 ま た ライ フス タイ ル の 変化 か ら 
徐々 に シン ブル な 衣服 へ と 移行 し て いく 様子 が うか が える 。 し か し 、 写 真 に 見 る よう 
に 、 その実 化 は ゆっ くり と し た も の で あり 、 プ メリ カ 女 性 に と っ て ヨー ロッ パ の ハイ 
ファ ッ シ ョ ン は 憧れ で あっ た こと は 事実 で ある 。 つ まり 、 す ぐに 拘束 性 の 高い ハイ フ 
アッ ショ ン が な く な っ た と いう わけ で は な く 、 こ の 時 代 に は 、 こ れ ら の 衣 上 を 写真 の 
中 に 共に 見 る こと が 出来 る の で ある 。 

@ 女性 の 社会 進出 は ファ ッ シ ョ ン に 影響 を 及ぼ し た が 、 女 性 の 労働 着 の 特徴 と し て 、 上 . 
流 了 紋 の 女性 の ハイ ファ ッ シ ョ ン と 、 直 接 現代 の 衣 月 に 通じ る 活動 的 な 衣服 の 普 存 が 
挙げ られ る 。 それ まで の 流行 は 、 上 流 階 級 の 女性 だ け の 好み に より 確立 され て きた が 、 
この 時 期 に ファ ッ シ ョ ン の 民主 化 が 始ま っ た と 言え る 。 1880 年 代 の 女性 ファ ッ シ ョ ン 
の 特徴 は 、 バ ッ スル 衣 邊 (写真 193.208. Jom Sewem. pp 402-403. 本書. p.271) 
の 登場 で ある と 同時 に 、1890 年 代 に 広まっ た 現代 衣装 … 近 づく 衣服 (写真 294, Joam 
Severa p.451, 本 書 , p.278) を 写真 の 中 に 垣間見 る こと が で きる こと は 大 変 典 昧 深 
い 


葛 I 部 角 説 。 VM 1890 年 代 


VII 1890 年 代 


1. 歴史 的 背景 と 服飾 の 特徴 


1890 年 代 の アメ リカ で は 、 男性 肛 の みな ら ず 、 女性 服 も コー ト や ケー ブ の 外 付 類 や シャ 
ツ プ ラウ ス や スカ ー ト な どの アイ テム の 大 最 生 産 が 可能 と な り 、 ト が 増加 し 、 小売 
カタ ログ 市 場 が 発展 し た 。1896 年 に は 郵便 無料 配達 制度 (Rural FrcDclivey) が 実験 と し 
て スタ ー ト し た 。 また 、 郵便 小包 制度 が 発展 し 、 モ ン ゴ メリ ー・ テ ンド ・ ウ ォ ー ド 社 (1870 
年 ) や シア ー ズ ・ ア ンド ・ ロ ー バ ッ ク 社 (1893 年 ) は 、 カ タロ グ ・ シ ョ ッ ピ ング に 成功 し 、 
地方 無料 配達 制度 は 、 カ クタ ログ ・ シ ョ ッ ピ ング と タイ アッ プ し て 、 1896 年 以降 に 効力 を 発 
押し た 。19 世紀 末 の アメ リカ で は 、 特に 地方 に お いて 、 こ の よう に し て メー ル ・ オ ー ダ ー 
で ショ ッ ピ ング する こと が 可能 と な っ た 。 


2. 知見 


筆 者 は 、 本 章 に 掲載 され : 
見 を 得 た 。 

①⑪ 1890 年 代 は 、1880 年 代 に 流行 し た バッ スル 衣 箕 か ら 現 代 衣装 に 近い も の へ と 変わ っ 

て いき 、 衣服 の 歴史 を 語る 上 で 重要 な 過 潜 期 で わる 。 こ の 時 代 に 既製 服 に 対す る 需要 

が 一 般 化 し 始め 、 女 性 の 衣服 に 大 き な 変 化 を も た らし 、 衣 服 の 価値 観 も 変わ っ た 。 装 

飾 の 疑っ た 衣服 か ら よ り シ ンプ ル な 形 へ 移行 し て いく の で ある 。 ラ イフ スタ イル の 変 

化 が 確実 に お こり 、1 人 が た くさ ん の 衣服 と その 種類 を 持つ こと が 経済 面 か ら も 可能 


ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 写真 分 析 の 解析 結果 か ら 、 以下 の 知 
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名 


に な っ た 。 フ ァ ッ ショ ン の 発信 源 と し て パリ は いま だ 強い 影響 を 与え る も の で は あっ 
た が 、 腰 を 細く 締め る 傾向 は 、 ア メリ カ で は この 時 代 に お いて は あま り 見 られ な か っ 
た 。 

し か し な が ら 、 家庭 は 依然 と し て 生産 の 場 で あり 、 消 費 の 場 へ と 移行 し て し まっ た わ 」 
け で は な い 。 大 量 生 産 に より 、 安 価 な 既製 服 が 市 場 に 出回っ て いた が 、 多 く の 主婦 は 
ペタ ー ン と ミシン を 罪 使 し て 、 家庭 織 に よっ て 、 よ り 最新 の 衣服 を 手 に 入れ 、 館 約 
し て 暮らし た 。 

女性 が 社会 に 出 て 、 仕 事 に 従事 し た り 、 ス ポー ツ を 楽し ん だ り 、 自 転 車 に 乗っ た りす 
る よう に な る と 、 人 簡素 で 、 機 能 的 な 衣服 に 対す る 大 き な 要 求 が 出 て きた の で ある 。 そ 
登場 し た の が 、 新 し い ア イナ ム の シャ ツ プ ラウ ス で わあ る 。 こ の プラ ウス は あま 
り フ ィ ッ ト し な く て も よかっ た た め 、 家庭 で 容易 に 作る こと が で き 、 既製 服 を 買う 必 
要 は な か っ た よう で ある 。 

セパレート の スカ ー ト も 家庭 で 容易 に う こと が で き 、 綿 の 家庭 着 や 化粧 着 や マザー 
ハバ パー ド も 家庭 で 、 一 日 で 、 作 る こと が で きた よう で ある 。 こ うし て 、19 世紀 末 の ア 
メリ カ の 主婦 は 、 一 訪 で 節約 し て 、 他 方 で 、 既製 服 を 買い 求め る 、 と いう 合理 的 な 大 
らし を し て いた 。 

女性 用 の オー ダー・ メ イド の スー ツ は 紳士 服 の 仕立 て 師 に よっ て 作ら れ た 。 
労働 に 携わる 女性 は 、 看護 筆 (写真 247、 Joan Seven,p. 503, 本 書 , p.303) 、 工 場 の 
女性 労作 者 (写真 235, 242. Joan Sevem。 p. 488、 p.496. 本 甘 、p.310) 、 黒 人 の 看 
護 婦 (写真 262, Joan Sever, pp.522-523, 本 蒼 , p.311) に 見 られ る 。 ま た 、 自 転 車 
に 乗 ろう と する 女性 (写真 248, JoanSevem pp 50-505, 本 書 ,p.312) が 見 られ る 。 
これ ら の 写真 に つい て ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 解説 は 、 衣服 と 労働 、 衣 腸 と スポ ー 
ツ と いう 視点 か ら 、 実 に 明快 で 含蓄 が ある 。 

本 章 で は 、 大 量 生産 ・ 大 量 消費 社会 に 向かう 、1890 年 代 の 過渡 期 の 様相 が 、 中 流 階級 
か ら 下 飛 階 級 の 人 々 が 写っ た 52 枚 の 写真 に 実に リア ル に 、 興 味 深く 映し 出さ れ て い 
る 。 や が て 訪れ る 20 世紀 を 予測 し な が ら 、 一 枚 一 校 の 貴重 な 写真 か ら 、 ア メリ カ 服飾 
社会 史 を 読み 解い て 行く の は 、 限 りな く 奥 深く 、 楽 し いも の で ある 。 


第 1 部 角 説 。 相 今 後 の 研 究 間 是 


VII 今後 の 研究 課題 


最後 に 、 以上 の 知見 を 踏ま を て 、 こ の よう な 写真 資料 か ら デ メリ カ の 服飾 ・ 風 符 の 何 
が 見 えて くる の か 、 何 が 研究 と し て 不足 し で いる の か 、 ある い は 可能 性 を 秘め て いる の 
か 、 その た め に どの よう な 研究 が 課題 な の か に つい て 整理 し 、 研究 の 将来 の 方 向 性 の よ 
うな も の を 示唆 で きれ ば と 思う 。 


(1) 1840 年 代 か ら 1890 年 代 の 上 流 階級 の みな ら ず 、 ミ ドル クラ ス と 下層 階級 の 表 服 も 
合 め た ナメ リカ の 服飾 史 研究 は 笑 少 で ある 。 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 著書 は 、 特 | 
ドル クラ ス と 下層 階級 の 衣服 研究 に 貴重 な 資料 を 提供 する 価値 高い 研究 書 で ある 。 特 
に 、 ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン 、 ア フリ カン ・ ア メリ カン 、 北 欧 か ら の 移民 庶民 の 日 
富 着 や 労働 着 と いっ た アメ リカ の 購 傘 が 見 えて くる の は 、 世 重 な 成果 で ある 。 

(2) だ が 、 部 族 ご と の 先住 アメ リカ 人 の 服飾 文化 、 ま た 、 例 えば 、 ユ ダ ヤ 人 の 衣服 な ど 、 
民族 ご と の 移民 の 衣服 の 写真 資料 を 用 いた さら に 掘り 下げ た 研究 が 望ま れる 。 

(3) 我が国 で は 、 写 真 技術 に 関す る 書物 ( 注 [和書 (11) ] ) は 刊行 され て いろ が 、 ア 
メリ カ の 写真 に 見 る 服飾 を 扱っ た 書物 は 刊行 され て いな い 。 

(3) 20 電 紀 の アメ リカ の 写真 に 見 る 衣装 研究 は 今後 の 課題 で ある 。 第 二 次 世界 大 戦 を 境 
と し て 、 ヨ ー ロ ッ パ 志向 か ら 脱却 し て 、 ア メリ カ 人 の た め の ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ 
ン が 誕生 し て くる 。 現在 、 ア メリ カ の 服飾 研究 者 に よっ て 、 こ の 時 代 に 活躍 し た 女性 
服 今 デザ イナ ー た ちの キャ リヤ ー と 活躍 ぶり が 発 掴 され つつ ある 。 この 分 野 は 研究 不 
中 で ある 。 写真 、 フ ァ ッ シ ョ ン 雑 誌 、 お よび 実物 供 料 を 用 いて 、 今 後 、 十 分 な 研究 が 
進め られ な けれ ば な ら な い 。 
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(5) 20 世紀 アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー に つい て は 、 濱田 雅子 著 『20 世紀 ア 
メリ カ の 女性 デザ イナ ー の 知ら れ ざる 真実 アメ リカ 服 角 社会 史 続編 一 』 (株 式 会 
社 イ ンプ レス FE&D,PFOD 出版 サー ビス 、2021 年 4 月 7 日 ) で 考察 し て いる 。 


【 注 】 考 文献 

和書 ・ 和 雑誌 ・ 注 記 

(0) 和香: 凡人 寺 「 妥 飼 世界 史 』 (白水 社 、1985 年 ) 。 

(@) 和 攻 有賀 由 、 大 下 由 一 緒 『 要 朗 ア メリ カ 東 [新版 】 
199 年 ) 。 

G) 和 間 : 有 損 員 、 大 下 向 一 、 志 天平 時 孝 編 『 作 界 胡 史 大 系 アメ リカ 史 1』 (出版 
社 、1991 6) 。 

(《) 和香 : 濱 田 攻 子 著 『 ア メリ カ 上 飲 社 会 実 】 (東京 出版 、2009 年 。 

(⑯) 和 秋 : 負 人 康子 著 『 上 製 最 の 時 代 ー ア メリ カ 衣 服 産 業 の 発展 一 】 ( 家 下 才 育 社 、1989 年 、 

⑯) 演 記 :LJJML ダ ゲール 閉 、 中 内 目 解 店 ・ 訳 『【 守 駅]】 ダ ゲ レオ タイ プ 教 本 銀 析 写真 の 衝 史 と 
操作 波 DAGUERREOTYPE』 (朝日 ソノ ラマ 、1998 年) 。 本 共 の 表 絡 の カバ ー の 推計 丸 に は 、 次 
の よう に 書か れ て いる 。「 ダ ゲ レ オ タイ ブ 換 作法 を 詳 涼し た 小 則 子 「 ダ ゲ レ オ タイ ブ 教 本 』 は 、 1839 
年 B 月 20 日 ペリ で 発売 され た が 、 そ の 日 に 売り 切れ て し まい 、 決 の 年 末 ま で に 10 数 か 一 語 羽 が 出 
版 さ れる は どの 、 世 界 的 太 べ スト セ ラー と な っ た 。 本 青 は く 待 泌 さ れ で いた 、 こ の 写真 に お ける 
金 字 落 「 ダ ゲ レ オ タイ プ 教 本 」 の 初め て の 完訳 で ある 。 ダ ダレ オタ イブ の 発明 前 中 と 、 こ の 画 人 的 
な 多 胃 が 完成 され る まで の 秘話 な ど を 舎 む 、 超 切な 「 角 識 」 添え られ た 本 高 は 、 す べ て の 写真 
好 家 に と っ て の 読 の 春 と 言っ て も 過言 で は な い 。 」 

⑦⑰ 和 ン の 発明 ・ 太 准 と 日 本 の ミシン に つい て は 、 田中 千代 『 新 ・ 田 中 千代 貞 飾 事典 ( 同 
文革 芝 1991 年) pp. 1006-1007. 

@) 和 秋 : 安 友 才 著 『 学 供 の は じ ま り 物語 】 ( 鳥 福 、2009 年 ) DDL 36-39. 

@) 和 挫 計 : 前 上 笑 「 カ ルト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト : ヴァ ナ キ ュ ラー 写真 の 可能 性 1 」 美学 装 学 集 ,9:4- 


ーー ワー ルド の 導 と 現実 一 】( 和 有 間 、 


2 2015 年 8 月 、pp 
(0O) 大 也 音 : リー ズ ・V・ ジ ャ ン キン ズ 者 、 中 病人 人 。 高松 字 、 中 較 俊 介 択 『 フ ィ ル ム と カメ ラ の 
世界 東 一 技術 革新 と 企業 一 平凡 守 、1998 年 、 pp.39-33 参照 
(⑪) - 害 記章 : アラ ンー トラ ク テ ン ペー ダ 苦 、 生 介 英 与 、 電 康史 訳 『 ア メリ カ 写真 を 読む 琴 史 と 
し て の イメ ー ジ ー』 白水 社 、1995 年 
上 ・J・M・ ダ ゲー ル 半 中 時 旧友 解説 ・ 訳 『 【 完 駅 】 ダレ オタ イブ 孝一 板 字 真 の 歴史 と 机 作 法 
ーDAGUERREOTYPE』 朝 ロ ソノ ラマ 、1598 邊 
・ リ ー ズ ・V・ ジ ャ ン キ ンズ 著 前 提 
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・ 安 著 前掲 
・C・E・K・ ミ ー ス 落札 忌 「 ミ ー ス 二 十 が 語っ た 写真 技術 史 の 研究 開発 物語 講 淡 守 ビ 
ペー トナ ー ズ 、 2019 年 


洋書 ・ 注 記 
(⑩) 洋書 :Joan Sswem.as77or cowxgp4e: Overy erkces gwd 7ca7ior 。7840.7900、Kom 
Sate Umvemt Drss OhorKent IS 
⑫) 洋 記 :1R30 年 6 月 に は じ め て 、 手 彩色 に よる 水 有 更 の ファ ッ シ ョ ン ・ ブ レー ト が アメ リカ で 印刷 さ 
れ 、 それ が 掲載 され た 座 対 が doy" sz み 「 > ok で あっ た 。 発行 の 背景 と 反 計 の 特色 に つい て 
は 第 部 第 二 第 4 誠 を 参照 の こと 。 
@) 洋 村 :RohatTaf Modogpiwgad 0e 4moriazr rwe.New Yorc MeMillnCo.193 
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第 IT 部 1840 年代 


は じ め に 


本 書 は 1840 年 代 か ら 1900 年 の 60 年 間 に わ た る 近代 アメ リカ の 女性 服 、 男性 服 、 子 ども 
服 の 三 分 野 の 庶民 服 を 、 翻案 権 を 遵守 し て 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 著作 の 紹介 ・ 考 奈 と 
いう 手法 で 書い た も の で ある 。 

分 析 の 視点 は フレ ンチ ・ モ ー ド と アメ リカ ン ・ モ ー ド の 比較 に 置か れる 。 写真 と の 比較 
対 明 の 資料 に は GodgysTady* 2oo4 の アー カイ ヴ (AcsessbleArchives) を 活用 させ て いた 
だ いた 。 

「Accessible Archives は 、 Godey' Sudy'y Book の 完全 な 情報 を 提供 し 、 最初 に 表示 され た 
カラ ー ブ レ ー ト を 含む 唯一 の コレ クシ ョ ン で す 。 特に 重要 な の は 、 フィ ラ デ ル フィ ア 図 寺 
館 、 フ ィ ラ デル フィ ア 図 書館 協会 、 ウ ィ ン ター ザー 図書 館 、 チ ェ ス ター 郡 年 協会 で あり 、 
これ ら が な けれ ば この プロ ジェ クト は 不可 能 で し た 。 ロジ ャ ーW. モス 博士 は 、 この プロ ジ 
エク ト の 道しるべ と し て 、 図 和 館 の 最も 重要 な ゴー ディ の の 合用 を 製 切 に 許可 
し まし た 。 プ レー ト の 多く は この コレ クシ ョ ン か ら コ ピー され まし た 。AccexsibleArchives、 
Inc. 発 行 の Gogey's gy'S ook は 9 つの セク ショ ン か ら な る 完全 な コレ クシ ョ ン で あり 、 
Accesible Archives は カラ ー プ レー ト を 提供 する 只 一 の 出版 社 で す 。 (Accessible Archive) 。 

ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 は 、1840 年 代 に ファ ッ シ ョ ン 情 報 を 広め る 役割 を 果たし た 雑誌 
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に つい て 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

「1840 年 代 に 女性 の ファ ッ シ ョ ン 情 報 を 広め る 役割 を 果たし た の は 、 主 に こう し た 雑 
誌 で あっ た 。 何 種類 か の 雑誌 が あり 、 た いて い は 中 流 層 の 女性 を 対象 に し て いた 。 さ ま ざ 
まな 個人 が 残し た 記録 か りら は 、 そ れ ら の 雑誌 が 実際 に アメ リカ 全土 の あら ゆる 仕 会 階層 の 
人 た ち に よっ て 読ま れ 、 学習 され て いた こと が わか る 。 最も 広く 読ま れ て いた 『 ゴ ー デ ィ 
ー ズ ・ レ ディ ズ ・ プ ブッ ク 』 は 1839 年 の 発行 部 数 が 1 万 部 に の ぼり 、1849 年 に は 4 万 部 に 
な っ た (Entekin 99) 。 他 に アメ リカ の 数 種 舞鶴 誌 と 、 イ ギリ ス や フラ ンス の 雑誌 が 、 
ある 程度 出回っ て いた 。」 (Joan Sewem_p 3 。 

Godeyy7q が Yoo の 上山 版 の 背景 に つい て は 、 第 部 第 1 章 第 4 節 で 、 出 版 事情 と 特色 
に つい て 、 詳 し く 述 べ る 。 


第 1 章 歴史 的 背景 


1. 領土 拡張 
1840 年 代 の アメ リカ で は 、 ヨー ロッ パ の 衣装 が 、 自 国 の 状況 に 見 合う よう に 工夫 され て 
導入 され て | りな 月 景 を 向け る と 、1840 年 代 は 領土 拡張 時 代 で あっ 


た 。 この 問題 に し た 。 


2. プリ ント され た 木綿 の 大 量 生産 と 衣服 価格 の 関係 


産業 革命 と 木綿 工業 の 発展 に つい て は 、 解 説 の 1840 年 代 に お いて 簡 党 ! 
年 代 か ら 1840 年 代 に アメ リカ 合衆国 に お いて プリ ント され た 綿 は 、 巨 大 な 生産 
それ は た め 、 低 収入 の 家族 が 新しい 衣料 品 を 購入 す 
きる よう ! y は 1840 年 代 を 1 ヤー ド 9 ペ ンス 
で 販売 され た 。 ほとん どす べ て の 人 が 1 年 に 1 回 の レス を 持つ こと 
が で きる よう に な っ た . 富裕 な 家庭 に よっ て 衣 括 に 容 や され た 金額 は 、 当然 谷 し い 人 々 よ 
り も 多かっ た 。 最 も 財産 に 比例 し て 多く な っ た わけ で は な い が 。 


3. 既製 服 産 業 の 発達 


解説 の 1840 年 代 に お いて 述べ た よう に 、1840 年 代 は また 既製 服 が 発達 し て きた 時 期 で 
も ある 。 繰り 返し に なる が 、 19 世紀 初頭 の アメ リカ に お ける 衣服 産業 は 、 注文 仕立 て に 


る 手工 業 と 工場 製造 で あっ た 。 注文 仕立 屋 に 衣服 を 頼む こと が で きる の は 富裕 な 階級 の 紳 
土 で あっ た 。 その 他 の 労働 者 に は 古着 屋 が 衣服 を 提供 し て いた 。 南北 戦争 以前 まで は 、 古 
着 の 商売 が 既製 服 よ り も 重要 な も の で あっ た 。 また 、 既製 服 は 女性 服 よ り も 男性 服 ポ 
発展 し て いっ た 。 

既製 服 業 者 は 19 世紀 半ば まで に 、 最 低 の 労働 者 た ちと は 違っ た 願 客 を 見 出し た 。 例 え 
ば 公立 学校 の 先生 、 会 計上 交通 や 商業 に 従事 する 人 々 が あげ られ る 。 彼ら の 収入 は 決し 
て 多く は な い が 、 良い 生活 様式 と その 職業 か ら 良 い 衣 眼 を 必要 と する 人 々 で あり 、 仕 立 屋 
は この よう な 人 々 に 既製 服 を 提供 し 始め た 。 し か し 皮 抽 最 が 大 加 に 広まる まで は 衣服 は 社 
会 的 階級 の 表示 物 で ある と の 考え 方 か ら 、 既 製 服 は 下 等 な も の で ある と いう 考え が 消え ず 、 
閉 別 の 表示 物 で あっ た 。 し か し な が ら 、1820 年 代 、30 年 代 に お いて 既製 服 を 買う 人 が 増 
え 、1810 年 代 まで に は 、 表 服 産 業 設 立 の 第 一 歩 が つく られ た と いわ れ て いる 。 

男性 や 少年 の 最近 の スタ イル は すでに 、 大 量 生 産 を 通じ て 素早 く 安価 に 入手 する こと が 
可能 に な っ た 。 いく つか の 大 き な フ ラン ス や イギリス 製品 の 輸入 楽 者 は 、 主 に 男性 や 少年 
の 衣服 を 生産 し て いた 1830 年 人 後半 まで に 、 ニ ュー ヨー ク 、 ボ ポス トン 、 フ ィ ラ デル フィ 
ア で 早く か ら 卸 の 衣 眼 製造 工場 を 発達 させ 、 女性 の 衣類 の 生産 は 、 主 に 外 胡 に 制限 され で 
いた 。 倍 々 な あら ゆる 年 齢 の 計 や アー ツ は 1840 年 代 ま で に この 国 で 大 量 生 産 され た 

最初 工場 の 胡 服 は 手 維 い で あっ た が 、40 年 代 の 終わ り 近 くに は 、 新 し い 縫 製 用 
ン を 多く の 工場 が 導入 し た 。 そ れ に よっ て 衣服 の 生産 を 増大 させ た 。 


4. ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 “Coy ゞ Zz み S が oo が "の 出版 事情 と 特色 


1840 年 代 に 、 アメ リカ の 女性 た ち が フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 を 入手 し て いた 雑誌 は 、 何 と 言っ 
て も 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ ブ ッ ク (Coeys 7o み 5 Boo) 」 で ある 。 こ の 雑誌 の 始ま 
り は 、1830 年 に ルイ ス ・ ゴ ー デ ィ (Godey.LouisAmoine。 1801-1878) が フィ ラ デ ル フィ 
ア で 「 レ ディ ズ ・ プ ブッ ク [7z み soo4) 」 ( 平 六 裕子 2008 年 9 月 . pp. 55-72. 注 【 和 堆 
誌 (1) ] ) と いう 雑誌 を 確立 し た ある 。 ゴ ー デ ィ は ボス トン の 「 レ ディ ズー マガ ジ 
ン (CakexA4ggee) 」 ( 注 [ 洋 維 誌 ・ 注 記 (4) ] ) と いう 当時 、 セ アラ ・ ヘ イル (Samh 
Joseph Hale. 1788-1879) が 編集 し て いた 雑誌 を 読み 、 こ の 雑誌 に は 編集 者 の 声 や 、 記事 の 
取材 に 関す る マナ ー が 掲載 され 、 ま た 、 フ ァ ッ ショ ン ・ プ レー ト が 掲載 され て いる こと か 
ら 、 ヘイ ル を 認め た 。 そ し て 、1837 年 に 、「 レ ディ ズ ・ マ ガ ジ ン 」 の 権利 を 購入 し た の で | 
ある 。 彼女 は すぐ に フィ ラ デ ル フィ ア に 行く の で は な く 、 彼 女 の 皿 子 た ち が 卒 業 す る まで 
ボス トン に 残り 、 遠 く ボ スト ン か ら ゴ ー デ ィ の た め に 編集 者 の 義務 を 果たし た 。 つ い に 、 
ゴー ディ は ヘイ ル を 説得 し て フィ ラ デ ル フィ ア に 引越 し を させ て 、 フ ィ ラ デル フィ ア の 会 
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社 に 編集 費用 を 賭 わせ る よう に 説得 し た 。 彼 は 「 レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 」 と 「 レ ディ ズ ・ マ ガ 
ジン 」 を 合併 し て 、 そ れ を 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 」 と 呼ん だ 。 そ の こと を きっ 
か け に 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 」 の 編集 者 は ヘイ ル と な り 、 ヘ イル は 名 声 を 確 
立 す る こと と な る 。 

ヘイ ル は 、 フ ァ ッ ショ ン の 販売 促 准 や 、 女 性 が 専門 職 や 他 の 仕事 に 程 く こと を 主張 し 、 
また 、 女性 の た め の 教 育 席 設 や 教育 課程 の 欧 展 を し きり に 促す な ど 、 女性 の た め の 公 共 的 
な 空間 を 他 と 分 離す る こと を 主張 し た 。 

「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 」 ( 往 ( 洋 維 誌 ・ 注 記 (5) ] ) は 、 それ 以前 に 刊行 
れ て いた 雑誌 より も 、 ア メリ カ 人 の 生活 に お いて 、 真 の 影響 カカ を 持っ て いた 。 そ の た め 、 
雑誌 の 時 代 は 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ プ ブッ ク 」 と と も に 始ま っ た と いえ る 。 フ ラン ス か 
ら 輸 入 し た ファ ッ シ ョ ン を 採り 入れ た イラ スト お 上 よび ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト が 掲載 され 、 
この よう な 手法 は 基本 的 フォ ー マ ッ ト と し て 確立 され た 。 読者 は 裁縫 の バ パターン を 使用 し 
て 、 雑誌 に 掲載 され て いる 服 を 自由 に 再現 で きた 。 そ し て 、 こ の 雑誌 は ファ ッ シ ョ ン ・ プ 
レー ト を 掲載 し て いる 女性 雑誌 全体 を 実験 的 な 段階 か ら 、 産 業 確立 の 段階 へ と 変え る こと 
に な り 、 フ ァ ッ ショ ン や 趣向 に つい て の 国民 の 基準 を 設定 し た の で ある 。 

ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト の 特色 と し て は 、 まず ひと つめ に 、① 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ 
ブッ ク は 、 パ リ の 雑誌 が も と に な っ で て いる イギリス の ファ ッ シ ョ ン 雑 計 か ら ファ ッ シ ョ 
ン ・ プ レー ト を 使用 し で いた 。 そ の た め 、 時 代 遅れ で 、 バ リ の 流行 に 淫 れ て いた 。 と は い 
え ② そ の 芸術 性 か ら 、 フ ァ ッ ショ ン の 振興 を も た らし た 。 次 に 、③ フ ァ ッ ショ ン ・ プ レー 
ト の 複写 の た : 様々 な 方 法 が 試さ れ た が 、 手 彩 色 に よる 彩色 は ずっ と 続け られ た 。 そ 
し て 、 英 大 な 費用 が か けら れ 、 そ の 絡 は 1 月 に 8.000 ドル に も 及 ん だ 。 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ 
レデ ィ ズ ・ プ ブッ ク 」 が 当時 3 ドル で 売ら れ て いた こと を 考え る と 、 そ の 英 大 さ が 理解 で き 
る 。 

次 に 、「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ プ ブック 」 の 流通 (Lewis. Mary Janc, 1996, pp. 167-171。 
注 ( 詳 学 人 論文 (6) ] ) に つい て で ある が 、 当 時 の アメ リカ に お ける 休 計 購 党 者 の 平均 人 
数 は 、 お よそ 7.000 人 で あっ た 。 そ れ に 対し て 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ プ ブッ ク 」 の 購買 
者 数 は ①1849 年 に 40.000 人 、②1860 年 に 150. 000 人 、③1869 年 に 500.000 人 に 及 ん だ 
と ヘイ ル は 主張 し て いる 。 こ の 事実 か ら も 、「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 」 の アメ リ 
カ に お ける 重要 度 が うか が える 。 
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「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ プ ブッ ク 」 の 人 気 の 編 集 長 で ある ヘイ ル は 、 慎 まし や か な 女 
性 に つい て 次 の よう に 書い た 。「 衣 服 に 注意 を 払う べき だ 、 そし て 生活 の デリ カシ ー や コ 
ン デ ィ シ ョ ン に 一 致す る 限り 衣服 の 流行 に 従う べき だ 」 (「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ プ ブッ 
ク 」1844 年 12 月 号 ) (Joan Severap.4) 。「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 」 が 主 と し 
て 玲 款 教 的 、 道 補 的 な 散文 収集 で あり 、 女性 の た め の 教育 的 材 幸 で ある こと か ら 女 性 達 や 
夫 ・ 交 親 で きえ 、 ヘ イル の アド バイ ス を 信用 し て いた 。 

女性 は きち ん と 表 服 を 着 、 また 、 品位 を 外 的 尺度 と し 、 公 の 末 艇 を 得る た め の 必 要 な 手 
段 と し て 流行 か ら 見 れ な い 衣服 を 着 な けれ ば な ら な か っ た 。 

し か し な が ら 個人 の 記録 を 検討 し て みる と 、 わ ず か で は ある が 、 女 性 達 は あら ゆる 所 で 、 
婦人 雑 誌 の 中 で 紹介 され て いる よう な ファ ッ シ ョ ン に 追随 し て いる こと は 明 自 で ある 。 結 
果 と し て 、 最も 明らか に な っ た こと は 、 そ の よう な ファ ッ シ ョ ン 導 入 の 受容 で 本 解 さ れ た 
アメ リカ の 水準 だ っ た 。 それ は この よう に 府 杖 され た ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト か ら 推 定 さ 
れ た た 最新 の 裁断 や シル エッ ト は 、 体 が 許す 限り 忠実 に 全て の 人 々 に よっ て 追随 され た 。 
し か し .、 挿し絵 に 描か れ た 念入り の 表面 装飾 ギア クセ サ リー は さら に 控え め に 採用 され た 
その 結果 は と て も は っ きり 目 に 見 える も の だ っ た の で 、 さ ら に この よう な 哲学 (ファ ッ 
ョ ン を 導入 する と いう こと ) は 容易 に 社会 層 に 広がっ て いっ た 。 も し 私 た ち が 非 常に 容 柱 
な 人 や ひど く 答 し い 人 た ち を 除い た の な ら 、 上 層 の 人 や 下層 の 人 た ち も 同 じ よう に 、 1 年 
ある い は それ 以内 に フラ ンス の ファ ッ シ ョ ン 導 入 に つい て 知り 、 観察 し 、 少 なく と も それ 
を 控え め に 受け 入れ た と いえ る 。 


第 1 章 【 参 考 文献 、 お よび 注記 】 

和書 ・ 和 雑誌 ・ 注 記 

(1) 和平 和子 著 「 フ ィ ラ デル フィ ア ・ フ ァ ッ ショ ンー 『 レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 』 に お ける 良き 女 の 表 
休 一 」 (上 美学 第 7 縛 、2008 年 9 月 ) pp55 72. 


洋書 ・ 洋 雑誌 ・ 注 記 

(0①) Jomn Scvem.Orcwe7pr cioogrepker: Ogg 4orgrErs emd oko 74 ひ .7200 The KmtSiae 
Unesiy Pess (Odeber27.1959) 

G) AceshleAehe 

G) 洋 維 訪 ・ 注 引 :「 レ ディ ズー マガ ジン 」 は 、1828 年 に アメ リカ の ポス トン で 出版 され は じ め 、 知 
的 な 者 を 増やし た 。 本 語 が 対象 と し た テーマ は 、 フ ァ ッ ショ ン 、 教育 、 社 会 改革 、 ア メリ カ 文 
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学 な どの 女性 の 較 心 事 で あり 、 9 年 間 刊 行 され 続け た 。 そ し て 、 妖 届 は 男 性 と 知 的 に 平等 で ある と 
いう 時 思想 や 女性 教育 の 琶 性 を 主張 し た 。「 レ ディ ズ ・ マ ガ ジ ン 」 の 猟 い は 、 女 性 た ち に 彼女 
た ちの 本 分 や 特権 を 名 知 させ る こと で あっ た 。 

(⑩ 洋 維 計 ・ 計 記 :1830 年 6 月 に は じ め て 、 手 参 名 に よる 水 腕 の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト ボ アメ リカ 
で 印 遇 され 、 そ れ が 掲載 され た 雑 詰 が 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ レ ディ ズ ・ ブ ッ ク 」 で あっ た 。 初期 の ファ ッ シ 
ョ ン ・ プ レー ト は 3 ヶ月 毎 に 掲 載 さ れ た が 、 や が て 友 に 掲載 され る 余裕 が で て きた 。 

初 基 の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト は 、 最も 下 妥 な フラ ンス の 雑記 の ー つ と 考え られ で いて 、19 世紀 
に お いて 最も 便 れ た ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト を 含ん で いた 「 ル ・ プ ティ ・ ク リエ ・ デ ・ ダ ム (ey 
Ci dy me) 」 な どの フラ ンス 灯 癌 か ら 板 写す る の が 一 般 釣 で あっ た 。 し か し 「 ゴ ー デ ィ ズ ・ 
レデ ィ ズ ・ ブ ッ ク 」 は 、 イ ギリ ズ で IN23 年 か ら 刊 行 され 始め た 「 タ ウン ゼン ト ・ セ レク ショ ン ・ オ 
プ ・ パ リ ジ ァ アン ・ コ スチ ュー ム (7ausew/Scrior7Pgrvion og) の ファ 
ト を 引用 し で いた 。 

TousogsSgecor ぴ gsigr CosAower / 公 ファッ ショ ン ・ プ レー ト の 乱 も 豊 癌 な 軸 所 の 一 つ で あわ 
り 、 フ ラン ス か ら 輸 入 し た プレ ー ト と 共に 、 イ ギリ ス の 衝 述 か ら 成っ て いた 。 そ し て この 雑誌 が フラ 
ンス か ら 輸 入 し た ブレー ト の ほとん ど は 、1797 年 ご 1839 年 の ペリ に お いて 出版 され 、「 コ スチ ュー 


ショ ン か ら 5 プレー 


ム ・ バ リジェ ンズ (Coastsiguies) 」 と し て 知ら れ た と で も か わい らし い ブ レー ト の 「 ル ・ ジ 
ェ ル ナー ル ・ デ ・ ダ ム ・ エ ・ デ ・ モ ー ド (7e.owymfds ers Mode) 」 の 中 に 見 られ た も の で 
ある 。 

1850 年 まで に は フラ ンス の 、 特 に 「 モ ニテ ー ル ・ ド ゥ ・ ク ・ モ ー ド (7z4owiewr eg 40 」 か 
ら 多く の 実際 の 多 必 柏 プ レー ト が 輸入 きれ た 。 し か し 、 プ レート 上 の ファ ッ シ ョ ン は 時 代 天 れ で あり 、 
当時 縮 行 し て いた ペリ の ファ ッ シ ョ ン を 表す こと は な か っ た 。 こ れ は 、 当 時 ヨー ロッ パ の フ テ ッ ショ 
ン が アメ リカ で 流行 し て いた の だ が 、 ヨ ー ロ ッ パ で 流行 し た ファ ッ シ ョ ン が 、 ア メリ カ に 輸入 され る 
と き に は 、 ヨ ー ロ ッ パ で は その ファ ッ シ ョ ン が 時 代 遅れ に な っ て いた た めで ある 。 

⑯) 洋 細 ・ 注 雇 対 の タイ トル は その 歴史 の 中 で 、 い くつ か の 変化 を 経験 し た 。 こ れ ら の ダイト 

ル は ド 記 の と お り で ある 。 
crx み sok (1S830 年 ご 1839 年) 
weysZe*B (890 年 ご 1840 
ds7f が Botow/ 7 が er 4merfegy Megozze (1840 年 ご 183 年) 

Cedoyy Mgesiewg 7adyY ook (1 年 ご 1848 年) 
wwZa が goK (948 年 ご 185! 
Cedeys7af*oo た ed Mceesge (1855 年 ご 1833 年 ) 
edoys Zoock (868 年 ご 1892 ) 


ed Magraye (1992 年 ご 1699 年) 
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そし で 、!96 年 に その 漆 計 は フラ ンク ・ マ ンス イ (Fmnk Mumes) の ビュ ー リ タン (Puran) に 波 
取 合 作 き れ 、 すぐ に アー ゴス イィ (Amoey) と 合 佐 し た 。 

(⑩ 洋間 :Lowi MAwy Jawe ・ ekyS7a ゆ 5 eS Coweriegi eZogpdpw 7 の nd の yeor| 
の 99 meric crA4Gee ir Weeexgh Corery.4erior 1996. UNI Derston Scikes 


第 2 章 庶民 女性 の 服装 


Plate1 GodgysZgy' foo 
Oober183S 


本 香 で は 、』・ セ ヴ ラ 女 喝 が 収集 し た 1840 
年 代 の ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 に みる アメ リ 
カ の ミド ルク ラス と 下層 階級 の 女性 服 を ド 
レス ( 机 、 胴 部 、 ネ ッ ク ラ イン 、 栓 ) 、 頭 飾 
り と 帽子 、 ア クセ サ リー、 下 閉 、 ラ ッ プ 
ョ ー ル 、 肩 掛け 、 外 奏 な ど ) 及び 腸 物 の 順に 
考察 する 。 

フラ ンス の 衣装 様式 が 王政 復古 調 か ら ロ 
マン ティ ッ ク 表 装 層 式 … の 移行 期 に あっ た 
頃 、 ア メリ カ で は 、 時 間 差 は あっ 
預 個 の 傾向 が 見 られ 、1840 年 代 を 
レス の シル エッ ト は 季 端 に 身体 全体 を 締め 
つけ 、 自 然 な 動き を 抑制 する 傾向 に な っ て い 
っ た 。 

上 等 の ドレ ス で あろ うと 、 労 働 着 で あろ う 
と 、1840 年 代 初 頭 に Gogy dr go に 
掲載 され た ファ ッ シ ョ ン の イラ スト レー 
ョ ン は 、 バ スト の 形 に 変化 を 加え た よう な 厳 
格 な 胴 部 の 形状 を 示し 、 ま た 膨らん だ ペチ コ 
ー ト を 下 に は いた 床 夫 の スカ ー ト を 示し 始 
め 、1 つ の 基本 的 な シル エッ ト 形 成 の 傾向 
が あっ た - 
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首 と 肩 か ら な ど だら か に お ち て 、 厳格 に 締め られ た 丸み の ある 三角 形 の 胴 部 、 平ら で 上 向 
き に 広がっ て いる バス ト 、 裾 を 引き ずっ た た っ ぶり と し た ベル 型 の スカ ー ト 、 さら に ウエ 
スト の 長 さや 袖 の スタ イル に は 目 に 見 える 変化 が あっ た (Joan Scvem, p.7 の 要約 ) 。 


⑪ 袖 
ヨーロッパ の 服飾 史上 に は 様々 な 袖 の デザ イン が 見 られ る 。 筒 袖 、 詰め 物 さ れ た 取り 外 
し が で きる 袖 、 ス ラッ シュ の 入っ た 袖 、 羊 の 脚 の 形 を し た 袖 、 上 腕 部 が 大 きく 膨らみ 、 下 
腕 部 が 細く な っ た 袖 、 ほ っ そり し た 袖 、 パ イア ス 裁 ちの ほっ そり し た 袖 、 ギ ャ ザー や プリ 
ー ツ の 入っ た 補 な ど 。 人 は 袖 の デザ イン に 様々 な 趣向 を 首 ら し て 、 お し ゃ れ を 楽し み 、 
また 、 権 力 を 表示 し て きた 。Plate 1 は odey's7gdy'sJoo を の 1835 年 10 月 号 に 掲載 され た 
ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト で 、 右 の 女性 の 袖 は 、 丸 く 且 らん で いる (Accessible Archives) 。 
人 気 の ある 袖 の 形状 に は 、40 年 代 に 入っ て も まだ 十分 な か くら み が 見 られ る も の も あ 
つた 。 と は いえ 、 ギ ャ ザー や 壮 は 、 さ ま ざ ま な 方 法 で 上 腕 を びっ た りさ せる よう に な り 、 
よう な スタ イル は 1843 年 を 通し て アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 に 掲載 され た ファ ッ 
ショ ン ・ プ レー ト に 現れ た 。 総じて 、 細い パイ アス 攻 ち の 補 と いう デザ イン 傾向 が 、1841 
年 以 隆 に は 侯 勢 に な る 。 


少し 細い ビシ ョ ッ プ 鶴 が 、40 年 代 を 通じ て 着用 され て いた 。 この 袖 は 肩 に は は ギャ ザー が 
入っ て お ら ず 、 カ フス 付き で 、 手 音 に 向かっ て ギャ ザー が よせ られ て いた 。 

「 フ ァ ッ ショ ン ・ プ レー ト で は この 柚 の 型 の 大 半 は 、 透け た 夏 用 の も の で あり 、 写 真 で 
は プリ ント され た 綿 か シャ リ 織 の 日 常 着 に よく み ら れ た 。」 (Joan Sevem, p.7) 。40 年 
代 を 通し て 、 写 真 に 表れ て いる 大 半 の 一 般 的 な 袖 の 型 は 、 細 い バ イア ス 裁 ちの 袖 で あり 、 
袖 の キャ ッ プ は つい て いる も の も あれ ば 、 つ いて いな いも の も あっ た 。 

「 補 に は か な り 沢 山 の 変 化 に 富む も の が ある 。 ぴっ た り し た 抽 は と て も 広範 囲 に 渡っ て 
み ら れ る が 、 一 般 的 に は 極 導 な 質素 な 机 に は 、 取り 外し の で きる 何 種 類 か の 飾り が 施さ れ 
て いる 」 (Thc LadicsCabinct 184 年 12 月 呈 。JoanScvemp.8) と いう 記述 も 見 られ る 。 
さら に 当時 の 胴 部 や 宙 に 完全 に フィ ッ ト さ せる た め に 、 女性 達 は よい 才 緯 師 に な ら な けれ 
ば な ら ず 、 さ も な けれ ば 六 大 を 以 わ な けれ ば な ら な か っ た 。 

以上 の 傾向 を 具体 的 に 例証 する た め に 、 セ ヴ ラ 女 呆 が 収集 し た アメ リカ の 残存 する 1840 
年 代 の ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 37 枚 中 、 抽 が 撮影 され て いる 33 枚 の 中 か ら 特徴 が うか が え 
る 写真 資料 5 枚 を 取り 上 げ る 。 
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7: バリ 。 
な ec eye 
写真 1 ダ ゲ レオ タイ プ 写真 4 ダ ゲ レオ タイ プ 


1839-40 年 1842-43 年 
提供 : Jerome 提 代 Mewbums p-34 


am Se (以下 、 省略 ) 、 p.28 


写真 1 Joan Severap.28) は 無名 の ダ ゲ レオ タイ ビス ト が 、 1839-1840 年 に 実験 的 に 撮 
影 し た 最初 の 写真 で ある 。 所 蔵 先 は 47zr7reuug で ある 。 被写体 の 香 景 情報 は 記載 され て 
の 写真 の 被写体 の 胡 裳 は 、 目 を 見 須 る ほど 美しい 。 袖 の 下端 部 に は 、 明らか に 
ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 も 「1830 年 償 の シル エッ ト 
で あり 、 タ イト な 上 腕 部 は 作ら れ 、 そ れ よ り 下 の 宙 は 、 ま だ 1830 年 代 の 特徴 
で ある 大 き な 膨 ら み を 保つ っ て いる 。」 と 解説 し て いる (Joan Sevem。 p.29) 。 ペ ルリ ー ヌ 
に つい て で は 、 後 述 す る 。 Plate 2 は odey's 7gg's 64 の 1840 年 4 月 号 に 掲載 され た 
ファ ッ シ ョ ン ・ ブ レー ト で 、3 人 の 女性 の 衣裳 の 袖 は 、 上 腕 部 に は レー ス が あし ら わ れ た 
り 、 折り た た ん で ボタ ン で 留め て 、 すぼめ られ た り し て 、 下 用 部 は ふっ くら し て いる 、 写 
真 1 と 預 人 し て いる (Accessibie Achives) 。 


写真 4 (Joan Seven。 p.34) は 1842 年 か ら 1843 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 
で 、 rfwwrg の 所 蔵 品 で わる 。 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 吹 の 写真 解説 に よる と 、 右 の 写真 
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Ple2 wos7oeysok APnHIMO 


は 写真 屋 を 営ん で いた ・ サ ウス ワー ス ・ ホ ー ズ (1820-95) で 、 左 は 去 の ジョ ン 
ツン ・ ホ ー ズ が 、 結 婚前 に ナン シー が 16 歳 の 時 に 描い た 絵 で ある と いう 。 

黒い ドレ ス で 、 や や 見 に くい が 、 総 の 中 の ナン シー の ドレ ス に は 、 大 き な ジ デ 科 (ggo0 
が 写っ て いる 。 写真 に 写っ て いる ナン シー の ドレ ス の 袖 か ら 、1840 年 代 に 入っ て も ジ ゴ 補 
の 膨らみ が まだ 残っ て いる こと が わか る 。 ジ ョ ー ン ・ モ ヴ ラ 女 史 は 、 被写体 の 服装 に つい 
て 、 次 の よう に 語っ て いる 。 


給 の 中 の ナン シー は 、1836 年 の 最 先端 の ファ ッ シ ョ ン で ある 上 等 な シル ク の ドレ 
ス を 着用 し て いる 。 ド レス は 極端 に あき が 広い ドロ ッ プ ジ ショルダ ー で 、 大 き な ジ ゴ 補 

(gigo9 が つい て いる 。 こ の 形 は 、 過 球 な くら い 大 き な 宙 の 膨らみ が 最高 環 を 迎え た 
時 期 、 つ まり ジ ゴ 宙 の 流行 が 終わ る 直前 の スタ イル で ある (Jomn Sevem,p. 35 より 引 
用 ) 。 


筆者 と し て も 絵 の な か の ジ ゴ 宙 に 特に 注目 し た い 。 


次 に 細い 袖 の ドレ ス を 閉 た 女性 が 写っ て いる 枚 の 写真 を 紹介 し よう 。 いか に も 流行 を 
追っ た 、 お し ゃ れ な 写真 で 、 現代 の 衣服 に も 取り 入れ た く な る デザ イン の 宙 で ある 。 写真 
16 UaanSevem.p0) は 1846 年 頃 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 で あり 、Aewje Pc 
Meam 5777) の 所 蔵 品 で ある 。 ジュー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 に よる と ウィ スコ ン シ ジン の グリ ー 
ンズ ベイ で 見 つか っ た この 写真 に は 、 誰 だ か 1 は 不明 だ が 若い 母親 と ふた り の 娘 が 写っ て いる 、 


SO 
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写真 16 ダ ゲ レ オ タイ ブ 
1846 年 順 

提供 : ez77e 人 77c Meetg | 
7 の pm 50 


写真 1 = ダ ゲ レ オ タイ プ 
1846 年 


供 : meragwene Me p 53 


と いう 。 そし 


が わか る 、 と の こと 


彼女 た ちの 服装 か ら 彼女 洋 が それ な り に 金持ち の 家庭 の 人 間 で ある こ 
る 。 袖 は バイ アス に 裁断 され 、 長袖 は 細く 、 手首 部 分 で わずか に | 


ギャ ザー が 寄せ られ で いる 。 身 頃 か ら 袖 に か け て の 結 の アレ ンジ 。 
セ ヴ ラ 女史 は 、 被写体 の 服装 を 次 の よう に 解説 し て いる 


、 大 人 の 女性 の スタ イル で 裁断 され た 横 絢 の シル ク の 
パイ アス に 裁断 され た 長い 補 は 細い が 、 手首 部 分 で わずか 
プ は 


され 、 記 


イブ の 写真 


7c Ponde MAeewgy 


18 om Sevenu p.53) は 1846 年 の ダ ゲ レ 


の 所 蔵 品 で ある , 


ョ 1 


ヅ ァ ー ジ ニア 州 の 有名 な 歴史 家 チ ャ ー ル 
ズ ・ キ ャ ン ペ ル (ChadlesCampbcll, TS07-1876) 
の 壮 (Mi Chaies Camrbcl) で 、 少 な く と も 
それ な り に お 金持ち の 階 暫 に 属す る 女性 で め 
る 、 と の こと で ある 。 写真 18 の デザ イン も 細 
は 趣 が 異な っ て いて 、 や 
や 地味 で ある 。 セ ウ ラ 女 史 は 、 こ の 地 を 光 の よ 
うに 解説 し て いる 。 


で 仕立 て られ て お り 、 キ ャ ッ プ 型 の オー 


パー スリ ー プ (oversleeve) も 上 腕 部 の 飾 
り も 見 られ な い (Joan Severs p.53 より 
写真 28 ダダ レオ タイ プ 引用 ) 。 
1949 - 50 年 
提供 : ie.Se fwoyice7 Sociegy o 
Js 0m 27 ao これ ら の 写真 16、18 か ら 、 細い バイ アス 袖 
y 夫 も 40 年 代 に 現れ て いる こと が 見 て 取れ る 。 補 


の キャ ッ プ の 特 

は キャ ッ プ は 付い 

p.53) に は カフ ス は ある が 、 キ ャ ッ プ は 付い て いな いこ と が 
Godgys Pas Boot で も 1835 年 の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レート で は 、 袖 に ま 
バ 確 認 さ れる が 、 Plate 3 の 右 か ら 3 人 目 の 女 性 の 衣裳 の 摘 に 見 る よう 


見 る と 、 


真 18 (om Sevem 


li6 に 


っ か る 。 


1942 年 
で に 細く な っ て いる こと が わか る (AccessibleArchives) 。 ま た 袖 の キャ ッ プ も 見 え 


か ら 、 当 時 アメ リカ ・ フ ァ 
は な いか と 考え られ る 。 さら 


と いう 記述 が ある 。 


ョ ン の 袖 の 基本 的 な 形 は 、 ヨ ー 
『 む も の が ある 」 (JoanSevcmp.8) 


ッ パ か ら 入 っ て き 


28 (an Scvem pr 66) は 、1849-50 年 の ダ ゲ ゲ レオ タイ プ の 写真 で 7ke Sectorfc/ 
ociey fscons7y ( 凶 所 /X37 32369) の 所 蔵 品 で ある 。 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 に 拠る 
と 、 こ の 若い 母親 ペッ ツィ ・HI・ ス ミス (Besey HLSmih) は 、 ウ ィ ス コシ 
に 革 劉 し て いた 陸軍 士官 の 奏で 、 娘 の ロー ラ (Laua) と 息子 の ジョ ー ジ (Georgc) を 伴っ 
る (on Saenrp66) 


マデ ィ ソ ン 
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この 写真 を みる と 「 細 い 補 の 上 の 方 は 2 列 の パイ ナス 裁 ちり バン ド で 飾ら れ 」 (Joam 
Seven。 p.66) 、 た た まれ た キャ ッ プ が あし ら わ れ た 、 か な りお し ゃ れ な 袖 を 着用 し て い 
る の が 見 られ る 。 

以上 の 考察 か ら わ か る よう に 、1840 年 代 の アメ リカ に お いて も 、 抽 は 上 胸部 が 大 きく 膨 
ら み 、 下 腕 施 で 細く な っ て いる フラ ンス の 王政 復 二 調 の デザ イン を 控え め に し た も の か ら 、 
徐々 に 変化 を 遂げ 、 全 体 に ほっ そり し た 形状 に な っ て いっ た 。 だ が 、 ア メリ カ の 当時 の 人 々 
は 、 流 行 を 追い つつ も 、 ア レン ジ し て 着用 し て いる 場合 も ちっ た こと が 明らか と な っ た 。 
つま り 、 ア メリ カ の ミド ルク ラス の ファ ッ シ ョ ン に お いて も 、 フ ラン ス の 油 族 同様 に 、 控 
え め と は いえ 、 机 の デザ イン に は か な り の こだわ り が 見 られ 、 机 は か な り 重 提 さ れ て いた 
こと が 麺 い 知れ る 。 


@) 遥 部 

1840 年 代 初期 か ら 、50 年 代 の 日 常 着 の 肌 部 の 民 槍 の 次 化 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 殖 は 、 服 
飾 の 専門 家 の 立場 か ら 、 以 下 の よう が 見解 を 玉 ざ べ て いる 。 筆 者 は 19 世紀 の ドレ ス に つい 
て 、 こ れ ほ ど 詳細 に わた る 説 胃 に は 適 遇 し た こと が な い 。 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く On 
Sevem. p.8) - 

1840 年 代 、 女 性 の 衣裳 の 開き の 特徴 と し て 、 ほとん どす べ て の ワン ピー ス は 後ろ 締め 左 
式 で あっ た こと が あげ られ る 。 弟 通 後ろ 締め に は 、 後 ろ 重 な り の 開き の 奥 に ホッ ク と アイ 
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が 一 緒 に 取り 付け られ て お り 、 背 中 が 開か な いよ うに する た め に ホッ ク と テイ の それ ぞ れ 
の セッ ト が い に 向き 合わ され て いた 。 また 、 パイ ビング が 胴 部 の 継い 月 や 補 人 は け 線 に 疾 
緊 に 使用 され た 。 

胴 部 は と て も 長く ぴったり し て お り 、1840 年 代 を 通し て 前 の 部 分 が 夫 っ て いた 。1840 
年 末 に は 前 部 は や や 短く な り 、 サ イド は 長く 、 前 部 の 下がっ た 部 分 は 丸み を 帯び て くる 。 
前 下端 部 が 丸み を 帯び て 、 扇 状 の 肢 の つい た 大 変 高 い ウ エス ト は 、1840 年 代 未 か ら 50 年 
代 の 日 党 着 の 写真 に 見 られ 、 主 に 年 配 の 女性 に 見 られ る 。 

流行 し て いる 肌 部 の 普通 の 形状 は 、 コル セッ ト か ら 創出 され て いる 。 胸部 か ら 腹部 に か 
け て 平ら で 、 胸 の カー プ が 一 切 見 られ な い 。 ヒ ッ プ を 覆っ て いる 固い バスク 入 り の コル セ 
ッ ト に よっ て 、 胸 は 上 に 向かっ て 広がり 、 平 ら に な り 、 胎 下 止ま り に な っ て いる 。 フ ィ ッ 
ト 具 合 は 滑ら か で 、 自 由 に し わが よる も の と 考え られ て いる が 、 実際 に すばらし い ド レス 
ズー カー だ けが 、 要求 され て いる フィ ッ ト 具 合 を 達成 する こと が で きた 。 アー ム ホ ー ル は 
高く 、 ぴ っ た り と 裁断 され 、 そ の 結果 、 肩 に 極端 な 傾斜 を 与え 、 こ の 肩 の 傾斜 は 40 年 代 
の 終わ り に 修正 され た 。 典 下 の 袖 付 け 線 は 、 腕 を まっ すぐ に 下ろ せな いく らい 高い 位置 に 
描か れ て いた よう で ある 。 袖 付け 線 の 縫い 目 は 肩 先 の あたり で や や 外側 に 出 て いた の で あ 
つた 。 前 後 の 身 頃 を つなげ る 過 結 い 日 は 、 常に 2 イン チ 租 度 後ろ より で あっ た 、 ほ と ん ど 
40 年 代 未 まで 、 し ば し ば 肩 の 継い 日 に 向かっ て ギャ ザー が 入れ られ た り 、 プ リー ツ が 入れ 
られ た り し た た め 、 前 身頃 に 膨らみ が 見 られ た 。 この 取ら か は 様々 な デザ イン が こら され 、 
ウエ スト の 前 中 心 の 部 分 に 集中 し て いた 。 

人 気 の あ る 胴 の 前 部 の スタ イル は 、 扇形 の 台 が ほど こさ れ 、 すべ て の ライ ン が 低い ウエ 
スト と 失っ た 下端 部 に 集中 し て いる 。 前 部 の 膨らみ を 出す た め に 、 普通 の ギャ ザー か ら 一 
種 の カー トリ ッ ジ プリ ー ツ 、 時 に は 段階 的 な ナイ フ プ リー ツ に 至る まで の 、 さま ざま な 手 
法 が 用 いら れ た 。 当時 の ウエ スト と ろ っ 骨 の 部 分 は 、 端 に プレ ー ド か パイ ビ ピング の どちら 
か が あし ら わ れ 、 パネ ル に よっ て 輪 閣 が と られ て いた 。 ウ エス ト の 失っ た 前 下端 部 は 、 も 
ち 上 げ ら れ て 逆 V 字 形 を な し 、 胸 と 胴 部 の 間 に は 膨らみ が 生じ た 。 

典型 的 な 胴着 に は 諸 め 物 が 詰め られ た 。 通常 は ラム ズ ウ ー ル が 両 胸 に の せら れ 、 上 半身 
は 柔らか な 三角 形 に 形づくら れ 、 肩幅 は ある 程度 広め て も ちあ げ ら れ た 。 シ ルク 製 の を の 

ドレ ス の 胴着 は 、 う すい ラム ズ ウ ー ル を 用 いて た っ ぶり と 詰め 物 さ れ て いた 。 胸 の 上 に は 、 
暖か くす る た め に 、 も っ と 厚い 詰め 物 が な され た 。 

以上 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 文 意 を 損ね な いよ うに 、 筆 者 の 文章 で 要約 ・ 紹 介さ せ て 
いた 

次 に アメ リカ の 写真 37 枚 中 、 胴 の 部 分 が 撮影 され て いる の は 33 枚 で 、 その 中 か ら 特 徴 
の 出 て いる 写真 克 料 を 3 枚 確 認 する 。 袖 の 項目 で 取り 上 げた 三 真 18 (Joan Sevem, p.53、 


54 


第 部 1840 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 厩 装 


本 書 ,p.51) に は 、 胴 に プリ ー ツ が 見 
られ 、 ス カー ト の つなぎ 目 に は カー ト 


リッ ジ プ リ ー ツ が ある こと も わか る 。 


流行 し て いた 月 部 の 形 は コル セッ ト が 
着用 され 
本 草 pm.59) の 少女 に 


れる 


L 後半 お よび 50 年 代 
レセ ッ ト を 着用 し 、 ダ ー ツ の 
入っ た 上 典型 的 な ドレ ス が 1848-80 年 
に 撮ら れ た ダダ レオ タイ プ の 写真 
(Ooan Sewem_ p.69) 
2 ガク グレ オタ イグ 74c Wong/Mtcetn 7471grico が GO7y 

1848・50 年 

挫 7ic eowef eeaaw 74erign W867422(.e) の 所 
ラ 女 喝 は 、 こ 


76oo ABC72224e) 。 PL62 
と 徹 配 体 の 服装 を 、 次 の よう に 解説 


て いる 

この 肖像 写真 に は 文字 に よる 説明 が な く 、 指 輪 も 写っ て は いな い が 、 お そら く 尋 
約 か 結婚 を し て 撮ら れ た も の だ ろう 年 代 推定 の 根 煽 は ドレ ス の 身頃 の 形 
で 、1840 年 代 未 か 1850 年 代 初め の 典型 的 な スタ イル 、 つ まり 簡素 で 、 ダ ー ツ が あ 
入り で 、 前 の ウエ スト ライ ン の 下がり 方 が ゆる く 、 前 下端 が 丸い デ 


ある が 、 ド レス は 見 事 


イッ ト し て いる 。 


1840 年 代 の 様子 を 見 る と 、Plae2 の 女性 の 衣 迷 に 見 る よう に 、1840 年 に は ダー ツ の 入 
っ た 肌 が ある こと が わか る (Accessible Ahives) 。 こ れ ら の 胴 の スタ イル は 、 フ ァ ッ ショ 
ン ・ プ レー ト が 出版 され た 時 期 と ほぼ 同じ 年 に 、 ア メリ カ で 撮ら れ た 写真 に 現れ て いる 

当時 の アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン は 、 ヨー ロッ パ か ら 輸 入 され て いた が 、 これ ら の こと か 
ほら ファッ ショ ン の 情報 は か な り 速 く 伝 わっ て いた よう に 思わ れる 
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写真 7 。 ダ ゲ レ オタ イブ 
1843-45 年 
揚 健 : soyicNorkewpior 400。 DL38 


写真 10 =” ダ ゲ レ オ タイ プ 
1844 - 6 年 
提供 : Mae0wmnP 43 


⑬) ネッ クラ イン 
1840 年 代 を 通し て 、 ネ ッ ク ライ ン 


は 2 つの 一 般 的 な タイ プ が あっ た 。 1 つ は 1830 年 
代 か ら 残 っ て いる ファ ッ シ ョ ン で 、 肩 幅 の 広 さ くら いあ る 水平 の キッ クラ イン で ある 。 も 
う 1 つ は 透き通っ た 自 の シュ ミゼット (ドレ ス の 下 に 着用 され て いた 衣服 ) で あり 、 深い 
V ネッ クラ イン で あっ た 。 浅い V ネ ッ ク ラ イン に は 、 シ ュ ミ ゼット ある い は 単純 な 白 フ リ 
ル の 縁取 り の どちら か で ハー ト 型 の ネッ クラ イン は 、1840 年 代 の 初 
期 は 人 気 が わ っ た 。 この り タ イプ の ネッ クラ イン に は 、 小さ な 捨 が 付い て いた 


帥 られ て し 


Ooan Sevem。 p.12 か ら の 要約 ) 


次 に ネッ クラ イン が 写っ て いる アメ リカ の 写真 
3 枚 を 取り 上 げ る , 


\ 料 は 、37 枚 中 33 枚 あ る 。 そ の 中 か ら 


se 
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写真 』 (om Sevem, p.31、 本 書 ,p.49) を 正面 か ら 見 て 、 左側 の 肖像 の 、 
の 上 か ら 着 用 され た 広い 持 は 1830 年 代 の スタ イル で ある 。 右 側 は 1840 年 代 の スタ イル 
で 、「 ネ ッ ク ラ イン が 広く て 浅く 、 そ こ に 透け 感 の ある レー ス で 経 取 り し た 綱目 織 物 の フ 
キー ル [ひだ 飾り の 垂れ ] が ぐる り と 付け られ て いる こと で 、 胸 の 印象 が 和らげ られ て い 
る 。」 と セ ヴ ラ 女史 は 丸 べ て いる 。 


1843-45 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 7 (Jomn Sevem, p.3R) は 、7 が mor 
egpon 08) の 所 蔵 品 で ある 。 少 女 の ド レス は 、 九 い ネ ッ ク ラ イン に 、 フ リル 
で 団 取 りさ れ て いる 。 


Tle4 の 右側 の 二 人 の 女性 は 、 深 い ネ ッ ク ラ イン の ドレ ス を 、Plac5 の ネッ クラ イン は 、 
肩 まで 広がっ て いる も の が 多い こと が わか る 。 


1844 - 46 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 10 (JomScvem pr 3) は 、Agz pen 
の 所 蔵 品 で ある 。 

ネッ クラ イン で 、 フ リル で 縺 取ら れ て いる 。 当 時 、 フ リル の 縁取 り が 多かっ た よう で 
ある 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 被 写 体 の 服装 を 次 の よう に 解説 し て いる 。 
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ナン シー・ サ ウス ワー ス (ホー ズ ) (Nancy Southworh (Hawes) ) は この 写真 の 
撮影 時 に は お そら く 22 歳 や で らい だ ろう 。 な だ ら か に 下がる 肩 の ライ ン 、 優 美 な 音 も 
と 、 細い ウエ スト 、 コ ルセット で 締め 上 げた 胴 の 人 形 の よう に スレ ンダ ー で 硬質 な 印 
象 、 そ し て 下半身 を 由 す た っ ぶり 膨らん だ スカ ー ト と いう この スタ イル ほど 女性 的 な 
も の は 、19 世紀 に は 他 に な い Ooan Scver。 p. 43 より 引用 ) 。 


は っ と する ほど 洗練 され た 装い で ある 。 


(4) 裕 ・ ベ ルリ ー ヌ と 袖 の 飾り 

自 い 栓 は 日 常 着 で よく 見 られ る 。40 年 代 の 容 の 議 能 は 変化 し 、V ネッ ク の 鶴 は 次 第 に 
細く な っ て いき 、 後 に 拾 は 比較 的 小さ く な っ た 。 10 年 間 を 通し て 、 平ら な 容 は 小さ く ぴ っ 
た り し た 丸い 形 か ら 、 開 補 の 形 と な っ た 。 写真 に 見 られ る よう な よく 知ら れ た 白い 符 や 補 
口 は 、 単なる 流行 の け ば け ば し い 装 飾 で は な く 、 む し ろ そ れ ら の 知名 度 の た め に 不可 欠 
な 、 流行 の 変動 の 主題 で あっ た 。 それ ら の 機能 は 、 少な く と も 体 の 汚れ か ら 服 を 守る こと 
で あり 、 交 換 で きた 。 洗 礁 の で きる 窒 は 日 々 交換 で きる こと を 意味 し て いた 。 首 の リン ネ 
ル は いつ も 使用 され て いた が 、 暖か く 快適 な 時 期 は 、 バイ アス 宙 の 白い カフ ス は 外さ れる 
こと も あっ た 。 

ベル 型 の 短い 抽 は 1843 年 因 人 気 が あ っ た 。 それ 以降 、 ほ ぼ 10 年 間 、 長い 下 守 あ る い は 
アン ガー ジャ ント は 、 ド レス の 机 の 内 側 に フレ アー を 固定 し て 着用 され た 。 最も 早い 時 期 
の も の は 、 か な り 獄 く ぴ っ た り と し た 柚 口 の ギャ ザー で あっ た 。 遅い 時 期 の も の は 膨らん 
だ 形 を し 、 レ ー ス が つい て いた こと も あっ た 。 40 年 代 未 か ら 50 年 代 は 、 自 モス リン の ビ 
ショ ッ プ 袖 や フレ アー キャ ッ プ 補 を 着用 し た の が 見 られ た 。 人 気 の ペ ルリ ー ヌ の 補 を ま と 
うこ と は 、 1830 年 代 の 始め に は あら ゆる 女性 に 見 られ た 。 ベル リー ヌ は 綿 、 組 、 レ ー ス 、 
ネッ ト あ る い は 綿 ロ ー ン の いずれ か で あっ た 。 それ け は 質素 ある い は チェ ー ン ステ ッ チ の 和 刺 
締 、 テー プ 、 モ スリ ン の アッ プリ ケ 、 も し く は 白 の 刺 纏 が あし ら わ れ 、 イ ギリ ス 刺 繍 に 
よっ て も 装飾 され て いた 。 また パイ ピン グ 、 バイ ナス カッ ト 、 フ リル か レー ス で 団 取 られ 
て いた 。 ベル リー ヌ は 前 を 時 々 長く つま み 、 前 を 結び 、 重 ね 、 ピ ン で 留め る か ベル ト で く 
る ん で 着用 し た 。 リボ ン は 別に 音 ま わり に 取り 扱わ れ て いる の が し ば し ば 王 真 で 見 られ 、 
流行 する リボ ン の 種類 は 変化 し た 。 リ ボン は 格子 結 、 チ ェ ッ ク か シル ク の プリ ント で 作ら 
れ た 。 あ ら ゆ る 三 天 の ドレ ス の 上 に 着用 され 、 単 色 、 紅 欄 、 格子 縮 が 、 綿 、 絹 、 羊毛 に 
織り 込ま れ た 。 そ れ と 調和 し て いる ウエ スト リボ ン も し ば し ば 着用 きれ て いた 。 
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写真 20 = ダ グレ オタ イブ 写真 30 "ダグ レオ タイ ブ 1849-51 年 
1947- 9 年 提供: 74c Npye/ Meeww の /twericgr 
提供 : si Wordtwpfon DS9 wo 6677S99) ps 


以上 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 に よる 拾 、 ペ ルリ ー ヌ 、 お よび 抽 の 飾り に 関す る 記述 の 要 


だ いた (Ooan Severs pp.12-13) 。 
と 袖 の 装飾 な ど が 写 さ れ て いる アメ リカ の 写真 は 、 37 枚 上 


点 を まとめ させ て いた 

次 に 捨 ・ ペ ベル リー 
ある 。 そ の 中 か ら 特 徴 の ある 写真 を 5 枚 取り 上 げ る 。 

袖 の 項目 で 紹介 済 の 写真 1 (本 書 , p.49) で は 1830 年 代 後 半 か ら 、1840 年 代 初期 の 上 
装 で 、10 年 後 の ペ ルリ ー ヌ と いう 符 を 想起 させ る 捨 が つい て お り 、 前 の 位置 で と め ら れ て 
いる よう に も みえ る 。 「 透 ける さ の ロー ン (lawa) の 掃 に すばらし い 白 未 刺 が ほど こ 
され た 持 は 、 肩 に か か る ほど 幅 が 広く 、 首 の 負 で 折り 返さ れ て 広い V 字形 を な し て いる 。 
この スタ イル は 、1830 年 代 の ペル リー ヌ 裕 (pclerine collar) を 想起 させ る (ベル リー ヌ よ 
) 。」 と セ モ ヴ ラ 女 史 は 述べ て いる (Joan Sewer p.29) 


33 枚 で 


り は 小ぶり だ 


第 部 1840 年 代 第 2 章 庶民 女性 の 厩 装 


8 (omnSewen。 p.40、 本 昔 p.61) は 
後ろ の 在 側 の 女性 と 、 前 の 右 か ら 2 和 目 の 女 
性 が ペル リー ヌ を 着用 し て いる 。 ど ちら も 深 
く 肩 の 上 に 適切 に フィ ッ ト さ し 、 刺 繍 も 
見 られ る 。 喉元 に ブロ ー チ を つけ 、 ベ ルリ ー ヌ 
を 閉じ て 着用 する 習慣 は 、 立 っ て いる 女性 に 
見 られ 、40 年 代 の 中 頃 に な る と 最後 の ウエ ス 
ト ま で 閑 じ る こと が 典型 的 な マナ ー と な り 、 
それ は 座っ て いる 女性 に 見 る こ 


1847-49 年 に 撮ら 


真 20 Oomn Sevem 


写真 36 。 ダ ゲ レ オ タイ プ Wor7iZ7M/0O7 
882 ウラ 女史 は 、 こ の 
介 欠 ep we 80 
説 し て いる 。 


D 服 装 を 次 の よう に 解 


ヶ つ ペル リー ヌ は 1840 年 代 半 ば の スタ イル で 、 短 い 
合 が 特徴 で わる 。 


彼女 の 胡 也 の な か で 一 番目 
ョ ル ダ ー ラ イン 、 圭 け 符 、 波形 の 縁 、 前 部 の 細長 い 内 り 具合 
ルリ ー ヌ の 一 部 で ある 。 ま た 、 お 洒落 な リポ ボン が プロ ー チ で 留め られ 、 虹 結 び の リボ 
ン は ペル リー ヌ の 終わ り を ウエ スト ポイ ント に する た め ピ ン で 留め て いる 。 補 は わ ず 
か に ゆる い 墨 で 、 カ フス は 狭い レー ス を 3 列 な ら べ て つけ て いる (Joan Scvem, p57 


より 引用 ) 


ペル リー ヌー 枚 で 、 こ ん な に も お 洒落 な 装い に な る と は 、 感 動 的 で ある 


30 omm Seven, p.55) は 、7c Wediox 

で ある 

。 髪型 と 容 と 袖口 、 アンダー ス リ ー 
で 水平 に 大 きく 広 が 

いう 。 失 と 補 の 特徴 


き 徴 の 見 
っ て いる 。 セ ヴ ラ 女史 に よ 
いて 、 次 の よ 


られ る 披 い で ある 。 髪型 は ペ フ が 耳 の 。 
る と 1840 年 代 未 の スタ イル で ある 、 


て いる 。 


| 


幅 が 広く ピン と 張っ た プリ ント 馬 の リ ポン は 、 パ ンド の よう に 立て る と いう 珍し い 
形 で 首 に 巻 か れ 、 上 の 繧 に は 自 い フリ ル が 見 えて いる 。 そし て この リボ ン に プリ ー ツ 
を と っ て 喉 も と で 交差 させ 、 ピ ン で 留め て ある 。 ゆる や か な フ レア ー の 宙 と カフ ス 付 
き の ア ンダ ー ス リー プ 、 わずか に 上 が っ た ショ ル ダ ー ラ イン も 、 同 時期 の スタ イル で 
ある (Joan Sevem, p55 より 引用 ) 。 


全身 に パリ ッ と し た 発 囲 気 が 漂 っ て いる 。 


1849-52 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 36 (JoanSevem, p.80) は oxeprCows の 
所 蔵 品 で ある 。 セ ヴ ラ 女史 に よる と イリ ノイ 人 州 の 中 西部 で 発見 され た 無名 の それ ほど 金 持 
ち で な い 親 子 の 写真 で ちる と の こと で ある 。 に も か か わら ず 、 何 と も お し ゃ れ な ジェ ニー・ 
リン ド 拾 Ocnny Lindcollar) を 付け て いる 。「 こ の 持 は 、 レ ー ス の 値段 が 高い の で 、 た と 
え 家 で 作っ た と し て も か な りお 金 の か か る アク セ サ リ ー で あっ た 。」 と セ ヴ ラ 女史 は 述べ 
て いる 。 袖 ま ビショップ ・ ス リー プ で あり 、 こ の 衣服 に 合っ て いな い 。 経済 的 な 余裕 が な 
い 生 活 の な か で 、 な ん と か 流行 に つい て ゆこ うと 努力 し て いる 姿 が 涙ぐましい 。 

Plale6 の 左 か ら 二 番目 の 女性 の ドレ ス は 「 美 し い レー ス の ベル リー ヌ の 先端 は と が り 、 
広い ヒース で トリ ミン グ さ れ 、 袖 の 上 に 落ち る よう に 配置 され て いま す 。 」 と 解説 され て 
いる (Accessible Archive) 。 


2. 頭 飾り と 帽子 


以下 に お いて 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 記述 の 要点 を まとめ させ て いた だ く (Joan Severa. 
pp. 10-1) 。 

髪 は 全く 経費 を か けず に 結 え る た め 、 全 摩 層 で 受け 入れ られ た ファ ッ シ ョ ン で あっ た 。 
ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト に 掲載 され て いた 豊富 な へ アー・ ス タイ ル は 、 1840 年 代 の 谷 乏 な 
少女 達 に 、 高価 な も の は 別 と し て お 金持ち の 美人 と 同じ よう な すばらし い ー ア ー・ ス タイ 
ル に する こと を 可能 に させ た 。 大 き な 装 飾 的 な 月 飾り は 、40 年 代 の 中 で は 貴重 な テク セ サ 
リー で あっ た 。 様 々 な 材料 で 作ら れ 、 髪 を て っ ペ ん に まとめ た 。 時 に は 、 長い 矢 っ た 宝石 
が 、 胡 に と め ゆら れ た 。 そ れ ら は 1 カ所 か 2 カ 所 突っ て いて 、 し ば し ば 亀 や 骨 で 作ら れ 、 先 
に は 石 の セッ ト が あし ら わ れ で いた 。 

帽子 は や や 透き通っ た 自 い 綿 の 日 常用 緑 無し 帽 か ら 、 お めか し し た 服装 用 の も の まで 広 
く 用 いら れ て いた 。 多く の 帽子 が 後 ま で 残っ て いる に も 関わ ら ず 、 写真 | 
と ん ど そ れ ら を 写し て いな いた め 、 一 般 的 に 使わ れ て いる と いう こと を 選 
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で ある 。 晶 常用 緑 無し 個 を 息 に つけ る エチ ケッ ト は 、 ど の 女性 雑誌 に も 見 あたら な い が 、 
個人 の 報告 や いく つか の 記事 か ら 推定 する こと が で きる 。 それ ら の 外観 の 重要 性 に 関連 し 
た 記 玉 が 、Lowcll 工場 の 少女 に より 言及 され で お り 、 緑 無し 峠 の 手入れ の 仕 や 「 棚 付け 
され た 帽子 」 と いう 言葉 の 記述 が 見 られ る 。 少なくとも I940 年 代 の 初期 に 帽子 は 若者 と 
年 寄り の 両方 に よっ て 身 に つけ られ 、1840 年 代 後半 は 年 寄り の 女性 に 身 に つけ られ で い 
た 

ボン ネッ ト は 女性 に か ぶさ わし いか ぶり 物 で めった 。 それ ゆえ に すべ て の 階級 の 女性 に よ 
っ て か ぶら れ で いた 。 女性 が 安い コス ト で 基礎 を 買い 、 自分 自身 を 節 る こと が で き 
関わ ら ず 、 個人 の 記録 に よる と ボン ネッ ト の 値段 は 3 ドル か ら 8 ドル に 及 ん で いる 。 は と 
ん どの ボン ネッ ト は 低く 、 て っ ぺん の 紅 は 水平 に な っ て いた 。 彰 を 本 い 、 深い つば が つい 
て お り 、 そ れ は 吾 の ライ ン よ り 下 で ネッ ク カ ー テ ン あ る い は 後ろ に 集まっ た ペ ボ ポレ 

(bavole0 (飾り リポ ボン] が あっ た 。 1840 年 代 の 初期 は 帽子 の つぼ は 、 か な り 深く 、 顔 に 
接近 し て いた 。80 年 代 に 向かう に つれ て 、 頭 の 後ろ が 下がっ て いく と 同時 に 、 も っ と 妨 
く 、 どちら か と いう と 浅い 形 に な り 、 外 側 に 広がっ て いた 。 ボン ネッ ト は 飾り が 変化 し な 
が ら ゃ 、 長 い 期 間 に 渡 っ て 着用 され た 。 雪 わら 内 子 用 の 次 わ ち の ひも は 、 ニュ ー イ ング ラ 
ンド で 初期 の 工場 生産 が お こ な われ て いた 。 素材 に は 友 わ ら 、 シ ルク 、 フ ェ ル ト 、 ピ ー バ | 
ー の 毛皮 が 用 いら れ で いた 。 委 り は て っ こん と つば の 上 に の せら れ た 幅 の 広い リボ ン か ら 
な っ で いた 。 1 つの 帽子 に 双 悦 い の 縮 模 拉 あ る い は 格子 貫 の リボン や 花 が あし ら わ れ で い 
た - 1840 年 代 の 後半 に は 団 は 外 に 広く な り 、 レー ス や リボ ン の パラ 飾り や 花 や 草 が 緑 の 内 
側 の まわ り に あし ら わ れ 、 顔 を 縁取 っ で いた 。 シ ルク の フリ ル の ネッ ト は 、 緑 まわ り の ー 
り の 真下 に つけ られ 、 上 を 縁取 り 、 装 飾 と し て 用 いら れ て いた 。 こ れ ら の つば の 下 に 装飾 


に 


写真 8 = タゲ レオ タイ ブ 写真 21 ” ダ ゲ レ オ タイ プ 
1843 45 年 1847 - 5 年 
提 件 : Jp Cs。 pn.40 提供 : 7 カ e.Se 7eork7 Sociey ガル comniml 
77 3/ 5 カリ, p 56 


を あし ら う 方 法 は 、40 年 代 の 間 さま ざま に 変化 し た 
フー ド は 冬 、 頭 を カバ ー す る 防風 と し て 着用 され され 、 材料 の 羊毛 
ルク の 混紡 ある い は 辛 毛 製 で も っ た 。 ド レ 、 著 い 女性 
を よん だ 。 ボン ネッ ト ・ ス タイ ル は 金持ち の スタ イル を 熱心 に 級 察 し て 検 骸 され た 。 金 持 
く と も 数 年 間 通し て ボンネット を 保管 し て いた 。 スー 

し い 好 み に よ り 、 飾 り だ | 
化し た 時 、 働い で 
と し た .。 し か し ポン ネッ ト の コス ト は 週 の 人 
比 し て 、 帽子 は 少年 や 少 婦 達 | 
性 達 の た め に 許さ れ た が 、 中 年 の 女性 40 才 以 上 だ け で あっ た .。 


種類 の 例外 が あり 、 そ の 最たる も の と し て マス キュ ライ ン 型 の 三 舞 の シル ク 


と 正式 な 


人 気 


な い 大 半 の 女性 科 は 、 
わせ 


変化 させ て 、 数 年 間 、 ボンネット 


を 払っ て で も スタ イル を 保 


女 達 は 
ょ り 


5 高かっ た 。 一 般 的 に ボン ネッ ト と 対 


用 いら れ た 。 広い 緑 の あ る 麦わら 帽子 は 、 田舎 海 辺 の 女 
ま ざ 


プ ハ ッ ト 


この ルー 
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次 に 愛 の 結い 方 、 帽子 及び ボン ネッ ト に つい て アメ リカ の 写真 資料 8 枚 と ファ ッ シ ョ 
ン ・ プ レー ト を 比較 考 肉 する 。 ア メリ カ の 写真 で は 、 頑 が 結 わ れ て いる の は 37 枚 中 2 枚 
で ある 。 そ の 中 か ら 特徴 の ある 写真 資料 を 5 枚 と りあ げ る 。 


1843-45 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 8 Jom Sevem. p.40) は 、 Jovep Cowggr 
の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女 中 に 拠る と 、 こ の 写真 に 写っ て いる ドレ ス の 身頃 か ら 判断 し て 、 彼女 た ち は 保 
守 的 な 考え 方 で 、 髪 型 は 1840 年 代 初め め ス タイ ル で ある と いう 。 「 髪 型 は 、1840 年 代 始 
め の 頃 の スタ イル で 、 全員 真ん中 か ら 分 け て 後ろ に 引き つめ 、 耳 を 見 せ た り 、 編ん だ り 巻 
いた り し て 耳 に か 示せ た り し て いろ る 。」 [1 枚 の 写真 の 中 に 、 ニ ん な に 多く の 情報 を 与え 
て くれ る 形 で 女性 た ち が 集 まっ て いる 例 に 出会う こと は 稀 で ある 」 と の こと で ある (Ooam 
Sevemu p. 40) 。 髪 吾 や 服装 に 興味 の ある 読者 の 方 は 、 オリジ ナル の 著作 を 参照 され た い 。 


写真 20 (JoanScvem, p.55、 本 書 , p.60) の 巻き 毛 の スタ イル は 、 藩 甲 の 透かし 細工 
の 簡 を 前 か ら 見 える よう に 後ろ に さして お り 、 当 時 の 髪型 の 中 で も お し ゃ れ な 方 だ と 思わ 
れる 。 工 場 の 少女 達 も 上 流 社会 風 の こ の よう な 髪型 に し て いた よう で ある 。 


1847-80 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 21(Jomn Scverp.56) は 、7je efe/Yoricg 
Sociey fscos 暫 0 雪 ガ 237 332 の 3) の 所 蔵 品 で ある 。 


まず 、 被写体 の 背景 情報 と 撮影 時 期 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 は 次 の よう に 述べ て いる 。 


ウィ リア ム ・ ク ー パ バー・ ノ イズ の 妻 (Mn.William CooperNoyes) で ある エリ ザ ペ ベス 

( 則 星 ワ ディ 、Elzaheth Waddy) は 、 ウ ィ ス コン シン 州 マ ディ ツン で この 肖像 写真 を 
撮っ て も ら っ た 。 彼女 が 40 歳 く らい の 時 で あっ た 。 ノ イズ 家 は 比較 的 裕 握 な 名 家 で 
あり 、 ノ イズ 夫人 が この 非常 に 特徴 的 な ドレ ス を 着 て いた の は 、 この スタ イル が 人 気 
湊 相 だ っ た 時 期 一 つま り 1847 年 頃 一 で ある と 考え て 間 加 い な い 。 …… 

アー・ ス タイ ル は 流行 の ルー プ に 結 われ 、 髪 は 耳 を 部 分 的 に 処 い 、 頭 の 後ろ の 低 
め の 位置 に 集め られ で いる 。 革 に は と て も 小さ な 金 の イヤ リサ ング が 下がっ て いる 

Ooan Sevew p 56 よ り 引用 ) 。 
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」 


写真 3 ダ ゲ レ オタ イブ 
1841 -1846 年 
提供 : je crdgwwe7 eemzr 7 
oerwpp Geopee fwor ee p 32 


写真 26 ダ ゲ レ オ タイ プ を 描 っ た 写真 
1848-50 年 

1 wowwig tworicg/ ogiey 6 
2340 Jp.0 


真 21 0oan Severs, p 60) は 、GeorgigMforcgf 


1848-50 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ プ の : 
Sociey -35.2544) の 所 茂 品 で ある 


セ ヴ ヅラ 女史 に 拠る と 、 こ の 写真 の 時 代 考証 は アフ リカ ン ・ ア メリ カン の 歴史 上 、 
貴重 で ある 。 少 々 、 長 く な ろ が 、 他 の 服飾 昌 の 文献 に は 、 決し て 見 られ な い 解 説 で ある の 


で 、 全 文 紹介 させ て い 


吐 重 な 1840 年 代 の ダ ゲ レオ タイ プ を 1870 年 代 に 拠っ 
ナ の ぶた り の 奴 線 婦 性 が 写っ て いる 。 年 長 の 女性 は ジュ ディ 
テル フェ ア ・ ジ ャ クツ ン (udy TelfirJackson) で 、 で 笠 理 を し て いた 。 
(Lavini) で 、 南北 則 争 後 住 
を し て いた 。 ふた り の 女性 は 、 
C い る (当時 の 家内 奴隷 や 使 


の 珍し い 写 


ジア 州 サ バン 


テル フェ ア 


ジュ ディ の 陀 妨 


み 込 ん で メア リー・ デ テル フェ ア (Mary Tcllar) の メイ ト 


服 こ そ シ ン ブ ル だ が 、 と て も きち ん と 身だしなみ を 整 
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用 人 は 一 般 的 に そう で あっ た ) 
右 僕 の 年 配 奴 閑 の 女性 は 、 ター 
よっ て 頭 を くる ん で い 
る 。 左側 の 髪 は T 
引か れ 、 顔 に びっ た り と つけ 、 
後ろ で 冠 の よう に 上 げ 、 フ ァ ッ 
ショ ナブ ル な パフ を 耳 の 上 に 
つけ て いる 。 当 時 流行 の ヘア 
ー・ ス タイ ル ( 


近い (Joan 
Severa、p.60 より 引用 ) 


写真 27 。 ダダ レオ タイ ブ 


1849-50 年 写真 20 (Joan Sevem, p.59、 本 

提供 : 7Ae fis の 4mericeyr 7evdiZc 7ivvory 書 , p.60) の 女性 Ooan 
0 の 上 Sven p.62、 本 書 、p.55) の 少女 

は 、 カ メ の 柱 で 髪の毛 を し て い 


る 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 27 (1849-50 年 ) (JoanSever p 
7cxe が woy の 7405) の 所 蔵 品 で ある , 

これ は 、 カ 織機 の 前 に いる 女子 工員 の 写真 の 珍し い 事例 で ある 。 特 | タイ ル 
と 服装 に 着目 し た い 。 撮 時 年 代 の 記録 に な る 。 モ ヴ ラ 女 史 は 、 服装 や 髪型 か ら 、1840 年 代 
の 終わ り ご ろ と 推定 し 、 次 の よう に 述べ 


は 、 7 が efoeero/dmie7icm 


て いる : 


髪 は 、 翼 の よう に 広い 幅 で 消 ら か な 膨らみ を 作っ て 終 め に お ろ し た 後に 、 先 を 
スタ イル の 細部 は は っ きり と 分 か ら な い 
に く 、 芋 の そば に 短い サイ ドカ ー ル が 
よう に 見 える 。 これ は 1840 年 代 後 半 の 典型 的 な ヘア 


p.65 より 引用 ) 


持ち 上 げ て 後頭 部 で 結 われ て いる 。 へ 


が 、 こめ か み の 近く が ツ フ ト で | 


まっ て で いる 


スタ イル で ある (JoanSevemt, 


Plate6 の な 


型 は 巻き 毛 | 


か ら 一 番目 を 除く 3 人 の 女性 の へ アー に みる よう に 、 当 時 の フラ ンス の 愛 
らく アメ リカ の 写真 に 見 られ る 樺 愛 を 欠き 所 に し て いる ス 
タイ ル は 、 元 は ヨー ロッ パ か ら 入 っ て きた の で は な いか っ れる 。 アメ リカ の 貞 型 で は 


つて いる 」 


所 々 に アク セ サ リ ー を つけ て いる 姿 も 
あれ ば 、 ア クセ サリ ー 類 は つけ ず に 毅 
型 て いる 写真 も ちる 。 こ こ で 
も アメ リカ 中 流 階級 の 女性 達 の 質素 な 
生活 が 狂わ れる 。 最 後に ボンネット が 
写っ て いる アメ リカ の 写真 は 37 枚 中 
2 枚 あ る 。 


1841-46 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ 
プ の 三 真 3 omn Sevemu p.32. 本 草 
p.66) は 、7 カ c zzgiozg AZkser の 7 
odogrqppy Ceorge gr 7ove の 
所 蔵 品 で ある 。 


こ と ヴ ラ 女史 は 、 こ の 写真 の 撮 
RS - 人 一 人 の か ぶり も の に つい て 、 次 の 
失 人 MerrAowkewyew (9Sia) .n 9 よう に 解 語 し て いる 。 


この 写真 の 撮影 年 代 (1841 1846 年 ) は 、 写 真 の 下 に 引用 し た 1840 年 の 記事 に 書 
か れ た 、 初 期 の * 狼 が 顔 に 近い " ボン ネッ ト ・ ス タイ ル の 描写 の 時 期 と 一 致し て いる 。 

・ 中 央 の 女性 が デイ キャ ッ プ (day ap) を か ぶっ で いる 。 縁 は 後ろ に 折り 返さ れ 、 
年 を と っ た 女性 の 慣習 的 な ひも を つけ て 着用 し て いる 。 こ の 帽子 は 40 年 代 の 良い 帆 
子 の 基本 で あり 、 当 時 の 共通 の マナ ー と し て か ぶら れ た 。 深い フリ ル の 縁 は 途中 で 折 
り 返さ れ 、 明るい 色 の リポ ボン の ひも を ほど さ 、 リ ボン の 結 び で 側面 を 飾 つて いる 。 
深い つば と つば の 間 の 顔 が や わら か く 見 える よう に フリ ル を 見 せ て か ぶっ て いる 。 
の 時 代 の フリ ル は よく ボン ネッ ト | れ で いた 。 また 、 フ リル を 使用 し て いな い 
ボン ネッ も この 写真 か ら 見 られ る 。 ボン ネッ ト は 両 サイ ド が 長く 、 装飾 は で きる だ け 
ンプ ル な も の か 、 全く 対 較 的 な もの が 見 られ た 。 ある 帽子 は 花 や レ 
ー ス が あし ら わ れ 、 ま た 他 の 帽子 に は 共有 布 の 館 り が あし ら わ れ て いた も の も あっ た 
(Joan Severa p.32 よ り 引 用 ) 。 


シン で きる だ け シ 


1846 年 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 15 (Joan Scve, p.49) は 、7or 
oipfon 53g) の 所 蔵 品 で ある 。 
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この 写真 に 見 られ る ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の ボ 


打上 、 


写真 31 ダグ レ オタ イブ 
1849 50 年 
提供 : Corigyere/ ゆ ro 
eg 4 の jp 70 


写真 32 = ダ ゲ レオ タイ ブ 
1849 年 頂 
提供 : カ e 7prerggr7one7 4sadg or 
crogzap。 Georgo Zactaar oopo 
9 222 の ,p22 


ミ ネッ ト の 解説 は 、 と て も 詳し い 。 服飾 
- 部 を 引用 させ て いた 


非常 に 貴重 解説 で ある 。 以 下 


だ く 


の 美しい ポー トレ ー ト は 、 ノ ー サ ン ブ ト ン で 婦人 帆 9 
キン ソン 夫人 (Mes.R.B.Dickmson) の も の で ある 。 
サン プ ト ン ・ ク 


芝 楽 を 営ん で いた R・ 


リエ 』 紙 (Wor み erpxor Cozey) に 載せ た 1858 年 の 広告 
ツン 夫人 は 『 ボ ポン ネ ッ ト が 欲し いす べ て の 女性 は 、 ぜ ひ 私 の ボ 
に いら っ し ゃ い 』 と 述べ て いる 。 ポン ネッ トル ー ム 
ン の メイ ン 通 り と キン グ 通 り の 交差 点 の 角 に ある 建物 の 2 階 に あっ た 。 
ト は 、1840 年 代 初め に は 急 が 顔 の 横 に | 
き が いく ぷん 広がっ て この 写真 の よう な 形 に な り 、 角 の 内 仙 に 


ン ネ ッ ト ル ー よ 


ボン ネッ 
直近 し た 形 だ っ た 。1846 年 順に な る と 鏡 の 開 


右 非対称 の 飾り を 付 
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けら れる 空間 が 生ま れ た 。 真 の ボン ネッ ト は か な りつ 顔 か ら 離 れ て お り 、 シル ク の 花 や 
章 の 繊細 な 装飾 を 付け る だ け の ゆとり が ある (Joan Sevem p_ 49 より 引用 ) 。 


さら に 、 詳 し く は 、 オ リ ジ ナ ル の 著作 を 参照 され た い 。 


ボン ネッ ト も Placl6 の よう に か な り Ooweys7ay*2oo4 の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト に 
現れ て いる 。 ど の ポン ネッ ト に も 花 、 布 、 レ ー ス な ど で 装飾 が あしらわ れ て いる 。 当 時 ポ 
ン ネ ッ ト は フラ ンス の 女性 達 に と っ て か な り 大 切な ファ ッ シ ョ ン で あっ 
の ファ ッ ンション ・ プ レー ト か ら 覗 える 。 ま た アメ リカ の 女性 達 も フラ ンス の 流行 を 迫っ て 、 
長く ボン ネッ ト を 使用 し 、 ナレ ンジ し て いる 様子 が アメ リカ の 写真 か ら 読み と れる 。 し か 
し 両者 を 比較 する と 、 ア メリ カ の 方 が 質素 で ある と 結論 づけ られ る で あろ う 。 


3. アク セ サ リ ー 


(1) 女性 用 長手 袋 と ミト ン 

以下 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヅラ 女 史 の 記 述 の 要点 を まとめ させ て いた だ く (JoanSevem pr 11) 。 

ニッ ト 製 の シル ク か 、 すか し 細 芽 の 女性 用 長手 鶴 、 あ る い は 指先 の な い 手袋 は 、 大 施 分 
は 詳細 に 残さ れ て いた 。 写真 を 見 る と 若い 少女 、 何人 か の 身なり の よい 若い 女人 、 そし て | 
長子 袋 を 着用 し て いた 多く の 年 老い た 女性 が 写っ て いる 。 彼女 達 は いつ で も ディ ナー や パ 
ー テ ィ ー ド レス と 一 緒 に 長手 袋 を 便 用 し 、 第 日 着用 され て いた わけ で は な い が 、 長 手袋 は 
比較 的 手 に 入り や すか っ た 。 

バター ン と 指示 は いく つか の 定 捧 和 生物 に 掲載 され て いた 。 それ ら は シル ク の ニッ ト や 
ネッ ト で 、 最 も 一 的 な 黒 を 使用 し て 、 時 折 、 補 で 作ら れ て いた 。 1840 年 代 の 外出 用 の 手 
袋 は 、 キ ンド の 革 で 作ら れ 、 手首 の 長 さ で 、 ぴ っ た り 着 用 され て いた 。 写真 で 見 る と それ 
ら は 光沢 の ある 滑ら か き を 出し 、 手 を 小さ く 上 品 に 見 せ て いた 。 


次 に 写真 資料 を 見 て みる 。 アメ リカ で 手袋 が 写っ て いる の は 、 37 枚 中 5 枚 あ る 。 その 中 
か ら 3 枚 取り 上 げ る 。 

写真 3 (JoanSevenu p.32、 本 書 , p.66) を 正面 か ら み 、 向 か っ て 右 仙 の 女性 と 真ん中 
の 女性 が 、 黒い 手袋 を は め て いる の が わか る 。 こ の 手袋 は 造 き 通 っ て いな いた め 、 革 製 の 
よう に も みえ る 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 31 (1849-50 年 ) on Sevcm, p. 66、 本 革 ,p.69) は 、Cg が org 
Se py eg.27.797) の 所 職 品 で わる 。 
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セ ヴ ラ 女史 は 、 この 写真 の 撮影 者 と 写真 に 見 る 手袋 の 特徴 に つい て 、 次 の よう に 述べ て 
いる 。 


カリ フォ ルニア 歴史 協会 に よれ ば 、 こ の 写真 は カリ フォ ルニア 刑 サ クラ メン ト の 
『 梨 明 期 の 写真 家 』 〕・E・D・ ボ ポー ルド ウィ ン (LE D.Baldwim) が 撮影 し た 最初 の ダ 
ダレ オタ イプ で ある と され て いる 。 レ ーー ス の ミニ ーッ ト (miwimien) は な か 
な か 興味 深い 。 左 側 の メア リー の ミッ ト は 、 個々 の 指 を 出す 六 が な く 、 単に 黒い ネッ 
ト の 偽 が 指 の 付け 根 関節 で 終 わっ て いる だ け で ある 。 一 方 、 叔 坪 の ミッ ト は も っ と 手 
の 込ん だ 構造 で 、 指 ご と に 穴 が 分 か れ て いる (Joan Scvem, p.66 より 引用 ) 。 


1849 年 頃 に 撮ら れ た ダ ゲ レ オ タイ ブ の 写真 32 (JoanSeven p.72) は 、7 カ eigooyg/ 
4oewr o/ korogxgp/ps Oeorge Zorgn 7forc の 所 蔵 品 で ある 。 


被写体 の 胡 景 情報 は 記載 され て いな い 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


三 つ 編み で パフ を 作り 、 長 い 巻 き 毛 を 垂らし た この うら 若き 女性 は 、 ベ キン (pekin) 
紀 の シル ク 生 地 で 作っ た 上 等 な ドレ ス 姿 で ボ ポーズ を と っ て いる 。 ウエ スト の 前 下 
端 が あま り 低く な い 位 置 に ある こと が 、 年 代 推定 の 主 な 手掛かり で ある 。 目 の 粗 い シ 
ルク の ニッ ト の ミッ ト は 、 お そら く 既 製品 で あろ う 。 編 日 か ら 、 伸 科 性 が ある の で は 
な いか と 基 え られ る (Joan Sevem, p.72 より 引用 ) 。 


アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン は 、 全体 的 に 暑い 色 の ドレ ス が 多い た め 、 服 と 手 鶴 を あわ せ て 
早い 色 に し た の も の と 思わ れる 。 し か し 素材 的 に 黒色 し か 無理 だ っ た か 、 また 汚れ が 目 立 
ち に くい な ど 実 用 性 も 纏 ね て いる の で は な いか と も 考え られ る 。 

当時 の フラ ンス の 手 紅 を 、Gey sa が Book の ファ ッ シ ョ ン ・ ブ レー ト か ら 見 て みる 。 
Plate1-6 か ら 1830 年 代 か ら 1840 年 代 を 通し で 、 手袋 が は め ら れ て いた こと が わか る 。 
し か し アメ リカ の よ うに 黒 の 手 伏 は ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト に は 1 枚 も な く 、 すべ て 自 い 
手 傘 を は め て いる 。 


2) その 他 の アク セ サ リ ー 

以下 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 中 の 記述 の 要点 を まとめ させ て いた だ く (JoanSevem. p. 13)。 

金 の 時 計 と 鉛筆 、 長い コー ド か ウオ ッ チ チェ ー ン の 付い た 時 計 は 、40 年 代 の 若い 女性 の 
重要 な シン ボル で あっ た 。 女性 は ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 に 従っ て その よう な テク セ サ リ ー を 持 
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ち 、 同様 に 働い て で いる 少女 も 上 品 な 娘 の イミ テー ショ ン を 着用 し た 。 あい に く 時 計 は 写真 
に は 見 られ ず 、 黒 の コー ド か 金 の チェ ー ン だ けが 見 えて いた 。 時 計 と 合う よう に 付け られ 
た プレ スレ ッ ト は 、 大 胆 か つ 夫 夫 で 幅 が 広かっ た 。 瑠 贅 の レリーフ の 髪 飾 り は か な り 流 行 
し た 物 で 、 検 航 の 麗 区 か 本 物 の 正 環 いずれ か で 作ら れ た 。 

イヤ リン グ は 1840 年 代 初期 の 写真 に は 、 全 く 見 られ な か っ た 。 こ の 時 代 、 耳 は し ば し 
ば 完全 に 髪 で 要 わ れ て いた か ら で あ る 。 イ ヤリ ング は 40 年 代 後 期 に 出現 し た 。 当 時 の イ 
ヤリ ング は 適度 の 大 き さ で 、 単に 、 鎖 、 針 金 、 金 の 玉 を 耳 か ら か けた に すぎ な か っ た 。 指 
輸 は と て も 人 気 が あ り 、 金 や 石 で 作ら れ て いた も の は 、 むし ろ 小 さく デリ ケー ト で 、 それ 
ら は 親指 を 除い た 全て の 指 に は め ら れ 、 時 に は 全て の 指 に は め ら れ た 。 

次 に アク セ サ リ ー 拓 が 写っ て いる アメ リカ の 写真 資料 は 、 37 枚 中 30 枚 あ る 、 そ の 中 か 
ら 特 徴 の ある 写真 を 取り 上 げ る 。 

写真 16 (JomnScveru p.50、 本 書 , p.5!) は 全体 的 に シン プル な 装い だ が 、 真ん中 の 
女性 は 人 差 し 指 に 指輪 を つけ て いる 。 写真 18 OoanSevem p.53、 本 書 , pn 51) も 大 き な 
金 の 指 輸 を 人 差し 指 に つけ て お り 、 右 の つい た 大 き な 輪 か ら な る プレ スレ ッ ト も つけ て い 
る 。 また ドレ ス の ネッ クラ イン の 内 側 に ある 金 の チェ ー ン に は 、2 つ も の が つい て いる よ 
うに みえ る 。 一 つ は 金 の 鉛筆 で 、 も う 一 つ は 時 計 で ある と いわ れ て いる 。 写 真 28 Ooam 
Sevem p.56、 本 講 .p 52) で は 右 の 少女 が 、 お そら く 当 時 人 気 の あ っ た 瑞 環 の プロー チ 
を し て お り 、 人 差 し 指 に も 指輪 を し て いる 。 全て の 指 で は な く 、 人 差し 指 に だ け 指 輪 を つ 
ける と いう ファ ッ シ ョ ン も あっ た こと が 、 こ れ ら の こと か ら わ か る 。 写 真 31 (JoanSewem. 
p.70、 本 書 , p.69) で は 画 側 の 女性 の 、 ウ エス ト 部 分 に 金 の 時 計 の チェ ー ン が 見 えて いる 。 
写真 か ら 金 の ナチ ェ ー ン は 、 目 を 引く 存在 の よ は われ る 。 写 真 32 (Joan Sewem。 
p.72、 本 書 , rp 69) は 手首 に 、 環 天 の 玉 を ひも に 通し た ブレスレット を 着用 し て いる 。 黒 
い ズ ベル ベッ トリ ポン を 人 名 型 の プロ ー チ で 留め て いる 。Cogey 5 rs gook に 掲載 され た , 
Plate2-4 に は ブロ ー チ が 、 Plate 4 5 に は 次 薇 の アク セ サ リー が と め つ けら れ て いる 。 
この 当時 の フ ョ ン ・ プ レー ト で は 、 ネッ クレ ス と イヤ リン グ は 描か れ て いな い , ド 
レス や 月 飾り な ど が 泰 閥 な た め 、 ア クセ サリ ー は あま り 使 用 する 必要 が な か っ た の で は な 
いか と 思わ れる 。 


4 下着 


以下 、 セ ヴ ラ 女史 の コル セッ ト に 関す る 記述 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた : 
pp. 15-16) 。 
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写真 33 = ダ ゲ レオ タイ ブ 写真 33 = ダ ゲ レ オ タイ ブ 
1849 年 頃 1849-51 年 
提供 : 4 sr Cemr 7 。 p.74 失 人 : 7Ac aeomgfone/ 47iseron 


Merwplon Cewre Evewg oeoe 
候 有 4 p 人 


当時 の コル セッ ト は 、 用 部 や お 尻 の 後ろ まで 丁 っ て いた 。 そ の 上 、 巨大 な 木 、 金属 、 鈴 
の ひげ の バス ク は も ちろ ん の こと 鯨 の ひげ で 装飾 され て お り 、 コ ルセット の 最 ョ 
F 部 まで 前 部 は 授 の ひげ が 通っ て いる 。 

乳房 の 締め 付け は 、 科 底 的 で あっ た 。 時 


は 医者 が 


慣習 に 反し て 、 コ ルセット は 乳 


房 に 有害 で あり 、 女 性 は ウエ スト に 負担 が か か る ぐら いき つく 締 る こと は 開 違 っ て いる と 
主張 し の 時 代 の 身体 の 専門 家達 ちまた 、 子 ども に まで きつ い コ ル モ ッ ト を 付け る と 、 
97 種馬 も の 病気 が 生じ て いる と 主張 し た 。 コル セッ ト は 、 ま た 女性 の 子宮 に 赦 惨 な 結果 を 
引き 起こ す と 一 般 に 言わ れ た . 、 コ ルセット は いつ も 店 で 入手 で き 、 特 別 な スタ イ 


ル が 英国 や フラ ンス か ら 輸 入 され : の コル セッ ト の 作り 方 は 、1840 年 代 の 多く の 女 
性 訪 に 掲載 され て いた 。 

ニル セッ ト は 頻繁 に 洗わ れ て は いな か っ た 
コル モッ ト は 比較 的 商い 既製 品 で あり 、 手作り の コル 
ん だ 仕事 で わっ た 。 コ ルセット の ボディ ー や 欄 能 は 洗 
を で きる 限り きれ い に 


コル セッ ト の 下 に 長い 綿 の シュ ミー ズ を 着る こと は 一 般 的 で あっ た 。 写 真 18 (本 書 , 
p-5) で も 遂 き 通っ た 白糸 員 績 が ほど こさ れ た シュ ミー ズ が 見 える 。 1840 年 代 女性 の ドレ 
ス の 下 に 、 ひざ 未 の 綿 か リネ ン の た っ ぷり と し た シュ ミー ズ を 着用 し 、 シ ュ ミ ー ズ の 短い 
宙 の 縁 に 狭い 白い 装飾 が あし ら わ れ て いた 。 短い 宙 の シュ ミー ズ は 汗 や 汚れ に 対し て ドレ 
ス を 守り ズ は 洗う の が 簡単 だ っ た た め 靖 源 に 保つ こと が で きた 。 

スト ッ キ ング は 膝 の 高 さよ り 上 まで あり 、 手 か 機 杯 に よっ て 白い 綿 で 編 ま れ た 。 すべ て 
ガー ター と 一 緒 に 留め られ 、 ゴム の ひも で 作ら れ て いた も の も あっ た 。 ゴム ひも は この 時 
代 使用 され た が 、 品質 は よく な か っ た 

その 結果 と し て の 姿態 が 、 写 真 で 容易 に 見 る こと が で きる ( 生 真 1, も 7 35, 39.35) 
Ooan Sevem. pp 28. 34。 28 72. 74. 78) Ooam Sevem. p.13) 。 


1849 年 項 に 撮ら れ た ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 33 Joan Scvem, p.74、 本 書 、 p.73) は 、 
444gz 7 が somCender 077) の 所 蔵 品 で ある 。 
セ ヴ ラ 女史 は 、 被 写 体 の 服 捧 に つい て 、 次 の よう に 述べ て いる 。 


この 印象 的 な 写真 は 、 ジョージア 州 アト ラン タ の 若い 女性 コー ネリ ア ・ バ ナー・ エ 
ペー ハー ト (Comelin BannerEvetar) の ダ ゲ レオ タイ プ に 手 で 彩色 し た も の で ある 。 
写真 に 見 る よう に 、 と て も 上 品 で 気品 の ある コー ネリ ア は 、 胴 促 に し わ ひと つない 、 
ダー ツ の 入っ た 身頃 の ドレ ス を 着用 し て いる 。…… ダ ー ツ が 入れ られ て よく フィ ッ ト 
し た 身頃 は 、 コ ルセット の 上 に し わ ひ と つ な く ま と わ れ て いる 。 ぴっ た り し た フィ ッ 
ト は 肢 か ら 肩 を 経て 袖 まで 続い て お り 、 明 ら か に この ドレ ス が 経験 豊か な 裁 締 師 の 手 
に な る こと を 物語 っ て いる (Joan Sevem, p.74 より 引用 ) 。 


セ ヴ ラ 女史 が 言う よう に 、 美 し い フ ィ ッ ト は 経験 豊か な 裁 締 師 の 手 に な ろ る も の で ある こ 
と は 明 自 で ある 。 


1849-81 年 に 朝 られ た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 35 (Joan Severm pn 78、 本 蒼 。 p 73) は 、 
7 カ e7giozg7 Msewz o/Potogygp/p: Ooyge os が ngp77owse (68.7347) の 所 蔵 品 で ある 。 

モツ ラ 女 史 は 、 て らい の な い 庁 密 な ポー ズ と どこ か 挑戦 的 な 雰囲気 は 、 この ぉ た り が 友 
人 以上 の 関係 で あり 、 し か も お そら て 撮 影 者 で ある 写真 家 の 友 人 で ある こと を 、 次 の よう 
に 示し て いる 。 
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撮影 時 期 は 衣服 の ディ テー ル か ら 容 易 に 推定 され る 。 女性 の ドレ ス の び ぴったり 
身頃 に は 、 非常 に 長く て 下 へ 行く ほど 間隔 が 狭まっ て いく ダー ツ が と られ 、 その | 
胸 才 を 締め つけ る が っ ちり と し た 構造 の コル セッ ト の ライ ン が と て も は っ きり と 見 
えて いる (5.78) 。 


1840 年 代 来 の コル セッ ト の 特徴 が 、 と て も リア ル に 表現 され て いる 。 
5. ラッ プ 


以下 、 セ ヴ ラ 女史 の 記述 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く (Joan Sevem。 pp.14-15) 。 

ショ ー ル は 、 同 時 代 の 人 々 が 一 目 見 て 、 財産 や 階級 の 区 別 を する も の で あっ た 。 女性 労 
働 者 で きえ 、 ショ ー ル の 購入 の た め に 上 連 金 を し て いた と いう こと が 書か れ て いた 証 折 が あ 
る 。 し か し 、 貧しい 女性 達 は 、 立 派 で 論 華 な 模 嫌 が ほど こさ れ た 中 品質 の ショ ー ル の 1 枚 
さえ 買う 余裕 は 、 ほ と ん ど 無 か っ た 。 財産 を 持っ て いる 者 だ けが 、 よ り 高 く 、 刺 締 の 施さ 
れ た イン ド の : ー ル を 買う こと が で きた 。 

般 的 に この 時 代 まで に 着用 され て いた カシ ミア ・ シ ョ ー ル は 、 必ず し も イン ド 産 の 綾 

織 、 ま た は 有名 な イン ド 山 羊 の 毛 で 編 まれ た 物 で は な か っ た 。 そ れ ら は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 国々 、 
イギリス 、 と くに スコ ッ ト ラ ンド (ペイ ズリ ー と いう 言葉 の 発 符 の 地 ) 、 フ ラン ス 産 の 織 
り 機 で 歳 られ た 物 が 多く 見 られ た 。 非常 に 擬 ら か く 、 気 持ち が 良い の で 、 高 く 評価 され て 


いた 。 
1840 年 代 の 大 半 の この よう な ショ ー ル の タイ プ は 四角 い 物 が 多かっ た 。 単に 対角線 に 
折り 時 ま れ た り 、 肩 に 下げ た り し て 身 に つけ られ て いた 。 


組 の 錦織 の ショ ー ル は 、 当時 一 番目 に 望ま し い ス タイ ル で あっ た 。 中 国 の オリ ジ ナ ル を 
基礎 に し て 、 こ れ ら は 光沢 の ある 和弥 で 刺 裕 され た 分 厚い 組 の ちり めん で 作ら れ 、 ほとん ど 
自 黒 で わっ た 。 モー ジグ リー ン や パス テル カラ ー は 、 コ レク ショ ン か ら 見 つけ られ 、 いく 
つか は 電 締 の 中 に 別 色 が あっ た の だ が 、 それ ら は ほとん ど 黒 か 白 の いずれ か で あっ 
角 に 折り ま れ た ショ ー ル は 、 た ま に は 丸い 物 も あっ た の : 通常 四角 く 、 色 が 濃い シ 
ルク 製 で 房 飾り が つい て いた 。 

上 品 に な ろう と 女性 は ショ ー ル を 優美 に 飾り 、 ける 勤 聞 を し 、 練 習 を し た 。 当 時 
の 人 々 は 、 所 有 し て いる ショ ー ル や 服装 を どの よう に 身 に 付け る か に よっ て 外見 上 の 違い 
が 見 られ た 。 簡 秦 な も の か ら 刺 緑 装飾 が 施さ れ た 絹 や ウー ル と いっ た 広範 囲 の ショ ー ル を 
入手 する こと が で きた 。 それ は ペイ ズリ ー 横 様 の 線 物 ある い は 控 座 の 編み 地 で あっ た 。 す 
で て の 女性 が 少な く と も 一 和 は ショ ー ル を 持っ て いて 、 彼 女 た ち は 余裕 が ある か ら で き る 
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写真 5 ダ ゲ レ オタ イプ 写真 34 。 ダ ゲ レ オ タイ ブ 
1843 年 頂 1849 - 50 年 
提供 : 7kmric Workeppr 6227 pd6 提供 : 7kc Se ZNverie7 og 


Mac 9 代 37 4729。p 人 0 


最大 の こと で あっ た 。 し か し な が ら 、 肖 像 画 に 見 られ る ショ ー ル は 必ず し も 実際 の 着装 法 
を 代表 する も の で は な い 。 な ぜ な ら 、 それ ら の ショ ー ル は 肖像 画 に 見 られ る 肖像 画家 の 効 
果 を アレ ンジ し て いる か も し れ な いか ら で あ る 

ショ ー ル の 他 に 広く 被 われ る 物 が 着用 され 
胴着 の 膨 に フィ ッ ト し た 軽量 の ペル リー ヌ (ヒッ プ の 下 に 大 き な フ レア ー の つい た ウエ ス 
ト フ ィ ッ ト 型 ) 、 シ ルク か レー ス の マン ティ ラ (スペ イン や ラテ ン ア メリ カ の 女性 が 頭 か 
ら 肩 に 掛け る 黒 また は 白 の レー ス の スカ ー フ ) 、 シル ク の 一 種 で 語 め 物 を し た 女性 用 ガウ 
ン 、 そし て 長い マン ト ( 杭 な し の 外 奏 ) の すべ で は 、 1840 年 代 の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト 
と 支 献 で 特徴 づけ られ た 。 ラッ プ は 長く 、 マン ト を 製造 する 人 か ら 皮 製品 と し て 入手 可能 
で あり 、 シ ルク か ウー ル の 裏地 | い 房 飾 りや レー ス が 飾ら れ で し 

以上 の こと は ジョ ー ン ・ セ ツラ 女史 の 見 解 を 要約 し た も の だ が 、 次 に 当時 の アメ リカ の | 
写真 と Coys 7 み ys 2ook に 掲載 され た Plate を 比較 し て 考察 し で いく 。 

アメ リカ の 写真 で 見 られ る ラッ プ は 、37 枚 中 9 枚 で 11 人 の 人 が それ ぞ れ 、 シ ョ ー ル ( 写 
真 5 7 9. 11) (onSevem. p.36. 38. 42. 44) 、 ケ ー ブ ( 真 3.14.1 


。 ケー ブ 、 シル ク か レー ズ 
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Severa, p.32, 38, 42, 44) 、 プ ラン ケッ ト ( 全 真 34) (Joan Severa, p.76) を 着け て 
いる 、 柄 ・ 色 ・ 素 材 筆 の 説明 が は っ きり 分 か る も の は その うち 7 枚 で ある が 、 代 表 的 な 写 
真 5 を 紹介 させ て いた だ く 。 そ の 他 に 、 プラ ン ケ ッ ト を 羽織 っ た ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン 
の 写真 を 紹介 させ て いた だ く 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 5 (1843 年 頃 ) Joan Scvera, p. 36) は 、/7szorzc AbzZkagp4oy 
( 旬 2 の の 所 蔵 品 で ある 。 


まず 、 背 時 情報 が 次 の よう に 述べ られ て いる 。 

ファ ッ シ ョ ナブ ル な ドレ ス を 着 た この 若い 女性 は 、 マ サチ ュー セッ ツ 州 ノー サン プ 
トン の クラ ラ (クラ リッ サ )・ ス テ ビ ピン ズ ・ レ イス ロッ プ (Clare ("Clariss" )Stebbins 
Larhrop) で ある 。1823 年 6 月 19 日 生ま れ の 令 女 は 、 こ の 写真 の 撮影 時 に は 20 歳 く 
ちい だ っ た 。 被写体 が 羽織 っ て いる ショ ー ル は 中 等 レベ ル の 価格 、 品質 の も の で 
ある 。 た だ し 、 こ の ショ ー ル は 当時 の 若い 女性 に 人 気 の スタ イル で 、 模様 が 縮 状 な こ 
と か ら 彼 女 た ち は こ れ を ゼブラ (the zebra) と 呼ん で いた 。 (この タイ プ は 、1879 
年 頃 に は 一 般 に 「 ボ スト ン ・ シ ョ ー ル (Boston shawl) 」 と 言わ れ て いた 。) (Joan 
Seyera, p.36 より 引用 ) 。 


確か に 、 シ ョ ー ル 一 杉 で 、 す ば らし く お 洒 落 な ファ ッ シ ョ ン に 見 える 。 
次 に 、 プ ラン ケッ ト を 判 織っ た ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン の 写真 を 紹介 させ て いた だ く 。。 
1849 - 50 年 に 撮影 され た ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 34 (Joan Sevem, p.76) は 、 Ze Se 
orc/ Socfep の scosiz 07 人 K37 7297) の 所 蔵 品 で ある 。 
ます 、 語 捕 報 と 撮影 年 代 が 、 次 の よう に 述べ られ て いる 。 


レイ チェ ル ・ ロ ウ ・ グ リ ニ ョ ン (RachelLawe Grigmon、1808 - 76) の 一 限 変 わっ た 
肖像 写真 。、 レ イチ ェ ル は ウィ スコ ン シ ン 州 グリ ー ン ・ ベ イ の 判事 ジョ ン ・ ロ ウ (ah 
Lawe) と 奏 で ある 先住 民 チ ベ ワ (オジ プ ブウ) 族 の テレ ー ズ の 間 に 生ま れ た 娘 で 、 
写真 は 1859 年 に レイ チェ ル 自 身 に よっ て ウィ スコ ン シ ン 人 州 歴 史 協 会 に 寄贈 され た 
この 珍し い 写 真 で は 、 チ ベ ワ 族 の 血 を 半分 引く 女性 が 、 流行 の ライ ン を 持つ 癌 通 
の (お そら く ) シル ク の ドレ ス の 上 に 、 先 住 ア メリ カ 人 の プラ ン ケ ッ ト や 装身具 を 着 
け て いる (Joam Severa, p. 76 より 引用 ) 。 
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この 写真 に は 、 レ イチ ェ ル の 服装 や アク セ サ リー に つい て 、 非 常に 詳し い 解 説 が つけ ら 
れ て いる 。 興味 の ある 読者 の 方 に は 、 セ ヴ ラ 女 史 の 原本 を お 読み いた だ きた い 。 

比較 ・ 考 察 の 結果 、 ア メリ カ 女 性 の 写真 で 見 られ る ショ ー ル の 素材 は 、 ウ ー ル と いっ た 
中 品質 だ が 、 そ の 分 「 柄 」 に 力 を 入れ て 、 お し ゃ れ を 楽し ん で いた も の と 思わ れる 。 鍵 宮 
の 差 が あり な が ら も 、 ど うし て も 手 に 入れ た いと いう 気持 ち が 、 すべて の 女性 に 少な く と 
も 1 枚 の ショ ー ル を 所 有 さ せ た も の と 考え られ る 。 

また ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト や 人 従 来 の 本 洋 服飾 史 の 研究 成果 か ら 、 シ ョ ー ル は 「 柄 」 と 
いう より も 、「 素 材 」 の : に 対す る 愛着 が 根 強 か っ た と いう こと が 分 か っ た 。 西洋 
で は 1834 年 以前 は ・ シ ョ ー ル の 図柄 は イン ド の 図柄 に 症 徒 し て いた 。I84L 
ペル シア ・ ス タイ ル に な り 、 ア ジア 風 と な っ た 。 後に また イン ド ・ シ ョ ー ル の イミ テー シ 
ョ ン が 戻っ て きた 。 1840 年 以降 、 イ ンド に 発想 を 得 た ショ ー ル か ら は 、 少し ずつ 内 側 棋 ポ 
ー ダ ー ( 秋 り 団 ) が 無く な っ て いく 。 パ ルム の 上 方 に アー チ が 欠か れる こと も あっ た 。 ま 
た 、 パル ム と それ に 付随 する 枝 凍 様 が ボー ダー の 境界 を 越え て 、 無 地 部 分 まで 接 
も あっ た 。 さ ら に 大 きく な っ た パル ム に 押さ れ て 中 央 部 分 に 移動 し た 内 側 ボ ー ダ ー は 、 シ 
ョ ー ル を 身 に まとう エレ ガン ト な 女性 の 肩 に 線 を 引い た か の よう に 見 えた た め 女 性 の 不 
満 を 買い 、1850 年 初め に 消え て いっ た 。1848 年 以降 は 、 フ ラン ス 製 の カシ ミア ・ シ ョ ー 
ル の 植物 情 ・ 回 転 柄 が 普及 し た 。 こ の よう に 、 カ シミ ア ・ シ ョ ー ル の 柄 は 西洋 で は パル ム 

(ベイ ズリ ー 柄 ) が よく 見 られ た よう だ が 、 当 時 の アメ リカ (中 流 階 毅 の 人 々 の 中 ) で は 
! 柄 」 だ け で も 真似 た よう に 思わ れる 。 「 柄 」 で お し ゃ れ を 引き 立て て いた 事 が ます ます 
考え られ る 。 し か し ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 に よる と 、 カ シミ ア と いっ た 商品 質 の ショ ー ル 
は 財産 を 持っ て いる 者 だ けが 買う こと が で きた と いう 。 アメ リカ の 余裕 の ある 上 流 階級 の 
人 々 だ けが ヨー ロッ パ ・ フ ァ ッ ショ ン の カシ ミア ・ シ ョ ー ル を 楽し し で いた も の と 考え ら 
れる 。 


6. 履物 


写真 や ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト で は っ きり 見 えて いる 物 が な い の で 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 
女史 の 見 解 を ! さて いく 。 女性 の 靴 は 今日 の バレ ーシュ ー ズ に 似 て いる 。 外出 時 に 
は ゲー トル (足首 の 長 さ の ブーツ) や スリ ッ パ の よう な 靴 を 履い て お り 、 つ ま 先 は 四角 く 、 
つま 先 ・ ヒ ー ル の 部 分 に は 高級 な 布 や な めし 革 が 使わ れ て いた 。 女性 の 外出 用 の 靴 は 、 
夫 な 物 と いう より は 、 お し や ゃ れ を 楽し むために 軽く 、 寺 れ や すい 物 が 多かっ た よう で ある 。 
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また 、 田 舎 で よく 提案 され た 実用 的 な ( 泥 ・ 雪 ・ 汚 れ ) 靴 は 、 靴 底 に 木 ・ 麻 ある い は な め 
し 革 の 紐 を 使っ た 木 匠 で 、 夏 天 な も の だ っ た (Joan Sevemup.18) 。 
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男性 服 に 関し て は ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 の 要約 、 写真 資料 (37 枚 中 2 枚 ) 、 筆 者 
の 見 解 を 論述 する 。 


1. 外 表 


1840 年 代 初期 の 男性 の 姿 は 、 ス リム で 多く は ひげ て いな か っ た 。 ウ エス ト は 組 
く 、 コ ルセット や パッ ド の た め 時 々 不 自 然 な 膨らみ が 肢 に あり 、 美 し い 手 や 足 を し て い : 
1840 年 代 終わ り が 近づく に つれ て で 、 男 性 の イメ ー ジ され る 姿 は さら に 体格 の 変化 に 応じ 
て 大 きく な り 、 ひ げ や も みあ げ を 生やす よう に な っ た 。 40 年 代 終わ り 頃 か ら 男 性 は 、 本 来 
の 次 より 実際 は 良く 見 せる 傾向 が あり 、 スタ イル を 保つ た め に 仕立 司 ある い は 出来 合い の 
売り 物 に 依存 し て いっ た 。 また カタ クロ グ を 見 て 買い 、 至る 所 で 及 製 品 を 入手 で きる よう に 
な っ た 。 1840 年 代 の 棄 製 品 は 、 ワゴン か 船 で 品物 を 運び 、 植民 地 の 店 で 売ら ち れ た 。 特に 長 
い コ ー ト 、 下 腕 部 に し っ か り と フィ ッ ト し た 幅 の 狭い 袖 が 、40 年 代 に 注目 され た 。 

サッ ク は 軽く 、 斉 地 は な いも の が 主流 で 、 素 材 は リネ ン や 軟 ヤ ウー ル で 作ら れ て いた 。 
柄 は 格子 縮 か チェ ッ ク で あっ た 。 サッ ク は た いて い 一 番 上 の ボタ ン だ け を 止め て 着用 され 、 
ペスト や 時 計 の チェ ー ン を 見 せる た F の ポタ ン を 開け て お し ゃ れ に 着用 され た 。 腰 
部 の くびれ た フロ ッ ク コ ー ト や モー ニン グ コ ー ト は 、 重 要 な 時 に 年 老い た 名 士 に よっ て 着 
用 され た 。 し か し 、 サック は イン フォ ー マ ル の 時 に 著 用 され 、 レ ジャ ー ウ エア と し て も 了 
通 の 利く 上 着 で あっ た (Joan Sevem。 pp. 19-20) 。 

実際 に 着用 され て いた 上 着 を アメ リカ の 写真 22 を 見 な が ら 考 泰 し て いく 
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計ら れ た ダ ゲ レオ タイ ブ の 写 
22 (Joan Sevem。 p.57) は 、7ker 


Wion 62653/ の 所 蔵 色 で ある 


1847-50 


セ ヴ ラ 女史 は 、 徹 写 体 の 服装 
の よ 


つい て 、 次 


丸 べ て いる 。 


この 号 真 な り の よい ノー 
サン プ ト ン の 3 人 の 香寺 (氏名 は 不 
詳 ) は 、 み な 同じ よう に 、1840 年 代 の 
稀 届 な フィ ント の コー ト を 着用 し て い 
る 。 令 ら の 服 で 最も 目立つ 特 復 は 、 
ル と 細い 筒 状 の 袖 に よる 
し た フィ ッ ト で 、 そ れ が 河 身 


写真 22 = タゲ レオ タイ ブ 
1947 50 年 
提供 : rc Noykompon 696S3) 。p 57 


っ ぽい シル エッ ト を 生み 出し て い 
る (an Sevew p.57 よ り 引用 ) 


ー ニ ング コー ト (写真 2 


ッ ト レ 


上 着 に は 左 の サッ クコ ー ト 、 中 央 の フロ ッ ク コ ー ト 、 太 
(Ooan Severs。p.62, 本 書 , p.55) が あり 、 細 身 の 身 体 に 
ル 、 細い 管状 の 袖 、 そ し て 大 きい ボタ ン が 特徴 的 で ある 。 持 は 、 材 の も の が 
多く 、 折り 返さ れ て いる 。 サッ クコ ー ト と フロ ッ ク コ ー ト は 黒い も の が 多かっ た 。 サッ ク 
は セ ヴ ラ 女史 の 見 解 で は 日 常 着 と し て 着用 され て いた が 、 実 際 は 外出 着 と し て 着用 し て い 
た よう で ある 

ベス ト に は いく つか の タイ ブ が あり びっ た り と フィ ッ ト レ 
で の 長 さ が あり 、 補 は レ ョ ー ル カラ ー で ある 。 ベル ベッ ト や 表 編 み の ウ ー ル 
坊 断 し て 作ら れ た 。 同 じ 生地 の コー ト 、 ズ ボ スト が 着用 され た スタ イル は 、 
れ 渡っ た 

実際 に 着用 され て いた 
62) を 見 な が ら 考 察し て いく 。 


スト を アメ リカ の 写真 (⑫, 22, 25) omn Scver p.30. 57. 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 2 (1840-43 年 ) (Joan Sever ,p. 30) は 、 7c rizog/ Meewgr 


の /4oogcp/D: George Eskor 77oroe (68.7343/ の 所 誠 品 で ある 
| 


ペスト は ドレ ッ シ ー で 、 身体 に びっ 
た り し て お り (写真 2) 、 シ ョ ー ル カ 
ラー が 付い て お り (写真 2 22) 、 素 
材 や ボタ ン は 最高 級 の も の を 使用 し 
材 は シル ク が 多く 
洛 や 真珠 が 使わ れ て 
。 包 は 黒 っ ほ いも の が 


は カラ フル な も の も 
材 は ウー ル が 多かっ 
た の で 、 ウー ル の ベス ト (写真 22 の 和 有 
の 男性 ) は シル ク に 比べ て よく 似合っ 
る 


まわ か る 。 白 の コッ ト 
160 の ャ ツ は 、 幅 の 狂い 盾 や 胸 に リキ ネン 製 の 
me memegeme7 fcweem 74egepAh 。。 切 が つい て いる 。 こ の 時 代 の ドレ スシ 
2 人 は ャ ツ の 窒 は 小さ く 、 蛋 く 楓 づけ され て 
お り 、 よ く ネ ッ ク バ ンド で と め られ で 
いた 。 仕事 用 の シャ ツ は 、 一般 的 に ズボン の 中 に 入れ で 着用 され た 。 沈 
ト く 作ら れ た 。 シ ャ ツ は 司 の 継い 日 な し に 作ら れ 、 前 間 項 、 肩 ・ カ 
入り 、 福 は 狼 か っ た 。 
実際 に 着用 され で いた シャ ツ を アメ リカ の 写真 を 見 な が ら 考察 し て いく 。 抽 は 細く 、 身 
頃 も ぴっ た り し て いる が 、 前 身頃 に は 少し 膨らみ が み と (写真 2) 。 鶴 は バン ド 状 で 
、 真 っ 直ぐ か 折り 返し て いる 。 鶴 に は し っ か り 棚 付 けが され で いる 。 ま た 全休 
に 机 付 けさ れ 、 タ ッ ク が 入っ て いる も の も ある (写真 2) 。 
スモ ッ ク は 、 リ ネン 、 コッ トン 、 ウ ー ル の いずれ か で 作ら れ 
タン が 付い て いる こと も あっ た 。 尊 数 すべ き ヨ ー ロ ッ パ の スモ ッ ク 
れ ら は 妹 ま で かる 。 移 住民 が イギリス 諸島 、 ス カン ディ ナビ ア 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら こ の 伝統 
的 な 胡 服 の 全 用 法 を 持ち こみ 、 仕事 用 の 間 当 な 衣類 と し て スモ ッ ク を 着用 し 続け た 。 ス モ 
ンク は 仕事 中 に 身体 を 保護 する た | され 、 さら に 実用 的 に 小さ く 作 られ た 
見 られ る スモ ッ ク は 3 槍 中 | 枚 で 、 ウ ー ル で チェ ッ ク の 本 で あっ た ( 全 真 2 
1840 年代 の 最も 人 気 の あ る ネクタイ は 写真 か ら 挫 測 す る と 、 控 え め な 幅 と 、 小 さく 水平 
(E れ て いる 寺 結 び で ある (人 真 92) 。 し か し 、 厚み の ある シル ク で 作ら れ た スト ッ ク 
型 は 或 や タッ ク が 時 々 見 られ 、 シ ルク が 使用 され た ( 近 真 2) 。 ス トッ ク は 時 々 首 回 り に 


写真 2 。。 ダ ゲ レ オ タイ ブ 


人 に よっ て 売 
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ホッ ク が 付け られ て いた 針金 の 構造 で 、 時 々 前 も っ て 形作ら れ た (写真 25, 本 書 , pr 55)。 
この タイ ブ の 正確 な 当時 の 記述 は 、1842 年 南 両 の ウィ スコ ン シ ン の 地域 で 採 記 争 い の 記 
事 の 新聞 に 見 られ た 。 こ の タイ プ の 拾 が 人 間 の 生活 を 守っ た 事 が 示さ れ で いる (Joan 
Sevem。 p. 21) 。 最も 多く の 写真 で は 、 黒い 色 の ネクタイ が 圧倒 的 に 多く (写真 22) 、 時々 
スト ライ ブ の スト ッ ク が 見 られ た 。 

1840 年 代 の ズボン に は チャ ッ ク が つい て いた 。 ズボン の 布 は 主 に ウー ル が 見 られ 、 黒 が 
40 年 代 を 通し 圧倒 的 に 多く 、 遅 くに ツィ ー ド が あら われ た 。 ズボン り 目 が な い の は 写 
真 で は っ きり わか る 。 結婚 式 、 葬式 、 そ し て 特別 な 正式 の 写真 に は 、 男 性 は 黒い シャ ツ 、 
多く の 場合 さ ス ト と 調和 し て いる 比 芝 式 の サッ クス ー ツ を ズボン と 共に 閉 用 し て いた 。 労 
働 者 が ずっ と 着用 し て いる ズボン 、 前 た れ 蓋 ズボン は 1840 年 代 に 大 量 生産 で 入手 可能 で 
あっ た 。 前 た れ 装 ズボン は 一 般 的 に 活動 的 な 労働 者 に と っ て 適当 に 洗え る 材料 (区 夫 な コ 
ッ ト ン ) 、 リ ネン ある い は ウー ル や ウー ル を 混ぜ た も の ) で 作ら れ 、 上 流 階 級 で な い 人 々 
に よっ て 着用 され た 。 前 た れ 蓋 ズ ボン の ウエ スト サイ ズ は 手 で 紐 を 引っ 張る か 、 後ろ の 締 
め 金 で 調節 で きる よう に な っ て いる 。 これ ら の ズボン の 大 部 分 は 黄 神 色 や 茶色 な どの 中 間 
色 で 作ら れ 時 を 青 の ス トラ イプ で ある 。 

実際 に 着用 され て いた ズボン を ナメ リカ の 写真 を 見 な が ら 考 察し て いく 。 ズボン に つい 
て 説明 が な され て いた も の は 5 槍 中 2 枚 で ある 。 ウ ー ル 製 で 足 に フィ ッ ト し て お り ( 写 
真 22) 、 幅 の 広い ベル ト や ズボン 吊り (サス ペン ダー) (人 ラ 真 2) を 使用 し て いた 。 

男性 の ファ ッ シ ョ ン の 特徴 と し て 気づい た こと は 、 身 体 に フィ ッ ト し た も の を 衝 ん で 着 
用 し て いた と いう こと だ 。 そし て 素材 は ウー ル が 多く 使用 され て いた が 、 お し ゃ れ を 楽し 
むために ペスト (素材 や ボタ ン ) に 力 を 注い で いた こと が 分 か っ た 。 ま た 持 は し っ か り 構 
付け され 、 そこ か ら は 硝 需 成 が 漂い 、 少し の 気配 り で いか に 自分 を 良く 見 せよ うか と 努力 
し て いた こと が うか が える 。 


2. 被り 物 


男性 の 被り 物 は 、 茶 、 黒 、 ク リー ム 地 の 柔らか い フ ェ ル ト 製 で 様々 な 形 を し て お り 、( 先 
に 房 の 付い た ) 毛糸 の 円 鑑 形 の 帽子 や ウー ル 製 の 前 が 付い て いろ も の が み ら れ た 。 正装 
スタ イル に は 、 牙 い 黒 の フェ ルト 地 に トッ プ ハ ッ ト (ぴか び ぴか の 黒 の シル クハ ッ ト は 、 事 
実 上 、1830 年 代 中 パー フエ ルト に 取っ て 代わ られ た ) で 円 い 形 を し た も の を 被っ て 
いた 。 そし て 、1840 年 代 初期 の 写真 の 1 枚 に は 、 外出 用 ビー バー 地 の ト ッ プ ハッ ト を か ぶ 
っ て いる 男性 が 写っ て いる (写真 2) 。 ハ ッ ト は 正装 され た 時 に は 習慣 的 に か ぶっ て いた 。 
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し か し 、 実際 に 写真 の 中 で は 着用 され て いな いも の が 多い 。 帽子 は 手 で 持た れ 、 あ る い は 
写真 字 の 命令 で 胸 に 放っ て いる よう で ある 。 


3. 髪 と 台 愛 

写真 で 見 られ る へ アー・ ス タイ ル は 、 ウェ ー ブ が か か っ て お り (写真 35) (JoanSevem. 
p. 78, 本 書 , p.73) 、 耳 の 回 り は すっ きり と 切り 、 サ イド は 杜 で と か し 、 平 ら に し て い 
る (写真 22) 。 長い 場合 は 東 ね て いた よう で ある 。 欄 で し っ か り と か すこ と に よっ て 、 帽 
子 を 取っ て も 恥ず か し く な いよ うに し て いる こと が 分 か る 。 


4. 履 


履物 に つい て は 写真 で は ほっ きり 見 られ る も の が な か っ た の で 、 ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 
の 見 解 を 中 心 に 述べ る 。 1840 年 を 通し て 男性 の 履物 に は 、 走 の 裏 が つい て いる 物 や 低い ヒ 
ー ル で 四角 いつ ま 先 の ブー ツ が ある 。 ブー ツ は 黒 が 多く 、 他 の 色 が 履か れ た 事 は 男性 の 記 
事 に は 掲載 きれ て いな か っ た 。 日 常用 の 靴 は 、 つ ま 皮 に スリ ッ ト が 入り 、 ひも で し っ か り 
固定 され て いる (Joan Seven。p. 23) 。 


第 4 章 子ども 服 


1840 年 代 の 子ども 服 は 、 大 人 を 手 て お り 、 子 ども 達 に と っ て 動き や すい よ 
ザイ ン さ れ て いた 。 男女 共 、5 歳 ま で は 男女 の 違い は 無く 、 日 常 着 は シン プル で ブフ ロック 
か スモ ッ ク に ズ ロ ー ス を 着用 し て いた 。5 歳 以 下 だ と 思わ れる 写真 は 37 枚 中 3 枚 で ある 。 
その 内 1 枚 は 説明 が な か っ た の で 、 写 真 2、 36 に つい て 考察 する 。 二 は 短く ツー ピー ス の 
シン プル な ドレ ス に は 、 首 や 抽 口 に 紐 が 付い て いる (写真 2、 本 書 ,p.82) 。 ス トラ イブ 
の ワン ピー ス で 下 に は ズ ロー ス を 着用 し て いる (写真 36) (Jomn Sevem p.86 本 書 p. 61) 。 
補 は 両方 と も 短い 。 男児 は 5 歳 に な る と 後ろ に ボタ ン の 付い た ワン ピー ス の 衣服 を 着用 し 
始め た (Joan Sevem p. 23) 。 男 上 の 表 服 は 男性 の スタ イル より 女性 の スタ イル を 採用 し 
て いた 。 13 歳 に は 男性 の 衣服 の 小型 上 を 着用 し 始め る 。 首 の 尋 結 は 、 む し ろ フ ォ ー 
マル 時 の 服装 を 主張 し て いる 。37 枚 中 2 枚 の み 少 年 の 写真 が ある (写真 28 〔 本 著 ,p.52〕 、 
29) OoanScvem pp.66-67) 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 29 (1849-51 年 ) (JoanSeve p.67) は 、 7 カ c weygorg/ MAkseoy 
herggrdpD: Ceorge Expo 7oree (66.234) の 所 蔵 品 で ある 。 

セ ヴ ラ 女 忠 の 見 解 の 通り 少年 は 、 身 体 に びっ た り し た ラウ ンド アバ ウト (moundsbou0 
ジャ ケッ ト を 着用 し て お り 、 ボタ ン を し っ か り 留 め て いた 。 机 付 けさ れ た シャ ツ と 折り 返 
され た 持 、 また 金 笛 の ボタ ン は 男性 の ベス ト に 付い て いた の で 、 男性 の ファ ッ シ ョ ン を 大 
い に 参 考 に し て いた と 思わ れる 。 セ ヴ ラ 女 忠 は 、 補 写 体 の 服装 に つい て 、 決 の よう に 述べ 
て いる 。 


8 


ズボン は 白く 、 リ ネン か 綿 で 作ら れ て 
お り 、 前 チャ ッ ク で 前 た れ 装 だ っ た 。 ま 
た シル ク の ネクタイ は 少年 特有 で あっ 
た ラウ ンド アバ ウト (roundabout) ジャ 
ケッ ト を 着用 し て お り 、 ボ タン を し っ か 


り 留 め て いた 。 村 付け され : と 折 

パタ ン は 男性 
ッ シ ョ ン を 大 し し て いた と 思 
われ る 、 ズ ボン は 白く 、 リ ネン が か 綿 で 作 


し て お り 、 前 チャ ッ ク で 前 た れ 蓋 だ っ 
た 。 また シル ク の ネクタイ は 少年 特 有 で 
あっ た 


(om Sevem. p.67) 


女児 の 服装 は 5 歳 を 過ぎ る と だ ん だ 
2 の サオ が 長く な っ てい く (ふく ら は ぎの 中 間 
人 が 長く な っ て いく (ふく ら は ぎの 中 間 ) 。 
提 虹 efergaeora/ Aoeug or が 、 13、 
Pagrari George Primen /hee ス を 状 用 し て いた 。 フ 
ショ ン ・ ブ レー ト (HB 年 7 月 ) の 女 の 


合 の pm67 

子 は 2 人 共 、 胴 を 細め た ドレ ス を 着用 し て い 

る 。 有 か ら 3 番 目 の 少女 の 服装 に は 、 当時 流行 し て いた 婦人 の ボディ ー ス タイ ル が 見 られ 
る 。 (短い 二 や 少女 用 スリ ー プ キャ ッ プ を 除い て ) 右 か ら 4 番 目 の 少 女 の 服 装 は 、 
は 身体 に フィ ント し て お り 、 らし た 袖 、 音 や 肩 の レー ス 装 飾 、 ス カー 
ト に よっ て 少し 膨らん で いる 。 冒頭 に 述べ た 大 人 が 着用 し て いた スタ イル を 和 胡 し て いた 
こと が 分 か る 。 子ども らし さ を 出す た め に 胸部 は 緩く フィ ッ ト し 、 舟形 の ネッ クラ イン で 


ある 。 


丈 


写真 で 見 られ る シル ク の 房 飾 り ・ カ フス 飾り ・ 上 品 な フレ アー 机 が Plte7 の ドレ ス の フ 
リル と 似 て お り 、 全て を 真似 る こと は 難し か っ た に も 関 、 ヨー ロッ パ の 子ども の 衣 
裳 を 少し で も 真 以 た は 、 ア メリ カ 人 の ファ ョ ン を 取り 入れ る 
る 。 少女 の シュ ミー ズ の 下 は 、 長 い パ ンタ レッ ツ か ズボン で あっ た 。 ほぼ 14 歳 で 長い ス 
カー ト を 着用 し 、 学 校 に 行く と き や 働 き に 行く と きい つも 者 用 し た 

了 ど も と し て 彼女 は す て 分 に 重ね て 着用 す 
べ チ コー ト の 数 は 、 毎 日 の た も 2 枚 、 十 分 な ドレ ス に 


ほ と し て い : 
5 と 6 枚 以上 必要 


Ne 


第 部 1840 年 代 第 4 章子 ども 厩 


Phe7 odg's7a み seok uly 184H 


と され た 。 ペチ コー ト に は “タリ ノリ サン" と いう ニッ ク ネ ー ム が 与え られ 、 いく つか の ド 
レッ シー な べ チ コー ト は すべ て 司 の 毛 で 作ら れ た 。 

履物 は 写真 や ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト で は 分 か り に くい の で 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 
見 解 を 中 心 に 述べ る 。 1840 年 代 の 子ども の 匠 は 、 普 段 は 厚い 底 に 丈夫 な 生 の 革 を 使用 し 、 
平ら で あっ た 。 そ し て 少年 少女 と も 年 長 の 人 々 に 近似 し た 菩 い キッ ド 芝 製 の 上 品 で 軽い 寺 
を 履い て いた 。 少女 は ドレ ス 時 に は 大 人 の 女性 と 同じ よう な も の を 履い て いた 。 少年 は ブ 
ー ツ スタ イル で 革 抽 の 才 を 履い て いた 。 

子ども の 披 り 物 は 、 わ ら 抽 で リボ ン が 装飾 され た 織 有 り 峠 で あっ た 。 それ は 時 々 上 品 な 
日 常 着 と と も に 少女 に よっ て か ぶら れ た 。 12 歳 の 少年 少女 の 上 品 な 銀 有 り 峠 は 、 大 人 の 被 
り 物 よ り 小さ い 物 と な っ た 。 少 年 用 は 頭頂 部 に 小さ な 館 り が 付い て お り 、 少 女 用 は 軽く 、 
ボン ネッ ト の 形 を し て いた 。 写真 で は 被り も の は 見 られ な い が 、 ファッ ショ ン ・ ブ レー ト 
で は ボン ネッ ト 祭 有り 帽 を 被っ て いる 。 

子ども は 10 代 前 後に な る と 、 全 で を 横 胡 し て いた わけ で は な い が 、 大 人 が 着用 し て い 
る 物 の 小江 版 や ー 部 を 機 胡 し た も の を 身 に つけ て いた こと が 判明 し た 
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まず す 、 1840 年 代 の 胡 眼 の 選択 肢 と その 特徴 に つい て で ある が 、 以上 の 考 奈 か ら 、 次 の よ 
うに まとめ る こと が で きる 。 

衣服 の 選択 肢 は 、 女 性 服 、 男 性 服 、 お よび 、 子ども 服 は 、 と も に 限ら れ て お り 、 そ れ ら 
の スタ イル は 、 か な り 簡 夫 で 、1840 年 代 を 通じ て 、 同 定 的 な まま で 、 比 較 的 変化 が 少な く 、 
大 胆 な 革命 は 起こ ら な か っ た 。 

次 に 、 女 性 服 と 男性 服 の 流行 泊 で ある が 、 女 性 服 は oey's gy' ゞ Zoo の ファ ッ シ ョ 
ン ・ プ レー ト に 見 る よう に 、 フ ラン ス が 発信 源 で あっ た 。 フ ラン ス の みな ら ず 、 イギリス 
か ら の 輸入 品 や 雑誌 に よっ て 広め られ た 。 


次 に 、 アメ リカ 人 の 服装 習慣 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 は 、 次 の よう に 述べ で いる 。 長い 引 
用 に な る が 、 セ ヴ ラ 女 史 の 非常 に 重要 な 見 解 で も る の で 、 敢 えて 、 引 用 させ て いた だ く 
(Ooan Sever p. 25) 。 以 下 は 、 セ ヴ ラ 女 喝 の 衣服 哲学 の 根底 を な す 刀 想 で ある 。 
明らか に 、 アメ リカ 人 の 服装 の 習慣 は 、 フ ラン ス と イギリス の ファ ッ シ ョ ン 情 報 を 基 
の 服 餅 習 慣 と よく 似 て いた 。 た だ し それ は 、 中 流 層 と 上 流 層 に は 一 大 
相 洋 を は さん だ ヨー ロッ パ と アメ リカ の どちら で も 一 一 あて は ま っ た が 、 下 流 周 で は 話 が 
違っ て いた 。 なぜなら 、 イギリス や ヨー ロッ 大陸 族 国 に は 、 普 か ら 続く 階 家 制度 が 存在 
し た か ら で あ る , アメ リカ は 、 上 見 つて いけ る 希望 が ある 点 が ヨー ロッ パ と 達 っ て いた 。 
下流 の 人 びと が 中 流 層 に な る こと は 上 禁じ られ て いな か っ た し 、 中 流 層 は 握 限 な し に 上 へ 昇 
る こと が で きた の で ある 。 必要 な の は お 金 だ け で あり 、1840 年 代 に は 金銭 的 な 成功 の チャ 
ンス が いく ら で も あっ た 。 あら ゆる 報告 か ら 明 ら か な よう に 、 人 の 見 た 目 は 一 従っ て 服 
装 は ーー ビジ ネス の 成功 度 を 示す も の で は な か っ た か も しれ な い が 、 社 会 的 到 較 度 の 重要 
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な 要素 で あっ た 。 それ が 庵 因 と な っ て 、 人 びと は 、 ファッ ショ ナブ ル に 見 える か どう か に 
多大 な 開心 を 払っ た の で ある 。 こ の プロ セス の 必然 的 な 帰結 が 、 イ ギリ ス から の 訪問 者 の 
多く が 驚き と と も に 記し た “アメ リカ 独自 の 現象 ”" 、 すなわち 、 貧し い 者 も 合 め て 街 を ゆ 
く 人 の ほとん ど が いい 服 を 着 て きち ん と 身なり を 整え て いる と いう 現象 で あわ っ た 。 」 (Joan 
Sevenp 25) 。 


以上 の セ ヴ フ 女史 の 見 解 を 路 ま えて 、1840 年 代 ア メリ カ の 階 赦 別 の 服装 の あり カ 
する セ ヴ ラ 女史 の 見 解 を 紹介 させ て いた だ く 。。 

「1840 年 代 に 階層 間 の 湊 が 日 に 見 える 形 で あら われ て いた の は 、 主 に 上 流 階 本 の 『 正 
装 』 能力 の 高 さ (お よび 正装 する 機会 の 多 さ ) に お いて で あっ た 。 役 ら は 、 中 流 以下 と の 
違い を 見 せつ ける よ うな 高価 な 胡 服 や アク セ サ リー の 数 々 を 持っ て いた 。 た だ 、 そ うし た 
上 流 層 の 服 は 本 書 に は 載せ て いな い 。 」 中 流 階級 の 衣服 に つい て は 、 上 に 引用 させ で いた 
だ いた 中 流 陸 臣 の 上 昇 志 向 に 関す る セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 の と お り で ある 。 セ ヴ ラ 女 中 は 、 そ 
の 上 で 、 次 の よう に 断言 され て いる 。 

本書 が 扱う の は 、 中 程度 の 人 びと が 恒 に 着用 し て いた 服 一 一 1840 年 代 の ダ ゲ レオ タイ 
プ に 最も は っ きり と 写し 出さ れ て いる レベ ル 、 見 た だ け で それ が 1840 年 代 の アメ リカ だ 
と わか る 特徴 的 な スタ イル の ドレ ス を 代表 する レベ ル の 服 一 一 で ある 。」 

最後 に 、 下 層 階 級 の 衣服 に つい て は 、 セ ヴ ラ 女 史 は 、 以 下 の よ うに 述べ で いる 。 

「 比 較 的 谷 し い 女性 や 若い 女流 行 の 形 の ドレス を 身 に つけ る こと が で きた の は 、 ア メ 
リカ の 工場 で 何 百 万 ヤー ド と いう 単位 で 生産 され た 安い キャ ラ ュ ( つ まり 「 フ ァ ク トリ ー・ 
コッ トン 」) を 使っ て 、 自 分 で 達 っ た か ら で あ る 。 ま た 、 品質 も 値段 も さま ざま な 流行 の 
既製 服 が 、 男 性 や 男の子 に 、 さ ほど お 金 を か け な く て も 得 ら れる 多く の 選択 枝 を 提供 し た 。」 

Ooan Sevem。 pr5) 。 


以下 に 、 筆 者 の 見 解 を 述べ る 。 

従来 の 服飾 研究 者 の 研究 に お いて は 、 上 流 階 級 の 表 党 に の み 、 日 が 向け られ て きた 。 19 
世紀 アメ リカ の 中 産 ・ 下 層 階 級 の 服装 に 関す る 研究 書 は 、 セ ヴ ヅラ 女史 の 本 書 が 出版 され る 
まで は 、 皆 無 で あっ た 。 本 章 で は 、 セ ヴ ラ 女 史 に よっ て 収集 され た 1840 年 代 の 37 枚 26 
枚 を 本 書 に 掲載 ) の 写真 を 通じ て 、 こ れ ら の 人 々 の 服装 の 実態 が 明らか に な っ た 。 下 選 階 
級 の 人 々 は 、 ど の レベ ル の 人 々 まで が 、 良 く 装 えて いた の だ ろう か ? と いう な か な か し 
い 課 題 が あ , を 指摘 し て お か な けれ ば な ら な い 。 

アメ リカ 服飾 研 究 に お いて 、 セ ツラ 女史 が 果たし た 役 制 に 対し て 、 敬 意 を 表し た い 。 
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さて で 、 その 後 の アメ リカ 服飾 史 の 進展 は 、 い か が な も の で あろ うか 。 1850 年 代 へ と 筆 を 
進め て いこ う 。 


第 想 部 1850 年 代 


第 1 章 歴史 的 背景 


1. クリ ミア 戦争 


1854 年 て 56 年 の クリ ミア 戦争 は 、 ト ルコ ・ フ ラン ス ・ ロ シア 間 の 帯 地 (イエ ル サ レ ム ) 
管理 権 問題 に その 端 を 発する 。 ロ シア 、 ト ルコ 両国 が 開戦 。349 日 間 に わ た る 攻囲 戦 で セ 
パス ト ポ リ が 陥落 レロ シテ は 敗北 し た 。 

クリ ミア 戦争 が 1856 年 に アメ リカ 合 箇 国 へ の 商品 の 流出 を ひど く 妨げ る 原因 に な る と 
は 思い も よら な か っ た が 、 実 際 に は その 吾 年 に は “57 年 の 政 訂 けた 。 当時 の 
戦争 は ヨー ロッ パ と の 貿易 に 大 さき な 影響 を 及ぼ し 、 アメリカ で は 商品 が 不足 し 、 失業 者 が 
続出 し 、 多く の 企業 が 倒 し た 。 し か し 、 婦 人 用 の 記事 か ら 判断 する と 、 劉 易 の 其 夫 は 単 
に 毛皮 製品 の 不足 か ら 立証 され た に すぎ な いと 人 々 は 信 きた 。 つま り 、 <9 
と ロン ドン か ら の 情報 の 流出 は 見 か け 上 閉ざさ れ 『、 また ファ ッ シ ョ ン 記 事 は 、 他 
の 記事 の 不足 に 少し も 注意 を 払 お うと は し な か っ た .。 

クリ ミア 戦争 は 、 こ の 時 期 の 歴史 に いく つか の 影響 を 与え た 。 国際 政治 の 面 で ビシ ア の 
南下 政策 を 一 過 傘 させ た と いう こと も 、 ゼ ろ ん その ひと つ で ある 。 だ が 、 イ ギリ ス の 50 年 
60 年 代 へ の 影響 に つい て いう なら ば 、 こ の 隊 争 を 勝利 スト ン が 全国 民 
こと 、 も う 1 つ は 、 この 敷 争 に よっ て 宣 事 機 構 の 欠陥 が 『 タ イム ズ 
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誌 で 凌 串 され 、 軍 制 改 千 と 官僚 制 政 革 の 気運 が 作り 出さ れ た こと で ある 。 (村岡 健 次 ・ 木 
頑 洋 一 編 , 1991 年 ,p158. 注 〔 和 書 (D 〕 ) 。 


2 南北 戦争 


19 世紀 アメ リカ が 抱え た 最大 の 課題 は 黒人 奴 角 制 の 廃絶 だ っ た 。 そ の た め に は 電 像 を 
絶する 100 万 人 を 超え る 死傷 者 を 出し た 南北 戦争 が 聞 わ れ な けれ ば な ら な か っ た 。1789 年 
に 成立 し た 合衆国 才 法 は 黒人 如 款 制 を 容認 し て いた た め 南 部 で は その 後 経済 の すみ ずみ 
まで 奴 二 制 が 浸透 する こと に な っ た (野村 達朗 編著 , 1998 年 , p.85, 注 (和書 ⑫ ] ) 。 

経済 的 後進 還 で あっ た 当時 の アメ リカ が 、 世 界 更 上 に お いて 有 し た 唯一 の 戦略 的 物質 が 
南部 の 綿花 で あっ た 。 綿花 は 国内 的 に も 国民 経済 の 原動力 と な っ た 。 綿花 輸出 に よっ て 得 
た 収入 は 、 まず 綿花 輸出 産業 を 潤し 、 つい で 南部 の 膨大 な 食糧 需要 を 一手 に まかなう 西部 
を 潤し 、 更に は 南部 向け 食 格 市 場 の 好況 は 、 西部 移住 を 刺 流 する 大 き な 要 因 の 一 つと な っ 
た 。 また 北東 部 に お いて は 、 南部 の 工業 製品 へ の 需要 と 、 南部 へ の 食糧 供給 に よっ て 油 う 
西部 の 工業 製品 へ の 需要 と の 双方 の 需要 に 応え て 、 木 材 ・ 製 款 ・ 皮 製品 ・ 被 服 ・ 鉄 工業 ・ 
アル コー ル 産 業 な どの 多種 多 舞 な 工業 が お こっ て きた 。 南部 妹 制 プラ ン テ ー シ ョ ン は 、 
北部 の 工業 発展 に 対す る 阻 上 的 要素 で は な く 、 逆 に 北 朗 の 資本 主義 的 発展 を 補完 し 、 加 加 
する 役 制 を 果たし て いっ た の で ある ( 和 有賀 貞 ・ 大 下 尚 一 , 1979 年 , p.85, 注 〔 和 書 

⑬ ] ) 。 一 骨 に 考え られ て いる の と は 導 に 経済 の 入城 に お いて は 、 南北 の 経済 体 制 は 、 
むし ろ 複 雑 に 利害 の か ら み あっ た 相互 補完 的 関係 に あっ た の で ある 。 し か し 、 そ ん な 中 、 
アメ リカ 政治 の 中 で も は や 南部 と 北部 だ け で は 解 天 で き な い 新しい 状況 が 生ま れつ つ あ 
つた こと に 目 を 向け な けれ ば な ら な い 。 それ は 、 フ ロン ティ ア と し て の 「 再 部 」 の 、 一 つの 
確固 た る 政治 実態 へ の 変貌 で あっ た 。 

ナポレオン 戦争 以来 、 徐々 に 変化 し つつ あっ た 西部 は 、 北部 に お ける 産業 の 発展 に 対応 
し て 急速 に 次 跳 し て いっ た 。 北部 に お ける 急激 な 工業 的 発展 は 、 膨大 な 労働 人 の 増加 を 
も た らし 、 そ れ に と も な っ て 西部 の 小 夫 や 肉 と いっ た 食糧 へ の 爆発 的 な 需要 を 生み 出し て 
いっ た 。 

これ ら の 北部 向け 食糧 生産 の 利益 と その 将来 性 は 、 多く の 人 口 を 西部 へ 引き 付け : 
の よう な 北部 の 膨大 な 食糧 寺 要 と それ に 刺激 され て の 大 基 の 西部 移住 は 、 西 部 住 会 を 辺境 
の 地 か ら 商 楽 的 農業 地域 へ 変 殺さ せ て いっ た 。 北部 と 西部 の 価値 の 共有 、 も し く は 経済 関 
係 の 深化 は 、 南部 に と っ て 深刻 な 問題 と な っ て いた 。 本 来 、 南部 は 奴隷 捕 プ ラン テー ショ 
ン と いう その 経済 構造 上 の 必然 仁 か ら 、 絶 え 新 鮮 な 処女 地 を 求め て 西 半 運動 を 繰り 返し 
て いた 。 タバ コ 栽 培 の 袋 退 に より 、 南部 の 奴隷 制 プ ラン テー ショ ン の 中 心 は 、 40 年 代 は ア 
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ラバ マ 、 ミシシッピ 、 850 年代 は テキ サス へ と 移動 し て いた 。 それ ゆえ 、 南部 に と っ て は 、 

経済 稚 、 社会 的 、 心理 的 に お いて も 、 西方 へ の 通路 は 大 きく 開け 放 た れ て いな く て は な ら 
ず 、 し か も 、 政治 的 に は 、 未 確 定 的 要素 の 塊 の よう な 西部 の 不安 定 な 動向 は 、 従 来 の 国家 
レベ ル で の 政治 的 バラ ンス 、 も し く は 権力 情 造 を 根底 か ら 克 壌 する 危険 を 秘め て いた 。 そ 
れ ゆ え 南 部 に と っ て 西部 問題 は 、 一 歩も 後退 が 許さ れ な い 玩 活 問題 で も っ た (有賀 貞 ・ 大 


下 商 一 編 , 1979 年 ,p.90, 注 〔 和 書 3 ] ) 。 


3. アメ リカ 産業 革命 と ミシン の 発達 


19 世紀 後半 に お ける 資本 主義 制度 の 着い 欠 展 の 育 後 に は 、 機 械 と 技術 の 目覚 まし い 
創造 と 発達 、 お よび 自然 科学 の 進歩 と その 産業 へ の 転化 が あっ た こと は 見 逃 せな い 。 服飾 
に 関す る こと だ け で も 、 多く の 機 穫 化 が 数 えら れ た 。 機械 に 関し て は 、 すでに 細 系 に よる 
織 細 な 仙 が 織 ら れる まで に な っ て いた が 、 さ ら に 一 自 と 改善 が 行わ れ た こと は いう まで も 
な い 。 織物 工業 、 レ ー ス 工業 、 裁 縫 な どの 詳 部 門 も また 、 機械 化 され た 。 編 物 機械 は 、 か 
な り 複 維 な も の が 早く も や 16 世紀 に 用 いら れ て いた が 、 そ れ は 手動 で あっ た 。19 世紀 後半 
た っ て 、 こ れ が 状 気 較 操作 で きる と いう 新型 の 編 機 が 種々 現れ た (区 野人 1985 
年 ,p.391, 注 (和書 ⑰ ] ) 。 

特に 、 ミ シン は 経済 史上 で は 、 衣 服 製 造 が マニ ュ フ ァ ク チャ ー か ら 工 場 出 へ と 移行 し 、 
剰余 価値 の ある 大 量 生産 を 生む 決定 的 で 革命 的 な 機械 と され る ( 鍛 島 康 子 著 , 1988 年 。 
p.45, 注 和 蒼 (5) 〕 ) 。 

ン は 、 衣服 の 情 成 技術 に 驚異 的 な 飛躍 を も た らし た こと は いう まで も な く 、 多 年 行 
われ た 手 労働 を 、 すなわち 劣悪 な 労働 条件 の も と で の 資本 主義 的 宰 内 労働 を 駆逐 し た 、 と 
いう 点 で 重要 な 意義 が あっ た 。 才 ミ シン の 発明 は 、1829 年 か ら み られ た が 一 般 化 され な 
か っ た ( 野 爺 半 , 1985 年 。p.391, 注 【 和 書 ④ 〕 ) 。 ン が 多く の 人 々 の 工夫 を 経 
て 、 アメ リカ の 衣服 産業 に 登場 し た の は 、1850 年 代 で ある 。 ニ ュー ヨ ー ク の ウォ ルター・ 
バハ ント は 1830 年 代 に 手縫い の 針 と 異な っ て 、 先 端 に メド の ある 針 を 使い 、 上 和 糸 と 下 糸 の 
2 本 の 糸 を 用 いる ミシン を 発明 し た 。 後 は 、 こ の 本 締 い ミシン と 今日 呼ば れる ミシン の 最 
初 の 発明 者 で ある 。 彼 が ミシン で 特許 を 取っ た の は か な り 遅 く 、 1854 年 で わっ た 。 エリ ア | 
ス ・ ハ ウ は 一 般 に その 特許 を 取っ た 年 と と も に ミシン の 発明 者 と 言わ れる が 、 アメ リカ で 
ミシン の 特許 を 取っ た 最初 の 人 で は な く 、5 番目 で あっ た 。 役 は ハン ト の 発明 を 知ら ず に 、 

釧 結 い の 原 理 を 持つ 手回し 式 本 秋 い ミシン を 組み 立て 、 翌 1846 年 に 特許 が 変 付 され た (第 
島 康子 着 , 1988 年 ,p.48, 注 [ 和 蒼 (5) 〕 ) 。 
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今日 、 家庭 で 用 いら れ て いる ミシン の 基礎 と な っ た 機械 は 、 ハ ウ に よっ て 発 胃 さ れ た も 

の で ある 。 し か し 、 それ も 発明 当初 は 婦人 や 児童 の 労働 を 主 と す る 製 工 の 任 金 の 極 半 な 
低 さ の た め 、 ア メリ カ で も イギリス で も 実際 化す る まで に いた ら な か っ た 。 その後 、 ま も 
な く こ れ に 改良 が 加え られ た 。 そ の 改良 者 の 一 人 が アメ リカ の テイ ザッ ク ・ メ リッ ト ・ シ 
ン ガ ー で ある 。 彼 は 1851 年 に 一 段 と 改良 され た 足踏み の ミシン を 発表 し 、 次 いで 著名 な 、 
硫 和 機 械 生産 会 社 を 設立 する な ど し て 注目 を あび た 。 1854-56 年 ご ろ の 衣 寺 を 見 る と 、 ミ 
シン に よる 針 秋 い が 認め られ 、 そ れ よ り 才 年 軍 れ て 、 今 日 と 同じ 継い カ の も の が 、 少し ず 
つ 現 れる の で ある ( 及 野 孝 著 , 1985 年 , pp.391-392. 注 〔 和 書 (⑪ 〕 ) 。 
達 に 伴っ て 、 手 仕 事 に よる 衣服 の 製作 も 工場 製造 へ と 移っ た 。 機械 の 導入 と 
製造 記法 の 改良 な ど に より 、 大 量 の 衣服 を 短 時 間 で 製作 で きる な どの 効率 化 を 計り 、 最 産 
を も 可能 に し た 。 こ の よう に 、 ミ シン の 発明 は 服飾 産業 の 発展 に 大 き な 早 響 与え た と い 
える 。 特 に 、 アメ リカ に お いて 、 ニ ュー ヨー ク や ポス トン 、 フ ィ ラ デル フィ ア な どの 東部 
の 経済 的 発展 は 、 ア メリ カ の 耳 部 に 大 き な 反響 を 及ぼ し 、 そ し て 、 機械 の 発明 と 利用 に よ 
っ て 製造 工業 は 全米 的 に 発展 し た 。 いわ ゆる 産業 革命 は 社会 生活 上 に 大 き な 変 革 を も た ら 
し た の で ある ( 堪 島 康子 著 , 1988 年 p.45, 往 【 和 書 (3 〕 ) 。 


4 ヨーロッパ が アメ リカ 服飾 に 与え た 影響 


1848 年 以来 の 革命 と 反革命 の 時 期 は 、 西 欧 の 多く の 国 に 、 資 本 主義 の 確立 と 発展 を も 
た らし た 時 期 で あっ た 。 特 に 50 年 代 に お いて 、 資 本 主義 は 目覚 し い 発展 を 示し 、 フ ラン 
ス の 産業 革命 は 主として この 時 期 に 行わ れ た 。 費 織 物 、 毛 織物 、 織 物 の 生産 も 量 、 質 と 
共に 向上 し て 、 多種 多様 な みごと な 織物 を 供給 し た 。 前 世紀 に 産業 革命 が あっ た イギリス 
で は 、 184570 年 の 問 に 、 綿 珍 は 世界 綿 製 品 の 約 半分 を 生産 する ほど に な り 、 イギリス の 
締 製品 が 大 陸 へ 進出 し 、 柔らか い 綿 布 が 愛好 され 、 新しい モー ド と し て 衣装 の 民主 化 を 早 
め た こと も 注目 され る 。 

玉 料 の 分 野 で も 多く の 発明 が あっ た 。 化学 染料 の 豊富 な 出現 に よっ て 、 それ まで の 色 和 糸 
を 織り 込ん で 作っ た 柄物 の 布地 は 、 プリ ント に よる 多彩 な 、 し か も 安価 な 模様 も の に お さき 
か えら れ で て いき 、 色調 豊か な 服装 の 大 径 化 を 押し 進め た 。 50 年 代 の スタ イル と し て 、 広 が 
つた スカ ー ト 、 た くさ ん の 表面 装飾 、 女 性 用 の 垂れ 下がっ た 袖 や 特別 に 大 き な 大胆 な 形 を 
し た 袖 、 男 性 用 の た くさ ん の 型 が 見 られ る 。 

この 香 時 期 、 解 説 の 1850 年 代 で 述べ た よう に 、19 世紀 の 流行 で あっ た ドレ ス 、 つ まり 、 
コル モッ ト で 極端 に 詰め た 細い ウエ スト と 床 ギ リ ギ リ ま で の 長く 広がっ た スカ ー ト に 対 
する 反抗 りー つと し て 、 プ ルー マー 運動 が あっ た 。 
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服装 の 民主 化 は 、 輸 送 や 通信 の 発達 に よっ て も 拍車 が か けら れ た 。 こ の 時 期 を 通じ て 、 
道路 の 改良 、 鉄道 網 の 設置 、 近 代 的 自動 車 の 出現 、 そ の 他 雪 多 く の 発明 や 技術 的 発 : 
つっ て 、 文物 の 交流 は 速やか と な っ た 。 さ ら に 、 著 作物 に よる 意見 や 思想 交流 の 迅速 化 、 定 
期 刊 行 物 の 増大 な ど は 、 近 代 化 を 充実 させ る と 共に 、 現 代 生活 の 基礎 を 確立 し て いっ た 。 
記録 の 中 に 「1854 年 に カナ ダ と アメ リカ を 訪れ た イギリス 人 女性 Lucy Tssbe11a Bird は 、 
解説 書 つ き の 着 飾 られ た 女性 の イラ スト を 作成 発行 する と 、 孤立 し て いた 田舎 の 女性 た 
ち に と っ て 、 そ れ 自体 が オシ ヤレ の 手 本 で あっ た 。」 と 書か れ て いる (Joan Severpp.94- 
96) 。 


第 1! 章 【 注 ・ 参 考 文献 】 

和書 

(⑪) 材 計 次 本 洋 編 『 過 欠 歴 実 大 系 イギリス 呆 近 現 代 」 山川 出 版 守 、1991 年 発行 。 pn. 158 

(⑫) 野村 編著 「 ア メリ カ 合 衆 国 の 歴史 』 ミネ ル ヴ ァ 莉 房 1998 年 下行.D.B5 注 ( 和 青 ⑫)]) 

@) 有 有 加 貞 ・ 大 下 商 一 編 『 白 版 概 朗 アメ リカ 史 』 (株 ) 有 発 曲 1979 年 玉 行 、p.85 注 ( 和 圭 
⑨)) 
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第 2 章 庶民 女性 の 服装 


1 ドレス 


1840 年 代 後半 の 前 身頃 が 長く て 、 胸 部 を お し つぶ す コ ルセット は 、1850 年 代 に は 、 妊 
争 や 授 季 中 の 女性 や 少し 太り 気味 の 女性 に 、 実際 問題 と し て 、 ど の よう に 受け 財 め られ て 
いた の で あろ うか 。「 こ の スタ イル は 、 中 年 に な っ た 女性 た ち が 流行 の 丈 長 で 負 届 な コル 
セッ ト (co を 使う の を や め 、 快適 さき を 選ん だ こと を あら わし て いる と 推 奈 され る 。 」 

(Ooan Sevem。 p.8) と セ ヴ ラ 女史 は 流 べ て いる 。 

以下 の セ ヴ ラ 女史 の 見 解 は 、 注目 に 値する 見逃せ な い 見 解 で ある 。 要 約 ・ 紹 介さ せ て い 
く 。 

ほとん どの 服 は 1840 年 代 終わ り の 2 、3 年 に 着 られ て いた も の と 同じ スタ イ 
ル だ が 、 ウ ェ エス トラ イン が 長く な く 、 当 時 の 浅く 丸み を お ぴた ウエ スト フロ ント 
つっ て 脇の下 の 締 い 目 部 分 が 長く 、 胸 部 は と て も 柔らか く 膨 ら み を 持っ た 扇 
形 に 作ら れ て いた 。 妊婦 や 授乳 中 の 女性 は 間 革 い な く コ ルセット を 着け られ な 
いし 、 年 配 の 女性 も いた こと だ し 、 若 い 女 性 の な か に も 普段 は 丈 が 短め で 楽 な コ 
ルセット を 着用 し て いた 人 が いた よう で ある 。 丈 の 長い パス ク (busk) 入り の コ 
ルセット は この 時 代 よ り も 前 か ら 君 区 し て いた の で 、 早 けれ ば 1840 年 代 半 ば 頃 
か ら 少 な く と も 1853 年 ま 撮ら れ た 年 配 の 女性 の 写真 し ス が 見 
られ る こと は 、 な ん ら 驚 くに あたら な い 。 1840 年 代 後半 の 、 前 身頃 が 長く て 胸 
部 を 平ら に 押し つぶ す コ ルセット は 、1853 年 まで ファ ッ シ ョ ナブ ル な ドレ ス の 
下 に 着用 され 続け た (omScven, p.94) 。 
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以上 に 紹介 させ て いた だ いた TPO に ! 


た コル セッ ト の 変化 に は 注目 し た い 。 


次 に 1850 年 代 の 替 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 中 の 記述 を 約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 。 
1850 年 代 の 鶴 は 、 白糸 刺繍 、 レ ー ス で 、 時 に は クロ ー セ や タッ チン グ で 仕上 げ ら れ た 。 最 
も 典型 的 な 型 は 、 ネ ッ ク タラ イン より も も っ と 広がっ て いる 。 それ ら は ウー ル 製 の 衣装 と 合 
わせ て 疹 られ 、 守 が 大 きい た め 、 ク ロー ク や マン ティ ラ を その 上 に 合わ す の は 無理 だ っ た 。 
質素 な 府 の 持 や アン ダー スリ ー プ は 街 で 著 用 され 、 また 旅行 や 礼 肛 に も 着用 され た 。 大 き 
な 浅い 符 は 流行 の 型 で は な か っ た 。40 年 人 後半 に 紹介 され た レー ス の 縁取 りや フリ ル の 
つい た 立ち 符 の ジェ ニー・ リ ンド ・ ス タイ ル は まだ 人 気 が あ っ た (Jomn Sever p.9) 。 

次 に 、50 年 代 の スタ イル の シル エッ ト の 特 燥 を 考察 する に 当たっ て 、 フ ラン ス と アメ リ 
カ の 特徴 に 日 を 向け よう 。 スカ ー ト は で きる だ け 及 ら か を 持た せる よう に し っ か り と フー 
プ で 支え られ て いる 。 フ ラン ス で は Plate 10 に 見 られ る よう に 、 ス カー ト に 肥 軸 飾り が 
多く 登場 二 る が 、 ア メリ カ で は あま り 見 られ な い 。 フラ ンス の Plts8 の ウェ スト ライ ン は 
失っ て いる 。 だ が 、 フ ラン ス で も late9 に 見 られ る よう に 、 ウ エス トラ イン は 丸み が あ 
り 、 か な り 自 然 の ウエ スト ライ ン に 近く 、 有 の 下 に 長い 縫い 目 が あっ た 。 


】 


⑪) 袖 
細く 、 タ イト で は な! 
バイ テス に 、 時 に は まっ すぐ に 裁断 さ 
れ 、 袖 に ギャ ザー が 寄せ られ た 初期 
着 の 袖 は 、 1850 年 代 半 ば まで | 
ビシ ョ ッ プ ・ ス リー プ の 付い 
日 常 着 に 変わ っ て ゆく 。 1857 年 に 、 
ョ ッ プ ・ ス リー プ の 広がり は 、 最 大 と な 
る 。 Godey 7ay sook は 、Plte 10(I858 
7 月 ) に 、 新型 の ビシ ョ ッ プ ・ ス リー 
プ を 提案 する 。 肩 章 付き で 、 補 口 に 向 か 
っ て 広がり 、 フ リル が あし ら わ れ て い 
る 。 レー ス の アン ダー・ ス リー プ が の ぞ 
いる 。 1850 年 代 の 写真 54 枚 中 、 机 が 
れ て いる 23 枚 の 中 か ら 、 特 徴 が 


の 日 


写真 38 ダ ゲ ダレ オ タイ プ 撮 

1850 年 10 月 18 日 うか が える 写真 次 を 取り 上 げ て 
提 了 Jo NOMeameg うか が える 写真 資料 14 枚 を 取り 上 げ | 
099079 め pr.13 みる 。 1840 年 代 の 宙 と 比較 ・ 考 察する 
14 枚 と は 、 な ぜ 、 そ の よう に 沢山 の 写真 

う 。 その 等 え は 、 補 以外 の 項目 で も これ ら の ? 


を と 読者 の 方 は 思わ れる こと で し 
介 ・ 分 折 さ せ て いた だ く た め で ある 


ダ ゲ レオ タイ コ 
の フラ ン シ ス ー" ・ ト レフ サン (Fances Amn"Fanmic" Telethan) の 写真 
( 摘 影 1850 年 10 月 18 日 ) で ある 。 所 蔵 先 は 、 7 が soyicAorkppon (7980 79 9) で ある 。 1850 
年 代 初期 の バイ アス カッ ト の 宙 の 着用 : 
セ ヴ ラ 女史 に 拠る と 中 流 家庭 に 生ま れ た ファ ニー は 、1849 年 7 月 9 日 に ジョ ン ・ ウ ォ 
トン ・ フ レン チ (john Wonon French) と 結婚 し 、 匠 培 の 技術 を 習得 し て いた (Jom 


の 写真 に みる 着装 か 


セッ ツ 用 ノ ー サ ンプ 


テン ・ 


Sevem p_ 118) と いう 
は まだ 明らか に パイ アス カッ ト で 、 手首 の 部 分 は 共 仙 
袖口 で 閉じ られ て いる 。 こ うし た 袖 は 1850 年 代 初め の ファ 
と し て 見 られ 、 そ の 後 も 何 年 も の 間 、 仕 事 着 や 外出 着 の 袖 の スタ イル と し て 使わ れ 続け 
た 。」 Ooan Sevem p.113) と セ ヴ ラ 女史 も 述べ 


いる 


ioO 


写真 45 ニダ ゲ レ オ タイ ブ 
1850- 53 年 
提供: ememewre/ feww 
Tofog7DJ。 (7e7e Mgn / ガ eicte 
93002 の 、p 124 


葛 相 者 1850 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 服装 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 45 (1850-33) は 、 
7e tfong Arsedg7 の 77000 の 
Geoyge favxp oe 6 の 207.20) の 所 蔵 
品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女 更 の 推定 に よる と 、 こ の 写真 は 、 

「 無 名 の 黒人 女性 の ボー トレ ー ト で 、 撮 影 
場所 は お そら く ニ ュー イン グラ ンド の ど 
こ か 」 で ある と いう 。「 こ の 女性 は 南部 の 
家内 奴隷 か も し れ な い が 、 な し ろ 北 部 の 黒 
人 女性 、 す な わ ち 自 由 の 身 で ある 可能 性 の 
方 が 高い 。 た だ し 、 以前 、 且 使 と し て 働い 
て いた だ ろう 」 と の こと で ある 。 アフ リカ 
ン ・ ア メリ カン の 元 使用 人 の 写真 を 掲載 し 
て いる こと に 注目 し た い 。 お 下がり の 胡 服 
を 仕立 て 直し た も の の よう だ と セ ヴ ラ 女 
史 は 推 窪 し で いる 。 この 写真 に 見 られ る よ 
うに 、 この 黒人 女性 は 、 ウール と 思わ れる 
上 質 の 素材 の 暖か そう な ドレ ス を 着用 し 
て いる 。 コ ルセット を 装着 し 、 徐 元 と いい 、 


袖 日 と いい 、 酒 落 た リネ ン の 小物 を 付け て いる 。 だ が 、 洋 服 を 作る 筆者 の 目 か ら み る と 、 
大 きめ の ドレ ス を 何と か 著 心 し て 、 仕立 て 直し た 形跡 が 如 実 に 読み 取れ る 。 宙 の デザ イン 
に 目 を 向け る と 「 フ レア ー に な っ た エ ポ ー レ ッ ト (epaulette) と 、 二 が 短め で 先 が 広がっ 
た 釣鐘 状 の 袖 は 、1840 年 代 終わ り の 典型 的 な スタ イル で ある 。 」 と セ ヴ ラ 女史 は 述べ て い 
る (Joan Severa, p.123) 。 さ ら に 、 詳 細 を お 知り に な り た い 読者 の 方 は 、 セ ヴ ラ 女 史 の オ 


リ ジ ナ ル の 著作 を 参照 され た い . 


ダグ レオ タイ プ の 写真 3S (1832) は 7jeSre77soricg/Socieyo77fxeos が 0 人 77 


37 24677 の 所 蔵 品 で ある 。 
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被写体 の 「 ロ ゼラ ・)・ ス ミス ・ ド ネ 
ル ・ ポ ー マ ン (RosellhiM.Smih Donnel 
Bowman) は 、 この 写真 の 裏 に 、1852 年 、 
自分 の 18 歳 の 衣 生 日 に 撮っ た こと を 記 
し て いる 。」 (on Sevem. pr 141) と 
いう 。 セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 
る 袖 の 形状 、 素 材 、 長 い ミ ッ ト の 着用 
に つい て 、 次 の よ うに 解説 し て いる 。 
セ ヴ ラ 女史 の 服 に 対す る 造形 の 深き が 
郊 い 知れ る 


袖 は 肘 と 手首 の 中 間 ま で の 長 さ 
普通 この 丈 の 袖 に は 白い アン 


ダー スリ ー プ を 着用 する も の だ が 、 
写真 58 ダ ゲ レ オ タイ プ の 1852 年 


は 机 品 まで 届く 長 さ の 、 装 
提供 : 7je See 7iswrica/ oc げ com 
2 Y37 3 の の 。p.14 れ 飾 付き 綱目 シル ク の ミッ ト を は め 


て いる 。 ア ンダ ー ス リー プ を 付け 

な い の は 夏 の ファ ッ シ ョ ン だ と い 

うこ と が 1840 年 代 未 の 資料 に 記さ 

れ て お り 、 そ の スタ イル は その 後 も 何 年 か 残っ た こと だ ろう 。 そ こ か ら 、 ド レス の 素材 は 

ウー ル の シャ リ 織 だ ろう と 推測 で きる 。 ウー ル の シャ リ 織 は 涼し い の で 、 著 い 時 期 に よく 

選ば れ た 。 長い ミッ ト は 、 ア ンダ ー ス リー プ を つけ な い 叶 に 前 胸部 を 飾る も の だ っ た 
Oomn Sevem. p. 141 よ り 引 用 ) 。 


ボ が よく 伝わっ て くる , 


アン ダー スリ ー プ の 着用 時 期 、 着 用 者 の お 洒 i 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 60 (1850-S2) は 、7je Ciesfor AZker (MK76) の 所 蔵 品 で 
ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 庶民 の 若い 女性 ( 
し て いる 。 


生 ら し い ) の 手作り と 思わ れる 日 常 着 に つい て 弟 説 


iz 


葛 相 者 1850 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 服装 


この 無名 の 女性 の 写真 に は 流行 を 反 
映し た 要素 が ほとん ど な い が 、 ピ ショ 
ッ プ ・ ス リー プ (bshop steve) の 上 
腕 部 の 膨らみ 具合 と 、 高 い 位置 で ほ と 
ん ど と 水平 に 圧 を ルー プ さ せ た ス タイ ル 
か ら 、1850 年 代 前 半 と いう 年 代 を 推定 
する こと が で きる 。 …… ド レス の 前 貞 
項 の 膨らみ は あま り 整 然 と し て お ら ず 、 
これ が 日 常 着 で 、 お そら く は ホー ムスメ 
イド で ある こと を 示し て いる 。 」 Ooan 
Sevem、 p.149 よ り 引用 ) 


現在 で も 着れ る 普通 の 袖 が 付い た 普通 の 
ドレ ス で ある 。 セ ヴ ラ 女 史 の 年 代 推定 の 要 
因 が よく 読み 取れ る 。 


写真 60 タゲ レオ タイ ブ 
1852-55 年 
GYAO ダ ゲ レオ タイ プ の 全 真 61 (1854-56) の 所 


世 先 は 77isioric Wordimipio7 (59.236) で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 に よる と 、 被写体 の マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ノ ー サ ンプ トン の クラ ラ ・ ス テ ビ ピン 
ズ ・ レ イズ ロッ プ (Clam SiebbimsLathrop) の 
短い コル セッ ト の 形状 に よっ て 撮影 年 代 を 推定 する 
か な か お し ゃ れ で ある こと が リア ル に 読み 取れ る 、 特 | 
が 見 事 で ある 、 と の 解説 を し て いる 。 


子 の 本 合 わせ 、 袖 の フラ ウン ス 


ドレ ス は シル タク で 、 夏 の スタ イル で ある 。 フ レア ー で 飾ら れ た 短い 補 が 付い た ドレ 

ッ シ ー な ファ ッ シ ョ ン で 、 特別 な 機会 着る た め に 作ら れ た 服 で ある 。 宙 は 細い パン 

ド 状 の パイ アス 布 か ら 成っ て お り 、 バイ ビン グ を し た 肩 の 失い 目 で は 、 袖 と 身頃 の 格 

子 が 注意 深く 柄 合わ せ さ れ て いる 。 補 口 側 に は リボ ポン の フラ ウン ス が 付け られ て で 、 好 

まし い 長 さ に な っ てい る 。 自 い 花 網 の 緑 飾り が 付い た 暗色 の リポ ボン は 、 袖口 と バス ク 

の 提 で は 少し ギャ ザー が 寄せ られ て お り 、 身 頃 正面 で は 平ら な 結 が に され で いる 」 
(Joan Seyea p. 148 よ り 引 用 ) 。 
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写真 655 = ダダ レオ タイ ブ 


0 1854-56 年 
ルス 吉 人 : je amoof erer 205762 の 7 、 
1854 56 年 AP 


提 伯 err Nrzhowypior 69296 


な る ほど と 思え る 、 分 か り 易 い 説明 で ある 。 
ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 65 (1854-36) の 所 蔵 先 は 7icfro7 か my 790370242) で あ 


セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 写真 は 、 エ ドガ ー・ ウ ェ イ クマ ン 船 長 と その 妻 (Captainand Mns.Edgar 
Wakeman) の 婚礼 写真 で あろ うと 推定 し て いる 。「 若 い ウ ェ イ クマ ン 夫 人 は 、 暗い 色 の ウ 
ー ル の ドレ ス を 着 て いる 。 彼女 が 選ん だ 袖 の 形 は 1850 年 代 半 ば 頃 に 見 られ た 風変わり な ス 
タイ ル の ひと つ で 、 身頃 は と て も 短い パス ク で ある 。」 (Joan Seven p. 150) と モ ヴ ラ 女 
史 は 解読 し て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 
scozw 用 37 


と 真 66 (1855-57) (本書 , p.105) は 、7jc Se faricw Sec が 
35633) の 所 蔵 品 


で ある 。 


髪型 か ら 年 代 が 推定 され て いる 。「 こ の 写真 の 撮影 年 代 を 知る た め の 一 番 の 鍵 は 、 女性 
の 据 型 で ある 。 ヘナ ネッ ト が 必需 品 と され 、 横 の 愛 は 以前 の 滑ら か な 『 ウ ィング 』「 耳 の 
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写真 66 ダダ レオ タイ ブ 写真 73 ダダ レオ タイ ブ 
1855-57 年 1856 - 58 年 
提供 : eew Reorkg/Swcfey Roomg 提 : enomef 
0W 人 37 55653 、p 151 Moeww が Moeerep 


erxe Emn pre(68: に 3 DSO 


セ ヴ ラ 女史 の 解説 に よる と 「 短 く 失 っ た エ ポ ー レ ッ ト 型 スリ ー プ キャ ッ プ の つい た 長い 
ベル スリ ー プ (belldewwe) は 、 腕 の 付け 根 が ぴっ た り フ ィ ッ ト し て お り 、 経 は タッ ク (mck) 
ある い は くる み 宜 の 列 いる 。 袖 の 下 に は 、 キャ ンプ リッ ク 製 で フリ ル 付 き の 
先 が 開い た アン ダー スリ ー プ が 着用 され て いる 。」 (JoanSevem。 p.151) と いう 。 セ ヴ ラ 
女 昌 は 、 実 に 細か く 描 写し て いる , 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 73 (1836-38) は 、7je/mierfoig/AM4set の 7700g7 の 0 Oe07ge 
avpxgz ue (394 な 3) の 所 蔵 品 で ある 


この 写真 は 、 セ ヴ ラ 女 史 


っ て 、 次 の よう 
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写真 74 ダ ゲ レオ タイ ブ 
1956-58 年 
提 紅 7keAgwee Cewe vege pr 161| 


柄 に 詳し い 解説 が 付け られ て いる 


ダ ゲ レオ タイ ブ の * 
被写体 の 硝 


74 
前 報 が 、 以 下 の よう 


56-53) 


この カッ プル は アー ロン ・ タ イナ ー (Aaron Tymer) 


1828 年 2 月 1 日 に 


(DoiaCabcTyne で ある 
年 に タイ ナー の 


は 孤児 


家 と と も 


な っ て 


れ た 


連 の 記事 で 
愛 と 幸福 の うち | 


より 引用 ) 


ロン は 


ioe 


伴 し く 書 か れ て い 


家 の 近所 に 住ん 
ー ロ ン の 姉妹 の 友達 だ っ た 。 ア ー ロ ン は 1849 年 に 金鈴 地 1 
度 戻り 、 そ の 後 家族 を 連れ で 再び 西部 へ 旅立っ た の だ っ た 


5 年 半 の 歳 月 を と も 


この 姉妹 の 姉 の 方 は お そら く 13 歳 ぐ 


らい だ ろう か 。 ふた り は 並ん で 写真 に 


写り 、2 種 類 の 若 そ し い ド レス の スタ 


イル を 見 せ て くれ て いる 。 昧 は ビ ナ フ 


+ー 型 で キャ ッ プ スリ ー プ の 付い た 肥 


と 自然 な ウエ スト ライ ン に ギャ ザー を 
よせ た だ け の シン ブル な つく り で ある 
この 服 は 色 の キャ も っ と 濃い 
色 の 小さ な 水 玉 栓 様 を ブリ ント し た 人 
で 作ら れ て いる 。 袖 の 緑 は プレ ー ド で 
て いる 。 短い パフ 型 の アン ダ 
プ は 、 片 方 の 袖 昌 の 内 作 か ら 
び に し た 細 の 輪 が 垂れ て いる こと か 
ら 、 宙 口 に 通し た 紐 で 締め て いる よう 
に 見 える ( Joan Sewen pn.159 よ り 引 
有 


飾ら れ 


モノ クロ 写真 だ が 、 テ キス タイ ル の 色 や 


+、7 カ engvCor Me の 所 


語 の よう 


と ょ ドー シャ ・ ケ ー ブ ・ タ イナ 
プ は 、 1854 


シャ ・ ケ 


て きた 。 彼女 


向かっ た も の の 琉 箇 病 


1906 年 に 書か 
シャ ・ ケ ー プ と 私 は 1855 年 に 結婚 し 、 


5 に 過ごし た 』 と 語っ て い 


第 都 1850 年 代 芽 2 凍 庶民 女性 の 服装 


この 見 楽 え が す る ふた り の 写真 は カリ 
ア 州 フレ ズ ノ で 撮影 され た も の 


まい くら か 短め で 抽 先 が 広がっ 


な っ て いる の に 、 自 い ア ン 
ダー スリ ー プ を 着用 し て いな い の は 、 驚 
く ほ ど 珍 し い 、 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 76 (185 
7c ode 7fivoriro7 Sociey 7 oon 


7 37 35775) の 所 誠 品 で ある 。 


58 は 、 


モ ヴ ラ 女 史 は 、 写 真 に 見 られ る 披 写 体 
と 袖 に つい て 、 次 の よう に 詳し く 解 説 し 
て いる 。 


この 素晴らし い ダ ゲ レ オタ イプ は 、 


写真 76 。 ダ ゲ レ オ タイ ブ 


1056:88※ ー ク 市 の 』・ ガ ー ニ ー OLGume) 
更 欠 74csew sriae/Soczey に よっ て 撮 曲 きれ た 。 写 つて いる の は 、 
sconspL163 


チャ ー ル ズ 
(Charles Minton Baker) の 娘 の メア リー・ 
ルイ ー ズ ・ ペ ベー カー・ り ジャ ーッ ド ・ プ ラウ ン (MaryLoue BakerLidgenvoo1 Brown) 
で 、 東 服 姿 で ある 。 県 い ク レー プ 織 ( 縮 細 ) の アン ダー・ ス リー プ と 宙 を つけ た 
の 黒 い シル ク の 服 は 、 服 謀 の 1 年 上 に ふさ わし い 届 装 を 示す 素晴らし い 見 本 で 
ある (1 年 が 過ぎ た 後 の "所 誠 の 第 2 正 階 "に は 、 持 な ど ( こと が 話さ れ 
た ) (omn Sevem、 pr 163 よ り 引用 ) 。 


2 7 2 、p.163 ミン トン ・ ベ ー カ ー 


に 自 を 


宮 服 に 関す る 詳し い 記述 は 貴重 で ある 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 77 (1856-59) は 、7ie orcexer kworicg/ oc 7932.788.72 
の 所 蔵人 で ある 。 


ボス トン の ティ モ シ ー・ ビ ゲロ ー 氏 の 妻 (Ms Timothy Biggclow) が 、 娘 (赤ん坊 ) の 
死後 に 撮影 し て も ら っ た 記録 写真 で わる 。 これ 以 外 の 角 類 の 写真 で は 、 プラ イベ ー ト な 場 
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写真 77 。 ダ ゲ レ オ タイ ブ 


1856 59 年 写真 85 ダ ゲ レオ タイ プ 
代 氏 cwr erkeyiyeio 。 1998 年 
の 08 .p 162 提供 : 7 eeede/ eewwno/ 


edoergryir Georxe semgn /jowee 
で 797 。p 173 
所 で し か 着 な い ラ ッ パー を 身 に まとっ た 女性 が 写っ て いる の を 見 る こと は で き な い 
で あろ う っ か く 丸 み を お び た 肩 、 低い 袖 ぐ り 位置 、 先 が 広がっ た 補 は 、 流 行 
に 従っ て いる 。 ラッ パー の 極端 に 大 き な ビ ショップ ・ ス リー プ は 、 上 部 は プレ ー ン な 
、 いく と も の すご く た っ ぷり し た フレ アー に な り 、 そ の 先 は ギャ ザ 
ーー を よせ で 袖口 の 細い カフ ス に 収束 し て いる Joan Severa。 p 164 より 引用 ) 。 


流行 の ビシ ョ ッ プ ・ ス リー プ の 形状 に つい て 、 詳 し く 解 説 され て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 85 (1858 年 頃 ) は 、7 ヵ e 7pzerzazrogg7 Mseg opzogrgp/ 
eorge faszgg7 /ouse 7479 79 の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 披 写 体 の 撮影 時 の 年 齢 と 写真 に 見 られ る 袖 に つい て 、 次 の よう に 詳し く 
説 し て いる 。 


この 自然 体 の 写真 は 、 ナ ン シ ー・ サ ウス ワー ス ・ ホ ー ズ (Nancy Scuthworth llgwes) 
の 娘 、 ア リス ・ ホ ボーズ (Alice Hiawes) が 8 蔵 の 時 の も の で ある 。 袖 は 曲げ た 肘 に ち 
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ょ うど 届く 大 で 、 細 く 、 袖 口 は 広がっ 
ル は 以前 の ス 


て いな い 。 ア ー ム ホ 
タイ ル よ り い くら か 吉 

れ て いる 。 宙 付け 部 分 に バイ アス カ 
ッ ト の 布 が バン ド 状 に 使わ れ 、 そ の 
に スリ ー プ キャ ッ プ の 蘭 が 付け 
られ 、 迷 の 端 は 1850 年 代 に 人 人気 が あ 


て いる 。 
灰 い は 、 単 に 
こと で は な く 、 素 
っ た よう で ある 。 彼 
ら が 撮っ た : 綴る も の の 多 


く は 、 友人 た ちや 家族 の 写真 で ある 。 


穫 90 。 18 それ ら の 写真 は 、 彼 ら 自身 の 喜び と 
失 人 : 74e rcrs onM7 en 人 63) 
p 178 滴 足 の た め に 、 無 料 で 撮影 され た 


(Josn Severa,p.173 よ り 引 用 ) 。 


この 解説 も ナン シー・ サ ウス ワー ス ・ ホ ー ズ の 写真 に 対す る 情熱 が 感じ られ 、 敵 味 深い 


写真 S9 (Ca. 1859) は 、7Ae Ccws for47Mesei ( 信 -3/ の 所 蔵 品 で ある 。 


その 名 を 知ら れる ウィ スコ 
プー の リン グリ ング 兄弟 (Ringling Brothets) の 両親 で ある オー ガス ト と サロ メ ・ リ ング サリ 
ング (August and Salome Ringling) は 、 当 時 住ん で いた ミズ ー リ で この 写真 を 撮っ 


ン 州 パラ 


っ た 。 」 と いう 。 
ヴ ラ 女 史 は 、 この ドレ ス に つい て 、 次 の よう な な が : 
る 。 き さ す が 、 衣 服 の 実物 に 通じ て いる セ ヴ ラ 女史 な 


な か 手厳しい コメ ント を 行っ て い 
は の 導 察 眼 で ある 。 


この シル ク の ドレ ス の 押 は 、 元 の 袖 を 作り 直し た か 、 ある い は 1850 年 代 未 の スタ イル の 
袖 を 後 か ら 新しい 生地 で 作っ て 付け 答え た か の いずれ か で あり 、 流 行 遅れ の きつ い コ ル セ 
ント に 合わ せ て ダー ツ が 入 ] 身頃 の スタ イル と は ちぐはぐ 
p.I7S よ り 引 用 ) 


な っ て いる (JoanScvem 
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カル ト ・ 


ヴィ ジッ ト の 写真 90 (ca. 1839) 
は The Siate Hisonical Museum Wisconsin ( WIHi 
[ X3] 40766) の 所 基 品 で ある 。 


カル ト ・ ド ・ ヴ ィ に つい て は 、 本 書 の 
解説 (527) で 詳 記 し た が 、 セ ヴ ラ 女 史 は この 
ドレ ス に つい て も 、 次 の よう な 仕立 て の 専門 家 
の 立場 か ら の な る ほど と 領 け る 鶴 察 を 行っ て 


いる 。 


カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト で ある と いう だ 
け で も 年 代 を 推定 で きる が 、 机 の 形 か ら も 
ドレ ス の 作ら れ た 時 期 を 容易 に 知る こと 


が で きる 。 1859 年 ま は 、 釣鐘 の よう な 

写真 90 カレ ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 袖 の 広がり が 非常 に 大 きく な る と と も に 

1859 年 頃 Et た な り 、 上 科 た り フ 

価 和 02 2kdixoy 袖 到 | は Nt く り 、 上腕 部 は びっ た り フ 
Jacwwz 0PZr 37 67260) 、p.179. ィ ッ ト す る 形 に な っ て いた 。 


この 写真 の ドレ ス の 場合 、 袖 を 新しく 作 

つて 古い ドレ ス に 取り 付け て ある 。 袖 が 不 

半分 は 上 腕 が 太い せい 、 半 分 は 下手 な 裁断 の せい で ある 。 この 頃 は 上 部 
: た 釣 億 状 の 袖 が 流行 し は じ め て いた の で 、 そ うし た 袖 の イラ スト ある い は 実 
物 を 真似 し て 作っ た の だ ろう が 、 補 ぐり の 形 が 正しく な い (Joan Sevem_p.179 よ り 引 用 ) 


写真 89、90 の 解説 か ら 明 ら か な よう に 、 セ ヴ ラ 女史 は 衣服 を 制 人 
の 古き や 、 袖 の 形 や 袖 ぐり の 形状 、 着 用 者 の 体形 、 衣 服 デ ザイ ン の 流行 と いう 観点 か ら 、 
写真 の 衣服 を 実に 良く 観察 し て いる 。 


か ら 、 ド レス 


(⑫) 胴着 と コル セッ ト 
胴着 

本 章 の 冒頭 で も 述べ た よう に 、1840 年 代 示 に は 、 胴 着 の 仕立 て 方 に は 、 変 化 が 見 られ 
る 。 この 変化 は 女性 の 身体 に 与え る 影響 と いう 額 点 か ら 見 て 、 ア メリ カ に お ける 女性 服 の 
歴史 上 、 注目 すさ き で ある 。 そ こ で 、 以下 に お いて 、 こ の 問題 に 関す る モ ヴ ラ 女 史 の 見 解 


iiO 
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を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 。 

肌 部 は と て も 長く びっ た り し て お り 、1840 年 代 を 通し て 前 の 部 分 が 打っ て いた 。 1840 年 
末 に は 前 部 は や や 短く な り 、 サ イド は 長く 、 前 部 の 下がっ た 部 分 は 丸み を 殖 び て くる 。 前 
下端 部 が 丸み を 帯び て 、 扇状 の 胸 の つい た 大 変 い ウエ スト は 、 1840 年 代 未 か ら 50 年 代 の 
日 常 着 の 写真 に 見 られ 、 主 に 年 配 の 女性 に 見 られ る 。 

これ ら の 衣裳 の ウエ スト は 適度 に 長く 、 一 般 人 的 に 前 開き の 胴着 で あり 、 ウ エス トバ ンド 
が つい て いる こと も つい て いな いこ と も あっ た 。 多 く の 場合 、 胴着 は 質 泰 で あり 、 両 サイ 
ド に 2 本 の 長い ダー ツ が 入っ て いた 。 し か し 、 仕 事 用 の 衣服 は 、 ダ ー ツ な し で 作ら れる こ 
く 、 代わ り に 体 の 丸み は 、 ウ エス ト の 前 部 と 後部 の 中 心 に 、 ギャ ザー を 寄せ る こ 
で 調節 され 、 時 に は まっ すぐ な ヨー ク に も ギャ ザー が 入れ られ た 。 その よう な 家 着用 に は 、 
プリ ント 柄 よ り も チェ ッ ク 柄 や 格子 結 で 織 ら れ た ギン ガム 織 が より 一 般 的 に 用 いら れ て 
いた 。 あ ら ゆ る 階級 の 女性 た ち は 、 日 常 着 と し て この タイ プ の 衣 迷 を 着用 し て いた (Joan 
Sewen_n99 。 


② コル セッ ト 
1850 征 代 初期 の コル セッ ト の 変化 に つい て 、 セ ヴ ラ 女史 は 次 の よう 
セッ ト の 変化 に 関す る 貴重 な 見 解 で ある 。 

「 コ ルセット は 、50 年 代 初期 に 胸 を 小さ く 見 せる 長い 板 状 の 形 か ら 胴 部 を 締め 付け ず 下 
部 を 広げ て 、 締め 付け か ら 開 放し より 短く 派手 に な っ た 。 こ の 場合 、 ド レス の ウエ スト ラ 
イン は 自然 な ウエ スト 位置 まで 上 が り 、 ス カー ト の ふく ら み は ウエ スト ライ ン の あたり か | 
ら 直 接 出さ れ て いる た め 、 よ り 長 い コ ルセット は 誰か ら も 要求 され な か っ た 」 (Joan Severa 
p.98) 。 

Cogeys ras ook に も 1850 年 人 半ば に お ける コル セッ ト の 変化 に つい て 、 決 の よう に 
述べ られ て いる 。 


に 述べ て いる 。 コル 


「 コ ルセット は より 知 く 、 ヒ ッ プ を 圧迫 し な い 長 さき に カッ ト さ れる 」 (Gogeyss 1855 年 
1 月 ) 。 


デュ ムラ ン 夫 人 考案 の ヨル セ モット が 、 フ ラン ス で 1844 年 に 発表 され た 。 こ の コル セッ 
ト は 、 衛生 や 動作 の 自由 を 配 貞 す る も の で あっ た 。 1850 年 代 に は 堅い 航 貴 は 戚 少し 、 こ 
れ に 代 っ て 、 コ ー デ ィング や キル ティ ング な ど で 堅 き を 保 た せる 手法 が 考案 され る 。 コ 
ルセット の 長 さ は 短 化 し 、 主として 、 細 胴 の 部 分 を 細め る 短い も の が 流行 し 、 ア メリ カ に 
も 導入 きれ る 。 


il 


写真 39 ダ ゲ ダレ オタ イブ 写真 44 。 ダ ゲ レ オ タイ ブ 
1850 年 春 1850 -53 年 
提供 : 7Meie Rdorieg/ Ode の tcomsi 提供 : Mgr eng.122 
2 237 ね 877 ,p 114 


以下 に お いて 、 コ ルセット が 写っ た 写真 を 14 枚 、 紹 介 ・ 考 将 す る 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 39 (1850 年 ) は 、7eSkge orzcg Sofepy が con 
W 太 237 43776) の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 披 写 体 の 女性 に つい て 、 こ う 書 いて いる 。 エリ ザ ベ ス ・ エ ヴェ レッ 


ト ・ バ トラ ー (Elizabeth Everet Butler 1818-1877) と 、1849 年 10 月 1 日 生ま れ の 昌子 


ジョ ン ・I・ ペ トラ ー (JohnHL Bu が 、 う らら か な 春の 日 に 
場所 は お そら く ニ ー ク 州 ホ ワイ トス トー ン だ と 思わ れる 。 彼女 の 夫 | 
坊 の 父親 で ある ー (ohnJBule0 が 、I842 年 か ら 1854 年 ま 
地 で パプ テス ト 派 の 神学 者 教 師 を し て いた か ら で あ る 。 Ooan Severa p. 114 よ り 引 
有 


ョ ン ・J・ バ 


セ ヴ ラ 女史 に 拠る 以下 の 解読 か ら 、TPO に 応じ た コル セッ ト の 着用 法 が わか る 。 授 乳 を 
し て いる 女性 、 妊 娠 中 の 女性 の コル セッ ト の 租 類 や 着用 法 が わか る 満 重 な 全 真 


で ある 
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エリ ザ ペ ベス が 着 て いる の は 、 ウ エス トラ イン が 短く 、 幅 の 広い ギャ ザー で 柔らか い 
膨らみ を も た せ た 扇 形 の 身頃 が 肩 の 上 一向 か っ て 広がる 形 の ドレ ス で 、1850 年 代 初め 
の 多く の ポー トレ ー ト に 女性 日常 着 と し て 写っ で いる 。 特に 、 当 時 の コル セッ ト 

(corset) は まだ 非常 に 硬く て 長く て きつ く 締め 上 げ る タイ プ だ っ た の で 、 そう し た 
コル モッ ト を 着用 で き な い 女性 た ち も が この 種 の ドレ ス を 着 た 。 短い コル セ モット の 上 に 
着る この スタ イル の ドレ ス は 、 妊 娠 中 の 女性 や 授乳 中 の 母親 に 間違い な く 楽 な 着 心 地 
と 快 道 き を も た らし た Ooan Sewem.p_114 よ り 引用 ) 。 


ダダ ゲ レ オ タイ ブ の 和 写真 44 (IS50-53) は 、Ag7 enbuyg の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 黒人 ダ ゲ レオ タイ ピス ト の ギャ ラリ ー に つい て 、 貴 重 な 博 報 を 紹介 し て い 
る 。 長く な る が 商 宜 、 必 要 科 所 を 引用 させ て いた だ く 。 


ジェ ー ム ズ ・ プ レス リー・ ポ ボール (JamesPredley Bal 1825-1904) は 有名 な 黒人 ダ 
ダレ オタ イビス ト で 、 こ の 睦 力 的 な 若い 女性 と その 子ども た ちの 写真 は シンシナティ 
に あっ た 彼 の スタ ジオ で 撮 早 され た 。 シン シナ ティ で ボー ル が 最初 に 開い た 小さ な ス 
タ ジ オ は 、 得 意 客 が あま りつ か ず 、 1845 年 に つぶ れ た 。 し か し 、 多 く の 苦 難 を 乗り 越 
えて で 、 役 は つい に 1819 年 に 新た な スタ ジオ を 開い て 成功 を 収め た 。 … 町 の 一 等 地 の 
三 基 まで て ピル に あっ た その ギャ ラリ ー に は 、 4 つの 写真 撮影 宝 と 広い 控え 室 が あり 、 
どこ や 案 華 に 飾り 立て られ て いた 。 ボー ルレ は シン シナ ティ で 最も 尊 削 され る 実業 家 の 
ひと り に な り 、 彼 の 題 客 に は 、P・T・ バ ー ナ ム (P.T Bamum.810-1891) [アメ リカ 
・ リ ンド (Jenny Lind, 1820-1887) [スウ ェ ー デ ン の 
オペ ラ 歌 手 ] な ど 、 他所 か ら こ の 町 を 動 れ た 多く の 有名 人 も 名 を 連ね た 。 写 
真 の 料 い 母親 は 、 控え めで は ある が 非常 に きち ん と し た 身だしなみ で 、 県 の アル パカ 
の ドレ ス を 着 て いる 。 黒い アル バカ の 生地 は 一般 的 な 量 用 の ドレ ス に 上 繁 に 使わ れ 、 
婦人 服 店 や 織 製 店 の 女性 店 員 や 、 家 許 教師 や 看護 婦 や お 手伝い と し て 働く 女性 に 『 ふ 
さわ し い 】 生地 と 考え られ て いた (Joan Sevem, pp 122-123 よ り 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の スタ ジオ の 発展 の 層 子 が 伺え る 。 
また 、 黒 の アル バカ の 生地 の 用 途 が よく 読み 取れ る 記述 で ある 。 


牙 に コル セッ ト の 仕様 に 言及 し て いる 。 
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テ 真 の 服 は 、1840 年 代 に 
流行 し た 王 の 長い パス ク 
(busk) 入り コル セッ ト に 
基づく スタ イル で 作ら れ て 
いる の で 、1850 年 代 初め の 
で 曲線 の 
美 し さ を 生か す コ ルセット 
が 使わ れ 始 め 、 そ の 結果 と 
し て ドレ ス の 人 身頃 の 裁断 も 


も の で ある 


変化 し た の は 、1853 年 に な 
写真 652 ティ ンタ イブ っ て か ら で あ る 。 写真 の 服 

| 才 
PR の 和 箇 に 見 える 膨らみ 
大 7 97 の rp.H32 は 、 プ レス し て いな い 長 い 


プ ! 


ト っ て 生み 出さ 


れ て いる (Jean Sewem 


pp.122-123 
短め で 曲線 の 美 し さ を 生 カ 


セッ ト の 仕様 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 45 (1850-53) (本 革 . pn 101) は 、7Xe ino/ 47Aoeu の 
ologrgp/p: Ceoyge Ez の xn use (6 の.207.20) の 所 蔵 品 で 


袖 の 項目 で 言及 し た この 無名 の 黒人 女性 は 南部 の 家内 奴隷 、 あ る い は 北 記 の 黒人 女性 、 
すなわち 自由 の 身 で ある 可能 性 の 方 が 高く 、 以前 、 使 と し て 働い て いた も の と 推察 され 
で いる 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 写真 に 見 られ る 衣服 の 身頃 の 仕立 て 直し に つい て 、 貴重 な 解説 を 
し て いる 」 


この よう な びっ ちり し た 身頃 の 服 の 仕立 て 直し は 、 た と え 腕 の いい ドレ ス メ ー カ ー 
(dressmaker) で も 、 身 頃 を 完全 に パラ バラ に し な けれ ば 難し い 。 と ころ が 、 写 真 の 
身頃 は 前 も 後ろ も まん 中 の 部 分 だ け 幅 を 詰め て あり 、 身 頃 の 下端 で は 中 心 線 が 横 | 
れ て いる 。 正 面 の 上 か ら 下 まで を 飾る パフ を 連ね た パン ド 状 の 部 分 は 中 心 線 か ら 外 れ 
て いる うえ 、 ラ イン 自 休 が ゆがん で いる 。 そ の うえ 身頃 の ダー ツ は 奇妙 な 角度 で ある 
身頃 の 上 の 方 は 仕立 て 直し され て お ら ず 、 身 体 に うま く 合っ て いな い (Jo 


Severa p.125 よ り 引用 ) 


望 
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ティ ンタ イプ の 写真 32 
(ISI) は 、7je Sare 7 が sroricg7 
oc の tscon 7 な 人 7 
詳 還 の 7 の 所 蘭 品 で ある 。 


背景 情報 は 次 の と お り で 
ある 。 


ポメ ラニ ア 出 身 の 容 


福 な ドイ ツ 人 農場 経 
写真 56 ダ ゲ レオ タイ ブ 者 レー ゲル コウ 
1852 年 (Sigckow) の 一家 は 、 


提供: 7AeCeooig Sr 7 が の 7 PL198 


1851 年 に ドイ ツ を 郊 っ 

て ウィ スコ ン シ ン へ 沿 
i この 家族 写真 を 撮っ て も ら っ た 。 ウ ィ ス コン シン に 到着 し た 後 も きっ 
1 ら の 衣服 を 着 て いた で あろ うこ と と 、1850 年 代 に は 非常 に 多く の ドイ ツ 人 移 
民 が アメ リカ に 渡っ て きた こと を 考え 合わ せれ ば 、 こ の 写真 の シー ゲル コウ 家 は 当 
時 の アメ リカ 国民 の か な り の 部 分 を 占め た 人 々 を 代表 する と 言っ て よい 。 元 の 写真 
(お そら く ダ ゲ レ オタ イブ ) の 撮影 で 一 家 が 整列 し た 時 、 後 列 右 に 写っ て いる 息子 
は 一 足 先 に アメ リカ に 渡っ て お り 、 が 後に 移住 する ウィ スコ ン シ 
ン の 東 で 宅地 を 手 に 入れ て 管理 し て いた 。 彼 の 写真 だ け は 1860 年 頃 
付け られ た 』 も の で 、 その 共に 写真 が ティ ンタ イブ (tintype) で 複製 され た (om 

Severw p 132 よ り 引 用 ) 。 


セ ヴ ラ 女史 は ドイ ツ か ら の 移民 女性 の 服装 を アメ リカ 的 と し て いる 。 


前 列 左 の 女性 の ドレ ス は 、 長 く て 細い 個 に 1840 年 代 未 の カッ ト 特 有 の わずか な ゆ 
と り が 見 られ 、 ベ ルト を 締め た 曲線 状 の ウエ スト の 上 に ある 扇形 の 身頃 は 、 細 か い 
プリ ー ツ を よせ て 字 の 形 に 作ら れ て いる 。 こ れ は 、 よ く ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン ・ 
プレ ー ト に 見 られ る 短い ウエ スト ライ ン を 応用 し た スタ イル の ひと つ で ある 。 令 女 
の コル セッ ト は 、1840 年 代 の 板 の よ うに 平ら で きつ いも の に は 見 え ず 、 い く ぶ ん ゆ 
っ た り し た タイ プ の よう で ある Ooan Scvem p 132 よ り 引 用 ) 。 


HH 


ダダ レオ タイ ブ の 写真 86 (1852) は 、7e Ca777or7g Sraze /72ra7 ア 977) の 所 歳 品 
で ある 。 


スタ ジオ で 撮影 され て いた ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 も 、 野外 で 人 根 影 さ れる よう に な る 。 セ 
ヴ ラ 女 史 は 、 金鉱 地帯 ハオ ー バ ー ン 渓谷 で 撮影 され た 貴重 な 写真 を 紹介 し て いる 。 セ ヴ ラ 
女史 の 解説 に 書か れ た 、 次 の 情報 は 興味 深い 。 


野外 で 撮影 され た この ダ ゲ レオ タイ プ に は 『I852 年 、 オ ー バ ー ン 崩 谷 (Aubum 
Ravine) に て 』 と いう ラベ ル が 付い て いる 。 3 人 の 採 金 者 (うち ふ ゃ たり は 兄弟 に 見 え 
る ) と ひと り の 女性 が 、 砂 欠 と 砂利 を 分 ける 流し 人 の 脇 に 立っ つて いる 写真 で ある 。 女 
性 は 、 採 金 者 の 妻 か 姉妹 だ ろう か 、 金銀 地帯 の 歴史 記録 に よれ ば 、 男性 が 採 所 現場 で 
働い て いる 間 、 女性 は 近 間 の 町 で 悲 ら し た と いう 。 オー バー ン 喜 谷 は カリ フォ ルニア 
州 プレ イサ ー 郡 に あり 、 サク ラメ ント か ら 近 い 。 この 中 で 最も 年 代 を 推定 し や すい の | 
は 女性 の 服装 で ある 。 彼女 の ドレ ス は 、 下 に 着 て いる コル セッ ト が 徐 屈 な 1850 年 代 
初め の スタ イル で ある こと を 示し て いる 。 また ドレス 自 体 も 、 ダ ー ツ を 入れ た 前 身頃 
と 下向き に 浅く カー プ し た ウエ スト フロ ント は 1850 年 代 初頭 の 流行 で め る (Joan 
Severa, pp.138-139 より 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 53 (1852) (本 圭 . pn. 102) は 、 7keSie/kwtoricg7ocdey が nop 
⑰77 27 3672 の 所 蔵 品 で ある 。 


この 写真 は 、 補 の 項目 で 紹介 させ て いた だ いた 。 ゆる や か な 丸み を 帯び た ウエ スト ライ 
ン の 費 重 な 一 簡 で ある 。 


ドレ ス の 身頃 は 、 プ レー ン な フロ ント の 両 サ イド に 張り 骨 入 り の ダー ツ が 2 本 ずつ 
入れ られ て で いて 、 下 に 着用 され た 1850 年 代 初め め ま っ すぐ な コル モット に ぴっ た り フ 
イッ ト し で いる 。 前 身頃 の 下 瑞 は 、 自然 な ウエ スト ライ ン の すぐ 下 あ た り で 、 ゆる や 
か に 丸み を 帯び た 線 を 描い て いる (Joan Sevenu p.141 よ り 引 用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 65 (|854-36) (本書, p104) は 、7e zo7 か | 
79057622 ノ の 所 蔵 品 で ある 。 


この 写真 も 袖 の 項目 で 、 紹 旬 済 で ある 。 繰 り 返し に な る が 、 


ile 


葛 相 都 1850 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 服装 


お そら く 多 礼 写真 と し て 撮ら れ た この 写真 は 、 エ ドガ ー・ ウ ェ イ クマ ン 船 長 と そ 
の 雪 (Capein and Mn. EdgwrWakeman) の も の で ある 。 ウ ェ イク マン は 、 ゴ ー ル ド 
ラッ シュ の 時 代 に カリ フォ ルニア へ 向かう 多く の 反 金 者 を ホー ン 岬 回 り の 航路 で 運 
ん だ アデ レー ド 号 (4dggie) の 船長 だ っ た 。 彼 と 若き 妻 は カリ フォ ルニア で この 写 
真 を 撮っ て も ら っ た 可能 性 が 最も 高い (Joan Severa p 150 よ り 引 用 ) 。 


ドレ ス の 胴 部 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


遇 体 部 分 の 形 は 、 最 新式 の 弓 め で より 曲線 的 な コル セッ ト に 合わ せ て 作ら れ て いる 。 
この コル セッ ト は ウエ スト の 下 で 身体 を 解放 し 、 胸 の と ころ は より 広く 開い て いた 。 
パス ク は 、 下 の 支 を の お か げ で 、 スカ ー ト の 上 に 見 栄え よく 乗っ て いる (JonSccm 
p.150 よ り 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 66 (1855-57) (本 書 , p.105) は 、 7 Se syicg/ Soofey の 
Jo (用 /K37 35633) の 所 散 品 で ある 。 


この 写真 は 、 補 の 項目 で 紹介 済 で わる 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 ハ ピッ ト フ ロン ト (habit iom0 
スタ イル と ダー ツ 、 お よび コル セッ ト に つい て 、 詳 し く 説明 し て いる 。 


写真 の 若い 女性 が 着 て いる の は 暑い 色 (お そら く 黒 ) の シル クタ の ドレ ス で 、 ス カー 
ト の 前 に 布 の 折り 目 が まだ 残っ て いる ほど 出来 立て ほや ほや で ある 。 1840 年 人 後半 か 
ちら 人 気 が なあ っ た 、 ハ ピッ ト フ ロン ト (habit front) スタ イル と いう 、 シ ュ ミ ゼット 
を 見 せ て 首 の 美 し さ を 引き 立た せる 形 に 作ら れ で いる (Joan Sever, pr 151 よ り 引 用 ) 。 


引き 続き ゲー ツ と コル セッ ト に 言及 し て いる 。 
身頃 に は 前 立て を 閉じ た 部 分 の 両側 に 等 間隔 で 2 本 ずつ 、 張 り 骨 入り の ダー ツ が と 
らち れ て いる し 、 身頃 の 下端 は 間違い な く 、 ウ エス ト フ ロン ト が 浅く 下向き に 弧 を 描く 


1850 年 代 後 半 の スタ イル で ある 。 ドレ ス は 胸部 が より 楽 な 新しい コル セッ ト の 上 に 着 
用 され て いる (Joan Sevem, p.151 よ り 引 用 ) 。 
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ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 43 (1856-58) (本 昔 , pn.105) は 、7e fewgdioie/ AfAoew 
ogrgp/D, Geoyge spon jouee (6043/ の 決 で で ある 。 


この 写真 も 、 袖 の 項目 で 紹介 済 で ある 。 セ ヴ ラ 女 史 は 朋 型 か ら 写 真 の 年 代 を 推定 し て 
いる 。 


この 写真 の 年 代 推定 に 最も 役立っ た の は 、 1850 年 代 後半 の 有 髪 著 で ある 。 実際 、 姉 の 
圧 型 一 ゆっ た り と 垂らし た 横 髪 を 顔 の まわ り で いく ら か カー ル さ せ て 整え た スタ イ 


ルー に は 、 以 前 の 横 に 張り 出し た の よう な 髪 型 か ら の 進化 が 見 て 取れ る (Joan 
Severa 159 よ り 引 用 ) 。 


セツ ラ 女史 は コル モッ ト の 上 の 身頃 の デザ イン を 次 の よう に 描写 し て いる 。 


旧式 の 硬く て きつ い セ ント の 上 に 着用 され た 身 項 は 、 ウ エス トブ フロント で 細い バ 
ンド 状 の シャ ー リ ング に よっ て 収束 させ ち られ て いる が 、 そ の 上 の 部 分 に プリ ー ツ か 
ダー ツ が 入っ て いる よう に 見 える (Joan Seven。 159 より 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 76 (1856-58) (本 書 , p.107) は 、7eSigie ioricgf Sociepr 
json (7 37 3577) の 所 蔵 品 で ある 。 


この 写真 も 、 補 の 項目 で 紹介 済 で ある 。 宮 服 姿 の 被写体 の パス ク に 関す る 記述 が ある 。 


この ドレ ス は 、 身 項 の ヨー ク の 低い ライ ン や 長い スリ ー プ キャ ッ プ 、 袖口 、 フ レア 
ー の きい た オー パー スリ ー プ の 縁 に 、 ク レー プ 織 の 緑 飾り が 見 える 。 ド レス は ツー ビ 
ー ス で 、 上 は プレ ー ン な か 裾 布 が 付い た パス ク で ある 。 パス ク の 人 身頃 は ウエ スト の 中 央 
で 左右 に 分 か れ 、 そ の 下 に ギャ ザー スカ ー ト が 見 える 。 前 開き の この パス ク は 、 音 も 
と を 大 さ な 黒 玉 の ブロー チ で 留め て ある (Joan Severa, p. 163 よ り 引 用 ) 。 


写真 89 (Ca 1859) (本書, p.109) は 、7jeCrcs or47Afiedgr (3-39) の 所 蔵 品 で 
ある 。 


この 写真 も 、 袖 の 項目 で 紹介 済 で ある 。 繰り 返し に な る が 、 セ ヴ ラ 女史 は 前 身頃 の 素人 
つぼ ぽい デ ザイ ン を 克 の よう に 指摘 し て いる 。 


Ii8 


葛 四 者 1850 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 服装 


この シル ク の ドレ ス の 袖 は 、 元 の 宙 を 作り 直し た か 、 ある い は 1850 年 代 未 の スタ イル 
の 補 を 後 か ら 新しい 生地 で 作っ て 付け 震え た か の いずれ か で あり 、 流 行 遅れ の きつ い コ 
ルセット に 合わ せ で ダー ツ が 入っ た 削 身頃 の スタ イル と は ちぐはぐ に な っ て いる Oomn 
Sevem。 p-178 よ り 引 用 ) 。 


カル ト ・ ド ゥ ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 90 (ca 1859) (本 薔 , p.110) は 、7e ife 
太 sorcg As seon か か ( 有 罰 7 3/ 407667 の 所 蔵 品 で ある 。 


この 写真 も 、 袖 の 項目 で 紹介 済 で ある 。 袖 写 体 の 着用 法 に つい て 、 次 の り よ うに 書い て い 」 
る 。 


コル セッ ト は 1850 年 代 初め の も の で 、 胸 を つぶ し て 押し 上 げ 、 平 ら で 不 自然 な ライ 
ン を 作っ て いる (Joan Sevemm,p. 179 よ り 引 用 ) 。 


@) 栓 

1850 年 代 の 捨 は 白糸 刺繍 (whitework) や レー ス 製 で 、 時 に は か ぎ 針 編み や タ 
ッ チ ング レー ズ ス (tatting 1ace) の こと も あっ た 。1850 年 代 の 、 大 きめ に 開い 
た 新しい ネッ クラ イン を 反映 し て 、 以 前 の 容 よ り も ずっ と 幅 が 広い 農 が 一 般 的 
で あっ た 。 『 ピ ー タ ー ソ ンズ 』 は 早く も 1850 年 4 月 号 で 、「 抽 は これ まで より 
も 大 きく な る こと で し ょ う 」 と 予告 し て いる 。 そう し た 符 は 1840 年 代 の 小さ 
な 和裕 と は 異な る つけ 方 で 使わ れ 、 肩 へ 向かっ て 平ら に バ っ て お り 、 首 も と で 端 
同士 が 出合 わ ず に 離れ て いる こと も あっ た 。 1840 年 代 後半 に 登場 し た ジェ ニー・ リ 
ンド ・ ス タイ ル (Jenmny Lind syle) 、 つ まり レー ズ の 縁取 りや フリ ル の つい た 立ち 捨 は 、 
依然 と し て 受 好き され て いた 。 立ち 窒 に 小さ な 折り 返し 失 を 取り 付け た タイ プ も あり 、 こ れ 
は 特に シュ ミゼット で 人 気 が あ っ た (doan Scvera, p.99) 。。 


裕 が 写っ た 写真 16 枚 を 紹介 ・ 考 察する 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 3 (1850 年 10 月 18 日 ) (本 共 , p. 100) は 、 7 が Ksioric Wor2 が の IO 
(9809 の 所 蔵 品 で ある 。 
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記録 に よれ ば 当時 ファ ニー 
は 自分 と 娘 の 眼 を 全 導 手 作り 
し て いた と み ら れ る の で 、 こ 
の 『 水 玉 』 の ドレ ス と 、 同 じ 布 
で 作ら れ た ペル リー ヌ 
(pecrinc) ・ ケ ー プ は 、 両 方 
と も 彼女 の 手作り で ある と 考 
えて ほぼ 間違い な い . 
女 は 1850 年 7 月 29 


ー サ (bemha bethe) ・ ケ ー ブ プ 』」 

写真 42 アン プロ タイ プ [豆板 写真] を 作っ て いる と 日 記 に 書い て 
1850-52 年 0 り それ が この 写真 で 革 

提 暴 ichgfa Mieeww カナ 、p HH8 お り 、 そ れ が この 写真 で 着 て 


いる ケー プ か も し れ な い (た 

だ し 、 写真 の よう な ケー プ は 

一 般 に 『 ペ ルリ ー ヌ 』 と 呼ば て て いた が ) 。 こ の 服 の 素材 は 柔らか い ウ ー ル で 、 丸 

い 点々 は 織り 柄 で ある 。 ベ ルリ ー ヌ は 前 を 全部 時 じ て 着用 され て お り 、 上 腕 を 閣 っ 

て いる 部 分 の フィ ッ ト に や や 不具 合 が 見 られ る 。 明る い 色 の 縮 柄 リ 

(mkhe) [レー ス や クレ ー プ な ど に プリ ー ツ や ギャ ザー を 施し た 緑 侯 り の 経 ] に よ 

る 紳 秘 り が 、 ベ ルリ ー ヌ の 正面 や * に 短い オー バー スリ ー プ に も 付け られ て 

この よう な 生地 と 装飾 の は っ きり し た コン トラ スト は 、 こ の 時 代 の ファ ッ シ 

ョ ン 雑 誌 で 、 昼 用 の ドレ ス に も 適し た 装飾 と し て さか ん に 推 和 さ ん れ で いた (Joan 
Sevem pn.113 よ り 引 用 ) 。 


この 手作り の ペル リー ヌ に つい て 、 詳 し く 説 明 し て いる 。 家 放 六 維 に いそ し む フ ァ ニ 
ー の 努力 が 良く 伝わっ て くる 。 


テア ンプ ロ タイ プ の 写真 42 (1850-52) は 7 が e CAgreyyo 4Zioetgn 0K77 ノ の 所 蔵 品 で わる, 


モ ヴ ラ 女 史 は 、 被写体 の 出自 に つい て 「 サ ウス カロ ライ ナ 州 チャ ー ル スト ン の 比較 誰 和 
一 家 」 と 記し て いる 。 提 影 時 期 に つい て は 「 撮 影 時 期 推定 の 最大 の 決め 手 は 、 女 性 の 
レス 、 特に フレ アー に な っ た アン ダー スリ ー プ と 、 平 ら に 広がり 音 も と で 両端 が 合わ さ 
つっ てい ない 大 き な 持 で ある 。」 と 
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葛 相 都 1850 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 服装 


服装 に つい て は 「 最 新 の 流行 を 追っ た 昼 用 の 服 を 着 て 、 家族 写真 に 納まっ て いる 。 」 と 
書か れ て いる 。 興味 の お あり の 読者 の 方 は 、 オ リ ジ ナ ル の 著作 を お 読み いた だ きた い 。 比 
較 的 裕 粗 な 女性 は 、 普 段 着 で も 流行 を 追っ て いた こと が 、 具 体 的 に 、 詳 細 に 描か れ て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 45 (1850-53) (本 蒼 . p.101) は 、7e igfiopo/ Ako of 
oogrcgy/p: Ocorge fengr fo ( 玉 207.20) の 所 藤 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女 東 は 、 写 真 の 被写体 の ドレ ス の 捨 に つい て 上質 な 白 刺 纏 を ほど こ し た 社 は 、 
首 も と の 正方 有形 の プロー チ で 閉じ られ て いる 。 」 (Joan Scvem p. 125) と 細か く 観 察し て 
いる 。「 レ ディ ー ス ドレ ス に お いて 、 非常 に ちや の を いう の は 、 し ば し ば 重視 され た 細々 し 
た 所 で ある 。 」 と Godey's で 述べ られ て いる 。 お し ゃ れ に 対す る 細やか な 感性 が 、 こ の 写真 
の 服装 に も 部 実に 表れ て いる 。 


ティ レタ イプ の 写真 52 (1851) (本 書 ,p.114) は 、 7jeSYcre oricg/ Socje0y 2777eoas | 
(77 / 多 7 39772) の 盛 工 用 で ある 。 


ドイ ツ か ら の 移民 が 写っ た この 写真 の 撮影 背 昧 に つい て は 、 コル セッ ト の 項目 

た 。 左 の 前 列 の 女性 の ドレ ス に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 は 「 ネ ホッ クラ イン は 浅い い V 宇 形 で 、 桁 

ぐり と 袖口 は 細い レー ス の フリ ル で 仕上 げ ら れ て いる 。 黒い ベル ベッ ト の リボ ン を 首 に 巻 

いて 、 ブ ロー チ で 留め て いる 。 リ ボン の 下 に は 別に チェ ー ン が 1 本 ある よう に 見 える 。」 

Ooan Sevem。 p.132) と 述べ 、 ド イツ か ら の 移民 女性 の 服装 が アメ リカ の 厩 装 に 傾倒 し 
て いた 様相 を 良く 伝え て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 56 (1852) (本 書 , p.115) は 、7 が ceCgo7igSige7 め gy の 77 ノ 
の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 写真 の 撮影 場所 に つい て 、 次 の よう 


証し て いる 。 


野外 で 撮影 され た この ダ ゲ レオ タイ プ に は 『1852 年 、 オ キー バー ン 餅 谷 (Aubum Ravinc) 
に て 』 と いう ラベ ル が 付い て いる 。3 人 の 採 金 者 (うち ふた り は 兄弟 に 見 える ) と ひ 
と り の 女性 が 、 砂金 と 砂利 を 分 ける 流し 桶 の 脇 に 立っ て いる 写真 で ある Oomn Sevem, 
pp. 138-139 よ り 引用 ) 。 
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女性 の 服装 に つい て は 、 汐 の よう に 解説 し て いる 。 


お 揃い の 生地 で 作ら れ た バーサ の ノッ チ ド カ ラー (noiched collar) や や 袖口 の カフ ス 
に は 、 褒 服 用 の クレ ー プ 織 (crapc,crpe) の パフ と お ぼ し いも の で 系 飾 り が 付け られ 
て いる 。 こ の 服 は た ぶん 更 式 の 後 で 片付け られ て 、 こ の 写真 撮影 用 に 引っ 張り 出さ れ 
た の で あろ う (スカ ー ト の 鍛 は 、 最 近 ト ラン ク か ら 取 り 出 され た こと を ほのめかし て 
いる ) (Joan Sevem pp.138-139 よ り 引 用 ) 


スカ ー ト の 航 に 関す る 記述 に は 、 庶民 の 生活 感 だ にじみ出 て いる 。 


袖 の 項目 で 紹介 し た が 、 ダ ゲ レ オ タイ プ の 写真 58 (1852) (本 薔 ,p.102) の 所 蔵 者 は 、 
7eSie Rdoyzcg7.Socepygf cos 77 な 97 24677) で あり 、「 ジ ェ ニ ー・ リ ンド ・ 
ennyLind ) 失 の まわ り に は 決 い 色 の 骨 広 リポ ン が 巻 か れ 、 よ く あ る タイ ブ の プロ ー チ 
で 合わ せ 目 が 留め られ 、 両端 が きれ いな 扇 型 に 広がっ て いる (Joan Severap.141) と 解説 
され て いる 。 と て も お し ゃ れ な 装い で ある 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 60 (I850-52) (本書, p.103) は 、7c kz/csor xs A/K 
7 の の 所 蔵 品 で ある 。 セ ヴ ラ 女 史 は こう 解説 し て いる 。 


彼 友 は と て も 小さ な 輪 の イヤ リン グ を つけ て お り 、1850 年 代 に 愛好 され た 大 き な 横 
長柄 円 形 の ブ プロー チ が 、 三 角形 を 並べ た よう な デザ イン の 小さ な 自 系 刺 繍 の 持 に 留め 
られ て いる 。 暗 い 色 の へ アリ ボン らし いも の が .、 後 頭 部 の 胃 か 垂れ下がっ て いる 。」 

OomnSevewp 143) 。 


この 写真 も 袖 の 項目 で 、 すでに 紹介 済 だ が 、 安価 な 日 常 着 を 着 た 若い 学生 らし い 女性 の 
装い に し て は 、 捨 も と に 細かい 気 遣い が 見 られ る 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 64 (1854-56) (本 書 ,p. 104) は 、/7sorzc Ap7agp7o7 (59 256 
の 所 蔵 品 で ある 。 すでに 抽 の 項目 で 紹介 済み で ある 。 セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て 
いる 。 


装飾 と アク セ モ サ リー に は それ な り に お 金 が か けら れ て いる 。 丸 潮 装 の オー ガン ジー 
の 捨 は 特に 珍し い 。 こ の 丸 講 誤 は 『 ア イロ ン 壁 (gofieed) 』 つ まり 丸い 金属 棒 の 付 
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ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 7 (1856. 
で ある 


この 


Jiweox (2 


写真 84 ダダ レオ タイ プ 
1858 年 頃 
提供 7eSie fricw/ Sce 
Je 77 AA37 3397 の | 


入閣 1850 年 代 芽 2 車 庶民 女性 の 服装 


いた アイ ロン で 型 を 
背中 側 ほど ! 
Scvem, p. 148 よ り 引 用 ) 


っ けた も の で 、 捨 は 


攻 が 広く な っ て いる (om 


目 を つけ な い 


お し ゃ れ に 究 や す 
女性 の 装い で ある 。 


お 金 ( 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 73 (1856-58) (本 鞭 
E 105 ) は 、 2 が c eri Men の 
oiogrgpfy Oeorge smn ove (6 
の 所 蔵 品 で ある 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


(向かっ て 有 の 姉 の ) 丸い 窒 ぐ り に は 、 
ジ ・ リ ンド ・ ス タイ ル の 裕 が 付い 
て いる 。 大 人 向 

ル が 上 腕 と ドレ ス の 前 の 一 部 を 手 っ て 


お り 、 こ の 写真 の た め に 身 に 着け た と い | 


シル ク の ショ ー 


う 印 象 を 与え る (Joan Severa。 p.159 よ り 引 用 ) 


ン ァ 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 76 (!856-38) 
7 35275) の 所 蔵 


(の 硝 景 情報 は 、p_ 6 に 

この 写真 は 結婚 式 の 写真 で あり 、 
1850 年 代 半ば と し て は 非 
、 前 を 閉じ て 着用 され て いる 」 (Joan Sevem, p_160) と 解説 


「 上 質 の ロ 
ショ ナブ ル で ある 。 持 は 首 の 比較 的 高い 位置 ま 


(本 書 ,p_106) は 、AzmgyCory Ag の 所 央 品 


g 介 し た 


制 績 を ほど こし た 失 は 極端 に 広く 、 
を 節 


れ て いる 。 


(本 寺 p.107) は 、 7 が eS4e 77soricd7Sogietyo/ 


品 で ある 


写真 88 アン プロ タイ ブ 


1859 年 
失 代 :7ewp Cmwa、 p.176 


写真 85 ダ ゲ レオ タイ ブ 
1858 年 頃 

揚 : twwric Nerkowpn 3) 。 

ri74 


この 写真 は 宮 服 姿 で 撮ら れ て いる 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 次 の よう 
の 素晴らし い ダ ゲ レ オ タイ プ は 、 ニ ュー ヨー ク 市 の 」・ ガ ー ニ ー 0.Gumey) に 
よっ て 撮影 され た 。 写っ て いる の は 、 チ ャ ー ル ズ ・ ミ ント ン 
Baker) の 娘 の メア リー・ レ イー ズ ・ ペ ベー カー・ リ ジャ ー ウ ッ 
BakerLidgeyeod Brown) で 、 天 服 次 で ある も そう だ が 、 大 服 女性 の 
写真 の 多く は 特 や アン ダー スリ ー プ も 合 め て 身 に つけ る も の すべ て が 黒 な の で 、 服 誠 
の 最初 の 1 年 が 多かっ た こと は 明 ら カ と それ 以外 の 場合 
アク セ サ リ を 撮っ た 時 、 ま 
\ い メア リー は 、 最初 の 夫 で ある リ ジャ ー ウ ッ ド 氏 の 専 に 服 し て いた の で あろ う 

クレ ー プ 織 ( 維 細 ) の アン ダー スリ ー プ と 挫 を つ の 黒い シル ク の 服 は 、 服 
裏 の 1 年 目 に か さわ し い 孤 装 し いい 見 本 で ある (1 年 が 過ぎ た 後 の " 有 天 
の 第 2 段階 "に は 、 持 な ど に 自 を 使う こと が 許さ れ た ) (JoanSevem, p.163 よ り 引 
有 。 


し て いる 。 こ 


カー (Chmies inn 


ラウ ン (Mapy Louise 


服 寮 の 慣習 が よく わか る 角 
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葛 四 者 1850 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 服装 


ダダ レオ タイ ブ の 写真 4 (185S) (本 書 . p.123) は 、 7je re 7moricg/ Soqepy 
fscos の 所 蔵 品 で ある 。 


写真 に 写っ た 女性 は 無名 の 女性 で あり 、「 毛 皮 の 下 の ウー ル 製 の ラッ プ は 、 幅 の 広い 補 
が 付い て いて 、 首 も と は シル ク の タン セル で 閉じ られ て お り 、 定番 の 着 方 どおり に 幅広 の 
キャ ンプ リッ ク の 裕 を 上 に 出し て 着用 され で いる 。 ドレ ス の 首 も と の タッ セル の 上 に は 、 
ブロ ー チ が 留め られ て いる 」 (JoanScvemp.172 よ り 引 用 ) と の こと で ある 。 定番 の お 洒 
落 を 楽し ん で いる こと が よく 読み 取れ る 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 86 (ca. 1858) は 、sorcg Woroypiog (3939) の 所 蔵 品 で あ 
る 。 「16 歳 くら いと 思わ れる 若い 娘 を 写し た この 写真 の 撮影 年 代 の 決め 手 は 、 拾 で ある 。 
捨 は 、1858 年 順に 最も 大 きく な っ た 。」 (JoanSevera. p. 174 よ り 引 用 ) と いう 。 セ ヴ ラ 女 
史 は 、 確 信 を も っ て 拾 の 大 き さ を 写真 の 撮影 年 代 の 決め 手 と し て いる 。 


アン プロ タイ ブ プ の 写真 88 (ca. 1859) は 、Jov Cowgi の 所 若 品 で ある 。 セ ヴ ラ 女 中 は 、 
次 の よう に 解説 し て いる 。 


自分 や 子ども の 服 を ほとん ど 全 部 自分 で 作っ て いた も の と 思わ れる この 世 親 は 、 流 
行 の 型紙 で 自分 用 に 出来 の 良い コッ トン の フロ ッ ク を 作り 、 そ 50 年 代 を 通し て 
人 気 が あ っ た | 広い 持 を 付け て 着用 し て いる 。 失 の 縁 は 幅広 い レ ー ス 編み に な 
っ て いて 、 お そら く こ れ も 彼 女 の 手 作り で あろ う (Jom Sevem p.176 よ り 引用 ) 。 


母親 の 手作り の 自分 用 の フロ ッ ク に 付け られ た 1850 年 代 を 通し て 流行 し た 大 き な 捨 に 
言及 し て いる 。 


写真 89 (Ca. 1859) (本書.p.109) は 、7eCzcs 7o7gAZise (3) の 所 蔵 品 で 
ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 「 サ ー カ ス 経 営 で その 名 を 知ら れる ウイ スコ ン シ ン 州 パラ プー の リン グリ 
ング 兄弟 (Rinaling Brother) の 両親 で ある オ ー ガ スト と サロ メ ・ リ ング リン グ (Augwstand 
SalomeRimgling) は 、 当 時 住ん で いた ミズ ー リ で この 写真 を 撮っ て も ら っ た 。」 と 被写体 
の 背景 情 報 に 言及 し た うえ で 、 写 真 に 見 る ファ ッ シ ョ ン が いか に 流行 遅れ で ある か が 列 調 
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され て いる 。 捨 に つい て は 「 当 時 人 気 が あ っ た 高価 な 幅広 の 白糸 刺 紅 の 符 を つけ て いる も 
の の ドレ ス の ネッ クラ イン は 普 の まま で 位置 が 上 すぎ 、 捨 の 形 に 対し て 時 代 遅れ で ある 。 」 
(Joan Severa, p.178 よ り 引 用 ) と ネッ クラ イン と 失 の ミス マッ チ が 指摘 され て いる 。 


カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 90 (cs. 1859) (本 書 ,p 110) は 、 の e Srare 妨 srorycg/ 
Jseg 衝 soozsy 加 / 97 062) の 所 蔵 品 で ある 。 


被写体 の 服 外 に つい て は 、「 小 さく て 厚み の ある レー ス の 上 品 な 符 も 、 1860 年 代 の スタ 
イル が 近づい て き て いる こと を 物語 っ て いる 。 抽 は “ 必 塔 品 "” の ブロ ー チ で 合わ せ 目 を 閉 
し られ 、 細 長い 吊り 下げ 型 の イヤ リン グ が きち ん と し た 厩 型 の アク セン ト に な っ て いる 。」 

(Ooan Severs, p. 179 より 引用 ) と 1860 年 代 の スタ イル に 近づい て きた お 洒落 な 装い に 
言及 し て いる 。 

以上 の 記述 か ら 明 ら か な よう に 、 セ ヴ ラ 女 史 が 収集 され た 1850 年 代 の 女性 服 に 見 られ 
る 窒 は 、 手作り し て 、 流行 を 取入れ た り 、 古 いも の に 流行 の 裕 を 取り 付け た り 、 見 事 に 流 
行 の 捨 に 装っ た り と 着用 者 の 経済 状態 に よっ て まち まち で あっ た 。 また 、 日 常 着 、 外 出 着 、 
下 服 と いっ た TPO に よる 補 の 違い も 見 て 取れ 、 い ずれ も 世 重 な 写真 で ある 。 


2. 下着 


⑪ シュ ミー ズ 

短い コル セッ ト の 下 に 着用 する シュ ミー ズ は 、 膝 丈 で 着 られ て いた 。 家 で シュ 
ズ を 縫っ て いた 女性 た ち は 、 上 くそ れ を 「 シ ミー (Shimmie) 」 と いう 愛称 
で 呼ん た だ 。 シュミ ー ズ は た いて い 自 い キ ャ ンプ リッ ク 製 で も っ た が 、 時 に は 、 

番 上 等 な ドレ ス 用 に リン ネル で 作ら れ た も の も あっ た 。 この 頃 に 流行 っ た シュ 
ズ の ネッ クラ イン は 広く 開い て お り 、 ど ちら か と いえ ば 質素 な パン ド 沢 布 
と 白系 刺繍 の 縁取 り で 仕上 げ ら れ て いた 。 キャ ッ プ 型 の 袖 が 肩 か ら ア ー ム ホー 
ル の 高 さ あたり まで を 覆い 、 腕 に 垂れ て か ぶさ っ て いた 。 コル セッ ト に 友 瞳 が 付 
く の を 防ぐ た め に ズ を 洗っ て 清 源 に し て お か な けれ ば な ら な か っ た 
の で 、 シ ュ ミ ー ズ に は 替え が 必要 だ っ た 。1850 年 代 の 半 ぼ に は 、 シュ ミー ズ | 
けら れる 自 泰 刺繍 や レー ス の 舟 飾 り の 量 が ペチ ュー ト の スタ イル の 流行 に 合わ 
せ て 変化 し つづ け 、1850 年 代 来 に は 前 より は る か に 凝 っ た も の に な っ た 。 ヒッ 
プ ま で の 丈 で より 身体 っ た り し た シュ ミー ズ も 1850 年 代 中 頃 に 登場 し た が 、 
普及 は し な か っ た よう で ある Ooan Sever p. 9 を 要約 ) 。 


シュ ミ 
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⑫) クリ ノリ ン 、 フ ー プ スカ ー ト 

1850 年 代 に 女性 の ドレ ス に も た ら さ れ た 最大 の 革新 は 、「 ク リノ リン 
(crinolime) 」 す な わ ち フー プ [ 天 り 輸 ] スカ ー ト で あっ た 。 と ころ が 、 バ リ の | 
女性 た ち は 少な く と も 1853 年 か ら は 硬 さ の ある ペチ コー ト を 着用 し 、 そ れ よ り 
前 の フラ ンス の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト に も 、 そ うし た ハリ の ある ニチ ュー ト で 
支え る 必要 の ある 上 ぶっ くら と し た スタ イル の スカ ー ト が 見 られ る と いう の 
アメ リカ の 女性 雑誌 に は 「 こ れ か ら は フー プス カー ト を 着用 し まし ょ う 」 と いう 
宣言 が 見 当たら な い の で ある 。 パリ の 流行 を ほぼ タイ ムラ グ な し に 追っ て いた 
アメ リカ の 女性 た ち は 、 間 違い な く 早 い 時 期 か ら ク リノ リン を 着用 し て いた は 
ず だ が 、 そ うし た ペチ コー ト は あま り に も 極端 だ と みな され た た め 、 広 く 一 般 に 
受け 入れ られ る まで に は 較 間 が か か っ た 。 1850 年 頃 か ら 胡 薬 を 福 ん で 作っ た 宜 
が 一 部 の ドレ ス と ペチ ュ コート の 両方 の 裾 に 縫い 込ま れる よう に な り 、 同 じ 頃 か 
ら 、 厚 くさ キル ティ ング し た り 、 し っ か り し た 経 を い 込ん だ り し て 補強 し た アン 
ダー ペチ ュー ト が 、 ス カー ト の 膨らみ を 出す た め に 用 いら れ た 。 それ ほど 一 般 和 的 
け 入 れ ら れる よう に な る た め に は 、 フ ー プ は 1855 年 の 時 点 で 最低 で も 2 征 
以上 は 着用 され て いた に 違い な い 、 と 考え る の が 妥当 で あろ う 。 こ の 製品 は 、 非 
常に 丈 が 短く で 胴 の 全 周 に 広がる フー プ を ウエ スト に 回 定 し て 、 パ スク ・ ウ エス 
ト の 身頃 の フラ ウン ス と スカ ー ト の トッ プ 部 分 を 支え 、 キ ャ ンプ リッ ク 製 で 月 
ら み の ある スカ ー ト の 下 の 方 の 部 分 に は 鋼鉄 製 の ば ね が 使わ れ 、 取 り 外 し が で 
きる 構造 に な っ て いる 。 1850 年 代 の フー プ が 生み 出し た 形 一 すなわち 身体 の 周 
囲 に 均等 に 膨らみ が 出る 形 一 は 、 婦 人 服 の 販売 に お いて 、 た し か に 重要 な 意味 を 
持っ て いた (doam Svem。 pp.97-98 を 約 ) 。 


フー プス カー ト が 写っ て いる 12 枚 の 写真 を 紹介 ・ 考 察する 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 44 (本 書 , p.112) (1850-53) は 、 始 刀 7seppurg の 所 蔵 品 で あ 
る 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 湊 の よう に 解説 し て いる 。 


写真 の 服 の 身頃 前 面 に 見 える 膨らみ は 、 プ レス し て いな い 長 い プ リー ツ に よっ て 生 
人 出さ れ て いる 。 プリ ー ツ の 上 の 端 は 単に ネッ クラ イン (mecklime) の 一 番 上 に 収め ら 
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れ 、 そ こ か ら 長 く て 平ら な 前 身頃 を だ ん だ ん 内 側 に 向かう よう に プリ ー ツ が 走っ て い 
る 。 ス カー ト は ギャ ザー で と て も た っ ぷり と し た 膨らみ が 出さ れ 、 ペ チュ ー ト 
(petticoat) だ け で 支え られ て いる 。 フ ー プ (toop) は 1853 年 頃 まで 琴 場 し な いか 
ら で あ る (Ooam Sever p. 122 よ り 引 用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 45 (1850-53) (本書, p.101) は 、77c 7nermriorig/ ん Zip の 
PAologrgp/py Geoyge fx な 7 が on ガ fole 6207.20) の 所 蔽 品 で る 。 


スカ ー ト の シャ ー リ ング の 状態 が 、 次 の よう に 描か れ て いる 。 


写真 の スカ ー ト の 一 番 上 に は 、3 連 の シャ ー リ ング (shmring) が 見 えて いる 。 張り 
骨 入 り の 前 身頃 の ウエ スト ライ ン は 低い 位置 で 下向き の 曲線 を 描い て お り 、 
わせ て スカ ー ト の シャ ー リ ング も 昌 線 状 に 配置 され て いる 。 ほ と ん どの スカ ー ト は 、 
上 半身 と の 取り 付け 部 分 の シャ ー リ ング の 上 に 身頃 が か ぶさ っ て 隠れ る よう に 作ら 
れ た が 写真 の シャ ー リ ング は 並 は ずれ て 位置 が 低い Joan Severu p 125 よ り 引 
用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 56 (1852 (本 書 .P.115) は 、7eCo7o7zigSge7y の 777 の 
所 蔵 品 で ある 。「 ス カー ト は カー トリ ッ ジ ブリ ー ツ を 取っ て ウエ スト に 紀 い 付け られ て い 
る 。 スカ ー ト の た っ ぷり し た 膨らみ を 見 れ ば 、 下 に 必需 品 の ペチ ュー ト を は いて 支え て い 
る こと が 明らか で ある 。 」 (Joan Severa pp.138) と ベ チ コー ト の 役割 が 強調 され で いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 58 (1852) (本 昔 。p. 102) は 、7Xeioe koricg/ Socdedy 7 Zoooroy| 
577 氏 3/ 29077/ の 所 蔵 品 で ある 。 


「 カ ー ト リッ ジ プ リ ー ツ を と っ た スカ ー ト は 、 ハ リ の ある ペチ ュー ト に 全面 的 に 支え ら 
れ て この 上 な く 膨 らん で 見 える 。」 (JoanSewera,p.141) と や は り 、 ペ チュ コー ト の 役割 が 
強調 され て いる 。 


ダダ ゲ レ オ タイ プ の 写真 60 (1850-32) (本書, p.102) は 、7e Cr/eso 47kset (MK 
7 の の 所 茂 品 で ある 。 
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写真 の 衣服 は 、 日 常 着 で 、 ホー ム メ イド で ある と セ ヴ ラ 女史 は 述べ て 、 ウ エス ト 状 態 を 
次 の よう に 書い て いる 。 


ウエ スト の 扱い は 、 わ ず か に ゆとり を も た せ た 身 頃 と か ふっ くら し た スカ ー ト の 季 ら 
か い 舞 に まぎれ て し まっ て ほとん ど わか ら な い が 、 お そら く 鎮 状 の 細い ペル ト を 、 自 
然 な ウエ スト 位置 に きつ く 締め て いる よう に 思え る (Joan Severe p. 143 よ り 引 用 ) 。 


ご く 平凡 な 庶民 乳 で ある 。 


ダダ ゲ レ オ タイ ブ の 和 写真 65 (1854-56) (本 書 、p. 104) は 、 連 ge gc7ofz 770rary(7905. 7622 
の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


若い ウェ イク マン 夫人 は 、 吐い 色 の ウー ル の ドレ ス を 着 て いる 。 彼女 が 選ん だ 机 の 
形 は 1850 年 代 半 ば 頃 に 見 られ た 風変わり な スタ イル の ひと つ で 、 身 頃 は と て も 短い バ 
スク で ある 。 胴体 部 分 の 形 は 、 最新 式 の 短め で より 曲線 的 な コル セッ ト に 合わ せ て 作 
られ で いる 。 この コル セッ ト は ウエ スト の 下 で 身体 を 解放 し 、 胸 の と ころ は より 広く 
開い て いた 。 バス ク は 、 下 の 支え の お か げ で 、 ス カー ト の 上 に 見 栄え よく 乗っ て いる 

(Joan Scye p.150 よ り 引 用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 76 (IS56-S8) (本 書 . p.107) は 、7je SMqe 7oric/ Soqepy 
Jscoxs (用 所 7037 35775 ) の 所 蔵 品 で ある 。 


「 ド レス は ツー ビー ス で 、 上 は プレ ー ン な 裾 布 が 付い た バス ク で ある 。 バス ク の 人 身頃 は 
ウエ スト の 中 央 で 左右 に 分 か れ 、 そ の 下 に ギャ ザー スカ ー ト が 見 える 」(Joan Scvcrs。 p. 163) 
と セ ヴ ク 女史 は 解説 し て いる 。 


アン プロ タイ プ の 写真 88 ( ca. 1859) (本 書 , p.124) は 、 Jsep Cougn の 所 蔵 品 で あ 
る 。「 ド レス は 、 1853 年 まで に イリ ノイ 州 で 完全 に 取り 入れ られ て いた が 、 確か に 大 き な 
フー プス カー ト と ペチ コー ト の 上 に 閉 用 され で いる 」 (Jo Seven.p.176 より 引用 ) と 
モ ヴ ラ 女 史 は 解説 し て いる 。 
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写真 89 (Ca. 1859) (本書, p.109) は 、7eCzcws 2rAZse (3-3) の 所 基 品 で 
ある 。 


「 ド レス の スカ ー ト は 、 以 前 の よう な カー トリ ッ ジ プリ ー ツ で は な く 平 た い ナ イフ ブリ 
ー ツ (knife pleats) を 入れ て ウエ スト ライ ン に 付け られ て いろ の で 、 彼女 は スカ ー ト を 
裏返し 、 ク リー ニン グ し て 、 新しい スタ イル で 作り 直し た の か も し れ な い 」 (Ooan Sever 
p.178 よ り 引用 ) と セ ヴ ラ 女史 は 解説 し て いる 。 


カル ト ・ ド ッ ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 90 (ca. 1859) (本 書 ,p.110) は 、7he.Sie/ が oricg/ 
Acewgn coksf 「 朋 太 / 437 20765) の 所 蔵 品 で わる 。 


カル ト ・ ド ッ ・ ヴ ィ ジ ッ ト に つい て は 、 解説 に お いて 詳 述 し た 。「 こ れ が リフ ォ ー ム さ 
れ た ドレ ス だ と いう 証 捉 は 他 に も ある 。 最新 流行 の スカ ー ト は ナイ フ プ リー ツ で 取り 付け 
られ て いる の に 、 こ の スカ ー ト は カー トリ ッ ジ プリ ー ツ の まま で ある 」 Ooan Severp.179 
より 引用 ) 。 


3. アク セ サ リ ー 


音 も と の リボ ン は 1850 年 代 に 入っ て も 人 気 を 保ち 、 結 び 是 に ブロ ー チ を つけ 
る 場合 も われ ば つけ な い 場 合 も わっ た 。 この 頃 に は 人 気 ア イ テ ム へ の 道 を 順調 
に 歩ん た で いた シュ ミゼット (chemisctte) は 、1850 年 4 月 号 の 『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 
で 取り 上 げ ら れ 、 と て も か わい い 帰 人 用 品 は 『 シ ュ ミ ゼット 』「『 ス ペン サー 
(spencer) 』『 ア ンダ ー ハ ンカ チー フ 』 な どい ろ い ろ な 名 前 で 呼ば t て いま す 。 こ れ が 
今 ほ ピ さ か ん に 着用 され た こと は か つて 一 度 も あり ませ ん で し た 」 と 書か れ て いる 
(Accessible Archivey) 。 シュミ ゼット は 、 補 が な く 、 飾 的 な フロ ント と 上 質 の 自 
い コ ッ ト ン 製 の プレ ー ン な 硝 都 だ け で 構成 され た と ころ に 容 が 付い て いる 。 元 
は ウエ スト まで で 、 ド レス の 下 で ウエ スト 部 分 の 弓 を 結ん で 着用 し た 。 この 酒 
落 た 品 の お か げ で 、1850 年 代 に は 身頃 の フロ ント 部 分 の カッ ト が 深く 、 多 様 な 
スタ イル に な り 、 下 に 着用 し た シュ ミゼット は まる で 白い シャ ツ プ ラウ ス の よ 
うに 見 えた 。 シュ ミゼット に は 、 あ ら ゆ る スタ イル の 拾 が 付け られ た 。 

1850 年 代 に は 、 ナ ンダ ー ス リー プ の 使用 が し だ い に 増 えて いっ た 。 これ は 、 
殖 が 短め で 袖口 が 広がっ た オー プン スリ ー プ の ドレ ス が 流行 し で ある 。 
1850 年 12 月 号 の 『 ピ ー タ ー ソ ンズ 』 は 、「 モ ミ フ ォ ー マ ル の ドレ ス (dcmirtoilctic) 
、 補 日 が 広く 開い た レー ス の ナン ダー ス らし ま 
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す 」 と 勧め て いる 。 デ テン ダー スリ ー プ は 、 他 の どの 年 代 より も 1850 年 代 と の 結 
び つ き が 強い 。 多 く の 場 合 手 首部 分 に カフ ス を 着け て 閉じ られ た アン ダー スリ 
ー プ は 、 非 常に 大 きく て 膨らん だ 形 に な り 、 時 に は 念入り に 刺 繍 や カッ ト ア ウト 
[ある 部 分 を くり 抜い て 、 デ ザイ ン 上 の アク セン ト に し た も の ] で 飾ら れる か 、 
ある い は 白系 刺繍 や レー ス の フリ ル で 縁取 りさ れる な ど し て いた 。 

アン ダー スリ ー プ に は 、 前 腕 部 に 何 ヶ所 か ギャ ザー を 寄せ て 、 パ フ が 連なる よ 
うに し た も の も あっ た 。 


19 世紀 中 頃 に は 、 女 性 が 自分 の 長い 髪 を 使っ て 男 友達 や 夫 に 壊 中 時 計 の 紐 を 
作っ て あげ た り 、 自 分 ある い は 友人 の 居 を 業者 に 送っ て 思い を 込め た 装身具 を 
作っ て も ら っ た りす る こと が 流行 し た 。 『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 の 1856 年 7 月 号 に 載 
っ た 次 の 記事 を 見 る と 、1850 年 代 に 利用 で きた ヘア ジュ エリ ー の 多彩 さや 、 そ 
れ ぞ れ の 価格 が わか る 


朋 飾 り 一 一髪 の 毛 で プレ スレ ッ ト 、 ピ ン 、 (…) ネッ クレ ス 、 イ ヤリ ング を 作っ て ほし い 
女性 に 、 本 誌 の ファ ッ シ ョ ン 編 集 者 が 便 租 を は か っ て 差し 上 げ る こと が で きま す 。 


女性 が 散歩 や 乗馬 を する 時 に 一 番 必 要 な アク セ サ リ ー は パラ ン ソル (parasol) だ 
っ た 。1850 年 代 初め の バラ ソル は 、 サ イズ が 小さ く 、 独 特 の 形 を し て いた 。 


以下 に お いて 、 ア クセ サリ ー を 付け た 写真 9 枚 を 紹介 ・ 考 察する 。 
アン プロ タイ ブ の 写真 42 (1850-52) 本書, p.120) は 、7 カ eesdonAceron 77 
の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の 上 うに 解説 し て いる 。 


前 身頃 は 比較 的 小さ め の V 字 形 に 裁断 され て (ある い は 折り 返さ れ て ) お り 、 そ こ 
か ら 中 の シュ ミゼット (<hemisete) が の ぞい て いる 。 シ ュ ミ ゼット の 音 も と は 、 1850 
年 代 初め に 登場 し た ば か り の 横 に 長い 析 円 形 の 大 き な プ ロー チ で 了 留め られ て いる 。 時 
計 は 、 乾 側 か ら 下 が っ て いる 幅広 の 黒い リボ ン に 吊る され て いる よう に 見 える (Ooan 
Severs p.118 よ り 引用 ) 。 
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ダダ ゲ ダレ オタ イブ の 写真 45 (1850-53) (本 書 , p.101) は 、7e 7nzeyzg77o7g 4kseug の 7 
/9orogappy eorge Pesfmag /ogse 69 207.29) の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 り よ うに 解説 し て いる 。 


透け る ほど 藻 い 白 の シル ク の リポ ン が 手首 に 畠 結 びさ れ 、 よ く 似 合う プロ ー チ で 了 劉 
め ら れ て いる 。 上 質 な 自 糸 刺 を ほど こし た 失 は 、 首 も と の 正方 形 の ブロ ー チ で 閉じ 
られ て いる 。 や や 料 め に か けた 時 計 用 の 組 に は 小さ な スラ イド [留め 具 ] が あり 、 そ 
の 先 に 吊る され て いる は ず の 時 計 は スカ ー ト の ポケ ッ ト の 中 に 入っ て いて 見 る こと 
は で き な い (Joan Sevem、p.125 よ り 引 用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 60 (1850-52) (本書, p.103) は 、7e Cresorr 4cern 0/K 
7 の の 所 工 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


彼女 は と て も 小さ な 輪 の イヤ リン グ を つけ て お り 、1850 年 代 に 愛好 され た 大 き な 横 
長柄 円 形 の ブロ ー チ が 、 三 角形 を 並べ た よう な デザ イン の 小さ な 自 系 刺繍 の 失 に 留め 
られ て いる 。 暗い 色 の ヘア リボ ポン らし いも の が 、 後 明 部 の 須 か ら 垂れ 下がっ て いる 

(Joan Seyera p.143 よ り 引 用 ) 。 


ダダ ゲ レ オ タイ ブ の 写真 64 ( 1854-56) (本 書 . pn 100) は 、isoricNoyopron (69296 
の 所 蔵 品 で ある 。 


「 ク ララ は 、 黒 玉 か 瑞 其 で で きた ジュ エリ ー (jewely) の セッ ト 一 一 大 き な プ ブロ ー チ と 、 
中 央 に 大 き な 浮 き 彫 り メ ダル が つい た ペア の プレ スレ ッ ト 一 一 を 身 に つけ て いる (Joamn 
Sevem. p_ 148 より 引用 ) と と ヴ ラ 女 史 は 解説 し て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 73 (1856-58) (本書. p.105) は 、77 /zercoraz7 Afoer の 
ologgp/ Geoge 7 が kg7 770tee (68:973) の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 
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どちら の 少女 も 首 か ら 懐 中 時 計 の 細い 金 鎖 と を 下げ て お り 、 妹 の 鎖 に は ケー ス に 入っ 
た 金 の ペン シル が つい て いる ほか 、 スカ ー ト の 小 き な 時 計 用 ポケ ッ ト の 縁 か ら 「 ウ ォ 
ッ チ ・ フ ォ ブ 」 つ まり 懐中 時 計 の 鎖 に 付け る 小さ な 飾り が 下がっ て いる 。 妹 の 音 も と 
の 、2 本 の 鎖 が スラ イド 留め 具 で 1 本 に 合わ さっ て いる 部 分 に は 、 金 の 十字 架 が 留め 
られ て いる 。 姉 の 膝 の 上 に ある 長い 扇子 は 1835 年 頃 に 人 気 の あっ た タイ プ で 、 こ の 時 
代 に あっ て は 極端 に 旧式 で ある (omn Scvem, p. 159 よ り 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 74 (1856-58) (本書 . p.106) は 、7 ル e ygs Co Mcsewr の 
所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


手袋 も は め て お ら ず 、 ア ー ロ ン の 肩 に 乗せ て いる 手 の 手首 に は 黒い シル ク の リボ 
ン が 見 える 。 リボ ポン は 幅 が 約 2.5 イン チ [6.4 セン チ ] と 広く 、 両 手首 に 巻い 
て 蝶結び か パフ に する の が 当時 の 流行 で あっ た 。 時 に は 、 ペ ア の ブロ ー ナ で 結び 日 
を 比 め る こと も あっ た 。 手 に は 、 馬車 に 条 る 時 に 使う 明る い 色 の パラ ソル を 持っ て 
いる (onSevem。 p.160 より 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 76 (1856-58) (本書 .p.107) は 、7je ee worxco7 oiep 
seo 用 太 37 35275 ) の 所 蔵 品 で ある 。 


「 後 女 は イヤ リン グ も 時 計 も 身 に 着け て いな い 。 厳 車 な 県 一 色 を 妨げ る も の は 何 も な 
い 。 中 指 の ふた つの 指輪 は 、 結 婚 指輪 と 婚約 指輪 だ と 考え られ る 」 (Joan Sever pr 163 
より 引用 ) と セ ヴ ラ 女史 は 解説 し て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 8 ( ca. 1858) (本 草 ,p.123) は 、7cSie7ivorcgSoce 
Jixcor の 所 蔵 呈 で ある 。 


「 こ の 身元 不明 の モデ ル は 、 新 し い 毛 皮 と 彼女 の お 気に入り の ラッ プ と 手袋 の モット を 
身 に つけ て ポー ズ を と っ て いる 」 (Joan Sevem,p. 172 よ り 引 用 ) と モ ヴ ラ 女史 は 解説 し て 
いる 。 
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写真 89 (Ca. 1859) (本書 , p.109) は 、7e 77cus Mo77 Mse (%3 -9 の 所 蔵 品 
で ある 。 


「 特 大 の 時 計 は ボディ ス 前 面 で 上 品 な 金 の チェ ー ン で 吊る され で いて 、 彼 女 は 上 品 な レ 
ー ス の ハン カチ を 持っ て いる 。 彼女 は 耳 に 細長 い 金 の し ずく を つけ て いる 」 (JoanSewem 
p.178 よ り 引 用 ) と セ ヴ ラ 女史 は 解説 し て いる 。。 


カル ト ・ ド ゥ ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 90 (cg. 1859) ( 勘 p.110) は 、7 ヵ eSxgke7ksoricg/ 
Zen scoin 人 77 37 40769) の 所 歳 品 で ある 。 


「 挫 は “必需品” の プ ブローチ で 合わ せ 目 を 閉じ られ 、 細 長い 吊り 下げ 型 の イヤ リン グ が 
きち ん と し た 角 墨 の アク セン ト に な っ て いる 」 (JomScven。 p 179 よ り 引 用 ) と モ ヴ ツラ 
女史 は 解説 し て いる 。。 


4. 髪型 ・ 帽 子 


デイ キャ ッ プ は 1850 年 代 の 写真 に は めった に 見 られ な いた め 、 外 出 用 と し て 
は 流行 遅れ と 考え られ て いた に 培い な い 。 女性 誌 に は 、 家 の 中 で か ぶる の に 敵 
し た アイ テム と し て キャ ッ プ の 型紙 や 図 が 散 っ て お り 、 似 た スタ イル に 異な る 
飾り を つけ た キャ ッ プ は 、 病 人 や 高齢 女性 向け 、 家 庭 で の 朝食 や ディ ナー 用 の キ 
し て いる と 勧め られ て いる 。 少数 の 肖像 写真 に は 年 配 の 女性 が キャ 
つて 写っ て お り 、 が 顔 に 接近 し た 1849 年 代 の タイ プ の キャ ッ プ を 
まだ か ぶっ て いる 例 も 見 られ る 。 ふっ くら し た クラ ウン 【 頭 に か ぶる 部 分 ] が 
髪 を 包み 込み 、 短 い 垂れ 布 が 首 を 隠し た 。 ボン ネッ ト は 、 少 な く と も 街なか で 
は 、 信 然 と し て 唯一 の 「 適 切な 」 女 性 用 帽子 で あっ た 。1850 年 代 の ボン ネッ ト 
は 横幅 が 広く 、 丸 く 広 が っ た 形状 で 、1853 年 頃 ま で に は 話 が 顎 の 下 で 曲線 を 描 
いて 後方 一 向かい 、 頭 の ずっ と 後ろ の 方 に 行き つく 形 に な っ た 。 その 後 は 、 晴 の 
内 側 は 依然 と し て 府 工 り た て られ た も の の 、 形 は いく ら か お と な し く な っ 
た 。 片側 の ブロ ンド レー ス の 中 に 花 が 飾ら れ 、 反 対 側 に は ベル ペッ ト の リボ ン 
を 結ん だ 飾り が 付い て いた り 、 片 側 の 飾り は こめ か み の 位置 で 、 乾 側 は 下 の 燃 の 
あたり に 付い て いた りす る 。 と は いえ 、1854 年 の ファ ッ シ ョ ンプ レー ト で は 、 
ボン ネッ ト は 依然 と し て 後ろ に 傾け て か ぶる 形状 で あり 、 ク ラウ ン は 非常 に 浅 
く 、 顔 の まわ り を ブロ ンド レー ス の フリ ル で 縁取 る た め の 大 げ さ な 「 占 の フッ ク 

(chinhook) 」 が 付い て いた 。 1856 年 8 月 、『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 の ファ ッ シ ョ ン 
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編集 者 の 女性 は ポ ボンネット ファ ッ シ ョ ン へ の 嫌 剖 感 を あらわ に し て 、「 カ タツ ム 
リ が 般 か ら 出 な い の と 同じ くら い 克 固 に ボン ネッ ト を 脱 ご うと し な い 女 性 」 を 
目 に し た と 述 二 、 それ に 続け て 、 頭 を 本 に 関す る 軽率 な 姿勢 は 「 痛 々 し い 
作 面 けい れん 、 耳 痛 、 頭 痛 (…) 」 を 起こ す だ け だ と 書い て いる 。 図 で は 、 こ 
の 帽子 は クラ ウン が 浅く て 角 が 広く 、 の 全局 か ら 2 イ ンチ [5 セン チ ] の プロ 
ンド レー ス の フリ ル が 下がり 、 片 側 に 1 本 の 羽根 が 水平 に 取り 付け られ 、 幅 広 の 
リボ ン の 結び ひも が 付い て いる 。 2 年 後 、 こ の 種 の 帽子 が 話題 と た り 、 フ ァ ッ シ 
ョ ン 編 集 者 は 今度 は 論評 する に 値する と 考え た (oan Sever pp. 101-102 を 要約 ) 。 


髪型 と 帽子 を 9 枚 の 写真 か ら 紹介 ・ 考 察する 。 


アン プロ タイ ブ の 写真 42 (1850-52) (本書 , p.120) は 、7je Ceson Aksetgr 
7/) の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 被 写 体 の ステ イタ ス や 撮影 時 期 に つい て 、 服 装 と 髪型 の 特徴 に 着目 し 
て 、 次 の よう に 述べ て いる 。 


サウ スカ ロラ イナ 州 チ ャ ー ル スト ン の 比較 的 給 柱 な 一 家 が 、 最 新 の 流行 を 追っ た 
恒 用 の 服 を 着 て 、 家族 写真 に 納まっ て いる 。 撮影 時 期 推定 の 最大 の 決め 手 は 、 女 性 
の ドレ ス 、 特 に フレ テー に な っ た アン ダー スリ ー プ と 、 平 ら に 広がり 首 も と で 両端 
が 合わ さっ て いな い 大 き な 符 で ある 。 耳 の あたり で ルー プ 状 に 結っ た 胡 が 極端 に 横 
が っ て いる の も 、1850 年 代 初め で ある こと を 示す も う ひ と つの 確か な 手 掛か り 
で ある (Joan Severap 118 よ り 引 用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 60 (1852-55) ( 莉 ,p.103) は 、7e ysxon 4oedor 7 
76 の 所 蔵 品 で ある 。 


すでに 、 袖 の 項目 で 言及 し た よう に 、 こ の 写真 で は 、 護 民 の 若い 女性 (学生 らし い ) 
が 作り と 思わ れる 日 常 着 を 着用 し て いる 。「 暗 い 色 の へ アリ ボン らし いも の が 、 後 
頭 部 の 朋 か ら 垂 れ 下 が っ て いる 」 (Joan Sevem, p. 143 より 引用 ) と セ ヴ ラ 女史 は 解説 し 
て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 65 (18S4-56) (本書,p.104) は 、7c Azwcro7/ め ry 
9037622/ の 所 蔵 品 で ある 。 
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すでに 、 袖 の 項目 で 言及 し た よう に 、 こ の 写真 は 上 崎 礼 写真 の よう で ある 。 「 上 は 特に 
若 々 し い 髪 型 に 結 わ れ て いて 、 左 右 に 分 けた 髪 が な め ら か に 耳 の 上 を 姜 い 、 耳 の 後ろ の 
低い 位置 か ら 長い 巻き 毛 を 何 本 も 垂らし 、 さ ら に 長い 三 つ 編 み が 頭 頂部 を 囲む よう に ア 
レン ジ さ れ て いろ 」 (Joan Sevemp.1S0 より 引用 ) と セ ヴ ラ 女史 は 解説 し て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 66 (1855-37) (本 書 .。p.105) は 、7Xe Se 77io/icg/ Secfety 
Jseoxs 77 /437 35633) の 所 蔵 品 で ある 。 


すでに 、 袖 の 項目 で 言及 し た よう に 、 セ ヴ ラ 女史 は 、 愛 型 か ら 、 こ の 写真 の 撮影 年 代 を 
推定 し て いる 。 「 彼 女 の 民 は 上 顔 か ら 後 ろ の 方 へ 流し て 長く 柔らか い 丸み を つけ て あり 、1860 
年 代 の スタ イル に 近い 。 この スタ イル を さら に ソフ ト に し て いる の が 、 耳 の 前 に 垂らし た 
と て も 短い 巻き 毛 で ある 。」 [loan Severa. p.151 よ り 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 73 (1856-53) (本 蒼 , p.105) は 、7e 7gzer7g7o0g7 衣 Aseug 
の 7 地 orograpDk eorge PasCgz7 ouse (6: の 9:9) の 所 蔵 品 で ある 。 


セツ ヅラ 女史 は 、 髪 型 が 写真 の 撮影 年 代 の 推定 に 役立つ こと に つい て 、 言 及 し た うえ で 、 
髪型 の 進化 を 指摘 し て いる 。 


この 写真 の 年 代 推 定 に 最も 役立っ た の は 、 1850 年 代 後半 の 髪型 で ある 。 実際 、 績 の 
髪型 一 ゆっ た り と 垂らし た 横 髪 を 顔 の まわ り で いく ら か カー ル さ せ て 整え た スタ イ 
ルー に は 、 以 前 の 横 に 張り 出し た 細 の よう な 髪型 か ら の 進化 が 見 て 取れ る (Joan 
Seyera, p.159 よ り 引 用 ) 。 


ダダ ゲ ダレ オタ イブ の 写真 76 (1856-58) (本 書 p.107) は 、c Scae /sforycg/ Soc7egr 
の 失 scoos7p (7 /437 3577 / の 所 蔵 品 で ある 。 


撮影 年 代 の 推定 に 利用 し た 主 な 手掛かり は 、 頭 を 飾る 三 つ 編 み を お だ ん ご や 結び 髪 に せ 
ず 、 頭 に 巻き つけ る よう に し て いる 点 で ある 。 の 写真 を 朝 っ た 時 、 ま だ 若い メデ リ 
ー は 、 最初 の 大 で あろ リ ジャ ー ウ ッ ド 氏 の 宙 に 服 し て いた の で あろ う (JomSeven,p.163 
より 引用 ) 。 
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ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 77 (1856-39) (本書, p.108) は 、Jforcewer KsIOricg/ Ce 
7932.788 72) の 所 蔵 品 で ある 。 袖 の 項目 で 言及 し た よう に 、 ポス トン の ティ モ シ ー・ ビ 
ゲロ ー 氏 の 奏 (Mrs Timothy Biggclowy) が 、 娘 (赤ん坊 ) の 死後 に 撮影 し た 記録 写真 で あ 
る 。「 ビ ゲロ ー 夫 人 の 髪 は 、 1850 年 代 後半 に 一 般 的 だ っ た 横 愛 の ウィ ング が 耳 の 下 まで 牧 
う 髪型 の 、 保 守 的 な パー ジョ ン に 整え られ て いる 。」 [Joan Sevem, p.164) 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 86 (ca 858) (本 書 , p.124) は 、/Z4oyicg/ Ar40gyjp(O 
( 59.39) の 所 誠 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


彼女 は 滑ら か に 表 え られ た 黒髪 の 上 に 、 し ゃ れ た ボン ネッ ト を 着用 し て いる 。 ボ 
ン ネ ッ ト は 頭 の か な り 後 の 方 に か ぶら れ て いる の で 、 鐘 の 内 側 の チュ ー ル の フリ 
ル に よっ て ポン ネッ ト 自 体 の 輸 都 が 隠さ れ て し まっ て いる 。 短 い パ ボ レ (bavolet) 
の 緑 の 硬め の レー ス だ けが 見 えて いる 。 ま た 、 自 い リ ボン が クラ ウン の 上 側 に 垂れ 
て いる 。 同じ タイ プ の シル ク の リボ ポン が 、 ポ ボンネット の 結び 紙 と し て 付け られ て お 
り 、 ち ょ うど の 下 で ぱり っ と し た 水平 の 媒 結 び で 結ば れ て いる (Joan Sevem 
pF_174 よ り 引 用 ) 。 


お し ゃ れ な ボン キッ ト の 様相 が と て も よく 表現 され て いる 。 


アン プロ タイ ブ プ の 写真 88 ( ca. 1859) (本 若 .p.124) は 、 Jose Cowgs の 所 蔵 品 で 
ある 。 


セ ヴ ラ 女 中 は 「 イ リノ イ 州 の 無名 の 家族 が 写っ た この 写真 は 、1850 年 代 未 の 座 民 の 最 
も 一般 的 な 服 の タイ プ を 見 せ て くれ る 。」 と 述べ 、 髪 型 に つい て は 「 彼 女 の 髪 は 、1850 
年 代 未 に 一 般 的 だ っ た 横幅 の 広い スタ イル を いく ぶん 小さ く 押え た パー ジョ ン に 結 わ れ 
て お り 、 耳 の ほとん ど が 散 わ れ て いる が 、 三 つ 編 み を 頭 の 上 に 飾る の で は な く 、 髪 を 丸 
く 巻 いて 頭 の 後ろ の で お だ ん ご に し て いる 。」 (Joan Scvem。 p. 176) と 解説 し て いる 。 


写真 89 (Ca. 1859) (本 書 p.109) は 、7 ヵ ec or2Mse (3-37 の 所 蔵 品 で あ 


る 。 
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「 リ ング リン グ 夫 人 の 上 髪型 は お そら く 、 ネ ッ ト に よっ て まとめ られ て いる 。」 OOomn 
Seven。 p_178 よ り 引 用 ) 。 


カル ト ・ ド ッ ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 90 (1859) 本草 p.110) は 、7c 37fe oricg/ 
Me Mxcons 「 前 / 20766) の 所 蔵 品 で ある 。 


「 髪 型 も 、 や は り ど こ か 過渡 期 を 思わ せる スタ イル で ある 。 長 い 愛 を ね じ っ て 頭 の 上 
に 巻き 、 耳 を 髪 で 隠す 1850 年 代 後半 の スタ イル だ が 、1860 年 以降 の 髪型 の よう に 首 ま で 
低く 垂れ 下がっ て は いな い 」 (Ooan Scvera, p. 179 よ り 引 用 ) と モ ヴ ラ 女 史 は 解説 し て い 
る 。 


次 に 、 帽子 が 写っ て いる 写真 1 枚 を 紹介 ・ 考 察する 。 
ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 74 (1856-58) (本書 p.106) は 、77e ん gs Co が Acer47) 
所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


年 代 を 推定 する に は 、 ド ー シ ャ の パメラ ・ ハ ッ ト (pamelahat) を 決め 手 に する の が 一 
番 で ある 。 この 形 の 帽子 は 、1856 年 の 春 に 『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 で 「 新 し い ボ ン ネ ッ ト の ス 
タイ ル 」 と し て 詳し く 紹介 され て いる 。 と ころ が 、 も っ と 後 の 『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 の 記事 
を 見 る と 、1858 年 に は 、 リ ゾー ト 地 や 子ども た ち を 除け ば この スタ イル の 帽子 を か ぶる 
の は ぶさ きわ し く な いと され て いた こと が わか る 」 (Joan Sevem p.160 よ り 引 用 ) と 述べ 
て いる 。 


そし て 、 こ の 帽子 の 特徴 に つい て 、 次 の 上 うな 面白 い 解説 を 行っ て いる 。 


写真 の は リゾ ー ト 地 で この 帽子 を か ぶっ て いた の か 、 そ れ と も カリ フォ ル 
ニア で は この 帽子 が も っ と 広く 受け 入れ られ て いた の か を 考え る の も 面白 い 。 帽子 は 
暗色 の 才 薬 製 で 、 鐘 の 緑 が ダ チョ ウ の 毛 で 飾ら れ て いる 。 功 の 下 に 取り 付け られ た 格 
子 縮 の り リ ボン を 顎 の 下 で 結び 、 片側 に リボ ン の 輸 を 、 も う 片 側 に 縁 飾り の つい た 端 を 
出し て 、 帽子 を 固定 し て いる 。 並 は ずれ て 幅 の 広い 白系 刺繍 の 鶴 も 、 1850 年 代 後半 で 
ある こと を 示す 特徴 で ある [Joan Sevem。 p. 160 よ り 引 用 ) 。 
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葛 相 導 1850 年 代 第 ? 章 庶民 女性 の 服装 


デイ キャ ッ プ は 50 年 代 の 写真 で は そう めった に 見 られ な い 。 少 な く と も スト リー トウ 
エア の ファ ッ シ ョ ン で は な い . ディ ナー キャ ッ プ は 朝食 か ホー ムウ ェ ア に 好ま し い 。 老女 
が キャ ッ プ を か ぶっ た わずか の ポー トレ ー ト に は 、1840 年 代 の 型 が も う 廃 れ た も の も あ 
る 。 克 が 長く 幅広 の 垂れ ひだ は 、 し ば し ば フリ ル の 付い た ヴァ レン シ エ ン ヌ ・ レ ー ス で 侯 
られ た 。 上 質 の ロー ン で で きた キャ ッ プ や 垂れ ひだ は 、 いつ も ホワ イト ワー ク で 美しく 刺 
纏 さ れ て いた 。 ふ っ くら し た キャ ッ プ の 頭 施 分 は 頻 を 中 で まとめ られ た 。 

1856 年 奏 、*Pamel" と 呼ば れる 妃 く て ほとん ど 平 ら な 友 わ ら 帽子 は 、“ ボ ン ネッ ト の 
新しい スタ イル “と 言わ れ た が 、 そ れ に 伴う 解説 は アメ リカ の 写真 で は 見 つけ る こと が で 
き な か っ た 。 


S. は きも の 


1850 年 代 の ほとん どの 鞭 は 、 低 く て 蘭 い か か と が 特徴 だ っ た 。1853 年 に ゲイ 
ター に 1 イン チ [2.5 セン チ ] の ヒー ル を 付け る 試み が お こ な わ れ た が 、『 ゴ ー 
ディ ー ズ 』 3 月 号 の メリ フィ ー ル ド 夫 人 の コラ ム 「 芸 術 と し て の ドレ ス 」 で 酷 
され た 。 まっ た く 、 何 と 言え ば いい の で し ょ う ? か つて 人 気 の あ っ た ハイ ヒー ル が 、 
再び 六 行 し よう と し て いる な ん て 。 こ の 有害 な 風 習 が 広 ま ら な いこ と が (…) 望ま れ ます 。」 
明らか に 1 イン チ の ハイ ヒー ル は この 時 期 より も 前 に 登場 し て いた の で 、 ヒ ー 
ル の 高 さ は 写真 の 年 代 を 推定 する の に 適し た 手掛かり で は な い 。 1855 年 に な る 
と ゲイ ター に も 寺 に も 小さ な ヒー ル が 付い て お り 、 な か に は 幅 の 広い ヒー ル や 
わずか に 底 が 細め の も の も あっ た 。 この 時 代 の 女性 の 寺 は 、 極 詞 に まっ すぐ で 幅 
が 狭く て つま 先 が 四 角 い 靴 型 を 使っ て 作ら れ て いた OUoanSever p. 103 を 要約 ) 。 
6 ラッ プ 

1850 年 代 の ファ ッ シ ョ ン 記 事 で 、 他 の どん な アイ テム より も 多く の 紙面 を 費 
や し て 設 明 きれ た の は 、 人 人気 を 集め た 数 々 の 種類 の 外 衣 だ っ た 。 1850 年 代 初め の 
外 衣 に 関す る と て も 長い 論議 を 読む を と 、 シ ョ ー ル は イン ド 、 フ ラン ス 、 イ ング ラ 
ンド 、 ス コッ トラ ンド 、 そ の 他 多 く の 国 々 か ら 輸入 され 、 お ぴた だ し い 種 類 の も 
の が 入手 可能 で あっ た こと が わか る 。 も う 少 し 後に 『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 に 載っ た 

「 ド レス に 関す る 良い 質問 」 と いう 記事 に は 、 あ る ファ ッ シ ョ ン の 提案 ボ 書か れ 
て いる 。 「 女 性 が ショ ー ル を 見 せ ぴ びら か す よ うに 身 に つけ る と し て 、 相 当 な な で 肩 の 人 
で な けれ ば それ は 許さ れ な いと いう の で あれ ば 、 私 た ち は シ ョ ー ル を 絶え ず 肩 か ら 下 ろ し 
た り 肩 に 掛け た りす る こと を お 勧め する べき で し ょ う 。 そう すれ ば 、 か わい らし い 動き が 
生ま れ ま す 。 あ る い は 、 シ ョ ー ル を 片方 の 肩 に 掛け 、 も う 片方 は 肩 の 下 に まわ すこ と や 、 
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な に か し ら 変 則 的 に は お っ て 、 画 一 的 に な ら な いよ う ト 
月 ) 。 

極 尊 の ウー ル 地 や パレ ー ジ ュ 織 を は じ め と する 透け る ほど 攻 い ショ ー ル は 
夏 用 で 、 レ ー ス 製 や 、 色 琴 め の シル ク の 斉 が つい た 他 薄 の モス リン 製 の マン ティ 
ラ と 人 気 を 争っ て いた 。 ハー フロ ング で ゆとり の ある 外 衣 は 、 フ ー プ スカ ー ト の 
形 に 合わ せ て 、 大 き な 膨 ら み を 持っ て いた 。 さ ま ざ ま な 外 衣 の スタ イル に は 、 
1840 年 代 と 同じ くら ちい エ キン チッ ク な 名 前 が 、 同 じ し く らい いい か げん に 付け ら 
れ て いた (Jo Sevem, p.160 を 要約 ) 。 


に する こと も で きま す 」 (1852 年 11 


以下 に お いて 、 シ ョ ー ル が 写っ た 写真 3 枚 を 紹介 ・ 考 察する 。 

ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 66 1855-57) (本 井 . p.105) は 、7Xc swe szoricg/ Sozep 7 
jfeom 7 な 人 AX37 35633) の 所 蔵 品 で ある 。 写真 の 撮影 年 代 に つい て は 、 袖 の 項 
目 で 言 肥 し た - 「 暗 色 の シル ク 製 で フリ ンジ の つい た ショ ー ル を 乾 方 の 腕 に 掛け て いる 。」 

(Ooan Sevem。 pr151) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 73 (1856-53) (本 昔 . pn.105) は 、7e ieyzgfio7g/ 444se の が 
PMoiogygp/py George Es oese (68:93) の 所 蔵 品 で ある 。 


この 宇 真 の 服装 の 特徴 に つい て は 、 袖 の 項目 で 言及 し た 。 「 大 人 向け の 黒い シル ク の 
ショ ー ル が 上 腕 よ ドレス の 前 の 一 部 を 覆っ て お り 、 こ の 写真 の た め に 身 に 着け た と いう 
印象 を 与え る 」 (Joan Severa, p.159) と セ ヴ ラ 女史 は 解説 し て い : 


写真 71 (1856-58) (本 書 , p.106) は 、7XcAizgs Co の Afsserr の 所 蔵 品 で ある 。 
セ ヴ ク 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


彼女 は フリ ンジ の つい た シル ク の ショ ー ル を 対角線 で 折り た た み 、 上 下 の 縁 の フ 
リン ジ が 重なっ て 見 える よう に し て 着用 し て いる 。 シ ョ ー ル は 肩 より 少し 下 に 巻 か 
れ 、 ウ エス ト の 前 中 心 に 形 よ く 引 き 寄せ られ て いる 。 も し か する と 前 中 心 で ピン 生 
め さ れ で いる の か も し れず 、 フ リン ジ が スカ ー ト の 上 に 美しく 広がっ て いる (Joan 
Sever p.160 より 引用 ) 。 
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第 3 章 庶民 男性 の 服装 


1. 外 表 
1840 年 代 の 細い 宙 と ズボン は 、1850 年 代 に な っ て も よく 着 ら れ て いた 。 1850 
年 代 後半 、 深 行 遅れ っ つた スタ イル の 服 が 仕事 着 に 格下 げ さ れず # と が 、 


写真 か ら 見 て と れる 。 男性 は 、 時 に は 平気 で 「 普 自 の まま の 」 格好 で カメ ラ の 前 
に 座っ た よう に 見 える 一 つま り 、 職 場 か ら そ の まま スタ ジオ に や っ て 来 た よ う 
な 格好 を し て いて 、 女 性 と 比べ て わり あい 着 慣 れ て し わが 客 っ た 、 い くら か 古く 
見 える 服 を 着 て いる こと が よく ある の で ある 。 特 に 宙 は より 幅 が 広く な り 、 ア ー 
ム ホ ー ル が 1840 年 代 よ り 高 い 位置 に あっ た 。 

ベス ト は 1850 年 代 に は ダブ ル の 打ち 合わ せ が 主流 傾向 が 見 られ 、 ノ ッ 
チ ド カ ラー [刻み 失 ] が 付く こと が 多かっ た が 、 写 真 に に ショ ュー ルカ ラー (shawi 
collar) の も の も 写っ て いる 。 手 の 込ん だ 模様 蔵 り の シル ク は 正装 用 の ベス ト に 
用 いら れ 、 そ の な か に は 燃え る よう な 色 の も の も あっ た が 、 量 間 用 ベス ト は 黒 の 
ウー ル 地 で 、 コ ー ト と お 揃い で あっ た 。 夏 に は 白 また は 淡 褐 色 の コッ トン 
スト が 着用 され 、 一 部 は 涼し さ を 考 慮 し て 打ち 合わ せ が シ ング ル だ っ 』 
ッ ク 柄 の ベス ト は 1850 年 代 終わ り 頃 の 特徴 的 な 唱 で 、 チ ェ ッ ク 柄 の ズ : 
仙 に 着用 きれ た が 、 ペ スト と ズボン の チェ ッ ク 柄 の サイ ズ は 同じ で は な か っ た 。 
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写真 54 ダダ レオ ォ タ イブ 写真 1 カルト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 


1852 年 7 月 11 日 【 欠 刺 判 写真 ] 1857-60 年 
提 供 : 74vork Nordigwroe 提供 : 7AeCorwig Rerke/ckty 
の 9079wg7984 必 2 。pB6 2540) , 69 


1850 年 代 初め の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト に は まだ 細い スタ イル の ズ | 
、 当 時 の 奥 型 的 な ズボン は 、 足 を 入れ る 部 分 が 比較 的 幅広 の 価 状 
、 つ ま 先 の 「 し わが よる 」 よ う 長 め 


り 日 が られ て いた 


中 頃 に は 格子 縮 や チェ ッ ク 柄 や 明る め の 色 の ズボン が 「 あ か ぬけ た 」 服 装 を する 
男性 た ち に 人 気 が あ っ た が 、 そ れ て は 財 が 主流 で ある 。 ウー ル は 年 間 を 
通し れ 、 リ ン ネ ル は 夏 に 着用 され 


1850 年 代 の 男性 用 シャ ツ で は 、 らい の サイ ズ で 首 回 り が あま り 高く 立ち 
ネクタイ の 上 に 折り 返し て いた 。 この 種 の ゆる い シ ャ ツ は 福 を 
スト を 着 た が 、 ス モッ ク の よう に 

当時 の 写 


ネクタイ を その 下 に 着 て いる こと が 見 


膝 が 居れ る くら い 長 く 、 時 に 
で と れる (Joan Scvem, pi 
以下 に お いて 、 男 性 月 の 写っ 


シャ ッ と 


介 ・ 考 宗 す る 


5 枚 の 写真 
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葛 四 者 1850 年 代 第 3 章 庶民 男性 の 服装 


ダグ レオ タイ ブ の 写真 54 (uly 11.8 
1852) は 、 が oc Wor2koypxo 7980.79gzd 
798072 多 / の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 子 ども を 陵 に 乗せ た フレ 
ンチ 氏 の 服装 に つい て 、 次 の よ 説 し 
て いる 。 


フレ ンチ 氏 は 、 棚 の きい た 個 広 の 失 
を 立て て 鈴 世 の すぐ 下 に 笑っ た 符 先 を 
見 せ て いる 。 当 時 は まだ 、 こ の よう な 抽 
が よく 見 られ た 。 シ ング ル の 打ち 合わ 
せ の ベス ト の 下 に は シャ ツ ・ フ ロン ト 
が 見 えて いる 。 ベ スト に は 、1840 年 代 
後半 か ら 1850 年 代 初め の スタ イル の 
細い ショ ー ル カラ ー (shawl collar) 


2 ティ ンタ イブ 
in し が 付い て いる 。 ベ スト と ズボン は 同じ 


提供 74c edoe7Cecewf 生地 の よう 
-4mercen pr (0 は 23 。 DI70 


える が 、 上 に は お っ て 
いる 黒い コー ト は 違う 素材 で 、 も っ と 
濃い 色 で ある 。 ベ スト と コー ト は 1840 
年 代 か ら 読 く ぴ びっ た り と フィ ッ ト し た スタ イル で 、 多数 の 横 鐵 が 見 える (Joan Sever 
p.136 より 引用 ) 。 


写真 1 カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト [名 筐 判 写真 ] (1857 -60 年 ) は 、7eCooig 
joriegl Soce の 728407) の 所 蔵 品 で わる 。 


セ ヴ ラ 女史 は 彼 写 体 の 服装 に つい て 、 沈 の よう に 解説 し て いる 。 


お そら く 兄弟 と 思わ れる この ふた り は 、 当 時 『 称 な 』 モン ト と し て 人 気 の あっ た 
手 な 特大 の コー ト と ズボン を 着用 し て いる 。 こ の よう な 誇 居 さ れ た スタ イル は 、 当 初 
は 『 い き の いい 』 スタ イル を し た いと 望む 若者 向け の ファ ッ シ ョ ン と し て 登場 し 、 た 
ち ま ち 、 も っ と 安価 な 量産 品 が 現れ た 。 写 真 の ふた り が 着 て いる の は 既製 瞳 で ある た 
め 、 後 期 の スタ イル で ある (Jaan Seveu nr 169 より 引用 ) 。 
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写真 43 ダ ゲ レオ タイ ブ 
1850 52 年 
提 捧 : megewo7 7 が eg の pr120 


写真 95 1859-68 年 
提供 : 74e Negewe7 Aware er 
Ro C682 め DL184 


ティ ンタ イプ の 写真 82 (IS57-61) は 、7Mc Ao/ Aero の />4ericg 77 人 oy 
( C73.73) の 所 蔵 品 で ある 。 


スモ ッ ク の 作り 方 、 デ ザイ ン 、 着 装 法 が 、 詳 し く 解 説 さ れ て いる 。 
細か い チ ェ ッ ク 本 の 毛織 物 製 の スキ ッ ク は 、 生 地 の 幅 い っ ぱい を その まま 利用 し 


て 作り 、 袖 を 取り 付け て ある 。 肩 の 縫い 目 部 分 は ポタ ン で 留め る 開 さ に な っ 
て いる の で 、 こ の スモ ッ ク は 衣服 の 上 か ら か と が で きる 。 他 の 服 の 上 
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に 重ね て 着る た め に 必要 な スモ ッ ク の ゆとり は 、 単 に ホッ クラ イン 正面 の ボッ クス 

プリ ー ツ で 生み 出さ れ て いる 。 お そら く 背 中 側 に も 同様 の ポッ クス プリ ー ツ が ある 

と 考え られ る 。 補 の ふく ら み は 、 ア ー ム ホー ル と 袖 日 の バン ド 状 布 に ぎっ くり と プ 

リー ツ を と っ て 収め られ て いる 。 ス モッ ク の 夫 は 膝 よ り も いく ら か 上 で ある (Joan 
Severa, p.170 よ り 引 用 ) 。 


写真 95 [IS59-65) は 、Agiog| ge の 7 が eerfc7 7 が tion (C65728) の 所 誠 品 で 
ある 。 
モ ヴ ラ 女 史 は 「 ゆ っ た り し た ズボン 、 幅 の 広い 袖 、 長 い コ ー ト ー そ れ が 、 こ の 写真 の 
撮影 年 代 が 1850 年 代 未 か ら 60 年 代 前 半 で ある こと の 十 拠 で ある 」 (Joan Sever。p.184 
より 引用 ) と 解説 し て いる 。 


2. ネッ クウ ェ ア ー 


1850 年 代 初め の 写真 で 最も よく 見 られ る キク タイ ファ ッ シ ョ ン は 、 昼 間 用 の 次 の よう 
な スタ イル で あっ た 。 比較 的 硬 そ うな 外見 の 幅 ら イン チ は ほど の シル ク ポ クタ クイ を 小平 向 
の 片 輪 結 びに し 、 片 側 に 大 用 に 輪 を 出す と いう や りか た で ある 。 この タイ ブ の タイ は 、 
シル ク の 四角 い 布 を 対角線 の 向き に 何 度 も た た み 、 厚 み の あ る スカ ー フ の 形 に し て 作っ 
の か も し れ な い 。 1837 年 頃 以降 は 、 この スタ イル は 細く な り 、 より 林 平 方 向 に の ぴる 形状 
に な っ て いっ た 。 

ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 43 (1850-52) は BancroR Libry (23) の 所 蔵 品 で ある 。 セ ヴ ラ 
女史 は 、 こ の 写真 の 撮影 場所 に つい て 「「 シ ャ ー プ ス ・ フ ラッ ョ ゼ フ ・ シ ャ ー ブ 
(oseph ShamoFSham'sFlts) 」 と ラベ ル に 記さ れ た この 写真 は 、 シ ャ ー プ 氏 Or. 
Sharp) が カリ フォ ルニア の 金鉱 に 仕事 に 行く 直前 に 撮影 され た も の だ と 思わ れる 。 お そ 
らく 、 サ クラ メン ト か サン フラ ン シ ス コ の 近く の 、 鉱夫 た ち が 必 要 な 装備 品 を 買う よう 
な 場所 で 、 合わ せ の 写真 撮影 ブー ス で 撮っ た の だ ろう 。」 と 述べ て いる 。 そ の うえ 
で 、 ネ クタ イ の 結び 方 か ら 、 写 真 の 撮影 年 代 を 割り 出し て いる 。 


この 写真 は 、 ゴ ー ル ドラ ッシュ の 初期 と いう お お ざっ ぱな 年 代 が 付記 され て いる こ 
と に 加え て 、 彼 の ネクタイ の 結び も 撮影 年 代 の 推定 に 役立つ 。 ち ょ うど 1850 年 に 
は 、 ど の 男性 も 水平 に 結ん だ ネクタイ の 片方 の 端 を 鋭く 横 に 引き 伸ばし で て いた らし い 
の で ある 。 結 果 と し て 、1850 年 代 初め の 男性 の 写真 の ほとん ど に 、 左右 非 対称 の タイ 
が 見 られ る OoanScver F.121) 。 
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1850 年 代 に は か つて な い ほ ど 多 様 な 
種類 の ハッ ト 【[ 細 あ り 帆 子 ] が 見 られ た 
が 、50 年 代 初め に 人 気 が あ っ た の は 、 高 
さき が あり 、 両 サイ ド が まっ すぐ で 、 ク リ 
ー ム 色 の 柔らか い フ ェ ル ト 製 ハッ ト で 
ある 

広 縁 の 中 折 帽 一 幅 が 広く て 水平 な 硬 
、 背 が 高く 変形 させ や すい クラ ウ 
ン か ら な る 、 黒 い ハッ トー は 1850 年 代 
を 通し て た いつ ん 人 気 が あ り 、 と り わ け 
本 部 諸 州 で 撮ら れ た 写真 に 見 られ る 。 フ 
ェ ル ト 製 の 柔らか め の 帽 子 は 多彩 な 形 の も 
の が あり 、 労 働 者 の 間 で 人 気 が あ っ た 。 ビ 
スマ ン は 、 硬 く て クラ ウン 部 分 が 深 


い フ ェ ル ト の 山高 帽 を か 玉 っ て いる こ 


4 ダダ レ オタ イブ と も あっ た が 、 ト ッ プ ハッ ト の 方 が 一 般 
1850 -52 

提 負 car7Prko76oty 的 で 、 正 装 の は 依然 と し て トッ プ ハ ッ 

Jomsig 77 37 3520) .p.115 ト が 必須 で あっ た 。 以 下 に お いて 、 帽子 が 


写っ た 3 枚 の 写 


を 紹介 ・ 考 察する 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 40 (1850-52) は 、7 が ce doricgl Socie, の iscoesg 
/A37 33720) の 所 蔵 品 で ある 。 


ウィ スコ ン シ ン 州 マデ ィ ソ ン の 16 歳 の 友 年 ウィ リア ム -B- ノ イズ (William B.Noye) 
が 、 征 二 の 服装 を し て シル クハ ッ ト を か ぶり 、 成 人 姿 で の 初め て の 写真 の 
か ん で ポー ズ を と っ て いる Joan Sevem, p.115) 


ティ ンタ イプ の 写真 59 (852-35) (本書, p. 130) は 、7e MoioMig/ M7setd77/24 の 77C7 
Histoy 69229) の 所 蔵 品 で ある 。 
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号 真 59 ティ ンタ イブ 
1852- 55 年 
反 : 70c eewg Moe 7 
4mericgp 刀 ivory (③9.229) , p. 142. 


写真 78 ダ ゲ レ オ タイ プ 
1956- 60 年 
提供 7MeSig idoricg[Socfeyy 7 
Jeoesw 77 37 375998) 166 


の 若い 男性 が 、 く 
ー バ ハッ ト (silorha0 


セ ヴ ツラ 女史 の 解説 に よれ ば ぼ 、 こ の 写真 に は 「 仕 事 
つて いる 。 」 左側 の 男性 は 、「 録 の 広い 薫 の 
。」 も う 一 人 の 独 士 は 、「 ク ラウ ン の 深い 布製 の 帽子 (キャ ッ プ ) を 身 に 


Hoan Seven。p.149) 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 78 (1858-60) は 、7e SMore aoricg/.Sociepyo/ 上 xconsg の 所 蔵 


品 で ある 
セ ヴ ラ 女 果 は 、 ネ クタ イ か ら 撮 影 年代 を 推定 し て 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 
この と て も 若い 「 和 気取り 屋 」 ジョ ー ジ ・ バ クス ター (Gormc Baxtey 


と その 弟 で ある 。 撮 影 年 人 と 推定 し た 決め 手 は ネクタイ の 
ちら の ネクタイ も 1830 年 代 前 半 の よう な 左右 非対称 の も ゃ の で は な い 。 帽 子 に つい 
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写真 79 。 ダ ゲ レ オ タイ ブ 写真 91 ダ ゲ レオ タイ プ 


1857 年 春 159 年 頃 
提供 erik Newkewp4ew 220 提供: me were7 ゅ ay 09057622) 、 
pief P180 


は 、 左 の 弟 の 「 自 い バ ナマ 貴 に は 、 称 に 丸 め ら れ た 
いて いる 。 」 右 の 兄 の 「 有 で 咽 の 款 を くる ん で 黒 
子 が 、 彼 の 「 フ ァ ッ ショ ンス タイ ル 』 を 完成 
用 ) 。 


4. へ アー・ ス タイ ル ・ ヒ ゲ の 特徴 


写真 か ら 判断 する と 、1850 年 代 初め は た いて い の 男 性 が きれ い に 上 回 を 綱 っ で 
いた 。 1880 年 代 の 半ば に は 、 身 な り の 衣 い 若い 男性 の 間 で 、 類 か ら 下 顎 の 輪郭 

か け て ふさ ふさ し た 久 を 生やし 、 人 に よっ て は 下 辱 の 下 に 悪魔 の 絵 に よく 描 
か れ て いる よう な 小さ な も 生やす こと が 人 気 た よう で ある 。 額 の 生え 
際 か ら 頭 頂部 に か け て の 髪 が 長く 、 そ の 髪 に マカ ッ サ ル 油 を 座っ て 、 髪 を 分 け 、 
紹 の 上 方 に 高き の ある ウェ ー ブ を 作っ て いる の で ある 。 1850 年 代 半ば を 過ぎ る 
と 、 こ の 頭上 の ウェ ー ブ の 高き は 低く な り 、 プル な 旧 側 分 け に な っ て 、 
ウェ ー プ を 描き な が ら 後方 へ な で つけ られ て いる 1850 年 代 を 通し て 、 後 ろ 有 髪 は 


き と 幅 広 の 思い リボ ポン バ ンド が つ 
いい パ ンド を 巻い た 自然 な 色 の 才 帆 
て いる omn Sevem, p.166 より 引 
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捨 あ た り ま で の 長 さ だ っ た 。 両 サイ ド の 髪 は 、1857 年 頃 に は 耳 を 覆う よう に な 
っ て いた 。 


以下 に お いて 、 髪 型 と 人 半 が 写っ た 写真 を それ ぞ れ 1 枚 ず つ 紹 介 ・ 考 察する 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 79 (Spring 1857) は 、/7izxdorc Workgmpzor ⑤939) の 所 蔵 品 で 
ある 。 


セツ ラ 女 史 に よる と 「 マ サチ ュー モッ ツ 州 ノー サン プ ト ン の チャ ー ル ズ ・J・ ス ミス 
(Carles』 Smith) は 、1857 年 橋 に この 写真 を 撮っ て も ら っ た 時 、 せ いせ ぜ い 20 蔵 前後 で あ 
っ た 。」 と いう 。 「 奨 型 は 耳たぶ の 高 さ の プラ ント カッ ト [切り っ ぱな し の 髪 ] で 、 片 側 
分 けさ きれ て いる 。」 (Ooan Severa pr 167) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 91 (ca. 1859) は 、7Xegzucrofbygp の 所 蔵 品 で ある 。 セ ヴ ラ 女 
果 は 、 こ の 写真 の 背景 情報 に つい て 、 こ う 述 べ さて いる 。 写真 業 の 発展 の 様子 が 、 と て も よ 
く 紹介 され た 貴重 解説 で ある 。 


ピー ター・ プ リッ ト (Peter Bi 1829-1905) は スイ ス 出 身 の 芸 術 家 で 、 イ リノ イ 
州 ハ イラ ンド で ダ ゲ レオ タイ ブ を 学ん だ 後 、1852 年 に オレ ゴン 州 ジャクソン ビ ピル に 移 
り 住 ん だ 。 若 い 3 人 の 同行 者 だ け を 伴い 、 重 さ 300 ポ ンド [136 kg] の 撮影 機材 を 持 
ち 、 馬車 1 台 と 牡 牛 4 頭 の 陣容 で オレ ゴン ・ ト レイ ル [19 選 紀 、 北 アメ リカ 大 陸 の 西 
部 開拓 時 代 に アメ リカ 合衆国 の 開 后 者 信 が 通っ た 主要 道 の 一 つ ] を 路 破 し た 彼 の 旅 の 
物語 は 、 苦 労 と 書 の 見 本 と 言っ て よい 。 プリ ッ ト の 伝記 を 書い た アラ ン ・ ク ラー ク ・ 
ミラ ー (AlanClgkMiler) に よれ ば 、 そ の 太 は 6 ヶ月 を 要 し た と いう 。」「 多 く の 業 
績 を 残し た 彼 の 長い 人 生 で 、 写真 業 は つね に 中 心 的 な 仕事 で あっ た 。 彼 は 新しい 技術 
が 現れ る と その 都度 マス ター し 、 愛 する 山岳 地帯 の 開拓 地 の 太 を 独自 の ステ レオ 写 
真 に し て 販売 も し た 。 撮影 旅行 に は ボー タブ ルス タ ジ オ を 携行 し た 。 自分 自身 を 撮っ 
た この 写真 で 、 彼 は 1850 年 代 来 に よく 見 られ た スタ イル の ひげ を 生やし て いる Ooam 
Sevea、p.180 よ り 引用 ) 。 
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第 4 章 子ども 服 


1. 乳 ・ 幼 児 の 表 服 の 特徴 


当時 の 赤ん坊 の 服 は 以前 より 凝っ た スタ イル に な っ て お り 、 通 営 、 丈 が 前 より 
長かっ た 。 決し て あたり まえ に 行わ も れ て いた わけ で は な い が 、 途 方 も な い 金 額 を 
払え ば 、 手 和 い で 作ら れ 自 糸 刺 繍 で 飾ら れ た 新生 児 用 品 モッ ト を 手 に 入れ る こ 
と も で きた 。 ちな み に 、 雑誌 に 載っ て いる 寿 礼 式 用 の 宴 華 な ガウ ン は 、 そ の 2 倍 
も の 丈 が ある 。6 ヶ 月 か ら 9 ヶ 月 を 過ぎ る と 、 も っ と 自由 け て 歩き は じ め る 
練習 が で きる よう 、 短 い ド レス を 着せ られ た 。3 歳 くら いか ら は 、 男児 も 女児 も 
短い ドレ ス の 下 に コッ トン の 「 ズ ボン (trowsers) 」 を 履い た 。 男 児 の ズボン 
(trousers) に は 暗色 の コッ トン 製 や チェ ッ ク 柄 の ギン ガム の も の も 見 られ た が 
女児 の も の は 一 般 的 に 白 ど っ た (JoanSevera, p.107) 。 

以下 に お いて 、 乳 児 が 写っ て いる 写真 4 枚 を 紹介 ・ 考 察する 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ プ の 写真 39 (1S50 年 秦 ) (本 萬 , p_i12) は 、7je Sigre 77spyfco/ SOcfe0y 
Jo 77 2437 3776) の 所 識 品 で ある 。 

「 赤 ん 坊 は 生後 6 、7 ヶ 月 で 、 まだ 赤ん坊 用 の 広い ネッ クラ イン と 短い 袖 の つい た 長い 
服 を 着 て いる 。 また 、 1810 年 代 に 広く 愛好 され た 、 ぴ っ た り と し た 丸い 帽子 を か ぶっ て い 
る 。 手作り の レー ス か 系 電 計 (whitewodk) の 和 い 布 で 作ら れ た この キャ ッ プ (cp) に 
は 、 小さき な 折り 返し 負 と リボ ン 結 び が 付い て お り 、 頭 に し っ くり と 合う よう に 作ら れ て い 
る 。 母 所 が 赤ん坊 を く る ん で 抱え て いる 無地 で 軽い 辛 毛 製 ショ ー ル は 、 基本 的 に は 女性 が 
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第 部 1850 年代 第 4 章子 ども 服 


写真 49 = ダダ レオ タイ ブ 写真 6 ダ ゲ レ オ タイ ブ 
1850 - 59 年 1853 年 

提供 : kc Nowe/ rarwor dorrice 提供 : eric Nordhewwpxeg 28272) 。 
略 wa C2572708 の ) 。p.129 PC1 


外 衣 (wmp) と し て は お る ショ ー ル (shawl) と 同じ で ある 。 横 に 二 つ 折 り に し て 両端 の 房 
飾り を 合わ せ た シ ョ ー ル が 赤ん坊 の 服 を 楓 っ て いる た め 、 赤 ん 坊 の ドレ ス の 区 は わ カ 


い 。 」 OoamSeven_p 1 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 77 (1856-59) (本書 p.108) は 、77e oycesier/7Zsfrfcd7.SOcfe 
793278872) の 所 蔵 


ちる 。 


セ ヴ ラ 女史 の 解説 に は 、 次 の よう に 書か れ で いる 。 


角度 と 光 の 加 泌 で 、 赤ん坊 の 白く て 長い スカ ー ト の 細部 は は っ きり 見 えな い 。 し か 
し 、 ド レス は 浅い ヨー ク に 白 衝 刺 が 施さ れ 、 短い 欄 が 付い て いる よう で ある 。 こ の 
ドレ ス は フォ ト フ レー ム の 外 まで 広がっ て いて 、 ゆう に 1 ヤー ド [91 セン チ ] 以上 の 


長き が ある (Joan Scvema, p.164 より 引用 ) 


| 


ダダ レオ タイ ブ の 写真 49 (1850-39) は 、7e Agz7onz/ Jseog o7 4per7cgn /7sror ア | 
で 門 7Z 99 の 所 蔵 品 で ある 。 


被写体 の 子ども は 、 性 別 を 問わ な い 衣 服 を 纏っ て いる 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 次 り よ うに 衣 記 
し て いる 。 


2 蔵 か ら 3 歳 くら い の この 小さ い 子 は 、 男児 か 女児 か 確認 で き な い 。 チェ ッ ク の ギ 
ン ガ ム 地 を 使い 、 腕 の 下 で 快適 な フレ アー が で きる よう 夕 断 され た 長袖 の ピナ フ ォ ー 
を 着 て 、 下 に は 膝下 天 で 握 を 暗色 の 布 に し て 絞っ た コッ トン か リン ネル の 「 ズ ボン 

(trowsers) 」 を は く と いう この 服装 は 、 性 別 を 問わ ず 広 く 子 ども た ち が 着 て いた 
タイ ル で ある 。 サッ ク に 似 た スタ イル の この 服 は 背中 が 開い て お り 、 音 の 後ろ だ け ボ 
タン また は 紐 で 閉じ られ て いた (om Sewe p.129 よ り 引 用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 61 (|853) は 、 ixoric Worgwpfon 7950.799) の 所 蔵 品 で ある 。 


ドロ ワー ズ が 写っ た 員 重 な 写真 で の る 、 ド ロワ ー ズ は 長い 箇 状 で 、 か な り 幅 が 広く 、 胃 
の は き 口 まで 届く 丈 で 、 白 和 刺 遼 の 細い フリ ル を 付け て 仕上 げ ら れ て いる 。 黒 の 深め の 寺 
は 、 陰 に な っ て いて よく 見 えな い (Joan Sevem p.144 より 引用 ) 。 


2. 幼児 の サッ ク の 特徴 


サッ ク は 上 か ら ベ ルト で 締め る こと も で きた が 、 サ ッ ク の 形状 は つね に 肩 か 
ら 下 が 膨らん で お り 、 ウ エス トラ イン に は 縫い 目 が な く 、 ド レス と 同様 に 背中 
で 閉じ られ た 。 少な く と も 前 面 か ら 見 る と サッ ク と 似 た スタ イル の 服 と し て ピ 
ナ フ ォ ー【[ エ プロン 型 ドレ ス ] が あり 、 男 児 に も 女児 に も 着 ら れ た 。 ピナ フ ォ ー 
と サッ ク の 主 な 佑 い は 、 ピ ナ フ ォ ー は 硝 中 の 部 分 が 開い て いて 、 音 の 部 分 だ 
閉じ られ て いる と いう 点 で あっ た 。 サ ッ ク も ピナ フォ ー も 宙 の スタ イル は いろ 
いろ で 、 キ ャ ッ プ スリ ー プ も あれ ば 、 分 殖 も 、 長 袖 も あっ た 。 幼い 子ども 用 
に 使わ れ た 生地 に は 、 ご く 小 さい 民 様 が いろ いろ な 色 で プリ ント され て いた 。 
各地 の コレ クシ ョ ン に 残っ て いる 生地 に は 、 晴 色 の 地 に 小さ な お も ちゃ の 本 を 
プリ ント し た も の も ある 。 も っ と 和 柔らか い 色 合い で プリ ント され た 小さ い 量 、 二 
星 、 シ ャ トル コッ ク な ど は 、 お そら くど ちら か と いえ ば 女の子 向け を 意識 し て 
いた の だ ろう (Joan Severa.P 107 よ り 引 用 ) 。 
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ティ ンタ イブ の 写真 52 ( 1851) (本 
埋 pr11) は 、7c ige sloricgd Socfe の 
びり 27 人 X7 3977 の 所 識 
品 で ある 


セ ヴ ラ 女史 は 、 雇 の よう に 解説 し て いる 。 


番 小 さい 子 ( お そら く 男 の 子 ) は 、 

縮 模 様 の 足首 丈 の は き 、 肘 

の 抽 が 付い た 暗色 の ギン ガム チェ ッ ク 

の ドレ ス と キャ ラ ュ の ピナ フォ ー エ ブ 

ロン を 着 て いる 。 前 絢 中 央 の 女の子 は 、 

小さ な 男の子 の ピナ フ ォ ー と 同じ キャ 

“作っ た ドレ ス を : 

iAewePaeew 67 の の 。 ドレ ス の 特 

円 の フリ ル が 付い て いる 。 こ の よう な 宙 

は われ わ アメ リカ の どの 写 

真 に も 見 られ な い 。 た だ 、 袖 を 除け ば 、 

この ドレ ス は スカ ー ト の 大 も 含め て よ 

くめ ある スタ イル で ある 。 こ の ふた り の 子ども の エプロ ン と ドレ ス は 、 十 中 作 九 、 年 上 
の 女性 の 古着 を 使っ て 作っ た と 考え られ る (Jom Sewem。 p.132 よ り 引 用 ) 


写真 62 ダ ゲ レオ タイ ブ 


3. 幼児 の 帽子 の 特徴 


女児 用 の 帽子 \ リ ボン を 結ん し 、 男 児 の も の は 細く て シン プル な 
テー プ か リボ ン を 使っ た 。 男の子 は 6 歳 を 過ぎ ざた 頃 か ら こ の スタ イル の 帽子 を 
か ぶら な く な り 、 代 わり に いろ いろ な 種類 の キャ ッ プ [負かし 帆 ] を か ぶっ た 
キャ ッ プ は 皆 か ら 長 年 に わ 人 気 の 頃 に ひと つ 新 し い 型 が 

ー ハ ッ ト は 適度 に 広い 鎧 が あり 、 ク ラウ ン に 巻い た リボ ン を 後 
し て あっ た 。 1858 年 まで に は 、 
ン ネ ッ ト は 大 人 の 女性 の た め の ス タイ ル 
う や く 一 コル セッ ト を し て 上 床 丈 の ドレ ス を 着 


り 、 若 い 鳩 は 16 
流行 の 髪型 に 
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結い 始め て か ら 一 ポン ネッ ト を 
か 款 る こと が で きた (Jomn Severs, 
P.108 より 引用 ) 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 52 ( ca.1R53) 
は 、7e 4erz77e 7&677c Aseuw 人 227 
の 所 蔵 品 で ある 。 


表 薬 帽 が と て も 良く 似合っ た 幼児 の 写 
真 で ある 。 セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 衣 説 
し て いる 。 


* サラ の ドレ ス の 詳細 は 、 麦 菜 帽 子 に 
写真 46 ダ ゲ レ オ タイ ブ 結ん で ある 幅広 で 立派 な チュ ー ル ス 
1850 - 53 年 1 
カー フ の せい で は っ きり し な い 
提 里 : 7me Cier7ew Afiewp 7 が 76) 。 で は る きり 6 
か 1 スカ ー フ は 、 細 の 布 サ イド の 下 に 取り 
付 ら れ て いる か 、 旬 と クラ ウン の 日 


近く の 細長 い 穴 に 通し て ある か の い 
ずれ か で ある 。 帽子 の 負 の 理 に 吉 ら れ た 布 の 端 は 、 織 細 な ネッ ト の ルー シュ を か ぶせ 
で 仕上 げ ら れ て いる 。 こ の 写真 は 、 現存 する この タイ プ の 帽子 が 大 人 の 女性 用 の よう 
見 えて も 実は を う で は な く 、 幼 児 や 幼い 女の子 の た め の も の だ っ た と 特定 する の に 
役立つ (own Sevem。 p_145 より 引用 ) 。 


4. 少年 (10-14 歳 ) の 衣服 の 特徴 


男の子 は 、 お お むね 10 歳 か ら 14 歳 く らい で 長い ズボン と チュ ニッ ク (tunie) 
や ジャ ケッ ト を 着 始 め た 。 チュ ニッ ク も ラウ ンド アパ ウト も 、 裁断 の 面 で は 女 
性 服 の カッ ト を 踏 箇 し て いた 。1840 年 代 と 同様 12 歳 か 13 歳 く らい まで の 
少年 が 着る 上 着 は 、 男 性 服 よ り は 女性 展 の スタ イル で 作ら れ て いた 。 14 歳 を 過 
ぎる と 、 彼 ら の 服 は ずっ と 「 男 らし く 」 な り 、 大 人 の スー ツ や 帽子 を 小型 の レプ 
リカ も の も よく あっ た 。 


ダダ ゲ レ オ タイ ブ の 和 写真 46 (1850-53) は 、7e Cyeslo 4ksen (MK76/ の 所 茂 品 で 
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ある 。 


素材 と いい 、 デザ イン と いい 、 お し ゃ れ な フ 
ォ オー マル ウェ ナー を 装っ た 少年 の 写真 で ある 。 

「 こ の 少年 の 服装 は か な り フ ォ ー マ ル で 、 ペル 
ペッ ト の 抗 と くる み ボ タン の 付い た 、 ダ ブル の 
暗色 (お そら く は 青 ) の ウー ル の ラウ ンド アバ 
ウト (roumdabou0 を 着 て いる 。 長袖 の シャ ツ の 
袖口 は 、 コ ー ト の 袖 か ら 適 切な 長 さだ け 出 され 
て いる 」 Ooam Sever p. 126 よ り 引 用 ) 


3. 幼い 少女 の 衣服 の 特徴 


写真 48 ティ ンタ イプ [鉄板 写真 ] 写真 で 見 られ る 幼い 少女 の コッ トン ド 
村 es レス の 多く は 、 広 く て 浅い ネッ クラ イン 
4mericgz or (C6872// 、p.128 また は 高い ヨー ク の どちら か に 、 ギ ャ ザ 
ー を よせ た 身頃 を 直接 付け て 膨らみ を 出 
し て お り 、 宙 は 非常 に 血 い フレ アデ ー で 、 
時 に は 中 央 を 紐 で 引っ ぱり 上 げ て 肩 で 蝶結び に し て あっ それ と は 別 の 、 
も っ と ドレ ッ シ ー な シル ク 製 の ドレ ス は 、 ウ エス トラ イン が 長め で 、 び ぴったり 
フィ イッ ト し た ウエ スト の 前 中 央 部 は 少し 下向き の 丸み の ある カー ブ を 描い て お 
り 、 肩 まで 見 える 浅い シン プル な ネッ クラ イン に な っ て いた (Joan Severa. 
pr108 よ り 引 8 。 。 


ティ ンタ イプ の 写真 48 は 、7e Aoione7 Mee of 4moregg 77 が io (e68727 ノ 
の 所 藤 品 で ある 。 


今日 で も 着れ そう な 服装 の 幼女 の 昧 の 写真 で も る 。「 こ の 姉妹 が 着 て いる 菩 段 着 の 
夏服 は 、1850 年 代 初め に 一 般 的 スタ イル で 作ら れ て いる 。 ウエ スト 全体 に ベル ト 
が 付け られ て いる こと か ら 、50 年 代 の も の と 推定 で きる 。 生 地 は 細か い ギ ン ガ ムチ ェ ッ 
ク で 、 身頃 が 膨らむ よう に 裁断 され 、 ス カー ト は きれ い に ギ ャ ザー を 入れ て 、 自 然 な ウ 
エス ト 位 置 で ウエ スト ペン ド に 付け られ て いる 。 ネ ッ ク ラ イン は 浅く 、 曲 線 を 描き 、 単 
リー ツ を 見 返し に 向け て 折り 返し て 始末 し て ある 。」 (Joan Severa. p.128 ) 
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6. 少女 (814 歳 位 ) の 衣服 の 特徴 


8 歳 か ら 12 歳 くら い の 少女 た ち は 、 大 人 の 女性 が 着る ドレ ス の スタ イル に ] 
いろ が 二 が 短め の 服 を 着 て いた 。 冬 用 の ドレ ス で は 長く て 細い バイ アス の 袖 が 
付け られ た が 、 そ れ 以 外 の 多く の 場合 、 抽 は 筐 か っ た 。 ドレ ッ シ ー な 服 は 、 大 
人 の 女性 の ドレ ス と 同じ よ うな 型紙 で 作ら れ 、 格 子 縮 や 縮 模 様 の シル ク 生 地 を 
使っ て 作ら れ た 。 大 部 分 の 服 で は 、 ウ エス トラ イン は 自然 な ウエ スト の 位置 に 
り 、1850 年 代 初め に は 長め だ っ た 。 多く の 場合 、 ウ エス ト 部 分 に は パン ド 
布 が 災 い 付け られ て いた 。 スカ ー ト は 、 大 人 の 女性 の スカ ー ト より は 短かっ た が 、 
了 膨らみ 具合 は 同じ で 、 拉 を きか せ た ペ チコ ー ト と クリ ノリ ン で 支え られ た 。 普 
通 、14 歳 くら い に な っ て ドレ ス が 床 天 に な る まで は 、 自 い 失 は 付け られ な か っ た 。 
ペンタ レッツ の 着用 に つい て は 、 多 く の 文献 に 書か れ て いる 。 この 頃 の スト ッ 
キン グ は 自 が 多かっ た 。 子 ども た ち に は 横 縮 の 色 物 の 長 秩 下 が 人 気 だ っ た (Jom 
Sevem。 p. 109 よ り 引 用 ) 。 
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第 S 章 まとめ 


1840 年 代 か ら 1850 年 代 に か け て の 女性 服 の 基本 的 な 変化 は どう で あっ た の か 。 各 ア 
イ テ ム や 部 位 ご と の 変化 に つい て は 、 本 文 で 詳 述 し た 。 多 く の 写 真 を 敢えて 、 紹 介さ せ 
て いた だ いた 。 例 えば 、 袖 の デザ イン の ヴァ リエ ーション の 多様 性 が 明らか と な っ た 。 
本 章 の 冒頭 で セ ヴ ラ 女史 の 見 解 を 踏ま えて 述べ た よ 衝 屈 で な い コ ルセット の 琴 場 、 
丸み を 帯び が た ウエ スト ライ ン の 登場 は 、 女 性 服 の 歴史 に お ける 重大 な 改革 と 言え る 。 女 
性 服 は 、 前 下 剛 部 が 丸み を 苦 び て 、 局 状 の 胸 の つい た 大 変 高い ウエ スト は 、1840 年 代 未 
か ら 50 年 代 の 日 常 着 の 写真 に 見 られ 、 主 に 年 配 の 女性 に 見 られ る 。 徐 選 で 硬い コル セッ 
ト の 代わ り に な る 作業 用 タイ プ の コル セッ ト が 入手 で きた か 、 ま た は 昔 の パタ ー ン を 利 
用 し て 家 で 手作り され た こと は 間違い な い 。 こ れ ら の 写真 を 収集 され た セ ヴ ラ 女史 の 努 
カカ は 、 ア メリ カ の 座 民 女性 の 服装 史 に 貴重 な 記録 と し て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 著作 に 刻ま れ て 
いる 。 本 書 に 掲載 させ て いた だ いた 一 材 一 枚 の 写真 を 、 筆 者 と セ ヴ ラ 女史 の 解説 を 頼り 
に 良く ご 覧 いた だ きた い 。 

だ が 、 他 方 に お いて 、1840 年 代 後半 の 、 前 身頃 が 長く て 胸部 を 平ら に 押し つぶ す コ ル 
セッ ト は 、1853 年 まで ファ ッ シ ョ ナブ ル な ドレ ス の 下 に 着用 され 続け た の で ある 。 

アメ リカ で は 、1850 年 代 を 通じ て ひと つの “ドレス の 規範 ” が 支 配 し て いた 。 
フー プス カー ト が すべ て の 階層 に 受け 入れ られ る の に 時 間 が か か っ た こと を 
考 感 に 入れ て も 、 全 国 ど の 地域 で も 人 々 が 同じ よう な スタ イル で きち ん と 身 だ 
し な み を 撃 えて いた こと が 、 写 真 の 中 の 次 に 表れ て いる 。1850 年 代 に は 、 最 も 
貧し い 層 を 除く すべ て の アメ リカ 人 が 、 規 範 に の っ と っ た 服装 を し て 良い 身 な 
り を 保つ 能力 を 一 様 に 持つ こと で 知ら れる よう に な っ て いっ た 。 フー プ ・ フ ァ 
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ッ シ ョ ン は 、 そ れ に 飛び つき そう な 人 々 、 特 に 、 そ うし た お 金 と 手間 暇 が か か 
る スタ イル は 富裕 層 の 特権 で ある と 見 な し た が る 、 裕 福 な 流行 之 引 者 や 一 部 の 
道 衝 改 革 者 た ちよ り も 、 労 働 者 階級 の 女性 た ちの 方 に 、 急 速 に 取り 入れ られ た 。 
それ で も 、 こ の スタ イル が 確立 され た の は 1856 年 頃 だ と 考え る の が 妥当 で あ 
ろう 。1850 年 代 の 女性 の ファ ッ シ ョ ン は 最盛 期 に は 派手 に 飾り 立て で られ た が 、 
女性 た ち は シ ンプ ブル な 改造 案 と あま り 高く な い 生地 で 似 た よう な も の を 容易 
に 作り 上 げた 。 

個人 の 好み と 状況 に 応じ て 生地 や 色 の 選択 に 幅広 い 條 い が 見 られ た に し て 
も 、 ア メリ カ の 男性 が 平均 的 ヒレ ベ ル で は みな 同じ よう な 服装 を し て いた こと は 
明らか で ある 。 大 き な 帽 子 、 片 側 だ け に 輪 を 作っ て 水平 に 結ん だ 、 気 取っ た ネ 
クタ イ 、1854 年 以降 は 体 よ り 大 きい サイ ズ の コー ト と ズボン が それ で ある 。 
1850 年 代 半ば に は 、 あ ら ゆ る 階層 の 人 々 が 同じ よう な スタ イル の 服 を 着 て いた 。 

子ども 用 に つい て は 、 該 当 の 項目 に まとめ た 。 


第 2-4 章 ( 湯 
(1) Joan Severm、 の yessed76r ke, oogrgpher の xrory 4yeriegs の gy が iop。 780- 
7900, The Kent State Univemity 、Press。 1995. 
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第 部 1860 年 代 


第 1 章 歴史 的 背景 


1860 年 代 の アメ リカ は 、 南 北 戦争 その後 の 復興 に 力 の 注 が れ た 10 年 間 で あ 
っ た 。 南北 戦争 は 、 1861-1865 年 まで 続い た 地域 間 戦 争 で あっ た 。 南部 地域 は 独立 
以前 か ら 、 黒 人 奴隷 を 労働 力 と する 大 農園 (プランテーション ) が 普及 し て いた 。 


っ た た め 、 自 由 禄 易 制 度 を 主張 し 、 奴 隷 制 を 存続 させ る こと を 望ん で いた 。 一 方 、 
北部 は 、 産業 革命 が 40 年 代 以降 本 格 的 に 進行 する こと と な り 、 技 術 や 生産 に お い 
て イギリス と 競合 する 関係 に あっ た 。 そ の た め 、 イ ギリ ス に 対抗 する 手段 と し て 
保護 関税 対策 を 主張 し 、 こ れ を 確実 に 実行 する た め の 連邦 主義 を 望ん で いた 。 ま 
た 、 奴 隷 制 に つい て は 道徳 的 見 解 か ら 反対 の 立場 を 取っ て いた 。 こ の よう に 、 南 
部 と 北部 の 意識 は こと ご と く 対 立 し て いた 。 

両 地域 の 対立 は 、 西 部 に 新しく 誕生 する 州 の 争奪 に よっ て より 一 層 激 し く な っ 
た 。1820 年 両 地域 は ミズ ー リ 協定 を 結ん で 北緯 36 度 30 分 以 北 に 誕生 し た 州 は 奴 
剖 制 を 認め な い 自由 州 、 以 南 を 奴隷 州 に する こと で 対立 は 一 時 お さま っ て いた 。 
し か し 、1850 年 カリ フォ ルニア が 自由 州 と し て 連邦 に 加入 、 さ ら に 1854 年 カン 
ザ ス ・ ネ プラ スカ 両 共 州 が 設け られ 、 そ の 地域 を 自由 州 と する か 奴隷 州 と する か 
は 住民 の 任意 に 基づく と する カン ザ ス ・ ネ ブラ スカ 法 が 成立 し た 。 こ の 法案 は 、 
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ミズ ー リ 協定 を 真っ 向 か ら 否 定 す る も の で あり 、 南 北 の 衝 突 を 起こ し た 。 そ れ に 
伴い 、 妹 制 反 対 を 唱え る 共和 党 が 結成 され 、 奴 隷 制 を めぐ る 対立 は 決定 的 と な 
っ た 。1860 年 共和 党 の リン カー ン ボ が 大 統 避 に 当選 し た 。 し か し 、 南 部 は これ を 
認め よう と せ ず 、 翌 1861 年 に ジェ ファ ツン ニ デ ヴィ スズ ス を 大 統領 と する アメ リカ 合 
梨 国 を 結成 し 、 連 邦 を 脱退 し た 。 そ し て 、 こ こ に 容 前 の 大 内 乱 「 南 北 戦争 」 が 始 
まっ た の で ある 。 戦い は 、 初 め 南 部 軍 は 優勢 で ちっ た 。 し か し 、1863 年 1 月 、 リ 
ンカ ー ン は 南部 反乱 地域 の 奴 角 放 定 言 に よっ て 内 外 世論 の 支持 を 集め 、 同 年 ゲ 
ティ スバ ペー グ の 濾 い に 勝利 を えて か ら 後 は 、 北 案 有 利 の 情 と な っ た 。1865 年 つ 
い に 南 部 の 音 都 リッ チ モ ン ド が 陥落 し て 南 軍 は 降伏 し 、 南 北 戦争 は 終結 し た 。 

南北 則 争 後 、 ア メリ カ の 経済 ・ 邊 治 ・ 社 会 ・ 文 化 た ど あら ゆる 分 野 に お いて 主導 権 を 所 
っ た の は 北 朗 で あっ た 。 戦後 の 北部 は 箇 連 に 工業 化 、 都市 化 を 進め て で いっ た 。 そ れ に 大 本 
部 開拓 が あい まっ て 共々 し い 発展 を 遂げ て いた ( 和 有賀 貞 , 大 下 商 一 編 、 1990 年 , pp 196- 
197. 注 (和書 (]) ] ) 。 一 方 南部 の 状況 は 悲惨 な も の で あっ た 。 敗 北 以上 に 悲惨 だ っ 
た の は 戦争 に よる 南部 の 社会 全体 の 荒 許 で あっ た 。 建築 物 も 農場 も 破 さ れ 、 か つて の 大 
度 は 出 誠 され た (アリ ステ ア ・ ク ッ ク 著 , 鈴木 健 次 、 横井 元 刀 。 1994 年 , ph. 297- 
298 注 [ 電 訳 書 ⑫) ] ) 。 そ の 結果 、 南 部 の 土地 所 有 者 は 没落 、 代 わり に 中 産 階 が 台 
頭 し て きた 。 南部 の 恵まれ た 自然 も 、 築き 上 げ ら れ て きた 南 部 特有 の 文化 も 共に 破 壌 され 
た 。 南北 戦争 は 戦前 の 繁栄 し て いた 南部 農業 を 月 壊さ せ 、 一 時 的 経済 停 言 の 原因 を 作り 出 
し た が 、 こ の 戦争 が その 後 の アメ リカ の 世 因 経済 で の 中 心 と し て 成長 させ た の で ある と い 
う 見 方 も ある ( 高 真 , 金剛 春夫 亀井 俊介 , 岡田 秦 男 監修 1986 年 ,p.336, 注 (和書 
⑧ ) ) 。 

し か し 、 当 時 の 南部 は 経済 ・ 答 ・ 文 化 あ ら ゆ る 分 野 で 悲 眉 な 状況 に あっ た 。 南北 較 争 
の 目的 と な っ た 奴隷 問 題 は 、1865 年 黒人 諸 法 」 と いわ れる 法律 の 抽 定 に より 、400 万 人 
の 公 線 が 解放 され た こと で 表面 的 に は 決着 し た 。 し か し 、 彼ら は 行く あわ て も な く 、 また 令 
ら に 対す る 差別 は その 後 も 長く 残る こと と な っ た 。 そん か 南部 に は あら ゆる 分 野 に お いて 
再 填 の 要 性 が あっ た 。 経済 復 尋 、 街 全体 の 再 直文 化 の 再生 な ど 幾 つも の 課 是 が 残さ れ 
で いた 。 衣服 も 、 そ の 再建 の 対象 の 一 つ で あっ た 。 経済 衝 典 の 進ま な いな か 、 人 々 は 十分 
な 衣類 を 手 に 入れ る こと が で き な いで いた 。 その た め 、 女性 た ち は 手 に 入れ る こと の で き 
た 生地 古着 を 活用 し て 、 自 分 た ちの スカ ー ト や 子ども 月 な ど 様 々 な 表 服 を 作り 出し て い | 
た 。 この よう な 女性 た ちの 倍々 な 努力 に よっ て 衣 股 広 化 の 再建 は 一 歩 を 踏み 出し た の で あ | 
ろ ぅ 。 
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和書 

(0) 有 泊 目下 浮 一 編 『 拉 料 ア メリ カ 更 [白坂] 一 ニュ ー ワ ー ル ド の 夢 と 理 実 一 | 大 1990 年 
発行 。 pp.196-19f. 

@⑰ アリ ステ ア ・ ク ッ ク 閉 . 鈴本 健次, 机 井 元 駅 『 ア リス テア ・ ク ッ ク の アメ リカ 史上 ) 』 日 本 
放出 版 会 行 1094 年 。 pp.207-208 

⑬) 評 真 金剛 大 他人 公介 回 還 秦 監 族 『 ア メリ カ を 知る 事典 』 平 発行 1990 年 ,p.396 
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第 2 章 
ヨー ロッ パ が アメ リカ の 服飾 に 与え た 影響 


1860 年 代 半 ば まで ヨー ロッ パ で は 、 ク リノ リン 衣 代 (写真 (①②) が 流行 し て い 
た 。 ク リノ リン に 用 いら れ た ロー プ は 、 ワ ン ピ ー ス 形式 で 、 非 常に 捕 巧 に 仕立 て 
られ て いた 。 ま た 、 前 あさ ポタ ン 留 め 形式 の も の が 多く 、 女 性 らし い 装 飾 的 な 衣 
服 で あっ た 。 し か し 、60 年 代 半 、 そ の 流行 は 衰え を 見 せ 始め た 。 そ し て 、 
1868 年 頃 に は 、 半 クリ ノリ サン (写真 @④) で 、 ス カー ト を 後方 で 膨らませ た 
ネー ズ 型 と 呼ば れる ドレ ス へ と 変化 を 遂げ た の で ある 。 
ヨー ロッ パ で は 新た な 衣服 文化 が 発達 し 、 人 々 が ファ 
の で きた 時 代 で あっ た が 、 南 北 戦争 を と 迎え た アメ リカ で は そう で は な か っ た ( 有 丹 
野 爺 。 原田 二郎 , 1996 年 〔 和 書 () , p.178) 。 第 1 章 で し く 述 べた 通り 、1865 
年 4 月 南都 は 北部 に 降伏 し て 戦争 は 終結 し た の で ある が 、 南 北 戦争 は 1860 年 代 
の ファ ッ シ ョ ン に 胃 確 な 差 を も た らし た 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 次 の よう な 見 解 を 示し 
て いる 。 1860 年 代 前 半 、 南 北 戦争 は 当然 の な が ら 物 不 足 を も た らし 、 物 不 
足 は 当然 の こと な が ら 物 価 の 高 勝 と 一 算 地域 で の 物資 欠 系 に つなが っ た 。 南 孝 
の 綿 が 僕 給 さ れ な く な っ た た め 、 ニ ュー イン グラ ン 織物 工場 は 戦争 中 に 深 
刻 な 生産 縮小 と 工場 閉鎖 に 直面 し 、 綿 業 昇 は 戦後 も 真 に 回 復 す る に 至ら な か っ 
た 。1860 年 代 初め に は アメ リカ の 海運 業 が 一 時 停 上 状態 に な り 、 海 外 か ら の 織 
物 の 輸入 が 中 断 さ れ た 。 南部 で は 、 人 びと は お 金 の 不足 に 加え て 、 ほ と ん どの 輸 
箇 や 北部 の 織物 製品 が 手 に 入ら ず 、 物 不足 は 載 雪 的 な ほど で あっ た 。 
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人 IV 部 1960 年 代 区 2 症 ヨー ロッ パ が アメ リカ の 眼 飾 に 与え た 影 


CKD クリ ノリ ン ・ ペ ティ コー ト 呈 不 の クリ ノリ ン 衣 和 
ロン ドン ヴィ クト リア ・ ア ルパート 博物 。。 ニ ロン ドン ヴィ タ ト リ アー アル ペー ト 情 物 人 
or 3 所 
久 時 移 才 影 3 
有野 記 田 夫 著 『 四 御館 角野 原田 和夫 著 『 還 有人 
衣 生 活 研 究 会 1996 衣 生 活 研究 会 1996 

結果 的 に 、 市民 の 生 之 は 言う まで も な く 、 軍 さえ や 十分 な 服 、 唆 か い 毛布 、 さ 
ら に は 包帯 まで の 不足 に あえ い だ 。 多く の 記録 に よれ ば 、 南部 の 女性 た ち は 国 


族 や を 作る た め に シル タ の ドレ ス を 裂き 、 解 き ほ ざし た ウー ル の 毛布 や 表 
服 で 靴下 や ミト ン (mitt/miten) を 作り 、 古 い 毛布 や 衣類 か ら 兵士 の 帽子 や シャ 
ツ を 作る な ど 、 目 に つく 織物 の すべ て を 使い きっ た 。 女性 た ち は お 上 蔵 入り させ て 
綿花 農園 に 残さ れ た 
は 竹 し た 低 品質 の 原 綿 は 、 編 が れ て 低 品質 の な り 、 議 
チョ ー ト を すご て 包帯 や 赤ん坊 の 服 に 作り 変 
し まっ た 南部 の 女性 た ちの うち 、 ま だ フー プ (hoop) を 持っ て いた 者 は 、 自 分 で 
編 っ た 布 を ブー ブ に か ぶせ て それ だ け を 着用 し われ る - 後 年 、 多 く 
の 女性 た ち が 当 時 を 回 想 し て 、 質 素 で 島 弱 な 手織 り 布 の 表 服 を 着る こと が ひと 


つの スタ イル に な っ て いた 、 み ん な が それ を 着 て いた か ら だ 、 と 記し て いる 。 
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写真 キク リノ リン 
ペリ 衣装 二 移 地 所 
寺野 人 原田 欠 着 「 責 有人 
衣 生活 研究 会 1996 


号 真 @ キ クリ ノリ ン 衣 装 
ペリ 衣 才 二 物 館 所 基 
久作, 原田 二郎 共 基 『 本 有史 』 
胡 生 活 研 究 会 1096 


ほとん ど 現存 し て いな いた 


南部 
ヽ 、 代用 衣類 が どん な 特徴 を 持 
難し いま まだ ろう (Joan Sevem, p. 186) 
通り 、 全 く 別 個 の 様相 を 呈し て い 
ッ シ ョ ン 雑 誌 の 普及 に より 、 流 
北部 に お いて は た いて い 
衣服 で き 


響 は 、 か : 


の よう な 状 


今後 も 永遠 

1860 年 代 の 各地 域 の 状況 は 
が 、 南 S い て も 北 i 

行 の 情報 が 届け られ て いた こと は ほぼ 間 條 い な い 


て お り 、 西 部 に お いて も 


宇 る 


を 行 の スタ イル 


質素 
ッ シ ョ ン 雑 誌 の 


ファ 


り 大 きい も の 


ン 雑 誌 を 手 に 取る こと の で さき た 女 
きた こと を 強調 


夏秋 に 時 わっ て 
っ て いた 人 ヶ 、 和民 、 本 部 入植 者 、 
ドル タテ ス や 下 履 曳 衣 
e、 本 


<、 学校 の 教師 、 リ フォ ー ム ・ 
労働 者 解放 奴 録 、 自 由 黒 

属す る 記 民 の 
50 年 代 と は 異な る 視点 か ら 、 


リカ ン 


て いる , 


は 1840 年 代 、 お よび 
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の 紹介 、 考 察 を 行う こと と する 。 す な わ ち 、 階 級 的 視点 ンダ ー の 視点 か ら 
見 た 服装 、 人 種 ・ 氏 族 の 視点 か ら み た 服装 と いう 分 類 を お こ な っ た 。 な ぜ な ら 、 

解説 に 掲載 し た 一 覧 表 に 見 る よう に 、 写 真 技術 の 発展 に 伴い 、 披 写 体 の 範囲 が ー 
部 の 金持ち の 中 流 階級 以上 の 人 々 か ら 、 庶 民 、 す な わ ち 、 中 流 ・ 下 層 の 民衆 へ と 
広がり 、 移 民 、 西部 入植 者 農業 労働 者 、 解 奴 隷 、 自 由 黒人 、 ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン 
な ど ミ ドル クラ ス や 下層 階 匠 の 様々 な カテ ゴリ ー に 属す る 座 民 の 写真 が 掲載 され て いる 
か ら で あ る 。 


【 第 2 章 】 
和書 
(!) 月 相 衝 原田 一郎 共著 『 西 洋服 飾 史 』 衣 生 活 研究 会 1996 年 発行 


洋書 
(① Joan Sevem の yesed re pogwper Odarr 4yeriagor gd fcgiirr 784 ひ 79000 TeKem 
ac ume Pes。 1995. 
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第 3 章 
階級 ・ ジ ェ ン ダー の 視点 か ら 見 た 服装 


1. 裕福 な 女性 の 服装 


(1) 全体 の 特徴 

1860 年 代 、 ス カー ト は 全体 に 膨らん だ 状態 が 一 般 的 
あし ら っ て 膨らみ を 出し て いた 。 し か し 、60 年 代 半ば に は 、 前 スカ ー ト が 平坦 に 
な り 、 前 面 か ら 側面 に か け て 幅 が 狭く な っ て 後方 へ 旧 り 出し 、 新 し い 本 円 形 の 張 
り 骨 を びっ た り と 税 う 形状 に 改造 され た 。 ま た 、1864 年 に は 補 入 り の スカ ー ト が 
導入 され た 。 前 スカ ー ト の 幅 は 全体 に 縮小 し 、 後 ろ ス カー ト は プリ ー ツ で 調整 し 
て 引き 裾 に し 、 後 方 へ 膨らみ を 出し て いた 。 こ の 新しい 靖 断 方 は 、 少 な く と も 
1866 年 に は キャ ラコ 製 の 日 常 着 に さえ も 取り 入れ られ て し う で ある 、 と の 見 
解 を セ ヴ ラ 女 史 は 示し て いる (Joan Sevem、 p.194) が 、 残 され た 日 常 着 の 写真 か 
ら は この よう な スタ イル は めった に 見 られ な い 。 1864 年 4 月 往 の ファ ッ シ ョ ン 雑 
誌 が この スタ イル に つい て 記載 し て お り 、1866 年 項 の も の と 思わ れる 写真 に は 、 
この よう な スタ イル の 女性 が 撮影 され て いる (写真 137, 本 書 , p. 174) 。 これ は 、 
明らか に ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 を すぐ に 取り 入れ る こと の で きる 余裕 の ある 女性 が 着 
用 し き 着 で あろ うと 推 款 され 、 彼 女 は この よう な 一 部 の 余裕 の ある 人 々 を 対 
象 に し て この よう な 見 解 を ボ し て いる と 考え られ る 


あり 、 ソ フト プリ ー ツ を | 


iee 
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その 他 の 要 』 
位 
降 に 誇張 され る こと と な っ た よう で 
る 。 また 、 この と き に 作ら れ て いた の は 
ヨー ロッ パ の エン バイ ア ・ ス タイ ル の 
影響 を 受け た も の で あり 、60 年 f 
し た 典型 的 な スタ イル と な っ た 。 

Plate 11 Goey' 7a が Sgook の 1865 
年 8 月 号 に は 、 ド レス を た くし レ し 上げる 
慣習 に つい て の 記載 が 見 られ る 。 左 か 
コス チュ ー ム 。 娠 
が 刺繍 され た 自 い 絹 の 
テン ダー・ ス カー ト 。 アッ パー スカ ー 
ト は 自 いち り め ん で 、 正 面 か ら 鮮やか 


な 引き 上 げ ば られ て いま す 。」 
写真 119 カレ トー ドー ヴィ ジッ ト (Accessible Archives) 。 こ の 尼 習 は 、 散 
1863・65 年 歩 用 の ドレ スス カー ト が 道路 に 擦れ な 


提供 : 7Ae Cicgp /7Rderi7 Sorfgy 


75 。 p.245 いよ うに する 必要 性 か ら 始 まっ 


で あり 、 ア ンダ ー・ ス カー ト の 装 飯 的 な 

デザ イン を 見 せる と いう 流行 の ファ シ 

ョ ン へ と 発 戻 し た 。 こ の よ うな 事例 は 、 
写真 119 の 二 人 の 女性 に 見 られ る が 、 資 料 の 写真 の 中 で は 一 枚 
頃 、 ス カー ト は も う 皮 に 地面 を 擦 ら な い ほ ど に 短く な っ て いた と いわ れ て お り 、 
これ は 一時 的 な 流行 で あっ た と 思わ れる が 、 状 誌 に 取り 上 げ ら れ た この よう な 流 
f えも 多く の 女性 た ち が 義 心 を 抱い て いた こと が うか が 
60 年 代 に 流行 し た 裁断 は 、 肩 は 、 ア ー ム ホー ル の 上 胸部 分 を ほぼ 水平 に する こ 
よっ ョ ル ダ ー と な っ た 。 この 時 期 の 木 縮 
、 ウ エス トバ ンド に 壁 や ギ ゆき の 
写真 に も 迷 多 く 見 られ る 


える 。 


く 勾 配 の あ 


カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 119 (1B63 - 65 年 ) (Joan Severa. p.245) は 、 Ccggo 
7 が sorg/ Sece (OF20247) の 所 蔵 名 で ある 。 


167 


Pe1l Godgsirgd"s ook Agmst1R6S 


被写体 は 、 シ カゴ の テレ ー ズ ・ ユ コリ の 2 人 の 独身 女性 で ある 。 彼女 た ちの お し ゃ れ な 
外出 着 に 注目 し た い 。「 た ぐ く し 上 げた 」 ス カー ト を は いて いる 。 こ の 装い に つい て の セ ヴ 
ラ 女 昌 の 詳し い 解 説 は 深い 。 ア メリ カ の 服 館 史上 、 必 要 箇 所 を 紹介 きせ で いた だ く 。 


1861 年 因 に バリ で 紹介 され た スタ イル を 手 本 に し て いる 。 の スタ イル は も 
と は と いえ ば 、 冬 の 雨 の 日 や 春雷 解け の 時 期 に スカ ー ト が 地面 を 引き ずっ て 汚れ る 
の を 防ぐ た め に 始ま っ た 。 だ が 、 流行 の ファ ッ シ ョ ン と し て 若い 女性 た ち に 採用 され 
た 時 に は スカ ー ト 丈 は 既に 地面 に 付か な いく らい 短く な っ て いて 、 ル ー ビ ング は 若い 
女性 が どれ くら い 流行 に 化 感 か を 誇示 する た め の も の に な っ た 。 た だ 、『 ポ ルト ・ ジ 
ュ ブ (poncjupc:) [スカ ー ト を た くし 上 げ る 道具 ] 』 を 使用 し て ルー ビン ダ を する 坦 
合 、 本 当 な ら 格 子 縮 また は スト ライ ブ の し ゃ れ た ペチ ュー ト を は くべ き な の だ が 、 こ 
の 少女 た ち は どちら も そう し て いな い 。 
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レー ズ は 、 調節 可能 な スカ ー ト の 上 に 、 同 じ 生 地 で 作っ た ダブ ル の 短い パル 
トー・ ジ ャ ケッ ト を 着 て いる 。 
ポー レッ ト が あっ て 黒い ブレー ド で 緑 取り が 施さ れ て いる と か 、 
重 の フラ テッ プ が 付い て いる な ど 、 と て も ファ ッ シ ョ ナブ ル な 細工 が ほど こさ れ て いる 
OomnSevemp.245) 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 以上 の よう に 、 た く し 上 げ ス カー ト に つい て 、 詳し い 情 報 を 掲載 し て い 


る 


G) 補 
以下 、 セ ヴ ラ 女 更 の 記述 の 要約 ・ 紹 介 を させ て いた だ く (Joan Severa , p.196) 。 

1860 年 か ら 62 年 まで の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト に は 、 非常 に 幅 の 広い ベル 型 を 
し た 八 分 丈 の フレ アス リー プ が 見 られ る 。 この タイ プ の 抽 は 、 上 腕 の 周り に びっ 
た り し た パン ド ま た は 先 の 人 っ た タイ ト な スリ ー プ キャ ッ プ [ 補 の 付け 根 の 上 
に 付け られ た キャ ッ プ ] が 付い て いる こと も 多い 。 この スタ イル の 袖 が 付い て い 
る 1860 年 代 の ドレ ス を 1850 年 代 未 の ドレ ス と 区 別 する 手掛かり は 少な く 、 身 
頃 の カッ ト の 短 さ 、 レ ー ス 飾り が 付い た を バルーン 型 の 巨大 な アン ダー スリ ー プ ブ 
だ け の こと も ある 。 プリ ー ツ を 取っ て アー ム ホ ー ル に 取り 付け 、 補 日 は びっ し り 
ギャ ザー を よせ て 始末 し た 極端 に 大 さ な ビ ショ ッ プ ・ ス リー プ (bishop sleeve) 
は 、1857 年 初め し に ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト 場 し 、1862 年 まで 時 折 掲 載 さ れ 
た 。 この ビシ ョ ッ プ ・ ス リー プ が 最大 の サイ ズ に な っ た の は 1861 年 で 、 こ の 
『 レ スリ ー ズ ・ イ ラス トレ ー テ ッ ド ・ ニ ュー ズレ ター (Leslies' Illustrated 
Newsletter) 』 3 月 号 に は 「 机 用 クリ ノリ ン 」 の 解説 が 載っ て いる 。 そ の クリ ノ 
リン (crinoline) の 挿絵 を 見 る と 、 被 艇 針金 を 曲げ て 棒 円 形 の ペル ー ン 形 を 描く 
よう に 配置 し 、 上 腕 と 手首 の 位置 に は 着 層 用 の パンド を 付け 、 水 平 に 渡し た 
プ で 披 杉 針金 同士 の 間 を つなげ て 、 袖 が 腕 か ら 離 れ た 位置 た れる よう に し 
で いる 。 こ の タイ プ の 袖 は 、 一 部 の スタ イル (た と えば コン デ ・ ス タイ ル ) の 服 
に 付け る 場合 に は 非常 に タイ ト な も の が 人 気 で 、 そ れれ 以外 の 場合 は ゆとり の あ 
る 人 筒 状 に 作ら れ て 、 時 に は 肘 か ら 下 を 大 きく 広げ た スコ ッ プ の よう な 形 に され . 
守口 は アン ダー スリ ー プ の 下部 が 見 える くら い 十 分 に 大 きか っ た 。 


ダ ゲ レオ タイ ブ の 写真 99 1860-62) は 、7Xc ge proyicg/Socicty/ xcocyn 7 が 


1860-62 年 
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に 付け られ て いる 。 こ れ は 1860 年 頃 か ら 女性 雑誌 の イ 


的 な 流行 の アン ダー スリ ー プ - 


な か な か お 洒落 な 宙 と ナン ダー スリ ー プ 


@) 捨 


5 の 所 蔵 品 で わる 。 


体 の 背 ト 
“は 、 ウ ィ ス コン シン の 若く 裕福 な 
る フラ ン シ ス ・ ア ダム ズ (Frances 
く 生 後 8 ヶ月 くら い の 娘 
こと 


「 こ の 美 し 


母 相 で 4 


Adams) が 、 お 


ズ を 取っ て いる 。」 と の 


ス の 素材 は シル クタ で 、 袖 は オー プン 
スリ る 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 次 の よう 
に 解説 し て いる 。 


い シ ルク ドレ ス は V ネ ッ 
ソフ ト な 占 が 見 える 。 机 は 
行 し た オー プン スリ 
2 つの バフ が 配 さ れ 、 
で 緑 飾り が ほど 
こさ れ て いる 。 非常 と し た 
アン ダー スリ ー プ (undetileeve) に は 、 
透け る 薄 さ の 黒い レー ス の パンド ボ が 比 
ト に 描か れ 始 め た 、 典 型 


Ooan Sevem p217 より 引用 ) 


ある 。 


白い 持 は 1860 年 代 に も 日 常 着 と と も に 着用 され て いた が 、 サ イズ は 一 様 に 小 


れ た 
無地 の リン ネル の 
て 3.2 セン チ ] 程度 で 、 
着用 され 


よく 汰 


リン ネル また は コッ トン で 


と いう の は 、 


オー ク の 埋もれ 木 や 黒 玉 の 装身具 


作ら れ た 先 の 朱 っ た 白い 裕 は 、 符 先 に 利 
が 使わ れ 、 人 気 の モ チー フ は 雷 た 

さ が 0.75 イ ンチ か ら 1.25 イ ンチ [1.9 
や 軽い ウー ル 地 の ドレ ス に 付け て 
行 し た 1860 年 代 未 に は 、 こ 


うし た プ ブローチ に も 非常 に 大 き な も の が 現れ た 。 ネ ッ ク リ ボン は 1850 年 代 ほど 
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の 人 気 が な く 、 着 ける 場合 に は 、 男 性 の ネクタイ の サイ ズ の 縮小 を 反映 し て 、 非 

の 細い リボ ン が 使わ れ た 。 上 質 の モス リン の ネッ クウ ェ ア ー が 人 気 
いう 話 が 、 フ ァ ッ 語 の コラ ム で 取り 上 げ ら れ て いた が 、 本 研究 の た め に 調 
査 し た 写真 か ら は その 裏付け は 得 ら れ な か っ た (JoanSevem p.99) 。 


ョ 


(⑲⑳ ジャ ケッ ト 

1860 年 代 に は ジャ ケッ ト が 多く 着用 され る よう に な り 、 一 部 の ジャ ケッ ト は 
ドレ ス と お 捕 い の 生地 で 作ら れ た 。 1860 年 代 に 入っ て すぐ に 初め て 紹介 され た 
時 の パル トー・ ジ ャ ケッ ト は 、 正確 に は サッ ク (sack sacque) で あり 、 肩 か ら 授 
や か に フレ アー を な し て 広がる スタ イル で 、 だ いた い ヒ ッ プ の 辺り まで スカ ー 
ト の 上 に か ぶさ っ て いた 。1860 年 代 に し て は 非常 に 目新し いこ の スタ イル は 、 
1850 年 代 の パス キー ヌ ・ ラ ッ プ に いく ら か 似 て いる が 、 ウ エス ト の 縫い 目 が な 
い 。1860 年 代 未 近く な る と 、 一 部 の パル トー は か な り び ぴったり し た フィ ッ ト に 
な り 、 両 脇 に スラ ッシュ [切り 込み ] が ある に も か か わら ず 、 ベ ルト を 締め て 着 
用 され た 

シャ ツブ プラ ウス の 上 に 着る 「 ス ペイ ン 風 」 ま た は 「 ボ レロ (bolero) ・ ス タイ 
ル 」 の 袖 な し ジャ ケッ ト は 、1860 年 代 に 人 気 が 高 か っ た 、 こ の タイ プ の ジャ ケ 
ッ ト は 非常 に 夫 : く 、 長 く て も ウエ スト 丈 で 、 前 身頃 の 正面 の 縁 が カー ブ を 描 
いて 背中 の 方 へ 向かっ て いた 。 ジャ ケッ ト は ウエ スト 区 で 、 前 の 開 さ の は 九 み 
を 帯び た ライ ン を 描き 、 わ ず か に フレ アー の ある 肝 丈 の 袖 に は 、 袖 日 か ら 背 側 の 
縫い 目 に 沿っ て 曲線 の スリ ッ ト が ある 。 着 古 し た 身頃 を 切り 離し 、 ウ エス トペ 
ド か ら 下 の スカ ー ト は 残し て お き 、 スペ イン 風 ま た は ズ ア ー プ ・ ス タイ ル の ジャ 
ケッ ト を 新た に 作っ て 、 残 し た スカ ー ト と プレ ー ン な 素材 の プラ ウス と 一 緒 に 
着 ま し ょ う 、 と いう も の で ある 。 こう し た スカ ー ト と プラ ウス と ジャ ケッ ト の | 
組み 合せ は 若い 女性 の み に 勧 め ら れ 、 大 人 の 女性 は カジ ュ ア ル な 装い で も ワン 
ビ ピース ドレ ス を 着用 する 習慣 を 守る べき だ と され て いた 。 既 製品 の 婦人 用 外 衣 
は 長い 間 輸 入 品 が ほとん ど だ っ た が 、1860 年 代 に な る と アメ リカ 国内 の 女性 用 
外 衣 規 造 某 が 緊 栄 し た (Joan Sevem。 pp.202-203 を 要約 ) 。 


⑮) 外 開 

その 補 は 、 ド レス や ジャ ケッ ト の 袖 の 上 に 着れ る よう に 大 きく 作ら れ 、 生 地 と 
対照 的 な 色 の 紐 、 ブ レー ド 、 幅広 の リボ ン で 奉 外 に 装飾 され て いた 。 袖 日 を フレ 
テー に し て 広げ る スタ イル は 、 コ ー ト スリ ー プ の 流行 に と も な っ て 1860 年 代 初 
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め に は 消え 去っ た 。 最新 の ファ ッ シ ョ ン 情 報 を 伝え る 記事 で は 長い クロ ー ク や 
ラッ プ が 取り 上 げ ら れ て いた が 、 そ うし た 上 衣 は 巨大 な フー プ の せい で た くさ 
ん の 布 を 必要 と し 、 従 っ て 高価 で あっ た 。 写真 られ る ラッ プ の 大 部 分 は 丈 が 
短い も の か 、 シ ョ ー ル で ある 。 丈 の 長い 旅行 用 クロ ー ク や 「 レ イン コー ト 
(waterproof) 」 は 比較 的 安い 素材 で 作ら れ 、 すべ て の 倫 約 室 の 女性 に と っ て 必 
庄 品 と みな され た 。 こ の 時 代 に は 「 頑 色 を し た (dustcolored) 」 リ ン ネ ル の フー 
ド つ き 旅 行 用 ケロ ー ク に つい て の 興味 深い 記述 が 見 られ る (Joan Severa, p.204 を 
要約 ) 。 


(6) 下着 
① コル セッ ト 

1860 年 代 ス タイ ル に 合っ た 形 に 胴体 を こし ら え る コル モッ ト は 、1850 年 代 未 
の 流行 の 流れ を 浪 ん で お り 、 大 が 短く 、 脚 の 部 分 は 広く 、 胸 部 は 小さ く 、 提 は 大 
きく 広がっ て 、 ウ エス ト の 下 教 イン チ ま で だ け を 可 う 形 で あっ た 。 上 の 方 に 欄 が 
入っ て いて 、1850 年 代 に 上 比べ て は る か に 択 適 に 着用 者 の 胸 を 包 な こと が で きた 。 
ドレ ス は 、 よ り し っ か り と 形 を 保つ た め に 、 締 い 目 や ヤダ ー ツ の 部 分 だ け で な くそ 
の 中 間 に も 張り 骨 が 入れ られ 、 前 中 心 で ホッ ク 留 め さ れ る よう に な っ た が 、 月 中 
で の 紐 締め も まだ 調整 の た め に 使用 され て いた 。 シ ュ ミ ー ズ に は 適度 な 膨らみ 
が あり 、 そ れ を コル セッ ト で 絞る こと に よっ て 、 コ ルセット より 下 で は 広がっ た 
短い アン ダー・ ス カー ト に な っ た 。 ま た 、 健 康 の た め に リフ ォ ー ム ・ ド レス を 着 
用 し て いた 女性 な ども 、 こ の 締め つけ る コル セッ ト を 放棄 し て いた よう で ある 
(Ooan Sevem. p 200 を 要約 ) 。 


②⑨ シュ ミー ズ と ペチ コー ト 、 ク リノ リン 

1860 年 代 中 ご ろ の シュ ミー ズ の 半 断 に つい て 、 キ ャ サリ ン ・E・ ピ ビー チャ ー[ ア 
メリ カ 合 衆 国 の 女性 の た め の 高等 教育 の 初期 の 推進 者 ] と ハリ エッ ト ・ ビ ピー チャ 
ー・ ス トウ [アメ リカ 合衆国 の 奴 款 制 廃 上 蘭 者 。『 ア ンク ル ・ ト ム の 小屋 』 の 作 
者 ] の 「 ア メリ カ 女 性 の 家庭 (The American Woman's Home) 』 (1869) に は 次 
の よう に 記さ れ て いる 。 シュ ミー ズ に は 適度 な 膨らみ が あり 、 そ れ を コル セッ ト 
よっ て 、 コ ルセット より 下 で は 広がっ た 短い ナン ダー・ ス カー ト に 

ー ズ の 肩 先 に は 小さ な キャ ッ プ スリ ー プ (cap sleeve) が 付い て 
ッ ク ラ イン (neck1ine) は 一 般 に 広く 、 カ ー プ し て いた 。 シュ ミー ズ 
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チュ ー ト も 使わ れ た ) 、 何ら か の クリ ノリ ン か フー プ の 順に 着 て 、 最後 に スカ ー 
ト を ふん わり と させ る た め に 上 質 の モス リン の ペチ コー ト を 1 枚 か 2 枚 生 ね て 、 
フー プ の 針金 を 隠し た 。 

この フー プ は 通常 、 ケ サー ジ ・ ク リノ リン (cagecrinoline) [鳥かご 状 の クリ ノ 
リン ] スタ イル で 作ら れ 、 前 面 に は 丸み を つけ て いな い 平 ら な 被覆 針金 を 使い 、 
それ ら を テー プ で 固定 し て 、 ス カー ト の 前 面 に 平ら な シル エッ ト を 作っ た 。 こ 
の 形 の フー プ は アメ リカ で は 1860 年 代 示 まで 存続 し 、 年 を 追う り ご と に ヒ 
帆 が 狭く な っ て いっ た 。1850 年 代 初 め に パリ で フー プ が 紹介 され た | 
な アメ リカ の 女性 た ち は そ れ を あま り に 危険 な も の と 考え た 。 と こ 
代 来 に な っ て パリ が フー プ 着 用 を や め る と 言い だ す と 、 ア メリ カ の 保守 的 な 女 
性 た ち は 、 フ ー プ が な く な っ た ら 体型 が は っ きり 見 えて し まう こと を 恐れ て 、 フ 
ー プ な し で 過ごす こと を 拒ん だ 。 大 き な フ ー プ を 使わ な いと な る と 、 女 性 た ち 
は 手持 ちの ドレ スス カー ト を すべ て 裁断 し な お し て 円 周 を 小さ くし た り 、 新 し 
い ス カー ト を 作っ た り し な けれ ば な ら な いか ら だ 。 実 際 、1860 年 代 中 頃 
ー プ の 着用 が 広まっ て いて 、 フ ー プ を 使わ な い 女 性 は 奇 異 の 目 で 見 られ て も お 
か し く な か っ た 。 1860 年 代 の 終わ り 近 くに は 、 コ ッ ク や メイ ド で さえ フー プ を 
着用 し て いた 。 だ が 、 た と えば 、 肉体 労働 を し て いた 女性 や や 工場 で 働い て いた 女 
性 た ち は 、 ヽ \ て い の 場 合 フ ー プ を 使わ な い 方 が うま く 作 業 で きる と いう 判断 
を 自ら 下 し た (Ooan Severa。 pp.200-201 を 要約 ) 。 


(⑰ アクセサリー 
この 当時 の アク セ サ リ ー と し て 重要 な も の は 、 ベ ルト 、 バ パラ ソル 、 宰 石 な ど で 
ある 。 こ れ ら に つい て は 、 多 く の 記 述 が ファ ッ シ ョ ン 雑 誌 に 掲載 され て いる 。 レ 


ー ス が 上 流 階級 の 基準 と し て みな され て いた よう に 、 本 当 に 余裕 の あっ た 人 だ け 
が 


これ ら の アク セ サ リ ー を 身 に 付け る こと が で きた の で は な い だ ろ うぅ か. また 、 

60 年 代 に リフ ォ ー ム ・ ド レス を 着用 し て いた ドレ スリ フォ ー マ ー た ち は 、 女 

性 らし さ を 忘 れず 、 可 愛 い アタ クセ サ リー を 身 に 付け た り 上 質 の 素材 を 用 いた り し 

て いた 。 リフ ォ ー ム ・ ド レス を 受け 入れ た の は 肉体 労働 を する 女性 だ け で あり 、 
ドレ スリ フォ ー マ ー た ち は 新 聞 紙 上 で 朝 笑 され て いた こと は 非常 に 興味 深い 
Ooan Seven。 pp. 197-199 を 要約 ) 。 


(@) 被り 物 
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1860 年 代 、 つ け 毛 の 新しい ファ ッ 
ショ ン は 、 頭 の バラ ンス の 取れ た サイ 
ズ を 劇 的 に 変化 させ 、 帽 子 の 形 と サイ 
ズ も それ に 対応 し て 変化 し た 。60 年 
代 未 に は 、 流行 の へ アー・ ス タイ ル は 
ます ます 複 槍 に な り 、 サ イズ も 増加 し 
り 、 女 性 の 頭 の 大 き さ を か な り 変 
化 きせ 、 幅 子 や ポン ネッ ト の スタ イル 
変化 を 及ぼ し 、 小 さ な 帽 子 の 流行 
た よう で ある 。 髪型 を 加 え る た 

め に 、1860 年 代 後 半 に は 、 ヘ アグ ッ ズ 

の 広告 が 女性 誌 や 新聞 紙上 に 現れ で 
精巧 な スタ イル に 女性 が 例外 な く 従 っ た と いう わけ で は な い 。 し か し 、 
誇張 され た 髪型 で な い に し ろ 、 女 性 た ち は 小 さ な 帽 子 や ボン ネッ ト を 被っ た り 、 
きっ た り し て いた 。60 年 代 、 年 配 の 女性 を 除く 全て の 
けら れ て いた よう で ある 。 


写真 108 = ダ ゲ レ オ タイ ブ 
1862 年 7 月 4 日 
提供 : cwer cwde pr229 


Sevem、p. 232) が 、1864 年 頃 に は 小さ く な っ て いる 。 こ の 時 代 の ポン ネッ ト は 、 
頭 の は る か 後方 に 被 られ 、 幅 の 広い リボ ン の 紺 を 使用 し て いた 。 そ し て 、 抱 り 物 
も また 、 多 く の フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 の 記述 が 残っ て いる (Jom Sevem, pp.205-207 を 
要約 ) 
以下 に 


S い て 、 裕 福 な 女性 が 写っ て いる 写真 の 紹介 ・ 考 察 を する 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 108 (1882 年 7 月 4 日) (p.229) は 、7Me peer xiwe の 所 蔵 
品 で ある 。 


被写体 の 場面 


背景 情報 で も る が 、 セ ヴ ラ 女 更 は 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 

この 珍し い ダ ゲ レ オ タイ プ は 、 ジ ョ ー ジ ・ ニ コル ズ (GormcNichols) の 84 央 の 誕 
生日 を 祝う パー ティ で 撮影 され た 。 彼 は 中 央 に 座っ て お り 、 彼 か ら 見 て 右 隣 に 奏 の ペ 
ッ シ ィ ー (Bety) が いる 。 ズ 家 は モイ ラム の 有力 者 で 立派 生ん で 
いた が 、 町 の 記録 に よる と 彼ら は 何 度 も 経済 的 矢 敗 を 経験 し て お り 、 決 し て 大 語 窒 で 
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は な か っ 


セ ヴ ラ 女史 は 写真 の 右端 の 女性 の ドレ 
っ いて 、 興 味 深い 解説 を し て いる 。 


ー 番 右端 の ー サ (Manha) 
は 、 ド レス の 下 に フー プ を 着用 し て 
いる の が 明らか に わか る 。 
っ て いる 女性 全員 が フー プ を 身 


写真 111 1882-64 年 
提供 : 7 or deAi Nefomgf rdgwegr。 
pd 


も し か し 
例外 か も し れ な い ) 

ス は この 写真 の 中 で ある 程度 まで 全体 が 写っ て いる 唯一 の 服 だ が 、1860 年 代 初め の 

若い 『 未 婚 の 』 女 性 用 の 典型 的 な 形 に 作ら れ て いる (Joan Severa。 p209 より 引用 ) 


写真 1IL (1862-64 年 ) (5.233) は 、7he fo 74J Veriof Mom の nen の 所 蔵 品 で : 


た 島 の 宿 
地 の 様子 に つい て 、 次 の よう な 貴重 な 


地 に 潜在 し た 女性 が ター ゲッ ト で ある 。 
記録 を 書き 綴っ て いる 。 


当時 は 、 要 楽 化 さ れ た この 鳥 に 棄 る 手段 と し て は 、 船 し か な く 、 島内 に は 将校 た ち 
の 住居 区 画 と 、 徴兵 され た 兵士 が 暮らす 兵舎 が あっ た 。 将校 の 一 部 は 妻 を 呼び 寄せ た 
が 、 それ が 占領 後 ど れ くら い 早い 時 期 だ っ た の か は 不 朋 で ある 。 記録 に よれ ば 、 比較 
的 安全 な 時 期 に は 考 た ち が あ ちこ ちの 宿営 地 を 訪れ 、 時 | 
島 の 要 守 で の 占領 活動 の 様子 は 、 多く の 写真 に 記録 され た 。 それ ら の 写真 は 、 面 像 こ 
そ 多 胃 で は な いも の の 、 歴史 的 に 重要 な 価値 を 持っ て いる (Joan Sever, p233 より 引 
用 ) 。 


【 に 見 る 女性 の 外出 着 は 、 決 の よう に 描か れ て いる 。 


酸 と その 妻 と 思わ れる 女性 が 写っ て いる この 写真 は 、1860 年 代 初め の ある 晴れ 
た 日 に 系 の 砲 床 で 提 影 され た 。 女性 の 外出 着 の 全身 像 を は っ さり 捉え た すばらし い 例 


175 


で あり 、 写 真 と し て 珍し いも の で ある 。 
若い 女性 が 、 四 方 に 大 きく 広がる フー プ 
の 上 に 床 丈 の 濃 色 の 外出 用 ドレ ス を 着 
用 し 、 パ ルト ー (Walei0 ・ ジ ャ ケッ ト 
を 羽織 っ て 、 妻 攻 幅 子 を か ぶり 、 扇 子 を 
持っ て いる 。 フー プ の 幅 が 広く て 丸い 形 
で ある こと は 、 撮 影 さ れ た の が 1862 年 
に 近い 日 付 で ある 可能 性 を 強く 示し て 
いる (om Scve。 233 より 引用 ) 


写真 137 (1866 年 頃 ) (p.270) は 、2c 
Ozg 4 が se の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 ふ た り の 裕福 な 若い 女性 の 
ョ ン を 、 以下 の よう に 、 非 
写し て いる 。 必要 簡 所 を 引用 


写真 137 1856 年 頃 
提供 : 7eOzkigwd Mew 
p270 


並 は すれ て ファ ッ シ ョ ナブ ル な 若い カリ フォ ルニア 女性 が ふた り 、 ボ ー ト レー 
ト の た め に ポー ズ を 取っ て いる 。 立 っ て いる 女性 は コル セッ ト を きつ く 締 め 上 げ 、 
最新 型 の 円 形 の フー プ (前 は 膨らます 落ち 、 後 ろ は 大 きく 膨らん だ 形 の 
も の ) を 着用 し て いる 。 こ の フー プ の お か げ で 、 た くさ ん プリ ー ツ を 入れ た ゴア 
ー ド スカ ー ト の 三角 形 の ライ ン が きれ い に 出 て いる 。 こ こま で 滑ら か な ライ ン を 
出す た め に は 、 ク リノ サン (crinoline) の 上 ン の ペチ コー ト を 少な く と 
も 2 枚 重ね な けれ ば いけ な か っ た ろう 。 座 っ て いる 女性 も 、 負 けず 劣ら ず の 高価 
な ドレ ス を 着 て いる 。 た だ 、 ス カー ト と 宙 は 立っ て いる 女性 の ドレ ス ほ ど 鮮 烈 な 
デザ イン で は な い 。 …… 敵 頃 は ハー ト 形 に 仕上 げ ら れ 、 シ ルク の フリ ンジ で 装飾 
され 、 共 布 リボ ン の パン ド が 巻 か れ て いる (JoanSeven。 p271 より 引用 ) 。 


2. 庶民 女性 の 服装 


(1) 家庭 義 紙 の 女性 服 
写真 16 (1863 一 65 年 ) (5.242) は 、7jeOz&gAoewgr の 所 蔵 品 で ある 。 庶民 の 
女性 の ドレ ス の 写真 で ある 。 


コッ 
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に は 、 フー プ の 一 番 下 の 輪 
上 て と れる 。 ス カー 
ト は 、 ウ エス トラ イン の サイ ド フ ロン ト 
に ナイ フ プ リー ツ (knife pleas) が 取ら 
れ て いる が 、 下 の フ ー プ が 比較 的 小さ く 、 
普通 の ドレ ス ほ どの 膨らみ が 出 て いな い 。 
これ は 布 を 館 約 し て 裁断 し た こと を あら 
わし て いる の か も し れ な い (彼女 の 背後 
に ある 人 台 の せい で フー プ は 古 自 


写真 116 。 1863-65 年 出さ れ て ゆがみ を 引き 起こ し て いる せい 
提供 : 7 が eOzKiewd Wewwe pn249 も ある だ ろう 2 


し た 脆 型 や 、 お そら く お 手製 と 思わ れる 

ケッ ト か ら は っ きり と 見 て 取れ る 。 ズ アー プ ・ ジ ャ ケッ ト は 贅 の 短い 
タイ ブ の ジャ ケッ ト で シル ク の 外 衣 や スカ ー ト を リフ ォ ー ム し て 作 
り 、 生地 代 を か けず す に 済ま すこ と が よく あっ た 。 写真 の ジャ ケッ ト は 、 締 い 日 と 縛 を 
全 押 、 明るい 色 の パイ ピン グ で 飾っ で いる 。 1860 年 代 に 黒い 服 の パイ ピン グ (piping) 
と し て よく 紹介 され て いる の は 、 マ ゼン タ ま た は 赤い シル ク の パイ ピン グ で ある 
(Joan Severa.p242 より 引 月 


く な っ 


写真 17 (1863-65 年 ) D243) は 、Necy Asg7 fisckgr の 所 蔵 店 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 被 写 体 の 
取ら れる 。 


情報 


の よう に 書い て いる 。 多 産 の 母 梓 の 朋 し さ が 如 実 
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写真 117 1863-65 年 
提供 Newer AfZnMg fixcMer PL243 


ショ ッ プ ・ ス リー プ と た っ ぷり し た 膨らみ の プリ 


1823 年 生ま れ の ロザン ナレ イス 
ロッ プ (Rosanna Lathrop) は 、 写 
真 撮影 時 に は 40 歳 か ら 42 歳 くら 
いで ある 。 この ポー トレ ー ト の 年 代 
推定 の 一 番 の 手 措 か り は 、 彼 女 の 一 
家 の 歴 史記 録 で ある ( 子 克 の 手 で 完 
全 な 家系 図 が 作ら れ て いる ) 。 
ロザン ナ と 夫 の アゼル (Azel) は 、 
ミシガン 州 の アッ パー 半島 の マー 
ケッ ト と いう 町 の 近く で か な り 広 
い 土地 を 耕作 し て いた 。 …… 彼 女 
は 1 蔵 の 頃 ま で に 少な く と も 8 人 
の 子 を 生み 、 う ち 6 人 (女の子 4 人 
と 男の子 2 人 ) が 生存 し て いた 。 ロ 
ザン ナ は 、 自 身 と 子ども た ちの 服 の 
大 半 を 自分 で 作っ て いた こと が 知 
られ で いる 。 一 家 は 倫 し く 、 お 針 子 
に 仕立 賃 を 払う 余裕 が な か っ た 。 し 
か し 、 こ の 写真 で 彼女 が 着 て いる 新 
し い キ ャ ラコ の ドレ ス は 大 き な ビ 
ー ツ スカ ー ト を 持つ し ゃ れ た 形 で 、 


スカ ー ト の 下 に は フー プ を は いて る 。 ロザン ナ は どちら か と いえ ば ウエ スト が 太い が 、 
コル セッ ト を 着用 し て いる 。 彼女 の 体型 は 、 当時 流行 し た ウェ スト が 細く 曲線 の ライ 
ン を 見 せる 新しい シル エッ ト に 、 何 度 も 妊娠 ・ 出 産 を 経た 身体 を 適合 させ た 様子 を よ 


く あ ら わ し て い (Joqn Severm_ p.244 より 引用 ) 。 


セ ヴ ラ 女史 は 何 度 も 竹 娠 ・ 出 産 を 経た 席 氏 の 女性 の 体型 と お し ゃ れ 心 を この 衣服 を 通し 
て 、 と て も リア ル に 表現 し て いる 。 ま さ に 、 民 楽 の 生活 区 化 を あり あり と 感じ 取れ る 


枚 の 写真 で ある 。 


写真 118 (1863.65 年 ) (p.244) は 、Agxy 4zsg// Pixgker の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 被 写 体 の 育 最 情 報 に つい 
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し く 解 説 し て いる 。 
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前 ペー ジ の ロザン ナ ・ レ イス ロッ 
プ と 夫 ア ゼル の 長女 メデ リー・ レ イ 
スロ ッ プ (Mary lathrop) は 

の 撮影 時 に は 10 歳 

越 家 の 娘 で 、 他 に 少な く と も 5 
人 の きょう だ い が い た メア リー は 、 
新しい ドレ ス を わずか し か 持っ て い 
な か っ た 。 …… メ アリ ー の 子ども 時 
代 の ドレ ス は 間違い な くす べ て 尽 親 
の 手作り で 、 メ アリ も お そら 
く 10 基 く らい か ら 組 い 物 の 手伝い を 
始め た は ず で ある 。 細 かい チェ ッ ク 
の ギン ガム を 使っ た メア リー の ドレ 
ス は 、 わ ざと 少し 大 きめ に 作ら れ 、 背 
が 伸び る こと を 見 越し て 裾 き な 
タッ ク が と られ て いる 。 … ロ ザン 
ナ は メア リー の ドレ ス に 、 実 用 性 の 
ほか に いく ら か の 可愛 らし い 若 々 し 
さ を 門 り 込ん だ 

"た だ ひと つ 違 う の は 、 裕 福 な 
家の子 で あわ れ ば この よう な 股 は 日常 着 で し か な く 、 あ ら た まっ た 場面 
大 人 び た フ ァ ッ ショ ン を 身 に まとっ た で あろ うと いう 点 で ある (Joan Sewem. 
p.241 より 引用 ) 


この 写 


写真 18 1863-65 年 
提 体 Agwoy Mgr が g/ ac p.244 


も っ と 


っ の 写真 117 と 118 を 通し て 、 母 の する 深い 愛情 を し み じ み と 感じ 
きる 。 筆者 の 母親 も フェ ルト の 真っ 赤 な ジャ ン パ ペー スカート に へ ム を 沢山 付 
が 成長 する と 紫色 に め て 、 スカ ー ト の 頑 を 長く し て 身長 に 合わ せ て で 


と る こと が で 


くれ 、 私 


2) ドレ ス メ ー カ ー に よっ て 仕立 て られ た 女性 服 
写真 115 (1R63 年 頃 ) (p.240) は 、7e Rock ooy oricgl Sozer の 所 基 
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と て も お し ゃ れ な 二 人 の 女性 の 写真 で 
衣 洛 は 1860 年 代 初期 の スタ イル の 
れる 。 モ ヴ ラ 女 史 は 、 彼 女 た ち 
つい て 、 詳 細 に わた る 解説 を し て 
いる 。 一 部 を 紹介 させ て い 


ウイスコンシン 州 の ふた り の い 
女性 が 、 ポ ー ト レー ト の 中 で 上 品 な 
コン トラ ト を 見 せ て いる 。 どちら も 、 
この 頃 に 流行 し 始め た 椿 円 形 で 細め 
の フー プ で は な く 、1860 年 代 初頭 の 
大 きく 広がっ た フー プ を 使用 し て い 
る 。 有 有 側 の 女性 が 着 て いる 比較 的 お 
と な し い 服 の うち 、 ス カー ト 部 分 を 
仕立 て 直し た も の で 、 薄 い 色 で 厚地 
の ウー ル か ウー ル 湿 紡 の 生地 で 作ら 
れ て お り 、 握 に は 幅 の 中 な る 黒 ペル 
ベッ ト の バン ド 状 の 布 が 2 本 付け ら 


写真 115 1853 年 IAg 松 謙 生 お 敵 に 
柱 0R RG Ce oe れ て いる 。 彼女 は 全 方 向 に 大 きく 広 
wckor&/, p.240 が る フー プ の 上 に この スカ ー ト を は 


さき 、 ウ エス ト は 金属 製 の パッ クル の 
付い た 時 の ベル ト で きつ く 締 め て い 
る 。 上 は 、 大 きく 膨らん ン (また は リン ネル ) の ガリ ベル デ 
イィ ・ プ ラウ ス の 上 に 、 ゆ る や か に 垂れ る 袖 を 持つ 黒い シル ク ま た は ペル ベッ ト の ズ ア 
ー プ ・ ジ ャ ケッ ト を 着 て いる 。 シン ブル な 媛 型 を し て 、 まっ た く 飾 り 気 の な い 暗 色 の 


パラ ッ ツル ( parasol) を 持っ て いる 彼女 は 、1860 年 代 の 若い 女性 の うち 、 流行 を 意識 
し て は いる も の の 保守 的 で 節約 を 心がけ る タイ プ の 代表 と いえ る 。.…… 左 側 の 女性 
が 着 て いる 新型 の 曲線 形状 の コル セッ ト の 上 に ぴっ た り フ ィ ッ ト し た 最 先 の スタ 

イル の 身頃 は 、 ウエスト フ ロン ト | 


ョ ッ キ ー ポ イン ト に デザ イン され 、 ヨー タラ イ 
絹 飾 り が 多用 され て いる 。 袖 は 、 膨らみ の ある コー 
、 肘 の と ころ が カー ブ を 描い て お り 、 カ 
な 装飾 が ほ どこ され 、 袖 日 の 下 か ら た ・ 
いる (doan SewemL p240 より 引用 ) 


トス リー プ に さら に 手 上 
フス 部 分 は 大 きく 広 : 
り と し た アン ダー スリ ー プ が の ぞい 


INO 
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写真 98 カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 写真 130 1865-67 年 
1860 年 提供 70e Aoct Cagx 7fGvoricg7Sciey 
挫 : 7 が e wwe 77worie/Socdey の @CS 2) 。p.258 
Mem 0P27 人 NJ お 29 、p.216 


ぶん 長く て 、 詳細 に 
あり あり と 伝わっ て くる 。 衣服 の 実物 を 知ら な 
は 能 わ な いで あろ う 。 さ ら に 、 詳細 を お 知り に 
ナル の 着 作 を あ 妥 され た い 


っ た る 解説 で ある 。 モ ヴ ラ 女 史 の 衣服 に 対す る 造形 の 深き が 
けれ ば 、 で 具体 的 な 解説 を 書く こ 
な り た い 読 者 の 方 は 、 セ ヴ ラ 女 史 の オリ 


⑬) 日 党 着 
カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写 
Wox (0 AX37 お 725) の 所 


8 (1860 年 ) (p.216) は 、7AeSie7foricg/ Soee' 
ある 


ー・ パ ダリ ー (Mary Bagley) 


場所 に つい て は 、 こ う 書 か れ て いる 。「1860 年 、 メア 
が 45 勘 の 時 の 写真 。 写真 に は 『 カ ー ト ン 写 真 館 、 ウ ッ ド スト ッ ク cw.(Kinon..Photogmaphcr 
Woodstockcw) 』 と いう スタ ンプ が 擦 され で いる 。 」 服装 は 、 中 年 女性 向け の 保守 的 な 
歩 着 か 外出 着 で ある と の こと 。 デ ザイ ン や 素材 に つい て 、 次 の よ うに 解説 され て いる , 


| 


写真 3 ティ ンタ イブ 186L2 年 
提 休 iqorzc Norowpron CS&698) 、 
p221 


バグ リー 夫人 は も っ ぱら 中 年 女性 
が 着る 上 よう な 保守 前 な 服 を 着 て お り 、 
まっ た く の 流 行 遅れ と は 言え な いも 
の の 流行 の 盛り に 合わ せ た フ ァ ッ シ 
ョ ン で は な い , むし ろ こ の 次 は 、 ある 
程度 の 金持ち で 趣味 も そ : 
い 女 性 が 、 訪 問 や 散歩 の | 
こと を 期待 され た 服装 を あら わし て 
いる 。 彼女 が 着 て いる の は 、1850 年 
代 末 の 肩幅 の 広い スタ イル に 裁断 さ 

れ た 上 質 の 黒い アル バカ (alpaca) の 
恒 用 ドレ ス で 、 肩 か ら ウ エス ト の 前 中 
心 へ 向かっ て 次 第 に 細く な る ブリー 
ツ (pls) が 取ら れ て いる 。 ウ エス 

ト は 前 中 央 が ほん の わずか て 

いる 以外 は 志 く 作ら れ て パイ ビン グ 

され 、 身 頃 は 前 あき で くる み ボ タン で 
留め られ て いる (JoanSewemu p.216 
より 引用 ) 。 


写真 190 (1865-G7 年 ) (5.258) は 、7e Aoc4 Counr が oricg7Socfeny RC7 が 5 72) の 


所 蔵 品 で ある 。 


写真 の 背 太 情報 は 、 次 の よう に 書か れ て いる 。 


写っ て いる の は ウィ スコ ン シ ン 州 ロッ ク 郡 の つつ まし い 中 産 階級 の 


夫婦 で あり 、 農村 部 と 都会 の どちら に 住ん で いた か は わか ら な い 。 写真 が 撮影 され 


た の は お そら く ジ ェ ー ン ズ ヴ ィ ル で 、 
外 の ロッ ク 客 の 大 部 分 は 、 当時 は 農村 で あっ た 。 ふた り が 


この 町 は 洗練 され 


* 会 で あっ た が 、 それ 以 
て いる の は 、 


舎 で も 見 られ た あり ふれ た 恒 用 の 服 で ある (JoanSevera。 pr 258 より 引用 ) 。 


科 に 服装 で ある が 、 服 飾 の 専門 家 の 目 線 で 、 素 材 や 雪 断 や デザ イン や TPO が 具体 的 に 


記さ れ て いる 。 
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彼女 の ドレ ス の 素材 は 、 安 価 で 実用 的 な ウー ル か ウー ル 混 巧 の 日 の 詰 ん だ 生地 で 、 
スト ライ ブ の 柄 織り で ある 。 ス カー ト の 裁断 は 1860 年 代 の 半ば か ら 終 わり 頃 に か け 
て の 流行 の 形 で 、 比較 的 広がり が 小さ い 。 ゴ アー ドス カー ト で ある こと は 正面 や や 左 
の は ぎ 合 わせ 部 分 の スト ライ ブ の 骨 で わか る 。、 し か し 、 ウエ スト ライ ン に は まだ 全 財 
に 小さ な プリ ー ツ が 入っ て お り 、 あ りさ た りな 方 法 で ウエ スト ペン ド に 縫い 付け られ 
て いる 。 ス カー ト は 、 膨らみ こそ 少な い が 、 下 に 小ぶり な フー プ を 着用 し て 滑ら か な 
形 に 整え られ て いる 。 ス カー ト の 元 は か な り 短 めで 、 こ れ は 1860 年 代 後半 の 外出 用 
ドレ ス の 流行 で あっ た 。 福 は 、 斜め に 裁断 し た 共布 で 作っ た 三 段 の フラ ウン ス で 飾ら 
れ て で いる (Joan Severa, p 258 より 引用 ) 。 


ティ ンタ イプ の 写真 103 (1861 - 62 年 ) (p.221) は 、 /7szorzc ArZ5egprog (655. 629 
の 所 蔵 品 で わる 。 


この 写真 に 見 る 衣 服 に つい て も 、 服飾 の 専門 家 の 目 線 で 、 素材 や 裁断 や デザ イン や PO 
が 大 体 的 に 記さ れ て いる 。 


ダー ツ を 取っ て 身体 に ぴったり フィ ッ ト さ せ た ハ イ ウ エス ト の 身頃 と 、 四 角 く 裁断 
し た 生地 に ギャ ザー を 寄せ て ウエ スト に 縫い 付け た スカ ー ト 、 そ し て 大 きく 広がっ た 
フー プ も 、1860 年 代 初め 頃 で ある こと を 示す 明らか な 証 搬 で ある 。 … 胸 が ふた つの 
膨らみ と し て は っ きり 認識 で き 、 胸 都 は 細い ウエ スト に 向かっ て 漏斗 の よう に 締め ら 
れ て いる の で ある 。 …… 交 沢 が あり 、 比 較 的 薄く て ハリ の ある この 系 材 は 、 フ ブー ブ の 
上 の スカ ー ト の ふん わり し た 軽い 見 た 目 を 生み 出し 、 袖 の パフ に も 経 や か さ を 与え て 
いる 。 色 は 、 ミディ アム プラ ウン また は ワイ ン 色 の 地 に クリ ー ム 色 の チェ ッ ンク で ある 
可能 性 が 最も 高い 。 金 めっき の 大 き な バ ッ ク ル が 付い た 財 色 の 革 ベ ルト が 、 ウエスト 
に きっ ちり 締め られ て いる 。 これ は 学校 教師 ある い は 家庭 の 主婦 が 日 中 に 着る の に ふ 、 
きわ し い ド レス で あり 、 も っ と 上 流 の 女性 の 場合 は 朝 に 着用 する の が 適 功 と され て い 
た Ooan Sevem. p.221 より 引用 ) 。 


この 解説 で は 、 TPO や 素材 の 質感 、 色彩 が 、 ま る で 表 服 の 実物 を 手 に と っ て いる か の ご 
と く リ アル な 揃 写 が 行わ れ て いる 。 表 さ れ た 一 枚 の 写真 か ら 、 こ こま で 解説 で きる の は 、 
衣服 の 実物 に 精通 され て いる セ ヴ ラ 女史 な ら で は の 仕事 で ある 。 
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(⑭⑪ リフ ォ ー ム ・ ド レス 
19 世紀 アメ リカ に お ける 女性 の 月 疲 改 
革 は 、 国 内 外 多数 の 研究 が 見 られ 
る 。 フ ィ ッ シャ ー 女 史 (Gayle Vena 
Fixher 1966 ( 詳 ⑳ ] ) は 、 既存 の ブル 
ー マ ー リ ズム 研究 を 再 検討 し 、19 世紀 ア 
メリ カ に お ける 女性 の 服装 改革 を 1 期 
1824-1851 年 、 和 期 1RS1-1879 年 に 区 分 し 
て 、 新 し い 研究 を 行っ て いる 。 
1 期 (1824-185 1 年 ) は イギリス 人 の 人 補 
想 的 福 会 主義 者 ロメ ー ウ ェ ン が 中 
ィ ア ナ 州 の ニュ ー・ ハ ー 


ト ・ 


写真 122 カル ト ・ ド ・ グ ィ ジッ ト 
CR 者 者 と し て 所 人 の オナ 
イダ ・ ィ が 結成 され 、 ド レス の 
改 共 運 動 が 興 さ れ た 。 L 期 (1851-1879 年 ) 
般 大 箇 の 注目 を 浴び る よう に な っ た 時 期 で わる 。 ズボン を は い 
、」 が 克 場 する 1851 年 
バ 、 服 
装 枚 革 者 と し て 知ら れる 医師 メア リー・ エ ド ワ ー ズ ・ ウ ォ ー カ ー (1832-1919 年 ) の 試み 
は これ まで の ドレ ス 改 革 の 変 下 の 縮図 と いえ る 。 彼女 は アメ リカ 初 の 性 医師 で あり 、 南 
北 戦 争 中 の 働き で ゴ 章 を 授与 され 、 生 時 代 か ら 結婚 式 と その 後 の 生 活 の 場 で も ペン ツ 
スタ イル の リフ ォ ー ム ・ ド レス で 過ごし た 。 
以上 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 詳細 +、 濱田 雅 了 著 「 バ リ ・ モ ー ド か ら ア メ 
リカ ン ・ ル ッ ク ーー ア メリ カ 服 飾 社会 近 現代 篇 一 ] (株 式 会 社 RRD , POD 出版 サー ビ 
ス 、 2019) を 参照 され た い 。 以 下 に お いて 、 セ ヴ ラ 女 史 の 著作 か ら 、 リ フォ ー ム ・ ド レス 
関連 の 貴重 な 写真 を # 枚 、 紹介 ・ 考 、 他 に 類 を 見 な い 詳細 な 
付 さ れ て いる 。 服飾 史上 、 大 | 部 を 引用 させ て いた だ く 
さら な る 情報 に つい て は 、 セ ヴ ラ 女 喝 の 著作 と 濱田 の 閉 作 を 参照 され た い 


は ドレ ス の 改 因 
た 女性 た ちと 
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洒 治 療 師 も ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 に 取り 組ん だ 。 さ て 、 林 治療 と は どの よう な 医療 な 
の で あろ うか 。 

ジェ ー ム ズ ・C・ ジ ャ クソ ン (JamcsC. Jackson 1811-1895) 博士 は 、 19 世紀 後半 の 代 
表 的 な 水 治療 師 で 、 ド レス ・ リ フォ ー ム を 提唱 し た 人 物 で あり 、 アメ リカ の コス チュ ー ム 
を 独自 の も の と し て 採用 し た 全米 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 協会 の 創設 を 揚 励 し た 。 

さて で 、 ジ ャ クツ ン 博 士 と は 、 ど の よ うぅ な 経歴 の 人 物 で あろ うか 。 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 
の 著作 に 掲載 され た 写真 (写真 122) に みる ジャ クソ ン 随 士 像 に 人 っ て みよ う 。 


メカ ルト ・ ド ヶ ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 122 (1864 年 ) (p.218) は 、 の eborgb forkgwgCoogey 
の 所 蔵 品 で ある 。 


ジェ ー ム ズ ・C・ ジ ャ クツ ソン (JamesC.Jackson 1811-1895) 博士 は 、1864 年 
ーー ヨー ク 州 の シラ キュ ー ス と オス ウェ ゴ に 店 を 持つ 『H・ レ イジ テー 写真 館 (HL 
Lazier) 』 で この 全身 写真 を 撮影 し 、 カ レト ・ ド ・ ヴ ィ ト つ まり 名 刺 判 で プリ ン 
ト し て も ら っ た 。 …… ジ ャ クソ ン 博 士 は ニュ ー ョ ー ク 市 で 『 水 治療 へ ウス (WaterCure 
House) 』 を 運営 し て いた 医学 士 の ラッ セル ・ サ ッ チ ヤー・ ト ロー ル (RuswellThacher 
Tn 1812-1877) の 弟子 で あっ た 。 ト ロー ル の シス テム は 水 療法 、 体操 、 食事 、 睡 也 、 
運動 を 組み 合わ せ た も の で 、 彼 は 1854 年 に 『 ニ ュー ョ ー ク 水 治 療 ・ 生 理学 学校 (Now 
York Hydropaihicand 、PhysiologicalSchool) 』 を 設立 し て いる 。 こ の 学校 は 、 部 屋代 ・ 
食事 代 の 150 ドル ( 夏 は 100 ドル ) を 払え ば 入学 が で きた 。 生 徒 た ち は 、 女 性 の ド 
レス の 改革 、 健 康 的 な 食事 、 風 通し を 良く する こと 、 熱 情 (特に 性 稚 ) の コン トロ ー 
ル に つい て 教授 され た 。 紅茶 、 コ ー ヒ ー、 ウ イス キー、 ワ イン 、 タ バ コ は 貸 止 され 、 
脂肪 の な い 肉 は 認め られ た も の の 、 量 は 控え る よう に と 釘 を ささ れ た (Joan Sever 
p 239 より 引用 ) 。 


きら に 、 詳細 を お 知り に な り た い 読 者 の 方 は 、 セ ヴ ラ 女 史 の オリ ジ ナ ル の 著作 と 演 田 の 
著作 を 参照 され た い 。 ジ ャ クツ ン 博 士 を 紹介 し た が 、 ジャ クソ ン 博 士 は 多く の 着 作 を 著 し 
て いる 。 非 生理 的 な ば ドレス が いか に 健康 に 良く な いか に つい て 書か れ た "American 
Womanhood" の 第 5 剖 非 筆 康 的 な ドレ ス (Jamcs C. Jackson. American Womanhood, its 、 
peculiarities and mecessities 1870. Chapter V Unhealthy Dress) の 内 容 は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 
運 委 の 考 将 に 当たっ て 、 な か な か 得難い 、 区 一 な も の で ある 。 

「 プ ルー マー 運動 」 の 衰退 後 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 が 復活 する 。 リ ディ ア ・ セ イヤ 
ー・ ハ ズブ ルッ ク (Dr Lydia Sayer Hasbrouck, 1827-1910) は 、 こ の 運動 の 復活 に 取り 組 
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ん だ , 掲載 され た リディア ・ セ イヤ ー・ ハ ズ 
プル ッ ク と 彼女 の 夫 、 
解説 の 一 部 を 紹介 させ ] 


ョ ン ・: ハ 


ッ ク の 
だ く 。 


カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の (写真 114) 
( p 233) は 、 eborgg okg Cooey の 所 
蔵 鉛 で ある 。 


この 珍し い 写真 に 写っ て いる の は 、 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 と その 夫 で あ 
る 。 リディア ・ モ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク 
(tydia Sayer Hbrouck。 1827-1910) 
は 、 全 迷 ド レス ・ リ フォ ー ム 血 会 
(American DessReformAssociution) の 
席 4 カル ドド ? ヴイ ジッ ト 機関 紙 『 シ ピュ ラ (7 が e SM の 7 』 の 編 
1852-67 年 
反 供 arer fwwaweCowgy 2 集 者 で あり 、 協 会 の 創設 メン バー で 
っ た 。 彼 妃 は 、 こ の 写真 の 姿 が 物語 る よ 
うに 自ら の 雄 務 を 真 全 に 果たし 、 つ ね 
改革 派 らし い ド レス を 着 彼女 の 夫 、 ジ ョ ン ・W・ ハ ズブ ルッ ク (John W. Hasbrouck。 
1821-1906) は 、 そ の 面 で の 彼女 の 努力 を 全面 的 に 支持 し で いた に 遅い な い 。 で な けれ ば 
この 服 披 の 彼女 と 一 上 を 撮り は し な か っ た だ ろう 。 写 真 の ハズ ブル ッ ク 夫 人 の 服装 
は 、 低い ウェ スト ライ ン 、 長い 抽 、 緑 飾り の スタ イル か ら 判 断 し て 、 上質 の シル ク 
の 錯 織 生地 を 使っ た 1850 年 代 中 頃 の ドレ ス を 、 館 フォ ー ム し た よう に 見 え 
ろ 。 (彼女 は それ が 流行 遅れ だ と いう こと を 彼女 は 、 当 時 流行 
し て いた や わな 寺 で は な く 、 きち ん と し た 頑 大 な ブー ツ を は いて いる 。 この ブー ツ と ズ ポ 
ン の 細い 脚 部 だ け は 、 当 時 の 人 に 「 が さ つ な 』 服 と いう 印象 を 与え た 。 極 めで 女らしい 雰 
囲 気 を 出す た め に 、 よ く 考 えた 上 で 黒い レー ス の 手袋 が 身 に 着け られ て いる 。 ド レス ・ リ 
フォ ー ム 論者 た ち が 提 由 し た と お り に カッ ト さ れ た 彼女 の 髪 は 、 多 く の 女 性 た ち が し て い 
た よう に 、 シ ンプ ブル に ネッ ト を か ぶせ て まとめ られ で いる 。 ハズ プル ッ ク 氏 の 方 は 、 上 質 
の 黒い ウー ル で 作っ た 頑 の 長い ゆっ た り と し た サッ クコ ー ト 、 同じ 生 地 の ペ スト 、 こ ざっ 
ば ぼり と し た 自 い シ ャ ツ 、 細 い 黒 い 媒 クタ イ と いう 服装 で あり 、 典 型 的 な 1860 年 代 の フ 
アッ ショ ン で ある 。 滝 い 色 の ズポン は 生地 が 柔らか く 、 折り目 が な い 。 ブー ツ は 、 つ ま 先 
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が スク エア な プル オン 式 の あり ふれ た 
タイ ブ で ある 。」 (Joan Severa. 
p.239 より 引用 ) 


さら 細 を お 知り に な り # 
方 は 、 セ ヅラ 女史 の オリ ジ ナ ル の 閉 人 


照 さ れ た い 。 


者 の 
参 


ュー ヨー ク 州 ダン ズ ヴ ィ ル に あ 

業 施 設 「 丘 の 上 の われ ら の 家 」 に 滞在 
し て いた ルー シー・J・ ラ ッ セ ル (Lucy 
Russel1, 1R30-92) を セ ヴ ラ 女史 の 著作 か 
ら 紹介 させ て いた だ く 。 解 説 か ら 保 美 序 設 
「 丘 の 上 の われ ら の 家 」 で の 生活 が 読み 取 
れ 、 現 代 人 の 我々 に と っ て も 大 変 、 興 味 深い 。 


カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 123(186+ 年 ) 
写真 123 カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト (p.250) は 、/ の oza/ 7o77ag Cooner の 
194 を 品 で ある 。 セ ヴ ラ 女 喝 は 、 リ フォ ー ム ・ 


提供 : edewef ogwg CaoroyP.250 5 
ス に つい て で 、 貴重 な 解説 を 行っ て いる 。 


ルー シー・J・ ラ ッ セ ル (Lucy J. Russel1, 1830-92) は 、 ニ ュー ヨー ク 州 ダン ズ 
ヴィ ル に あっ た 保養 施設 「 丘 の 上 の われ ら の 家 」 に 滞在 し て いた 1864 年 に 、 こ の 写 
真 を 撮っ て も ら っ た 。 彼女 は 、 こ の 保養 所 生活 の 主たる 特徴 だ っ た 健康 的 な 食事 、 秋 い 
運動 、 ウ ォ ー キ ング と いっ た 半 生 法 を 最大 限 活用 する た め の 肥 を 著 て いる 。 

この 服 は 、 ダン ズ ヴ ィ ル 滞在 の た め に 特別 t た も の か 、 そ う で な けれ ば コル 
セッ ト を つけ な い 削 られ た 上] ゆっ た り と し た 前 身頃 と ウエ 
スト の 仕立 が 作業 用 ドレ ス の 形 に な っ て いる か ら で あ る 。 ド レス の スタ イル は 、 丈 が 
短い こと と フー プ を 使用 し な いこ と を 除け ば 、 当 時 の 女性 た ち が 着 て いた 服 と それ ほ 
ど 中 わな い 。 ネッ クラ イン 、 縁 飾り が つい た 前 立て 、 補 人 を 入れ た 
ビシ ョ ッ プ ・ ス リー プ は 日 常 着 に よく 見 られ る デザ イン だ し 、 ダー ツ を 入れ て ゆっ た 
りさ せ た 身頃 も 別に 珍し く な い , 彼女 の 細い ズボン は 、 スカート の 擬 を 短く 縮め た 時 
に 切り 落と し た 布 か 、 ま た は 服 を 最初 に 仕立 て た 際 の 残り 布 で 作ら れ て いる 。 彼女 は 
この 保 半 所 生活 の 主たる 特徴 だ っ た 健康 的 な 食事 、 軽い 運動 、 ウ ォ ー キ ング と いっ た 養生 
法 を 最大 限 活 用 する た め の 服 を 着 て いる 


る 。 な ぜ な ら 


1S7 


彼 放 の プー ツ は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 派 が 
履い て いた の と 似 た タイ プ だ が 、 埋 底 は 比 
較 的 尊い 革 製 の と る (Joan 
Severa. p.250 より 引用 ) 。 


さら に 、 詳 細 を お 知り に な り た い 読者 の 方 は 、 
セ ヴ ラ 女史 の オリ ジ ナ ル の 著作 を 参照 され た 
い 


カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 129 (1865 
67 年 ) p.191) (本 書 , p.190) は 、/epoygr 
owawo Cohey の 所 蔵 操 で ある 。 


この 写真 を 紹介 させ て で いた 


だ くに : 


フッ トッ ッッ ッ ト ドレ スリ フォ ー ム 電動 に 関わ る エピ ツー ド を 
ルト ・ ド ・ ワ ィ ジ ッ 
2 紹介 し て お こう 。 ジ ェ ラ ルド ・ カ ー ツ ン は 、1851 


提供 : Delorg fw Caoa. 257 。 年 6 月 、 ア メリ ア ・ ジ ェ ン クス ・ プ ブル 

と エリ ザ ペ ス ・ キ ャ ディ ・ ス タン トン 

、 ト ルコ 風 の ズ ボン と 

ジャ クソ ン と オ 一 ステ ィ ン に 紹介 し た 。 カ ー ツ ソン の 報告 

イン は 衣装 を 見 て 、 す ぐ そ れ に 「 恋 に 落ち た 」 と いう 記述 が 見 られ た 。 オ 

由 服 で ある 衣 千 を 採用 し て 」 自分 の デザ イン で ある アメ リカ の コス 

う 

セツ ヅラ 女 更 は 、 ハ リエ ッ ト ・ オ ー ス ティ ン 了 用土 に つい て 、 次 の よう な 興味 深 。 解説 を 書 

いて いる 。 歴 昌 的 な 記録 で ある . 


ジェ ー ム ズ ・C・ ジ ャ クン ン 博 士 の 養女 で あっ た ハリ エッ ト ・ オ ー ス ティ ン 坦 士 が 、 
彼女 流 の 「 ア メリ カン ・ コ スチ ュー ム 」 を 着 ズ を 取っ て いる 。 彼女 は 温泉 保 状 
施設 「 丘 の 上 の われ ら の 家 」 の 共 の 服 は お そら く 彼 女 の 普段 
の 服装 の ひと つの 見 本 と いっ て よい この アン サン プル は プル ー マ ー ド レ 
ス に 似 て は いる が 、 ズ ボン が 非常 に 男性 的 な こと と 、 平 ら な 款 を は いて いる 点 が 違っ 
ペル ベッ ト の チュ ニッ ク は 、1860 年 代 半 ば に 流行 し た 女 ら し 


て いる 。 
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い ス タイ ル で ある 。 細 く て ほん の 少し 先 
が 広がっ た 長い 筆 の 下 に は 、 手首 に フリ 
ル の 付い た 上 質 の 白 モ スリ ン の アン ダー 
スリ ー プ を 着用 し て お り 、 こ れ と お 揃い の 
捨 も と の フリ ル と の 効果 で 、 全 休 の 印象 が 
いく ら か や わら げ ら れ て いる 。 」 「 黒 い シ 
ルク スカ ー ト は 昧 の 少し 下 まで の 区 で 、 当 
時 の 一 般 的 な スカ ー ト と 同じ くら い 周 ら 
が 出る よう 裁断 され て いる 。 フ ー プ は 着 
用 し て いな いも の の 、 ス カー ト の 膨らみ を 
支え る た め に 十分 な 枚数 の ペチ コー ト を 
は いて お り 、 ス カー ト の 形 に 女性 らし さ を 
与え て いる Ooan Sevem。p.257 より 引用 ) 


⑮) 質 困 層 の 衣服 
SC 本 項目 で は 、 貧 し い 人 々 が 写っ た 貴重 な 
WC p 280 写真 を 2 枚 、 紹 介 ・ 考 多 す る 。 


写真 131 (1865 - 67 年 ) ⑪.261) は 、7eockCouy oicg7Socie RC773) の 所 
藤 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 の 解説 を 必要 に 応じ て 、 紹 介さ せ て いた だ く 。 


写真 は お そら く ジ ェ ー ン ズ ヴ ィ ル 市 内 で 撮ら れ て いる が 、 彼 女 た ち は 者 市 住民 で 
は な く 、 近 部 の 農村 地 薄 に 住ん で いた と 思わ れる 。…… 

左 の 女性 が は いて いる コッ トン の スカ ー ト は 洗い ざら し で くたびれ て いる よう に 
見 える が 、 上 に 着 て いる パル トー・ ジ ャ ケッ ト は 良い 品 で 、 直 い タール で 作ら れ 、 
フロ ント 部 分 に プレ ー ド で 装飾 が ほど こさ れ て いる 。… 

右 の 女性 は 、 あ り ぉ ぶれ た キャ ラコ の ドレ ス を 着 て いる 。 ド レス は 漠 色 の プリ ント 生 
地 で 作ら れ 、 宙 は カフ ス 部 分 に ギャ ザー を 寄せ て 、 肩 部 分 に は ゆとり を 持た せ た 、 適 
度 な 膨らみ が ある 有形 で ある 。 スカ ー ト の 膨らみ は あま り 大 きく な く 、 スカート の 
着け た フー プ の ワイ ヤー が 2 本 、 か すか に 出 っ 恨 っ て 見 えて いる 。 スカ ー ト を ファ ッ 
ショ ナブ ル に 膨らませ る に は フー プ の 上 に は くべ チコ ー ト の 枚数 が 足り て いな い の 
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で ある 。 ……… 彼 女 た ちの 髪型 は 、1860 
年 代 を 通し て ずっ と 日 常 的 に 見 られ 
た 2 種類 の 髪型 で も る た め 、 写 真 の 
年 代 推 赴 に は あま り 役 立た な い 
(Jomn Severa。p.261 より 引用 ) 。 


次 に 、 排 他 的 な ドレ ス ・ リ フォ ー ム 派 
の グル ー プ と も 慢 泉 保 姜 苑 設 と も まっ た 
く 縁 の な い 場所 で 、 明 ら か に 実用 的 な 理 
由 か ら 「 ア メリ カン ・ コ スチ ュー ム 」 を | 
日 常 前 に 身 に つけ た 女性 の 写真 を 紹介 さ 


写真 141 ステ レオ プティ コン [立体 了 希 ] 
の 画 旬 1867 年 需 せ て いた だ く 。 


提供 : kc Rerke/ Soregro/ co ステ レオ プティ コン [立体 視 眼鏡 ] の 画 


な り 、 
MA 像 写真 141 (1867 年 頃 ) (⑯.278) は 、 c 


rgre 7szor7cg7 oc7eoy 07 秦 scogs 
(7 /427 37029) の 所 蔵 品 で ある 。 
セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 女性 の 服装 に つい て 、 次 の よう な 服飾 史上 、 と て も 貴重 な 解説 を つ 
け て いる 。 
ミル ウォ ー キ ー 出 身 の 生 真 家 ジ ョ ー ジ ・T・ リ ンド マン (Georee T. lindeman) は 、 
立体 視 写 真 [ステ レオ カメ ラ で 撮っ た 2 枚 の 写真 を 並べ て 専用 の 眼 負 で 見 る と 立体 的 
に 見 える ] を 撮影 し て 売り な が ら 、 ウ ィ ス コン シン を 旅 し て いた 。 …… 
排他 的 な ドレ ス ・ リ フォ ー ム 派 の グルー プ と も 温泉 保養 施設 と も まっ た く 緑 の な 
いこ の 場所 に 、 明 ら か に 実用 的 な 理由 か ら 『 ア メリ カン ・ コ スチ ュー ム 』 を 日 常 
的 に 身 に つけ た 女性 が いた こと が 、 こ の 写真 か ら よ くわ か る 。 丈 を 短く し た スカ 
ー ト を は いて コル セッ ト を ほとん ど (ある い は まっ た く ) 使わ な い 姿 は 独立 心 の あ 
らち われ で あり 、 開 拓 地 生活 の 必要 性 に ぴっ た り と 合っ て いた 。 ル ーシュ 飾り と 手 の 
込ん だ 宙 の つい た ウー ル の チェ ッ ク 司 の ドレ ス は 、 最初 は 長い 丈 の ドレ ス と し て 作 
られ て 、 教 会 や 街 に 出かけ る 時 に フー プ の 上 に 着用 され て いた も の だ と 考え て ほぼ 
間違い な い だ ろ う 。 … 実 際 の と ころ 、 この スタ イル の 服 を 着 た 女性 の 大 半 は 、 その 服 
疲 に よっ て 何ら か の 主義 主張 を 表明 し て いた わけ で は な い (Joan Severa,p.279 よ 
り 引用 ) 。 セ ヴ ラ 女 東 の 「 ア メリ カン ・ コ スチ ュー ム 」 を 日 常 的 に 身 に つけ た 独立 心 
を いだい た 女性 に 関す る 解説 は リフ ォ ー ム ・ ド レス の 項目 と 合わ せ て お 読み いた だ き 
た い 。 
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第 4 章 庶民 男性 の 服装 


男性 は 多く の 場合 、 コ ー ト 、 シ ャ ツ 、 ズ ボン 、 ベ スト の 組み 合わ せ を 着用 し て 
いた よう で ある 。 ド ロッ プシ ョ ル ダ ー、 広 い ラ ベル の つい た 50 年 代 未 の 上 着 の 大 
きめ の 裁断 は 、60 年 代 中 期 ま で に 克 が 短く 、 体 に ぴ が っ た り と フィ ッ ト す る 形 
つた 。 ベ スト は 、 一 般 的 に 窒 が つけ られ 、 た いて い シ ョ ー ル カラ ー で あっ た 。 ま 
た 、 ズ ボン は 幅 の 広い 、 管 状 の 形 で た いて いか か と まで 長く 裁断 され て い 
れ ら に は プリ ー ツ や 折り 目 は な か っ た 。50 年 代 と 同様 、 帽 子 を 着用 し な いり 男性 は 
異例 で あり 、 写 真 に お いて 帽子 を 従っ て いな い 男 性 は 、 撮 影 の た 時 的 に 脱 
いで いる も の と 推測 され る 。 戦 争 後 、A. W. Russe11 に よっ て 撮影 され た 写 真 で 
は 、 都 市 の 洗練 と は か け 座 れ た 状況 に じ も か か わら ず 、 ほ ぼ 全 員 の 男性 が コー ト 、 
ベス ト 、 ネ クタ イ 、 帽 子 を 着用 し て いる 。 ま た 、 資 料 の 写真 の 大 半 の 男性 の 様子 
か ら 、1860 年 代 に は ほぼ この 習慣 が 普及 し て いた と 推察 され る 。 産業 革命 に よっ 
て 発展 し た 既製 服 産業 は 、 男 性 の ファ ッ シ ョ ン に 大 さき な 影 響 を 及ぼ し た 。 特 に 
1860 年 代 、 西 部 の 開拓 地 で は 男性 服 の 製造 が 激増 し 、 強 力 な 販路 を 提供 し て いた 。 
これ ら に は 、 鉄 道 線 路 の 延長 や 気 船 の 発展 だ け で な く 、 ミ シン の 営利 的 な 利用 
の 影響 が あっ た 。 ミ シン を 利用 し た 多く の 女性 た ち は 衣服 の 作り 方 を 記録 し 、 衣 
服 紛 を 節約 し て いた 。 こ の 時 代 に は 、 多 く の パ ター ン シ ス テム が 普及 し て お り 、 
比較 的 簡単 に フィ ッ ト さ せる 表 眼 を 作成 する こと が で きた よう で ある 。 し か し 、 
男性 服 の 作り 方 を え メモ する こと は 少な か っ た こと か ら 、 男 性 の 既製 服 の 普及 が 大 
きい こと を 予想 させ る 。 これ に 対し 、 女 性 の 既製 服 は まだ 普及 し て いな か っ た よ 
う で ある 。 
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キャ ピ ビ ネ 判 の 写真 96 (1860 年 頃 ) は 、 
7pvorc Workopyor の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 の 解説 に は 、1860 年 代 民 
男性 の 服装 の 特徴 が 詳し く 書 か れ て いる 。 
まず 、 写 真 の 場面 で ある が 、 次 の よう に 
書か れ て いる 。「 三 人 の 若い 男性 が 、 わ ざ 
と らし いく だ けた 発 囲 気 で 写っ て いる 。 お 
そら く ス タ ジ オ の セッ ト で 撮影 し た も の 
だ ろう 。」 (omSevem. p.214 より 引用 )。 


次 に 、 服 装 で ある が 、 一 人 一 人 の 服装 が 
詳し く 摘 写 さ れ て いる 。 一 部 を 紹介 させ て 
いた だ く 。 


0 キャ 湖 に 680 カウ ンタ ー に 騰 か けた 紳士 は 、 流 行 
提供 : ieri gkeweow 214 の 短い 類 朋 を は や し 、 藻 い 色 の 比 仕 
立て (fiyfomt) [短い 目 び さ し つ き 、 

頭 に びっ た り と フィ ッ ト し た 縁 な し 

帽 ] を か ぶっ て いる 。 薄い 色 の ウー ル で 作ら れ た 摘 い の スリ ー ビ ー ス ・ サ ックス ー 
ツ Gacul) は 、 宙 が 最新 の ゆっ た り し た ュー トス リー プ (coatsleeve) で 、 広 い 折り 
補 が 付い て いる 。 
真ん中 の 紳士 が か ぶっ て いる 敬い クリ ー ム 色 の 帽子 は 、 硬 い フ ェ ル ト の ボー ラー 
スタ イル (bowlerswy) の 山 商 柚 で 、 調和 し た パン ド が 巻 か れ て いる 。 … 自 い シ ャ 
ツ の 音 も と に は 、 や や 高 さ の ある 折り 返し 向 が 見 える 。 フォア ・ イ ン ・ ハ ンド (four 
jnrhand) [ネクタイ の 結び 方 で 、 普通 の 下げ 結び の こと 。 結び 日 の 下 か ら 大 剣 の 完 ま 
で 、 ち ょ うど こぶ し 4 個 分 の 長 さ に な る と ころ か ら この 名 が ある ] に 結ん だ 大 め の 
ネタ タイ を し て いる が 、 素材 が 明る い 色 の シル ク な の で 、 自 い シ ャ ツ と ほとん ど 区 
別 が つか な い 。 黒い ウー ル の ペスト は 、 幅 の 狭い ショ ー ル カラ ー (shawlcollar) が 付 
いて いて 、 金属 製 の ボタ ン で 高い 位置 まで ボタ ン 留 め さ れ て いる (JoanSevenp.214 

より 引用 ) 。 


葛 IV 者 1860 年 代 第 4 庶民 男性 の 服装 


写真 105 ティ ンタ イブ 写真 134 ティ ンタ イブ 
1861- 69 年 1865 - 69 年 
休 : 7e Wane/ Met の 40ericd 提供 : 7keeiom Mine 7 
7 282627/ 、 p 223 megr woor 63-2287 pr 264 
次 に 旅 回 り の 写真 家 が 撮影 し た と セ ヴ ラ 女史 が 推測 し て いる 真 を 紹介 させ て いた だ 


労働 者 の 服装 の 貴重 な 写真 で ある 。 


ス 


鉄板 写真 の 写真 105 (161-69) p.233 は 、7e Agorxg| 4kogz の 4eicg 27 
(CZ&2627/ の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 写真 の 場面 を こう 推測 し て いる 。 


写真 の 中 の 椅子 の 形 が 別々 で ある こと と 、 背 革 が 無地 で ある こと か ら 、 この ポー ト 
レー ト は ね お そら く 旅 回 り の 3 ト の 中 か 仮設 スタ ジオ で 撮影 し た も の だ ろ 
うと 考え られ る 。 旅 回 り の 写真 家 が 田舎 の 町 や 小さ な 村 に や っ て 来る と 、 農夫 や 交 働 
者 た ち は 、 比較 的 安い 料金 を 払い 、 その 時 に 着 て いた 服 の まま で 写真 を 撮っ て も ら っ 

きち ん と 揃っ て いな い 吾 時 を 生やし た 左側 の 男性 は 、 縮 柄 の 胸 当 て 付き オー 
バー オー ル (overalll の 上 に 明る い 色 の サッ クコ ー ト を 着 て 、 池 い 色 の コッ トン シャ 
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ツ は 首 も と まで 全部 ボタ ン を 掛け て いる 。・ j の 青年 は 、 ウ ー ル の 格子 縮 の ズボン 
と 、 や や 濃い め の 色 (お そら く 青 ) の スト ライ ブ 生 地 で 符 は ネッ ク バ ンド の み の シ ャ 
ツ の 上 に 、 濃い め の 色 の 無地 の オー バー オー ル を 重ね 着 し て いる 。 彼 も や は り シ ャ ツ 
の ボタン は 首 も と まで 掛け て いる (Joan Seven。 p.223 よ り 引用 ) 。 


ティ ンタ イプ の 写真 134 (1865-69 年 ) (p.264) は 、7jc diong/ MAewgy の / mericn 
Js 7587) の 所 蔵 品 で ある 。 


モ ヴ ラ 女 史 は 、 こ の 写真 の 場面 に つい て 、 こ う 語 っ て いる 。 


この ポー トレ ー ト が 撮影 され た の は 、 一 種 の 移動 スタ ジオ だ と 思わ れる 。 育 景 は 
絵 を 描い た キャ ン パ ス で ある し 、 わずか な 小道 具 、 写真 稲 ち し か ら ぬ 椅子 、 床 に 敷い 
た 布 な ど 、 ど れ も す ぐに 片付け て 馬車 の 荷台 に 積み 、 翌 日 は 旅 立 て る よう な 品 ば か 
り で ある (Joan Sevem, p.265 より 引用 ) 。 


被 写 床 の 服 半 に つい て は 、 詳 し く 摘 写 され て いる 。 時 製品 の 庶民 男性 の 服装 が リア ル 
に 描か れ で いる 。 解説 の 一 部 を 紹介 させ て いた だ く 。 


自信 に 聞 ち た ぶた り の 若い 男性 が 着 て いる の は 明らか に 日 褒 着 で ある が 、 ど ちら 
も 最新 の スタ イル の 服 で ある 。 特に ジャ ケッ ト は 1860 年 代 後半 の カッ ト で 、 も は や 
ダ プ ブダ プ で は な く 、 身 体 に 合っ た フィ ッ ト に な っ て いる 。 ジ ャ ケッ ト 以 外 は か な り 
着 古 し て すり きれ て いる た め 、 彼 ら は 洒落 者 で は な く 、 単 の 時 期 に 流行 っ て い 
る スタ イル の 実用 的 な 既製 服 を 買う タイ プ の 男性 だ っ た こと が わか る (Joan Sevem 
p.265) 。 


既製 品 の 詳細 に つい て 、 ご 興味 が お あり の 読者 の 方 は 、 セ ヴ ラ 女史 の オリ ジ ナ ル の 著作 
を 参照 され た い 。 


この ティ ンタ イプ の 写真 42 (1867 - 70 年 ) (b 280) は 、 7c Agziprg Aero//4yericgr 
so (CO2254) の 所 藤 品 で め る 。 


痩せ て は いる が 、 な か な か お 洒 落 な 男性 で わる 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 こ の 男性 の 眼 装 を と て 
も 詳し く 解説 し て いる 。 
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写真 142 ティ ンタ イブ 
1867 - 70 年 
提供 : 7 が egore/oewm ercgr 
7 642k の 。p.290 


葛 IV 者 1860 年代 第 4 章 庶民 男性 の 服装 


この 形 せ た 若い 男性 は 、1860 年 代 
末 頃 の スタ イル の 、 ま だ 新しい 黒い ウ 
ツ を 着 て いる 。 お そら く 
20 代 半 ば を は いな いと 思わ れ 
る が 、 和 堂々 た る 皆 典 を は や し て いる 。 
素 が 短め の サッ クコ ー ト は 、 前 あき 部 
分 の クセ か ら 見 て 、 た ま に 一 番 上 の ボ 
タン だ け を 掛け て 着用 され て いた よ 
う で ある 。 袖 は 、 この 時 代 に よく 見 ら 
れ た 肘 先 が 張 り 出し た 形 に 博 断 され 
て お り 、 逆 に 手首 部 分 は か な り 細 い 。 
一 見 十 る と ベス ト を 着 て いな いよ う 
に 見 える が 、 実 際 は お そら く ュ ー ト の 
下 に 、 下 の ボタ ン だ け 留 め て 上 は 開け 
る 形 で ベス ト を 着 て いる と 考え られ 
ズボン は 1860 年 代 の 太い カ 
、 わずか 
に 貴 の 方 に 信 れ て いる の 帽子 
は プラ イト ン (Brghion) ・ ス タイ ル 
と いい 、 硬 くし っ か り し た 黒 の フェ ル 


ー ル の スー 


ト 帽 で 幅広 の 黒い シル ク の リボ ン バ ン ド が 巻 か れ て いる (『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 の 1866 


年 5 月 号 の チャ ー ル ズ ・ オ ー ク フォ ー ド & サ ンズ 福 の 広告 


で いる ) (Joan Sever。 p.280) 。 


セ ヴ ラ 女史 が 男性 の 服装 に 精通 し 


の 形 の 帽子 の 絵 が 教 っ 


いる の に は 感心 せ ざ る を えな い 。 
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第 5 章 


写真 97 ダ ゲ ダレ オタ イプ 
1860 年 10 月 20 日 
提供 Zrfc NerrAgper 02203) 、 
か 215 


ど ある 。 


す ど も の 衣服 が 大 人 の も の を 元 に し て 作 
子ども の 衣 上 を 自ら 製作 し て いた 母親 は 、 


子ども 服 


60 年 代 に は 、 男 の 子 も 女の子 も フリ 
ル や レー ス の つい た 長く 白い 衣服 を 着 
用 し て 
服 を 着せ られ て いた の で ある 。 だ 
の 子 が 優美 な プリ ント 地 や 藻 い 色 
られ で いた の に 対し て 、 男 の 子 は プレ 
ー ド 装飾 な 色彩 で 作ら れ て いた 


な どの 相違 点 が あっ た 。 ファ ョ ン ・ 
ライ ター が その 必要 性 を 書い た の に も 
か か わら ず 、 こ の 時 代 の 子ども 服 に つ 
いて の 記述 は ほとん ど 見 られ な い 。 フ 


ザイ 


アッ ショ ン ・ プ レー ト の 豊富 に デ 
ン さ れ た 子ども 服 は 、 写 胡 
よう な 服装 と は 異な る 場合 : 
で ある 。 写真 は 、 主 に 見 せる た め に 大 人 
と 同じ よう な スタ イル を し た も の が ほ 

ん と で ある 。 

この 時 代 、 小 さ な 女の子 の 衣服 は 多 
く が 母親 の も の と 同じ スタ イル に 作ら 
れ て いる と いう 
子ども の 成長 を 考慮 し て 


第 IV 部 1860 年代 第 5 章子 ども 服 


衣服 を 製作 し て いた よう で ある 。 こ れ は 、 経済 的 に 谷 約 する た め に 取ら れ た 手段 
に 他 な ら な い 。 母 親 が 製作 し た と 思わ れる 女の子 の ドレ ス は 、 わ ざと スカ ー ト 頑 
を 長く し た り 、 身 頃 を 広げ る た め に カー トリ プリ ー ツ が ヨーク に 寄せ られ た 
り し て いる 。 


ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 97 ( 1860 年 10 月 20 日 ) ( p.215) は 、/soric Worcipior 
@%205) の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 に よれ ば 、 撮 影 時 期 と 場所 は 次 の よう で ある 。 


小さ な ケイ ティ ・ マ コー リー・ イ ー ガ ー (Katy Macauley Eager) の 家族 は 、 こ の ポー ト 
レー ト に 14 ヶ月 の 時 、 モ ント ルイ ス に て 撮影 し た 肖像 写真 一 1860 年 10 月 20 日 」 と 
記し た 。 」 と の こと で ある 。 特 に 感心 する の は 、 モ ノ ク ロ 写真 で ある に も か か わら ず 、 被 
写 体 の ケイ ティ の 着 て いる ドレ ス の テキ スタ イル の 種類 と 色 が 記載 され て いる こと で あ 


る 。 


ケイ ティ は 、 こ の 撮影 の た め に 暗色 の チン ツ (chintz) [光沢 の ある 平織 の 綿布] 
を 着 て いる 。 ドレ ス は 背中 で 留め る タイ プ で 、 身 頃 は プレ ー ン で 膨らみ の な い 形 
に 作ら れ 、 ネ ッ ク ライ ン (neckline) は 広く あき 、 首 周り に は お そら く 引 き 紐 が 通さ 
れ て いる の で 、 成 長 と 体重 の 増加 に 合わ せ て 調節 で きる うえ 、 アイ ロン 掛け も し や す 
か っ た 。 シ ンプ ル な キャ ッ プ スリ ー プ (capslceve) は モス リン (musin) を 二 重 に し 
た フリ ル (fil) で 縁 飾り され 、 フ リル の 宮 分 を 肩 完 に 持ち 上 げ て 結び 付け 、 ド レー 
プ を 作っ て 美しい 効果 を 出し て いる 。…… ウ エス ト の 縫い 目 に は パイ ピン グ (pipig) 
が ほど こさ れ て お り 、 そ こ か ら 0.5 イ ンチ [1.3 セン チ ] ほど 上 の 敵 頃 に も う 一 列 バ 
イ ビ ン グ が ある (om Sevem. p 280 より 引用 ) 。 


何と も 愛くるしい 写真 で ある 。 筆者 は 子ども の 頃 、 黒地 に 赤い 水玉 の ワン ピー ス が お 気 
に 入り で あっ た 。 この 写真 の 水玉 の ドレ ス は 、 筆 者 の この ワン ピー ス を 思わ ず 想 起 させ る 。 


写真 100 (1860 - 64 年 ) ⑪.218) は 、 7je enie Me 6⑥//./) の 所 蔵 品 で ある 。 


若い 子守 女 と 赤ん坊 の 写真 で ある 。 こ の 娘 さ ん は 、13 歳 位 と の こ 
る 。 彼 女 の 服装 が 詳し く 解 説 され て いる 。 一 部 を 紹介 させ て いた だ く 。 


。 悲 長 が 感じ られ 
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写真 101 ダダ レ オタ イプ 
1860 65 年 


写真 100 1860-64 年 提供 ep6 Cr p.219 


we fe (67 の p.218 


若い 子守 女 は 、 こ の ポー トレ ー ト で は 13 蔵 よ り 年 上 に は 見 えな い 。 彼 女 は 、1860 
年 代 初期 の た っ ぶり と し た ビシ ョ ッ プ シリ ー プ の 日 党首 の スタ イル で 、 班 点 の ある 油 
い 色 の チン ツ で 作ら れ て お り 、 如 使い に さわ し いと 考え られ る 。 小さ く 上 品 
な 白い リネ ン の 捨 が つい て お り 、 彼女 は 細長 い ピ ン で 留め て いた 。 スカ ー ト に は し わ 
が な く 、 なめ ら が て いる の は 、 張り 骨 の 使用 を 示し て いる 。 令 女 の 胃 は 
真ん中 で 分 け て 、 頭 の 周り に まわ され た 平ら な リボ ンタ イ で 後ろ に まとめ られ て いる 

(Joan Severa。 p. 218 より 引用 ) 。 


ふっ くら 


この 解説 の 「 介 使い に : 
な 社 3 


さわ し いと 考え られ る 」 と いう 表現 が 奴 閑 制 の な い 自 由 
生き で いる 現代 人 の 胸 を 痛め る 。 


この ダダ レオ タイ プ の 写真 101 (1860 - 6 年 ) p. 219 は 、7oep Cov な の 所 蔵 品 で ある 。 


この 写真 の 解説 は 、 子 ども らし さ を 感 じ さ せる 。 
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写真 102 アンプ ロタ イブ 


1959 -64 年 E 
写真 112 = カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 
近代 : eo/ Me 1962 -65 年 
erieer 77seor (7566 PL 220 控 供 : Nr Ryor,p 234 


設 に B 歳 か ら 10 歳 くら い の 少年 は 、 田 舎 で 骨 
ず に サッ ク (sacksacque) を 着る こと が 話さ れ て いた 。 こ の 少年 が 来 て いる サッ ク は 
リン ネル 製 で 、 非 常に 低い ショ ル ダ ー ラ イン に 1860 年 代 初め に 流行 っ た 大 きく 語ら 
ん だ セッ ト ・ イ ン ・ ス リー プ が 取り 付け られ 、 袖 部 分 は ギャ ザー を 寄せ で 柔らか い 
カフ ス (cuffs) を 付け て ある 。 こ の サッ ク に は 捨 が な く 、 前 で ボタ ン 留 め さ れ て い 
る (ean seven p.219 よ り 引 用 ) 。 


時 や 遊ぶ 時 に は 、 ベ ルト を せ 


この アン プロ タイ プ の 写真 102(1859 - 64 年) (5. 220) は 、7e Wolg/ AZ4seup の 4Dle7c 
sopy (で -/366) の 所 蔵 品 で ある 。 


この 写真 に 写っ た 子ども は 、 現代 の 目 か ら は 、 女の子 と 見 ま が う よう な 服装 を っ て い 
る. セ ヴ ラ 女 更 の 解説 に よる と 「1850 年 代 未 に 男の子 の 眼 と し て 推奨 きれ た ゆっ た り し た 
サッ クコ ー ト は 、1860 年 代 初め に も まだ 着用 され て いた 。」 (Joan Severa, p 220) と い 


ぅ 


199 


写真 121 ダ ゲ レオ タイ ブ 
1863 -65 生 
提供 : ic fwermdewe/ 4ewewn ooogrep/ 
rme Eve ozwe 人 66:09725 。p 247 


写真 127 1854-68 年 
提供 7e Ng/ Meeweww の / twericoy 
Zoo (CZ7770) 。p.255 


さら に 、 詳細 を お 知り に な り た い 読者 の 方 は 、 セ モ ヴ ラ 女史 の オリ ジ ナ ル の 著作 を 参照 さ 
れ た い 


の カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写 
の 所 蔵 品 で ある 


112 (1862 - 65 年 ) (6.234) は 、Macy Aorg 


服飾 史上 に は 、 電 服 が も と に な っ て いる 衣服 が ある が 、 この 子ども が 聞 っ て いる ジャ ケ 
ッ ト も 「 ズ アー プ ・ ジ ャ ケッ ト (Zouavejacke) は 1850 年 代 に は 主 に 若い 女性 が 着 て いた 
が 、 こ の (お そら く ) 赤い 色 の ウー ルフ ラン ネル の ジャ ケッ ト を 飾る スタ ッシュ ・ プ ブレ 
ド の 装飾 は 、 男性 の 軍服 を モデ ル に し た も の で ある 」 と いう 。 セ ヒ ヴ ラ 女 史 は この 男の子 の 
衣服 を こう 解説 し て いる 
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1860 年 代 に な る と 小さ な 男の子 の 服 と し て も 人 気 を 集め た 。 写 真 の 少年 は 、 ズ ア 
ー プ ・ ジ ャ ケッ ト と ガリ バル ディ ・ シ ャ ツ を 一 緒 に 着 て いる 。 (お そら く ) 赤い 
色 の ウー ルフ ラン ネル の ジャ ケッ ト を 飾る スタ ッシュ ・ プ レー ド の 装 飾 は 、 男 性 の 軍 
服 を モデ ル に し た も の だ が 、 男児 、 女児 、 大 人 の 女性 の いずれ の 外 衣 に も 区 別 な く 使 
われ た (Joan Sevem。 p 255 より 引用 ) 。 


この ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 121 (1863 - 65 年 ) (p.247) は 、7e eigfiono/ 4Zwsetg7i の 
ologrgp/px Geoyge fy の gn ouse (65:00725 ノ の 所 蔵 品 で ある 。 


子ども な が ら 、 何と も いえ な い 風 格 の ある 写真 で わる 。 セ ヴ ラ 女史 の 解説 が 気 に な る と 
ころ で ある 。 一 部 を 紹介 させ て いた だ く 。 


この 5 て 6 歳 く らい の 少年 の ボー トレ ー ト は 、 照 明 に か な り の 注意 を 払っ て 撮影 さ 
れ た 見 事 な ダ ゲ レ オ タイ プ の 見 本 で あり 、 絵 画 的 な 印象 を 与え る 。 少年 は 、「 パ イロ 
ッ ト ・ ズ ( 水 先 案内 人 の 服 ) 」 ス タイ ル に 装っ て いる 。 こ の スタ イル は 、 長 ズ ボ 
ン 、 ズボン と 同じ 生地 の パル トー・ ジ ャ ケッ ト 、 や は り 同 じ 生地 で 作っ て な めし 草 の 
ひさし を 付け た 硝 の 高い パイ ロット ・ キ ャ ッ プ 』 か ら 成っ て いる 。 スーツ は ウー ル 
製 で 色 は お そら く 茶 色 だ ろう 。 ジャ ケッ ト は 女性 の パル トー と 全く 同じ よう に 裁断 さ 
れ て いて 、 か な り 長 く 、 や や 欄 広 が り で ある 。 

この スタ イル の 起源 は 、 川 船 の 水先 案内 人 が 着 て いた ショ ー ト コー ト だ と いわ れ て 
いる 。 写真 の デ ャ ケッ ト は 非常 に 丈 が 長く 、 ボ タン が 握 ま で 付け られ て お り 、 脇 の 
い 目 の 一 融 下 は 字 坦 の ベン ツ (切れ 込み ) に な っ て いる 。 袖 は 対 の と ころ で カー ブ 
し て お り 、 肩 の 低い 位置 に 付け られ て いる (on Sevcm p.247 より 引用 ) 。 


この 真 解説 に つい て も 、 さ ら に 、 詳細 を お 知り に な り た い 読者 の 方 は 、 セ ヴ ラ 女 史 の 
オリ ジ ナ ル の 著作 を 参照 され た い 。 


この ティ ンタ イプ の 写真 127 (1864 - 68 年 ) (h. 255) は 、 e Ag4iorgl Afrserg//4eyfco 
sy 777.79) の 所 蔵 品 で ある 。 


5 蔵前 後 の 男の子 の 写真 で も る と の こと 。 何 と も お ませ な 子ども で ある 。 セ ヴ ラ 女 史 の 
解説 を 一 部 引用 し よう 。 


写真 113 1862-65 年 
提供 : 7 カ e Sefe 広 yiorcg7 Socef 
coozzz 人 7 627 392 の ,p 296 


ー ポ ボッ カー ズ (knicketbocke) スタ イル 


ょ き 、 ツ を は いて いる 。 こ の スー ツ (ww) 
は 1860 年 代 中頃 の ファ ッ シ ョ ン イ ラス トト 


蘭 未 満 の 男児 向け と し て よく 描か れ て で 
いる タイ ブ で 


まい コー トス リー プ の 付い た ウエ スト まで の 短い の ジャ ケッ ト 】 
脇 ポケット の ある ゆっ た り と し た 


小さ な 本 の 入っ 


に ボタ ン で 留め られ て いる …… 首 も と 


シル ク ネ ッ カチ ー フ が 結ば れ て で いる (JoanSeemp.255 より 引用 ) 


写真 113 (1862-65 年 ) 。p. 236 は 、7cSkge77avordco/ Socey の soon が の 所 蔵 品 で あ 
る 


セツ ラ 女 史 は 、 こ の 写 


の 景 情報 を 次 の よう に 紹介 し て いる , 
服装 が 、 克 明 に 説明 され て いる 。 


の 女子 寄宿 合 の 1 


な 


、 サ ミュ エル ・ マ ズ ケ リ (SamuclMazauchcli。1806-1864) 神父 
て 設立 され た 女子 寄宿 学校 で も わる セン ト ・ ク ララ 学園 (SL Cm Acadeny) 
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マズ ケリ 神父 は 聖職 者 で ある と 同 


時 に 教育 者 で 、19 世紀 半ば まで に ウ 
シン 州 内 に 24 の ロー 

ッ ク 教 会 を 建て た 。 … 学 園 

に は ウィ スコ ン シ ン 州 の 名 


家の子 女 た ち も 多く 、 彼 女 た ち は 14 
で 克 ら し 、 み 書き 


た 暖か い 
か ら は 、 修 道 婦 た ち が 生 侍 に シン プ 
ル な 服装 を 心がけ る よう 指導 し て 
いた こと が うか が われ る 。 ドレ ス に 
よっ て 見 染 を 張っ て いる 儀 子 が 見 
られ な いか ら で あ る 。 どの 少女 も 
質 の キャ ラコ で で きた 主 に 渡 色 や 
チェ ッ ク 柄 や 格 子 捕 の ドレ ス を 着 


写真 148 1869 年 て いる (ウー ン を 何 つ て いる 人 

提 代 : 7e Wenionef favemer 

4merieg ay POD お ら ず 、 ほ と ん ど は 最低 限 の ペチ ュ 
P25 ー ト の み を 着用 し て いる よう で あ 


る 。 年 か き の 少女 た ち は コ ルセット 
を つけ で いる 。 最も 注目 に 値する 特徴 の ひと つ は 、 スカ ー ト の 区 で ある 。 年 長 の 少女 
た ち ( 最 年 長 は 14 歳 だ っ た こと が 知ら れ て いる ) は 床 華 の ドレ ス を 着 て お り 、 最 前 
列 左端 に 座っ て いる それ より 年 下 に 見 える 少女 の スカ ー ト も や は り 床 丈 で ある , 
それ より さら に 幼い 少女 た ちの スカ ー ト は も っ と 短め だ が 、 ど の 子 の スカ ー ト も 膝 丈 
より は 長い (Joan Sevem, p.236 より 引用 ) 。 


写真 148 (IS69 年 ) (⑪.288) は 、7e oig/Ae7 74merfcgi 7 が 7oT ⑬37983) の 
所 蔵 品 で ある , 


この 写真 の 披 写 体 の ドレ ス か ら 、 撮 影 年 代 が 推定 され て いる 。 


の 可愛 い ゴア 


8 蔵 か 9 歳 や らい の この 女の子 は 、 厚 手 の コ ッ ト 
人 形 と 一 緒 に ボー ズ を 取っ て いる 。 少女 の 選 は 後ろ 


ドレ ス 実 で 氏 
を され 、 後 豆 部 の 上 の 方 で 1860 
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年 代 来 に よく 見 られ た スタ イル で まとめ られ て いる し 、 ドレ ス に も 撮影 年 代 を 推定 す 
る 動け と な る 多く の 特徴 が 見 られ る 。」 「 第 一 の 手持 か り は 、 生 地 で ある 。 委 者 が 見 
た り 扱っ た もり し た こと の ある 多く の 現存 サン プル の 知識 に 基づき 、 こ の 濃い め の 色 の 
コッ トン 生地 は 厚手 の 織物 で 、 暗 い 色 の 格子 柄 に 少し 盛り 上 が っ た スト ライ ブ を 蔵 り 
込ん だ も の だ と 確 言 で きる 。 …… ス カー ト は プレ ー ン な ゴア ー ド スカ ー ト で 、 福 ! 
イア ス 布 の フラ ウン ス [ 可 飾 り ] を つけ 、 境 日 も 細い 骨 で 飾ら れ て いる 。 身頃 に 
儲 深 い ヨ ー ク が あり 、 ヨ ー ク の 下 で 二 頃 に 少し ギャ ザー が 寄せ られ て いる 。 …… 机 は 
以前 の も の より だ いぶ 細い が 、 依 然 と し て 2 枚 の 布 を 継い 合わ せ た ツ ー ビ ピース スリ ー 
プ で 、 共 布 を バイ アス に 使っ た ルー シュ で 仕上 げ ら れ て いる (Joan Scvcra p. 289 よ 
り 引 用 ) 。 


多く の 衣服 の 実物 に 触れ て 来 られ た 服飾 の 専門 家 な ら で は の 、 大 変 、 克 明 な 解説 で ある 。 
筆者 も アバ レル 産業 で 10 年 間 、 衣 服 生産 に 携わっ た 経 験 が ある の で 、 裁断 の 話 は 興味 深 
い 。 セ ウラ 女史 は 、 ま さ に 、 実学 に 裏付け られ た 服飾 研究 者 で ある 。 


第 6 章 
人 種 ・ 民 族 の 視点 か ら み た 服装 


1. 西部 入植 者 の 服装 


ガラ ス 板 ネガ [ 湿 板 ? 
の 所 蔵 品 で ある 。 


真 ] の 写真 145 (1868 年 ) (pb. 284) は 、7Xc OKigdAee (72.0 


ラ 女 史 の 解説 を 紹介 させ で て いただく 。 


A・W・ ラ ッ セ ル は 、 ・ パ シフ ィ ッ シク 鉄道 が 西 一 西 へ と 延伸 する 過程 を 撮影 
する か た わら 、 入 植 者 の 写真 も よく 撮っ て いた 。 こ れ は 、 ュ ト ン 家 (Ashton) と 
いう モル モン 教 誠 が 芝 屋 根 [ 木 で 屋根 を 英 い た 上 に 土 を か ぶせ 童 を 生やす ] 
の 小さ な 丸太 造り の 家 の 外 に 集まっ た と ころ を 写し た 写真 で ある 。 1863 年 8 月 、 鉄道 
作業 員 が ユタ 州 ケイ ズ ヴ ィ ル 部 外 で 働い て いる され た , アシ ェ ン 家 の 人 々 の 
質素 な 服装 は 、 こ の よう な 補 (お そら く 彼ら が 働く 履 六 場内 に ある と 思わ れる ) で の 
生活 に 適応 し て いる 。 し か し 、 女性 た ちの ドレ ス は 、 簡素 な が ら も 流 
で いる わけ で は な し 彼女 た ち は 、35 年 前 くら い に 人 気 が あ っ た 
着 て お り 、 実 際 に これ と 同じ 簡素 な スタ イル は あら 沙 る 場所 で 身体 を 動か し て 働く 女 
性 た ち に 採用 され て いた OUoan Scve, p. 281 より 引用 ) 。 


座 民 の お 洒落 心 が 伝わっ て くる 写真 で ある 。 
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写真 145 ガラ ス 板 ネガ 
1868 年 


提供 MeOMMwd Meew 25 の) 。p 284 


Dr 


写真 135 1866 年 2 月 
提供 7AeSergfem 7dorio 
eccwer の 3675372) 、 p. 266 


2. 解放 奴隷 の 服装 


1865 年 に 北部 軍 の 勝利 に よっ て 南北 戦争 が 終 知 する と 、 次 いで 北部 勢力 に よ 
る 新しい 南部 社会 の 建て 直し が 始ま っ た 。 法 的 に は 、1865 年 に 奴隷 制度 が 廃止 
され 、1868 年 の 暑 人 へ の 公民 権 付与 、1870 年 に は 黒人 へ の 選挙 権 付与 と いう 流 
れ の 中 で 、 一応 の 整備 が 実現 され 、 南 部 黒人 の 多く が 選挙 投票 を 経験 し た 。 既に 
戦争 中 か ら 、 北 部 軍 が 占領 し た 土地 で は 解放 巡 款 の 対処 が 求め られ て お り 、 北 
【 人 救済 を 目的 と し た ンタ リー な 協 


し て し 、 こ れ ら の 組織 は 南部 各地 に 黒人 学校 を 設立 し 、 解 放 奴 兼 
な ど を 教え る よう っ て いた 。 戦 後 の 1865 年 3 月 に は 連邦 政府 に 
民 局 が 設立 され 、 ボ ラン タリ ー な 協会 の 黒人 教育 事業 の 援助 を 行う よう に な る 。 


こう し て 1875 年 まで に 、50 以上 の 北部 の ボラ ンタ リー な 組織 が 解放 奴隷 教育 の 
仕事 を 展開 し 、 そ れ ら の 組織 が 南部 に 派遣 し た 教師 の 数 は 1860 年 代 の 終わ り 
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に は 2560 人 以上 、 学 校 数 は 2039 を 数 えた 。 解放 奴隷 の 衣服 の 問題 も 、 当 然 、 再 
建 の 課題 で あっ た 。 


写真 135 (1866 年 2 月 ) (p.266) は 、7e Soo7 ヵ eg 友 sror7cg7 の の 77eer7og (2675- 
9 の の 所 蔵 品 で ある 。 

この 写真 は 解放 奴隷 の 学校 「 ホ ン ・ ス クー ル (Penn School) 」 の 先生 と 生徒 た ちの 写 
真 で ある 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、 こ の 学校 の 設立 、 教 育 内 容 、 先 生 や 生 徒 た ちの 衣服 に つい て 、 
次 の よう に 解説 し て いろ. 貴重 歴 東 的 資料 で ある 。 そこ で . 全 文 を 紹介 させ て いた だ く 。 


1861 年 、 サ ウス カロ ライ ナ 州 沿岸 の 島 に ある ボー フォ ー ト の 近く の フロ ッ グ モア 

(Frogmore) と いう 場所 に 、 クエ ー カ ー 教 徒 の 組織 で ある フィ ラ デ ル フィ ア の フリ ー 
ド マ ン 協会 に よっ て 、「 ペ ン ・ ス タール (Pcmn School) 」 と いう 学校 が 創設 され た 。 
この 学校 は 、 付近 の プラ ン テ ーション [大 農園 ] に 暮らす 解放 奴隷 の 子ども た ち を 生 
徒 と し て 受け 入れ た 。 子ども た ち は 読 み 書 き と 計 算 を 学び 、 自 由 民 と し て 生活 し て い 
く た め の 準備 教育 と し て 社会 の 慣習 や 多く の 一 般 的 な 仕事 の 実技 が 身 に 付く よう 、 非 
常に 実践 的 な 教育 を 受け た 。 男の子 は 大 上 仕事 や その 建築 関係 の 技術 を 学び 、 女の子 
は 坊 、 料 理 、 掃除 、 洗 濯 を 学ん だ 。 


学校 市 期 の 生徒 と 才 科 貞 の 写真 が 多数 残さ れ て お り 、 それ ら の 写真 か ら 、 あ る 程 
度 の 推察 が 可能 で ある 。 写真 を 見 る 限り 子ども た ちの 表 服 は 古着 の よう な の で 、 お そ 
らく 多く の クエ ー カ ー 教 会 に 寄贈 を 求め た の で あろ う 。 い ちば ん 幼い アデ モレ ッ タ 

(Amort) は 、 ち ぐ は ぐ な 組み 合わ せ の 隊 装 で ある 。 敬 地 で スカ ー ト の 膨らみ も 小 
さい 色 補 せ た ド レス の 上 に 、 大 きす ぎる うえ 人 色 宰 せ た 1850 年 代 の バス ク (basqwe) 
を 着用 し て いて 、 ド レス の スカ ー ト に は グロ ウス ・ タ ッ ク [成長 に 合わ せ て ほど いて 
二 を 伸ばす た め の タッ ク ] を ほど いた 線 が 見 えて いる 。 白い ペチ ュー ト は ドレ ス の 下 
に 斜め に の ぞい て お り 、- ペ チュ ー ト が 短 す ぎる た め 、 大 きく て 古い 靴 と 白い 綿 スト ッ 
キン グ が 見 えて し まっ て いる 。 ど う や ら 子 ども た ち は 学 校 で 廿 を 履か ず に いる こと を 
話さ きれ て いな か っ た らし い 。 座っ て いる 女性 は ロー ラ ・M・ タ ウン (Laum MTowne. 
1825-1901) で 、 ベン ・ ス クー ル に 1861 年 に 着任 し た 最初 の 3 人 の 教師 の ひと り で あ 
る 。 彼 女 は クエ ー カ ー 教 徒 の 女性 に か さわ し い 質 素 な 服 を 着 て いる が 、 そ の 服 に も 
1860 年 代 羊 ば の 流行 の 要素 は 取り 入れ られ て いる 。 ふ っ くら と 膨らん だ スカ ー ト は 
暗色 の シル ク で 、 スカ ー ト の 下 に は フー プ で は な く 、 大 きく 広がる ペチ ュー ト を 着用 
し て いる . 黒い 細 製 の 短い ジャ ケッ ト は スカ ー ト の ウエ スト バン ド が 隊 れ る くら い の 
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で 、 宙 は 和 対 あたり で カー プ す る 太い コー トス リー プ で あり 、 幅 の 広い カフ ス が 付い 
ケッ ト の 裾 は 、 カ フス や 前 立て と 同じ ブレード で 飾ら れ て お り 、 細く 時 
い サ テン リボ ン の 媒 結 び が の 下 に は 、 ジ ャ ケッ ト の 前 を 閉じ る た め の 組 組 ボタ ン が 並ん 
で いる 。 ジャ ケッ ト の 前 は 開い て いて 、 細い バン ドカ ラー の つい た 白い プラ ウス が の 
ぞい て いる 。 彼女 の 髪 は 、 下 方 向 に と か し て 、 こ めか み で ウェ ー ブ を か け 、 う な じ の 
あたり で ね じ っ て お だ ん ご に まとめ た シン プル な スタ イル で ある (Joan Severa 
p.267 より 引用 ) 。 


南部 再建 期 の 解放 奴隷 の 衣服 の 問題 は 、 服 飾 研 究 者 の 重要 な 研究 課題 で ある 。 
次 の 写真 解説 も 解放 奴隷 の 衣服 の 問題 に 言及 し て いる 。 


写真 149 (1860 年 代 林 頃 ) (p.290) は 、 7 が cy の Cogresy 6 で - が 5727.732-4) の 
所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 に よる と 、 こ れ は 南北 戦争 後 の 破綻 状態 の 深 南部 に 住ん で いた 貧し い 黒 人 家 
族 を 記録 する た め に 、 写真 家 が 福 影 し た も の で ある と い 3。 次 の 解説 は 、 歴史 的 記録 と し 
て 、 大 変 稀少 価値 が 高い 。 そ れ ゆ え 、 必 要 箇 所 を 抜 律 し て 、 紹 介さ せ て いた : 


希 相 は いつ の 世に も 存在 する 。 従っ て 、 ある 時 代 の 服装 習慣 に つい て 論じ る の で あ 
れ ば 、 服 を 買う お 金 が な い 人 々 は どの よう な 性 好 を し て いた か も 扱う ご き で ある 。 写 
真 で は その 研究 が な か な か で さき な い 。 証 換 と な る 写真 が ほとん ど な い 一 一 服 に か ける 
お 金 を 持た な か っ た 人 々 の 写真 は ご くわ ず か し か な い 一 一 か ら で ある 。 れ は そ 
ん な 写真 の 1 枚 で 、 お そら く 講 演 の 際 に 見 せる た め に 撮影 され た 一 連 の 写真 に 含ま れ 
て いた も の で あろ う 。…… 南 北 由 争 終結 催 に か つて の 主人 か ら 強 市 的 に 解放 され た 南 
者 の 時 人 家 座 に と っ て 、 最 初 は 有給 の 勤め 口 を 見 つけ る あて は な く 、 お まけ に 最 高 に 
昌 博 ある 主人 で さえ も 後 ら に 支払 うお 金 を 持 っ て お ら ず 、 さ ら に 世の中 に は 、 働 き 手 
が 必要 な | ネス を 新た に 起こ そう と いう 動き も な か っ た 。 何 年 も の 間 、 賃 し い 黒 人 
の 家 放 に で きる こと と いえ ば 、 せ い ぜ い 農場 の 季節 労働 者 と し て 働く こと くら いで あ 
っ た 。 この 写真 の 家族 の 衣服 は 、 全体 と し て 年 代 が 推定 で き な い 。 個々 の 表 服 は 
それ ぞ れ 一 定 の 時 期 を 連想 させ る が 、 われ われ に わか る の は 、 それ ら の 服 が どれ くら 
い 長 い 間 人 々 に 着 ら れ て きた か だ け で ある 写っ て いる 服 は ほぼ 間違い な く 古 
着 と し て 入手 され た も の で あり 、 非常 に 長く 着 古 さ れ て いる 。 赤ん坊 を 抱い て 立っ て 
いる 女性 の ドレ ス は 、 小 さ な ブリ ント 柄 の り キ ャ ラコ の スカ ー ト (お そら く 古 い ド レ 
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ス か ら 切 り 際 し た も の ) と 白い シャ ツブ 
ラウ ス で 、 プ ラウ ス の 補 は まく りあ げ ら 
れ で いる 。 エブロ ン は 明る い 無 地 か 、 あ 
る い は ひど く 色 李 せ た キャ ラコ で ある 
(doan Sewem,p.291 より 引用 ) 。 


解放 奴隷 へ の 衣服 の 支給 の 間 題 が 解 
明 さ れ な けれ ば な ら な い 。 アメ リカ 中 研 
究 に お い - 未開 拓 の 分 野 で 
ある 。 写真 記録 の 史料 的 価値 と 重要 性 が 、 
改め て 問い 直さ れる 写真 で ある 。 


3. 自由 黒人 の 服装 


写真 138 (1966-68 年 ) ⑥.272 は 、 
3 7hczxwer de 24842) の 所 蔵 店 で 
ー 。 ある 。 


写真 149 1860 年 代 末 頃 
授 供 : 7leryg/Cuwrew この 写真 の 披 写 体 は 、 自由 黒人 で ある 。 
0 が 角 放 仏 款 と は 、 全 く 異 な る 1860 年 代 後 


半 の 流行 の 胡 服 を 綿 っ て いる 。 セ ヴ ラ 女 

史 は 、 令 女 の 一 家 の 仕事 や 衣服 の デザ イ 
ン 、 坊 断 、 装飾 に つい て 、 詳し く 解 説 し て いる 。 見 る か ら に 良い 服装 を し て いる 。 黒 人 間 
の 格差 が 衣服 に 如 実 に 表れ で いる 。 貴 重 な 記述 で ある の で 、 全 文 を 紹介 させ て いた だ く 


マサ チュ ー セ ツ 州 セイ ラム の ジェ ー ム ズ ・ パ プ コ ッ ク の 奏 (Mrs.James Babcock 


の 写真 。 パ プ コ ッ ク 夫 人 は 自由 黒人 [ 奴 昧 で は な い 黒 人 ] で 、 彼 女 の 一家 は 優れ 
た 仕出 し 料理 ビジ ネス を 営み 、 地 域 で よく 知ら れ て いた 。 彼女 の ドレ ス の あま 


り 太く な く て カー ブ し た ベル スリ ー プ (be11 sleeve) は 1866 年 頃 以降 の も の で 、 
肘 の あたり で 内 側 の 続い 目 に 治っ て カー プ す る よう に 作ら れ て いる の で 、 コ ー 
スリ ー プ と 同じ よう に 身体 の 正面 の 方 へ 向かっ て 曲線 を 描い て いる 。 1850 年 代 
か ら 1860 年 代 初め の ベル スリ ー プ と は 貴 っ て 、 こ の 守 は 手首 の 近く まで 直 が あ 

り 、 カ フス の つい た アン ダー スリ ー プ を 見 せる た め に 内 開 の 縫い 目 に 向け て 大 き 
く カ ー プ し て いる 。 身頃 は 以前 と 同じ スタ イル に 裁断 され て いる が 、 縁 飾り の つ 
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け 方 は まぎれ も な く 1860 年 代 後半 の ス 
タイ ル で ある 。 こ の 頃 か ら ボ タン が 重要 
視 され 始め 、 と て も 大 きい ボタ ン が よく 


使わ れ 、 ま た し ば し ば 布 や か かぎ針 編み を 


込ん だ も の に な っ て いき 、 時 に は (この 
写真 の よう に ) 、 張 り 骨 入り の フロ ント 
ダー ツ に 浴 っ て スカ ー ト の 装 飯 と 同じ 
細い ルー シュ が 付 けら れる こと も あっ 
た 。 開 いた 袖口 の 縁 は 共和 有 を ピン キン グ 
し て プリ ー ツ を 取っ て 作っ た ル 
で 仕上 げ ら れ 、 そ こ か ら 自 い ア ンダ ー 
リー プ が わずか に の ぞい て いる 。 
栓 は 典型 的 な 小さ く て 白い レー ズ 
ある 。 ス カー ト を 膨らませ る た め に 著 
写真 138 1866-68 年 用 され て いる フー プ は 、 お そら く 当 時 
提供: 20c fwew mwawe 764 の 。 pr272 志 ま し いと され て いた 広がり が 小さ め 
で 章 が 平坦 な 形 の も の だ 
プ を 身体 に 保持 する た め の 鉄 の 支持 具 
の せい で 不 自然 な 形 に な っ て いる 。 ドレ ス の 色 は 、1860 年 代 を 通じ て 人 気 が あ っ た 
さま ざま な 色 の どれ か で あろ 2 (Joan Sevem。 p.272 より 引用 ) 。 


う が 、 フ ー 


4 ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン の 服装 


ヴィ ジッ ト の 写真 136 ( 1666 年 ) (pp.268-269) は 、De2orgb fogngCooney 


カル ト ・ ド ・ 
の 所 蔵 后 で ある 


この 写真 の 背景 情 報 で ある が 、 次 の よう に 詳し く 書か れ て いる 。 


この 2 枚 の カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト は 、 ミ ズー リ 州 セン ト ジ ョ セ フ の 無名 の 家族 を 
撮影 し た も の で ある 。 それ ぞ れ の 裏面 に 貼ら れ た 3 セン ト の 納税 朋 紙 [iaxsamp と し 
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写真 136 カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 
1866 征 
提供 : gkoreh fomng Csomer 。Dp268 - 269 


て 写真 の 斉 に 貼る も の だ っ た らし い ] に は 1866 年 と いう 年 旧 が 手書き され 、『 ウ ー 
ルマン & リ ッ ベ ル 写 真 館 、 ミ ズー リ 州 セン ト ジ ョ セ フ 市 、 三 番 街 の 至急 便 オ フィ ス 
向かい と エド モン ド 通 り 51 番 (UhiIman & Rippcl Phoognphcn。Thind St。opp. 

Express Office. and 31 Edmond St。Saint Jpseph, MO) 』 と 記さ れ て いる (oan Sevem. 


p.268 より 引用 ) 。 


いずれ も 珍し い 写真 で ある 。 それ ゆえ 、 セ ヴ ラ 女 中 の 解説 の 全文 を 紹介 させ て いた だ - 
セ ヴ ラ 女史 は 、 父 親 の 服装 か ら 社会 的 地位 を 推察 し て いる 。 


父親 は 、 ブ レード の 経 節 り と 真 鋼 の ボタ ン の つい た 厚手 の ウー ル の スー ツ と 小さ な 符 
の つい た 自 い シ ャ ツ を 着 て 、 人 気 の あっ た 水平 結び の ネクタイ の うち 一 番 小さ いも の を 
締め 、 単 独 で ボー ズ を 取っ て いる 。 よ く あ る スタ イル の 器 吸 と 口 古 は 、 丁 寧 に 手入れ さ 
れ て いる . 慎 中 時 計 を 下げ る 金 の 太い 針 が ベスト の ボタ ン ホ ー ル に 結び つけ られ て 
いる 。 ど ん な 職業 か は わか ら な い が 、 彼 は 社会 の 中 で 確たる 地位 を 得 て いる こ 


うか が われ る (Joan Severa、p.268 より 引用 ) 。 
2 


セ ヴ ラ 女史 は 、 も う 一 村 の 写真 の 母親 と 息子 の 服装 を 解説 し て いる 。 腸 装 と いう 表 銀 手 
段 で 、 白 人 社会 に 融合 し よう と する ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン の 信条 が 読み 取れ る 。 


これ と 対 に な る も う 1 枚 の ポー トレ ー ト に は 、 彼 の ふた り の 四 子 が 母親 と 一 緒 に 写 
つて いる 。 彼女 の 服 は 、 それ な り に 柳 福 な 中 流 の 女性 の も の で ある 。 彼女 の つや の あ 
る 黒い 直 毛 と 風貌 は ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン の 血 訪 を 感じ させ 、 それ が この 写真 を と 
り わ け 珍 し いも の に し て いる 。 も っ と も 、 た と えば 強制 移住 させ られ た チェ ロキ ー 族 
が 黒人 と 同じ 地区 で 暮らし て いた こと は し ば し ば あり 、 両者 の 結婚 も 多かっ た 。 彼女 
の ドレ ス は 白 ま た は 藻 い 色 の 小花 模様 を 散ら し た 軽い ウー ル か ウー ル 混紡 の 生地 で 
作ら れ て いる よう に 見 える 。 し ゃ れ た 袖 と 身頃 の り ヨ ー ク ライ ン は 、 生地 と 対照 的 な 色 
の サテ ン リ ポン で 装飾 され て いる 。 低い コーク ライ ン は 1860 年 代 後 半 の 特徴 で あり 、 
実際 に 布 が 切り か えて ある の で は な く 、 単 に ダー ツ を 取っ て フィ ッ ト さ せ た 身頃 の 上 
に リボ ン を 縫い 付け た だ け の 、 見 せ か け の ヨー ク で ある 。 ド レス に は 、 厚い レー ス 製 
の お し ゃ れ な 幅 の 話 い 捨 と 、 緑 を スカ ラッ プ に し た 自 い リ ン ネ ル の カフ ス が つけ られ 
て いる 。 ウ エス トラ イン は 以前 の スタ イル より 低く 、 自 然 な ウエ スト 位置 に 近い , プ 
リー ツ ス カー ト は 控え 日 な フー プ の 上 に 優美 に 整え られ て いる Joan Seven p.269 
より 引用 ) 。 


5. 移民 の 服装 


中 国人 移民 の 移民 背景 は 何だ っ た の で あろ うか 。 賃 和 放 之 は 、 こ の 問題 に つい て 、 次 
の よう に 述べ で いる 。 「 各 国 世 府 は 、 世 界 商 品 の 生産 洒 続 と 妹 廃止 に 把 る 労働 力 東 
穴 の 村 席 の た め 、 主 営 者 に 対し 有償 対応 し た 。 そ こ で 導入 され た の が 災 約 作 測 | で わり 、 そ の 
上 的 な も の が 中 国人 労働 者 の 導入 だ っ た の だ 」 ( 條 癌 、20S p.69) 。 こ の よう な 
背景 を 踏ま えた うえ で 、 中 国人 移民 の 写真 を 紹介 させ て いた 


写真 120 (1R63 - 65 年 ) (p.246) は 、Boyof 77pyy (Co p 29) の 所 工 品 で あ 
る 。 モ ヴ ラ 女 史 は 、 こ の 写真 の 背景 情報 に つい て 、 次 の よう に 解説 し て いる 。 


この 中 国人 女性 と 幼い 上 子 の 服 は 、 完全 に アメ リカ 風 で ある 。1840 年 代 か ら 1850 年 
代 に か け て の ゴー ルド ラッ シュ 時 代 に は 非常 に 多く の 中 国人 家族 が 移住 し た の で 、 この 
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人 TV 部 1860 年 代 第 6 剤 人 種 ・ 殿 族 の 視点 か ら み た 服装 


着い 女性 は 幼少 時 に 次 を 渡っ で さ ょ 


か 、 また は カリ フォ ル ニ 


れ た 


っ どちら か で あろ う 3 (Joan Scvem 


246 よ り 引用 ) 


次 に 、 母子 の 厩 装 に つ 


アメ リカ 風 の 衣服 を さち ん 
る 


いる 


19 世紀 に カメ ラ の 前 に 立っ た 多く 
の 人 々 と 同じ く 、 多 親 


眼鏡 を か け て いる 。 彼 女 は = 


と フー プ ブ の 上 に 、 こ ざっ ぱり し た 


そら く 黒 い アカ を 着 
用 し て お り 、 流 行 っ た 上 品 な 
印象 を 受け る 。 ス カー ト は ゴア 


生生 20:1865。 商 叶 ド (gored) [ 何 枚 か の 村 を は ぎ 合 わせ 
失 供 : が eee6 ve (Cdimpr20) 、 る ] で は な い が 、 ウ エス ト の 位置 に 均 
と 26 


叶 に 配置 され た 
を 出し 、 
い プ リー ツ を 入れ て いる 。 


黒 い サ テン の ベル ト は ウエ スト を きつ く 締 め て お り 、 精 巧 な 時 計 チ ェ ー ン や 恒 中 


プル ボッ クス ブリー 


後ろ 中 


ケッ ト ネッ クラ イン は きち ん と し た リン ネル の 立ち 拾 と 
小さ な ブロ 保守 的 な スタ イル で 、 下 に お ろ 【 
て か ら 後 頭 部 に 回 し て と 結っ て あり 、 頭 に 黒い リボン を 巻い て 後方 に 垂 ら 


てい る よう に 見 える (Jom Sec p.2 


6 より 引用 ) 


第 7 章 まとめ 


1. 写真 の 服装 を 通し で 見 た 1860 年 代 の アメ リカ 社会 

本 事 で は 1840 年 代 、 お よび 1850 年 代 と は 異な る 視点 か ら 、 写 真 の 紹介 、 考 宗 
を 行っ た 。 す な わ ち 、 赴 級 ・ ジ ェ ン ダー の 視 束 か ら 見 た 服装 、 人 種 ・ 民 族 の 視点 
か ら み た 服装 と いう 分 類 を お こ な っ た 。 な ぜ な ら 、 解 店 に 掲載 し た 一 覧 表 に 見 る 
よう に 、 写 真 技術 の 発展 に 伴い 、 被 写 体 の 範囲 が 一 部 の 金持ち の 中 流 階級 以上 の 
人 々 か ら 、 席 民 、 す な わ ち 、 中 流 ・ 下 届 の 民衆 へ と 広がり 、 移 民 、 西 部 入植 者 農 
自由 黒人 、 ネイ ティ ヴ ・ ア メリ カン な ど ミド ルク ラス や 下 届 階 級 の 
する 護 民 の 写真 が 掲載 され て いる か ら で あ る 。 


2. 裕福 な 階級 の 人 を の 上 昇 志 向 

1860 年 代 、 ス カー ト は 全体 に 脇 らん だ 状態 が 一 般 的 で あり 、 ツ フト プリ ー ツ 
を あし ら っ て 膨らみ を 出し て いた 。 60 年 代 半ば に は 、 前 スカ ー ト が 平坦 に な り 、 
前 面 か ら 側面 に か け て 幅 が 狭く な っ て 後方 一 張り 出し 、 新 し い 椿 円 形 の 居り 骨 
を び ぴったり と 覆う 形状 に 改造 され た 。 前 スカ ー ト の 幅 は 全体 に 縮小 し 、 人 後ろ ス 
カー ト は プリ ー ツ で 調整 し て 引き 裾 に し 、 後 方 へ 膨らみ を 出し て いた 。 この 新 
し い 枝 断 方 法 は 、 少 な く と も 1866 年 に ほ キ ャ ラニ 製 の 日 常 着 に さえ も 取り 入れ 
られ て で いた よう で ある 、 と の 見 解 を セ ヴ ラ 女史 は 示し て いる が 、 残 され た 日 常 着 
の 写真 か ら は この よう な スタ イル は めった に 見 られ な い 。 1864 年 4 月 号 の ファ 
ッ シ ョ ン 雑 誌 が この スタ イル に つい て 記載 し て お り 、1866 年 頃 の も の と 思わ れ 
る 写真 に は 、 こ の よう な スタ イル の 女性 が 撮影 され て いる 。 
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芽 IV 部 1860 年 代 第 7 章 まとめ 


産業 草 硬 に よっ て 発展 し た 既製 服 産 業 は 、 男 性 の ファ ッ シ ョ ン に 大 さ な 影 響 を 
及ぼ し た 。 特 に 1860 年 代 、 西部 の 開拓 地 で は 男性 展 の 製造 が 激増 し 、 強力 な 販路 
を 提供 し て いた 。 こ れ ら に は 、 鉄 和 線 路 の 延長 や 秦 気 般 の 発展 だ け で な く 、 ミ シ 
ン の 営利 的 な 利用 の 影響 が あっ た 。 


3. 階級 社 会 の リア ル な 現実 

本 章 の 分 析 か ら 、1860 年 代 ア メリ カ の 階級 守 会 で は 、 その リア テル な 現実 が 胡 生活 に も 反 
映 さ きれ て いる こと が 明らか に な っ た 。 その 硝 拓 を な し て いる の は 、 と り も な お さ ず 、 写 真 
技術 の 発達 で ある 。 1860 年 代 の ミド ルク ラス 、 ある い は 下層 階級 の アメ リカ 人 の 中 に は 、 
ヨー ロッ ピア ン ・ フ レン チ ・ フ ァ ッ ショ ン に 追 引 し よう と し た 上 流 晴 毅 や 中 流 以上 の 人 々 
と は 異な り 、 経済 的 理由 か ら 、 多かれ 少な か れ 流行 遅れ の 粗末 な 衣服 を 着用 し て いた 人 々 
が いた この 現実 に つい て 、 以 下 の 4 か ら 6 の 項目 に お いて 、 簡 源 に まとめ る 。 


4. 家 許 鞍 の 達 と 衣 生 活 の 位相 
① 布 を 節約 し て 裁断 し た こと 。 
② 古く な っ た 黒い シル ク の 外 衣 や スカ ー ト を リフ ォ ー ム し て 作り 、 生 地代 を か けず に 
済ま すこ と が よく あっ た 。 


5. ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 

第 5 章 で 、 セ ヴ ラ 女 史 の 著作 か ら 、 リ フォ ー ム ・ ド レス 関連 の 貴重 な 写真 を 1 枚 、 綱 介 ・ 
考察 させ て いた だ いた 。 それぞれ の 写真 に は 、 他 に 類 を 見 な い 詳細 な 解説 が 付 さ れ で いる 。 
有 侯 中 上 、 大 変 、 貴 重 な 解説 で わる が 、 一 部 を 引用 させ て いた だ いた 。 さ ら な る 情報 に つ 
いて は 、 セ ヴ ラ 女 史 の 著作 と 濱田 の 著作 を 参照 され た い 。 


6. 放線 解放 後 の 解放 奴隷 の 生活 の 様相 

① 反 要 解放 後 、 例 えば 、Pen スク ー ル に お いて 、 子 ども た ち は 読 み 書き と 計算 を 学び 、 
自由 民 と し て 生活 し て いく た め の 準 備 教 育 と し て 社会 の 慣習 や 多く の 一 般 的 な 仕事 
の 実技 が 身 に 付く よう 、 非常 に 実際 的 な 教育 を 受け た 。 男の子 は 大 工 仕事 や その 他 の 
建築 関係 の 技術 を 学び 、 女 の 子 は 裁縫 、 料 理 、 掃 除 、 洗濯 を 学ん だ 。 

② 学校 章 制 期 の 生徒 と 教職 員 の 写真 が 多数 残さ れ て お り 、 それ ら の 写真 か ら 、 あ る 程 
度 の 推 祭 が 可能 で ある 。 写真 を 見 る 限り 子ども た ちの 衣服 は 古着 の よう な の で 、 お そ 
らく 多く の クエ ー カ ーー 教会 に 寄贈 を 求め た の で あろ うこ と が 明らか と な っ た 。 
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⑨ 号 真 135 に 見 る よう に 、 い ちば ん 幼い デモ レッ タ (Amoreta) は 、 ち ぐ は ぐ な 組み 
合わ せ の 服装 で ある 。 薄 地 で スカ ー ト の 膨らみ も 小さ い 色 褐 せ た ド レス の 上 に 、 
大 きす ぎる うえ 人 色 裸 せ た 1850 年 代 の バス ク を 着用 し て いて 、 ド レス の スカ 
ー ト に は グロ ウス ・ タ ッ ク [成長 に 合わ せ て ほど いて 丈 を 伸ばす た め の タ ッ 
タク] を ほど いた 線 が 見 えて いる 。 自 い ベ チ コー ト は ドレ ス の 下 に | 
ぞい て お り 、 ペ チュ コー ト が 短 すぎ る た め 、 大 きく て 古い 寺 と 白い 綿 ス トッ キ 
ング が 見 えて し まっ て いる 。 子ども た ち は 学 校 で 靴 を 履か ず に いる こと を 
許さ れ て いな か っ た らし い 。 

④ 解放 奴隷 の 処 骨 は 、 歴 史 研究 の 重要 な 課題 で ある 。 


7. 写真 産業 の 発展 に 伴う 被写体 の 変化 
同じ こと を 繰り 返し 述べ る よう だ が 、 以 下 の 点 を 再 確認 し て お か ね ば な る まい 。 

(① 1860 年 代 の 写真 の 大 半 は 、 ガ ラス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ 、 キ ャ ビ ネ ッ ト ・ カ 
ー ド 、 ス テレ オ ・ カ ー ド の 技術 が 開発 され た た め 、1840 年 代 、1850 年 代 の スタ ジ 
オ で ダ ゲ レオ タイ プ の 写真 に 収め られ た 写真 と は か な り 趣 が 異な っ て いる 。 

1860 年 代 の ミド ルク ラス 、 下 履 階 級 の アメ リカ 人 の 中 に は 、 ヨ ー ロ ッ 
ビア ン ・ フ レン チ ・ フ ァ ッ ショ ン に 追随 し よう と し た 上 流 階 級 や 中 流 以 上 
の 人 々 と は 異な り 、 経 済 的 理由 か ら 、 多 か れ 少 な か れ 流 行 遅れ の 粗末 な 衣 
服 を 着用 し て いた 人 々 が いた こと を 具 体 的 に 読み 取れ る 。。 

あら た め て で 、 ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 の 著作 が 、 ア メリ カ の 服飾 史 研究 に お いて 果 
た し た 役割 を 具体 的 に 認識 で きた の で は な い だ ろ うか 。 


に 


さて 、 その後 の アメ リカ 服飾 史 の 進展 は 、 いか が な も の で あろ うか 。 いわ ゆる 「 金 び か 
時 代 」1870 年 代 へ と 筆 を 進め て いこ う 。 
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第 V 部 1870 年 代 


第 1 章 歴史 的 背景 


1. 南北 戦争 後 の 再建 の 終了 


南北 較 省 が も た らし な も の で あり 、80 年 代 f 
!0 パーセント を 占め る こと と な っ た 。 再建 が か な り 困難 で あっ た こと は 、 容 易 に 推測 
る 。 70 年 代 は 、 戦争 直後 の 『 風 と 共に 去り ぬ 】 の ラス ト られ る 南部 の 落 許 
し た 土地 か ら の 再 人 、 傷 貞 の た め に 国民 が あら ゆる 方 面 で 力 を 注い だ 時 代 で あっ た 。 

し か し 、 結 論 か らい うと 試行 錯 誤 され た 再 填 は 失敗 | つた ( 仙 堂 斎 之 2019 年 , 注 
【 独 革 (1) ] , pp.105-152) 。 財政 上 の 困難 、 共 和 党 の 失策 、 人 種 的 憎 午 、 そ の 上 テロ 
な ど 、 あ ら ゆ る 要因 が 結び つき 、 共 和 党 体制 は 崩れ て いっ た . だ が 、 最 大 の 相 因 は 、 人 種 
間 の 間 題 で わっ た な か ろう 
黒人 に 自 人 と 平等 の 権利 与え られ た と は いえ 、 ま だ ま 
つて いた 。 特に 南部 白人 の それ は と て も 暴力 的 で 、 
どい 左 行 を 受け た り 、 最悪 の 場合 は 殺さ れ た 。 70 年 代 初 頭 まで に 
の 道 は と ざさ れ た も ゃ 同 


5 戦 債 利子 が 予算 の 


人 に 対す る 差別 は 色濃く 残 
黒人 は 協 迫 され た り 、 ひ 
は 、 すでに 再 坦 の 成功 
あっ た 。 し か し 、70 年 代 に 入り し ば らく 
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も な う 金 儲け が 人 々 の 関心 を 違う 方 向 へ と 向け た 。 こ の 人 後 、870 年 代 か ら 1890 年 代 に か 
け て の 急速 な 産業 の 償 展 を 育 景 と する 、 金 が も の を 言う 時 代 の “ 金 ピ カ 時 代 ” へ と 突入 し 
て いっ た の で ある 。 

そこ へ 計る まで の 過程 を た どっ て いく 。1865 年 リン カー ン 大 統領 が 暗殺 され 、A・ ジ ョ 
ン ツ ン (Andrew Johnson) が 後 を 引き 継ぐ こと に な る 。 し か し 彼 は 、 リ ンカ ー ン に 比べ あ 
まり 急進 的 な 政策 を と れ た 人 物 で は な か っ た 。 南部 社会 の 再建 に は 、 物足りな い 指 導 者 で 
は な か っ た か と 思わ れる 。 彼 の 計画 は 、 と も する と また 奴隷 制度 を 菊 ら せる こと に な りか 
ね な か っ た 。 そ れ を みか ね た 議会 で は 、 奴隷 制 廃止 を 規定 し た 、 穴 法 修 正 第 13 条 の 復活 
の 企 て が み ら れ た ( 貢 党 斎 之 , 2019 年 , 注 (和書 (1) 〕 , pp.118-119) 実際 に は 奴隷 の 
身 は 自由 で は な か っ た か ら だ 。 さ ら に この 時 、 黒人 人 を 5 分 の 3 人 と みな す 、 いわ ゆる 
5 分 の 3 条項 も 消滅 する こと と な っ た 。 こ こ に 、 早 くも 再建 計画 の 壁 が 立ち は だ か り 、 議 
会 内 と 大 統領 の 間 に 重 苦し い 空 気流 れ た 。 

1867 年 、 ジ ョ ン ツ ソン 大 統領 と は 全く 対立 し た 再建 案 が 共和 党 急 進 派 か ら 出さ れ 、 極 め て 
急進 的 な 再建 法 を 成立 させ た 。 その 翌年 、 黒人 に も 自 人 と 平等 の 市 民 的 諸 権 利 を 取得 する 
た め の 憲 法 修正 第 14 条 が 、 憲法 で 裏打ち され た 。1870 年 まで に は 南部 諸 州 は 連邦 復帰 を 
完了 し 、 合衆国 は 10 年 ぶり に 統一 連邦 に 戻り 、 明 る い 兆 し が 見 えた か の よう に みえ た 。 
黒人 に も 選挙 権 が 付与 され る 守 法 修正 第 15 条 や 、 黒 人 議員 の 登場 、 黒 人 を 啓発 する 教育 
が 生ま れ たのも この 年 か ら で あ る 。 し か し 、 当 時 の 黒人 の 切実 な 要求 は 、 49 エー カー の | 
土地 と 1 頭 の ラバ を ! 」 ( 綱 党 玄 之 .2019 年 注 [和書 (1) ] . pp.143-144) と いう 
言葉 で ちっ た 。 まだ まだ 問題 の 山 は 月 れる こと は な か っ た 。 政治 的 ・ 社 会 的 に は 成果 を あ 
げた これ ら の 改革 を も っ て し て も 、 経済 面 、 特 に 土地 問題 を 解決 する に は 和 至ら な か っ た 。 

- 方 、 旧 雪 所 有 者 た ち は 、 再建 反動 に 反対 する 活動 を 強力 に 行なっ て いた 。 こ れ は ま 
の 的 な 秘密 結社 で 、 中 で も 「 ク ー・ ク ラッ クス ・ ク ラン 」 は 南部 各地 に 真っ 自 な 布 
を 頭 か ら か ぶっ て 登場 し 、 黒 人 や 、 黒 人 を 支持 する 白人 の 命 さえ も いと も 簡単 に 奪っ た 。 
南部 で の この テロ は 、 再 建 政 許 の 基礎 を 崩す 方 向 へ 向かわ せ た 。 

1872 年 、 旧 南 部 に お ける 支配 階級 の 人 その 政治 的 諸 権利 を 復活 させ る 、 と 同時 に 、 テロ 
に よる 被害 を 少し で も な くす た め 、 黒人 に 同調 する 解放 民 局 (黒人 と 自 人 同盟 者 た ち に よ 
る 、 黒 人 を 教育 する 大 学 設立 の 援助 等 を 行なっ た ) (Accessibls Archives Freedmen's 
Bureau ) の 活動 も 街 止 し た 。 そ の 年 の 大 統領 選 で は 、 共 和 党 の 内 部 分 裂 に より 黒人 の 期 
待 は 見 事 に 裏切ら れ た 。 新 大 統領 U・ グ ダラ ント (UIyswesGrant) が 当選 し た こと は 、 南 部 
再建 の 控 折 過程 を 導く 結果 と な っ た か ら で あ る 。 役 の 吾 権 期 は 、 アメ リカ 国内 が 基 芝 し て 
いっ た 時 期 で も あっ た 。 
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そし て 南部 再建 時 代 の 終了 を むか える 。 1876 年 の 大 統領 選 で 、 共 和 党 は 旧 南 部 政治 勢力 
の 復帰 完成 を 予告 し た . この 選挙 に は 、 共 和 党 か ら R*B・ ヘ イズ (Rutheronl Bihard Haye) 
を 、 民 主 党 か ら は S・』・ テ ィ ル デン (Samusl Jonss Tildcn) を 師 補 に 立て た 。 そ の 結果 、 
ティ ルデン が 勝利 を お さめ る が 、 共和 党 は 一 部 の 州 で 不正 が あっ た こと を 主張 し 、 彼 の 当 
選 を 認め な か っ た 。 も め に も め た 末 、 両 覚 内 に 政治 的 な 受 協 案 が 成立 し た 。 共 和 党 は 、 サ 
ウス カロ ライ ナ 、 ルイ ジア ナ 両 州 の 連邦 軍 を 堆 退 させ る こと を 条件 に 、 ヘイ ズ の 当選 を 手 
に 入れ た の で ある 。 こ うし て 共和 党 は 、 南部 を 民主 党 の 支配 下 に ゆだね 、 黒人 の 期待 を 完 
全 に 婁 切 る こと に より 、 南 部 再建 運動 の 搾 折 を 明確 な も の に し た 。 

南部 の 再建 に つい て は 、 多 く の 人 々 の 努力 も むなしく 花 を 咲か せる こと が で き な か っ た 。 
その 一 方 で 、 麻 業 面 の 上 昇 や 資本 主義 的 発展 を と げ 、 アメリカ で は ある 程度 経 済 的 に 余裕 
が 見 えて くる 。 それ に と も な っ て ファ ッ シ ョ ンー 業界 も 発展 し て ゆく 。 流行 に 敏感 な 当時 の 
アメ リカ 女性 に と っ て も 、 流行 の 最 先端 を ゆく フラ ンス の スタ イル を 取り 入れ る の が 、 大 
変容 に な っ た 。 し か し フラ ンス の ファ ッ シ ョ ン を 全て 取り 入れ る こと が で きた の は 一 部 
の 入 福 な 家庭 の 女性 で あっ た 。 当時 アメ リカ で は 、Ooder* ads Boot、 Peesonr 
Msecine、7e の caewo/、7e ay 7 が eyz/、7 が ye7s 2ccor- な どの ファ ンション 
定期 刊行 誌 が 蓄 行 され て お り 、 こ れ ら の 雑誌 に は ドレ ス の 作り 方 が 掲載 され て いた 。 中 で 
も 、Cogey's7z み ys Book に は 、 フ ラン ス の 上 流 階級 の 人 々 の スタ イル が 見 られ る 。 ア メリ 
カ の 女性 は 、 フ ラン ス の スタ イル に 憧れ を 抱き 、 あ まり 容 栖 で な い 家 庭 の 女性 は ミシン を 
フル 括 用 し て 流行 を 取り 入れ 、 ま た 、 それ を 楽し ん だ 。 こ の よう に 、 南北 戦争 、 産業 の 発 
展 、 鉄道 や ミシン の 発達 、 フ ァ ッ ショ ン 誌 の 発行 、 と いう 過程 を 路 ん で アメ リカ の ファ ッ 
ショ ン 業 界 は 変化 と 発展 を 遂げ た の で ある 。 変化 及び フラ ンス ファ ッ シ ョ ン の 内 容 
て は 第 2 意 で 詳し く 述 べた 。 第 2 意 で は 、Codey* la か ZooF と 、』・ セ ヴ ラ 閉 "Drewe7 
な re ologygp が er" の 1870 年 代 の ファ ッ シ ョ ン を 比較 し て いる 。 

以上 、 ア メリ カ の 南北 戦争 と 再建 の 歴史 を た どっ て みた 。 こ の 歴史 は 後 の 節 で 述べ て ゆ 
く 要因 と 共に 、1870 年 代 に お ける アメ リカ の 女性 服 に も 影響 を 与え 、 変 化 を も た らし た 出 
来 事 で あっ た 。 


2. 普 仏 戦 争 の アメ リカ ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 影響 


ドイ ツ 統 一 を めざす ブロ イセ ン 国 の 宰相 ピス マル ク (Bismarck) の 挑発 か ら 、 そ れ を 阻 
も うと する フラ ンス 量 帝 ナポレオン 3 世 (Napolson ID と プロ イセ ン が 衝突 し 、 開戦 し た 

が 普 仏 戦争 で ある 。 この 戦争 は 1870 年 、 ア メリ カ の 南北 戦争 再建 期 に 起き た 戦争 で わ 
翌 181 年 セダン の 戦い の 後 、 ナ ポレ オン 3 世 は プロ イセ ン 王 ウィ ル ヘ ルム 1 世 
(WilhelmI) に 降伏 を 余儀 な くさ れる 、 と いう 結果 に 終わ る 。 
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この 戦争 の 敗北 に より 、 フ ラン ス は 大 き な 痛 手 を こう お っ た 。80 年 代 に 入る と 、 回復 
を た どり 再び 失 え る が 、 そ の 10 年 間 で さえ も 、 フ ラン ス は ファ ッ シ ョ ン の 発信 地 的 な 條 
在 で あっ た も の と 思わ れる 。 し か し 、 フ ラン ス 中 を 芝 労 と 困難 の 滴 に 巻き 込ん だ 間 仏 隊 
争 は 、 ア メリ カ と イギリス と で は か な り 倍 うと ら え 方 を され て いる (Joan Sevem 


p-292) 。 
アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン 記 者 に は 、 戦 争 や その 結果 に つい て あま り 語ら れ な か っ た 。 
反対 に 、 イ ギリ ス に お いて は 英語 雑誌 で 徹底 的 に 話さ れ て いた 。 こ こ で 述べ た 普 仏 隊 争 


も 、 詳 外国 一 の ファ ッ シ ョ ン の 伝達 を 一 時 中 断 さ せ た 大 事件 で あっ た 。 

イギリス の ファ ッ シ ョ ン 記 者 の 目 か ら 見 る フラ ンス へ の 思い は 、 決 の 議 な も の で あっ た 。 
フラ ンス 流 の スタ イル に 愛着 は 感じ る も の の 、 フラ ンス が 常に イギリス 女性 の スタ イル を 
決定 し て いる 不 公平 さ に 慎 り を 感じ て いる 、 と いう こと で ある 。 つ まり 、 記者 自身 は イ ギ 
リス の スタ イル が 気に入っ て いて 、 満 走 も し て いる の に 、 な ぜ イ ギリ ス 女 性 は こん な に も 
フラ ンス ファ ッ シ ョ ン を 受け 入れ る の か 、 と いう 思い か ら で は な い だ ろ うか 。 

その イギリス 記者 に よる と 、 当 時 の イギリス で は 多く の アイ デア と 多量 の 材料 を フラ ン 
ス か ら 手 に 入れ て いた 。 一 方 、 アメリカ の 雑誌 で は 、 フ ラン ス の 最新 作 か ら 選 び 抜い た フ 
アッ ショ ン ・ プ レー ト を 供給 し 続け 、 詳細 に 討論 し た 。 マンネリ化 し た も の で すら 、 "z 
Dec ee mce" か ら 発 二 る 最新 の 情報 は 、 Coggrs ZS oo に 掲載 され 、 ア メリ カ 
の 記者 おしゃれ な アメ リカ の 女性 た ち に と っ て 、 明らか に 重要 で あっ た 。 中 断 さ れ て 
いた 通商 が 再 隙 され た と き 、 新 し い フ ラン ス の 流行 は いち は や く 模 條 され た 。 フ ラン ス が 
発信 する ファ ッ シ ョ ン の 情報 は 、 海 を 越え て 各国 … 様 々 な 形 で 伝達 され 、 その 国 に 影響 を 
及ぼ し 、 ま た 重要 視 さ れ た の で ある 。 

第 2 章 で 詳し く 束 べ る が 、 当 時 ヨー ロッ パパ で は クリ ノリ ン 表 裳 か ら パ ッ ス ル 衣裳 へ の 
変化 が 見 られ た 。 そ れ は ナポレオン 3 世 の 曹 后 ユ ー ジ ュ ニ (Eugenie) が 着用 し て いた 
こと が 流行 の 先がけ と な っ た 。 クリ ノリ ン 衣 洛 と は 、 胴 部 か ら 裾 に か け て の スカ ー ト の ラ 
イン を 、 釣 錯 状 に 見 せ た ス タイ ル で ある 。 スカ ー ト の 下 に 、 針金 と テー ブ を 用 いて 鳥かご 
の よう な 形 に 固定 し た クリ ノリ ン を 装着 し て いた た め 、 こ う 呼 ば れ た 。 また 、 バ パッ スル 衣 
千 と は バッ スル と いう 腰 当 て を 後 醒 に と りつ け 、 後 部 を 膨らませ た スタ イル で ある 。 パッ 
スル 表 裳 は 、 ア メリ カ や イギリス だ け で な く 日 本 で も 1883 年 (明治 16 年 ) に 鹿 鳴 館 で 大 
流行 し た 。 

普 仏 戦争 の 影響 は 、1860 年 代 に アメ リカ で 起こ っ た 南北 戦争 が 引き 起こ し た 不況 と と 
も に 、 当 時 の 世界 各国 ファッショ ン の 変化 を も た らし た と いえ る 。 し か し 、Coeys 
rs gook に 掲載 され て いる ファ ッ シ ョ ン は 、 フ ラン ス 国 内 で も ビク トリ ア 朝 の 上 清 中 
級 に 位置 する 人 々 の スタ イル と いえ よう 。 し た が っ て 流行 に 敏感 な アメ リカ 女性 た ちの 中 
で も 、 フラ ンス の スタ イル を 忠実 に 飼う こと は 一 握り の 裕福 な 家庭 に の み 許さ れ た 。 中 産 
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階 の 女性 た ち は 、 衣服 の 一 部 、 すなわち 装飾 部 分 に 流行 を 取り 入れ つつ 、 自分 で 作る こ 
と の 労力 を 恒 し まず に 楽し し で いた の で は な い だ ろ うか 。 この 時 活躍 し た ミシン に つい て 
は 、 次 節 で 詳し く 述 べ て いる 。 
3. ミシン の 発達 

1870 年 代 ア メリ カ ・ フ ァ ッ ショ ン の 公式 化 の 要因 は 、 第 2 節 で 述べ た フラ ンス か ら の 影 
血 に よる も の の ほか に 、 ミ シン の 発達 鉄道 の 発達 に ともなう 輸 送 の 大 幅 な 改善 に よる ア 
メリ カ の 布地 メー カー の 成功 、 そ し て パタ ー ン シス テム の 発達 だっ た 。 この 節 で は 、 その 
中 の 、 ミ シン の 発達 た いと 思う 。 

南北 戦争 を 契 際 に し た 、 アメ リカ 族 業 の 発達 は めまぐるしい も の で あっ た 。 戦争 以前 は 
河川 や 運河 に 頼っ た 製造 品 の 運 鐘 で あっ た が 、 戦争 後 は 鉄道 に よる 運 朝 が それ を 上 回 る 状 
態 と な っ た 。 1830 年 に 最初 の 鉄道 が 開通 し 、 ボ ポル ティ モア と オハ イオ 間 を 結ん だ 。 1869 年 
に は 西 か ら の セン トラ ル ニ バ パシ フィック 鉄 道 と 、 東 か ら の ユニ オン ニ バ パシフィック 鉄道 が 
結び つき 、 大 陸 初 の 横断 鉄道 の 完成 を み : の あい も アメ リカ 各地 に 鉄道 は 敷設 さ 
れ 、 様々 な 都市 へ 向け て 衣料 の 発展 に も 力 を 添え た 。 南北 戦争 は 輸送 を 月 誠 さ せ 、 商売 に 
も 大 き な 打 繋 を 与え た が 、 軍 服 の 製造 に より 、 再 び 盛 り 返し た 。 


た ミシン の 影響 は 、 ミ シン の 競争 を 引き 起こ し 、 う こと の で きる 機械 の アイ デア を 宣 
伝 する こと に な っ た 。 家庭 の 主婦 に 依頼 され で いた 和服 製造 作業 も 、 新 し く 作ら れ た 工 
場 で 労 手 者 が 工場 側 で 行なっ で いた 。 品 質 は あま り 良 く な か っ た が 、 戦 争 中 に は 重宝 が 
で 身 に 付い た 技術 と 標準 サイ ズ の 研究 は 、 後 に な っ て 肥 製 服 の 発達 に 大 い 


ここ で 、 ミ シン の 発明 の 歴史 を た どっ て みよ う (田中 千代 , 1991 年 , pp.1006-1007。 
注 [和書 3) ] ) 。 1589 年 、 イギリス の W・ リ ー (WiliamLee) に より ミシン の 基本 と な 
る も の が 発明 され た 。 こ れ は 毛糸 編 の 針 の 動き か ら ヒ ント を 得 た も の で 、 今日 の 鎖 終 
ン の 元 福 と な っ た 。 ミ シン 針 の 発明 は 、1834 年 、 デ メリ カ の W・ ハ ント (WallerHum0 に 
上 っ て 発明 され た 。 当時 の 針 は 、 現 在 の も の と 同じ くら い 高 性 能 な も の だ と 考え て よい 。 
その 針 は 先端 に 穴 が あい て お り 、 そこ に 率 を 通し て その まま 布 に 刺し 、 縫い 合わ せ て いっ 
た も の で あっ た 。 こ れ は 大 変 画 期 的 な 発明 で 、 今 日 の ロッ ク ・ ス テッ チ ・ ミ シン と 言わ れ 
る 本 縫い 、 あ る い は 錠 縫 い の 機構 の 基盤 を 築き 上 げた 。 


ン を 使用 する こと で 、 手 縫い の 時 より も どれ だ け 仕 事 ボ 楽に か っ た か と いう 例 を 挙 
う 。 シ ャ ツ を 一 枚 作 る の に 、 相 末 な も の で も 14 時 間 26 分 ほど か か っ て いた の 
ン で 縫う と 1 時間 16 分 で 締 え た (Claudia B. KidwelMargaret C.Chrsman、1974. 
p.75) 。 また 、 手 給 い で は シャ ツ を 1 週間 に 9 枚 が 限度 だ っ た 。 こ れ で は 大 量 生 産 は お ろ 
か 、 作り 手 側 お らし て も 、 労働 は 過酷 で わっ た し 賃金 も 安い と いう 悪 条 件 の 下 で 働か な け 
れ ば な ら な か っ た 。 し か し ミシン の 珍 場 に より 、 針 目 が 均一 で 、 労 働 時 間 も 短 科 さ れ 、 そ 
の 上 大 最 生産 も 可能 に な る 。 また 、 ミ シン メー カー も 胡 腸 の 大 最 生 産 の た め の 前 述 に み ら 
れる 利点 を アビ ー ル し た 。 さ ら に ミシン 自体 も 1880 年 代 まで に 発展 を 見 せ た 。 手 回 し 式 
で 足踏み 式 な ど 、 動力 が 人 間 で あっ た 間 に は 飛 中 的 な 発展 は な か っ た が 、 茶 気 や 電気 が 使 
用 され 始め る と 、 1 分 間 に 縫 え る 量 も 以前 に 比べ 3.5 倍 に 膨れ あがっ た 。 ミ シン に 付随 し 
て 、 裁断 隊 や アイ ロン の 加熱 法 の 進歩 な ども 、 労 力 を 削減 し 、 産業 の 発展 に と も な う 大 量 
生産 を と げた 尻 内 の 一 つ で は な いか と 思わ れる 。 

この よう に 、 ミシン は その 称 場 進歩 に より 急激 に 需要 が 伸び た が 、 伝統 的 テー ラー! 
と っ て は お も し ろく な い 話 で あっ た 。 熱 練 し た 裁 婦 さ え ミ シン と の 興和 争 | れ 、 賃金 が 

ド が る と いう 打撃 を 受け た た めで ある 。 戦中 か ら 戦 後に お いて 、 旨 士 の 上 着 に つい て は テ 
ー ラ ー に 依頼 する の が 普通 だ っ た 。 ミ シン で 仕上 げ る 箇所 も あっ た が 、 柔らか い 感じ に 仕 
上 げ る 揚 始 末 、 符 ヤ ラベ ル の 箇所 な ど 、 着用 者 の 好み に 適応 し な けれ ば な ら な い 場 合 も 多 
か っ た 。 な か な か 仕事 が 進ま な い 上 に 、 低 賃金 で は 当時 の 裁 締 婦 の 非 ら し も 楽に は な ら な 
か っ た で あろ う 。 

戦時 中 の 婦人 服 に つい て は 、 ま だ 抜い が あっ た 。 流行 に 関す る 考え は 、 戦時 中 で ある に 
も 関わ ら ず 消え 失せ る こと は な か っ た 。 よ い 衣服 に 必要 と され た の は 完全 な フィ ッ ト で 、 
これ は 大 変 重要 視 さ れ て いた 。 衣服 を スム ー ズ に フィ ッ ト さ せる こと を 達成 する と いう 京 
で は 、 専 門 の 仕立 屋 の ほう が 主婦 や お 針 子 よ り も 技術 的 に 熱 練 者 で めった 。 

19 選 弓 末 ま で は 、 以 上 の よう に ミシン の 発達 に よる 利点 ば か り で か なく 問 題 六 も み ら れ 、 
衣服 の 種類 に より 使用 され る 箇所 が 限定 され る に と ど ま っ た 。 70 年 代 に お いて は 、 全て の 
衣服 に つい て の 建 製 ン が 使用 され る こと は な く 、 婦 人 服 も 一 つの 例外 で あっ た 。 

1870 年 代 、 ア メリ カ で の ミシン の 所 有 者 と 教会 に 行く 人 の 興味 深い 資料 が 残っ て いる 

Ooan Scve 1995, p. 294.) 。 ミ シン を 所 有 し て いる 家庭 は 、 所 有 し て いな い 家 庭 より 
も 既製 品 を わずか に 多く 使っ て お り 、 教 会 に よく 行く 家庭 の 5999 が ミシン を 所 有 し て い 
て 、 そ れ は 、 教会 に 行か な い 家庭 より も 私 分 、 多 い バ パー セン テー ジ な の で ある 。 つ まり 、 
ン を 所 有 し て いる 家庭 は 既製 服 を よく 用 い 、 さ ら に 教会 に も よく 行く こ 
いう こと で ある 。 裕福 に な りつ つ あ る 家庭 の 基準 は 、 文 化 
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財産 の 所 有 に ある こと を 認識 する こと で あっ た 。 この こと か ら 、 名 家庭 に お ける ミシン の | 
所 有 が 流行 に つい て 行く た め の シ ン ボ ル で あっ た も の と 推 奈 され る 。 

女性 た ち は 埋 争 中 より も 戦争 後 の 方 が いく ぶん 気楽 に ミシン を 使用 で を た 。 な ぜ な ら 、 
家庭 で 自分 の 好み の 服 を 低 コ スト で 作る こと が で さ た し 、 この 年 代 に 著しく 急増 し た 叶 貞 
月 に も 、 自ら ミシン を 使っ て 装飾 する こと に よっ て 、 流行 を 追う だ け で な く オ リ ジ ナリ テ 
イ や 楽し み が 加 わっ た か ら で あ る 。 そ し て アメ リカ で 家 旗 橋 が 発達 し た ば か り で な く 、 
日 本 で も 同様 に 発達 し た 。 し か し 両国 に お いて 戦争 に よる 彫 響 で 一 時 久 展 が 中 過 さ 
と は 、 少々 皮肉 な 一 致 で ある 。 さ ら に 、 フ ラン ス か ら の ファ ッ シ ョ ン 情 報 が 、 世 界 の あら 
ゆる 場所 で も で は や され た こと も 理解 で きた 。 


4. 1870 年 代 の パタ ー ン シス テム 

1864 年 、Demoree Mr が 4cgvce は 、 依 頼 人 が 25 モン ト と 彼女 自身 の 寸法 を 測っ 
て 郵送 する と 、 オ ー ダ ー メ イ ド フ ィ ッ ト の ジャ ケッ ト と プラ ウス の ベー バー パタ ー ン を 捉 
供する と 宣伝 し た 。 女性 は その パタ ー ン を 購入 し 、 自分 の 体 に フィ ッ ト す る よう に 作り 変 
えた の で は な いか と いわ れ で いる 。1870 年 代 に 人 気 の 上 昇 を 続け た だ デモ レス ト の カタ ロ 
グ は 、 裕 招 な 婦人 の た め に ドレ ス メ ー カ ー に よっ て 用 いら れ 、 も ちろ ん 自分 の た め に 終 う 
主婦 に よっ て も 使用 され た 。 その 他 の ファ ッ シ ョ ン 誌 は 、 読者 の 目 を デモ レス ト に 向け さ 
せな が ら 、 パ ター ン 、 材 料 に 対す る 注文 を 完全 に 充足 し 、 さ ら な る ファ ッ シ ョ ン ア ドバイ 
ス や 情報 の 発行 を お こ な っ た 。 そし て その よ うな 方 法 で ビジ ネス を 進展 させ て いっ た の で 
あっ た 。 

1870 年 代 に 入る と 、 E・ パ タリ ッ ク (EhcnczerBumerick) に よる パタ ー ン メイ キン グ 作業 
が デモ レス ト 上 より は る か に 大 きく 、 さ ら に 成長 する よう に な っ た 。 ま た 、 パ バタ リック は 、 
アメ リカ で 藻 葉 紙 の ペタ ー ン の 大 最 生産 に 初め て 成功 し た 。 

パタ リッ ク 社 の 宜 伝 文句 は 以下 の こと で あっ た 。 “ 我 が 社 の パタ ー ン を 購入 する 際 に は 、 
あな た 自身 の 身体 の 寸法 を 正確 に メジ ャ ー で 問 り 、 そ の 値 に 相当 する サイ ズ を 見 る 。 清 定 
し て も ら う 相手 に 、 前 側 も る い は 後ろ 側 を 別 そ に 滑っ て も ら う か どう か は あま り 重 要 で な 
い 。 い ずれ に し ろ 、 測定 する 方 法 は 、 下 図 に 示し て ある 通り で ある 。 こ の こと を さち ん と 
守れ ば 、 次 の よう な 測定 ルー ル の すべ て の 衣服 の 場合 に お いて 、 満足 する 出来 上 が り を 保 
証する 。" 測定 ルー ル に つい て の 説明 も 広告 に 載っ で いる 。 婦 人 用 の ポロ ネー ズ 、 腸 着 、 
ゆっ た り め の 上 着 、 ク ロー ク (マン ト ) 、 ド レス 、 プ ラウ ス 等 の 測定 の 基本 は 、 バ スト の 
寸法 を 端 る こと で あっ た 。 他 に も 、 シ ャ ツ や 男子 の ジャ ケッ ト 、 コ ー ト 、 プラ ウス 、 ペ ベス 
ト 、 オーパ ペー コー ト 、 パン ツ の 測定 法 も 簡単 に 書い て ある 。 1870 年 代 の 女性 服 の 流行 の 特 
徴 は 、 身体 に フィ ッ ト さ せる こと で あっ た 。 それ ゆえ どの パタ ー ン の 測定 法 に も み ら れる 
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注意 は 、 あ まり 欠 屈 に 測る の で は な く 、 少 し ゆとり を も っ て 測る こと で あっ た 。 さ ら に 、 
パタ ー ン は 、 アメ リカ 国内 、 カナ ダ の あら ゆる 地域 に 届け る こと が 可能 で ある こと で 
締め くく られ て いる 。 

バタ リッ ク の パタ ー ン は 、 比 例 段階 の システム に より 、 サ イズ に 合わ せ て 作ら れ た 
の パタ ー ン は 、 1863 年 に 初め て 発行 され た が 、 男子 用 衣服 、 女性 の ファ ッ シ ョ ン の た 
1866 年 に 種類 が 増やさ れ 、 ま も な く 大 量 の デザ イン が 作ら れ た 。 女性 用 の スカ ー 


表 
ケッ ト 、 エ プロ ン 、 ガ ウン 、 ジ ャ ケッ ト 、 男 性 用 の ジャ ケッ ト 、 オ ー バ パー コー ト 、 


、 男 児 用 の 半 ズ ボン 、 長 ズ ボン 、 プラ ウス が あっ た 。 この 写真 の パタ ー ン は 1873 年 
夏 の も の で 老若 男女 あわ せ て 、 それ ぞ れ に 値段 や サイ ズ 、 時 に は 適用 年 齢 が 書い て ある も 
の も あっ た 。 ま た 、 パ ター ン そ れ ぞ れ の 値段 は 10 モント か ら 1 ドル の 範 囲 に あり 、 サ イ 
ズ も ワン サイ ズ か ら 14 サイ ズ ま で 揃っ て いた 。 

興味 深い の は 、 袖 の み の パ ター ン や 赤ちゃん の よだれ か け の パタ ー ン 、 ポケ ッ ト の み の 
パタ ー ン な ど 、 現 代 の 我々 の 考え か ら は 想像 も つか な い ほ ど 上 魅 力 的 な パタ ー ン が 販売 され 
て いた 、 と いう こと で ある 。 ま た 、 パ タリ ッ ク パ ター ン の 値段 の 範囲 が 10 セン ト か ら 1 
ドル に 対し 、 既製 服 の 値段 は ほとん ど 1 ドル 以上 で あっ た 。 安価 で パタ ー ン を 入手 する 代 
わり に 、 労 力 を 惜しま ず に 製作 に 打ち 込ん だ と 推 祭 さ れる 。 そ れ に 加え 、 女 性 だ け で な く 
男性 服 や 子ども 服 の パタ ー ン も 載っ て いた の で 、 家 庭 の 主婦 が 節約 する の に 大 い に 役 立っ 
た で あろ う 。 

すでに 1868 年 まで に は 、 バ パタ リッ ク は パラ エ テ ィ ー に 高 ん だ スタ イル の 、15 種 も の 標 
準 パ ター ン を 提供 し て いた 。 流行 が 変化 する た びに 新しい パタ ー ン を 出版 し て お り 、 安価 
で 使い や すか っ た た め 、 早 い ペ ー ス で パタ ー ン 生産 を 認め られ た 。 売り 上 げ は 大 変 好調 で 、 
1871 年 だ け で 600 万 以上 の パタ ー ン が 売れ 、 そ の 状 能 が 1900 年 まで 続い た 。 パ タリ ッ ク 
は 、 その デザ イン と パターン の 豊富 さ を も っ て 、 中 産 階 級 の 主婦 に 向け 裕福 な 人 に な ら っ 
て で スタ イル 選択 の 幅 を 広げ る こと を 主張 し 、 衣服 の 選択 の 仕方 、 身 に つけ 方 に 革命 を 起こ 
し た 。 パタ ー ン の 普及 の 細 囲 は アメ リカ 国内 で も 広範 明 に 及び 、 都 会 や 田舎 に 届け られ で 
いた 。 デ ザイ ン 、 ペ ター ン 、 作 り 方 の 載っ た バタ リッ ク の カタ ログ か ら 作 られ た 衣服 は 、 
農場 で も 繁華 街 で も 同 潤 に 着用 され て いた 。 

以上 に より 、 パ タリ ッ ク の パタ ー ン が デモ レス ト の パタ ー ン の 生産 や 売り 上 げ を 抜い て 、 

- 気 に 人 気 が 上 昇 し た こと が わか っ た 。 また 、 その こと が 長期 に わた っ て 中 産 階級 の 人 々 
に 愛用 され た 理由 と も 結び つく の で は な いか 、 と いう 結語 に 至っ た (満田 雅子 , 2009, 第 
7 章 mp.186-202. 注 ( 和 書 ②) 〕 ) 。 


4. 既製 品 と 家庭 裁縫 の 関係 
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(1) 男性 服 の 既製 品 化 

衣服 の 既製 品 化 は 、 男 性 眼 か ら 始 まっ た 。 通 説 で は まず ず 、 軍 服 を は じ め と する 制服 の 
生産 か ら 始ま っ た と 言わ れ て いる ( 銀 全 康子, 1988 年 p.9, 注 ( 色 書 ⑳ 〕)。 
戦争 中 の 軍服 の 填 要 拡大 に と ど ま ら ず 、 復 員 し て きた 兵士 た ちゃ 既製 品 を 購入 する こと 
に な り 、 ま すま す 秋 要 が 拡大 し 既製 品 の 生産 統 大 に つなが っ た 。 そ の 点 か ら 、 南 北 戦争 
は アメ リカ に お いて の 既製 品 発 達 に お いて 、 重 要 な 役割 を 果たし た と 言え る 。 そ し て 、 
大 量 の 移民 が 各地 か ら 入 っ て き て 、 ア メリ カ 社 会 に 同化 する た め に スー ツ を 必要 と し た 
た こと も 、 既 製品 発達 の 重要 な 一 因 で ある と 考え られ る 、 と 鍛 島 は 玉 べ て いる ( 『 同 上 
書 』 pp.34-37) 。 

この 意見 に 筆者 も 秩 成 で ある 。 な ぜ な ら 、 復 員 し て きた 兵士 に し ろ 、 移 民 に し ろ 、 仕 立 
て の も の を 入手 する ほど の 経済 的 余裕 が あっ た と は 考え に くい か ら で ある 。 そこ で 、 より 
安価 に 手 に 入れ る こと の で きた 、 既製 の も の を 購入 し て いた の で あろ うと 推 奈 され る 。 移 
民 の 服装 の 問題 は 興味 深い 今後 の 研究 課題 で ある 。 

また 、 明 島 論文 で は 上 製 服 は ヨー ロッ パ で は 、 あま り 控 迎 さ れる も の で は な か っ た の に 
対し て 、 ア メリ カ で は 最も 一 般 民衆 の 歓 求 を 代表 する 衣服 で あり 、 し た が っ て 、 人 口 の 大 
部 分 を 占め る 階 層 の 支持 を 得 て いた こと も 、 時貞 品 発 達 の 一 央 で の る と 考え られ る 、 と 
述べ られ て いる ( 負 島 康子 。 1988 年 。 pn.3 注 ( 町 書 ⑭⑰])。 

制服 以外 で の 、 皮 製 服 製造 は 、 通 常 表 着 と し て いる 上 着 と ズボン 、 チ ョ ッ キ か ら 始 まり 、 
上 述 の 尻 因 か ら 、 男 性 服 の 放 製 品 化 は 着実 に 進ん で いっ た 。 そ し て 、 1878 年 に は 、 アメ リ 
カ の 刻 業 史 の 著者 、A ボウ ラー (Bolle s Albert S.) が 「 今 家庭 で 男性 服 を 作る こと 
は 実際 に な く な り 、 すべ て の 人 、 農夫 か ら 鉄 道 の 総裁 に 玉 る まで 、 店 に 行 さ 、 務 か ら 選 び 
きえ すれ ば 、 体 に 合う 服 を 得 ら れる 」 (Alber S.Bolls. 1811. p.399) と 述べ る ほど に ま 
で 、 男 性 服 の 既製 服 産業 は 発達 し て いっ た 。 こ の こと か ら 、1870 年 代 に は 男子 の 既製 服 
は 、 か な り 漫 逃し て いた も の と 考え られ る 。 


(6) 女性 服 の 既製 品 化 

女子 用 既製 服 の 製造 は 、 1880 か ら 1890 年 代 に 成長 期 を 迎え 、 1910 年 代 に は 男子 用 皮 製 
に 比べ て 約 100 年 も 遅れ て 始ま っ た と 言わ 
れ て いる ( 銀 島 康子 1988 年 , p.8I。 注 (和書 (⑭ 〕 。 

女子 用 の 既製 服 は 、 男性 服 と 衣服 の 種類 の 似 て いる も の か ら 始 まっ た 。 は じ め に 主 に 取 
り 扱わ れ た も の は 外 革 (クロー ク ) 類 で あり 、 こ れ は 、 外 褒 類 が 、 衣服 重 基 が 大 きく 、 作 
る た め に テー ラー の 技術 が 必要 で 、 家庭 で は 容易 に 作れ な か っ た か ら で あ ろう と 、 銀 島 は 
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述べ て いる (外島 子 1938 年 p.8l。 注 (和書 (⑩ ] が 、 筆 者 も この 研究 を 通じ て 、 
同じ 考え に 至っ た 

男性 服 の 既製 品 化 が 、 通 常 着用 され で いる 上 着 や ズボン な どか ら 始 まっ た の に 対し て 、 
女子 の 通常 着用 する ドレ ス は 、 洋 本 店 か 、 家 庭 に 回 っ て くる 統 締 婦 に よっ て 作ら れ で いた 。 
既製 品 製造 が 始ま っ た 当初 、 ク ロー ク 以 外 は 製造 し 、 販 売 に 値する 商品 は な いと いわ れ ( 銀 
島 康 子 , 1988 年, p.81, 注 【 和 書 (4) ] 、1880 年 まで は ほとん どの 製造 業者 が 、 ク 
ロー ク 以 外 の 棄 抽 製造 に 手 を 出し て いな か っ た も の と 推察 され る 。 

この こと か ら 、1870 年 代 に は 女性 服 の 棄 製 品 は 外 付 類 が 主 で あっ た と 考え られ る 。 」. セ 
ツラ (Joan Severa) に よる と 、 い くら か チュニック や ジャ ケッ ト 、 ス ー ツ も 見 られ る よ 
うに な っ て で き 始め た よう で ある [Joan Severa。 1955, p 297) が 、 こ れ ら の 服 陣 の 共通 点 
は 、 体 に フィ ント す る こと を 期待 され て いな いと いう こと で あり 、 量産 に 適し て いた も の 
と 考え られ る 。 

この よう に 、 男 性 用 既 抽 服 と 異な り 、 日 常 着用 され る ドレ ス が 棄 製品 と し て 出回ら な か 
っ た の は な ぜ だ ろう か 。 それに 対し て 、 銀 島 は いく つか の 要因 に つい て 述べ て いる 。 

第 一 に 、 当時 の ドレ ス の スタ イル が 、 体 に びっ た り と フィ ッ ト し て いる も の が 好ま れ 
て いた こと 。 次 に 、 ア メリ カ に お ける 家 攻 六 縫 の 進歩 、 そ し て 最後 に 、 ド レス の 仕立 て 
の 複雑 さと 手作り の 物 に 対す る 価値 観 が 依然 と し て 高かっ た 時 代 の 風潮 、 が 挙げ られ で 
いる (野島 康子, 1988 年 , pp.91-93。 注 〔( 和 書 (④ 〕 ) 。 

この 匂 島 の 意見 に つい て 、 筆 者 は 以下 の よう な 見 解 に 宇 っ た 。 

第 一 の 選 因 に つい て は 、18 世紀 末 に 姿 を 消し た コル セッ ト が 、 ク リノ リン 表装 の こ 
は 完全 に 復活 し 、1870 年 代 に は それ な し で 衣装 は 考え られ ず 、 コル セッ ト に よっ て 革 ち れ 
た 体 の ライ ン は と て も 重要 視 さ れ て いた 。 し か し 、 それ に は どう し て も 一 人 一 人 の 体 に 合 
わせ て 作る こと が 必要 と され 、 既 製品 化す る こと に 無理 が あっ た の で あろ うと 考え た 。 

次 の 凌 央 に つい て で ある が 、 女 性 服 の 遇 抽 服 業 が 発達 し 始め る と ほぼ 同時 期 に 、 1860 
年 代 に は デモ レス ト (Demores) 、 ま た 、1870 年 代 に は デモ レス ト を 抜く 成功 を 収め る こ 
と に な る 、E パタ リンク (Ebcnczcr Buterck) に よっ て 、 既製 の 理 紙 が 販売 され る よう 
な っ た 。 デモ レス ト は 、 主 に 栓 属 な 女 人 の た め の ド レス メー カー に 型 獲 を 皮 売 し て いた が 、 
パタ リッ ク は 大 々 的 な 広告 や 代理 店 及び 通信 販売 用 カタ ログ を 使用 し 、 様 々 な サイ ズ や ス 
タイ ル の 型紙 の 小売 を は じ め た ( 欠 島 康子 , 1988 年 , p.91。 注 【 和 (⑭ 〕 ) 。 この 
こと に より 、 一 般 の 婦人 た ち は サ イズ が 豊 定 で 、 安い 型紙 を 入手 で きる よう に な っ た 。 ま 
た 、 こ の ころ に は 、 ン を 所 有する 家庭 も 増え 、 補 許 薦 紀 が より 容易 に な り 、 流 行 の ス 
タイ ル の 衣服 を 作る こと が で きる よう に な っ た 。 ドレ ス に お いて も 、 か な り フ ィ ッ ト し た 、 
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また は 疑っ た も の で な けれ ば 、 そ こそ こ お し ゃ れ な も の を 作る こと が で きる よう に な っ た 
と 考え られ る 。 

最後 の 要因 に つい て で ある が 、 1870 年 代 か ら 1890 年 代 に か け て 、 ド レス の スタ イル は 
クリ ノリ ン か ら パ バッ ズル 、 S カー プシ ル エッ ト と 変化 し て いる 。 特に 、 1870 年 代 は ドレ ス 
の スタ イル が 、 ク リノ リン か ら 、 バ ッ ス ルム 移行 し た 時 期 に あたる ろ と され て いる 。 バッ ス 
ル ・ ス タイ ル で は 、 様々 な 仕方 で 布地 を 腰 の 上 に まとめ 、 後 方 の か ふく ら み に 過 和 な 装飾 の 
付い て いる も の が 多かっ た 。 下 スカ ー ト と 上 に 乗せ る バッ スル の た め の 2 枚 の スカ ー ト 
は 、 お の お の に 館 りや ボー、 プレ ー ド や ルー シン グ 緑 飾り な ど を つけ て いた 。 上 体 部 
と スカ ー ト は 分 か れ で いる も の が 多く 、 肌 部 に びっ た りつ いた 袖 に は 、 買 飲 りや フリ ル が 
つい て いる 。 ま た 、 肌着 の 切り 替え 線 に は 、 芯 と な る 張り 骨 な ど が 入れ 込ま れ て いた 。 こ 
の よう に 、1870 年 代 か ら 1890 年 代 に か け て の ドレ ス の 裁断 と 仕立 て は 、 こ れ ま で の 歴史 
に は 見 られ な い ほ ど 和 複雑 な も の で あっ た 。 また 、 手作り の も の に 対す る 価値 観 が 高い と い 
うこ と に 関し て は 、 現代 の 私 た ちと 何ら 変わ り の な いこ と の よう に 思え 、 当 時 の 人 に 親近 
感 さ え 覚 えた 。 

以上 の よう な 要因 に より 、 女 性 用 の ドレ ス は 既製 品 に は 向 か な か っ た も の と 考え られ る 
の で ある 。 


3) 家庭 凍 

当時 の 家庭 坊 鐘 に つい て 知る た め の 資 料 が いく つか ある 。 

1 つ は 、1877 年 11 月 号 の 。 Pmainie Farmer の 中 の “A Womans Wardtobe" と いう 記事 
(Ooan Severa. p.295) で ある 。 この 記事 の 中 で J. ジュ ー ン (Jenny June) は 、 彼 女 自身 の 
不可 欠 な アイ テム を 挙げ て お り 、 それ は 当時 の 女性 に と っ て 、 何 を 着 て 過ごす べき か に つ 
いて の アド バイ ス に な っ て いた 。 


シル ク の ウー ルド レス 65 ドル 
ウー ル の スー ツ 35 ドル 
施 屋 着 15 ドル 
サマ ー ド レス (素材 ・ 装 飾 ・ 付 属 物 ) 40 ド ル 
ネグリ ジェ 2 枚 10 ド ル 
スリ ッ パ を 含め た 団 20 ドル 
夏 委 用 帽子 15 ドル 
下着 ・ コ ルセット ・ 凌 下 25 ドル 
タロ ー ク ・ シ ョ ー ル ・ そ の 他 ア ウタ ー 25 ドル 

計 250 ドル 
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この 資料 に つい て 、 ヘ ル ペ ンス トン (Hevenston) は 、 こ の 見 積 り は と て も 大 隅 な も の 
で 、 この 価格 は 少な く と も 、 一 部 分 は 補 放 に よっ て 作ら れる こと で 、 よ 上 い 素材 を 保つ 
て いた に 過ぎ な いと 述べ て いる (Hcivenston Sally, 1985, p 112 注 【 汰 書 ⑤) )] )。 
つま り 、 これ だ け の ワー ドロ ー プ を そろ える こと が 、 当時 の 女性 に と っ て 最低 眼 必要 と さ 
れ て は いた が 、 すべ て を 仕立 物 で そろ える の に は か な り 無 理 が あり 、 彼 女 た ち は 自分 た ち 
の 足り な い 経済 力 を 、 彼女 た ち 自身 が 家庭 裁縫 に よっ て 衣類 を 作る こと に よっ て 、 補っ て 
いた の で ある 。 

も う 1 つ は 、 ウィ スコ ン シ ン 州 の ロッ ク 村 で 、 ジェ ー ン ズ ヴ ィ ル 部 外 で 寿 ら し て いる 諾 
夫 の 奏 が 1877 年 か ら 1881 年 に か け て つけ て いた 日 記 で ある 。 1877 年 の ある 期間 が 例 
挙げ られ て いる ( Joan Severa. p 300) 。 

1/15: スー ジー は 彼女 の 真っ 赤 な ドレ ス を 縫う ビッチ が 遅く な っ て き て 、 私 は いく ら か 
継ぎ を 聞 し て いた 。 

1/19: スー ジー と 私 は ドレ ス を 続い 、 私 は 新しい “Waste” を 越 断 し た 。 

1/23 : ジェ ー ン ズ ヴ ィ ル に 行き 、 鳥 を 持っ て 帰っ て きた 。 ス ー ジ ー は 、 ド レス に 侯 り 付 
け を し た 。 私 は スカ ー ト を 裁断 し 、 部 屋 着 に 付け た 。 

124: は 私 の オー バー スカ ー ト を 作り 終え た 。 

125: スズ は 私 の ドレ ス に 刺繍 を 施し た 。 

2717 : ドレ ス を あわ せる た め に 、 中 央 へ 行っ た 。 

2719 : は 自分 の た め に 部 屋 着 を 裁断 し た 。 

377 : 一 骨 の ジェ ー ン ズ ヴ ィ ル 綿 を 買っ た 。 

3/22: カー ター さん 宅 に 泊まっ た 。 私 の ドレ ス を 作っ て も ら う た め ! 
た 

この 資料 は 、 当時 の 女性 が 彼女 の 家族 の 衣 生 活 を 維持 する 努力 が 、 ピ れ ほ どの も の で あ 
つた か を 物語 っ て いる 。 

そし て 、 こ の 2 つの 資料 か ら 推測 で きる 、 彼 女 た ち の 行動 を 支え る の に 、 ミ シン は 第 1 
章 で も 述べ た よう に 、 と て も 重要 な 役割 を 果たし て いた と 考え られ る 。 なぜなら 、 当 時 の 
衣装 の スカ ー ト 幅 、 パイピング な どの 装飾 類 、 構造 の 複 維 さ 、 ど の 点 を と っ て も 手 締 い で 
は 、1 着 の ドレ ス を 作る の に 、 気 の 遠く な る ほど の 時 間 を 旨 や さ ね ば な ら な か っ た こと が 、 
容易 に 想像 で きる か ら で あ る 。 し か し 、 ン が あっ た 事 は 、 彼女 た ちの 余 暖 の 時 間 が 噌 
える の で は な く 、 代わ り に 、 役 女 た ち は ミシン の 虜 に な つて し まい 、 よ り 多 く の 衣服 を 作 
る 、 ま た は 一 着 を 早く 作る と いう 方 向 へ 進ん で いっ た と 考え られ る 。 そ の 裏づけ と し て 、 
Jensen and Davidson 35 で は 、 以 下 の よう に 述べ られ て いる 。 “実際 、 ミ シン は 時 間 を 節 
約 し な か っ た 。 そ れ ど ころ か 、 む し ろ 、 労 力 の 節約 に 役立つ その 他 の 装置 と 同じ よう に 、 


に 彼女 に 代金 を 払っ 


228 


第 V 部 1870 年 代 第 1 章 歴史 的 背景 


ミシン は 期待 を 増大 させ た 。 OOensen Joan and Davidson eds.、 1984、 p.35. [Quoted in Joan 
Sewem.n 295]) " 


4. 既製 品 と 家庭 裁 の 関係 

第 3 節 で 途 うに 、 当時 の 女性 は 必要 に 葉 られ て いた と し て も 、 い くら か の 楽し み 
は 持っ て 、 室 府 締 に 取り 組ん で いた 。 それ に も か か わら ず 、 家庭 総 で 扱う に は 無理 が 
あっ た 外 奏 (タク ローク) 類 以 外 の 既製 品 ま で も が 、 だ ん だ ん 発達 し て いっ た の は な ぜ だ ろ 
うか 。 

それ に は 1 つ 、 興 味 深い 資料 が ある 。 そ れ は 、1870 年 7 月 2 日 に 、Smith and Boshwich 
で 既製 服 を 宣伝 し て いる も の OUoan Sever. p.297.) で ある 。 


フラ ン ネ ルス ー ツ 8.50 ドル 

女性 用 スカ ー ト 0.875 か ら 125 ドル 
リネ ン ・ キ ャ ンプ リッ クス カー ト 1 か ら 9 ド ル 
自 い ベ スト ・ 外 奏 1 ドル 


れ を 見 て 、 第 8 章 の “A WomanyWanote* と 比較 し て みる と 、 同 じ 種 類 の 衣服 は な 
ろ 、 明らか に 価格 が 安い 。 こ の こと か ら 、 既製 服 の 利 豆 は 、 現 代 と 同じ よう に 、 大 
最 生産 で きる た め の 突い 価格 で あっ た こと が 分 か る 。 

し か し 、 セツ ラ 女 史 は 、 央 製 服 は 完全 に 家庭 示 秋 で 作ら れ た 衣服 の 替わり に な る わけ で 
は な か っ た と 言っ て いる (omSewem p 267) 。 

当時 の 女性 た ち は 、 基本 的 に は 衣服 を 家庭 租 に よっ て 作り 、 その 他 の 肝 製 品 を 購入 す 
る 理由 と し て は 、 安い 唐 製 品 を 講 入 十 る こと で 、 お 金 を 節約 し 、 彼女 た ちの 楽し み で も あ 
っ た 補 計 和 で 、 上 より よい 素材 を 使い 、 よ り 上 い 衣服 を 作り 、 ま た も っ と お 金 が た まれ ば 、 
と びっ きり の 仕立 て の ドレ ス を 購入 し て いた と 考え られ る 。 

以上 の 考察 か ら 既 製品 と 家庭 赤 の 関係 に つい て まとめ る と 、 棄 製品 は 、 家族 玉 縫 の 衣 
服 や 、 ま し て や 仕立 で の 衣服 と 対等 に 扱わ れ て いた の で は な く 、 あ くま で 、 ク ロー ク の よ 
うに 作れ な いも の を 購入 し て 、 家 族 六 終 の 情 い と し て 利用 され て いた も の と 結論 づけ られ 
る 。 


【 第 1 章 】( 注 ] 

和書 

(① 頁 和 台 之 『 南 際 争 の 時 代 』 ( 半 新 2019) 。 
@) 六田 区 子 『 ア メリ カ 原 会 定 」 (東京 出版 、2009) 
@) 田中 代 『 断 ・ 田 中 他 錠 事 典 』 同文 叶 981 年 
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(《) 錠 島 床 子 『 抽 朋 の 時 代 一 アメ リカ 婦 朋 産業 の 発展 一 】 家 攻 才 育 社 1989 先行 
洋書 


() Acssihie Archives Feedmens Bu 


@) Jemm Svem、Orewe7py 72operqp)r の yiooyr teicyry nd /cMior。 75 の -/ の 0 Thc KenlSte 
Unemi。 Ps 1955. 


⑬) Clsudie B.KidwelMarsaretC. Christman.S777WOEPEAYONE 7c Dcmocrewizgior 7 Coilg 人 4erice 
meenin msttin、 Pes1974 

(⑩ AbwwS Holex xieyril kwoyg/ Cue Saes Re pas g fewoic es (Auenewe MLKeloy 
Tisha Nev Yi969) timled。8I1 

⑤) Iivemslon Sally./repymme 人 eypo7e fog 7 wirom7mef gs eccf Me CipWimgo/ yo mei 
777io Ph DKanwsSaws ivaniyy196S 

(@) Jawem em md Dito ek。 4 Mewdks 4 0069m 4 3yike omew Needc ortgs often 
ephir Temple University Pesx、1984. (Ouoted in Jomn Sevea_ op.cil.p.295. 
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第 2 章 
クリ ノリ ン 衣 裳 か ら バ ッ ス ル 衣 朋 へ 


1 階級 別に みた 女性 服 


ヨー ロッ パ で は 、1860 年 代 か ら 1870 年 代 に か け て の 衣服 は 、1852 年 か ら 1860 年 代 未 
まで 服飾 界 を 稚 や か に 移っ て いた クリ ノリ ン 衣 美 か ら ポ ロ ネ ー ズ を 経て バッ スル 衣 箕 に 
至っ た (野人 編 , 1980 年 pp.131 0-321 注 [ 和 和書 ①) ]) (Pe2) 。 
当時 クリ ノリ ン は 、 ナポレオン 8 世 の 皇后 ユー ジュ ニ く 着用 し て いた た め 、 拍車 を 
か け て 流行 し て いっ た (『 同 上 書 』 p. 132) 。 特 徴 と し て は 、 布 に 張り 肖 と し て 交 ひ げ や 針 
金 を つけ 胴 か ら 裾 に か け で 釣 肛 状 に 形 作 り (庄野 叙 1999 年 初版 pn.179 注 【 和 半 
人 ] ) 、 ス カー ト に 膨らみ を も た せ た も の で あっ た 。 スカ ー ト は 何 自 か に な っ て お り 、 
そこ 的 な 色 で 装飾 を 施し 華やか に 見 せ て いた 。 パッ スル は 、 宮廷 デザ イナ ー と し て 
実権 を 所 っ て いた F. ワー スズ (FrederckWorh) の デザ イン に よる も の ( 共 野 角 編 ,1980 
年 , p.124 注 〔 和 青 (1) 〕 ) と 伝え られ て お り 、 ま た 日 本 に お いて は 明治 16 年 、 亡 只 
館 に お いて 貴婦人 達 が 直 内 入り バッ スル ・ ス タイ ル の ドレ ス を 着用 し て いた (月野 作 編 , 
1980 年 , p.321 注 和書 (1) ] ) 。 特 徴 は 、 後 部 を 強調 させ た い が た め に 今 まで の 横 の 
了 膨らみ を 後部 一 追 いや っ て いる 装飾 も た くさ ん 聞 し て いる た め 、 まる で 重い 荷物 を 
背負 っ て いる と いう 印象 を 受け る 。 シル エッ ト も クリ ノリ ン の 時 の ふん わり し た も の か ら 
シャ ー プ な も の へ と 変化 し て いる 。 そし て 、 バッ スル を 装う こと に よっ て 後ろ スカ ー ト が 
往く な っ て し まう の で ある 。 パ バッ ス ル ・ ス タイ ル は アメ リカ に も 伝え られ 、 上 流 階級 の 
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(Oniy 吊 称 


に Ei 末 
TPlate12 Coders7q が Yook July1870 


人 だ け に と り い れ ら れる 。 ア メリ カ の 新聞 の Brinkcr 201 に ペッ スル に 関す る 興味 深い 
記事 (Joan Severa p. 296) が ある 。 そ れ は 、 教 会 へ 行く 際 パ ッ ス ル の 代用 品 と し て 、 自 
い 布 刻 に 新聞 を 詰め で 細 で し ば っ て まとめ た も の を バッ スル と し て いた 、 と いう 滞 稽 な 記 
事 で ある 。 手作り に し て まで も パッ スル を 身 に つけ て お り 、 も し 、 つ け な い で 行っ た と き 
に は 場違い だ と 感じ る ほど 必要 最低 限 の も の で 、 一 租 の マナ ー で あっ た よう で ある 。 し 
か し 、 この 頃 は コル セッ ト と パッ スル を つけ て 、 技巧 的 に 無理 失 理 人 間 の 体 を 締め つけ る 
スタ イル に 価値 が な いと いう こと に な り 、 ペッ スル ・ ス タイ ル を 最後 に 自然 の 体型 に そっ 
た も の が 身 に つけ られ る よう に な っ て いっ た 。 バッ スル 衣裳 は クリ ノリ ン 衣 膨 の 残 尿 と し 
て 、 約 10 年 間 流 行 し た の で ある が 、 こ の 無 意 味 な 肝 ら み も 、 近 代 生活 の 著しい 変人 
応 し て 、1890 年 項 に は 完全 に ょ る (月 野 邦 編 , 1980 年 pn179. 注 
全 暮 (⑪ ] ) 
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第 V 部 1870 年 代 第 2 章 クリ ノリ ン 衣 付か ら バ ッ スル 衣 胡 へ 


本 節 で は 当時 の アメ リカ の 女性 服 を ドレ ス 、 
外食 、 部 屋 着 、 装飾 物 な ど に 分 類 し 、 装飾 や デザ 
イン に つい て 、 写 真 資料 も 混 じ え て 考察 し て み 
た いと 思う 。 また 、 ドレ ス に 関し て は 同時 期 の フ 
ラン ス に お ける 流行 の 衣裳 の イラ スト が 掲載 さ 
れ て いた Ooey' ゞ Zac goot 掲載 の 衣裳 と 比較 
し て みる 。 以下 に お いて 、 隊 級 引 に みた 女性 服 の 
写真 を 7 枚 、 紹 介 ・ 考 察 


この スタ ジオ ・ ボ ポート レート の 写真 153 (1870 


年 因 ) ⑯.325) は 、7jeOgAaz74 が kseww の 所 蔵 
品 で ある 。 セ モ ヴ ラ 女 史 の 解説 に は 、 写 真 の 場面 
つい て 、 次 の よう に 書か れ て いる 。 
NT ピー 「 写 真 の 在 の 手書き の メモ に よる と 、 ア リス ・ 
1870 年 ウォ ー ナ ー・ ヒ ュ イッ ト (Alice WamerHui0 は 


人 人 ieOAM/0AeerP35 この と き 18 織 写真 は カリ フォ ルニア 州 メア リ 


ー ズ ヴィ ル の オッ ド フ ェ ロ ー ズ ・ ピ ルディ ング 

に 所 在 す る ウッ ズ ・ ギ ャ ラリ ー (WoodsQalley 

Odd Felows Building. Mansvill.Caiomia) と い 

う 写 真 ス タ ジ オ で 撮影 され た 。 」 写真 を 一 目 見 る 

この 娘 は か な り 派 手 な 服装 で ある と 誰 し も 感じ る で あら ろう 。 セ ヴ ラ 女 史 は 細やか に 、 
この 服装 を 説明 し て いる 。 


この ドレ ス は 厚手 の シル ク 製 で 、 カ ー プ し た 導 断 で 作ら れ た コー トス リー プ の 上 
腕 部 と 袖口 が 、 共 布 の ルー シュ (mche) の パフ で 装飾 され て いる 。 …… 替 は まっ た 
く 見 え ず 、 か わり に 幅 の 広い シル ク の ネッ クリ ボン を 巻い て 平たい 蝶結び に し 、 蝶 
結び の 輸 の 部 分 の 中 央 を 本 円 形 の プロ ー チ で 留め て 、 リ ポン の 了 端 は 幅 い っ ぱい に 
広げ て ある (Joan Sevem, p.325 か ら の 引用 ) 。 


髪 型 は お と な し い 方 ど と し て 、 ア クセ サリ し て いる 。 
アリ ス は 、 後 ろ 髪 に 詰め 物 を し て ロー ル 状 に 結い 、 目 の 粗い 黒 の ネッ ト を か ぶせ 
て 首 の 後ろ の 低い 位置 で 保持 し て いる 。 前 の 愛 は 真ん中 で 分 け 、 ウェ ー プ を つけ た 
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こめ か み の ロ ー ル を 両側 に 高く 引き 上 げ て で 
る が 、 


で あろ 3 (Joan 


Sevem p. 325) 。 


いか に も 金持ち そう な 装い の 少女 の 写真 で あ 


る 。 


スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト 写 真 154 (1870 年 
(上 .327) は 、 7jefssex/myie 7484) の 所 
蔵 品 で ある 。 被写体 の アグ ネス ・ レ ノッ クス ・ バ 
ブ ョ ッ ク (AgmeyLemnoxBabcock) は 、 と て も フ 
アッ ショ ナブ ル な 20 識 未満 の 若 さ で ある と いう 。 


号 和 154 スタ ジオ ・ ボ ー ト レー セ ヴ ラ 女史 は 、 人 金持ち で 保守 的 な 好み の 料 い 
ト 1970 年 天 女性 の 髪型 、 ア クセ サリ ー、 服 
nr 0 く 解説 し て いる 。 一 部 、 紹介 させ て いた た 


彼女 は 月 を びっ た り と 後ろ に 引き 、 長 くね じ っ た 懇 を 藤 の 後ろ で ぐる り と 疹 いて 彰 
の 後ろ へ 垂らす アレ ンジ に し て いる 。 …… 長 い イ ヤリ ング は 、 た くさ ん の 飾り を 吊っ 
た その テア セッ トカ ッ ト (cetcu0 [ダイ ヤ モ ン ド や 色 右 の 表面 を カッ ト す 
る 場合 に 、 柏 数 の 平面 を 右 の 上 に カッ ト す る 手法 を い う ] の 黒 玉 を 下げ て 仕上 げた デ 
ザイ ン で 、 極 め て で おしゃ れ な 、1870 年 代 と し て は 新しい も の で ある 。 

シルク 製 、 また は シル ク と ウー ル の 混 緒 の ドレ ス は 単色 で あり 、 同 じ 生地 で 作 
つっ た ソフ ト な 折り 返し 捨 が つい て いる (Jo Sevem p 326) 。 


さら に 詳し い 解 説 は 、 オ リ ジ ナ ル を 参照 され た い 。 


この 写真 155 (1870 年 頃 ) (⑪.328) は 、Cg7ww の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 写真 の 硝 胡 情報 に つい て 、 次 の よう に 書い て いる 。 
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父 の フリ ー マ ン は 船長 で 、 一 家 は 1 年 の 
半分 は エリ ー 通 河 に 肖 か ぶ 彼 の 定期 般 で 
草 ら し て 旅客 や 貨物 の 輸送 に た ず さ わり 、 
残り の 半分 は バッ ファ ロー で 大 ら し た 。 次 

ふた り の 娘 の 服装 で ある が 、 
ふた り が 着 て いる ドレ ス は 、 一 家 の 財 
力 が な か な か の も の で あっ た こと を 物語 
っ て いる 。」 と いう 。 こ れ ら の 衣裳 は 、 バ 
ッ ス ル 衣 装 で ある 。 胡 服 の 解説 は 、 詳 細 に 
わた っ て いる 。 一 部 、 紹 介さ せ て いた だ く 。 


同一 の ドレ ス が 2 カ 向 か ら 写 っ て い 
る この 写真 は 、1870 年 代 初め の 極端 な ス 
字 放 155 スタ ジオ ュ ー ト レート タイ ル を 見 る の に うっ て つけ で ある 。 

1870 年 頃 や や ペル スリ ー プ (bellsleeve) 状 に 

提供 : 6q7 Pangm p.328 

先 が 広がり 全体 に カー プ し た 形 の 袖 の 

肩 か ら 手首 に か け て で 、 共 布 の ルー シュ 
が 付け られ て いる が 、 この ルー シュ は その シー ズン の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト で 特 
目立つ デザ イン だ っ た 。 ワン ピー スタ イブ で フレ アー の 入っ た チュ ニッ ク ・ オ ー 
ペー ドレ ス の 用 の 後ろ の 部 分 に は 、 大 きく 肝 ら ん だ 高い パッ スル に 合わ せ た ア レン 
ジ が ほど こさ れ 、 据 は 2 段 に な っ た 共布 の フラ ウン ス で 仕上 げ ら れ て いる 。 
の すべ て が 、1870 年 代 初め に 女性 た ち が 好 ん だ 『 詰 め 物 を 入れ た 』 見た目 が どん な 
も の だ っ た か を 如 実 に 見 せ て くれ る 。…… こ れ は 曲線 形状 が 最も きつ か っ た 時 代 の 
コル セッ ト で 、 この コル セッ ト が 生み 出す 大 きく 膨らん だ 庫 い パス トラ イン が 、 先 
端 部 が 開い た ダー ツ に よる 身頃 の 膨らみ で 目立た せら れ て いる …… ア イダ は 長い 
ネッ クレ ス (necklacc) (お そら く 黒 玉 の ビー ズ を 紐 に 通し た も の ) を 音 に か け 、 ふ 
た り と も 長い ドロ ッ プ イヤ リン グ を 付け て いる (Joan Seven。 p.329 より 引用 ) 。 


貴重 な 解説 で ある 。 髪型 や 貴子 に 関す る さら な る 詳細 は 、 オ リ ジ ナ ル を 参照 され た い 。 


この カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 156 (1872 年 頃 ) (5.330) は 、7jeSxesworicg 
ee 72cos (人 切 /A37 43282) の 所 歳 品 で ある 。 
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まず 、 被 写 体 と 場面 に つい て で あ 
セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 


し て いる 。 


る が 


この グル ー プ 5 
4 人 の 若い 女性 は 、 お そら く 14 歳 
5 歳 だ ろう 。 写 真 の 
ラム & ル 


(plumb and Looms。 Porage Ci 

Wiscomsin) 』 と いう スタ ンプ が 
され て いる 。 ……8 年 生 を 終 
卒業 する こと を 記 
し れ な い 。 


た 写真 か も 


セ ヴ ラ 女史 は 、4 人 の そ 
異な る スタ イル に つい て 、 詳 入 
いる 。 簡潔 に 紹介 させ て いた だ く 。 


写真 156 カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト 
1872 年 頃 
提供 74cSse 77swrke/ ceyo/ acowoye 
9 7 6282。pS90 


いる 子 の 服装 は 
ヽ [成人 女性 の 服 
くし 込み 、 袖 


より は 少女 服 に 近い ] スタ イル で 、 ゆる い 身 頃 を 単に スカ ー ト の 中 | 
は フレ アー に な っ た 長 抽 (1870 年 に 再 登場 し た ) で ある 

も う ひ と り の 立っ て いる 少女 は 、 ス トラ イブ の 入っ た シル ク の ドレ 

V 字 に な っ た ネッ クラ イン の 内 側 は 明る い 色 の 透け る レー ス で 飾ら れ 、 
の 整っ た コル サー ジュ (comase) に は 上 質 の 黒い レー ス で アク セン ト が つけ られ て で 
いる 。 コ ー ト スリ ー プ の 形 に 仕立 て られ た 袖 に は 幅 の 広い カフ ス が あっ て 、 腕 の 外 
側 の 縫い 目 に 沿っ て 小さ な フリ ル が 飾り 付け られ 、 袖 日 は 明る い 色 の レー ス で 緑 取 
られ で いる 。……… 左 手前 に 座っ て いる 少女 が 着 て いる の は ウー ル の ドレ ス で 、 育 中 
で 締め る バスク 型 の 身頃 は 前 の 左右 の 上 の 部 分 が 人 っ て いる 。 3 人 は 後ろ の 髪 を 
ウェ ー て 垂らし て いる が 、 右 側 は 後頭 部 
編み を 輸 に し 、 肩 ご し に 長い カー ル を 1 本 垂らし て いる (doanSewem、 p.331 


第 V 部 1870 年 代 第 2 章 クリ ノリ ン 衣 付か ら バ ッ スル 衣 胡 へ 


より 引用 ) 。 


卒業 し た て の 若い 女性 た ちの ファ ッ 
ショ ン が 写し 込ま れ た 貫 重 な 写真 で あ 
る 。 


この カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 182 
(878 年 頃 ) p(G69) は 、Ozkorg/ Fo 
oouey の 所 蔵 


セ ヴ ラ 女史 に よる と 、「 こ の 若い 女性 
は 、 新 し い ス タイ ル の 外出 着 に 身 を 包み 
ズー リ 州 カン ザ ス シ ティ の ソー マン ・ 
オオ (Sammanstudio) で 写真 を 撮っ 
て で もらっ た 。 」 と の こと で ある 。 服装 は 、 
バッ スル 衣 党 で は な く 、1878 年 の 流行 の 
二葉 2 を kc ドミ ヴィ ジッ ド スタ イル の ウエ スト の くびれ た 美しい 、 


1878 征 頃 見 事 な ス タイ ル で ある 。 
提供 : ciraf ergge Coonoy、D.368 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 解説 し て い 
る 。 


まず コル セッ ト か ら 始ま る 。 この 写真 で も コル セッ ト の ライ ン が は っ きり と 見 て と 
れる 。 バ スト 位置 が と て も 低く 、 ウ エス ト が 細く 、 ヒ ッ プ と 腹部 に か け て コン トロ 
ー ル を 保ち な が ら 広がっ て いく 。・ り ド レス は お そら く リ ン ネ ル 製 で 、 幅 の 広 
い 折り 返し 役 と カフ ス と スカ ー ト バン ド に は 格子 貫 に 織っ た 生地 が 使わ て て いる 。 
最新 わり スタ イル に 従っ た 袖 は 腕 に びっ た り に 裁断 され 、 袖 付け 位置 は 、 ま だ 若干 ド 
ロッ プシ ョ ル ダ ー 気 味 で は ある も の の 以前 より は ずっ と 高い 。…… ス カー ト は 、 バ 
イア ス に 裁断 され た 格子 縮 の 幅広 い パ ンド の 上 向 の タッ ク が と られ で いて 、 
前 中 心 の 低い 位置 に は 、 胸 の 前 の リボ ポン と 同じ 暗色 の シル ク の 蝶結び の 装飾 が 付い 
て いる 。 裾 は スカ ー ト と 同じ 布 の フラ ウン ス で 飾ら れ 、 フ ラウ ンス の 端 は 格子 績 の 
パイ アス の 布 で 縁取 られ て いる Joan Seven p.368 より 引用 ) 。 
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これ まで 、 上 流 階級 の 金持ち の 女性 と 

中 流 の 室 府 の 少女 の 月 装 、 婦 人 の 乳 装 
を 写真 か ら 紹 介し て きた が 、 最後 の 2 
枚 は 労働 着 で ある 。 


この カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 
183 (IS78 年 頃 ) (p.369) は 、 7cago 
太 sforce7 Socjoy (7703599) の 
所 蔵 品 で ある 。 


被 写 体 の 少女 は 新聞 売り で ある 
装 史上 、 珍 しい 
用 し な が ら 、 紹 介さ せ て いた だ く 。 


早 の た め に ポー ズ を と っ て 
いる の は 、 シ カゴ 初 の 新聞 売り の 少 


写真 183 カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジッ ト 女 、 ネ ミル ソン (Netie 
い 1978 年 頃 NMihson) で ある 。 快活 で 有 能 そう な 
人 Yo 外見 と こざ っ ぱり し た ドレ ス の ネッ 
ティ ー は 、 多 く の 親 還 少 年 と 鞍 い な 

が ら 、 自 宅 の 近く で 新聞 を 売っ て い 

た の だ ろう 。 …… 彼 女 の ツ ー ピ ー ス の コッ トン ドレ ス は 、18771879 年 の 、 バ ッ ス 
ル を 用 いな い ク イラ ス ・ フ ァ ッ シ て られ て いる 。 身頃 は ヒッ プ 
フィ ッ ト し て おり 、 ク イラ ス ・ ス タイ ル の 餅 り が 総 に 長く 付け られ て いて 、 ペ ルト 
で 締め で いる (ベル ト は 着い 娘 た ちの 革 通 の ファ ッ シ ョ ン だ っ た ) 。 …… オ ー バ ー ス 
カー ト は と て も 長く て 幅 が 狭く 、 舞 は スト ライ プ 生 地 を バイ アス に 使っ て 筆 飾 り が さ 


ン で 人 


れ て いる 。 
アン ダー・ ス カー ト の 所 に は 、 濃 色 に 水玉 模様 を 配 し た 生地 を 使っ て ギャ ザ 
ー を 寄せ た 幅 の 広い フラ ウン ス が 付け られ て お り 、 フ ラウ ンス の 上 下 の 端 は オー 


スカ ー ト の 揚 と 同じ スト ライ ブ 生 地 の パ イア スパ ンド で 侯 ら れ て いる 。 こ の ドレ ス 
は 、 流 行 に の っ と っ た 女性 用 ドレ ス と 比べ て みる と オー バー・ ス カー ト の 元 が 長く 、 
アン ダー・ ス カー ト の フラ ウン ス の 上 部 の パイ アス と 重なっ て ほとん ど 半 い 隠さ れ 
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の 優美 な イヤ リン ダ と 女性 らし い 
(abo0) [胸部 
分 に 付け た レー ス の 柚 飾 り ] を 身 
に つけ て 、 陽 気 な 若き 事 3 
て の いで た ち を 非 の 打 ち ど ころ の 
な いも の に 仕上 げ て いる Joan 


Sevem, p.369 よ り 引用 ) 。 


スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト の 写真 184 
(879 - 80 年 ) (⑪.370) は 、 ego 
Ace の /4piericzr ivory (86.3987) の 所 
品 で ある 。 


写真 184 "スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト 被写体 は 、 織 物 工場 の 女子 行員 で ある 。 
19792 的 年 この 写真 も 、 服 装 史 上 、 珍 し る 。。 

提供 : 7 が c Nedwe/ Mewmr 7 merkeor ここ 3 0 
ser We3982) 、p.370 原文 を 引用 し な が ら 、 紹 介さ せ て いた だ く 。 


写真 スタ ジオ で 絵 に 描か れ た 背景 を 符 に ポー ズ を と っ て いる ぉ た り の 女性 は 、 織 物 
F 場 の 女子 工員 で ある こと を 銀 簿 する 織機 の 本 (シャ トル ) [ 経 の 間 に 線 糸 を 通す 
の に 使わ れる 道具 ] を 持っ て いる 。 …… 左 の 女性 の ドレ ス は 、1878 年 需 に 作ら れ た 


と 十分 に 判定 で きる だ け の 部 分 が 見 えて いる 。 アン ダ - は 後ろ が 長く 、 前 
中 央 は 短く て 逆 V 字 状 に な っ て お り 、 そ の 下 に フラ ウン ス の 付い た ナン ダー・ ス カ 
ー ト が 着用 され て いる 。 …… ア ー ム ホー ル ( は 適度 に 低い 位 れ 、 袖 は か な り ゆ 
っ た り し て いて 、 手 首 の 内 側 に は こぎ れい な 白い リン ネル の カフ ス が タッ キン グ で 取 
り 付け られ で いる 。 … 成 人 女性 用 と し て は 丈 が ひど く 短 い ス カー ト 、 実用 的 な ウオ 
ー キ ンダ ブー ツ 、 タイ ト で コン パク ト に 結い 上 げた 上 髪型 は 、 佐 際 の 多い 機械 を 使っ て 
長 時 間 立 ち 仕事 を する た め に ファ ッ シ ョ ナブ ル な 見 て くれ を 断念 し た 妥協 の 産物 で 
ある 。 その か わり 令 女 の エブロ ン は 、 ハー ト の 形 の 胸 当 で を ドレ ス に ピン で 留め 、 ウ 
店 ん で きっ ちり フィ ッ ト さ せ 、 ス カー ト 部 分 が きれ いな 形 を し 
て いて 、 と で も し や ゃ れ で いる うえ 、 て いね い に 洗濯 され 構 付け され て いる 。 


スカ ー 


エス トバ ンド 
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も う ひ と り の 女性 の ドレ ス の 方 は 判断 の 手掛かり が 少な い が 、 自 い ス タン ドカ ラー 
と 季 ら か い ネッ クリ ボン は 1870 年 代 の 旧型 的 な 特徴 で ある 。 こ の 積 の 小さ な フラ 
ウン ス に よる 縁 飾り は 長年 に わた っ て 仕事 用 ドレ ス に 広く 採用 され て お り 、 特 | 
ウエ スト バン ド で シン プル に ギャ ザー を 寄せ た だ け の 、 膨 ら み が 少な い コ ッ ト ン 
スカ ー ト に よく 見 られ た . つき り と は 見 えな い が 、 ぶた り と も 間違い な く 克 い 
コル モッ ト を 着用 し 、 最 低 で も 1 枚 は ペチ コー ト を は いて いる は ず で ある (Joan 
sevemp.369 より 引用 ) 。 


TI 服 種 別 、 部 位 別に みた 女性 服 の 特徴 


1. ドレ ス 


⑪ 符 

1870 年 代 の 衣 血 の 補 の 特徴 を と ら え る の に は 写真 IS1 が よい 。 こ の 写真 に は 、 他 の 多 
く の 写 真 に 見 られ る 様々 な 稚 が 見 られ る 。 よ く 見 られ る 捨 は 、 後 烈 中 央 の 女性 の 符 の よう 
な プリ ー ツ が 取ら れ た レー ス 製 で 、 小 さ な フリ ル の 立ち 挫 で め る 。 こ の 写真 は 1870 年 の 
も の で 、 こ の 10 年 間 の 初期 の も の で ある た めか 、 同 じ よ うな 換 の も の は な い が 、 こ れ が . 
1870 年 代 後半 に な る と 写真 182 (本 革 、p237) 、184 本書.p239) の よう に よく 見 られ る 。 
この こと か ら こ の 替 が 、 1870 年 代 の 流行 で あっ た こと が 分 か る 。 また 、 晴れ 着 の 場合 ネッ 
クラ イン は 四角 ある い は V 字 型 で そ ー ス 飾り が 施さ れ て いた こと が 分 か る 。 その 裏 
付け と し て 、 写 真 136 (本 書 ,p236) は 、 と て も 適し た 資料 で ある 。 

また 、 裕 も と の 装飾 と し て は 、 写真 131 の 同じ 女性 に 見 られ る 黒い ネッ クリ ポン や 、 幅 
の 広い 蝶結び の リボ ン が よく 見 られ る 。 今 も 普 も 流行 に 骸 感 だ っ た の は 若者 で あっ た も の 
と 推察 き れる 。 それ に 対し 、 フ ラン ス で も 窒 は 省 是 り に 垂直 に 立っ た 細か い プ リー ツ が ほ 
と ん ど で 、 それ 以外 は 字 や 胸元 の 近く まで 開き 、 その 時 は ネッ クラ イン に 沿っ て フリ ル 
が 施さ れ て いる 。 これ ら の 点 に 関し て は 、 ア メリ カ の 衣 江 の 特徴 と 共通 し て いる 。 し か し 、 
フラ ンス で は CogeysZa が SooK、Plate12 の よう に 、 商 価 な ネ ホック レス が 付け られ で いる 。 
この 京 に 関し て は アメ リカ で は この よう な 豪華 な アク セ サ リ ー が 付け られ る こと は ほ と 
ん ど な い 。 


スタ ジオ 撮影 の グル ー プ 写真 151 (1870 年 ) (p.322) は 、 7je Jo7owis77 が oreSie の 
所 蔵 品 で ある 。 


240 


第 V 部 1870 年 代 第 2 章 クリ ノリ ン 衣 付か ら バ ッ スル 衣 胡 へ 


ク 市 マン ハッ タン ヴィ ル の 


聖心 女子 修道 
(Conventofthc Sacred Hican) 
の クラ ス メ ー ト や 先生 の 写 
真 で あり 、 後 列 中 央 の ニー 


ナー・ 


全学 校 


・ ス ター ジス (Nima 


Linn Smgs) は 、1870 年 


層 の 子女 が 通う この 
写真 151 スタ ジオ 撮影 の グル ー プ 写真 上 凌 の 子 が 通う 時 
1870 年 校 を 卒業 し た と の こと で あ 
揚 上 7er2Me7owe が.Se、p 32 る . セ ヴ ラ 女 中 は 、 写真 の 服 
装 を 次 の よう に 説明 し て い 

る 


左端 の 先生 は 教師 に ふさ わし い 控え め な 服装 で 、1860 年 代 未 の スタ イル の 黒い 
ル バ カ (alpaca) の ワン ピー ス に 白い 無地 の リン ネル の 小さ な 捨 を 付け て 着 て いる 
いる 少 婦 は 、 お そら く ニ ー ナ より 年 下 だ と 思わ れる 。 …・ 彼 女 が 
く ド レス で 、 身 頃 は 若い 人 向け の スタ イル に し 
られ た ゆとり の ある 柔らか い 膨らみ を 持ち 、 首 も と は 先 が 
を 付け て 黒い シル ク の リボ ン を 結ん で いる 。 ニー ナ の 陸 に 立っ て いる 少女 が 身 


て いる の は 、 ニー ナ の 服 と は 違う が や は り 人 気 の あ っ た 形 の ドレ ス で 、……. 首 


H い リン ネ 


ル を ファ ッ シ ョ ナブ ル な カッ ト で 仕立 て た ノッ チ ド カ ラー で 、 前 の 部 分 は V 


し て いる 

画面 中 央 に 座っ て いる 震 い 女 眉 は 、 シ ニョ ン の 上 で 明る い 色 の リボ ン を 媒 結 が に し 
て いる 。 彼女 の 黒い ドレ ス の 身頃 で よく 目立つ の は ネッ クラ イン の あたり で 、 美しい 
レー ス の 捨 と 暗色 の リボ ポン が 首 も と を 飾っ て いる (Joan Sewem。 pp.322 -323 より 引 
用 


241 


白い リネ ン の 捨 や レー ス の 捨 を 着け て いる 。 


⑫) 補 
1870 年 代 の 宙 の 特 蘭 は 写真 156 (本 書 , p.234) で は っ きり と 見 られ る 。 宙 の 形態 の 特 
徴 と し て は 、 左側 に 立っ て いる 女性 の 細長 く 開 いた オー プン スリ ー プ と 、 他 の 3 人 の 女性 
の 先 が 次 第 に 細く な っ た と て も ゆっ た り し た コー トス リー プ で ある 。 割合 と し て は コー ト 
スリ ー プ の 方 が 多く 、 こ れ は 動き 易 さ を 考え て の こと で あろ うと 推 奈 さ れる 。 装飾 に お い 
て も この 写真 か ら 分 か る よう に 、 袖 と 合っ た フリ ル の レー ス が 施さ れ て い 
ヨー ロッ パ で は オー プン スリ ー プ が 大 半 で 、 それ に は 抽 口 の 縁 に フリ ンジ が あし ら わ れ 
て いた り 、 細 か い プ | 5 施さ れ た り し て お り 、 ア メリ カ と 比べ る と 形 は 同じ で ある が 、 
ヨー ロッ パ の 方 が 装飾 が 多く 、 か な り 工 や か で あっ た 。 


@) 裾 

コッ トン ドレ ス や ラッ パー も 含め 、1870 年 代 の 多く の ドレ ス は 一 特に プリ ン 
モス ・ ス タイ ル の ワン ピー ス ドレ ス は 、70 年 代 の 10 年 間 を 通し て 後ろ の 裾 を 引 
きず る デザ イン で あっ た 。 この トレ ー ン [引き 裾 ] に は 反対 する 声 も あり 、 実 
際 、 補 を 引き ずら な い ス カー ト が 流行 し た こと も あっ た が 、 流 行 に 敏感 な 女性 た 
ち は ト レー ン と いう 「 不 使 さ 」 を 「 典 雅 と 美 」 の た め に 喜ん で 耐え 妨 ん だ 。 祖 
を 引き する ドレ ス が 象徴 し た の は 、 暇 を 持つ 人 推 な 女性 で ある と いう こと で あ 
っ た 。 そ れ に 対し て 、 フ ラン ス の 場合 は 、 Coggys7zgys gook の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト 
Plate12 の 在 か ら 2 番 目 の 家 装 の よう に 小花 を めし ら っ た り 、 ち ょ う 結 び を 付け た り し た | 
も の が 多い の で 、 表面 受 で 華やか さ を 出し て いた の で は な いか と 推察 され る 。 写真 で は 
護っ て いる も の が 多い た め 、 掘 が ど の 偽 の 長き さ で あっ た か よく わか ら な い 。 だ が 、 床 丈 が 
多かっ た 様 に 見 受け られ る (Jo See p.303 を 要約 ) 。 


2. 外 奏 


ショ ー ル は 、1860 年 代 に は 上 衣 の 服 年 で あり 、1870 年 代 に は 、 イ プ ニ ン グ ド レ ス の た 
め の 外 訟 と し て 有効 な も の で あっ た 。 シ ョ ー ル より も さら に 人 気 が ち っ た の は 、 その 後生 
場 する ドル マン で あっ た (Joan Seven, p.306) 。 こ れ は 梶 が な く 、 多 少 身 体 に フィ ッ ト し 
て いて パッ スル を 引き 立た せる た め に デザ イン され た 外 訟 で あっ た 。 素材 は 、 シル ク や 壮 
毛 で 、 縁 周り に は ファ ー や ルー シン グ で 装飾 され て お り 、10 年 間 ず っ と 人 気 を 保っ て い 
た 。 し か し 、 は る か に ポ ビ ピュ ラー な 上 着 が わっ た 。 そ れ は ジャ ケッ ト で ある 。 胃 は な く 、 


242 


第 V 部 1870 年 代 第 2 音 クリ ノリ ン 衣 仁 か ら バ ッ ス ル 衣 装 へ 


背中 に 3 本 の 締 い 目 が ある た め ウ エス ト に ゆとり が あり 、 丈 は 1870 年 代 初め の も の は 短 
か っ た が 、 後半 に 入る と 長く な っ て いた 。 また 後半 の 特徴 と し て 、 ア ザラ シ の 皮 で 作ら れ 
る も の が 多く 、 泌 っ た 装飾 が 施さ れ て お り 、 そ れ は 本 体 と 異な る 素材 で 作ら れ て いた 。1870. 
年 終わ り の 2、3 年 は 、 細 身 で 天 長 の フィ ッ ト し た ウー ル の コー ト が 流行 し た 、 こ の よう 
な シル エッ ト に な っ た の は 、 バ パッ スル が 小さ く な っ た か ら で あ る 。 袖口 は 、 以前 と 変わ ら 
ず 装 飾 され て いた 。 

1870 年 代 初期 は 、 外 和食 は バッ スル を 引き 立た せる た め の も の で あっ た か ら 、 バ パッ ス ル に 」 
よっ て その ドレ スラ イン も 決ま っ て いた 。 さ ら に 、 大 げ さ な バッ スル が 装 わ れ な か っ た 
1877、1878 年 に は 、 衣裳 の 後部 を 日 立た せる た め に 絢 調 さ れ 、 飾り 立て られ て いた (Joan 
Sevem.pp. 306-307 を 要約 ) 。 


3. 部 屋 着 


部 屋 着 の ライ ン は 、 二 重 の ワ ト ー 璧 で 流れ る よう に ゆっ た り と 上 品 な も の で あり 、 装 侯 
物 は スカ ラッ プ で あら ゆる と ころ に 縁取 り され て いて 、 結 構 手 が 込 ん で いた よう で ある 。 
姓名 の た め の 服 は 、 ゆっ た り と し て フィ ッ ト 感 の な いも の で あり 、 に わずか に ギャ ザー 
の は いっ た 3 段 の 福 了 が ある スカ ー ト が は か れ て いた よう で ある 。 マナ ー と し て コル セッ 
ト は 身 に つけ られ て いた こと も ある が 、 強 制 的 で は な いよ う で ある (Joan Severa p. 310) 。 


4. 装飾 物 、 髪 型 、 か ぶり も の 


10 年 間 を 通じ て 最も よく 見 られ た の は 、 黒 い ペ ベル ベッ ト の 首 元 の リボ ポン で ある 。 こ れ 
は 、 音 の 後ろ で 尋 結 が に され 、 前 は プロ ー チ で と め ら れ て いた 。 イヤ リン グ は 初期 の 頂 は 
と て も 長く ぶら 下げ られ で いた 。 だ が 、 後 期 に 入る と 極端 な 髪 の 撫で 上 げに よっ て 、 存在 
感 の ある 真 味 の ポ タン ・ イ ヤリ ング が つけ られ で いた 。 愛 飾り は 、 謗 忠 の 手 の 込 ん だ 欄 で 、 
打ち 出し 細工 で 飾ら れ た り 彫 られ た り し て いた 。 

女らしい 柔らか さ を 出 す 巻 き 毛 や 、1876 年 頃 か 流行 し た 額 抄 ら か さ を だ す 短 く 縮 
れ た 前 髪 が 、 1880 年 代 に は いっ て も 人 気 が あ っ た 。 髪 は 、 首 の 周り か ら て っ ぺん に か け て 
構 で か き 上 げ ら れ て いた 。 そし て 、 一般 的 な ドレ ス に 合う よう に 頭 の 上 に 高く 結 わ れ て い 
た 。 後部 は シ ン の 形 で 膨らん で お り 、 頭 の 後ろ で 固め られ た 1 つの 固まり の 上 に 、 毛 
髪 の つけ 轄 を 輸 に し た り 曲 げた り し て アレ ンジ され て 、 自然 な 髪 型 に し て いた 。 ボン ネッ 
ト は 頭 の 後方 に 被せ られ 、 前 を 覆っ て いな いも の 、 果物 や 花 が ふん だ ん に あし ら っ て ある 
も の が あっ た 。 1878 年 頃 、 幅 の 狭い カポ ッ ト と いう 衣 寺 に 合う よう に 作ら れ た ボン ネッ ト 
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が 不可 欠 な も の と な り (Joan Severs、 p.312) 、 衣 装 の 流行 を 刺 渡 し た 。 衣 和 全 体 の パラ ン 
ス を と る こと が 何より も 大 切 で 、 ボンネット が 足 を 引っ 張ら な いよ うに 、 衣 鶴 の 色 に 合っ 
た も の が 披 ら れ て いた (Joan Scvcrsp.313) 。 以 上 の 資料 か ら 、 ア メリ カ は フラ ンス ほど 
貴 放 的 で な か っ た た め 衣服 の 対 館 が 華やか で は な か っ た が 、 視 覚 を 通し て 見 る と 似 か よっ 
て いる た め フラ ンス を 追っ て いた の で あろ うと いう 結論 に 玉 っ た の で ある 。 


第 3 章 移民 の 服装 


19 世紀 後半 の アメ リカ に は 、 大 量 の 移民 が 各地 か ら 和 人 っ て き て いた 。 例 えば 、 1870 年 
代 の ミネ キソ ター の 移民 は ドイ ツ 出 身 者 が 2494%、 ノ ルウ ェ ー 出 身 者 が 22%4、 ア イル ラン ド 
出身 者 が 149%%、 ス ウェ ー デ ン 出 身 者 が 139%%、 カ ナダ 出身 者 が 99%% で ある (濱田 雅子 2009 
年 p.177, 注 【 和 守 3 ] ) 。 アメ リカ に や っ て きた 移民 は 、 ア メリ カ 社 会 に 同化 す 
る た め 、 一 般 に で きる だ け 早 く 「 吉 郷 」 の 服 疲 の な ご り を 脱ぎ 捨て た 。 そ れ は 隣人 と 同様 
メリ カ 人 らし く 見 える よう に する た めで あっ た 。 本 節 で は 、 3 枚 の 写真 を 通し て 、 移 
民 の 服 技 を 考察 する 、 セ ヴ ラ 女 史 の 解説 は 、 移 民 の 服装 に 関す る 入 少 な 解説 で ある 。 

深田 は カン ザ ス と ミネ ソ タ の 移民 の 服装 に つい て 、 押 著 『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 』 に 、 次 
の よう に 書い た 。 

「 カ ン ザ ス の 女性 た ちの 生活 は 自給 自足 生活 の モデ ル 』 で も あっ た 。 こ れ に 対し て ミ 
ネ ソ タ の 都市 部 で は ハイ ファ ッ シ ョ ン を 装う 女性 も 多く 見 られ る 一 方 、 外 国 か ら の 移民 は 
1860 年 代 か ら 靴 や 衣服 や 帽子 の 生産 に 携わっ て お り 、 ま た 、 中流 家 庭 で は 家庭 歳 和 が 盛ん 
われ て いた 。 さら に アン ナ の よう な 北欧 か ら 移 民 し た 農民 は 、 カ ン ザ ス の 女性 と 同様 
自給 自 中 生 河 の モデ ル 』 で あっ た 。 こ の よう ンタ に お ける 衣 文 化 の 発展 は 脂 級 
で 民族 に よっ て その 倍 い が は っ さり し て いた 。」 (濱田 雅子 。2009 年 ,p.185, 注 (和書 

(⑬) ] ) 。 「 筆 者 は ミネ ソ タ に お ける 家 放 裁縫 に 興味 を も ち 、2007 年 3 朋 末 、 衣 服 の 遺 
品 調査 の た め に ミネ ンダ 大学 の ゴー ルデン シュ タイ ン ・ ミ ュー ジア ム ・ オ プ ・ デ ザイ ン を 
訪れ て 、 同 館 の 所 蔵 品 か ら 14 点 の 中 流 女性 の 衣服 の 遺品 を 調査 する 機会 を 得 た 。 そ の 内 
訳 は ウェ ディ ング ・ ド レス 3 着 、 日 常 着 (ドレ ス 2 閉 、 ガ ウン 、 ラ ッ パ ー3 著 ) 、 子 ども 
の ドレ ス 1 着 、 ウ ェ デ ィング ダ ・ ド レス また は 外出 着 着 、 日 常 着 (2 着 で あわ っ た 。」 


245 


遺品 の 中 に は 手縫い に よる 自家 製 の 衣服 も 
る 胡 


見 られ た 
手織 り 一 手縫い 
を 裏付け る も の が あっ た 。 締 製 は プロ 的 な も の 
と 素人 的 な も の と が 見 られ 、 デ ザイ ン は カー ト 
リッ ジ ・ プ リー ツ ( 山 、 ウ エス ト ) や ペイ ピン 
グ ( 補 、 ウ エス ト 、 ヨー ク ) が 特徴 的 で 、 


ン が 挿入 きれ て いる も の が 多い の は 、 と くに 印 
象 深かっ た 。 」 (濱田 共 子 , 2009 年 , 注 〔 和 書 
@ ) p iD) 

以上 は 、 演 田 の 現地 調査 か ら の 報告 の 
ある 。 Joan 


女史 の 移民 の 服装 に 関 
と 合わ せ て お 読み いた だ きた | 


写真 165 ガラ ス 板 写真 ガラ ス 板 写真 165 (1873 - 79 年 ) (5 348) 
8 は -78 生 は 、 7XcSigle/siorkgSocem scom 7 
we 7orie/Socfgey の / 6 
7ew 0927 の 177 5) pr.S49 の 7 の) の 所 基 品 
ノル ウェ ー か ら の 移 
ちら は 移民 の 民族 衣装 の 晴れ 着 いる 。 ア 
メリ カ に 移住 し て きた ノル ウェ ー 人 は 、 この よう な 衣 容 を アメ リカ の 衣裳 に 脱ぎ か えた と 


セ ヴ ラ 女史 は 語っ て いる 。 


ドリ まっ た この 年 配 の ノル 
アメ リカ に や っ で きた 移民 
人 と 同様 に アメ リカ 人 らし く 見 える よう に する た め 、 で きる だ け 早 く 『 束 
郷 】 の 服装 の な ご り を 脱ぎ 捨て た 。 年 本 の 移民 を 写し 概して 令 ら は 質素 
で いく ぶん 流行 遅れ の 暗色 の 服 一 一 他 の 年 配 の アメ リカ 人 が 着 て いる も の と な ん ら 
店 わ な い 服 一 を 着 て いる 。 …… こ こ に 写っ て いる 服 は それ ほど 特別 な お 祝い 用 で は 
な く 、 ノル ウェ ー で 何 十 年 間 も 大 き な ス タイ ル 変 化 の な か っ た イプ の 、 農民 の 衣服 
で ある 。・ は 20 年 、 流 行 遅れ だ が 、 か つて は 広く 流行 し た コー ト 
で あり 、 こ れ 自体 に 民族 的 な 意味 は な い . 
こと は まず 間違い な い 。 実 有 、 ほ と ん どの 民族 衣装 や 民族 的 な 服 は 、 古く 
合 られ 、 目 に つき や すい 細部 の 特徴 を 取り 付け て 、 装 飾 や 、 特 別 な シ 


フロ ッ ク コ ー 


っ た 服 を 
shirD 
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と キャ ッ プ の スタ イル や 、 その 他 の 装身具 で 地域 的 な 違い を 出し た も の で ある 。 
首 ま わり に は 幅 の 夕 い 自 い レ ー ス の 立ち 捨 を 付け 、 飾 り 気 の な い ギ ャ ザー スカ ー ト は 、 
フー プ な し で 着用 され で いる 。 … つ まり この ドレ ス に は 、 も と も と 別 の 国 で 作ら れ 

た た め に 見 られ る [アメ リカ の 服 と の ] 店 い は 何 ち な い 。 …… 自 い 帽子 は 、 1840 年 代 

に アメ リカ で か 計ら れ て いた デイ キャ ッ プ (dsycmp) [ 以 に か ぶる 、 門 な し の 帽子] 

に 婦 て いる が 、 縁 に 付け られ た 入念 な 九江 民 は 、 デイ キャ ッ プ と は まっ た く 性 質 が 違 

う 。 ノル ウェ ー の 多く の 地方 の キャ ッ プ の 縁 は 、 さち っ と 棚 付 けさ れ た うえ で 特別 な 

アイ ロン を 使っ て 規則 的 な 丸い 胃 を 作っ て あっ た . 号 真 の キャ ッ プ は 粋 全休 が その 租 

の アイ ロン を 使っ て 仕上 げ ら れ で いる 。 「 上 世界 」 の 各地 の 民族 衣装 の 識別 は 、 こ う 

いう 細部 を 手掛かり に お こ な われ る の で ある 。」 oan Sevemu p. 349 より 引用 ) 。 


ガラ ス 板 写真 160 (1872-73 年 ) (p.338) は 、7keSke7ioricg7Socier の ivcous 7 が 
リナ 327) の 所 蔵 品 で ある 。 
この 写真 の 背景 情報 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 は こう 述べ て いる 。 


『 ア ンド リュ ー』 こ と アン ドレ アス ・ ラ ー ソ ン ・ ダ ー ル (Andreas Lanon "Andew" 
Dah) は 、21 歳 だ っ た 1869 年 に 、 生 まれ 吉 郷 の ノル ウェ ー か ら ウ ィ ス コン シン 州 
デー ン 郡 に や っ て きた 。 列 着 後 さほど 経た ぬ 頃 か ら 、 役 は マデ ィ ッ ソン [ 才 都 に し て 
郡 痢 ] や 周辺 の 田 陣地 番 や 小さ な 町 を 旅 し て は 、 そこ に 閑 ら す 人 々 や 家 で 農場 を 写 
真 に 撮り 始め た 。 ダー ル が 撮影 し た な か で 最も 古い 日 付 が 記さ れ た 写真 は 、 
1873 年 の も の で ある 。 … 彼 が デー ン 郡 の スプ リン ダフィー ルド ・ タ ウン シッ プ の 
農場 経営 者 シュ ー ル ・ レ ッ ク (SjmrRecqwe) の 家 の 前 で 拡大 宇 族 に ポー ズ を つけ て 
この 写真 を 撮っ た の は 、1870 年 代 初め で ある 。 大 き な 膨らみ を 持つ 女性 の スカ ー ト 
や 、 長 い オ ー バ ー ス カー ト 、 揚 が フレ アー に な っ た 短い パス ク か ら 、 撮 影 時 期 は 1873 
年 に 近い 須 だ と 判断 され る 。…… 左 端 に 座っ て いる マー サ ・ レ ッ ク (Mania Recqe) 
は 、 吐 色 の キャ ラニ で 流行 に 合わ せ て 仕立 て た (お そら く ホ ー ム メイ ド の ) と て も 
し や ゃ れ た ドレ ス を 着 で いる 。 こ の ドレ ス に 付い て いる 長い オー バー スカ ー ト は 、 ヒ 
ッ プ 部 分 に プリ ー ツ が な く 、 側 に いく ほど 頑 が 長く 、 肛 の 後ろ に | 
フ が 作ら れ て いる 。…… 幅 広 の 緑 取 り 布 が 付い た オー パー スカ ー ト は た っ ぷり と 
膨らん だ スカ ー ト の 上 に か ぶさ り 、 そ の スカ ー ト は べ チ コー ト に よっ て 支え られ て 
いる 。 ぴっ ちり し た 身頃 は コル セッ ト に よく フィ ッ ト し て お り 、 袖 は コー トス リー 
プ に な っ て いる 。 …… 中 央 に 座っ て いる マリ ・ レ ッ ク ・ リ ー (Man Recquc Lce) は 、 
中 年 女性 向け の 極 端 に 保守 的 な 「 と っ て お き の 黒 い ア ル バ カ 」 を 着 て 、 き ちん 


パッ スル ・ パ 
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と し た 白い リン ネル の 和 鶴 を 付け 、 


8 3 は 
らく 、 少 な く と も 2 、 


写真 160 ガラ ス 板 写真 


1872-73 年 
提供 : 7 herer ack か も し れ な い 
7 / が 77 の の ,p.398 彼女 の 右 に 座っ て いる プリ タ ・ 


レッ ク ・ ク エー ル (Brita Recdue 

Quale) も マリ と 恥 た 服 を 着 て いる 
+ ヨ ー ク の 緑 に そっ て 黒い ベル ペッ ト の リボ ン で 2 本 の ライ ン が 入っ て 
、1868 年 頃 の も の と 思わ れる 。 …… 後 ろ に 


で いる ルイ ス ・ ク エー ル (Louis 


) つた カッ ト の サッ クコ ー ト (sackcoa) を 着 て 明 
る い 色 の : る 。 クラ ウン が 丸 味 を 帯び た 黒い フェ ルト の 由子 は 、 この 
時 代 の 典型 的 な も の で ある 。 ル イス の 陸 に 立っ て いる 、 若い アン ナ 
(AnmaMae Recqme) は 、 前 上 頃 
り 、 そ の 下 の オ ー 


マリ ー・ レ ッ ク 
な め ら か で 握 が フレ デー に な っ た バスク を 着 て お 
カー ト に は パス ク と 同じ フラ ウン ス や バン ド 飾 り が 付け られ 
て いる 。 -… ふ た り の 小さ な 女の子 は 、 よく 似 た コッ トン の 普段着 を 着 て 、 大 き な バ 
ッ ク ル の 付い た 革 の ベル ト を 締め て いる 。 どちら の ドレ ス も 握 に 幅 の 広い フラ ウン ス 
が あり 、 身頃 は ゆっ た り と 作ら れ 、 長い コー トス リー プ か 
着 て いる ドレ スト 
p.339 より 引用 ) 


いて いる 。 右 剛 の 少女 が 
ペ フ を あし ら っ た オー バー スカ ー ト が 付い て いる Ooan Secra. 


以上 の よう 


ヴ ラ 女 史 は 、 披 写 体 - 人 一 人 の 服装 を 詳し く 解説 し て いる 。 実 [ 
し い 。 貴重 な 説明 文書 で ある 。 当初 、 写 ! 肖像 画 の 代わ り と し て 撮 I 
は 、 写真 技術 の 発展 に と も な っ て 、 提 影 の 場 は 都市 か ら 諾 村 へ と 綿 り 広 
社会 の 壮大 な パ ノ り 広 げ ら れ て いっ た の で ある 。 


ぼら 
され て いた 写真 
られ 、 アメ リカ 
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ガラ ス 板 写真 162 (1873 年 
頃 ) (p.342) は 、7c oe 
74oricg7 Socfe の 用 ooo 

7 の 377 760) の 所 旗 


品 で ある 」 


セ ヴ ラ 女史 は この 写真 の 
場面 に つい て 、 こ 


写真 162 。 ガラス 板 人 真 


1873 年 頃 2 集合 写真 で 、 ア 
提供 : 7 が ege/7Rworce/Socie ac 0 の 
27 /D5 7 を の) 942 郡 の レン ガ 造 り の 家 の 外 で 


早 さ れ た 。 著 い 人 々 が 
で おり 、 お お 
代 に つい て は 、 衣服 の デザ イン と 尻 型 か ら 、 1873 年 
頃 に 撮影 され た 推定 し て いる スリ ー プ は 、1873 年 8 
月 に な っ て も な お 『 ゴ ー デ ィ ー ズ 』 で 触れ られ て いた が 、 それ 以降 は ファ ッ シ ョ ン 記 
事 か ら 消え 去る 。 写真 の 若い 女性 の うち は 人 の ドレ ス に 見 られ る ペル スリ ー プ と 、 拓 
い パ スク と 、 何 自 も の フラ ウン ス が 付い た スカ ー ト 、 そし て 巻き 髪 を 垂らし た 彼女 た 
わせ る と 、 こ の 写真 が 1873 年 頃 に 撮影 され た と いう 強力 な 証拠 に な る 
の 中 の 4 人 の 女性 が 同じ スト ライ ブ の コッ トン 生地 を 使っ た ドレ ス を 着 て 
いる 年 下 の 少女 ふた り も 、 や は り ま っ た く 同 じ 形 の フロ ッ ク (frock) を 着 て いる 
後列 大 か ら ふ た り 日 の い 女性 は 、 暗色 の ウー ル の パス ク を 身 に つけ て いろ が 、 こ 
の パス ク は 裾 に ラッ フル が 付け られ 、 そ の 根元 に 自 と 黒 と いう 対 有 的 な 色 の プレ ー 
が あし ら わ れ て いる 京 が な か な か 面白 い 。 番 細 い 子ども は 、 お 
ろう 。 と いう の も 、 プー ツ の 区 が 小さ な 男の子 用 の も の より も 長く 、 他 の 年 上 の 女 の 
了 チ の 靴 に 似 て いる か ら で ある 。 当時 は 急い 子 は 男女 を 問わ ず こ の よう な ドレ ス を 着 て 
ドレ ス か ら は 性 別 は 判断 で き な い 。 前列 有 か らぶ た り 目 の 少年 は 12 歳 く 
らい で あろ う 。 白っぽい ナチ ュ ラ ル な 色 の リン ネル 生地 で 作ら れ た 、 ヒ ッ プ 丈 の サッ 
て いる 。 omn Sewem p 343 より 引用 ) 


家族 の 成 和 肌 た ち で あろ うぅ 


ちの 愛 型 


いた の で 


クジ ャ ケッ ト を 閉 


より 詳し い 解 説 は 、 オ リ ジ ナ ル の 閉 作 を 参照 され た い 
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1870 年 代 の 男性 の 一 般 的 な スタ イル は 、 写 真 か ら 見 る と 、 障 い 色 の サッ クジ ャ ケッ ト 
ング ル も し く は ダブ ル の 打ち 合わ せ の ペスト 、 自 い そし 
て クラ ウン の 円 い フ ェ ル ト 幅 で あっ た と 思わ れる 。 サ ッ ク ジ ャ ケッ ト に 関し て は 、 写 真 170 
に 見 られ る 年 配 の 男性 の ゆっ た り の か ら 、 写 真 169 (本 甘 _p.251) の よう な 若い 男 
性 の ぴっ た り と し た も の まで 様々 わる が 、 最 新 の も の は びっ た り し た 坊 新 の も の で あっ た 
よう だ . また 、 色 は 黒 が ほとん ど で ある 。 ほ と ん どの 男性 に 見 られ る 白い シャ ツ は 、 
て い 宙 と カフ ス 無 し で 作ら れ 、 取り 外し 可能 に され て いた と いう 。 また 、 ベ スト を 着用 す 
る こと は 、 も っ と も カジ ュ ア ル な 服装 に さえ ルー ル と され て 


面白 い の が ウォ ッ チ チェ ー ン で あり 、 写 真 169 に 収まっ て いる 。 こ の こと か ら 、 ウ ォ ッ 
チチ ナ ェ ー ン を 持つ こと が ステ ー タ スシ ン ボ ル で あっ た の で は な いか と 考え られ る 。 ま た 、 
ほか の 特徴 と し て 毛皮 が 人 気 で あり 、 それ は アザ ラ シ の 皮 や カワ ウソ の 毛皮 で 、 特に 緑 な 
し 帽 に 用 いら れ 、 手 袋 、 コ ー ト の 縁 に も 使用 され た 。 


この カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 169 (1876 年 頃 ) (p.353) は 、 Srorekvoyicg/ Socie 
の co 7 /X37 3206) の 所 蔵 品 で ある 。 


写真 の 場面 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 は 、 こ う 語 っ て いる 。 
「 こ の 若い カッ プル は ウィ ス ュ ン シ ン 州 ポー テー ジ 市 の プラ ム & ル 
(Plump and Loomis) で ポーズ を 取っ て いる 。 どういう 機会 に 撮影 し た か は 記さ れ て いな 
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い が 、 女 性 は 手 の 指輪 を 見 せ で いる よ 2 
具 え 、 また 、 真 と し て も 
† 分 通用 する 服装 を し て いる 。 年 代 推定 の 
決め 手 は 、1870 年 代 中 頃 に 大 い に 流行 し 
た 、 小 さく し っ か り カ ー ル させ た 額 の 生え 
の 推定 を 杏 付 ける 表 服 の 
と し て 、 李 の 幅広 カフ ス 、 エプロ ン の 
飾り 、 細 め の ス カー ト が ある 。」 (Joan 
Sevem p.353 より 引用 ) 。 


と も 結 


セ ヴ ラ 女史 は 、 男 性 の 服装 に つい て 、 大 


変 、 詳 し い 解 説 を 
若い 紳士 の サッ クス ー ツ は 身体 に 
フィ ッ ト す る 最新 流行 の スタ イル で 、 
前 裾 の 角 は 丸く カッ ト され 、 下 に 回 
写真 169 = カル ト ・ ド ・ ヴ ィ ジッ ト 生地 で 作っ た ダブル の ペスト 上 細い 
1 生地 で 作っ た ダブ ル の ペスト と 細 
挫 供 : ee 74Kvorice/ 0cfedr con 金 の 懐中 時 計 チ ェ ー ン が 見 えて いる 。 


邦人 A37 320 の 、p.353 コー ト (coat) と ベス ト の 捨 は 両 万 と 


も 、 幅 の 広い 、 角 が 丸み び た 最 新 
の 形 で ある 。 … 同 素材 の ズボン は 脚 の 部 分 が 筒 状 で 、 折り 日 が な く 、 と て も 細く て 
く 旗 り 上 が っ た よう に 見 える の は 、 髪 が 多い の で 
う が 、 時 の 男性 の 髪型 は 、 髪 に 油 な ど を 付け 
と し っ か りな で つけ る こと が 多かっ た (Joan Severa, p.353 より 引用 ) 。 


スタ ジオ ・: 
所 蔵 品 で ある 。 


トレ ー ト の 写真 170 (1876 年 頃 ) (5.354) は 、7Zke tang Msedg の 


モ ヴ ラ 女 史 は 、 こ の 写真 の 被写体 に つい て 、 次 の よう に 書い て いる 。 
この ウィ リア ム ・B・ ラ トレ ッ ジ (Wilkam HB.Ruledgc, 1826-1917) の 写真 に は 、『 エ 


イブ プラ ハム ・ リ ンカ ー ン 大 統領 時 代 の P.S.Marshal 補任 」 と 記さ れ て いる が 、 現 在 の と 
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ころ “P.S.Marshal 補任" な る ポス ト 
が あっ た と いう 情報 は 見 つか っ て い 
な い (イリ ノイ 州立 歴史 図 書館 は 、 ラ 
トレ ッ ジ が リン カー ン の 凍 僚 だ っ た 
と は な いと し て いる ) 
[P.S.Marsha11 で は な く 、tS. 
Marshall (連邦 保 唐 ) 補佐 の 間違い 
で は な いか と 考え られ る 一 筐 田 注 ] 
和音 き リン カー ン が イリ ノイ 州 の 
ー セ イラ ム で 大 らし て いた 時 に 近所 
生ん で いた ラ ト レッ ジ 家 の 名 は 、 主 


と し て ウィ リア ム の 妹 の アン (Am) 


の 存在 に よっ て 知ら れ て いる . アン は 
リン カー ン の 初恋 の 相手 と され る が 、 
1835 年 に 22 歳 で だ く な っ た た め 恋 は 
写真 10 ス タ ジ オ ・ ポ ボー ト 成 茂 し な か っ た (JoanSewm p.354 
レー ト 1876 年 より 引用 ) 。 
提供: cvAwacww 、 p 854 
リン カー ン に まつ わる エビ ソー ド が 映 


味 深 


服装 で ある 


今日 的 で 、 カ ジュ アル な 格好 


る 。 セ ヴ ラ 女史 の 解 


紹介 し よ 


ラ ト レ ッ ジ 氏 は 、 既製 で そう 高価 で は な い コ ー デ ュ ロ イ の スー ツ を 着 て いる 。 人 色 
は おそ らく 暖か み の あ る 茶 ら う 。1870 年 代 半ば の 典型 的 な スタ イル の サッ ク 
ジャ ケッ ト は 、 ダブ ダブ で は な いも の の ゆっ た り と し た カッ ト で 、 宙 は 自然 な ショ 
ル ダ ー ラ イン に 取り 付け られ て いる 。…… こ の シャ ツ は ネクタイ が 必要 な よう に 見 
える が 、 ラ トレ ッ ジ 氏 は ネクタイ を 締め て いな い 。 こ の 写真 は 、 キ ャ ンプ 用 の 折り 
時 み 椅子 に 暗色 の ペイズリー 本 を 配 し た ウー ル の 大 き な シ ョ ー ル (shaw) を 掛け 、 


そこ に 被写体 が 座っ て 撮影 され て いる 。 ショ ー ル は 、 ラ トレ ッ ジ 氏 が は お 


小道 具 か の いずれ か で あろ う (Joun Scve。p.354 より 引用 ) 


も の か 、 カ メ 


第 5 章 子ども 服 


子ども 服 の 特徴 は 、 写真 か ら 見 る と 2 つの 方 向 性 が ある よう に 思わ れる 。 まず 1 つ は 子 
ども 服 に 特有 な ディ テー ル で ある 。 女児 で は 、 写真 161 の 前 列 中 央 の 女児 に 見 られ る ポイ 
ント 状 の ヨー ク 、 写 真 181 に 穫 型 的 に 見 られ る 、 幅広 の 、 色 み の ある サッ シュ に よっ て ウ 
エス ト 部 分 に ギャ ザー が 寄せ られ た スカ ー ト 、 スカラップ の 緑 飾り が 挙げ られ る 。 タ ッ ク 


っ きり 見 られ る 。 ま た 、 男 児 女児 どちら に も 見 られ る の は 、 白い スト ッ キ ング に 黒い 子 ど 
も 用 ブー ツ の 組合 わせ で ある 。 

も う 1 つ は 、 当 時 の 成人 の 衣服 の 特徴 を 反映 し て いる も の で ある 。 女児 服 で は 、 写 真 161 
の 様 に 腰 当 て (Toumu) を 入れ て いる も の や 、 コ ー ト スリ ー プ の も の が ある 。 ま た 、 首 
元 の 蝶結び の リボ ポン な ども 多く 見 られ る 。 男性 服 で は 、 ほ と ん ど 、 ニ ッ カ ボッ カー スタ イ 
ル の ズボン の 上 に 、 巣 い サ ッ ク ジャ ケッ ト を 着 て いる 。 


の が ガラス 板 写 真 161 (1872 - 73 年 ) (340) は 、7je 7ce 77wfo/icg/ Scje'/ 放 foco7 が 
が / の 377 746) の 所 蔵 品 で ある 。 


移民 の 家族 の 写真 の よう で ある 。 セ ヴ ラ 女史 は 、 この 写真 の 場面 を 次 の よう に 説明 し て 
いる 。 


よく 似 た 顔 が 並ん だ 


の グル ー プ は 、 ナン ドリ ュー・ ダ ー ル が 撮影 し た ノル ウェ ー か 
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ちら の 移民 家族 か も し れ な い 
と は いえ 、 役 の 店 
に は 地元 の 「 ア メリ カ 人 
(varkee) 」 家族 も 語 ま れ 
て いた の で 、 断言 は 
い が 。 少 な く と も 1 着 の ド 
レス の スカ ー ト の 下 に フー 
プ が 着用 され て いる の が 見 
える こと か ら 、 こ の 写真 は 
お そら く 、 撮影 生 が 書か れ 
呈 中 151 ガラ ス 本 真 2 

1872 7 年 (873 年 ) より も っ と 早い 


揚 共 : eS oni)odzey eomsi て Ss だ 
の 基 の 77 の 。pp.340-41 時 期 に 写 さ れ た も の で あろ 
う (0oamSewem, ph 340-341 


より 引用 ) 


服 に つい て は 、 次 の よう に 描い て いる 」 


最前 列 に いる 女の子 は 、 タ ッ タ ソー ル チ ェ ッ ク (tterallcheck) [ 地 色 に 対し 対 虹 
的 な 2 色 を 使っ た 単純 な 格子 柄 。 タ ッ タ ソー ル と は 、 ロ ンド ン の 全市 場 の 名 前 。 そ れ 
し た リチャード ・ タ ッ タ ソー ル に ちな ん だ も の ] の コッ トン で 作っ た ドレ スズ 
着 て で いる 。 身頃 に は 膨らみ が あり 、 ス カー ト は ギャ ザー を 寄せ て ウエ スト バ 

] スリ ー プ で ある 。 …… 和 白い スト ッ キ ング は 了 下 まで の 丈 で 、 
ドロ ワー ズ (drawers) と の 間 に は 少し 陳 間 が あっ て 足 が 見 えて いる 。 …… そ の 後ろ 
て いる の は 白 か ご く 敬 い 色 の コッ トン ドレ ス で 、 手 前 の 女の子 の チェ 
ッ ク 地 の ドレ ス と 似 た スタ イル い 色 の リボ ポン の サッ シュ [散り ペル ト ] の 幅 
が と て も 広い の で 、 ド レス の ウエ スト 位置 


pp.340-341 より 引用 ) 


5 いか の よう に 見 える (Joan Sevem 


IS1 (873 80 年 ) (上. 366) は 、7Xe Roger qpouz fp の 所 蔵 品 で ある 


セ ヴ ヅラ 女史 は 、 こ の 写真 の 場面 に つい て 、 次 の よ 


に 語っ て いる 。 
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写真 181 1878-80 年 写真 179 1877-80 年 
提供 7 カ e Roger Sara fw か pr368 提供 Ac 0aA7 M4eeeww p.364 


ジョ ー ジ ー と ルー シー の シュ ラン ツ 姉 妹 (Josie and Lucy Schramtz) は 写真 175 (本 
ー テ ィ ン の きょう だ いで 、 少 年 た ちの 数 年 わ 

せ の 背 太 の 前 で この 写真 を 撮っ で も ら っ た 。 … こ の 写真 が 物語 っ て いる よう に 、 当 
時 の 母親 た ち も 女 の 子 た ちゃ も ファッショ ン 誌 に 掲載 され る 可愛 らし い ド レス の こと 
を 知っ て いて 欲し が っ て お り 、 特 別 な 折 に は それ を 手 に 入れ る こと が で きた の で ある 
彼女 た ちの ドレ ス は 、 既 製品 と し て 安く 買う こと が で さき 、 メ ー ル オー ダー (maiorder) 
さえ 可能 な タイ ブ の 服 で ある 。 も ちろ ん ホー ム メ イド の 可能 性 も ある 。 生地 は コッ ト 
ン サ テン の よう に 見 える 。 色 は 黒 の よう だ が 、 濃い ワイ ン 色 か 、 濃い 茶色 か も し れ な 
型 で わる 。 上 は チュ ニッ クス タイ ル で 、 チュ 
グ で 装飾 され 、 明 る ろ い 色 の 小さ な ] 
ンク の 下 の スカ ー ト は 、 無 地 の 
袖 な し 身頃 に 取り 付け られ て いて 、 おそ らく ス カー ト の 上 
て いた と 思わ れる 。 スカ ー ト の 裾 に 軽く ギャ ザー を 寄せ た 
時 の 流行 で ある 控え め な 膨らみ を 与え て いる 
は 上 の 3 段 より も 短い よう に 見 える が 、 実 際 に は フラ ウン ス の お 


草 p.255) の マイ ケル 


い 。 ふた り の ドレ ス は まっ た 
ク の 裾 は ステ ッ チ と パイ ビ 


て いる チュ 


くき ん つい 

< 作っ 
未果 で 作ら れ 
ラウ ンス が 4 段 あ り 、 ニ 


ント ン キ ャ ンプ リッ ク 


ド の フラ ウン ス 
は 同じ で 、 た 


れ が 


255 


だ 翌年 に 育 が 伸び た ら 元 を 伸ばせ る よう に 取っ た グロ ウス ・ タ ッ ク の 下 に 付い て いる 

の だ ろう 。…… 首 の 高い 位置 まで を 用 う 幅広 の 自 い 符 は 、 お そら く 厚 手 の コ ッ ト ン 

か 織り むら の な い リ ン ネ ル で 、 縁 に は か ぎ 針 編 の 幅 の 広い フリ ル が 付い て いる 。 机 品 
も 同じ か ぎ 針 編 み の 小ぶり な フリ サル で 飾ら れ て いる 。 ボ タン 留め の ブー ツ の つま 先 は 

角 に 丸み を も た せ た ス クエ アト ウ で 、 寺 は 長い が 、 ド レス の 裾 まで は 届い て いな い 
(Joan Scvera p. 367 より 引用 ) 。 


既製 品 の 子ども 服 に つい て 、 詳 し い 解 説 が お こ な わ れ て いる 。 
写真 179 (IS77-80 年 ) (D.364) は 、 7jeOgkg7Maew の 所 蔵 品 で ある 。 


この ほほ えま し い 光 長 は 、 カ リフ ォ ル ニア の 夏 の 甘い 日 に 、 と ある 家庭 で 撮影 さ 
れ た 。 母親 の ドレ ス の 長い オー バー スカ ー ト は 両 サイ ド が な め ら か に フィ ッ ト し 、 
前 で 左右 に 分 か れ て いて 、 後 ろ は バッ スル の 支え な し で その まま 下がっ て いる 。 …… 

左 の 少年 は 自 い ス タン ドカ ラー の 付い た 和典 型 的 な 長 補 シャ ツ を 着 て いて 、 短 め の ズ 

ボン は 1870 年 代 の 男の子 た ちの スタ イル の すばらし い 見 本 を 提供 し て くれ る 。 ズ ポ 
ン は 丈 が 短め (プー ツ の 履き 口 の 少し 上 ) の いく ら か ゆっ た り し た 人 箇 状 で 、 サ イド の 
ペン ツ は ボタ ン 留 め に な っ て いる 。 素材 は 明る い 色 の 軽重 ウー ル で 、 外側 の 脇 は 伏せ 
い で 縺 われ 、 サ イド ボケ ッ ト と と て も 幅 の 広い ウエ スト バン ド が ある 。 サス ペンダ 
ー は 使っ て で おら ず 、 お そら く シ ャ ツ は ズボン の ウエ スト バンド に ボタ ン 留 め さ れ て い 
て 、 幅 の 広い バン ド は ボタ ン の 上 の ベル ト な の だ ろう 。 彼 は 白い コッ トン の 款 下 を は 
き 、 元 の 高い キッ ド 革 の ブー ツ を は いて いる 。 ブー ツ の 外側 の ボタ ン 留 め 部 分 と 高き 
1 イン チ [2.5 セ ンチ ] の ヒー ル が よく 見 える (Joan Severm p.364 より 引用 ) 。 


スタ ジオ ・ ボ ポート レート の 写真 175 ( 1876 年 頃 ) p.360) は 、AogerSorz 
row め の 所 大 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 
に 解説 し て いる 。 


の 写真 の 撮影 時 と 被写体 の 年 齢 、 そ し て 、 服装 に つい て 、 次 の よう 


シュ ラン ツ (Schmnz) 家 の ぶ ふた り の 少年 が 写っ た この 写真 の 撮影 時 期 を 1876 年 頃 
と 判断 し た の は 、 彼 ら の 誕生 日 が わか っ て いる こ る 。1863 年 生ま れ の マイ ケ 
ル Oichael) は 、 見 た 目 か ら 13 大 く らい に 違い な いと 思え る 。 


256 


第 V 部 1870 年 代 第 5 章子 ども 腹 


1872 年 生ま れ の マー ティ ン 
(Martin) は 、4 歳 くら い に 見 え 
る 。1870 年 代 し っ か り し た 体 つ 
き で 腕白 そう な マー ティ ン は 、 前 
裾 が 丸く カッ ト さ れ た 黒 の 短い 
ジャ ケッ ト を 着 て いる , 


… シ ャ ツ は 自 で その 上 ト 


た V ネ ッ ク の スト 
同じ 生地 の ウエ スト パンド が 付 
いて いる 。 ズ ポン の 裾 は 、 つ ま 
先 が 鋼 湖 り の ブー ツ の 中 に 入れ 
られ で いる (Joan Sevenup.363 
より 引用 ) 

・ ヴ ィ ジ ッ ト の 写真 178 
9 年 ) (6.363) は 、 7keroe 

74dorcg/Sociepyo/77 な co 97 
写真 115 スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト 5 
1876 年頃 237 3207) の 所 蔵 品 で ある 

押 代 MaeerSulngse Fami 360 セ ヴ ラ 女史 は 、 素 敵 な 新しい 有 を 着 


た この きょう だ い の 和 写真 の 撮影 時 期 を 
服装 の スタ イル か ら 推 宗 し て いる 


今日 の 子ども 服 の デザ イン に も 参考 に な る よう な 詳し 解説 が 見 られ る , 


、 おしゃれな カッ ト の 汗 色 の ウー ル の ドレ ス 


右側 に 立っ て いる 一 番 年 上 の 子 
で いる 。 全体 が 写っ て いる この ドレ ス は プリ ン セ スス タイ ル (pncess syje) で 作 
られ て お り 、 フラット な トゥ ル ニ ュ ー ル が ある 。 彼女 の 妹 も 同じ デザ イン の ドレ ス を 
着 で お り 、 ど ちら も 当時 の 大 人 の 女性 の スタ イル を 取り 入れ て いる が 、 胸 当 て の 緑 を 
飾る プリ ー ツ と 休 端 に 大 きい レー ス の 捨 は 、 女 の 子 向 け と し て と て も 人 気 が あ っ た も 
の で ある 。 … 男 の 子 が 着 て いろ の は 濃 色 の ウー ル の スー ツ で 、 小さ な 拾 が あり 、 音 


か け て いる 。 スー ツ の 持 の 内 側 に 、 白い シャ ツ の 失 が わずか 


見 えて いる 。 丈 の 長い プー ツ が 見 える の で 、 バ パン ツ は ニッ カー ボッ カー 
(kmickebockes) の よう だ 


(domn Sevem。 p.363 より 引用 ) 。 
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写真 178 


カル トー ド ・ 

1877・79 年 

提供 : 7.Sewe fAverkcw/Seciey aro 
27 37 お p.363 


ヴィ ジッ ト 


今日 、 こ の よう な 男 の ス タイ ル は 、 男 
の 子 を 持つ お 母さん た ちの 人 気 を 集め 


は な い だ ろ うか 


【 第 2 章 】 
有人 


る の で | 


(1) 久野 便 編 『 総 他人 事典 』 ( 鐘 山 関 、 
ja0) 
(2) 月 家 「 村 服 稀 一 電 訂 版 一 』 東京 


仙 版 1 年 初 . 
(G) 注 田 春 子 『 ア メリ カ 服 航 社 会 吹 』 ( 


且 、2009) 


洋書 
Jean Sen.Drewe76r 0e Poogwdp2: OrdMrgry 


4mgiewreok7feshio.Kamt Stae Univeniy.Press 
ou.i99s 


第 6 章 まとめ 


「1870 年 代 に 入る と 、 最 初 の 2、3 年 は 不景気 で 新しい 服 を 購入 する だ け の 余裕 は な 
か っ た の だ が 、 衣 服 に 関し て 徐々 に で は ある が 社会 が 全て の 人 に 対し て 流行 を 追わ せ て 
いた 」 と セ ヴ ラ 女史 は 述べ て いる 。 社会 と 流行 の 結ぶ つき を 示す 見 解 が セ ヴ ラ の 文献 に 
述べ られ で いる 。 セ ヴ ラ 女 史 は 、「 流 行 に お いて 地方 の 女性 が 遅れ て いる の は 、 働 く 上 
で 、 細 か い 装 飾 の 尋 し て ある も の や 豊か すぎ る スタ イル の も の は 、 実 用 的 で は な いか ら 
故意 に 避 け て いる た めで ある 。 し か し 、 ト レン ド に つい て 行く た め に 都合 へ 訪れ 、 新 し 
い 感 覚 に 触れ が 必要 と され て いた よう で ある 」 と 述べ で いる (Joan Scvera、p. 292。 
295) 。 また 、「 輸 送 の 発達 の お か げ で 、 何 処 に 住ん で いて も パタ ー ン や 布地 を 手 に 入れ る 
こと が 可能 と な 、 こ れ に よっ て 地方 だ か ら と いっ て 良い 物 が 手 に 入ら な いと いう 
こと は な く な っ た の で は な いか と 思わ れる 。 つま り 、 ほとんど 全 て の 中 産 階 級 の 人 々 が 同 
ヒラ イン 上 に 立た され た こと に な る の で ある 。 それ 沙 え に 、 地方 だ か ら 流行 遅れ に な っ 
て も 仕 記 な いと いう の は 通用 し な く な っ た の で は な か ろう か 。」 (Jon Sever 
p.293) 。 

こ こま で 述べ られ た こ と に 関し て みて も 、 社会 が 流行 へ 、 流行 へ と 後押し し て いる よ 
る 。 き さら に も っ と 強い 意見 が 述べ られ て いる 。 それ は 、 新しい 服 を 手 に 入れ る 
能力 が 重要 視 さ れ て お り 、「 流 行 に 遅れ て し まっ た ら 社 会 追放 を 演 る で あろ う …」 と セ ヴ 
ラ 女 史 は 考え て で いる の で ある 。 社会 追放 と まで 大 々 的 に 琉 べら れ て いる の で 、 流行 を 
追っ て 服 を 着る こと が で きる 情熱 は 計り 知れ な いも の で あろ うぅ (Joan Severw  p: 
294) 。 


ある 田舎 の 女性 の 写真 か ら 見 る と 、 年 老い た 女性 も 流行 に ほぼ 近い 所 を 身 に つけ て jo た 
こと が 推察 で きる 。 つ まり これ だ け で は 判断 で き な い が 、 流行 は 、 地方 に ほぼ 浸透 し て 
い 


た の で は な か ろう か 。 1870 年 代 は 、 バ ッ ス ル の 締め 付け や 多く の 装飾 の た め に 、 衣 服 は 
快適 を は いえ ず 、 制約 され て いた 。 

当時 の 写真 か ら 見 て も 、 フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 に は ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト を 真 以 た スタ イ 
ル で 収め られ て いた た め 、 そ こ か ら 強 制 的 な 最新 服 が 好 ん で 着用 され て いた こと が うか が 
いし れる 。1870 年 代 は 戦後 の 混乱 の 中 に あっ た 1860 年 代 と 比較 する と 、 生 活水 準 も 上 昇 
し 、 また 、 社 会 の 圧力 も わっ た こと か ら 見 て も 、 セツ ラ 女 史 の 強い 考え まで に は 達し な い 
て も 、 中 産 中 級 ほとん ど 全 て の 人 々 が 流行 を 追っ て いた の で は な いか と 推 奈 する 。 

また フラ ンス は 流行 発信 地 で あっ た た め 、 ク リノ リン か ら パ バッ スル へ の 移行 期 も 早く 、 
アメ リカ は それ を 追っ て いた 。 そし て 、 77 年 頃 か ら は 写真 を 見 る 限り 、 両国 と も パッ スル 
衣装 と 一 目 で 分 か る 。 し か し 、 フラ ンス の 方 が 比べ も の に な ら な い ほ ど 装 飾 的 で 華やか で 
あっ た が 、 シル エッ ト は パッ スル で あっ た た め 、70 年 代 は クリ ノリ ン か ら バ パッ スル へ の 移 
行 期 で ちる と いう 結論 に 至る 。 

南北 戦争 後 の 再建 期 の 解放 設 引 へ の 衣服 の 支給 の 問題 は 、 今 後 の 研究 課題 で ある 。 

護 民 男性 服 の 特色 は 、 第 4 章 の 骨頭 で 述べ た と お り で ある 。 

子ども 服 の 特色 は 、 第 3 章 の 冒頭 で 述べ た と お り で ある 。 
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第 VI 部 1880 年 代 


第 1 章 歴史 的 背景 


華やか な ベッ スル 衣裳 で 始ま る 1880 年 代 は 、 ア メリ カ に と っ て 激動 の 時 代 で も ある 。 
鉄道 建設 と 先住 アメ リカ 人 の 久 須 に よっ て 1890 年 まで に は 、 和 将来 合 衆 国 に 含ま れ 
る 大 陸 の ほとん ど 全域 に 農場 、 牧場 、 欠 山 、 そ し て 大 小 の 都市 が 見 HH され る よう 
っ た 。 1883 年 9 月 8 H に は ノ ー ザ ン ・ パ シフ ィ ッ ク 然 首 (大陸 隣 所 の 北方 ルート ) を 完成 
し た 。 鉄道 は 主要 都市 ぎ 、 国内 市 場 体制 を 売 成 さ せ 、 こ れ 以降 ある 地域 の 商品 や 原 
材料 は 合 秒 国 の どの 地域 に お いて も 入手 可 能 と な っ た 。 

1900 年 代 の 初頭 まで に 、 農 村 の 入植 者 と 近代 社会 を より 容 接 に つなぐ つの 変化 が 現 
れ た 。 第 一 の 変化 は 、1870 年 代 な いし 1880 年 代 に 始ま っ た モン ゴメ リー・ ウ ォ ー ド 福 お 
よび シア ー ズ ・ ロ ー バ ッ ク 社 な どの メー ルオ ー ダ ー (通信 販売) 会 社 が 拡張 され 、 工 業 社 
会 の 生産 物 が ほとん ど 用 され うる よう と で ある 。 第 二 の 変化 
は 、 下 府 が 農村 無料 配達 制度 を 大 幅 に 拡大 し た こと で めった 。 農 氏 た ら は も は ぐ や 情報 不足 
に 悩ま され . は な く な り 、 ほ と ん ど 毎 日 彼 ら 、 新聞 、 広告 そし て カタ ログ 
が 届け られ る よう に 

工業 化学 に お ける 新た な 発明 や 改良 は 、 次 の よう な 結果 を も た らし た 。 すなわち 、 20 世 
紀 の 工 業 発展 の 技術 的 需 を 築き 、 仕立 て 楽 界 に お ける 工業 化 は 進展 し た 。 アメ リ S 
を 性 は 進展 し 、 機械 の 導入 に よる 利便 性 が 拡大 し た 。 だ が 、 雇用 者 に よる 利益 の 師 
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求 は 芝 働 者 の 労働 条件 の 悪化 を も た らし た 。 

女性 の 社会 進出 と 労働 条件 に 目 を 向け る と 、 賃金 へ の 労働 者 の 不満 が 爆発 し 、 機械 化 は 
労働 災害 を も た らし た 。 色 働 者 は 労働 組合 に 加入 し た 。 機械 の 導入 、 流れ 作業 は 、 熟練 学 
働 者 の 必要 低下 を 結果 し 、 女性 や 子ども の 護 用 が 増加 し 、 女性 の 労働 人 口 は IS80-1900 年 
に は 、260 万 人 か ら 800 万 人 へ 次 加 し た 。 私 的 サー ビス 楽 (メイ ド 、 調 理 師 、 洗 深 婦 ) で 
働く 女性 の 割合 は 、 急激 に 減少 し 、 事務 職 (事務 員 、 タ イビス ト 、 帳 矯 係 販売 員 ) は 急 
上 昇 し た 。 

女性 の 社会 進出 は 、 フ ァ ッ ショ ン に 影響 を 及ぼ し た 。 働く 女性 が 求め た 衣服 は 、 動 き 
や すく 、 着 や すい 、 手 入れ の 簡単 な 胡 服 で あっ た 。 

1860-1890 年 代 は 、 拘 東 性 の 高い 近代 衣装 か ら 現代 衣 租 へ の 移行 を 示す 時 期 で わっ た 。 
上 流 衣 級 の 女性 の ハイ ファ ンション と 直接 、 現 代 の 衣服 に 通じ る 活動 的 な 衣服 が 並存 し た 
が 、 フ ァ ッ ショ ン の 民主 化 が 進め られ た 。 

セツ ラ 女 喝 は この よう な 硝 昧 の も と に 発達 し た 庶民 の ファ ッ シ ョ ン を 、 写 真 を 通し て 解 
説 ・ 分 暫し て いる 。 

洋装 化 が 実際 に 日 本 で 推進 され る の は 、 明治 に 入っ て か ら で あ っ た 。 政府 自ら の 動き に 
よっ て 装 化 は 茜 励 され 、 軍 服 は も ちろ ん の こと 、 讐 官 、 官 更 、 官 立 学校 の 数 生 、 学 生 の 
制服 と 洋装 化 は お し すす め ら れ た 。 

特に 宮中 の 供 礼 服 を 洋装 に 改正 し た こと や 、 牙 治 間 に お ける 外交 の 場 と し て の 鹿 鳴 館 の 
完成 (明治 16 年 ) と 、 上 流 人 に お ける 男女 同伴 の 社交 と 洋装 が 放 著 で あり 、 民 間 の 服装 
に も 大 きく 影響 を 与え た 。 
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第 2 章 衣服 の 民主 化 


1880 年 代 の 女性 の ファ ッ シ ョ ン の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 中 は 、 以 下 の 上 うな 注目 す 
べき 見 解 を 述べ て いる 。 箇条 書き に 紹介 させ て いた だ く ( Joan Scvcra, p. 390 を 要約 ) 。 


C① 1880 年 代 に は 、 ド レス の 新しい 選択 肢 が 増え た こと と ドレ ス の 入手 方 法 の 変化 に よ 
り 、 選べ る スタ イル が か つて な い ほ ど 種 々 雑多 に な っ た 。 また ファ ッ シ ョ ナブ ル な ドレ 
ス そ れ 自体 に も 最高 に ビビ ッ ド な 変化 が 起こ っ た 時 代 で あっ た 。 

の 時 代 の 最大 の 特徴 は 、 仕 事 を 持つ 女性 と 家庭 の 主婦 に と っ て の 常識 的 な 選択 肢 が 

極め て た くさ ん あり 、 それら は 高級 な お し ゃ れ 着 と は 大 きく 異な っ て いな が ら 、 それ で 

いて 高級 な お し ゃ れ 着 の 流行 と 深く 関係 し て いた こと で ある 。 間違い な く 、 働く 女性 た 

ちと 健康 を 意識 する 活発 な 女性 た ちの 意見 が 大 きく も の を 言い 、 な に も か も が も は で 海 

外 か ら 析 賠 さ れ た も の で は な か っ た 、 と いう 京 に ある 。 

に つい て 若 か れ た デメ リカ の 新開 維 誌 の 記事 は 、 か つて な か っ 
た ほど 、 少 数 の 恵まれ た 人 々 で は な くも っ と 多数 の 人 々 を ター ゲッ ト と し た 。 目的 の 2 
本 柱 は 、 欠 し い 女性 で も し ゃ れ た ファ ッ シ ョ ン を 手 に で きる よう に する こと と 、 すべ て 
の 女性 が 自分 の ライ フス タイ ル に 応じ て 必要 な 実用 的 ドレ ス を 着 ら れる よう に する こ 
と で あっ た 。 

⑱ そう で あり な が ら も 、 女性 の 服 に は 相変わらず 本 当 の 着 心地 の よさ は な か っ た 。 働く 
女性 の 写真 を 見 て も 、 ど ん な に 「 シ ンプ ル な 」 ド レス の スタ イル で あろ う が 、 コル セッ 
ト 、 細 い 補 、 動 き に くい 長い スカ ー ト が 写っ て いる 。 この 面 で の 進歩 は 遅 々 と し て いた 。 
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⑤ と は いえ 、 あ ら ゆ る 経済 レベ ル の 人 に 共通 し て 普段 着 と し て 受け 入れ られ る プレ ー ン 
な ドレ ス を 見 出す べく 調整 を 行う な か で 、1880 年 代 の 女性 は 高級 服 の 最 先端 の 流行 の 
束縛 か ら 、 そ れ ま で で 最も 離れ る こと が で きた 。 

⑥⑳ も っ と 重要 な こと に 、1880 年 代 未 に な る と 日 常用 の ドレ ス と ある 種 の 「 芸 術 的 」 ドレ 
ス の スタ イル が ファ ッ シ ョ ン に 影響 を 及ぼ し は じ め 、 コ ルセット の 圧政 の 終 村 を 告げ る 
先 態 れ と な っ た 。 簡素 で 着 心地 の 楽 な 大 量 生 産 の 表 服 が 、 つ い に 視 野 に 入っ て きた の で 
ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 本 章 で は 40 枚 の 写真 (女子 16 枚 、 男子 枚 、 男女 の カッ プル 3 枚 、 子 ど 
も 2 枚 、 集 合 写 真 16 枚 ) を 紹介 ・ 解 説 し て いる 。 一 枚 一 枚 の 写真 の 解説 は 、 上 記 の セ ヴ 
ラ 女 史 の 見 解 に 見 られ る 多種 多 潤 な ドレ ス の 特徴 を 子 細 に 分 析 し た 、 女性 服 史 上 、 他 に 類 
を 見 な い 貴 重 な 解 説 で も る 。 そこ で 、 第 3 章 で は 、 被写体 の 服装 の 全体 的 な 解説 と 部 位 別 
の 特徴 に 関す る 解説 を 紹介 させ て いた だ く 。 こ の 紹介 は 、 必要 に 応じ て 、 一 部 で ある こと 
も 、 全文 で ある こと も ある 。 ま る で 、 文学 作品 に みる 生活 文化 史 を 目の当たり に - 
よう な 場面 の 数 々 が 韻 場 する 。 


第 3 章 金持ち と 庶民 女性 の 服装 


1. 金持ち の 女性 服 


1882 年 に パリ の スタ イル の 一 部 が 高い 位置 に バッ スル を 付け る フィ ッ ト を 採 
用 し は じ め 、 ヒ ッ プ の バニ エ が 再 登 場 す る と 、 新 し い ス タイ ル の フラ ンス 製 コ ル 
セッ ト が 作ら れ 、 歓 迎 さ れ た 。 この コル セッ ト は それ まで の も の より 丈 が 短く 、 
胸 の 膨らみ が 大 きか っ た が 、 そ の た め に 胸郭 部 分 の 寸法 は 小さ く な っ た 。 

胸部 は 高い 位置 に 持ち 上 げ ら れ 、 ウ エス トラ イン の 聴 と 背中 も 非常 に 高い 位置 
に な っ た 一 方 、 ウ エス ト の 正面 部 分 は 下向き に カー プ し て 突き 出 た 腹部 に 届き 、 
先端 は 失っ た 形 に し て 鯨 話 が 押入 され た 。「 マ ダム ・ ク ラー ク の 健康 コル セッ ト 

(Madame Clark's Hygeian Corset) 」 の 1886 年 の 広告 イラ スト に は 、 ゆ と り の あ 
る カッ ト で 、 お腹 の 部 分 は 長め で 膨らみ が あり 、 両 脇 が 短く 、 左右 の 腰 の 部 分 
編み 上 げ 紐 が つい た コル セッ ト が 描か れ て いる 。 

大 都 分 の ペチ ュー ト は 依然 と し て 自 い コ ッ ト ン 製 だ っ た が 、 並 邊 着用 に は 時 
折 深 褐色 の キャ ンプ ブリック か 色 提 め し た フラ ン ネ ル が 使わ れ 、 イ プ ニ ン グ 
ス に は シル ク の 色 物 の ベ チ コー ト が 合わ せら れ た 。 1883 年 に 『 デ モレ ス ツ 』 
載っ た 広告 に 出 て いる バッ スル は どれ も 針金 を 使っ た 比較 的 小さ い 構 人造 で 、 ウ 
エス ト の 周り は テー プ れ て で いる が 、 サ イズ と 形 は 多種 多様 で ある 。 入念 
ッ ク (tuck) が 取ら れ 、 刺 繍 が ほど こさ れ 、 緑 飾り が 付け られ た 白い コッ ト 
ン の コル セッ トカ ベ 1880 年 代 ほ ど 人 気 だ っ た 時 代 は 他 に な い 。 

アメ リカ の 写真 資料 は 全部 で 40 枚 あ る 。 そ の うち 、 女 性 の 姿 の は っ きり し た 写真 は 
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バッ スル 


Ged'* ersgeot 2806 
4ccew2e tcne 


写真 199 スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト 
186 年 頃 

ie geie Msg 

(C688% の 、p.413 


31 枚 で ある 。 最初 に 、 女性 服 が 写っ た 9 枚 の 写真 を 紹介 し 、 引き 続き 、 部 位 別 の 考 奈 を 


行う 


写真 199 (18S6 年 ) (5.413) は 、77e Pe/niyieMuiew(C68.8 の 7 


セ ヴ ラ 女 昌 は 、 こ の 写真 の 撮影 場所 、 被写体 、 服装 に つい 


し て いる 、 


次 の よう に 解説 


写真 家 ジ ョ ー ジ ・ ク ッ ク (George Cook) の スタ ジオ で 優美 な ドレ ス 
を 取っ て いる の は 、 ヴ ァ 州 リッ チ モ ン ド の A 
ドレ ス の 形 と 大 き な バ ッ ス ル 1 は 、 写 真 の 撮影 年 代 を は っ きり 
ズ を と る 夫人 と 写真 家 の 問 で どん な 会 話 が 交わ され 


ト を 与え て くれ る 。 要 する に 、 こ の 写真 の 


アダ ムツ ソン 夫人 (Mn. A 
L.Adamson) 
教え て くれ る 


が 想像 で きる よう な 興味 深い ヒ 


役 は 夫人 で は な くむ し ろ パ バッ スル な の で ある 。 ア ダム ソン 夫人 は 当時 の リッ チ モ ン 
員 で 、 彼 女 の 一 空 は つね に 最新 か つ 最 高級 の 服装 を する こと が 期待 


れ て いた (Joan Scver p.413 よ り 引 用 ) 


ド の 
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第 VM 部 1880 年 代 第 3 章 金 持ち と 護 氏 女 性 の 服装 


スタ ジオ ・ ポ ボー トレ ー ト の 写真 186 
880 - 81 年 ) ⑯.392) は 、2e fock 
の or が serzca7 Sucrer 代 75 7 の 


体 の 女性 は 、 フ ォ ー マ ル な 肖 
像 写真 の た め に 、 厚 手 の シ ルク の ポ 
ロ ネ ー ズ ・ カ ザッ ク を 着 て お り 、 セ 
ヴ ラ 女 更 は 、 こ の ドレ ス を 「 バ ッ ス 
ル 衣 客 」 と 区 別して 、 次 の よう に 、 
詳し く 解 説 し て いる 。 


フォ ー マ ル な 肖像 写真 の た 
め に この 女性 が お し ゃ れ に 
し て いる の は 厚手 の シル 
ク の ポロ ネー ズ ・ カ ザッ ク 


写真 186 スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト (polonisc casaquc) で 、 身 項 の 
980 か 前 の 部 分 は 他 の 部 分 より 濃い 
提供 : ae Aoc Cee の 77fwdoricg 
we 色 (と いっ て も 間違い な く 調 和 


人 する 色 ) の シル クサ テン の パフ 


に な っ て いる 

この オー バー ドレ ス は 、 ス リム な プリ ン セ ヤス ・ ス タイ ル で 地 断 され て い 
て 、 背 中 側 は 体 に 合わ せ て 形づくら れ 、 非 常に 浅い ドレ ー プ で 膨らみ を 出し 
で いる も の の 、 バ パッ ス ル (bustle) を 演出 する た め の 仕 掛け は な い は ず で あわ 
時 期 の オー バー スカ ー ト (overskir) は 、 必 ず 前 中 央 の 合わ せ 目 か 
け て の ライ ン が ゆる や か な アー チ か 浅い 逆 『 字 型 の ぽち ら か を 描 
に な っ て お り 、 張 全体 に 装飾 が 付け られ 、 た いて い の 場合 は 前 中 央 に 
バフ か 蝶結び 飾り で アセ ント が つけ られ て いた (Joan Sever。p.392 より 引 
用 ) 。 


以上 の 解説 で 、 特 に 注目 し た い の は 「 バ パッ スル (bustle) を 演 出す る た め の 仕 掛け 
は な い は ず で ある 。」 と いう 文言 で ある 。 バ パッ スル 衣 僅 か ら 初期 現代 衣 滞 へ の 
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過渡 期 の 衣装 様式 と 位置 付け て 衣 い の で 
あろ うか 、 と の 医 問 が 湧い て くる . 以下 
紹介 され る 写真 を 注意 深く 観 寂 し て ゆき 
た い 。 

さら に 、 詳 細 を お 知り に な り た い 読者 の 方 は 、 
モ ヴ ラ 女 史 の オリ ジ ナ ル の 著作 を 参照 され た 


い 


写真 187 (1880 - 82 年 ) (b. 393) は 、7e oc 
Cowagny orcg/ Socfey (RCZ7S 6) の 所 茂 
で ある 。 


撮影 時 期 、 衣 服 の 構成 、 裁断 、 素材 、 装 餅 に 
つい て 、 と て も 詳し く 解説 され で いる 。 


丈 が 長く 前 裾 の 中 央 が 下向き に 失 


写真 187 1880-82 年 っ た この タイ プ の バス ク は 、1879 年 
提供 : 7mc Aock Cewgy cworioy75ockey に は 『 デ モレ スッ 』 で 取り 上 げ ら れ 、 
(Cy の 、p.393 


その 後 1882 年 まで ファ ッ シ ョ ン イ ラ 

スト に 登場 し 続け た 。…… サ イド フ 

ロン ト に 幅 1 ユ イン チ [2.5 セン チ ] の 
ッ ト リ ボン が 縦 に 配 さ れ 、 そ の 縁 に 、 ド レス と 同じ 生地 を 使っ て 
細か い プ リー ツ を 取っ た フリ ル が バス ク の 正面 と 音 に 向かっ て 取り 付け られ 
で いる 。 コ ー ト スリ ー プ は 高い 位置 に 付け られ て いる が 、 ま だ か な り ゆ っ た 
り し て いて 、 カ フス は 1870 年 代 か ら 人 気 が 続 いて いた 幅広 の 巻き つけ た よう 
な スタ イル で ある 。 

前 の 打ち 合わ せ 部 分 に は 大 きめ で 光る ポタ ン が 狂い 間隔 で 並び 、 上 の 方 は 
より 合わ せ た 較 色 の シル クス カー フ で 隠れ て いる 。 長 く 細い オー バー スカ ー 
ト は 前 中 心 を わずか に 持ち 上 げ て 釣合い の と れ た 
を 後方 に 引い て 、 後 部 で 小さ な パフ を 作っ つて ある 。 


黒い ベル 


の 裾 に は 3 段 の フラ ウン ス が ある 。 フ ラウ ンス に は 一 定 の 間隔 で プリ ー 
配 され 、 そ の 間 に 黒い ベル ペッ ト の タプ が 下がっ て いる (Joan Severa、p.98 
より 引用 ) 。 
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区 V 部 1880 年 代 第 3 章 金 持ち と 護 氏 女 性 の 服装 


以上 、 実 物 に 精通 し て いる 服飾 の 再 
説明 で ある 。 さ 
詳細 を お 知り り た い 読 者 の 
は 、 セ ヴ ラ 女 史 の オリ ジ ナ ル の 着 作 
を 参照 され た い 。 


この スタ ジオ ・ ー ト の 写真 
189 (1882 年 頃 ) ⑪.396) は 、 7c 
Crmz.Sde 7 が gy 2306) の 所 
蔵 品 で ある 


ラ 女 史 は 、 撮 影 場所 に つい て 、 
次 の よう に 述べ て いる 


写真 189 スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト 
1882 年 頃 『 長 を 派 教会 の 』 

: 7e Ce/7orwig Sg 7 あの 0302) 、 れ た この 詳 正 な 集合 3 
唱 ワ トッ ン ヴ ィ ル 『 へ 
リオ グラ フ [初期 の 写真 技 
・ ジ ョ ン ソ ン (Heliognphic AristChss W.1_Johman に 


フォ ルニア 】 


被写体 の 服装 は 、 ひ と り ひ と り に つい て 、 次 の よう に 解説 され 
長い オー バー ドレ ス は 、 それぞれ 見 た 目 は 大 きく 異な っ て いる が 、 全 体 の 
形 は 似 て いて 、 ど れ も 正 面 中 央 の 緑 飾 り と 左右 対称 の 横 畿 状 の 避 が ある 
有 有 か ら 2 番 目 に 座っ て いる 女性 の スカ ー ト に 垂直 方 向 と 水平 店 

方 の 装飾 が ふん だ ん に 使わ れ て いる 上京 か ら も 、1882 年 と いう 年 代 が 裏付け 


られ る 


の 両 
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古 増 の 女性 の 服 は 非常 に ドレ ッ シ ー で ある 。 お そら く ス トラ イプ の シル ク で 作 
られ て お り 、 前 中 央 と 宙 と アン ダー・ ス カー ト に は ベル ベッ ト が 使わ れ て い 
て 、 色 は 暗 業 色 か 茶色 の 濃 決 で あろ う 。 捨 は 高き の ある パン ドカ ラー で 白 
ネッ ク フ リ ル が 付き 、 柚 口 に も 同じ フリ ル が ある 。 彼女 は 膝 を 写真 中 央 に 向 
け て 座っ て いる の で 、 ス トラ イプ 柄 の オー パー スカ ー ト の 前 中 心 の ルー プ 状 
の リボ ン が あし ら わ れ た 部 分 が ほとん ど 見 えな い が 、…… 長い オー バース 
カー ト の 裾 か ら は シェ ニー ル 氷 の フリ ンジ が 下がっ て いる 。…… 

その 陸 の 女性 が 着 て いる 比較 的 シン プル な 黒い (ウー ル の ?) ドレ ス は 、…… オ ー 
ペー ドレ ス は 身頃 の 正面 に 並ぶ た くさ ん の ボタ ン で 前 が 閉じ られ て お り 、 縁 
は シル ク の 広い バン ド で 仕上 げ ら れ 、 逆 V 宇 に カッ ト さ れ た 前 裾 の 上 の 部 分 
に は 大 き な リ ボン 結び が あし ら わ れ て いる 。 細身 の アン ダー・ ス カー ト の 拓 
に は 、 部 分 的 に ナイ フ プ リー ツ が 配 さ れ た 幅 の 広い フラ ウン ス が あり 、 端 は 
同色 の シル ク の リボ ポン バン ド で 飾ら れ て いる 。 捨 は まっ すぐ に 高く 立ち 上 
が り 、 レ ー ス の ネッ ク フ リ ル と 黒い リボ ン の 媒 結 びと 金 の ブロ ー チ に よっ て 
引き 立っ て いる 。 補 日 が フレ アー に な っ た カフ ス に も 、 フ リル が 付け られ 
て いる 。 …… 

右 か ら 2 番 目 の 女 性 も 似 た よう な 作り の 服 を 着 て いる が 、…… 黒 い シ ルク の サリ 
ボン に プリ ー ツ を 寄せ て 作っ た ロゼ ッ ト [バラ 飾り ] が 、 音 、 前 身頃 の サイ 
ド フ ロン ト の 続い 日 、 カ フス 、 チ ュ ニッ ク の へ り 、 フ ラウ ンス の 上 な ど 、 お | 
よそ 付け られ る 場所 すべ て に 取り 付け られ て いる 。 短 い 袖 の 袖口 で は 、 ナイ 
フ プ リー ツ が 扇状 に 広がっ て いる 。 祖 は 流行 に 合わ せ て 短く な っ て いる が 、 
細く は な い の で 、 十 い ド レス を 新しい スタ イル に 合わ せ て 作り 変え た の か も 
し れ な い 。…ー 

右端 に 座っ て いる 若い 女性 は お そら く こ の 中 で 最も 若く 、 着 て いる 服 は 間 
千 い な く 一 番 億 素 で ある 。 …… 別 仕立 て の オー バー スカ ー ト は カ ザ ッ ク の 前 
身頃 の 続き の よう に 扱わ れ 、 正面 中 央 に タッ ク を 取っ て 持ち 上 げ 、 そ 』 
ボン ルー プ を 留め て で いる 。 …… ま た 、 こ の 少女 だ けが 、 髪 を 細い 蝶 族 状 
いた 縮れ 毛 の 轄 型 を し て いる 。 

3 人 の 紳士 は 、 服 の スタ イル こそ 大 きく 違っ て いる が 、 全 員 が 時 の ウー ル 
の スー ツ (suir) を 着 て いる 。 左 の 綿 士 の 恨 は 比較 的 フォ ー マ ル な 下 捨 の 広 
い サ ッ ク (sack, sacque) で 、 非 常に 値 の 張る 経 取り が ほど こさ れ て いる 。 
中 央 の 男性 は それ ほど フォ ー マ ル で は な い サ ッ ク コ ー ト 、 右 の 男性 は 丈 が 長 
く ド レッ シー な ダブ ル の 打ち 合わ せ の フロ ッ ク コ ー ト を 着 て いる 。3 人 と も 
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ネクタイ は 幅 が 狭く 、 黒 で 、 ウ ィ ン 
ダグ カ ラー の 下 で 蝶結び され て いる 
Ooan Sewera.p397 より 引用 ) 


4 人 の 女性 が 着 て いる オー パー ドレ ス 
は 、 テキ スタ イル は シル ク 、 ある い は ウー 
ル で あり 、 装 飾 に は フリ ル や リポ ボン や ボタ 
フレ ヤー な ど 、 ヴ ァ 
ョ ン が 見 られ る 。 だ が 、 全体 の 珍 は 類 以 し 
て いる 。 アン ダー・ ス カー ト の プリ ー ツ に 
が あし ら わ れる な ど 、 創 意 
し る 。 女 性 の お 洒落 心 が 感じ 
られ る 写真 で ある 


ンプ リー 


写真 193 (1834 年 頃 ) (p.402) は 、7e 
Z447apg Museug の 所 蔵 品 で ある 


k 写 体 と 彼女 の 服装 に つい て 、 次 の よう 
写真 193 。 1884 年 被写体 と 彼女 の 服装 に つ 、 次 の よう 
提供 77e OztAw AMwewww 、p.402 に 書か れ で いる 。 


「i830 年 
(Marieta Siow. 1830 or 1837-1902 ) が 、『 ア メリ カン ・ ド レス 』 と 5 
ドレ ス の 1930 年 代 ペー 


まれ の マリ エッ ケタ ・ ス トウ 
ば れ た 改 剖 派 


着 て 写っ て いる 。」 


この 女性 の 硝 景 情報 が 詳し く 述 べら れ て いる 。 長い 解説 で ある 。 必要 箇所 を 引用 させ て 


彼女 は 、 ベ ル ヴ ァ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド が 改革 
立 修 補 し た 際 に 副 大 統領 候補 と し て コン 
て この 服 を 着 た 。 彼 女 は 2 度 副 大 統領 修 補 ト 
ッ ド が 大 統領 候補 で あっ た ボ が 、1892 年 に スト ウ が 2 度目 に 
っ た 時 の 相棒 (大 統領 侯 補 ) は ヴィ クト リア ・ ウ ッ ド ハル 


派 候補 と し て アメ リカ 大 統 狼 選 | 
を 組み 、 そ の 選挙 運動 の 一 蘭 と し 
な っ て いる [1884 年 は ロッ クウ 
大 統領 候補 に な 


た の で 、「 こ 
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の チー ム が 2 度 大 統領 選 に 立候補 し た 」 と いう 原文 の 記述 は 間 倍 いで ある ] 
が 、 こ の 写真 は お そら く 1884 年 の 1 回目 の 選挙 運動 の た め 撮ら れ た も の だ ろ 
ぅ 


[スカ ー ト 元 を 短く する 前 の ] 元 の ドレ ス は いく ら か 古い スタ イル だ っ た 
の で 、 ス トウ 夫人 は その ドレ ス を この 種 の 服 に 仕立 て 直す こと に な ん の た め 
らい も 覚え な か っ た だ ろう 。 

スト ウ 夫 人 は 1880 年 代 の カリ フォ ルニア と 全米 の 政治 の 世界 で は 一 一 
中 褒 桂 ば し て は いた が 一 有 名 人 で あっ た 。 …… 最 初 、 ワ シン トン D.C 
に 暮らす 若く 裕福 な ペル 夫人 だ っ た 彼女 は 、 貧 し い 売 り 子 を 支援 する た め に 
結成 され た 協会 で 、 メ アリ ー・ ト ッ ド ・ リ ンカ ー ン と と も に 働い た 。… 

その 頃 に 彼女 の 心 を 捉え た の が サン フラ レン シスコ の 金物 商 の スト ウ 氏 で 、 
ぶた り は 1866 年 に 結婚 し た 。 と ころ が 1870 年 代 に 彼 が 亡くな る と 、 彼 女 が 
以前 の 婚 句 か ら 持ち 越し て きた お 金 だ け で な く 、 ス トウ 氏 と の 結婚 生活 で 策 
いた 共有 財産 すべ て まで も 、 遺 言 検 認 裁判 所 が 横取り し て し まっ た 。 彼女 は 
カリ フォ ルニア の 法廷 で 極め て 教養 あふ れる 抗弁 を 行っ た も の の 、 つ い に そ 
の お 金 を 取り 戻す こと が で き な か っ た 。 彼 女 は 克 問 中 の 財産 の 平等 を 保障 す 
る 法案 を 起草 し た が 、 ス トウ 法案 と 名 付け られ た その 法案 は 何 度 も 否決 され 
1 

1880 年 、 マ リエ ッ タ は 地方 攻 浴 の 世界 に 入り 、1882 年 に カリ フォ ルニア 
州 知事 選 に 出 感 、1884 年 と 1892 年 の 大 絶 令 選 で は 平等 権利 党 の 弄 天 統領 師 
補 と な っ た [原書 の 1888 は 間違い 。Equal Rights Party の 1888 年 の 正副 大 
終 領 修 補 は ベル ヴァ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド と アル フレ ッ ド ・H・ ラ ブ (Alfred HH Love) 
だ っ た が ラブ は 途中 で チャ ー ル ズ ・ ス チュ ワー ト ・ ウ ェ ル ズ と 交代 し た ] 。 
ER 1884 年 10 月 27 日 の 『 オ ー ク ラン ド ・ デ イリ ー・ イ ブ ニ ン グ ・ ト リピ ュー ン 
(OxAird gy fhewikg 77ke) 』 紙 は 、 冗 談 め か し て ロッ クウ ンド ・ ス トウ ・ ュ コン 
ビ の 服装 を 次 の よう に 評 し た 。「 民 主 党 は どう し て ベル ヴァ ・ ロ ッ ク ウ ッ ド と 手 を 組 
まな い の か ? 彼女 な ら 、 活 気 の な い 民 主 党 に いく ら か の 『busde』 を 与え て で くれ る だ 
ろう に [busde に は ドレ ス の "バッ スル "と "活気" と いう 両方 意味 が ある ] 」。 

この 写真 の スト ウ 夫 人 の 服装 は 、 彼 女 が 講演 の 時 や 公 的 な 場 に 姿 を 現す 際 
に 着 て いた 服 と 似 た スタ イル で 、1882 年 頃 の ドレ ッ シ ー な 衣 眼 を も と に 作 
らち れ て いる 。…… スカ ー ト を 支え る バッ スル は 着用 され て いな い が 、 そ の 
長 を 除け ば 、 ス カー ト の カッ ト も ドレ ー プ も 1882 年 頃 の ファ ッ シ ョ ナブ ル 
な ドレ ス と 同じ で ある 。 この 手 の 込ん だ スカ ー ト の 上 に 、 彼女 は 黒い ベル 
ベッ ト の 長い バス ク を 着 て 、 自 い レ ー ス の スカ ー フ と フリ ル を つけ 、 時 計 の 
金 針 を 男性 と 同じ や り 方 で 下げ て いる 。 ス カート の 下 に は 、 脚 を 入れ る 部 分 
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れる 素材 の ズボン を は いて いる 。 


が 男性 用 と 同形 を し た 、 黒 の サテ ン と 
Ooan Severw pr. 403 より 引用 ) 。 


この 写真 に は 「 マ リエ ッ タ ・ ス トウ (Mariet Stow.1830 or 1837-1902) が 、『 ア メ 
リカ ン ・ ドレ ス 』 と 呼ば れ た 改革 派 ド レス の 1880 年 代 バ パージ ョ ン を 着 て 写っ て いる 」 の 
は 、 大 変 、 尋 味 深い 。 

そこ で 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 が 衰退 に 至っ た 経緯 を 、 濱田 の 著作 に 基づい て 、 簡潔 
に 振り 返っ て みよ う 。 


ロバ ペー ト ・ オ ー ウ ェ ン の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 は 、 閉 鎖 さ れ た : ティ か ら 始 
まっ た た め 、1827 年 に 、 こ の コミ イ の 脆 壇 後 は 、 オーウェン が 提案 し た リフ ォ ー 
ム ・ ド レス (パン ツ と ドレ ス の コン ビ ネ ーション ) は 着 られ な く な っ た 。 

それ か ら 20 年 後 の 1848 年 に オナ イダ の 共同 体 に お いて 、 ジ ョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イ 
ズ に よっ て 、 衣服 改革 が 行わ れ た 。 

ノイ ズ が 提案 し た 改革 衣服 の 評判 は 、 ど う で あっ た の か 。 ノ イズ が 改革 衣服 と し て 提 
案 し た 衣服 は 、「 子 ども た ちの 服 と ペン タレ ッ ツ 」 で あっ た 。 コミ ィ の メン パー 
は 、 女 性 た ち が この 衣服 を 着 て 登場 し た 時 に 、 彼 ら は 子供 の よう に 見 える ため に 、 笑 わ 
れる の を 麗 れ て いた と いう 。 

オナ イダ の 改革 衣服 は 、 ニ ュー・ ハ ー モ ニー 同様 に 、 男 性 が 提案 し た 衣服 で あり 、 閉 
鎖 的 な コミ ュ ニ ティ で し か 着用 され な か っ た 。 ま た 、 オ ナイ ダ 共 同体 で は 、 女 性 は 労作 
に 携わっ て いた た め 、 短 い ド レス と ズポン の 上 うな スタ イル の 機能 的 で 、 動 きやすい 作 
業 着 を 必要 と し た 。 だ が 、 審 美的 で 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル な 表 裳 を 好む 女性 に は 、 こ の よ 
うな 半 男 性 的 な 衣服 は 受け 入れ られ な か っ た の で ある 。 

プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム と 運動 用 衣裳 の 間 に は 、 その 形状 に お いて ほとん ど 違 い が 見 
られ な か っ た は ず な の に 、 運 動 用 表 裳 と し て の 側面 だ けが 生き 残っ た と いう と ころ に も 、 
当時 は 女性 が 男性 と 同じ 権利 を 持つ に は まだ 速かっ た と いう こと が 充分 理解 で きよ う 。 


上 の 写真 の 「 ア メリ カン ・ ド レス 」 が 、 1884 年 頃 に 、 政治 的 意味 合い を も っ て 復活 し た 
の は 、 大 変 、 出 味 深い 。 
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レー ト の 写真 208 

(887 年 2 月 23 日 ) (p.426) は 、 
ja4grde 4oewn (34?) の 所 基 品 
で ある 


被写体 と 撮影 場所 に 関す る 情報 は 、 
次 の よう に 記さ れ て いる 


は っ きり 日 付 が わか る この 写真 
の 中 で 、 高 価 で お し ゃ れ て 
泌 ら し た ドレ ス を 身 に つけ 


と っ て いる の は ラヴ 


区 を 


テ ・ 
スト レン ジ (La Strangc) 、 場所 
は ? 


ン DC の ジョ ー ダ ン ・ 


スタ ジオ (Jardan Suudio) で ある 
身体 に よく フィ ッ ト 【L の ジャ 
写真 208 スタ ジオ ・ ポ ー ト レー ト ケッ ト は 大 が 長く 、 ウ ェ スト か ら 
1897 年 2 月 23 日 が 大 きく 張り 出し 、 裾 は どこ も 
提供 : 7kcJlowge vg (6034。 p 426 0 
問 に 隙間 が ある 。 腰 の 後ろ は 高い 
バッ スル に 合わ せ て スリ ッ ト を 入 
ー バ ー ス カー ト の ドレ ー 


れる か プリ ー ツ を 取る か され 、 前 と 騰 は 


の 上 に 丸み を つけ 
と 、1880 年 代 の コル セッ ト の 曲線 が わか り 、 袖 は 当 ヽ 
ショ ン ・ プ レー ト を 想起 させ る 。 宙 は 肩 の 高い 位置 に 取り 付け られ 、 腕 ま わり 
が 細く 、 ゆ と り が ほとん ど な く 、 丈 は 少し 短め で 袖口 は 細く 、 自 い リン ネル の カフ ス が 
1 ュ イ ンチ [2 
位置 で や ャ ザ 


バッ ス ル の 上 に か 」 


さっ て いる 。 …… こ 


時 の ファ 


セ チ ] ほど 出 で い る 。 …… オ ー バ ー ス カー ト も 最新 の スタ イル で 、 高い 
を 


せ で ドレ ー プ の 入っ た エプロ ン を 演出 し 、 育 側 は 極端 に 膨らませ て 、 
せ て ある 。 …… ア ンダ ー・ ス カー ト の 前 側 は 、 幅 の 広い タッ ク が 水 
な 黄 掲 色 の キッ ンド 革 で 、1880 
年 代 に 玉 用 の ドレ ス に 含 わせ る の に 最も 適し て いる と みな され て いた タイ プ で 
ある 。 朴 身 具 は 上 品 で 、 指 に 結婚 指輪 か 后 約 指輪 を は め 、 音 も と に ブロ ー チ か 
厚み の ある 十字 架 を あし らい 、 落 ち 着 いた 金 の イキ 
て いる Joan Severa。p.427 より 引 


平 に 何 本 も 並ん で いる 。 彼女 の 持っ て いる 手袋 は 自 人 


ング と 黒い 時 計 紐 を つけ 
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写真 IR6. 187. 


っ て いる 衣裳 が 、 


ズ ・ カ ザッ ク で ある の に 対 
、 写 真 208 の 被写体 が 
次 っ て いる 衣 千 は 、 腰 の 後 
ろ は 高い バッ スル に 合わ せ 


て スリ ッ ト を 入れ る か プリ 


っ た バッ スル 衣装 
で ある 。 ク リノ リン 衣 迷 か 
を 経て 、 初 
期 現代 衣装 に 変っ て ゆく プ 
ロ セ ス は どの よう で あっ た 
の で あろ うか 。「 図 6 と て 女 


1887 
著者 の コレ クシ ョ ン 。p.430 


性 の ハウ ス ド レ ス の 正面 較 と 


面 図 。2 つの 色合い の 無地 の 古い 青い スー テラ と チ ネ シル ク 

で き て お り 、 
非常 に 細か いひ だ ] 
つの 素材 の 折り 目 で 構成 され て いま す 。 後ろ に ダブル ボッ クス の ひだ: 
の ボディ ス 、 前 に 斜め に ボタ ン が 付い て お り 、 折 り 目 が トリ ミン グ さ れ て し 
は 後ろ の ひだ の 下 か ら 来 て 、 片 側 の パッ クル で 留め られ で いま 
ウー ル 製 品 、 ま た は 今 シー ズン に 見 られ る 多く の 美しい 綿 の サテ ン の いく つか で 作ら れ て 


いま す 。」 (Plate 13 の キャ プシ ョ ン ) 。 こ れ ら の 衣 谷 は 、 バッ スル 衣 愛 が 廃れ る 過渡 其 


合い の 人 物 が 描か れ て いま す 。 アン ダー・ ス カー ト は 
は 、 後ろ で 


プ 状 


な っ て いる 2 


いた ジャ ケッ ト 


ベル ト 


ム は 、 


被写体 と 提 影 場面 


ルー プ で ある 。 全 員 が さち ん と コル セッ ト を 着け 、 正 対し 、 髪 も 美しく 整え て いる 
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伝 女 た ち は みな 、1886 年 に 奥行 き の 大 さき さい バッ スル が すたれ た 直後 の 、 保 
守 的 な 服装 を 見 せ て くれ て いる 。 …… 新 流行 の シル エッ ト が わか る の は 右 電 
の 女性 の ドレ ス で 、 ス カー ト は 両 サ イド で プリ ー ツ を 取っ て ウエ スト パンド 
に 紀 い 付け られ 、 後 ろ は 操 を 作っ て 垂れ 下がっ て いる 。 こ の スカ ー ト の ウエ 
スト を 隠す よう に 上 半身 に 着 て いる の は 丈 が 短く て ぴっ た り フ ィ ッ ト し た 
バス ク で 、 前 の 中 央 下端 は 下向き に 長く 失っ て お り 、 ウ エス ト よ り 下 の 部 分 に 
フレ アー は な い 。 左端 の 女性 の スカ ー ト は エプロ ン フ ロン ト に ドレ ー プ が あり 、 
後ろ 側 に は 、 黒 い ジ ャ ケッ ト の 四角 い ジ ョ ッ キ ー・ テ イル [ジャ ケッ ト の 硝 
側 の 、 後 方 へ 張り 出し た 福 ] が わずか に 見 えて いる 。 写真 で 見 る こと の で 
きる バス ク は すべ て 丈 が 短く 、 コ ルセット の 上 に な め ら か に フィ ッ ト し 、 い 
ずれ も 狭い 開 隔 で 並ん だ 小さ な ポタ ン で 装飾 され る か 、 前 あき 部 分 が 閉じ ら 
れる か し て いる 。 ど の ドレ ス も 栓 は と て も 高い パン ドカ ラー で 、 ふ た り は 栓 
の 内 側 に 白い リン ネル の バン ド 、 他 の 女性 た ち は 白 い レ ー ス の フリ ル を 付け 
て いる 。 前 あき 部 分 が 斜め に な っ た 新しい 流行 の スタ イル が 、 着 の 身頃 に 見 られ 
る (Joan Sever,p. 30 より 引用 ) 。 


人 筆者 は 「 ク リノ リン 衣 義 か ら バ パッ スル 衣 千 を 経て 、 初 期 現代 衣装 に 変っ て ゆ ぐ 
プロ セス は どの よう で あっ た の で あろ うか 。」 と いう 医 問 を 提起 し た 。 写真 210 
の 「 彼 女 た ち は みな 、1886 年 に 奥行 き の 大 きい バッ スル が すたれ た 直後 の 、 保 
守 的 な 服装 を 見 せ て くれ て いる 。」 と の こと で ある 。 筆 者 の 疑問 が 解け た も の と 
確信 する 。 

写真 213 (IS87 年 ) (5.265) は 、 7e ie ivorco/ Soiey 7 eoo 7 
39722) の 所 蔵 品 で ある 。 被写体 と 撮影 場面 に つい て 、 次 の よう に 書か れ て いる 。 長い 解 
説 で ある が 、 必 要 に 応じ で 引用 させ て いた だ く 。 


ガー ハー ド ・ ゲ セル (GemhardGesel) は 、1875 年 か ら 1906 年 まで 、 ウ ィ ス コン 
シ ン 州 アル マ で 肖像 写真 と 商業 写真 の 撮影 スタ ジオ を 経営 し て いた 。 例え 
ば この 写真 は 、 エ マ ・ プ ロッ ツ (Emma Protz) と クラ ラ ・ テ スタ ー (Clam Tesey) 
と その 間 に い る 氏名 不詳 の 女性 (お そら く 、 エ マ の 姉妹 の ジュ リア (uli) ) が 1887 
年 6 月 の ある 日 に ゲ セ ル に 撮っ て も ら っ た も の で ある 。…… 映 撃 ク ラブ 

(Schuctzcnwerem) は (スイ ス に も ある よう な ) 的 撃ち 射 笛 を 愛好 する 男性 の 集 ま 
り で 、 アルマ で は 1863 年 5 月 に 設立 され て いた 。…… 1887 年 に は 、 こ れ に 9 人 
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2. 


の 婦人 が 拘 符 され た の で ある 。 3 人 の 
若い 女性 は 特製 の 射撃 用 ライ フル を 手 
ズ を 取り 、 腕 の 良い 射手 に 見 
える よう に 最も 効果 的 な 見 た 日 を 演出 
し て いる が 、 彼 女 た ち の 3 人 の ドレ ス 
は いずれ も 最新 の ファ ッ シ ョ ン で 、 バ 
スク の 身頃 は 極め て 短く 、 ス カー ト に 
せ せ た ドレ ー プ が 作ら れ て ド 
『 を 冬 め に 横切り 、 ヒ ッ プ の 上 
5 く 引 き 上 げ ら れ て いる 。 も し 後ろ 
か ら 見 た な ら 、 腰 の 後ろ の 低め の 位置 
に 当時 流行 の バッ スル 効果 を 出す 上 
的 な が ブーフ が あり 、 ま っ すぐ な 布 端 が 
左 の ヒッ プ か ら 友 側 の 裾 へ 向け て 下り 
寺 葉 219* 18587 て いる こと だ ろう 。 3 人 が か ぶっ て い 
提供 : 7Ae Sg 77fYoricg/.Sociey の iv の nim る 小さ い フ ェ ル ト 帽 は 3 つと も そっ く 
の 2264022109 りな 秦 な の で 、 特 別 な 役 用 由子 の 可 
能 性 も ある が 、 実 の と ころ 、 こ の 帽子 
の 形状 と スタ イル は 女性 が 外出 用 ドレ 
る 。…… 左 の エマ は 若手 の ウー ル の スー ツ を 
着 て いる 。 こ の 服 は 、 前 身頃 が と びき り フ ァ ッ ショ ナブル な 沿 色 の ペル ベ 
ッ ト と タッ ク で 飾ら れ 、 手 首 の 上 に は 新しい し ゃ れ た カフ ス が 付け られ て 
いる 。…… 真 ん 中 の 女性 は 、 軽量 の ウー ル か コッ トシ の 小枝 横 隊 の 生 地 の 、 き ち 
ん と し た ドレ ス を 着 て いる 。 
右 の クラ ラ の 服 は 、 上 く 見 られ る スタ イル で ある 。 寺 が 短く 前 の 下端 が 
き に ク は 身頃 に 何 も 飾 り が な く 、 な め ら か に フィ ッ ト し 、 短 い 
間隔 で 並ぶ ボタ ン で と め ら れ て いる (JoanSevem p.435 より 引用 ) 。 


庶民 女性 の 服装 


ティ ンタ イプ の 写真 224 (1889 年 項 ) ( p.451) は 、7 が edoyig/ Zi の 49e7icg 


ス に 合わ せ て よく ぶっ て いた も の - 


F 向 


/vopr (CS46I89) の 所 蔵 品 で ある 。 


4 人 の メイ ド の 仕事 着 を 撮っ で ある 。 セ ヴ ラ 女 史 の 解 


を 紹介 させ て い 
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1880 年 代 の ぎり ぎり 示 の 時 期 に 、 仕 
事 着 を 着 た 4 人 の メイ ド が 飼い 猫 と 
緒 に 写真 に 収まっ て いる 。 1890 年 代 に 
まさ に 入ろう と する 時 代 の 特徴 で ある 
前 髪 の 扱い の 変化 が 、4 人 の 愛 型 の 4 
通り の ヴァ リエ ーション に よく あら わ 
れ て いる 。 

彼女 た ち は も は や 、 前 髪 を 短く 切り 
捕え た り 、 何 本 に も 分 け て 旋 状 に カ 
ー ル させ て 垂らし た り は し て いな い 。 
実際 、 ひ と り は 中 央 で 髪 を 分 け 、 伸 ば 
し は じ め た 前 愛 に 知 い ウ ェ ー ブ を か け 
て こめ か み ^ 流 し て いる し 、 前 列 右 の 
女性 は 、 ウ ェ ー プ の か か っ た 長い 前 愛 


を 額 に 下ろ し て いる 。 片側 ヒッ プ 

2 ティ ンタ イブ まで 引き 上 げた オー バー スカ ー ト の 前 
ep 部 が スカ ー ト の 福 の り フ ラウ ンス に 向 か 
2 2 っ て 湿 い 肖 を 作り な が ら 斜め に 下がり 、 


中 の 方 は 下がっ た パッ スル 長 へ と つ 
な が っ て 、 端 は [着用 者 本 人 に と っ て ] 
左側 の 締 い 目 の 後 に 、 真っ 直ぐ に 垂れ 下がっ で いる 。 


細く て 前 腕 の 中 ほど まで の 大 の 補 と 、 明 る め の 色 の ウー ル に 対照 色 の サテ ン の 飾り 
が 付い て いる と ころ も 、 撮影 時 期 の 推定 を 裏付け る 。… 
乾 方 の 女性 は 繝 の きい た 容 を 挿し 入れ た 上 に 黒い シル ク の リポ ン を 結び 、 も う ひ と 


り は ドレ ス の 立ち 鶴 の 上 に 目 の 粗い レー ス の 折り 持 を 付け て い : に 座っ て いる 女 
性 の ドレ ス は 黒い ウー ル 製 で (アル バカ で は な いか と 思わ れる ) 、1830 年 代 未 の 吉 
い 窒 が 付い て で いる 。4 人 の うち 3 人 は ギン ガム チェ ッ ク の 長い エプロ ン を 閉 け 、 四角 
い 胸 当 で を ドレ ス に ピン で 留め て いる (Joan Severa, p. 451 より 引用 ) 。 


以上 の 解説 か ら 、 仕 事 着 は 抜 然 と し て 、 バ パッ スル 胡 裳 で ちっ た こと が 明らか で ある 。 
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3. 部 位 別 に みた 女性 服 の 特徴 
) 補 

1880 年 代 の ドレ ス の 宙 の 特徴 を 写真 の 服装 に 拠っ て まとめ させ て いた だ く (Joan Severs. 
pp. 376-377 を 要約 ) 。 

1881 年 頃 の 写真 186 (本 鞭 , p.267) や 写真 187 (本 共 p.268) で は 70 年 代 か ら 持ち 越 
きれ た コー トス リー プ と 呼ば れる ゆる め の 袖 も 見 られ る が 、1880 年 代 を 通し て ほとん ど 
全て の 袖 は ぴっ た り と 腕 に 治っ た も の で ある 。 描 は と で も 高い 位置 に 取り 付け られ 、 アー 
ム ホ ー ル は 後ろ に ある 肩 先 より も 少し 内 側 に 入っ て 攻 断 し て ある 。 も っ と も 活動 着 と し て 
の ドレ ス の 袖 に は 、 い くら か の ゆとり は あっ た よう で ある が 流行 は し な か っ た 。 そし て 手 
首 の 骨 よ りゃ 短く 裁断 され て いた 。 し か し 、 87 年 以降 、 時 に 膨らみ の ある 、 ゆっ た り と し 
た 高い 位置 の 袖 が 現れ た 。 袖 の て っ ぺん の キャ ッ プ ス と ジョ ケイ も み ら れる よう に な る 。 
し か し 、 写真 資料 で は この よう な 袖 は あま り 見 る こと が 出来 ず 、 ゆとり の な い 細 い 袖 が ほ 
と ん ど で あ る 。 

1880 年 代 初期 の 裕 や 袖口 に は 八 飾 が 見 られ る が 、 だ ん だ ん と 補 の 装飾 は 簡 夫 に な っ て 
いっ た よう だ 。 写真 186 (本 書 , p. 267) は 初期 の ドレ ス で ある が 、 こ れ に は 肘 より 下 全体 
だ 飾り が つけ られ 、 カフ ス は ナイ フ プ リー ツ で 、 机 口 に は 白い レー ス の フリ ル で 艇 ら 
れ て いる 。 ナ イフ プリ ー ツ の 袖口 は 写真 187 (本 書 , p. 268) に も 見 られ る 。 ま た 、 写 真 
189 (本 番 , p.269) で は 様々 な 袖口 を 見 る こと が 出来 る 。 一 番 右 の 女性 の よう に 袖 日 か ら 
和正 い リ ネン カフ ス が の ぞい て いる 袖 は 、 他 の 写真 で も 多く 見 られ る 型 で ある 。 右 か ら 2 番 
目 の 袖 口 に も 、 細 か い ナ イフ プリ ー ツ の 装飾 が ある 。 こ の 上 うに 80 年 代 初期 の 袖口 に は 
装飾 が 多く 見 られ る が 、 中 期 以降 の 袖 に プリ ー ツ や レー ス と いう 装飾 は ほとん ど 見 られ な 
い 。 全体 的 に 見 て みる と 、 装飾 的 な 袖口 は ほとん ど プ リー ツ に よっ て 装飾 され て いて 、 レ 
ー ス で の 装飾 も 写真 上 で 見 られ る が 、 数 は と て も 少な い 。 


一 か ヨー ロッ パ を 見 て みる と 、 1880 年 代 を 通し て アメ リカ と 同様 に 腕 に ぴっ た り と 合 
っ た 袖 が ほとん ど で あ る 。 装飾 は 、 初期 か ら 中 期 に か け て は 様々 な デザ イン が 凝ら され て 
いる が 、 後 期 に な る に つれ て すっ きり と し た 袖 に な っ て いく 。 Flatc14 の 袖口 に は レー ス の 
装飾 が 尋 さ れ で いる 。 こ れ は アメ リカ で も 同じ 流れ を た どっ て いる 。 し か し 、 ア メリ カ で 
多く 見 られ た プリ ー ツ は 、 ヨー ロッ パ の 机 に は ほとん ど 見 られ ず 、 華やか な 装飾 は 全て レ 
ー ス や フリ ル に よる も の で ある 。 レ ー ス は 高価 な も の で あっ た た め 、 アメ リカ の 女性 は お 
そら く 、 ヨ ー ロ ッ パ 女性 の よう に た くさ ん の レー ス を 用 いる こと が 出来 な か っ た と 考え ら 
れる 。 それ で も 流行 を 追う 女性 は 、 レ ー ス の か わり に プリ ー ツ で 袖口 を 飾っ て お し ゃ れ を 
楽し し で いた の で は な い だ ろ うか 。 
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6) 栓 

1880 年 代 の ドレ ス の 拾 の 特徴 を 写真 の 服装 に 拠っ て まとめ させ て いた だ く 。 

1580 年 代 の 補 の 特徴 は 商い 立ち 格 で ある 。 写真 186 (本 書 jp267) の よう に 、 高 い 符 
か ら 自 い フ リル が の ぞい て いる 和 写真 や 、 写 真 197 (本 書 ,p268) の よう に 白い リネ ン 
カラ ー が 挿入 され て いる 写真 が 多く 登場 する 。 

80 年 代 初期 で は 小さ い プ リー ツ の 立ち 容 も 見 られ る (写真 187、 本 書 .p.268) ) 。 ま た 
窒 元 の 装飾 に も 注目 し て みる と 、 多い の は 自 い ス カー フ を リボ ン に し て 飾っ た も の や 、 ネ 
ッ ク リ ボン を 付け て いる も の が ある ( 飼 真 193, 本 書 , p.27!) 。 他 に は 、 カ メオ の ブロ ー 
チ (写真 213 本 書 . p277) や 金 の 時 計 の チェ ー ン (写真 210. 本 災 .p276) な どの アク セ 
サリ ー で の 装飾 も 写真 で 見 る こと が 出来 る 。 ヨー ロッ パ の 鶴 に 注目 し て みる と 、80 年 代 半 
ば まで は 、 フ リル や レー スズ の 装飾 的 な 捨 が 目立つ 。 高 い 替 が 音 の まわ り を 華やか に し て い 
る が 、80 年 代 半 ば 以降 で は すっ きり と し た 立ち 宙 が ほとん ど で ある . それ ら で は フリ ル な 
どの ロマ ン テ ィ ッ ク な も の は 見 られ な い 。 そし て 、 バッ スル 衣裳 の 頃 の 華 字 か な 補 も ほ と 
ん ど が 高い 持 で ある 。 す っ きり し た 立ち 符 に は 自 い リ ネン カラ ー の 挿入 も 見 られ る 。 

フラ ンス の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト が 上 流 階 級 で ある と いう こと も あり 、 バッ スル 衣 膨 
の 頃 な ど は アメ リカ に 比べ て 、 よ り 送 閉 で ある こと が わか る 。 し か し 、 その よう な ョ ヨー ロ 
ッ パ の ファ ッ シ ョ ン を 出来 る だ け 取 り 入 れ よ うと し た こと は 明 ら か で ある 。 栓 に 関し て 、 
立ち 符 で ある と ころ は 全く 同じ で 、 立 ち 鶴 か ら 白 い フ リル や リネ ンカ ラー を 見 せる 手法 は 
ヨー ロッ パ で も 一 般 的 で あっ た こと も うか が える 。 コ ヨーロッパ の ファ ッ シ ョ ン は 、 雑誌 な 
ど を 通じ て か な り は や く 情 報 が 伝わっ て いた と 思わ れる 。Plate 14 に は レー ス の 立ち 携 が 
見 られ る 。 


6) 福 

1880 年 代 の ドレ ス の 裾 の 特徴 を 写真 の 眼 装 に 拠っ て まとめ させ て いた だ く 。 

写真 189 (本 書 p.269) の 裾 を 見 て みる 。 一 番 右 の 女性 の 礼 は 二 段 の ボッ クス プリ ー 
ツ 、 有 か ら 二 番目 の アン ダー・ ス カー ト の 撮 に は ナイ フ プ リー ツ が ある 。 (写真 
202, 本 革 .p.2890) だ が 、 ど の 女性 の 裾 も ひだ で 飾ら れ て いる の が 見 られ る 。 写 真 
189 (本 書 , p.269) で は 、 オ ー バ ー ス カー ト に 黒い リボ ン と 細か い プ リー ツ が 見 られ 、 
テン ダー・ ス カー ト に も 黒 の ベル ペッ ト の タプ が は さま れ た プリ ー ツ が ある 。 この よう 
る スカ ー ト の 写真 は 、 概 ま で 写っ で い る 写真 28 枚 中 、11 枚 で あ 
は すたれ つつ あり 、 シ ャ ー リ ング や ギャ ザー の 入っ た ひだ 飾り と 
ツ が それ に 取っ て 代わ っ て いる 。」 と 1882 年 の Pelersons に 書か れ て い 
て 、 禄 に は 細か い 技 巧 的 な 装飾 が 
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な され て いた こと が 分 か る 。 し か し 、 握 も 袖 と 同様 に 、 そ の よう な 装飾 は 80 年 代 後半 に 
な る に つれ 見 られ な く な っ て いく 。 頑 は 、 床 か ら 3 セン チ の 寺 が 80 年 代 初期 の マナ ー で 
あっ た 。 


ここ で 、 ョ ヨー ロッ パ の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト を 見 て みる と 、 初 期 の スカ ー ト の 福 に は 
小さ い プ リー ツ が 何 肥 に も な っ て いる も の や 、 レ ー ス で 豪華 に 飾っ て ある も の が ある 

(Ple14) 。 し か し 、 中期 か ら 後期 に か け て 裾 は シン ブル な も の に な っ て いき 、 現 代 衣 肛 
へ の 移り 変わ り が うか が える 。 


(⑭ 思 着 
1880 年 代 の ドレ ス の 胴着 の 特徴 を 写真 の 服装 に 拠っ て まとめ させ て いた だ く 。 
オー パー ドレ ス で ある "Gasaue" は 、80 年 人 初め の 2 年 ほど の 独特 の スタ イル で ある 。 
8 年 の 7ggoresf's に 、「 コ ー ト バス ク は 、 パ スク スタ イル の 先頭 に 立っ て いる が 、 キ ュ 
イラ ス は 深い カサ ッ ク と 同様 に よく 着 ら れ 、 それ は ヒッ プ の 上 を 滑ら か に 描か れ 、 正面 を 
シャ ー リ ング で 仕上 げ て 、 背 中 側 へ ひだ が 取ら れ 、 お そら く 洗 いや すい 材料 で 作ら れ た 物 。 
第 2 の 身支度 と し て 最も 人 気 が あ る 。」 と 書か れ て いる (写真 186. 本 書 . p.267) 。 カ 
サッ ク は 他 に 写真 202 (本 書 p.289) の 中 央 左 の 女性 で 見 られ る 。 
写真 で 多く 見 られ る の は 多く の ボタ ン が 一 列 に 留め られ て いる 胴着 で ある 。 写真 202 を 
見 て みる と 、 だ 2 人 の 胴着 に が っ し り と ポタ ン が 並ん で いる こと が よく 分 か る 。 そし て 胴 
着 は 、 全 て と て も ぴっ た り と し た も の で あっ た 。 
ヨー ロッ パ の 肌着 は 、 そ れ ま で の ドレ ス に 比べ か な り 現 代 的 で 、80 年 代 を 通し て か な り 
の 変化 が あっ た こと が うか が える 。 


⑮ ラッ プ 
1880 年 代 の ラッ プ の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ きせ て いた だ く 。 
(ean Sempp. 376- 381) 。 

1870 年 代 終 わり に 、 ス カー ト が 細く な っ た 時 、 よ り 細 い 上 着 が 流行 し た 。 こ れ は 8U 年 
代 初め の 特色 を 成 し て いる 。 細い 肩 と スカ ー ト は 全体 で 円 柱 形 に な っ た 。 上 着 と マン ト は 
多く の 場合 アプル で 、 一 般 的 な 鶴 の 形 は 高く て まっ すぐ で あり 、 一 番 上 で ボタ ン を と め て . 
着用 され た 。 コ ー ト スタ イル は 80 年 代 を 通し て 壮 っ た が 、80 年 代 な か ば まで 背中 は 深い 
パッ スル の 上 に 落ち る た め 、 そ れ に 合わ せ て 必要 な デザ イン が 淫 ら され た 。 
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87 年 、Thc Dclincaior が 「 長 い コー ト と 短い フー ドジ ャ ケッ ト は 、 新 し く 非常 に 重い ウ 
ー ル 製 で エレ ガン ト で ある 。」 と 報告 し た 。 フ ァ ー は 80 年 代 、 外 仁 に 使わ れ た 。「 こ の 
冬 ファ ー は ハー フ 丈 の コー ト に た くさ ん 使わ れ た 。 外出 用 ス は 、 ファ ー で 仕上 げ ら 
れ た フラ \、 よ り 金 持ち の 人 に 好ま れ た 。」 (/ezerso7"* 1882) と 書か れ て いる 。 
アザ ラ シ の 毛皮 の ジャ ケッ ト と 短い マン ト は 、1876 年 か ら 使わ れ 、 長 い 胸 当 て 肌着 と ボロ 
ネー ズ の 導入 に よっ て 好ま れ た 。 70 年 代 の 上 着 は 、 時 に ダブ ル で 、 開い た 折り 拾 と 高 
いま っ すぐ の 挫 の 普段 着 と し て 全て 80 年 代 に 残っ た 。 

ショ ー ル は 実用 的 な も の と イヴ ニン グ 用 ショ ー ル が あり 、 役 立つ も の で あっ た 。 ま た 、 
スタ イル に は 驚く よう な 多様 性 が あっ た 。 カー ル し た フリ ンジ 付き フラ ンス 製 カ シミ ア で 、 
青 ヤ ピン ク 、 グ レイ 、 商 拉 色 、 Oxblood、 ク リー ム 色 、 色 な ど が 流行 し た 。 他 に 、 ベル シ 
ャ の 両面 仕立 て の も の や イン ド 製 に 見 立て た ショ ー ル も あっ た 。 

写真 202 の 前 中 央 に 座っ て いる 少女 の 着 て いる も の は 、 写 真 で は めった に 見 る こと の な 
い 「 ル ダン ゴー ト 」 と 呼ば れる 、 両 前 の 長い 婦人 用 コー ト で ある 。 こ れ は ヨー ロッ パ で も 
お し ゃ れ な コー ト で あっ た が 高価 な も の で あり 、 この 写真 で 見 られ る も の は ル ダ ン ゴー ト 
に 見 せ か け て 仕立 て られ た も の で ある よう だ , 肩 と アーム ホー ル の 前 の 縫い 目 に 取り 付け 
た オー バー ドレ ス で 、 お そら く 背 中 や 同様 に 仕立 て られ た も の で ある 。 また 他 に キャ ラコ 
と ギン ガム が 飾っ て お り 、 こ れ ら か ら 嗜 い 生 地 に 明る い プ リン ト 横 様 (水玉 や 花 柄 ) が 流 
行 し て いた こと が うか が える 。 


(《) 髪型 ・ か ぶり も の 

1880 年 代 の 愛 型 ・ か ぶり も の 特徴 に つい て 、 セ モ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て し 
だ く Ooan Sevem. pp. 385-387) 。 

最も 一 般 的 な の は ボン ネッ ト 型 で ある 。 それ は 、 極端 に 細く 垂直 な ひも 付き 、 ま た は 経 
の 付い て いな いも の で 、 巨 大 な プリ ム は な く 中 央 前 だ け の 高い 位置 に 装飾 が 付い て いる も 
の で ある 。 こ の スタ イル は 80 年 代 を 通じ て 広まり 、 後 半 に な る に つれ 高 さ は 強調 され る 
よう に な っ た 。 他 の 一 般 的 な タイ プ に は 様々 な プリ ム が 付い て いて 、 多数 の サイ ズ や 形 
が 見 
られ る 。 サイ ズ は toprhat 型 か ら porkpie と 小型 の 山 此 ま で ある 。 そ れ ら の 写真 で は 
フェ ルト 製 が 多く 見 られ る 。 装飾 は 頭 全 体 を 囲ん だ 羽 飾り や リボ ポン 、 レ ー ス の 組合 せ か 、 
単に 中 央 前 か 片側 だ け に ある リボ ン パ ブフ や 羽 飾り で 情 成 さ も て いる 。 花 飾り は これ ら の 装 
飾 ほど は 流行 し て いな い 。1887 年 に は 、 極 端 に 高い フェ ルト 帆 が 人 気 に な っ た 。 

素材 で 人 気 が あ っ た も の は 、 プ ラッ シュ で あり 、 無 地 の プ : ュ 、 緒 模 議 の プラ ッ シ 
ュ 、 そ し て ヒョウ 柄 、 ト ラ 柄 と 呼ば れ た まだ ら 模 様 の プラ ッシュ な ど が あっ た 。 高 級 な 色 
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の 組み 合わ せ と し て 青 銀色 や 金 と ガー ネッ ト 色 と くじ ゃ く の 青 、 青銅 と 金 な ど が あり 、 こ 
れ ら は 目立っ て いた 。 そし て それ ら は 、 た くさ ん の 色合い の 羽 や 金 の レー ス 、 た っ ぷり の | 
リボ ン で 装飾 され た 。 

迫 型 は 写真 202 (本 書 、p.289) か ら 判断 し て 、 小 さく カー ル し た 切り 下げ 前 繧 で 、 後 ろ 
で シ ニ ョ ン を 作っ た り し て ふん わり と まとめ て いる スタ イル が 多く 見 られ る 。 

ヨー ロッ パ で は 、 初 期 の 頃 は 高 さ の な い 帽 子 で 、 羽根 飾り の た くさ ん 付い た スタ イル が 
よく 見 られ 、 中 期 か ら だ ん だ ん 高 さ が 増し て いき 85 年 か ら 88 年 ころ は と て も 高い 帽子 が 
流行 し た よう で ある 。 

髪型 も アメ リカ の 特徴 と 同様 で 、 前 髪 は と て も 小さ く カ ー ル し て いる 。 そし て ウェ ー ブ 
の ある 慣 を 様々 な スタ イル で まとめ て いる 。 


(⑦) 装 秋 物 

1880 年 代 の 装飾 物 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く Ooam 
seven, pp。 385-387) 。 
① アク セ サ リ ー 

80 年 代 の アク セ サ リ ー の スタ イル は 新 趣向 に 向かっ て いた 。 例え ば 、 ラ ベル の ピン 
様々 な お も し ろ い テー マ が あっ た 。 刊 の 上 に いる ネズ ミ や 橋 を 通り 抜け る ブタ 、 スラ 
ケッ ト に ボー ル と いう よう な 具合 で わる 。 アク セ サ リ ー は 、 イヤ リン グ や ハン カチ ナー フ の 
ピン 、 そし て 外出 用 の スリ ー プ ボタ ン が 主 で わっ た 。 ピ ン は 、 銀製 の 奇抜 な デザ イン の も 
の や 、 金 属 製 の も の が 多く 見 られ た 。 

85 年 、Dakota 共和 制 の ファ ッ シ ョ ンコ ラム に は 驚く ほど 多 位 な ビン や チャ ー ム ペン ダ 
ント を 報じ で いる 。 銀 の チュ ー ブ の 油絵 の 締 小 層 や 、 小さき な エナ メル の オペ ラグ ラス 、 酸 
化 さ れ た 銀 で 穴 を あけ られ た も の 、 銀 の 大 げ さ な 棒 、 ロ ー プ で 蝶 旋 に し た コイ ル 、 金 の 持 
ち 手 の 絵筆 や 、 赤 や 白 の エナ メル の プラ シ 、 金 の コロ イル を 持っ て いる ダイ ヤ モ ンド の 目 を 
持つ 金 の トカ ゲ な ど で ある 。 

写真 克 料 で は イヤ リン グ や 指輪 が よく 見 られ る 。 また 桁 の 項目 で 玉 べ た よう に 、 カメ オ 
の ブロ ー チ ( 生 真 213) や 時 計 の チェ ー ン ( 生 真 210) で 首 の 辺り を 飾っ て いる も の も 見 
られ る 。 

@ 扇子 

ヨー ロッ パ で も 扇子 (Plte 15) は た い へ ん 人 気 が あ り 、 フ ァ ッ ショ ン ・ プ レー ト で た び 
た び 人 場 する 。 東洋 の 装 矯 品 が 、 西洋 の ドレ ス と 合わ せ て 持た れ た こと は た い ヘ ん 興味 深 
いこ と で ある 。 西洋 の 女性 に と っ て 、 神 秘 的 な 夜 囲 気 が 魅力 的 に 感じ られ た の で あろ う 。 


285 


日 符 

レー ス の 日 太 は 、 スペ 
イン 製 の も の や 
Chanly の レー ス の ひ 
だ で 般 わ れ て いて 、 色 つ 
き の サ テン の 上 に スペ 
イン の レー ス で 完全 に 


真 が 多い た めか 、 写 真 上 
で の 日 傘 は 少な い が 、 一 
般 的 に 日 卒 は 流行 し て 
いた 。 また 、 ヨー ロッ パ 


の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー 
ト で は 、 日 奏 は た ぴた び 
見 る こと が 出来 る . バッ 
スル ・ ス タイ ル な ど で 華 


Plte1S GodgrsZer Book Aumust1R80 や か な ファ ッ シ ョ ン が 
典 多 Accmwible Aclines 流行 し て いる と き 、 日 旬 

も フリ ル な どの 装飾 が 

多く 、80 年代 後半 に 近 づ 


くに つれ 、 す っ きり し た ファ ッ シ ョ ン が 流行 する と 日 傘 も シン ブル な も の に な っ た よう だ 。 
この 日 傘 は 日 本 の も の の よう で 、 扇 子 と と も に 東洋 的 な も の が 西洋 の 女性 の 興味 を ひい て 
いた こと が よく わか る 。 


(8) 履き 物 

1880 年 代 の 居 物 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く Oomm 
Sewen p.387) 。 

80 年 代 多 く の ス タイ ル の 靴 が 作ら れ た が 、 写 真 で は 肖 歩 着 と 合わ せ て 、 足 長 ブー ツ が 最 
も よく 見 られ た 。 か か と は 、 通 例 低く て 広い 。 そ し て 時 に 平ら で 、 し か し 小さ ぐ 1 な いし 
1.5 イ ンチ の カー プ ブ し た ヒー ル も か れ た 。 ブ ー ツ の つま 先 は 基本 的 に 印 形 で 、 先 は 角 天 
つて いる が 角 は 丸み を 帯び て いた 。French Kid Boos は 、 郊 の な いも の は 4 ドル か ら 8 ド 
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ル 50 セ ント 、 間 の ある も の は 9 ドル 50 セ ント で 前 伝 さ れ た 。Cumacao Kidbools は 、 ヒ ー 
ル が な く 1 ドル 50 セン ト で 広告 され た 。 

ドレ ッ シ ー な ドレ ス の た め の 靴 は 、 高 いか か と で 70 年 代 後半 に は 申 に いく つか の スト 
ラッ プ が 付け られ て いた 。 バン プス も お し ゃ れ で 、 大 き な 人 り 締め 金 と 靴 の 舌 上 度 が つい た 
スト ラッ プシ ュー ズ は フォ ー マ ル ドレ ス に 影響 を 与え た 。 

靴下 に も 様々 な 色 が あっ た よう だ 。 青 妹 、 イ ン デ ィ ア ン レ ッ ド 、 オ リー プ 色 、 薄 紫色 、 
ペー ルビ ンク 、 ガ ーネット 、 真 珠 色 、 青 、 茶 な ど 明 瞭 な 色 で ある 。 


⑲ 下着 

1880 年 代 の 下着 の 特 復 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 中 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介 き せ て いた だ く (an 
Seven。 pp. 32-384) 。 

1880 年 代 の 最新 ファ ッ シ ョ ン に お ける 体 の 修正 は 極端 で やあ っ た 。80 年 代 初期 、 縦 長 の 
ライ ン か ら 、 曲 線 美 を 列 調 する ライ ン へ と 変化 が あっ た 。 

コル セッ ト 、 ク リノ リン ケー ジ と ペチ コー ト は この よう な 変化 に 対応 で き な け れ ば な ら 
な か っ た 。 

ペチ コー ト は 、 80 年 代 半ば ふく ら み を 増し 、 より 重 柚 な も の と な っ た 。 それ ら は 福 と き 
ちん と 並ん で 背中 に 垂れ 下がる ひだ 飾り な ど が つい て いて 、 引 き 裾 の ドレ ス と 着用 され た 。 
くす ん だ 茶色 の キャ ンプ リッ ク か 色付き プラ ン ネ ル は 日 常 着 に 、 色 付き シル ク は イブ 
グ ド レ ス に 合わ され た が 、 ほとん ど は まだ 白 の 綿 だ っ た 。 ペチ コー ト は 、 バッ スル を 柳 っ 
て その 構造 を 隠し て ライ ン を 滑ら か に する た め に 着用 され た 。 

全て の 女性 が バッ スル を 着用 し た わけ で は な い 。 バッ スル は 、 上 等 の ドレ ス の た め に 着 
用 され 、 む し ろ 極 端 過 ぎ な い 型 の パッ スル が 好ま れ た よう で ある 。 

写真 上 で 、 コ ルセット 着用 が は っ きり と わか る も の は 31 枚 中 10 枚 で ある 。 
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第 4 章 庶民 男性 の 服装 


1880 年 代 の 男性 服 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた 
Sevenupp. 387-388) 。 

1880 年 まで に ゆる い サ ッ ク コ ー ト の すべ て の な ご り は 流行 か ら 消え た 。 男 性 の スタ イ 
ル も 女性 と 同様 に 、 細く びっ た り と し た スタ イル が 好ま れる よう に な り 、 年 を 取っ た 男性 
の た め の サ ッ ク コ ー ト スタ イル で も 、 長 く 裁断 され た が 細い ライ ン で あっ た 。 ラベ ル は と 
て も 小さ く 、 コー ト は の どの 高い 位置 で 締め られ る よう に 作ら れ . ネクタイ を する の が や 
っ と で あっ た ト は 多様 な 種類 が 作ら れ て いて 、 高価 な 裏地 付き の 長い モー ニン グ コ 
ー ト や フロ ト を 買う 事 も 出来 た が , 写真 上 で 見 られ る の は 唯一 サッ ク で ある こ 
か ら 、 サ ッ ク は 一 般 的 に 日 常 着 と し て 着 られ て いた と 考え られ る , 色 は 黒 が 多く 見 られ る 。 

写真 上 で 見 られ る シャ ツ は お も に 自 で あり 、 人 気 が あ っ た の は 立ち 拾 な どの 堅苦しい 手 
で ある 。 そし て 、 その 首 の 周り に ネクタイ が 巻き つけ られ て いた よう で 、 そ れ を 策 う 失 は 
な か っ た 。 ネ クタ イ は 柔らか な 大 きか 結び目 で 結ば れ 、 多 く の 場合 、 と て も 明る い 色 の シ 
ルク で あっ た が 、 棲 様 付き の も の も あっ た 。 黒 の ネクタイ も 同様 に 人 気 が あり 、 端 で 蝶 結 
びに 結ば れ た 。 

ズボン は , 80 年 代 ま で の ズポン の 中 で 最も 細い も の と な り 、 折 り 目 は な く か か と は いく 
ぶん 長め で 、 前 の 長い 分 は 足 の 甲 の 上 で 折れ 曲がっ て いた 。 そし て 黒 の ズボン が 一 般 的 で 
ある が 、 写 真 上 で 時 折 、 緒 模様 の ズボン も 見 られ る 。 

日常 生 と し て ブー ツ に 人 気 が あ り 、 黒 の 皮 製 が 常 で あっ た 。 写真 上 で 見 られ る これ ら の 
つま 先 は 、 峠 が あり 角 が 丸み を 措 び た 四角 で 幅広 の か か と で あっ た 。 浅い クラ ウン の フェ 


だ く (Joan 
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欧 VT 孝 1980 年 代 和 』 章 庶民 狐 性 の 服装 


写真 202 1885 年 
cewMcPwDicM4eewm、 p.418 


ルト 貞山 右 両 全 の 委 が 特に 上 向き に カー 
ぶ 3 で 見 られ る ツ ソフト な フェ ルト 幅 
クリ ー ス [クラ ウン の 頂上 部 の 白 り 上 5 


けら れ て いる 。 日 中 
の は 、 く で 
の 水兵 帽 が 写っ て お り 、 カ ジュ アル な 服 の 写真 


人 気 が あ っ 


表 


1880 年 代 の 典型 的 な 男性 の スタ イル は 、 写 


写真 202 (1885 年 ) は 、7MeewiAc bc Aoewg (p418) の 所 茂 品 で ある 
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セ ヴ ラ 女史 は 、 背 景 情報 と 男性 の 服装 
を 次 の よう に 解説 し て いる 。 女性 の 服装 
に つい て は 、 同 じ タ イプ の 服 装 で 写っ て 
いる 写真 を すでに 紹介 済み で ある の で 定 
略 さ せ て いた 


ダリ ー ン ・ ベ イ 商 校 を 1896 年 に 巣 
立つ 10 人 の 卒 業 生 が 、 教 師 と と も に 
ポー ズ を 取っ て いる 。 女子 学生 の 仙人 
が と て も 高い 農村 地帯 に 胃 ま れ た 
の 小さ な 町 で は 、 男 子 生徒 の 多く は 家 
業 を 手伝う た め に 中 途 退 学 し た の だ 
ろう 。 3 人 の 少年 は 、 揃 っ て 18S0 
年 代 に よく あっ た 和 鍛 屈 な サッ クジ ャ 
ケッ ト を 着 て いる 。 生 地 は それ ぞ れ 色 
の 僅 う ウー ル で 、 一 番 上 の ポタ ン だ け 


写真 217 ” ガラス 板 写真 


1888-90 年 を 掛け 、 下 に は ジャ ケッ ト と 同じ 生地 
提 敵 : eoewr Ye cui の ベス ト を 、 ボ タン を 留め て 着 て いる 。 
PP 彼ら の シャ ツ カ ラ ー は 小さ く て 前 が 


閉じ て お り 、 ネ クタ イ は 日 立 

男性 教師 は 着 古 し て 傷ん だ フロ 

コー ト を 着 て 黒 の ウー ル の ズボン を 
は き 、1880 年 代 に 秩 成 ある 人 々 が 好 ん だ タイ プ の 明 を は や し て いる (omn Sevem 
p. 448 より 引用 ) 。 


次 に 麻 民 の 男性 の 写真 を 紹介 させ て いた だ く 。 
ガラ ス 板 写真 の 写真 217 (1888-90 年 ) は 、7e4ieurWavAMevco (76778) の 所 蔵 
品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 被 写 体 の 育 景 情報 を 次 の よう に 述べ て いる 。 


写真 家 J』・C・ ペ ー ジ (0.C.Bugc) は 1880 年 代 の 最後 の 2 年 間 、W・A・ ギル モア 
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第 YI 才 1990 年代 第 + 章 庶民 男性 の 服装 


(W.A.Gilmore) の スタ ジオ が ニュ ー メ キシ コ 州 デミ ング (Deming) に 開い た 支店 を 
切り 盛り し て いた 。 こ の 苦い 紳士 の 写真 は 、 その 時 其 に バー ジ が 撮影 し た も の で ある 
(JoanSeverk p. 441 より 引用 ) 。 


被写体 の 服装 に つい て 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

彼 の 服 は すべ て 、 当時 の アメ リカ の どこ で で も 見 られ た 安い 上 既 製品 で ある 。 チェ ッ 
ク の サッ カー 生地 の 徐 屈 そう な サッ クジ ャ ケッ ト と 同じ 生地 の ペスト は 、 お そら く 当 
時 最も 一 般 的 だ っ た 茶色 と 商 褐 色 の 組み 合わ せ だ ろう 。 スト ライ ブ の ズボン は コー デ 
イネ ー ト を 考え る こと な く 選ば れ 、 簡素 な 百 い 立ち 社 を 付け た 白い シャ ツ に 、 黒い シ 
ルク 製 の 細い キタ タイ を 締め て いる 。 ウ ォ ー ラ ス (セイ ウチ 此 ) と サイ ド で 分 けた 短 
髪 は 、1880 年 代 未 の 特徴 で ある (Joan Seven。 p. 441 より 引用 ) 。 
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第 5 章 子ども 服 


1880 年 代 の 子ども 服 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 

(Ooan Sewem。 pp 388-390) 。 

小さ な 男の子 の スタ イル は 、 し ば し ば ドレ スス カー ト や キル ト の セー ラー スー ツ や タ 
ー タ ン の 格子 柄 キ ルト の 下 に 短い ズボン を は いて いた 。5 歳 くら いか ら の 女の子 の 衣服 
は いく ら か 入念 に 作ら れ 、 ド レス (ワン ピー ス ) に は 最低 で も 祝 勤 館 り や ひだ が 付け ら 
れ 、 レ ー ス が トリ ミン グ さ れ て いた 。 男 女 と も に , 大 き な 白 い 替 付き で あっ た 。 失 は し 
ば し ぼ レ ー ス 製 で あっ た が 、 多 く の 場合 は サリ ネン で 、 そ れ と 合わ せ で 柔らか い シ ルク の 

(少年 の 場合 、 た いで てい 黒 の ) ネクタイ を つけ た 。 6, 7 才 の 少女 に な っ て くる と 、 確 
実に 婦人 服 の 流行 が 反映 し て いた 。 ポ ロ ネ ー ズ スタ イル の 流行 時 に は 、 長 い プリ ン セ ス 
ライ ン が 快 道 で 、 こ れ は 80 年 代 の 典型 的 な スタ イル で あっ た 。 極 場 な ペッ スル が 流行 し 
た 時 、 本 質 的 に は バッ スル の 構造 で は な い が 、 若 い 女 性 の パフ や パニ エ の よう に 膨 ら ま 
せ ド レー プ さ れ た 。 ス カー ト が 狭く な り , バッ スル が 垂れ 下がっ た 時 、 少 女 の スカ ー ト 
は 同様 に な っ た 。 暗 く 落ち 着い た 色 と 、 シ ルク と ベル ベッ ト の 光沢 の ある 衣服 の 写真 が 
見 られ る 。80 年 代 後半 の ベス ト や ウエ スト コー ト 、 高 いひ も 待 の よう な 一 時 的 流行 は 
実に 映し 出さ れ た 。 

12 くら いま で の 少女 の スカ ー ト は 膝 大 で ほ あ る が 短く 着用 され た 。14、15 才 く らい 
の 少女 の スカ ー ト は 、 大 人 の 女性 た ちの スカ ー ト 天 に 達し た 。 ま た 、 少 女 た ち は 長く て 
ぴっ た り し た コー ト の 流行 を 飼っ て いた 。 
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写真 192 スタ ジオ ・ ポ ー ト レート 
1883 征 頃 
提供 : elewe Avefg Paip、p_400 


女の子 の 服装 に つい 次 の よう 


年 か さ の ふた り の 少女 は 、 濃 色 (お 


れ た と て も 良い ドレ ス を 着 て お り 、 
ドレ ス は 地元 


立て た 


400 より 引用 ) 。 


男の子 の 服 


アン ッ ン 


な し て いる 。 彼 の ジャ ケッ ト の ラベ ル [ 下 符 


ニア は ウー ル か ウー ル 混 紡 の 軽い サッ クス ー ツ を こざ っ ぱり と 着 
は と て も 幅 が 括 く 、 胸 ポケ ッ ト の あき 


第 VM 部 1850 年 代 第 5 章 子ども 服 


スタ ジオ ・ ポ ボート レー ト の 名 
(1883 年 頃 ) (p.400) は 、 7beCkewer 
Ker/y の 所 蔵 品 で ある 


セ ヴ ラ 女史 は 被写体 の 背景 情報 と 服 
に WW 哉 し て いる 。 


ウィ スコ ン シ ン 州 の 農業 地帯 に 
位置 する ボス コペル (Boscobe) 
近郊 で 比較 的 豊か な 農場 を 経営 し 
て いた アン ソン ・ ク ッ ク (Anson 
Cook) の 4 人 の 子 が 、 町 に お 出 か 
けし て 撮っ て も ら っ た の が この 写 
真 で ある 。 立 っ て いる の は アン ソ 


ン ・ ジ (AmsonJr) 、 
て いる の は 左 か ら 順 に エフ ィ ー 
(Eic) 、 リ リー (Liy) 、 イ ー 


ディ ス (Edi) で ある Ooam 
sevemp. 400 よ り 引用 ) 。 


らく ワイ ン レ ッ ド ) の シル クタ フタ で 作ら 
上 着 は チェ 
可能 性 も 十分 考え られ る も の の 、 
く 償 た 品質 の ドレ ス を 店 で 買っ た り 通 信販 売 


クス タイ ル で ある 。 こ の 


入手 し た り で きた (Joan Seve jp 
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日 に は 対 順 色 の 布 で バイ ン デ ィング [ 緑 を ぐる むこ と ] が ほど こさ れ て いる 。 栓 な し 
の ベス ト は 成人 男性 が 着 ろ カジュアル な ベス ト と 似 た 形 で 、 下 の 方 に ジャ ケッ ト の ポ 
ケッ ト と 同じ タイ プ の ポケ ッ ト が つい て いる (Joan Scvcra p. 400 より 引用 ) 。 


入手 方 法 に つい て の 貴重 な 情報 が 記載 され て いる 。 


衣服 の 裁断 、 デ ザイ ン 、 入 手 方 法 、 髪型 に つい て 、 よ り 詳 し い 情 報 に 興味 の お あり の 読 
者 の 方 は 、 オ リ ジ ナ ル の 著作 を 参照 され た い 。 
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第 6 章 まとめ 


1880 年 代 は 、 女性 の ファ ッ シ ョ ン に お いて 、 と て も 重要 な 意味 を 持っ て いる 。 衣服 の 大 
量 生 産 が 可能 と な り 、 デ パート や メー ルオ ー ダ ー シ ス テム の 発達 に より 、 衣服 の 民主 化 が 
急激 に 進ん だ 。 高価 で な い 衣服 が 既製 服 で 入手 可能 に な り 、 また パタ ー ン シス テム の 発達 
か ら 家 許 裁 紀 で ある 程度 の 流行 を 取り 入れ る こと が 可能 と な っ た 。 また ライ フス タイ ル の 
変化 か ら 徐々 に シン プル な 表 服 と 移行 し て いく 様子 が うか が える 。 

し か し 、 そ の 容 化 は ゆっ くり と し た も の で あり 、 ア メリ カ 女 性 に と っ て ヨー ロッ パ の ハ 
イフ ァ ッ ショ ン は 憶 れ で あっ た こと は 事実 で ある 。 つま り 、 すぐ に 拘 東 性 の 高い ハイ ファ 
ッ シ ョ ン が な く な っ た と いう わけ で は な く 、 こ の 時 代 こ れ ら の 衣服 を 共に 見 る こと が 出来 
る の で あめ る 。 1830 年 代 の 女性 ファ ッ シ ョ ン の 特徴 は 、 バ ッ ス ズル 衣 装 の 登場 で わり 、 ま た 
1890 年 代 に 広まっ た 現代 衣裳 へ 近づく 衣服 を か いま みる こと は 大 変 尋 味 深い 。 


第 2$ 章 注 

洋書 
Jomn Severa の re cologrgper: の ringry4Hiericgcy rd fxo77or。 7840-7900 Thc Kent 
Siate Umivesity. Press (October、 1995) 
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第 部 1890 年代 


第 1 章 歴史 的 背景 


ョ ヨーロッパ の 各 帝 国 と 争い 、 独 自 の 民主 的 発展 を 遂げ て きた 
諾 国 と は 異な る 道 を 歩ん だ 。19 世紀 末 
の 拡張 主義 に は さま ざま な 原因 が あっ た 。 国際 的 に は 、 この 時 期 に 
狂 が 高まり 、 ヨ コー ロッパ 列 到 が アフ リカ で 植民 地 喜 争 を 繰り 広げ 、 ア ジア で は 日 
を 力 と 通商 を 求め て 争っ た 。 セ オド アテ ・ ル ー ズ ベル ト 、 ヘ ン リ ー・ カ 
ボッ ト ・ ロ ッ ジ 、 エ リフ ・ ル ー ト な どの 有力 者 は 、 米国 が その 国益 を 守る た め に 
経済 的 勢力 圏 を も けれ ば な ら な いと 考え 
『 年 、 日 本 で は 南北 戦争 の 時 f する 新しい 研究 書 が 出版 され て いる 。 そこ で 、 以下 
お いて 、 連 氏 の 著作 か ら 、 移 民 行政 、 鉄道 事業 、 石油 枯 抽 製鋼 先住民 配 、 
フロ ンティア の 到 写 に 関す る 黄 堂 氏 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ で いただく ( 條 笛 之 2019, 
pp 158-173 

アメ リカ は 「 移 民国 家 」 と し て 誕生 し た わけ で は な く 、 南 北 戦争 で 奴隷 解放 が 
達成 され る まで は 、 奴隷 労働 に 依存 し た 「 奴 隷 国家 」 で あっ た 。 移 民 受け 入れ の 
最 克 期 を 迎え た 20 世紀 転換 期 、 ク の エリ ス 島 連邦 移民 入国 管理 施設 
が 最多 の 移民 を 受け 入れ た 。 開設 され た 1892 年 か ら 閉鎖 され た 1954 年 まで 
期間 に 1200 万 人 の 移民 が ここ を 通っ て 入国 し 、 現 在 の 米国 民 の 約 4 割 が この 入 


は 、 ヨ ー ロ ッ パ の ライ バル 
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国 者 の 子孫 に あたる と され る 。 移 民 た ち は こ こ で 入念 な 医療 検査 、 法律 検査 ・ 尋 
問 を 受け 、 移 民 委 録 を 済ま せ た 者 が マン ハッ タン へ の 上 際 を 許可 され た , ヨー ロ 
ッ パ 移民 向け の 連邦 行政 は 、 総 じ て 、 ア メリ カ 社 会 に 大 き な 労 働 需 要 が あっ 


た た め に 、 産 業 市 民 と し て 有用 な 移民 労働 者 を 稚 迎 し 、 労 働 力 側 出 の た め の 巨 大 
な 包摂 メカ ニズム と し て 機能 し て いた 。 重要 だ っ た の は 、 誰 に 入国 を 許可 し 、 誰 
を 入国 禁止 する の か と いう 移民 行政 が 、 誰 に 市 民権 を 与え る の か と いう 連邦 下 


て いた と いう こと で ある 。 1890 年 の 鉄道 収入 は 1 億 ドル 、 較 邦 収入 の 
あっ た 。 大 時 横 断 鉄道 の 計 成 が 、 地 方 ご と の 時 間 、 教 会 の 鐘 で 刻ま れる 生活 妊 慣 
を 変え 、 鉄 道 時 刻 が 全米 で 統一 の 標準 時 と な っ て 、 全 米 は 四 つ の 標準 時 刻 帯 に 分 
けら れ た 。 

鉄道 以外 の 業種 で も 、「 金 び か 時 代 」 の アメ リカ に は 、 技 術 革 新 を お こし 新た 
な 産業 を 発展 させ る 大 企業 家 が 現れ た 。 ジ ョ ン ・D・ ロ ッ ク フ ェ ラ ー は 、 和 石油 精 
製 業 の 将来 性 に 目 を 付け 、1870 年 に スタ ンダ ー ド 石 渦 会 社 を 設立 。 競 争 相 手 の 
株 式 を 買い 取り 、 圧 倒 的 な 地位 を 香 て 、1898 年 まで に 国内 総 生産 量 の 84% の 原 
油 を 精 興 し 、 パ イプ ライ ン の ほとん ど を 支配 下 に お き 、 砂 油 王 と な っ た 。 

アン ドリ ュー・ カ ー ネ ギ ー は 、 ス コッ トラ ンド か ら の 移民 で あり 、 大 企業 家 で 
ある 。 彼 は スペ リオ ル 潮 岸 で 鉄鉱 石 の 鉱脈 が 発見 され た こと を 活か し 、 製 鋼 甘 を 
急 成長 させ 、 こ の 会 社 は 世界 一 の 高 収 益 の 会 社 と な っ た 。 

1890 年 と は 、 ウ ー ン デ ッ の 虐殺 に 象徴 され る よう 
の 完了 を 意味 し て いた の で ある 。 

西部 ・ 中 西部 の 人 口 は 、1860 年 の 約 972 万 人 か ら 、1890 年 に は 約 2544 万 人 
へ と 増加 し て お り 、 大 平原 お よび 西部 へ の 移住 ・ 入 格 は と て つも な い 数 で あっ た 。 
農 字数 も 1860 年 の 200 万 か ら 1910 年 に は 600 万 強 へ と 3 倍 に 増え た 。 こう し 
て 、 異 様 な まで の 移住 熱 と 投機 熱 に より 、 国 内 移住 が 進み 、1890 年 、 国 勢 調査 
局 は フロ ンティア ・ ラ イン の 消滅 を 宣言 し た 。 


先住 民 の 掃討 


第 1 章 注 
香 
余 事 著 「 南 北 職 争 の 時 代 』 ( 財 白 書 2019 年 ) 。 
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第 2 章 バッ スル 衣裳 の 終息 


1890 年 代 は 、1880 年 代 に 流行 し た バッ スル 衣 雲 か 現代 衣裳 に 近い も の へ と 変わ っ て 
いく 表 服 の 歴史 を 語る 上 で 重要 な 過渡 期 で ある 。 この 時 代 に 肝 製 服 に 対す る 需 要 が 一 般 化 
し 始め 、 女 性 の 衣服 に 大 き な 変化 を も た らし 、 衣 服 の 価値 観 も 変わ っ た 。 装飾 の 凝っ た : 
服 か ら よ り シ ンプ ブル か な 形 へ 移行 し て いく の で ある 。 ライ フス タイ ル の 変化 が 確実 
1 人 が た くさ ん の 服 と その 種類 を 持つ こと が 経済 面 か ら も 可能 に な っ た 。 ファ ッ シ ョ ン の 
発信 源 と し て パリ は いま だ 強い 影響 を 与え る も の で は あっ た が 、 腰 を 細く 締め る 傾向 は 、 
アメ リカ で は この 時 代 に お いて は あま り 見 られ な か っ た 。 実際 流行 の ファ ッ シ ョ ン と し て 、 
敵国 スタ イル は と り い れ ら れ た が 、 労 働 ス タイ ル は 別に 存在 し て いた 

本 部 で は 、 セ ヴ ラ 女史 の 著書 を も と に 、 当 時 の 写真 資料 を まじ . テ メ リ カ の 衣服 を 
項目 別に 具体 的 に 考察 し て いく 。 その な か で 、 女性 服 に お いて は 当時 の アメ リカ の ファ ッ 
ショ ン に 影響 を 及ぼ し て きた CoeysZz か oo を の ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト を 使い 、 ヨ 
ロッ パ の 衣服 と 比較 する 。 
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第 3 章 庶民 女性 の 服装 


1. TPO・ 職 種別 に みた 女性 服 


1890 年 代 の ドレ ス の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 。 
(0oan Sewem。 pp 455-458) 。 

1891 年 0 月 に 、7ke 7gg7es” oge ogrze7 で 紹介 され た ドレ ス は 前 面 が 極度 の ロン 
グ ウ エ スト で 、 音 か ら ウ エス ト の 先 ま で た くさ ん の ギャ ザー が よせ られ て いた 。 ウエ スト 
ライ ン の 正面 で 際 い ヒッ プ 政 の オー バー プラ ウス は 、 ウエ スト ライ ン で V 字 型 に ベル ト 締 
め さ れ て いた 。 肩 先 で 、 大変 高く ギャ ザー が よせ られ 、 シ ャ ー プ な パフ が 立ち 上 が っ た 腕 
が 細い 長袖 の つい た ドレ ス は 、 独 だ と 考え られ て いた 。 ボス トン の Jordan arsh は 、 1891 
年 に 発行 し た カタ ログ に 、 極 度 に 高く まっ すぐ な 捨 の つい た 肌着 と スー ツ の 形 を 掲載 し て 
いる 。 その 容 は 急速 に ドレ ス の 必需 品 と な っ て いっ た 。 新しい スー ツ の 袖 は 肩 の 高い 位置 
の 膨らみ か ら だ ん だ ん と し だ い に 細く な り 、 少 し 短め の 手首 丈 で あっ た 。 

1890 年 代 に お ける ウエ スト ライ ン は 、1890 年 の 前 身頃 の 長い スタ イル か ら 始 まり 、90 
年 代 半 ば に は 杜 更 検 の 近く に 膨らみ が つけ られ 、90 年 代 の 終わ り に は 、 ほ と ん ど 普 通 の ウ 


エス トラ イン に 落ち 着い た 。 1898 年 に 新しく 謝 部 を 低く し た シル エッ ト が i な り 、 ウ 
エス トラ イン は 下げ られ た 。 
1890 年 代 の 終わ り に は 、 表 服 は 簡素 に 作ら れ た が 、 高級 な シル クタ や ウー ル で 、 胴着 の 正 


面 に は 織物 や 模 接 の プリ ント され た 明る い シ ルク を 用 いて いた 。 

90 年 人 初期 に 好ま れ た 色合い は 、 明 度 の 高い 対称 色 を 用 いて 、 組 み 合 わせ る こと で あっ 
た 。 黒 と トル コブ ルー、 オー ルド ロー ズ と ダー クダ リー ン 、 ウ ッ ド プラ ウン と ダー タブ ル 
ー な どの 対称 色 で 、 ど ちら か に 濃い 色 を も っ て くる あっ た 。 1896 年 に お いて は 、 
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第 V 部 1890 年 代 第 3 音 庶民 女性 の 服装 


と 金 、 緑 と 茶 、 黒 と シル バー、 深 紅 と 育 で 、 素材 は ウー ル と ベル ベッ ト 、 シ ルク と ベル ペ 
ッ ト 、 な どの 組 万 合わ せ で 、 多 く の 人 は 良い 感触 を 考慮 し て いた 。 巨大 な 袖 が 流行 し た 時 
代 に 、 シ ルク に は 多く の 色 と タ イプ が 見 られ た が 、 東洋 風 の プリ ント は 人 気 が あ っ た 。 縁 
飾り は 、 サ テン や ベル ベッ ト の 無地 が 占 繁 に 使わ れ て いた 。 90 年 代 の ドレ ス の け だ 飾り は 
肌着 に 集中 し て いた 。 パフ や フリ ル や ギャ ザー、 タ ッ ク 、 プ リー ツ の 表面 装飾 に 、 通常 ペ 
ル ペ ッ ト か サテ ン の リポ ボン や レー ス が 付け 加え られ た 。 ペル ペッ ト か レー ス で 作ら れ た ヴ 
アロ ア (Valois) 失 は 人 気 で 、 ジ ェ ッ ト が ひだ 飾り と し て も ちい られ 、 パ セメント リー も 
装飾 に 使わ れ た (Joan Sevem, p.460) 。 

1890 年 代 の 女性 の リフ ォ ー ム ・ ド レス に 自転 車 が 大 き な 影 響 を 与え た 。 自転 車 の 流行 
と と も に 、 再び ブルー マー が 議論 され は じ め た 。 サイ クリ ング コス チュ ー ム と し て 一 部 の 
女性 に 受け 入れ られ た が 、 ス カー ト を は いた 上 流 の 女性 達 に は 受け 入れ られ た 隊 子 は な か 
つた 。 保 守 的 な 女性 達 の す サイ クリ ング コス チュ ー ム は 、 せ い ぜ い シル ク の 裏 付 き の Eon 

(Eion 校 の 制服 を と り い れ た ジャ ケッ ト ) 、 短 い リ ー フ ァ と 前 開き コー ト 、 も し く は 、 革 
ペル ト で し め た ブラ ウス と あわ せ て 、 プ リー ツ か た っ ぷり と ゆとり の ある スカ ー ト で あっ 
た 。1894 年 の Janesyille Weckly Gazete は 、「 普 通 の 町 で 服 を 着 て 自転 車 に 乗っ た 3 年 前 
の 女性 は シッ シ と いっ て 追い 払わ れ た り 、 や じ ら れ た り し た けれ ど 、 自転車 に 乗っ て ズ ボ 
ン を は いて いる 今日 の 女性 は 、 ほ と ん ども し く は 、 全く 批判 され な い 。」 と 書か れ て いる 

(Ooan Sever p. 467) (写真 248, 本 書 .p.312) 。 

裏 服 に つい て は 、 女性 の ファ ッ シ ョ ン に お いて 、 制限 が ゆる や か に な っ た こと は な か っ 
た よう だ 。 誠 服 の な か で 最も 正式 な 未亡人 の 胡 服 は 、 ク レー プ つ きか 、 また は つい て いな 
い 質 素 な Henrietta の 布 か 、 ボ ポン バジ ー ン か ら 成 っ て いる 。 真 の 未 記 人 の ベー ル は 、 スカ 
ー ト の 前 後 の 敵 に 達する べき だ と 考え られ 、3 ヶ月 間 全 身 を 本 い 隠す よう に 着用 され る 。 
羽 飾 り 、 黒 玉 、 レ ー ス や 装 館 品 と し て の リボ ン は 許さ れ な い 。 これら は すべ て 黒 の 場合 の 
みみ 許さ れ た 。 ク レー プ を 着 て いる と き 、 こ れ ら を も ちい る の は 、 非常 に 悪 趣味 で ある と い 
われ た よう だ 。 

以下 に お いて 、 女 性 が 写っ た 写真 を 11 枚 、 紹 介 ・ 考 上 し た うえ で 、 部 位 別 の 考察 に 
みた い 。 


ガラ テス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ の 写真 232 ( 1891 - 93 年 ) (p.485) は 、7je.Srevtoricg7 
seqe の iscors MP 所 /727 7739) の 所 蔵 中 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 写真 の 場面 と 撮影 時 期 に つい て 、 決 に よう に 書い て いる 。 
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この 写真 は 、 
撮影 時 期 は 、1895 年 で 、 ヴ ァ 
Studio) で 撮影 され 
エス ト と いい 、 と て も 、 


チャ ー ル ズ ・ ヴ ァ 


は 、 プ ラッ ク ・ リ パー・ フ ォ ー 
ルズ の 近く に キャ ンプ 旅行 に 
出 た 際 だ っ た 。 上 腕 の 袖 の 膨 
ら み が まだ わずか で 、 袖 が 腕 
に 浴 っ て いる こと と 、 身 頃 の 
左 有 非対称 な 打ち 合わ せ か ら 、 
この 写真 の 撮影 時 期 は 最も 早 
く て も 1891 年 で わる こと が わ 


写真 232 ガラ ス ・ プ レー ト ・ ネ カテ ィ ヴ 
1891-98 年 か る 。 
提供 : 7kc.Skc 77iweric/ Socicro/ 月 fscoresir 
人 W 所 27 773 の 、p.455 
た に 、 服装 は キ 
ゆく ドレ ス で ある 
く 角 説 され て いる 。 


ツァ ン ・ シ ャ イク 夫人 は 、 少な く と も ひと つの テン ト で 料理 と 後 廊 付け の 責任 者 を 
し て いた と 考え られ 、 女 性 が キャ ンプ で 着る の に ふさ わし いと みな され て いた ドレ ス 
らく カー キ 色 の コッ トン ツイ ル で 作ら れ て お り 、 ス カ 
幅 の 拓 い 


きやすい よう 十分 に . 
フラ ウン ス (founee) [ 可 縁 飾り ] が 付け 
た アウ トド ア 用 の 服 の 場合 、 普通 は 筒 丈 が 長め 
を 履い た (Ooam Severs、p. 485 より 引用 ) 。 


247 (1895 年 ) (p.503) は 、74e Pa/grzne.4fseer 22.233) の 所 蔵 上 


トル ー ド ・ バ ッ ク ナ ー (Germds Buckner) の 看護 学校 の 卒業 写真 で 、 
ア 州 リッ チ モ ン ォ ス ター・ ス タク ジオ (Foster 
と の こと で ある 。 今日 の 目 か ら 見 て 、 机 の 膨らみ と いい 、 細 い ウ 
ショ ナブ ル な 制服 で ある 。 


セ ヴ ヅラ 女史 は 、 こ う 解 説 し て いる 。 
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Pele godgsZe み ys ek 
Ami986 
内 鯖 : Acesible Archine 


写真 247 1895 年 
提供 7e Pewae Mewew 22 。 
pr503 


バッ ク ナ ー は と て も スリ ム な の で コル セッ ト は まっ た く 必 要 な い が 、 パ リッ と 机 
は コル セッ ト を つけ て いる 。 制服 は し っ か り し 


きか せ た ツ ー ビ ー ス の 制服 の 下 
自 い シ ャ ツ プ ラウ ス と 、 棚 の きい た スイ ス ・ ウ エス ト (Swiss waisl 


ち 失 の 付い た 
ト の ウェ スト 


タイ ル の スカ ー ト か ら な り 、 プ ラウ ス は タン ク を 取っ て ス か 
こう し た 制服 に も 流行 の 補 の スタ イル が 取り 入れ られ て いる こ 


れ て いる , 
袖 の 手入れ に は 簡素 な 補 よ り ず っ と 多く の 時 間 が か か る と いう 事実 

に 興味 深い きち ん と し た ナー スキ ャ ッ プ を か ぶっ て いる OOoan Scvcr p 
より 引用 ) 


Plae16 CodeySZy'Soot に この 制服 と 
(プラ ウス ) で 、 


の イラ スト は 、 ウ ェ イ スト 


リー ツ が 入っ て いる 
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写真 236 (1896 年 基 ) (⑪D315) は 
2 Ogg の 所 蔵 品 で ある 。 


これ は 、 セ ヴ ラ 女 史 の 著作 に 掲載 さ 
れ た 写真 の な か で も 、 と り わ け 目 を 見 
張っ て 、 見 入る こと を 余儀 な くさ れる 
写真 で ある 。 何 は と も あれ 、 セ ヴ ラ 女 
更 の 解説 の 必要 な 個所 を 紹介 させ て い 
た だ く 。 


カリ フォ ルニア の ネリ ー・ リ ー 
ド ・ メ イ ヨ ン (Ncllic Recd Mayon) 
が 、 限 罪 まで 大 きく 膨らん だ 袖 の 
付い た 1896 年 の 最新 流行 スタ イ 
ル の ツイ ー ド の 新品 スー ツ で 写真 
に 収まっ て いる . この 巨大 な 袖 は 、 

王座 286 1696 身 基 の 戸 幅 を 極 玲 に 狭く し た 

提供 : ceAwd4ccwwp 515 ろ に 大 きく て か さ 高い プリ ー ツ を 
取っ て 付け られ て お り 、 理 で し っ 

か り と 支え られ て 、 広 く 横 に 広 が 

る 見 た 目 を 太 出 し て いる の 頃 に は 多く の 仕立 屋 は 、 重い 抽 を うま く 支 える た 
め に 身頃 の ショ ル ダ ー ラ イン を 広く し て いた 。 …… ネ リー の スー ツ ス カー ト の 正面 の 
生地 は 』4 字形 に 裁断 され て お り 、 布 日 に 対し て 斜め に 玉 断 され た 増 に 、 布 日 に 沿っ て 
まっ すぐ 栽 っ た サイ ド ゴ ア が 縫い 付け られ て いる 。 この スタ イル で あれ ば 、 背中 側 は 
お そら く ガ セッ ト [三角 補 ] が 入れ られ 、 後ろ 中 央 に ボク スプ リー ツ を 取っ て 膨らみ 
と 広がり を 出し て いる は ず で ある 。 この 種 の スカ ー ト は 一 般 に 裏 付 き で 、 裾 か ら 12 一 
14 イン チ [30~ て 35 セン チ ] くら い の 部 分 は し っ か り ハ リ を 持た せ 、 梶 の 緑 に は 、 神 
の ライ ン を 保ち つつ 擦り 滅 り を 防ぐ た め に 、 へ ヘム セー バー (hem ver) の プレ ー ド 

( 靖 め の 毛 で プラ ン 状 に な っ た スタ イル で ある こと が 多い ) が 挿入 され て いた Ooan 
Severa p. 515 より 引用 ) 。 


まる で 、 美 空 ひ ば り の よう な 一 世 を 風 卒 し た 歌手 の 舞台 衣装 と み ま が う モ セン セー ショ ナ 
ル な 衣 彼 で ある 。 
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写真 261 1897 年 
提供 ce77kwwrie/ odkgy/ ion 
2 37 492 。 p 520 


写真 236 1891 年 6 月 30 昌 
提供: 7 が een 7Ygmcto Pc 
rw OO 、p.489 


写真 261 (1897 年 ) ( p_520) は 、 7he SMfe fixeoricg/ Sociepr 7 75cons が 7 PA37 
<3803) の 所 族 品 で ある 


この 写真 の 撮影 者 、 撮 影 場所 、 撮影 年 代 に つい て 、 セ ヴ ラ 女史 は 、 詳 し く 書 いて いる 。 


ウィ スコ ン シ ン 州 マデ ィ ッ ン (Madison) 地区 の 芸術 家 ア ニ ヴ グ テ 
ルド ハウ アー (Annie Sicyers Schidhaur) は 1820 年 代 に 写真 と いう 趣味 に の め り こ 
み 、 自 分 の 家族 や 友人 や その 家族 な ど を 題材 と し た 芸術 的 な 写真 を 多数 撮影 し た 。 
1897 年 の 夏 に 彼女 が F・D・ ア イア リー (FLD.Eycrky) 一 家 を 撮っ た この 写真 は 、 ウ 
エス ト ・ ジ ョ ン ツ ン 通り に あっ た アイ アリ ー の 家 の 前 府 が 舞台 で ある 。 ( 夫 急 の 後ろ 
自転 車 の 前 輪 と ハン ドル が 見 えて いる こと に も 注目 され た い 。) (Joan Sevew p. 
520 より 引用 ) 


服 状 と 朋 型 、 女の子 の 服装 は 、 次 の よう に 描写 され で いる 。 母 も 娘 も 流行 の 膨らん 
っ て いる の は 、 大 変 、 尋 深い 。 
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抽 の スタ イル は 1897 年 と いう 撮影 年 に ぴっ た り 合っ て お り 、 上 腕 の 途中 まで が ク 
イト で 、 そ の 上 が ボー ル の 形 の パフ に な っ て いる 。 …… 

女の子 の ドレ ス は 長袖 で 少女 向け の パー サ 持 が 付い て いる が 、 高 い 位置 の ヨー ク に 
た っ ぷり ギャ ザー を 奇 せ た 前 身頃 が 取り 付け られ 、 ス カー ト の 裾 近く に は タッ ク と レ 
ー ス に よる 飾り が あし ら わ れ て いる 。…… 

アイ アリ ー 氏 は スタ ンダ ー ド な 黒 の サッ クス ー ツ と 白い シャ ツ を 着 て 、 夏 用 の 白い 
蝶 ネ クタ イ を 縮 め て いる Ooan Sewem.p.520 より 引用 ) 。 


写真 296 1891 年 6 月 30H (p.489) は 、San77ocacp Pe が Mc om 人 C/ の 所 蔵 
品 で ある 。 


場面 と 服装 は 、 決 の よう に 描 写 さ れ て いる 。 


サン フラ ン シ ス コ に 住む ミュ スドー ファ ー (Meussdoris9 と いう 韻 字 の 少女 の 、14 
歳 の 誕生 日 の 記念 写真 。 

ファ ッ シ ョ ナブル な 濃 色 の シル ク の ドレ ス の 補 と 和裕 は 、1891 年 の 最新 スタ イル で 
ある 。 髪 は 大 人 び た ポ ン パ ドッ ー ル ・ ス タイ ル に 結い 、 幅 子 は 司 毛 と 麦 療 編ん だ 少 
女らしい も の を か ぷっ て いる 。 …… ド レス は 、 見 た と ころ 透け る ほど 敬い シル ク 製 の 
よう で 、 ス トラ イブ の 織り 柄 が 入っ て お り 、 黒 だ と し て も お か し く な いく らい 非常 に 
濃い 色 で ある 。 普通 この 種 の ドレ ス で は あま り 見 られ な い 、 黒っぽい レー ス 製 で 緑 が 
ギザ ギザ に な っ た 捨 が 付い て いて 、 こ の 組み 合わ せ は どこ か 実 服 を 思わ せる 。 ビ ショ 
ッ プ ・ ス リー プ (bkhopsieeve) の 非常 に し ゃ れ た 脱 ら なみ 、 ロ ゼット [バラ 飾り ] が あ 
し ら わ れ た 身頃 、 そ し て シル ク の フラ ウン ス が 、 ド レス の 質 の 高 さ を 物 語っ て いる 。 
つま 先 が 適度 に 穴 っ た シン プル な 黒 の ブー ツ が 足 当 の あたり まで 見 えて いる Ooan 
Sever, p 489 より 引用 ) 。 


写真 269 1893-1901 年 (⑪.530) は 、7je igfe が dicg7Socfenyo7 Zsco777 977 37 
30) の 所 蔵 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 撮影 者 、 撮 影 年 代 、 場面 に つい て 、 こ 2 説明 し て いる 。 


写真 案 ハ ー マ ン ・C・ ペ ン キ ー (HemannC.Bcnkc) が 、 ウ ィ ス コン シン 州 
ォ ク (Manitowoc) の 婦人 帽子 店 の 前 で 、 店 主 と 科 業 員 を 撮影 し た 写真 で ある 。 
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撮影 年 代 の 推定 の 際 に 『 最 
も 早い と すれ ば この 年 』 と い 
う 時 期 を 示し て くれ る の は 
つね に 最も 新しい 流行 の ア 
イ テ ム で ある が 、 この 写真 
場合 は 一 番 ド レッ シー な 衣 
客 の 袖 の 小さ な ボー ル の よ | 
うな 膨らみ が それ に あたる 。 
彼女 の し ゃ れ た 外出 着 
高い 役 が 付い て いて 長袖 
ル の よう な 膨 ら 


写真 269 1898-1901 年 
提供 ・ 7 Sge serice/ oz fm 
WZ7 /B4G77 39) ,p.530 
ドレ ス に 適し て 
た スタ イル で 、 滑ら か な フレ 


テー の スカ ー ト は 地面 に 届く 
左端 に いる 中 年 の 女性 従業 負 は 、 テ ィ ー エ プロ ン を し て 羽根 の は た き を 缶 
前 身頃 は サー プリ ス (sumlicc bodicc) ・ ス タイ ル [前 打ち 合わ せ が 斜 め | 
タイ ル ] で 、 打ち 合わ せ の 縁 は 県 い シ ルク の ルー シュ で 飾ら れ 、 間 か ら 腹 
着 た 自 い 眼 と 黒い リポ 見 えて いる 。 袖 は と 
り と し た 長袖 の 肩 の 部 分 に 、 思 い シ ルク で 縁 を 飾っ た スリ ー プ キャ ッ プ が 2 枚 重 ね て 
あし ら わ れ て で いる 。 彼女 の 隣 で 肩 を 組ん で いる ふた り の 女性 は 、 年 が 基 
ト と シャ ツ プ ラウ ス と いう 日 常 着 的 な 服装 を し て お り 、 ス カー ト の 頑 は 短め で ある 。 
きれ い に 磨 か れ た ウォ ー キ ング ブー ツ は 科 丈 が 高く 、 適 度 な 高 さ の ヒー ル が 付い 
て いる 。 髪 は ふた り と も 後方 に 引い て お り 、 その まま 長く 垂らす か 三 つ 編み か の ど ち ) 
ら か に し て 、 お そら く 音 の 後ろ で リボ ポン を 巻い て 結ん で いる だ ろう 。 
入り 日 の 右 に いる 若い 女性 は 黒い ドレ ヒス 姿 で 、 補 は 上 腕 部 の 上 方 に ふた つ 膨 ら み 
が 付い て いる 。 首 に は リポ ボン を 巻い て 蝶結び に し 、 フ レア ー 状 に 広げ て いる 。 彼女 の 
スカ ー ト も 短め で 、 戦 の 履き の 高 さま で ある 。 彼女 の 陸 の 、 ビ ショ ッ プ ・ ス リー プ 
の シャ ツブ ラウス を 着 た 若い 娘 は 、 高 い 持 の まわ り に 白い 水玉 を 骸 ら し た 渡 色 の ネッ 
クリ ボン を 巻い て いる 。 ど ちら の 女性 も 朋 に 分 け 日 を つけ 、 こめ か み の 脇 の 愛 は ウェ 
ー プ きせ 、 部 は わり あい 平ら に 整え て いる (Joan Sever、p.330 より 引用 ) 。 


る 
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室 真 276 1900 年 天 
提供 : 7kc eu 7 Mc pn.539 


写真 228 1890-91 年 


提供 : 74cCewsie /7vorcg/ Sciey 
HG76) 。p.479 


この 写真 の 服装 は 、 近代 か ら 現 代 へ の 移行 期 の 服装 で 、 ス カー ト と シャ ツ プ ラウ と いう 
スカ ー ト の 丈 は 短め で ある こと に 注目 し た い 。 


で あり 、 


日常 着 的 な スタ イム 


写真 276 (1900 年 頃 ) (⑪.539) は 、 AerofAaw Merieo の 所 蔵 品 で ある 


代 、 場面 、 お よび 服装 に つい て 、 こ う 説明 し て いる 。 


セ ヅ ラ 女 史 は 、 撮影 者 、 撮影 


ガス に あっ た 自宅 の 前 家 
彼女 た ちの 服装 は 1890 年 代 を 通じ 
が 、1890 年 代 未 の 服 で ある 


3 人 の 女性 メキ シュ の ラテ 
ー ニ ン の カメ ラ に 向かっ て ポー ズ を 取っ て いる 」 
て よく 見 られ た 最も 典型 的 な 服装 で 、 ご く 小 さ な 特徴 だ 
こと を 教え て くれ る 。…… 左 の 女性 の プラ ウス の ケー プレ ッ ト は 大 き 
を し て いる の に 対し 、 右 の 女性 の プラ ウス の 肩 の 装飾 は 、3 層 構造 


レッ ト 


(epaultes) の 形 
の バー サ 鶴 の 続き の よう に 見 える 。 ……19 世紀 末 の 女性 の ブラ ウス や ドレ ス の 袖 に 
タイ ル が あり 、 肩 か 手首 ま で が 大 きく 膨らん ョ ッ プ ・ ス リー 
小さ な 壮 脚 補 、 さ ら に は 一 番 上 が 


うり ビショ ッ プ ・ ス リー 
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ボー ル の よう に 膨らん で その 下 は タイ ト な 長袖 まで 多種 多様 だ っ た が 、 ど ん な 袖 に も 
この ケー プレ ッ ト の よう な 肩 の 飾り が 付け られ る 傾向 が あっ た . の 膨らみ は 
ウエ スト ライ ン の 下 に 少し 垂れ 下がっ て お り 、20 世紀 の 最初 の 数 年 に 流行 っ た 有名 
な モノ ・ ボ ザム (mono-bosom) スタ イル の 始ま り を 示し て いる 。 … 当 時 の 女性 の シ 
ャ ツブ ラウ ス と ドレ ス の 多く に は 、 写真 の 一 番 年 上 の 女性 の 服 に 見 られ る よう な 、 高 
さき が あ っ て ぴっ た り し た 捨 が 付い て いた 。 だ が 、 若い 方 の ふた り の 女性 の 服 に は 、 適 
座 に アレ ンジ し た リン グ 状 の 容 が 付い て いる (Joan Severa,p. 539 より 引用 ) 。 


プラ ウス に スカ ー ト と 言う 組み 合わ せ の 現代 的 な 感覚 の 二 部 式 衣装 で ある 。 


写真 228 (1890 - 9| 年 ) (⑪.479) は 、Ceorgzg 太 sor7cg7 Score ⑳- 婦 76) の 所 蔵 
品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 写真 の 撮影 者 、 披 写 体 (奉公 人 ) の 服装 に つい て 、 次 の よう に 解説 
し て いる 。 随 時 、 省 略し な が ら 、 必 要 な 個所 を 引用 させ て いた だ く 。 


ジョ ゼ フ ィ ン ・ ピ ー ズ リー (Josephine Beasley) が エレ ガン ト な 流行 の ドレ ス を 
着 て 写っ て いる 全身 ポー トレ ー ト 。 撮影 し た の は ジョ ー ジ ア 州 サバ ン ナ の 写真 家 」・ 
W・ ウ ィ ル ソン 0 W Wilon) で ある 。 国勢 調 査 の 記録 に よる ろ と 、 ジ ョ ゼ フ ィ ン ・ ビ 
ー ズ リー は サバ ン ナ で 働く 奉公 人 で 、 彼 女 の 夫 の エイ プラ ム (Abram) は 父親 の 後 を 
継い で 執事 を 務め て いた 。 こ の 写真 は 、 用 使い や 労働 者 や 中 産 階級 の 下層 の 家族 も ち 
ゃ ん と し た 身なり が どう いう も の か を 知っ て お り 、 和 経済 的 に 豊か で は な く と も より 厩 
装 を し よう と 努力 し て いた と いう 説 を 裏付け て いる 。 補 付 け 位置 は まだ 肩 の 先 
で 、 袖 の 一 番 上 の 膨らみ は お ろか 、 腕 を 動か し や すく する ゆとり が まっ た く な い 、1891 
年 で あれ ば 、 袖 の 上 の 膨らみ が 見 られ る は ず で ある 。 あま りお 金 に 余裕 の な い 女性 は 
と っ て お き の ド レス を 1 年 か 2 年 は 着 た も の だ が 、 全 身 の 写真 を 撮る 時 に は 一 番 新 し 
い ド レス を 身 に つけ た と 考え られ る 。 

写真 の ツー ピー ス ドレ ス は 厚手 で 測 い 色 の シル ク で 作ら れ て お り 、 ス カー ト フ ロン 

ト に は 、 両 脇 の オ ー バ パー スカ ー ト の 間 に 下 まで ステ ッ チ が 聞 さ れ た プリ ー ツ の タプ リ 
エエ (mblied の よう な アン ダー・ ス カー ト が 見 えて いる 。 …… シ ルク ニッ ト の ミッ ト 
(mit) と 、 カ ー プ し た 骨 の 柄 が つい た 黒い シル クタ の 大 き な パ ラッ ソル (parmsol) が 、 
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この 装い の 下 向 を 完璧 に 仁 
ト 上 げ て いる 。 ピー ズリ ー 示 


人 の 左 は 中 央 で シン プル 
分 けら れ 、 前 肝 は 1890 年 代 
の 典 て 


短く カッ ト し て いな い omn 


Sevem.p. 479 より 引 用 ) 


上 記 の 解説 に お ける 「 こ 


の 写真 は 、 吾 使い や 


写真 242 1893・96 年 や 中 産 階 毅 の 下 


提 典 : keCwecdiwr serieerSociepr 652) 。 pr498 ちゃ ん と し た 身なり が と 


いう も の か を 知っ て お り 、 
経済 的 に 豊か で は な く と も 
よい 服装 を し よう と 努力 し 
て いた と いう 説 を 裏付け て いる 。」 Ooan Seven. p。 479) と いう セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 は 重 


要 で ある 。 


写真 242 (1893- 96 年 ) (p.496) は 、Comeccw7 Koricf Socdey 82) の 所 蔵 品 で 
ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 工場 で 


く 征 業 員 の 女性 た ちの 服装 を 、 次 の よう に 解説 し て いる 」 


キネ チ カッ 


] ハ ー ト フォ ー ド 
は な や か さ の か けら も な い 作業 場 で の 単調 な 仕事 に 

等 の プラ ウス を 着 て いろ 。 袖 カ バー 
は 1 日 か せい ぜ い 


を 


チャ ピル ・ 


ン (Chepi1 Plane) 工場 の 写真 

も か か わら ず 、 條 女 た ち 人 従 業 員 は 
、 これ ら の プラ ウス 
、 税 を 
も 彼 災 た ち が め 
る [女性 らし 


| け な け れ ば な 
ま ッ シ ョ ナブ ル な プラ ウス 
く 見 られ た い 、 き ちん と し と いう 願望 の あら われ 

見 た 目 を 重視 する 姿勢 は 、 こ の 若い 女性 た ちの - 


く と も ひと り が 、 明 ら か に コル セッ ト を し て いる と 


(Joan Scvera。 p. 496 より 引用 ) 
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確か 


プラ ウス と スカ ー 
環 代 的 な 二 部 式 表装 
で は ある が 、 コル セッ ト も 付 
け て いる 女性 も み ら れ 、 決 し 
て で 、 機能 的 な 作業 着 と は いえ 
な い 。 


写真 262(1897 年 ) (p.522) 
芝 205.1897 は 、 の cor org Cooey 
提供 0vdogh ogog Ceomgrp.522 の 所 蔵 品 で ある 。 


セツ ラ 女史 は 、 こ の 写真 の 撮影 時 期 、 搬 影 の 場面 、 お よび 披 写 体 の 服 
よう に 解説 し て いる 。 多 少 、 省 申 し な が ら 、 必 要 科 所 を 引用 させ て いた 


っ いて 、 次 の 


この スタ ジオ 写真 は 、 マ クレ ラン 博士 が サウ ス ・ カ ロラ イナ 州 チ ャ ー ル スト ン に 
創設 し た 看護 学校 の 1897 年 の 卒業 生 の 記念 写真 で ある 。 流行 の 袖 が 付い た 制服 に 棚 を 
きか せ て 身 を 包ん だ 彼女 た ち は いか に も 誇 ら し [ それ に は ちゃ ん と し た 理由 が 
ある 。 当時 は 黒人 が 看護 教育 を 受け られ る 機会 は 少な か っ 
一 般 数 育 を 受け て 基礎 学力 を 持っ て いな けれ ば な ら な か っ た の 
メリ カ 人 の 看護 婦 の 凌 成 は 、 1890 年 代 に 黒人 患者 の 治療 に 携わる 看護 婦 を 確保 する た 


め に 始め られ た 。 こ の 頃 に は 、 病 気 治療 や 出産 の た め に 病院 に 行く だ け の 金銭 的 余裕 
を 持つ 黒人 が 増え て いた の だ が 、 多 く の 医 療 施設 は 黒人 患者 を 受け 入れ よう と し な か 


つた 。 ティ ンダ ル (Timndall) に よれ ば 、 この 若 い 女 性 た ち に 産科 の 看護 教育 を 行っ た の 
は 、 フィラ デル フィ ア の 女子 医科 大 学 (Women'sMedicalCollcc) の 卒業 生 で 長老 派 孝 
会 の 県 人 更 職 者 の 麦 だ っ た L・ ヒ ュー ズ ・ プ ラウ ン (L. Hughes Bown) だ と いう 。… 
左端 は も ちろ ん マク レラ ン 博 士 で ある 。……- 才 ! 少し が 
り は じ め た 1890 年 代 未 の 傾向 お め あら われ て お り 、 ジ ャ ケッ ト フ ロン ト は アー ム ホー ル 
と フィ ッ ト し 、 上 の 方 は や 
けら れ た 幅広 の ショ ル 
ダー フラ ウン ス が アク セン ト を 付け て いる 。 いい 制服 は 同じ で は な くそ れ ぞ れ 少 
し ずつ 違い 、 1890 年 代 後半 に あり 得 た 袖 の スタ イル が いろ いろ 揃っ て いる 。 彼女 た ち 
が 好 ん だ スタ イル は 、 補 の 下部 は タイ ト で 、 上 は 極端 に 高く 丸い パフ に な っ た も 


は 、 ウ エス ト フ ロン ト 


3 


Per7 wowra の 2 
写真 266 1895 年 


提 代 : Me 4 Samer 4 内 近 Ahle Arrhive 


の の よう で ある 。 (Jom Sevem。p. 523 より 引用 ) 。 


黒人 の 看護 師 姜 成 と 黒人 思 者 の 医療 施設 の 受け 入れ に 関す る 重要 な 歴史 的 文書 で あ 


る 。 


写真 218 (1895 年 ) (p.509 は 、 dowg spy Cerer (209) の 所 蔵 


セ ヴ ラ 女史 に よる と 「 こ れ は 、1895 年 8 月 25 日 の 『 ア トラ ンタ ・ コ ンス ティ チュ 
関す る 記事 て 使わ れ た 】 
、 解 説 を 全文 、 引 用 させ 


ョ ン (ag Comsdiigio) 』 筑 に 載 
と いう 。 服 状 史 上 、 と で も 貴重 な 場面 で ある 。 そこ 


刊行 物 と 並ん で 、 こ の 新聞 も 、90 年 代 半 ば に は 女 
な 開心 を 寄せ て いた 。 この 若い アト ラン タ の 


32 


葛 導 1890 年 代 第 3 章 庶民 女性 の 服装 


女性 は まだ 天 の 長い スカ ー ト を は いて いる が 、 長い スカ ー ト は この あと 間もなく 、 ア 
メリ カ の 女性 た ち が 『 自 転 車 用 の 服 』 と 呼ん だ も の に 取っ て 代わ られ る こと に な る 。 
自販 車 用 の 服 は 、 贅 が 少し 短め で 広がり の 大 きい スカ ー ト の 下 に ズボン を 央 し て は く 
の が 主流 だ っ た が 、 丈 の 短い スカ ー ト の 下 に 大 きく 聴 れ た プル ー マ ー を は いた 脚 を 見 
せる と いう 、 悪評 を か こっ た スタ イル も し ば し ば 見 られ た 。 写真 の 羊 用 柚 の ウー ル の 
ドレ ス は 、1893 一 95 年 の 外出 用 ドレ ス と な ん ら 違 わな い 。 身頃 の 月 幅 は この 頃 に は 極 
端 に 狭い カッ ト で は な く な っ て 少し 広がり 、 補 は 損 取 り し て いく ら か し っ か り し た ハ 
すり を 出し て ある 。 世紀 末 を 迎え る いく ら か 前 に は 、 サイ クリ ング 用 に デザ イン さ 
れ た コル セッ ト が 売り 出さ れ た 。 それ ら の 新しい コル セッ ト は 股関節 の 部 分 が 高く 裁 
断 さ れ て お り 、 ま た 、 腕 の 皮膚 が 擦り むけ な いよ うに 、 り 骨 が 腕 の だ い 京 下 で カッ 
ト さ れ て いた (Joan Sevem p. 505 より 引用 ) 。 


Plate 17 に は 、 次 の よう な 解説 が つけ られ て いる 。 


この スタ イル の スカ ー ト は 、 機械 の ペダ ル を 吹き 飛ば し た り 、 王 渉 し た りす る こと 
は な く 、 キ ャ ッ チ し て 人 危険 な 落下 を 引き 起こ す 危 険 も あり ませ ん 。 

最新 の 自転 車 スー ツ の 1 つ は 、 魔 簿 を 防ぐ た め に 、 スカ ー ト の 裏 全 に 革 の 裏地 が 付 
いて いま す 。 その よう な スカ ー ト の た め の 優れ た 表面 仕上 げ は 強い 革 で す 。 テレ セ 
ント イン グリ ッシュ キ デ ル は 、 分割 さ れ た スカ ー ト の 形 を し た 茶色 の ツイ ー ド で 、 足 
の 周り に 3 イン チ 幅 の 茶色 の 革 の パン ド で 仕上 げ ら れ て いま す 。 ポケ ッ ト フ ラッ プ 、 
reyere、 袖 口 、 ベ ルト も オフ レザ ー で し た (Accessble Ahives) 。 


ヨー ロッ パ で も アメ リカ で も 、 時 期 を 同じ くし て 、 自 転 車 用 衣服 が 登場 し て いる 。 
アメ リカ の 写真 の 女性 は 、 ス カー ト の 下 に 、 プ ルー マー を は いて いる 。 Plte 16 の 女性 
は 、 デパ バイ デッド ・ ス カー ト を は いて いる 。 


2. 部 位 別に みた 女性 服 


(⑪ 補 

1890 年 代 の ドレ ス の 補 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 
(Ooan Sever。 pp. 458-59) 。 

1890 年 代 の 写真 の 撮影 時 期 を 推定 する うえ で ウエ スト に まさ る 最上 の 手 掛 か 
り は 、 袖 の 形 と その 変化 で ある 。 一 時 期 は 羊 脚 宙 が た いそ う 好 まれ 、 時 に は 唯一 
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の 選択 肢 と まで 言わ れ た が 、 実 際 に は そん な こと は な か っ た 。 ま ず 、1890 年 に 
は 上 腔 部 の 袖 は 細い まま で 、 膨 ら み は 肩 の 高い 位置 に 継 に 作ら れ た 。 写真 を 見 る 
と 、 フ ァ ッ ショ ン 術 誌 で この 袖 が 紹介 され て 問 も な く か ら 1891 年 を 通じ て 、 殖 
密 の で きる コッ トン の ドレ ス や プラ ウス に まで この 新しい 形 の 袖 が 付け られ で 
いる 。 1893 年 に な る と 、 上 腕 の 袖 は 非常 に 大 きく 膨らん で 垂れ 下がり 、 肘 の あ 
た り で 絞っ て 、 そ の 先 は 細い と いう スタ イル に な っ た この スタ イル は 1830 年 
代 の 流行 りり リバ イベ ル だ と 称 され た が 、 肩 幅 は 1830 年 代 よ り も 狭かっ た 。 膨 ら 
ん で 垂れ 下がっ た 袖 は 1893 年 か ら 1894 年 の 途中 まで 生き 延び た が 、1895 年 に 
入る 頃 に は 、 宙 は も っ と ずっ と し っ か り し た へ ハリ が あっ て 広がり の 大 きい 形 
な っ た 。 その た め に 、 プ リー ツ を 取っ た 袖 を アー ム ホ ー ル に 付け る 前 に 、 古 い ク 
リノ リン (crino1ine) また は 「 フ ィ ブ ル ・ シ ャ モワ (fibre chamois) [セー ム 
攻 と も いう 。 鹿 や 羊 な ど 繊維 の 細い 小動物 の 床 革 を 油 な めし に より スエ ー ド 調 
に 仕上 げた 革 ] 」 と いう 革 の よう な 素材 で 上 及 の 袖 に 裏打ち を し た 。 

1896 年 以降 は 、 さ ま ざ ま な スタ イル の 小ぶり な 膨らみ を 肩 か ら 上 腕 に 配置 す 
る 袖 が 見 られ 、 そ れ と と も に プレ テル (bretelles) の いろ いろ な ヴァ リエ ー シ 
ョ ン を は じ め と し て 肩幅 を 広く 見 せる 装飾 が 身頃 に 付け られ る よう に な っ た 。 
1897 年 に な る と 、 一 部 の スー ツ と ドレ ス に 、 上 部 が 少し だ け 膨らん で いて 他 は 
ほとん ど ま っ すぐ な 袖 が 見 られ た 。 

1898 年 頃 に 最も 人 気 が あ っ た の は 、 長 く 組 い 補 の 選 先 の 部 分 に 小さ く て 丸い 
ポー ル 状 の 膨らみ が ある スタ イル だ っ た 。 ビシ ョ ッ プ ・ ス リー プ の ボリ ュー ム は 
1890 年 代 前 半 に だ ん だ ん 大 きく な り 、1896 年 頃 に は 、 肩 と 袖 日 の 両方 っ し 
り と ギャ ザー が 入っ て いた 。 夏 服 と し て 好ま れ た 色 は 自 か 渡 如 だ っ た が 、 フ ァ ッ 
ショ ン 記 事 で は 、 赤 また は 自 の ビ ケ も 非常 に 「 枠 な 」 色 と みな され た 。 大 き な 袖 
が 流行 し た 時 代 に ドレ ス に 用 いら れ た シル ク に は さま ざま な タイ プ と 色 が 見 ら 
れ た が 、 紙 儲 で と り と め の な い モ チー フ や 、 多 色 使 い の ワ ー プ ・ プ リン ト ( 弥 
捧 束 ) (warp print) で 嗜 の よう に か すん だ 検 様 を 出し た 非常 に 軽い 織物 や 、 透 
ける 布地 に 模 様 を 散ら し た も の な ど が 好ま れる 傾向 が わっ た 。 シル ク で ドレ ス 
を 作り 、 肘 の 少 し 下 ま で の 頑 の パフ スリ ー プ を 付け る 場合 に は 、 袖 日 を レー ス あ 
る い は 対 剛 的 な 素材 の 垂れ 下がる フリ ル で 飾る こと が 流行 し た 。 


(②⑫) スカ ー ト 
1890 年 代 の スカ ー ト の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 。 
Ooan Sevem. pp 46462) 。 
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1890 年 代 初め に 主流 だ っ た の は 、 チ ュー リッ プ を 逆さ に し た よう な ペル 型 で 、 
了 に 沿っ て な め ら か な 曲線 を 描い た 後に その 下 で 劇 的 に フレ アー と な っ て 、 宰 
が と て も 大 きく 広がっ て いた 。 女性 た ち は 、 お 金 を あま りか けず に よい 身なり を 
する た め に 、 プ ラウ ス と スカ ー ト を 活用 する よう 倫 め られ た 。『 レ ディ ー ズ ・ ホ 
ー ム ・ ジ ャ ー ナ ル 』 の 1891 年 11 月 与 は 、 人 気 の あ る 「 フ レン チ ・ ス カー ト 」 を 
作る た め の 型紙 の 縮小 図 を 提供 し た 。 フ レン チ ・ ス カー ト と いう の は 、1 枚 は ぎ 
で 引き 裾 ス タイ ル の 全 円 (サー キュ ラー) に 近い スカ ー ト で 、 左 右 の ヒッ プ に 3 
本 ずつ ダー ツ が 入れ られ 、 背 側 に は 深い ボッ クス プリ ー ツ が 取ら れ て いる 。 ボッ 
クス プリ ー ツ 部 分 の スカ ー ト 夫 は 、 前 部 に 比べ て 6 イン チ [15 セン チ ] ほど 長 
い 。 この 表 断 の スカ ー ト は 、 正 面 で は 身体 の 周り に ぴっ た り と フィ ッ ト し て 福 が 
フレ アー 状 に 広がり 、 特 に 厚手 の 生地 を 使う と 効果 的 だ と 書か れ て いる 。 これ を 
作る に は 幅 45 イン チ [114 セン チ ] の 布地 が 必要 で 、 横 二 つ 折り に し て 裁断 し 
た の で 、 少 し 引き 福 に し た けれ ば 布地 は 97 イン チ [246.5 セン チ ] な く て は な 
ら な か っ た 。 

も う ひ と つ 別 の タイ プ の スカ ー ト も あり 、 地 方 新聞 の コラ ム で 、 ウ エス ト 部 分 
か ら 何 枚 も の ゴア [ 補 布 ] を 入れ た スカ ー ト と 定義 され て いる 。 こ の 頃 に は 、 外 
出 用 の スカ ー ト は すべ て 地 面 に まっ た くつ か な い 丈 に な っ て お り 、 ス カー ト が 
昧 に つく の は 悪い 形 だ と 考え られ て いた 。 1898 年 か ら 世紀 末 を 通し て 、 ス カー 
ト の 装 館 は し だ 頃 の 装飾 の 延長 と し て 扱わ れる よう に な り 、 カ ー ブ を 描 
く 引 き 裾 や 、 プ レー ド ま た は レー ス の スカ ラッ プ 飾 り を 対角線 状 に 配 し た も の 
が 見 られ る よう に な っ た 。 

この 時 期 に 流行 し た スカ ー ト の 形 は チュ ー リ ッ プ 形 や や 花 交 形 で 、 最 低 で も ヒ 
ッ プ の 少し 下 、 た いて い は 膝 の あたり まで は 「 砂 時 計 」 の よう に くびれ 、 そ こ か 
か っ て 急 に 広がる スタ イル で あっ た 。 普 段 着 の スカ ー ト で 
っ た も の も 一 部 に 存在 し た が 、 日 常用 の シャ ツブ ラウ ス と 合わ せ て 
着る 実用 的 な スカ ー ト は 、 相 変わ ら ず 歩き や すい よう に ヒッ プ か ら 下 が 広がっ 
て いた 。 1890 年 代 未 頃 は 、 ウ エス トバ ンド の 周り 全体 に ギャ ザー を 寄せ た スカ 
ー ト は 、 夏 用 の コッ トン スカ ー ト で さえ あま り 一 般 的 で な か っ た 。 か わり く 
見 られ た の は ゴア や パネ ル や ステ ツ で 、 と ころ どこ ろ に 縦 の 
プリ ー ツ や 折り 目 が ウエ スト か ら 掘 まで 入っ て いる こと が 多かっ た 。 
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(⑬ 下着 

1890 年 代 の ドレ ス の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ で いた だ く 。 

(Ooan Scvem, pp. 462-463) 。 
① コル セッ ト 

1890 年 代 は 、19 世紀 の 他 の どの 時 期 に も 増し て コル セッ ト の 形 ボ 論争 の 的 に 
な っ た 時 代 だ っ た 。1890 年 代 ま で に 、 身 体 を 東 縛 し な いこ と 、 運 動 す る こと 、 
新鮮 な 空気 を 吸う が 健康 に つなが る と いう 考え 方 が 確立 され た 。 本 当 に 高 
後 な 婦人 服 は 極 間 に 移 届 に 紺 で 締め 上 げ る コルセット に 基づい て 作ら れ て い 
きつ く 緒 め る コル モッ ト を 信奉 十 る 人 々 は 多数 いた が 、 彼 ら は な ぜ コ ルセット 
が 必要 か と いう 論理 的 な 理由 を 示せ ず 、 見 た 目 が 好ま し いと し か 言え な か っ た 。 

多く の メー カー は コル セッ ト の 代 粋 品 を 広告 し た 。1890 年 6 月 と 8 月 に は 、 
、 人 気 フ ァ ッ ショ ン ・ ラ イタ ー で 運動 と 服装 改革 の 主導 者 だ 
Miller. 1859-?) 推奨 の 」 い く 
つか の 代 逢 コル セッ ト の 広告 が っ た 。 ジェ ンス ー は 、 自 ら も いく つか の 
ト を 考案 し て 提案 し た 。 た と えば 、 ボ スト ン の ジョ ー ジ ・ フ ロス ト & カ 
製造 する 「 最 高 の 代 用 コル セッ ト (The BestCoretSubstitute) 」、「 受 
協 的 身頃 (Compromise Bodice) 」、「 均 衡 胴着 (The Equipoise Wais0 」 な ど で 
ある 。「 デ リ ニ エ ー タ ー』 の 1891 年 8 月 号 に は 、「 女 性 や メイ ド や 少年 や 少女 
や 子ども た 師 が 廣 め る 、 リ ー ス ト 社 (Reast's) の 特許 取得 ・ 元 気 に な る 
コル セッ ト (Invigorator Corset) 」 の 広告 が 工 っ て いる 。 リー スト が 取っ た 
特許 子ども 用 コル セッ ト の 肩 の 留め 具 と スト ラッ プ に 関す る 新案 が 含ま 
れ て いた が 、 女 性 用 の 製品 は 依然 と し て ウエ スト を 細く 絞っ て 曲線 を 強調 する 
紐 締め 式 の ラル セッ ト だ っ た 。 

あま り に も 長い 間 フ ァ ッ ショ ナブ プル な ドレ ス の 一 部 で あり つづ け て きた ュ コル 
セッ ト の 守り は 虫 く 、 身 体 の 自由 と いう 概念 が 前 進 する た め の 道のり は 遠かっ 
た 。『 レ ディ ー ズ ・ ホ ー ム ・ ジ ャ ー ナ ル 』 の 1890 年 1 月 号 で は 販促 品 と し て コ 
ルセット が 使わ も れ さ え し た 。『 マ ダム ・ デ モレ スト の 月 刊 フ ァ ッ ショ ン ・ ジ ャ ー 
ナル (Mme Demoresrs Monthly Fashion Joumal) 』 は 年 間 購 読 料 を 50 セ ント に 割 
り 引 き 、6 か 月 間 の キャ ン ペ ー ン で 50 万 個 の コル モッ ト が 景品 と し て 贈ら れる 
と し た 。 1893 年 に エン バイ アテ ・ ド レス ・ ス タイ ル [フラ ンス 政 期 を 連想 させ 
る 、 ウ エス トラ イン が 高い スタ イル ] ボ ー 時 的 に 再 流行 し た 。 この スタ イル は 、 
本 来 の ウエ スト の 2 イン チ [ 5 モン チ ] 上 か ら パ スト の 下 ま で の 間 の どこ か に ウ 
エス トラ イン が ある た め 、 専 用 コル セッ ト が 生産 され た 。 「 エ ン バ イ ア 用 の 二 
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い コ ルセット は 、(…) 現在 大 流行 中 の ウエ スト 位置 が 高い エン バイ ナ ・ ス タイ 
ル の ドレ ス だ け で な く 、 テ ィ ー ド レス や ギリ シャ 風 ド レス 、 室 内 著 叶 普 段 着 、 
(…) この 竹 い コル セット の 下部 に は 、 エ ン パ イア ・ ス タイ ル 用 の ペチ ュー ト を 
取り 付け られ る よう 、 適 切な 間 也 で ボタ ン が 付い て いま す (『 デ リ ニ エ ー タ ー』 
1893 年 7 月) こう し た スタ イル は 、 普 通 の も の より さら に きつ く 締 め る こと が 
で きた 。 


⑨ ペチ コー ト 

80 年 代 の 最後 まで に ペチ コー ト も すでに 変わ っ て いて 、 柔らか く 、 短く 、 軽い も の に な 
り 始 め て いた 。 流行 の フィ ッ ト し て いる ペチ コー ト は 、 シ ルク 、 キ ャ ンプ リッ ク 、 ネ イン 
スー ク 、 ロー ン で シャ ー プ に 六 断 され た も の で 、 重厚 に 捕 績 され た ひだ は そん な に 長く な 
か っ た 。 自 い キ ャ ンプ リッ ク は この ペチ ュー ト の た め に 使わ れ 、 膝 丈 で あり レー ス の 深い 
フリ ル で 仕上 げ ら れ て いた 。 正 面 は さや 状 の スカ ー ト と 同僚 に 欠 届 に フィ ッ ト し て いて 、 
各 サ イド か ら の 広がり を 引き 走 こす 構造 に な っ て お り 、 後 ろ 還 き で ボタ ン ホ ー ル が つけ ら 
れ て で いる 。1890 て 1891 年 の 負 屈 な スカ ー ト が 、1893 年 に 卿 区 を 呼び 起こ す 広がっ た スカ 
ー ト の スタ イル に な っ た 時 、 ペチ コート に も 大 き な 変 化 が あっ : 行 の 広がり の 効果 を 
と り い れる た め 、 ゴ ア が 深く と りつ けら れ 、 垂 れ 下 が る 充分 な ひだ が つけ られ 、 フ レア ー 
が か な り 増 加 す る た め に ギャ ザー が よせ られ た 。 


⑧ シュ ミー ズ 

コル セッ ト の 下 に 着 ら れ て いた も の で ある シュ ミー ズ は 、 全体 的 に 座 を 消し た 。 シュ ミ 
ー ズ は 、 ポン パ ド ュ ー ル の ネッ ク の 輪郭 の 、 補 な し の も の が よく 着 ら れ て いた 。 多く の 女 
性 達 は ジュ ミー ズ を 着 な く な っ た か わり に 、 び ぴっ た り と し た 小さ な シル ク の ベス ト で 、 1 
枚 で 暖か く 丈 の 長い も の を 選ん だ 。 これ は すべ て の 色 で 手 に いれ られ た が 、 は っ きり 好ま 
れ た の は 黒 で ある 。 


④⑳ ラン ジェ リー 

ラン ジェ リー は ど ぎ つく 飾り た て られ た 手法 を と られ て お り 、 小 奇 衣 な スカ ラッ プ が つ 
けら れ 、 安価 な 下着 の た め に も りっぱ な レー メス の 装飾 が ほど こさ れ た 。 それ は 、 ナイ ト ガ 
ウン 、 シュ ミー ズ 、 ウ ー ル の ドロ ワー ズ と セッ ト で 売ら れ 、 シ ルク ウー ル の 下着 の 組み 合 
わせ は 代わ り に も ちい られ た 。 これ は コン ビ ネ ー シ ョ ン や ュ ユニ オン スー ツ の 傾向 で あっ た 。 
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(④⑰) シャ ツブ ラウ ス 

1890 年 代 の シャ ツ プ ラウ ス の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ で い 
。 (OoanSeven。 pp 156-457) 。 

テー ラー スー ツ は 1880 年 の カタ ログ で 時 々 宜 伝 さ れ た も の で 、 ジ ャ ケッ ト 、 ス カー ト 、 
ペスト か ら な る も の で あっ た . Blooomingdales は 、9 つの 選択 を 18S6 年 に 提案 し て いて 、 
“に テー ラー スー ツ は 、 時 々 プレ ザー と スカ ー ト の 形 で 頻繁 に 琴 場 する よう に 
独 で 着 られ る よう に な っ て 、 シ ャ ツブ ラウ ス の 新しい 畜 要 が 始ま る 。 1891 
年 まで シャ ツ プ ラウ ス は スカ ー ト だ け と 、 合 わせ て 着 ら れる 衣服 の 別々 の アイ テム と し て 、 
提供 され た 。 こ れ は 、 働 く 女性 に と っ て 大 き な 利 益 で あり 、1 つの スカ ー ト に 合わ せ て シ 
ヤツ プラ ウス を 変え て 、 衣 服 に た くさ ん の 変化 を も た ら す こと が で きた 。 

シャ ツブ プラ ウス は 夏 の 衣料 と し て 主 に も ちい られ て きた が 、 すべ て の 季節 に お いて 、 一 
般 的 に 用 いら れる よう に な っ た 。 あら いる 機会 に お いて 女性 は シャ ツ プ ラウ ス を 採用 し 、 
日 常 着 と し て も 多く 用 し ? ピン グ や 吾 着 、 そ し て 、 非 公式 の イプ ニン グ ド レ ス に 
で きえ も 用 いる よう に な っ た 。 当時 の 様子 を 裏付け る も の と し て 、 “シャ ツ プ ラウ ス は 、 
家 の 周り に 出歩く 時 、 私 達 閣 い 女性 の きち ん と し た 美しい 外観 と お お い に 関係 が ある 。 古 
い 化粧 着 の か わり に 茎 製 の シル ク の プラ ウス は 驚く ほど 低 価 族 で 売ら れ て いる 。" と 1895 
年 の Joan Sivile Weckiy Gazctte に 書か れ て いる 。 既製 服 は 実際 、 働 く 女性 が 最新 の トレ ン 
ド に つい て いく こと を 可能 に し て いた し 、90 年 代 の 女性 の 衣服 の 選択 は ひろ が っ て いた 。 
シャ ツ プ ラウス は 、 ド レス 胴着 の 全て の 新しい ファ ッ シ ョ ン の 要素 を 取り 入れ て いた 。 シ 
ャ ツ プ ラウ ス の スタ イル は 度々 変化 し 、 素材 は 綿 や 、 織物 、 シ ルク な ど で 、 色 は 暗い トー 
ン の も の か ら 、 ス トラ イプ プリ ント や 、 模様 を プリ ント し た も の まで あっ た 。 ディ ナー ド 
レス 用 に も シャ ツ プ ラウ ス が 利用 され る こと も あり 、 それ は 柔らか く 作 られ 、 黒い シル ク 
クレ ー プ 、 また は サテ ン で 作ら れ た 。 1890 年 代 の シャ ツブ プラ ウス の きわ だ っ た 特徴 は 、 腸 
着 の 肩 の 裁断 が 極端 に 疾 い こと と 、 大 きく し た 杭 に 密 な プリ ー ツ が あり 、1890 年 代 に 変化 
し た 袖 を と り い れ て いる 。 そし て 、 前 身頃 に いく ら か の 膨らみ が あり 、 後 ろ 身 頃 は 前 人 人 
より も た いて い 短 く 、 背 中 で フィ ッ ト し て いた 。 背中 で ぴっ た り と フィ ッ ト さ せる た め 、 
し ば し ば 前 で 結ぶ た め の テ ー プ が つい て いた 。 綿 で 作ら れ た も の は 、 前 の 膨らみ は 一 般 に 
プリ ー ツ に よっ て 調節 され 、 柔らか い 生地 の も の は 、 パフ や ギャ ザー が つけ られ た 。 窒 は 
た いて い 高 く て 恒 く 、 まっ すぐ で あっ た 。 


⑤) ラッ プ 
1890 年 代 の テッ プ の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 。 
Ooan Severm. pp. 454-165) 。 


318 


葛 導 1890 年 代 第 3 章 庶民 女性 の 服装 


1890~1892 年 の スー ツ や ドレス の 補 は 欠 屈 で 、 肩 の 先 で か な り 膨らん で いた た め に 、 同 
上 手法 で デザ イン され た コー トス リー プ が よく フィ ッ ト し て いた 。 ジ ャ ケッ ト の 杭 は 1890 
年 まで に 、 肩 の 高い パフ が 顕 苦 に な り 始め て 、 腕 か ら 円 欠 に あがっ た 。 シ ョ ー ト コー ト と 
ジャ ケッ ト は 9 年 代 初め の 二 年 間 人 気 が あ っ た 。 それ ら は ヒッ プ の 上 で フィ ッ ト し て い 
て 、 刺繍 や 表面 に 装飾 が ほど こさ れ 、 多 く は ファ ー ポ が 取り 付け られ た 。 ファ ー ジ ャ ケッ ト 
は 80 年 代 か ら 人 気 を 保っ て いた 。1890 年 Thc Ladiey Home Joumal は 、 “スレ ンダ ー な 若 
い 女性 達 の た め に 、 高 い 立ち 失 の Walois カラ ー と 含 わせ た 、 億 素 で エレ ガン ト に フィ ッ 
ト し た キュ イラ ス は 、 真 委 に 着る の に この 上 な く 美 し い 。” と 宣伝 し て いる 。 また これ に 
は 、 長い コー ト の ユグノー スタ イル は 、 地面 に 垂れ 下がっ て いる 袖 と 毛むくじゃら の ファ 
ー や 、 綿毛 の よう な 装飾 の ある も の が エレ ガン ト と され て いた 。 ロン グ ク ロー ク の 黒い も 
の や 、 シ ョ ッ ト ペ ベルベット 、 プ ラッ シュ 、velourdenord も 広告 され 、 高 い 立ち 捨 の Medici 
カラ ー は 特徴 的 と され て いた 。 フ ァ ー に 使わ れ た 色 と 素 材 は 、 lsabclle ベア 、 と 黒 に 茶 、 シ 
ル バ ー で 、 黒き つね や くろ つば ぱ め 、 オ オヤ マネ コ で ある 。 巨大 な 袖 以前 に は 、 ロ ング コー 
ト が 支配 し て いて 、 徐 屈 で あっ た 。 こ れ は 、 close-ig スタ イル と よ ば れ 、 princess Redineote 
が 長く フィ ッ ト し た 形 で 見 られ 、 い くつ か は ファ ー の 袖 と 、Castor、 ビー バー、 デザ テ シ 、 
アス トラ カン (子羊 の 毛皮 ) と チン チラ の よう に きつ く 刈 られ た ファ ー の 飾り を と も な っ 
て いる 。 アス トラ カン の 素材 で 作ら れ た 高く 立っ た 形 で 、 深い 正面 の ポイ ント で ダブ ル で 
留め られ た ロン シテ ナン カラ ー は よく 見 られ た 。 ケー プ と コー ト の すべ て の 丈 は 長く 、 簡素 な 
円 形 の クロ ー ク は 、 最 も 人 気 の 須 十 の ケー ブ に 勝っ た 。 し か し 90 年 代 後半 に 広がっ た 袖 
は きつ い コ ー ト と ジャ ケッ ト に スタ イリ ッシュ で な く 、 動 き を 与え た ケー プ は それ ら の 人 
気 に と っ て か わっ た 。 

90 年 代 、 女性 達 は 、 外食 を 多く の カタ ログ か ら 入 手 す る こと が で き 、 デパ ー ト 店 に お い 
て も 多く の 選択 肢 が あっ た 。 手工 業者 が 問屋 や 小売 店 を 通さ ず 、 直接 販売 する 例 も あっ た 
よう で ある 。 水 を 通さ な い 素 材 の 、 ケ ー プ や ヤマ ント も 存在 し て いた が 、 完璧 な も の は な か 
っ た 。 " 入 水 の 服 は 高価 で あり 、 安価 な も の は 質 が よく な い 。 私 は か わり に アル スタ ー を . 
も ちい る 。 と て も 寒い 日 は 、 シ ャ モア の ジャ ケッ ト を 着る 。" と いわ れ て いた 。 

1 世紀 以上 立派 な 服装 の 女性 に 愛用 され た ショ ー ル は 、1890 年 代 ま で に 完全 に すたれ て 
し まっ た 。 


(6) アク セ サ リ ー 
1890 年 代 の アク セ サ リ ー の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた 
だ く (Joan Severa pp.468-469) 。 
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90 年 代 の アク セ サ リ ー の 中 か ら 、 レ ー ス の ピン が 姿 を けし て し まっ た 。90 年 代 に は ハ 
ー ト 型 が 、 あ ら ゆ る ジュ エリ ー の な か で 鍵 著 に 見 られ 、 その 他 に も 多く の 型 が 登場 し て い 
る 。 ゴ ルフ ボー ル と ステ ィ ッ ク の ミニ チュ ア で 、chainrand-pediock の プレ スレ ッ ト は 、 キ 
ュー ビ ピット の 弓 と 矢 の 愛 の 象徴 と し て 人 気 が あ っ た 。 婚約 指輪 に は ダイ ヤ モ ン ド が 好ま れ 、 
イヤ リン グ は 小さ く て 、 び ぴったり と し た も の が 好ま れ た 。 

か つて の 懐中 時 計 の 鎖 は 、 90 年 代 も まり 使わ れ な く な っ た 。 鎖 の か わり に 、 安全 に 手 の 
込ん だ ビン で 、 胴着 に 優 獲 で 小さ な 懐中 時 計 を 留め み 付け た 。 サイ クリ ング プー ム の 到来 に 
よっ て 、 手首 に 時 計 を 巻き つけ る と いう 現代 の 方 式 が も た ら さ れ た 。 胸 時 計 は 90 年 代 半 
は 以降 、 広 告 で ます ます 登場 し た 。 

明 けし た 肌 が 嫌 わ れ た た め 、 日 老 は な お 重要 な 艇 品 と され た 。 黒 か 路 め の 色 の シル 
ク 製 サー ジ 、 ある い は 、 散歩 着 と マッ チ し た 色合い の 日 界 を ファ ッ シ ョ ナブ プル な 少女 速 は 
持っ て いて 、 それ に は 精巧 に カー プ し た 木製 の 取っ 手 が つ いて いる 。 シ ルク の 服 に 合わ せ 
て シル ク の 日 牽 を 持つ の が 、 格子 本 の 服 に は 、 格子 柄 の 率 を も つの が 良い 趣味 で あっ た よ 
うだ 。 黒 と 白 の チェ ッ カ ー 畿 の 格子 柄 は 、 ほ と ん どの 衣服 と 合わ せら れる の で 、 実用 的 な 
日 傘 と し て く 、 午 後 の 装 い に 海 林 浴場 で 女性 は 藻 識 り で 、 細 製 の 優雅 な 傘 を 携行 し た 。 
これ に は 理 地 は な く 、 ひ だ 飾 りや シャ ー リ ング 、 房 飾り で 装飾 され て いる 。 

扇子 は 90 年 代 注目 の 対象 で あっ た 。Watteau ( 仏 の 画家 ) の 影響 と 、 色 の 円 形 醒 様 を 差 
し 込ん だ デン ティ ー ク パタ ー ン の レー ズ 製 の Wattcau の 扇子 は 、 非常 に 価値 が ある 。 1896 
年 、Godey's に は 「 日 本 の 黒 と 金 の 選 子 は 、 ど ん な 場合 に も 適し て いる 。」 と 書か れ て い | 
た 

手袋 は 90 年 代 に と て も 重要 で あっ て 、 脇 が あい た も の 、 ま た ボタ ン な し の サッ ク の 手 
袋 は 、90 年 代 の 間 テ ー ラ ー ス ー ツ と 窪 最 に 合わ せ て つけ られ た 。 自然 な な めし 革 の も の 
は 、 いま だ 日 中 使用 する の に 、 好 まれ 、 様 々 な ポタ ン 数 の 長く 自 い キ ッ ド 製 の 手袋 は 、 デ 
イナ ー 用 や イプ ニン グ ド レ ス 用 に ふさ わし か っ た 。 

多く の 種類 の 裕 巻 き は 、1890 年 代 の ファ ッ シ ョ ン で 特徴 づけ られ た も の で ある 。 この 時 
代 の ボア は 短く 、 首 の 周り に リポ ン で 結ば ぱ れ 、 時 折 の イプ ニン ダグ ド レス に 合わ せ た 白 か 黒 
が 一 般 的 で あり 、 刈 り 取 っ た ヒヨコ の 羽 製 で あっ た 。 フ ィ ー シ ュー (三角 形 の 肩掛け ) は 、 
訓 い ケー プ の よう に 、 いく ら か 形 を 変え て 形 づ さく られ て いた も の で あっ た 。「 フ ィ シ ュー 
は 、 時 代 お くれ に な っ た よう な 表 服 に 新鮮 味 を 与え て くれ る と いう 経済 的 役割 担っ た も 
の で あっ た が 、 優雅 な 装い 方 を し て いな い フ ィ シ ュー は 、 少 し も 上 魅 力 的 で は な い 。」 と . 
Gedey'* は 、1896 年 に 書い て いる 。 こ れ は 、 柔 ら か い 素材 の 薄い シフ ォ ン か 、 絹 モ キス リン 
製 の も の が 、 レ ー ス の フリ ル な ど で 、 縁 取ら れ て いる も の が 最も 良い と され た 。 
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⑦ 帽子 
1890 年 代 の 帽子 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ きせ て いた だ く (Joan 
seven pp. 469-470) 。 

柔らか で 短い 前 愛 と 願 の て つべ ん で まとめ 選 に し た スタ イル は 、90 年 代 の 笠 復 的 スタ 
イル で あっ た 。 と りお わけ 流行 の 衣服 を 着る た め に 、 轄 は 頭 の て っ べ ん の 高い 位置 に 結ば ぱ れ 
て いた よう で 、 ポン ネッ ト は 前 頭 部 に か け て か ぶら れる の が 良い と され で いた 。 て っ ペ ん 
が 円 備 状 の 形 で 、 その 上 に 流行 の ター バン が 巻き 上 が っ て お り 、 帽 の 広い プリ ム が クラ ウ 
ン か ら 出 て いる スパ ニッ シュ ハッ ト や 、 ボレロ の フェ ルト 製 の も の が 、 若い 女性 に 似つか 
わし いも の で あっ た 。 そし て 、 ベル ベッ ト の 花 飾り を あし ら っ た ボン ネッ ト を か ぶる こと 
に よっ て 、 女 性 之 は 流行 で 上 品 な 衣服 を 着 て いる 、 と 感じ る こと が で きた -。 

96 年 まで に 前 朋 が な く な り 、 長 い 朋 は 中 央 分 け 目 か ら こ めか み に そ っ た ウェ ー プ に な 
で つけ られ た 膨 に な っ た 。 ボン ネッ ト は 後ろ の カー テン が な く な り 、 前 と 側面 に つば が つ 
いた も の に な っ た た め 、1890 年 代 の ハッ ト と ボン ネッ ト を 区 別して 言及 する こと は 難し 
い 。 圧倒 的 に 多かっ た の は 、 好ま れ た 装 艇 で ある し わ の ある サテ ン と 、 オー スト リッ チ の 
羽 付き で 、 細く て 高 さ の ある も の で ある 。 同時 に 律 な 友 わ ら 帽子 は 、 ス ポー ティ な 夏服 の 
た め に 、90 年 代 を 通し て 好ま れ て いた 。1893 年 、 非 常に つば の 広い 峠 子 に は 、 し わ に し 
た 布地 と 、 羽 飾り か 花 と 組み 合わ せ て 、 つ ば の 正面 中 央 に 固定 され た 。 1890 年 代 半 ば まで 
の 帽子 は か な り 丈 夫 で あり 、 し わ に し た リボ ン 、 ベル ベッ ト と 綿 の 花 、 そ し て 羽 飾 り で た 
っ ぷり と 装飾 され た 。 こ れ ら は 、 卵 を 抱い た めん どり (setinhens) と 呼ば れ た 。 客 の 低い 
と ころ で フィ ッ ト し た トー タク 束 は 、 貴婦人 スタ イル で 人 気 が あ り 、 染め られ カー ル し た オ 
ー ス トリ ッ チ の 羽 の み で 飾ら れ た フェ ルト の つば つき で 、 多 く の 型 が あっ た 。 


(8) は きも の 

1890 年 代 の は きも の の 特徴 

Joan Sevem, p.471) 。 

1890 年 代 の 女性 の ファ ッ シ ョ ナブ ル な 靴 や ブー ツ は 、 し だ い に 先 が 突っ て いっ た 。90 
年 代 半 ば に 好ま れ た ドレ ッ シ ー な ウォ ー キ ング ブー ツ は 、 足首 より 上 で ひも を 結び 、 いく 
ぶん 高い ヒー ル に カー プ し た か か と に 、 央 っ た つま 先 で あっ た 。 1896 年 Godg's で 、1 足 
3 ドル で 広告 され た pingreesho は 約 1. 5 イン チ 内 側 に 入っ た ヒー ル と 、 長 く 先 の 突っ た 
つま 先 で 、 柔らか い 吾 度 と 幅広 の ひも が つい て いた 。 色 は 黒 に 限り ず シ ャ ン パ ン 色 、 プロ 
ンズ 、 茶 が 広告 さも て いた 。 ド レス プー ツ は 多く は ボタ ン 留 め さ れ た 。 ド レス 用 の ロー カ 


- つ いて 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 
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ッ ト の 高い ヒー ル の 靴 は 、 いろ ん な スタ イル で 流行 し た 。 黒い 靴 と スト ッ キ ング は た いて 
い の 表 僅 と 合わ せ て も 上 品 だ 、 と いわ れ た 。 
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1890 年 代 の 男性 服 の 特 薄 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て いた だ く 。 
(Joan Sevem。 pp. 47 に 472) 。 

1890 年 代 の 一 般 の 男性 は 、 大 量 生産 で 作ら れ た 衣服 を 着 て いた 。 それ は 、 この 時 代 の 男 
性 の 表 服 は 、 通 信販 売 を 含ん だ 多く の 販売 代理 店 か ら 標 準 化 され た スタ イル や サイ ズ で 、 
全て 入手 で き 比 較 的 か っ た た めで ある 。 Wisconsin Janesville の Zeigler は 1894 年 1 月 、 
JanesvileWeskiy Gazette の 中 で シン グル の サッ クス ー ツ 、 サ ッ ク か パイ アス 薦 ち の ビジ ネ 
スス ー ツ 、 そ し て ダブ ル の サッ クコ ー ト を それ ぞ れ 7 ドル で 、 そ し て Sacks &Cuway im 
Corkscrew.cly&Cheviot の ドレ スス ー ツ を 15 ドル で 広告 し た 。 

この 時 代理 想 的 だ っ た の は 入 届 に も 見 える スタ イル だ っ た 。 も っ と も 至る 所 で 、 着用 き 
れる スタ イル の サッ クコ ー ト は 、 と て も 筐 く 細い 袖 で ぴっ た り と フィ ッ ト し た も の が つい 
て いて 、 極端 な 細い ラベ ル の ある も の で 、 前 の 下端 部 で 丸く され て いる 。 窮屈 な 印象 に 加 
えて 、 と り わ け 正 装用 で は コー ト の 一 番 上 まで 完全 に ボタ ン を か ける の が 習慣 で あっ た 。 
その 他 の コー ト で ある モー ニン グ コ ー ト や 、 フ ロッ クコ ー ト も 同様 に ぴっ た り と 作ら れ て 
いた 。 普 且 着 で は 、 吐い 色 の ジャ ケッ ト と 合わ せ て 明る い 色 の ズボン を 着用 する 習慣 が 続 
いて いた 。 スリ ー ビ ー ス の 黒い ウー ル の サッ クス ー ツ は 疑い な く 、 最も 一 般 的 な 服装 に お 
ける 流行 で わっ た 。1890 年 まで に この スー ツ は 、 安 い 素材 だ け で な く 高 価 な も の も 作ら 
れ 、 さ ら に ビジ ネス スー ツ の 選択 肢 と な っ た 。 90 年 代 の サッ クジ ャ ケッ ト で と り わ け ド レ 
一 な も の は 、 裏 付 き で 、 安い スー ツ の いく つか は 、 ス トラ イプ か 格子 縮 や 明る い ツ ィ 
ー ド 製 で あっ た 。 黒 は 男性 服 に お いて 和 持 る と ころ に 存在 し て いた 。 
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ズボン も また ぴっ た り と し た 筒 状 で 、 足 に 細く フィ ッ ト し て 作ら れ た 。 梶 広 が り の 傾向 
は な く な り 、 靴 の 上 より 少し 短め で あっ た 。 療 通 の 男性 の 写真 は ほとん ど 細 い 足 の 折り 目 
の な い 黒 い ウ ー ル の ズポン が は か れ た も の で ある 。 

広告 で ドレ スシ ャ ツ は 白地 に 色付き の スト ライ ブ を 特集 され て いた が 、 白 い シ ャ ツ が 、 
写真 で 見 る と 普及 し て いる よう に 見 える 。 シャ ツ は 流行 の ジャ ケッ ト の 下 に フィ ッ ト す る 
よう に 、 高 い ア ー ム ホー ル に 細い 袖 付 き で 、 体 に ぴっ た り と フィ ッ ト し て 作ら れ て いた 。 
シャ ツ の 栓 は 一 様 に 小さ く 、 堅く 、 バ ンド 状 で 作ら れ 小 さく 先 が 突 っ て いる 。 多く は セ バ 
レー ト 型 の 笛 で 、 リ ネン や や 綿 で 作ら れ 、 ボタ ン ホ ー ル で シャ ツ の 役 を し っ か り と め ら れる 
よう に な っ た も の で あっ た 。 カフ ス は 板 の よ うな か た さ で 作ら れ 、 コ ー ト の 袖口 か ら 下 に 
か な り で て いた 。 

仕事 場 で の 男性 の 衣服 は 、 写 真 に よる と た いて しい 簡 泰 な 青い キャ ンプ レー で 明る い 色 の 
仕事 着用 の シャ ツ か 、 持 な し で 、 補 日 を まく りあ げた 普通 の 白い シャ ツ の どちら か で ある 。 
格子 給 の 綿 か 、 た だ の 綿 、 ま た ウー ル の フラ ン ネ ル の シャ ツ は 、 春 い 日 の 仕事 着 と し て 、 
広告 され た 。 ベ スト は 、 仕事 着用 の シャ ツ の 上 に 着用 され 、 た いて い 古い 黒 で 、 多く の 場 
合 長 く 細い ネクタイ が つけ られ て いる 。 仕事 中 の 男性 眼 の な か に 、 セー ター が 現れ 、 そ れ 
は V ネ ッ ク の ミリ タリ ー、 プル オー バー の ジャ ー ジ か ら 、 カー ディ ガン スタ イル の コー ト 
の セー ター まで あげ られ る 。 農民 労働 者 の ほとん どの 写真 は ひか え め な 衣服 で 、 県 ズ ボ 
ン 、 ベス ト 、 サッ クコ ー ト は 、 仕 事 の た め に 使わ れ た 。 働 く 男性 の ワー ドロ ー プ に 加え ら 
れる も の で 、 1890 年 代 一 般 的 な も の が 、 胸 当 て 付き の オー バー オー ル で ある . 普段 の 服装 
の 上 に 着 られ た 。 

スー ツ と 着用 され た ネクタイ は 、 長く 細い 黒 か 憶 様 の 細 製 の も の で 、 シ ンプ ル な 結び 
を され 、 敵 を 残し て 垂 ら さ れ た 。 チ ョ ウネ クタ イ が 仕事 着 の な か で も 一 般 に み ら れ た 。 帽 
子 で 1890 年 代 人 気 を 得 た の は 、 堅 く し た 山高 峠 で 、 仕 事 場 の 写真 で も 見 られ た 。 グ レイ 
か 黒 の 柔らか い フ ェ ルト 製 の 縁 の 人 華 れ た ツ フ ト 帽 も 一 般 的 で あっ た よう で ある 。 

髪型 は 、 知 い へ アー・ ス タイ ル で あっ て 、 ほ と ん ど サイ ド を そり 落と し 、 え りあ し を 旬 
り 上 げた 髪型 で ある 。 前 髪 は 真中 で 分 けら れ 油 が ぬら れ た 。 そ し て 、 セ モイ ウチ 馴 スタ イル 
が 多く 見 られ る 。 

以下 に お いて 、 男 性 服 が 写っ た 写真 を 2 枚 、 紹 介 ・ 考 察する 。 


写真 246 (1895 年 頃 ) (p.502) は 、 CAeswerAder/my の 所 蔵 品 で ある 。 
セ ヴ ラ 女史 は 、 こ の 写真 の 背景 情報 に つい て 述べ た うえ で 、 被 写 体 の 服装 を 解説 し て 
いる 。 
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エフ ィ ー と アロ ン ン の キン ダー 大 妻 
(Effie and Alonzo Kinder) は 、 ウ ィ ス 
コン シン 州 南部 の ボス ュ ベ ル 
(Boscob) と いう 小さ な 町 の 北本 約 
5 マイ ル [8 キロ メ 


ん] の メイ ブ 


写真 撮 6 て いる 
素敵 な 外出 用 ドレ ス は 黒 の ウー ル 製 で 、 
プリ ー ツ を 取っ て 形 づ く られ た 最新 の 


巨大 な 補 が つい て いる 。 …… ベ ル ペ ベッ 
ト の ハイ ネッ ク の 捨 の 正面 に は 棒状 の 
館 り ビンボ 留め られ 、 廊 い ア クセ ント 
ン 留 め さ れ た 電 頃 
は 流行 の コル セッ ト の 上 で ぴったり と 
時 よ 


ッ ト 型 に ゴア が 入 


に な っ て いる 。 


フィ ッ ト し て お り 、 ス カー 


写真 246 1895 年 頃 


提供 ie Cewe fwr few か pr 502 く 見 られ た トラ ン 


つて いる 。 エ フィ ー の 地味 な 愛 型 は 、 

忙し い 若い 母親 の 現実 的 な 選択 と 、 彼 
女 が 少女 だ っ た きく 巻い た 前 髪 一 の ノスタルジック な 受 着 が 
組み 合わ さっ た も の と 言え る だ ろう (5 章 の 1880 年 代 の 写真 192 に 、 子 ども 時 代 


の 彼女 が 写っ て いる 。 本書 p.293) 。…… 黒 い シ ャ ツ の 首 も と に 締め 


ネクタイ 
は 、 明る い 色 で 幅 が 広い 秒 ら か な シル ク を 蝶結び に し た も の で ある 。 コ ー ト の 前 は 
斜め に カッ ト さ れ て いて 、 ペスト の 正面 の 下方 で 金 の 時 計 鎖 が ルー プ を 所 いて いる 
ー…… 前 立て の 両側 と 広い 符 の まわ り に フリ ル が あし ら わ れ た 格子 柄 の コッ トン シ 
白い リボ ン の ボウ タイ を 合わ せ で いる 。 ズ ボン は 短く 、 き れ れ た 


見 えて いる om Sever、 p.502 より 引 


也 


決し て 徐福 で 
ガラ ス ・ プ レー 


は な い 家 族 だ が 、 家 族 と も ども 流行 の 衣服 を きち ん と 身 に 着け て いる 
ガ テ ィ ヴ の 写真 261 (1897 - 1900 年 ) (上 . 


は 、 7heSe7oricgr 
Secer 7 vco 所 027 22 の 7 7 お 95) の 所 蔵 品 で ある 
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写真 264 ガラ ス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ グ 
1897 -1900 年 
提供 : 70c Newe fswice/ Secfey の 7 cwregi 
77 22 の 7 7 お 9 。p.595 


庶民 男性 の 普通 の 


着 が 着 ら れ て いる 」 
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モ ヴ ラ 女 史 は 、 こ の 写真 の 背景 情報 
に つい て 述べ た うえ で 、 被 写 体 の 服装 
を 解説 し て いる 。 


この 男 た らち は 、 プ ラッ ク ・ リ バ 
フォ ー ル ズ に 玉 大 材 の 息 を 休 留 し て 内 
後 す や で に チャ ー ル ズ ・ ヴ ァ 
ン ・ シ ャ イク の スタ ジオ に や っ て きた 
か 、 あ る い は 呼び 止め られ て 入り 、 そ 
の 場 で この 写真 を 撮影 し た よう に 見 え 
る 。 後列 正 の 立っ て いる 男性 は よく あ 
る スタ イル の スト レー トカ ッ ト の ウー 
ル の ジャ ケッ ト ( 色 は お そら く 江 紺 ) 
を 着 て 、 金 属 の ボタ ン を 留め て いる 。 
3 人 は ソフ ト な フェ ルト 帽 を か ぶっ て 
いる が 、 ど れ も 長 く 使っ て いる の で そ 
貴 っ て いる 。 彼 ら は 十 底 
の 滑り 止め を 付け て お ら ず 、 ご く 普 通 
の 、 ど ちら か と いえ は 起 底 が 薄い プー 
ツ を 履い て いる (oanSeem。p.525 よ 
り 引 用 ) 。 


第 5 章 子ども 服 


1890 年 代 の 子ども 服 の 特徴 に つい て 、 セ ヴ ラ 女 史 の 見 解 を 要約 ・ 紹 介さ せ て い : 
(Ooan Seven。 pp 47 に 472) 。 

子ども 達 の フロ ッ ク コ ー ト は 8 歳 の 時 点 で 、 ひ ざ に そ っ て 、2.3 セン チ に 達し 
て いる べき で 、12 歳 ま で 年 を 増す ご 足首 まで の 長 さ に 達する べき 考 
えら れ て いた 。 暗い か 、 ま た は 、 対照 的 色合い の ベル ペッ ト の スパ ニッ シュ ジャ 
ケッ ト は 、 飾 り が つけ られ 小さ な ボタ ン が つけ られ た 。 簡素 な カシ ミア の フロ ッ 
ク は 、 ハ イネ ッ ク で 、 ヨ ー ク か ら ウ エス ト に シャ ー リ ング が あっ た 。 ピッ シ 
ッ プ スリ ー プ は 手首 で シャ ー リ ング が ほど こさ れ 、 ギ ン ガ ム ドレ ス は 英国 ヨー 
ク や 、 ハ ンバーグ 刺繍 が ほど こさ れ 、 ピ ショ ッ プ スリ ー プ と 同じ く ギ ャ ザー を い 
れ た カフ ス で 作ら れ た 。 Nassue は 少年 の 普段 着 で 最も 人 気 の あ る スー ツ で 、 前 
面 が 四角 く 、 黒 の フロ ッ グ また は 組み ひも が つい た ジャ ケッ ト で ある 。 長 い ズ ボ 
ン と 、 セー ラー ジャ ケッ ト 、 キ ャ ッ プ を 合わ せ た ブ ルー の ミド ルス ー ツ が 見 られ 、 
ハイ ラン ドス ー ツ は スコ ッ ト ラ ンド と 同じ 装い 方 が 、 人 気 で あっ た 。 これ は 、 
ター タン の キル ト と 簡素 な ジャ ケッ ト で 、 タ ー タ ン は 肩 を 横 切 ら せ 、 大 き な 
caimgorm で 、 固 定 さ れ て いた 。 LordFanuntleroy メー ツ が 着 ら れ て いて 、 洗 え 
る シャ ツブ プラ ウス と 飲 り 帯 を あわ せる と 、 こ れ よ りか わい らし い ス タイ ル を で 
きる も の は な い 。 タキ シー ドド レス は 、 ジ ャ ケッ ト の か わり に 、 短 い サッ クコ ー 
ト が あっ た と いう 点 に お いて 、Eton の 正式 スタ イル と 違っ て いる 。1890 年 代 を 
通し て 子ども の ファ ッッ ショ ン は 変化 し た 。 大 人 の た め ほ ど 用 意 は で き て いな 
い が 、 少 女 の 袖 の 変化 は 同様 に 起こ っ て くる 。 
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写真 253 = ガラス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ 
1896.7.26 
提供 7 か eeeww の Wear. Mevee の 244) 
p51 


Me の 7 We Morico 77440) の 所 蔵 品 で わる 。 


常に 少年 ・ 少 女 も 、 足 首 直 の 
いて いた が 、 少 女 達 に 
、 つ ま 先 が 丸く 、 
1 本 の スト ラッ プ の つい た 黒 の エ 


ド 


4 
た ドレ スシ ュ 


ナメ ル 皮 の Mary Jane で あっ た 
レス と 帽子 は 、 大 人 の 流行 と 
タイ ル 広く て 平 
な 長い リ 


追っ て い 


の つい た 暗い 雪 わ ら 
少女 


の セー テー 畑 を か 
用 | 大 人 び た ス タイ ル 
た が 、 飾 り は 簡素 で 、 た ぴた 
く ほ ど 大 きく 豊 定 に リポ ボン 
れ 


て いた 


、 左 


以下 に お いて 、 子ども が 写っ た 写真 を 
3 枚 、 紹 介 ・ 考 察する 


ガラ ス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ の 写真 
( 1896 年 7 月 26 日 ) (6.511) は 、 


セ ヴ ラ 女史 は 、 次 の よう に 」 を 解読 し て いる 。 子ども の ドレ ス の 宙 の スタ イル を 
注目 し た い . 
ニュ ー メ キシ コ の 若い 女性 が ね た 文字 は 、 求 婚 者 か ら の 手紙 を 読ん で いる 


つも り ト 


た も の で 、 
の 信じ られ な いわ , 1896 年 6 月 26 日 」 と あ 
性 用 と 女児 用 の ドレ ス で 


の うえ な く 重 
いる の は 右 の 子ども の 

を 航 
錬 どら れ 
ネ 


タン が 並ん で いる 


最も は < 
色 ) の 地 に 小さ な 水 
ン と 藻 手 の レー ズ 
袖 の 上 6 


面 に は 小 き な 】 


クライン は 


て いる 
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「 彼 は 私 を 愛し て いる と 


ャ リ 終 (chaliy) 
攻 の 広い バーサ (berhe) 捨 が 水 


けれ 


る は 、 1896 年 の 女 
だ っ た 拉 の 取り 扱い が 見 て と れる , 


D ド レス で 、 


明る い 色 (お 


、 羊 半 
で 飾ら れ 、 身 頃 の 下 
* あ し ら わ れ 


に い レー ス の フリ ル 


ルト の 正面 に は ロゼ 


第 VM 部 18D0 年 代 第 5 章 子ども 服 


年 下 の 少女 よ り シ ン 
プル で 、 捨 は セー ラー 
カ ウエ スト の 処 
理 も 簡素 で め る が 、 机 
は 有 の 少女 と 同じ も の 
が 付い て いる 。…ー 音 
に は 金 の 鎖 に 小さ な 金 
の ハー ト を 下げ た ネッ 
クレ ス を し て いて 
チュ ー ト (Wetico0 

定 2 18 年 の 次 は 幅 の ある 白い レ 
所 供 : が c 2Mweee serkw/ mwww 6 、 pm 49 ー ス で 飾ら れ て いる 
補 
が 見 える (jomn Sevem. 


は 細か い フ リル 


pr.5l1 より 引用 ) 。 


写真 2 (1S91 96 年 ) (5.498) は 、! が ee が sericg/4sewwe 人 27) の 所 蔵 品 
る 


セ ヴ ヅラ 女史 は 、 こ の 写真 の 有 晴 報 と 抜 写 体 ひ と り ひ と り の 服装 に つい て 解説 し て いる 。 


イリ ノイ 州 ウィ ル メッ ト (Wilmete) の 小学 校 の クラ ス 号 真 。 か な り 裕 福 な 補 攻 の 
ど と 思わ れる 。 と いう の も 、 当 時 の ウィ ル メ ッ ト は シカ ご 郊外 の 富裕 必 の 


っ た か ら で あ る 。 し か し 、 現代 の 視線 で 見 る と 、 他 の 写真 に 写っ て いる そ 


年 少女 の ドレ ス と この 子 た ちの ドレ ス の 間 に 、 さ ほど の 
違い は な い 。 生徒 た も の ドレ は 、 大 人 の ドレ ス て いた 大 


きく 膨らん だ 袖 の 幅広 い ヴ ァ リ ョ ン が 反映 され で いる 。 

前 列 中 央 、 明 る い 色 の スカ ー ト と チュ ニッ ク (tunic) を 着 て 両手 を 用 に あ 
っ て いる 少女 の 袖 は 最も 大 仰 で 、 袖 山 に ぴっ し り プ リー っ て 高い アー 
に 縫い 付け る と いう 1890 年 代 中 頃 の ファ ッ シ ョ ン で ある 。 こ の 袖 の 大 き さ に 区 敵 す 
る の は 、 最 後列 左 寄 り の 帽子 を か ぶっ た 少女 の 明る い 色 の ドレ ス の 袖 だ け で ある 」 
上 腕 郡 分 が ほん 
る 


その ヴァ リエ ーション 


の 少し 膨らん だ も の か ら 、 小 ぶり な ジ ゴ 机 (gmo)0 まで いろ いろ 


ペ フ が 立ち 上 が - 


プル な 
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身 項 の 形 も 多 で 、 プ レ テ ル 
(bretelles) を 付け て 仕立 て た も の 
『 列 の 萌 の 高い 少女 ) も あれ ば 、 
ョ ー ク を 使っ た も の 、 バ フ を 付け た 
も の 、 ギ ャ ザー を 寄せ た も の 、 さ ら 


た ら か い 査 が 見 える が 、 こ れ は 広 
ドン サッ シュ を 巻い て いる た め 
。 どの ドレ ス も 符 は 高い パン 

ウエ スト ライ ン は すべ 
自然 な ウエ スト の 高 さ に 取ら れ て 


いる (Ooan Severap 498 より 引用 ) 


写真 250 ガラ ス ・ プ レー ト ・ ネ ガ テ ィ ヴ 
1895 - 1900 征 
提供 : 7 カ e Se work/ cccy が Acorn 
7 7 5 pr508 


セ ヴ ラ 女史 も 述べ て いる よう に 、 こ 
真 の 生徒 た ちの ドレ ス に は 、 大 人 
行っ て いた 大 きく 有 
だ 袖 の 幅広 い ヴ ァ リ エー ショ ン が 反映 


され て いる , 


ガラ ス ・ プ レー ト ・ キ ネガ テ 


ィ ヴ の 写真 (1895 - 1900 年 ) (p.508) は 、7Xc ge 


jocg Soe' の so 77 37 47533) の 所 藤 品 で ある 。 


セ ヴ ラ 女史 は 、 こ * 体 ひと り ひと り の 服 


(の 友 景 情報 と 披 写 


に つい て 解説 し て いる 。 


ウィ スコ ン シ ン 州 アル マ (Alms) の 写真 宰 ガ アー ハー ト ・ ゲ セル (Gerhart Gese1) 
は 、 町 で 見 か ける 「 絵 に な る 」 も の に は な ん で も 引き 付 
古風 な 服 を 着 た この 少女 た ち に 自分 の 狙い どおり の ポー ズ を 取っ て も ら っ た こと は 、 
間違い な く 彼 に と っ て 喜び だ っ た ろう 。 少女 た ちの ドレ ス に は と て も 大 きく 膨らん だ 
ビシ ョ ッ プ ・ ス リー プ が 付い て いる 。 こ の 形 の 袖 は 1895 年 以前 に は 見 られ ず 、 そ の 
後 は 1890 年 代 を 通じ て 子ども 服 に 用 いら れ 続け た 、 …… ぶ たり の ビ ナ フ ォ ー は 形 が 


EE リ 


第 部 190 年 代 第 5 章子 ども 服 


ほぼ 同じ で 、 生地 と 、 ギャ ザー の 入っ た スリ ー プ キャ ッ プ (slceyecams) [ 杭 の 付け 根 
の 上 に 付け られ た キャ ッ プ ] (別名 ジョ ッ キ ーjockey) の フレ アー の か さだ けが 異な 
っ て いる 。 こ の 種 の ビ ナ フォ ー は 背中 で 上 か ら 下 まで 留め て 着る も の で 、 丈 は ドレ ス 
の 所 く らい まで あっ た 。…… 日 よ け の ボン ネッ ト (bonne) [ 攻 人 用 帽子 の ユタ イブ] 
も や は り 似 た 形 で 、 違 いと いえ ば 色 の 濃い が ネッ ク カ ー テ ン (meckeuraim。 別名 「 バ 
ボ レ (bavole0 」) が 長く 、 そこ に 結び 紐 を 回し て 後ろ で 結ん で いる こと くら いで あ 
る 。 姉 潜 な の か 友達 な の か は わか ら な い が 、 小 さ な 女 の 子 ふ た り の 普段 着 の 仕上 げ は 、 
黒い スト ッ キ ング と 、 虫 が 平ら で 全面 を ボタン 協 めし た 足音 の 靴 で ある 。 

パタ リッ ク (Bueerik) 社 の 1899 年 夏 の 型紙 カタ ログ に は 、 この 子 た ちの 服 と よく 
似 た デザ イン の 型紙 が た くさ ん 載っ て いる 。 や は り 肝 らん に 短 人 服 の 
影響 が 見 られ る 。 母 親 は 、 パ タリ ッ ク (Buwerick) 社 の 型紙 を 通信 販売 で 購入 し て 、 
子ども 服 を 手作り し て いた の で あろ う Joan Scvesu p.508 より 引用 ) 。 


第 3-5 章 ( 注 
洋書 

Joan Severa. /Yesse な ie opgrp/er Or が imgrmy 4mlericoms wid gior。 784(-7900. The Ket Sate 
memiyy Pe (Ob7. 053) 
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第 6 章 まとめ 


1890 年 代 は 、1880 年 代 に 流行 し た バッ スル 衣裳 か ら 現代 衣裳 に 近い も の へ と 変わ っ て 
いき 、 衣 眼 の 歴史 を 語る 上 で 重要 な 過渡 期 で ある 。 こ の 時 代 に 棄 製 服 
対す る 需要 が 一 般 化 し 始め 、 女 性 の 衣服 に 大 き な 容 化 を も た らし 、 衣服 の 価値 紛 も 変わ 
っ た 。 装飾 の っ た 衣服 か ら よ り シ ンプ ル な 形 へ 移行 し て いく の で ある 。 ライ フス タイ ル 
の 変化 が 確実 に お こり 、1 人 が た くさ ん の 衣服 と その 種類 を 持つ こと が 経済 面 か ら も 可能 
に な っ た 。 ファ ッ シ ョ ン の 発信 源 と し て パリ は いま だ 強い 影響 を 与え る も の で は あっ た が 、 
隊 を 細く 締め る 傾向 は 、 ア メリ カ で は この 時 代 に お いて は あま り 見 られ な か っ た 。 

し か し な が ら 、 家庭 は 依然 と し て 生産 の 場 で あり 、 消 党 の 場 へ と 移行 し て し まっ た わけ 
で は な い 。 大量 生産 に より 、 空 価 な 既製 服 が 市 場 に 出回っ て いた が 、 多く の 主婦 は パタ ー 
ン と ミシン を 駆使 し て 、 家庭 二 縫 に よっ て 、 よ り 最 新 の 衣服 を 手 に 入れ 、 節約 し て 暮らし 
た 

女性 が 社会 に 出 て 、 仕 事 に 従事 し た り 、 ス ポー ツ を 楽し ん だ り 、 自 転 車 乗 っ た りす る 
よう に な る と 、 簡 素 で 、 機 能 的 な 表 服 に 対す る 大 き な 要 求 が 出 て きた の で ある 。 そ こ で 、 
登場 し た の が 、 新しい デイ テム の シャ ツブ プラ ウス で ある 。 この プラ ウス は あま り フ ィ ッ ト 
し な く て も よかっ た た め 、 家庭 で 容易 に 作る こと が で き 、 既製 服 を 買う 必要 は な か っ た よ 
う で ある 。 

セパ レー ト の スカ ー ト も 家庭 で 容易 に 縫う こと が で き 、 綿 の 家庭 着 や 化粧 着 や マザー ハ 
パー ド も 家庭 で 、 一 日 で 、 作る こと が で きた よう で ある 。 こ うし て 、 19 世紀 末 の アメ リカ 
の 主婦 は 、 一 方 で 節約 し て 、 他方 で 、 既製 服 を 買い 求め る 、 と いう 合理 的 な 春 らし を し て 
いた 。 女性 用 の オー ダー・ メ イド の スー ツ は 紳士 服 の 仕立 て 師 に よっ て 作ら れ た 。 
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全部 1890 年 代 第 6 章 まとめ 


労働 に 携わる 女性 は 、 写 真 217 ( 邊 護 婦 ) 、 写 真 242 (工場 の 女子 労作 者) 、 写 真 262 
(黒人 の 者 護 婦 ) に 見 られ る 。 写 真 248 に は 、 自転 車 に 乗 ろう と する 女性 が 見 られ る 。 ニ 
れ ら の 写真 に つい て の セ ヴ ラ 女史 の 解説 は 、 衣 服 と 労働 、 表 服 と スポ ー ツ と いう 視点 か ら 、 
実に 明快 で 、 含 壮 が ある 。 

本 章 で は 、 大 量 生産 ・ 大 量 消 細 社 会 に 向かう 、 1890 年 代 の 通 渡 期 の 様相 が 、 中 流 階級 か 
ら 層 階級 の 人 々 が 写っ た 52 枚 の 写真 に 実に リア ル に 、 興 味 深く 喘 し 出さ れ て いる 。 や 
が て 訪れ る 20 世紀 を 予測 し な が ら 、 一 枚 一 枚 の 貴重 な 写真 か ら 、 ナ メリ カ 服 秘 社 会 史 を 
読み 解い て 行く の は 、 限 りな く 典 深く 、 楽 し いも の で ある 。 
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用 語 解説 


アー ム ホ ー ル (Armscye) 一 セッ ト ・ イ ン ・ ス リー プ を 縫い 付け る 部 分 の 、 身頃 の 丸い 補 
ぐり 。 
アメ リカ ン ・ コ スチ ュー ム (Amenican Cosiume) 一 1850 年 代 に 全米 ドレ ス 改 革 協 会 に よ 
っ て 採用 され た 女性 の 服装 を 指す 言葉 の ひと つ . その 時 々 の 流行 の スタ イル 
の ドレ ス の スカ ー ト 丈 を 短く し 、 そ の 下 に ズボン を 着用 し た 。「 ア メリ カン ・ 
ドレ ス 」「 プ ルー マー (bloomer) 」「 改 革 派 ドレ ス (efomdres) 」、「 ト 
ルコ 風 胡 装 (Turkish costume) 」 と も 呼ば れ た 。 
アル パカ (alpaca) コッ トン と アル バカ の 毛 で 作ら れ た 、 薄 い が 夫 夫 な 生地 。 布 の 表 
面 は 硬く て 、 区 沢 が ある 。 
アン ガー ジャ ント (engmseant) 一 ( 仏 ) 字義 通り に は 「 人 を ひき つけ る 」 あ る い は 「 区 
力 的 な 」 と いう 意味 だ が 、1840 年 代 未 か ら 1850 年 代 に か け て は 、 特 
ス の 袖 の 下 に 取り 付け て 補 か ら 出 て いる 部 分 の 腕 を 朋 う た め の 白 い コ ッ ト 
ン の アン ダー スリ ー プ を 指し た 。 
イギリス 刺繍 (broderiedAngkise) 一 ( 仏 ) フラ ンス 語 の 直訳 は 「 イ ギリ ス の 刺繍 」 で 、 
白地 に 白糸 で 刺 緑 する 技術 。 ボタ ン ホ ー ル ・ ス ティ ッ チ で か が られ た 小さ な 
穴 が ある デザ イン が 特徴 。 白 糸 利 締 (whitework) と も 。 
エプロ ン (mmblier) 一 (⑯⑫) 「 エ プロ ン 」 を 意味 する フラ ンス 語 だ が 、 フ ァ ッ シ 
いて は スカ ー ト 前 部 の エプロ ン の 形 を し た 装飾 的 な 部 分 を 指す 。 
\ー レ ッ ト 、 肩 章 (epauletes) 一 ( 仏 ) (女性 ) 1840 年 代 か ら 1850 年 代 に か け て アー 
ム ホ ー ル に 取り 付け られ た オー バー スリ ー プ の キャ ッ プ を こう 呼ん だ 。 これ 
を 付け る と 、 た いて い の 坦 合 見 た 目 の 肩 帳 が 広く 見 えた 。 (男性 ) 士官 の 軍 
服 の 肩 に 付け られ た 、 プ レー ド や フリ ンジ で 飾っ た タブ 。 
カサ ッ ク (casaque) 一 ( 仏 ) 身頃 の 上 か ら 下 まで が ひと 続き に 裁断 され 、 ウ エス ト に 維 
ぎ 目 が な く 、 オー バー スカ ー ト の フロ ント 部 分 が 開い て お り 、 綻 の 秋 日 だ け 
で 作ら れ た 、 丈 が 長く 身体 に フィ ッ ト し た 上 表 。 
カー トリ ッ ジ ・ プ リー ツ (cammdgc plcas) 一 寸法 を 測っ て 作ら れ た 、 同 じ 大 き さ の 小さ 
い が 並ぶ プリ ー ツ 。 カ ー ト リッ ジ ・ プ リー ツ し 部 分 の 上 映 近 くに 、 直接 、 
平行 に 2 本 以上 の ぐし 縫い を し た 後 、 そ の 系 を 引い て 小さ な 丸い プリ ー ツ を 
作る 。 い 針 の 根元 (突っ て いな い 方 ) で プリ ー ツ と プリ ー ツ の 間 を 整え て 
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折り 目 を 真っ 直ぐ に する と 、 特 徴 的 な 「 薬 符 (カー トリ ッ ジ ・ ベ ルト ) 」 
の よう な 見 た 目 が 作り 出さ れる 。「 ゲ ー ジ ング (gaugimg) [同じ 寸法 に 
プリ ー ツ ] 」 や 「 ス トロ ー ク ト ・ ギ ャ ザー (smokedgmhen) [整え られ た ギ 
ャ ザー] 」 と も 呼ば れる 。 

ガセ ッ ト 、 マ チ (gwsse) 一 三角 形 、 状 形 、 先 細 り 形 、 あ る い は その 他 の 特殊 な 形 を し た 
布 片 で 、 表 服 の 縫 目 の カ の か か る 部 位 に 挿入 し て 、 そ の 部 分 を 丈夫 に し た り 、 
ゆとり を 持た せ た り する 。 

ガリ バル ディ (Garibaldi) 一 イタ リア の 愛国 者 、 ジ ュ ゼ ッ ペ ・ ガ リバ ルディ に ちな ん で 名 
付け られ た シャ ツ 。 1850 年 代 に ガリ ベル ディ の 部 下 の 義 勇 兵 た ち が 、 制 服 の 
一 部 と し て 赤い ウー ル 製 で 長く た っ ぷり し た 袖 が 付い た シャ ツ を 着 て いた 
こと か ら 。 1860 年 代 に 女性 や 子ども が 着 た ガリ バル ディ ・ シ ャ ツ は 、 赤 また 
は 黒 の ウー ル や 白い コッ トン で 作ら れ て いた 。 

キャ ラコ (calico) 一 プリ ント 本 の 平蔵 の コッ トン 地 、 キ ャ ラコ の 名 は イン ド の カル カッ 
タ (Caleuta、 現 コル カタ ) に 由来 し 、 こ の 種 の 布地 が イン ド 東 部 に 起源 を も 
つこ と を 示す 。 

ギン ガム (gmgham) 一 先 染 め 糸 を 用 いた 洗濯 で きる コッ トン 生地 。 無地 、 チ ェ ッ ク 、 ス 
トラ イプ 、 ま た は 格子 編 に 織 ら れ て いる が 、 チ ェ ッ ク の も の が 最も 有名 。 

クイ ラス (cuiasse) 一 ( 仏 ) も と も と は 胴 鎧 の 意 で 、 敵 の うち 胴 と 届 部 の 上 を び ぴったり 
と 牧 う 部 分 を 指す 、 フ ァ ッ ショ ン に お いて は 、 胴 半 と 同じ よう に フィ ッ ト し 
た 1870 年 代 の ドレ スス タイ ル を 指す 。 

クエ ー カ ー (quakr) 一 狩 が 非常 に 深い 、 到 製 また は 布製 の 丈夫 な ポン ネッ ト 。 既製 品 
と し て 売ら れ た も の は 、 暗い 色 と 明 る い 色 の 友 画 を 混ぜ て 、 美しく 編み 上 げ 
て あっ た 。 

タク リノ リン (cinoline) 一 ( 仏 ) 大 きく 広がっ た 看 い ペチ ュ コート ( 後 の フ ー プ ) を 指す 総 
称 1850 年 人 初め の ペチ コー ト が 馬 の 毛 (クリ ン ) を 用 いて ハリ を 出し た 
と に 由来 する 。 1850 年 代 中 頃 ま で に 、 ス カー ト の 膨らみ を 支え る た め の 衣 
や 麻 や 鋼鉄 を 用 いた フー プ 形 状 の あら ゆる 腰 性 を クリ ノリ ン と 呼ぶ よう に 
な っ た 。 

クレ ー プ (crmpc /crepc) 一 ( 仏 ) 表面 が 縮 縮 状 、 ま た は さざ波 状 に な っ た 平織 の 有 地 。 

ゲイ ター (gaiier) 一 ① 婦 性 と 少女 向け の くる ぶし 丈 の プー ツ 。 通 常 は 布製 で 、 爪 先 と ヒ 
ー ル に は 光沢 の ある 草 が 使わ れる 。 ②1890 年 代 に は 、 靴 や ブー ツ の 上 に 巻き 
つけ て 是 と くる ぶし を 逢 う 布 を 指し た [日 本 語 で 「 ダ ー ト ル 」 と いう の は こ 
ちら の 意味 ] 。 
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皇后 (mperamice) 一 ( 仏 ) 1850 年 代 と 1860 年 代 に 、 当 時 の フラ ンス 皇后 ウジ ェ ニ ー と 
その スタ イル を こう 呼ん だ (例え ば 、「 貴 后 風 (aimpemtce) の 上 型 」 な 
め の 。 

コー トス リー プ (coatsieeve) 一 男性 用 の コー ト に 由来 する 袖 の スタ イル 。1860 年 代 か ら 
1870 年 代 に か け て 、 女性 の ドレ ス に 付け られ た 。 2 枚 の 布 を 続 い 合 わせ て 作 
られ た 袖 で 、 ど ちら の ピー ス も 肘 の 部 分 が カー プ し て お り 、 腕 の 内 側 に くる 
ビー ス の 方 が 、 幅 が 狭い 。 

コル セッ ト (corset) 一 身体 の 上 半身 を 支え て 、 形 を 整え 、 締 め 付け る た め の 下 着 。「 ス 
テイ (say) 」 と も 呼ば れ た 。 

コル サー ジュ (comage) 一 ( 仏 ) ドレ ス の 身頃 の 前 部 、 と くに ネッ クラ イン を 指す 。 

コル セッ トカ バー (coetcover) 一 身頃 の ライ ン を や わら か くす る 目的 で 、 コ ルセット の 
上 か ら 着 用 する よう に デザ イン され た 、 コット ン ま た は シル タク 製 の 、 丈 の 短 
い 身体 に フィ ッ ト し た 下着 。 

コン デ (conde) 一 ( 仏 ) 1860 年 代 に 、「 コ ン デ 公 風 の 袖 (sleevesalacond%) 」 と いう 補 
の 形状 を 指し て 使わ れ た 用 話 。 長袖 で 、 腕 に 添い 、 肘 付 き 。 コ ー ト スリ ー プ 
が 変形 し て で きた 袖 で 、 腕 の 内 側 と 外側 の 2 枚 の ビー ス から 成 っ て いる 。 


コン ビ ネ ー シ ョ ン (combination) 一 シュ ミー ズ ま た は コル セッ トカ バー と ドロ ワー ズ を 
ウエ スト で つなげ た よう な 、 上 下 つなぎ の 下着 。「 ユ ニオ ンス ー ツ (union 
su 」 と も 呼ば れ た 。 


サッ ク (sack/sacque) 一 ( 仏 ) 比較 的 ゆっ た り し た 長袖 の 裏 な し ジャ ケッ ト 。 通 例 、 女 
性 の ファ ッ シ ョ ン の 記述 に は フラ ンス 語 sacque が 用 いら れ 、 男 性 用 に は sack 
の 綴り の 方 が 好ま れ た 。 

シミ ー Gshimmy) 一 シュ ミー ズ (chemisc) を 参照 。 

シャ ー リ ング GGhimimg) 一 布 に パフ (puff) を 人 
を 入れ る に は 、 平 行 に 何 列 か ラ 
る 。 

シャ リ 識 (challs) 一 ( 付 ) シル ク や 械 毛 ウ ー ル の ソフ ト な 平織 で 、 無地 また は プリ ント 
柄 の 繊 物 。1832 年 に イン グラ ンド の ノリ ッ ジ で 織り 始め られ た 。 

シュ ミゼット (chemisetc) 一 ( 仏 ) 自 の 袖 な し の 上 半身 用 下着 で 、 簡 素 な も の も 装飾 約 
な も の も ある 。 首 ま わり と 肩 と 胸部 を 科 い 、 ド レス の ネッ クラ イン の 上 に の 
ぞ か せる た め に 閉 用 され る 。 他 に 、「 パ ー サ (berha /berho) 」、「 ギ ンプ 
(eimp/gnimpo) 」、「 ス ペン サー (Gpemce) 」、「 ア ンダ ー ハ ンカ チー フ 
(dmderhandkerchief) 」 と いっ た 名 で も 呼ば れ た 。 


方 法 の ひと つ 。 有 布地 に シャ ー リ ング 
ング ・ ス テッ チ を し て 、 その 糸 を 引っ 張 
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シュ ミー ズ (chemise) 一 ( 仏 ) コッ トン また は リン ネル で 作ら れ た 、 睦 く らい まで の 元 
の ゆっ た り し た 下着 で 、 短 い 袖 が 付い て いる 。 コル セッ ト の 下 に 着用 され た 。 

ショ ー ル (shawl) 一 形 は 問わ ず 、 平 ら な ラッ プ ( 外 表 ) を 指し た 。 た た ん で 人 身体 に 巻い 
た り 、 は お っ た り し た 。 

ショ ー ル カラ ー (shawl collr) 一 刻み の な い へ ち ま 容 。 

し ろ 白 系 刺 繍 (whitework) 一 イギリス 刺繍 (brodcnc ず Anglaisc) 参照 

ジ ゴ 机 、 半 脚 机 (gigotsleewe) 一 ( 付 ) 羊 の 脚 の よう な 形 を し た 和 机 

地 の 色 が 残っ て いる 部 分 sees) 一 染め た 布 の な か で 、 防 剤 を 浴 っ た こと で 導 料 に 
要 ま ら ず に 地 の 色 が 残っ た 部 分 。 

ジュ ブ pe) 一 (《⑫) スカ ー ト 。 

ジュ ポン (jpon) 一 (0) アン ダー・ ス カー ト 

スイ ス ・ ウ エス ト (Swiss wais) 一 幅 の 広い ベル ト で 、 ウ エス ト の 正面 部 分 が 上 と 下 に 向 
か っ て 山形 に 突っ て お り 、 色 は た いて い 黒 、 時 に は ウエ スト の 正面 で 編み 上 
げ 式 に 紺 で 結ぶ も の も あっ た 。 1860 年 スカ ー ト と プラ ウス を 着る 際 に 
締め る ペル ト と し て 人 気 が あ り 、16890 年 代 に も リバ イペ ル し た 。 スイ ス ・ ペ 
ルト (Swissbel0 と 呼ぶ こと も あっ た 。 

スモ ッ ク (smock) 一 (男性 ) コッ トン や リン ネル や ウー ル 製 の 、 洗濯 が で きる ゆっ た り 
と し た 衣服 。 見 た 目 は 丈 の 長 い 長 拉 シ ャ ツ の よう で あり 、 労働 着 と し て 他 の 
衣服 の 上 に 着る た め に 作ら れ た 。 1860 年 代 以 降 は 、 あま り 一 般 的 に は 見 られ 
な く な る 。 

スラ イド (slide) 一 装身具 の 鎖 (特に 懐中 時 計 の 鎮 な ど ) の 付属 金具 で 、 鎖 の 両端 を この 
金具 に 通し て スラ イド させ る こと で 、 鎖 の ルー プ を 好み の 長 さ に 調節 で きる 。 

ズ ア ー プ ・ ジ ャ ケッ ト (2ouavejacket) 一 ( 似 ) 丈 の 短い 、 ゆ っ た り し た 、 背 中 の 縫い 
目 が な い ジ ャ ケッ ト 。 宙 は 長袖 わるい は 肘 の 下 ま で の 区 で 、 前 身頃 の 裾 は 
円 く カ ッ ト さ れ 、 前 の あき は 一 番 上 だ け に 留め 具 (フロ ッ グ (fog) ) が 
あっ て 、 そ れ で 留め た 。 通 常 は 軍服 と 同様 の プレ ー ド で 縁取 りさ れ た 。 フ 
ラン ス の エリ ー ト の 共 兵 隊 が 着 て いた 軍服 を 1850 年 代 に アメ リカ の 騎兵 
隊 が 探り 入れ 、1860 年 代 に は 女性 や 多 い 男の子 に よっ て 着用 され る に 至っ 
た 。 

ズボン (mousem rowsen) 一 長 ズ ボン 。 twses と いう 締り は 「Englsh (イン グリ ッ シ 
ュ ) 」 と 呼ば れ 、 通 例 、 男 の 子 の ズボン や 幼い 女の子 の パン タレ ッ ツ 
(eamalccs) を 指す 時 に 使わ れ た [この Englsh が 「 共 語 風 」 の 意味 な の か 
「 イ ギリ ス 風 」 の 意味 な の か は 不明 ] 。 
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タッ キン グ (mcking) 一 2 枚 重 ね た 布地 を 縫い 合わ せる 際 に 用 いる 、 ゆ る ろ い ステ ッ チ の 
一 種 。 ふつ う 、 布 の 裏側 に は 長い 妖 い 目 、 布 の 表 に は 日 に みえ な い ほ どの ご 
く 短 い 縫い 日 が 作ら れる 。 

タッ チン グ (img) 一 小さ な 本 を 用 いて 手編み され た レー ス の 一 種 。 最も よく 見 られ る 
の は 、 大 小 の 円 形 で 構成 され た デザ イン の も の で ある 。 

トゥル ニュ ー ル (toumure) 一 ( 仏 ) パッ スル (busle) 、 パ ニテ (pannicr) 参照 。 

ドル マン (dolman) 一 170 年 代 未 から 1580 年 代 に か け て 流行 し た 外角 (ラッ プ ) 。 ス カ 
ー ト 後部 の バッ スル の 上 に ぴっ た り フ ィ ッ ト し 、 パ ッ ス ル に うま く か ぶ き る 
よう に 作ら れ で いた 。 肩 か ら 肘 に か け て は 狭い 幅 に 裁断 され た この 外 表 に は 、 
あま り 袖 らし く な い 袖 が 付い て いる か 、 ま た は ケー ブ の 腕 の 部 分 に ウエ スト 
の 高 さ 程度 の スリ サット が 入っ て いる だ け で あっ た 。 

ドロ ワー ズ (drawem) 一 (女性 ) 19 世紀 後半 に 、 自 い コ ッ ト ン の パン タレ ッ ツ (panalctey) 
を 指し て 最も 一 般 的 に 用 いら れ た 用 語 。 (男性 ) 長い ズボン ト 。 

氏 織 (broche) 一 ( 仏 ) 文様 が 織り 込ま れ た 紋 織 物 。 文様 部 分 の み に 絵 緯 を 用 いる 。19 世 

> ショ ー ル に つい て 述べ る 場合 に 、 間違っ て 


ネッ ト (ne) 一 さま ざま な 大 き さ の 綱目 を 持つ 、 秀 か し 細工 の 素材 。 当 初 は ネッ ト を 作 
る 道具 を 用 いて 手 作 業 で 作ら れ た が 、 後に 機械 で 作ら れる よう に な っ た 。 レ 
ツ (meseau) も 参照 。 

ハビ ピット フ ロン ト (tabitfon0 一 女性 の ドレ ス の スタ イル の ひと つ 。 キ ネッ クラ イン が と 
て も 低く で 大 きく 開い て いる 。 い シ ュ ミ ゼット (chemisee) を 着用 し 
た 。 

パーサ (bertha/berhe) 一 ( 仏 ) ① レ ー ス また は シル ク の 長い 垂れ 布 で 通例 、 ギ ャ ザー 
が 寄せ られ て いた 。 長 さ は どこ も 等 し く 、 上 の 端 を ショ レル ダ ー ラ イン に 取り 
付け た 。②1840 年 代 に は 、 し ば ぼ し ば べ ベル リー ヌ (pqleme) か シュ ミ 
(chcmisctc) の いずれ か を 指し て 使わ れ た 。 

パス キー ヌ (basduine) 一 ( 改 ) 1850 年 代 に 流行 し た 、 パ スク (Dasque) 型 の 外 衣 。 

バス ク (basqe) 一 ( 似 ) 身体 に フィ ッ ト し た 上 着 な いし ジャ ケッ ト で 、 ヒ ッ プ まで の 短 
い 夫 の 裾 が フレ アー 状 に 広がっ て いる 。 パス ク 兵 の 制服 を 連想 させ る こと か 
g 

バス タク (busk) 一 幅 ボ 1 て 3 イン チ (2 54 て 7.62 セン チ ) の 平たい 木 の 板 ま た は 鯨 明 で 、 
1840 年 代 に コル モッ ト の 前 側 に ある 長い ポケ ッ ト に 挿入 され た 。 
り 、 着 用 者 は 身体 を 前 か が め る こと が で き な か っ た 。 
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パッ ズル (buslle) 一 スカ ー ト の お 尻 の 後ろ 上 部 を 支え る た め の 腰 当 て 。 後 旋 に 大 きく 膨 
らち ん で お り 、 ウ エス ト に 紐 で 縛り つけ て 着用 する か 、 ス カー ト の 後部 の 在 側 


に 取り 付け られ た 。 
バボ レ (bavole0 一 ( 仏 ) ボン ネッ ト 帆 の 後ろ に 付い て いる 、 ギャ ザー が 寄せ られ た ネッ 
ク カ ー テ ン 。 


バレー ジュ (barge) 一 ( 仏 ) ドレ ス や ペー ル に 用 いら れる 透け た ガー ゼ の よう な 平織 の 
織物 。 経糸 に 上 質 の シル ク 、 線 糸 に ウー ル の 松 毛 を 用 いて 和 く 級 る 。 経糸 は 
コッ トン や その 他 の 繊維 の 場合 も ある 。 

パイ ビ ピング (piping) 一 続い 日 に 餅 め 込ま れ た 、 布 で くる ん だ コー ド 。 

パニエ (pannier) 一 1860 年 代 未 か ら フ ァ ッ ショ ン 雑 誌 で 使わ れ た 懐古 直 味 の 用 語 で 、 大 
きく 持ち 上 げ ら れ て ドレ ー プ に な っ た スカ ー ト を 下 か ら 支 える た め の 此 鉄 
製 また は 窯 製 の 腰 枠 を 指す 。 エリ ザ ベ ス 1 世 女王 時 代 の ヒッ プ ・ パ ニテ [ 腰 
の 両側 の スカ ー ト を 水平 に 張り 出さ せる た め に 使わ れ た 支持 具 ] に 由来 する 。 

は も と も と 、 ロ バ の 硝 の 両側 に 付け て 疹 運 び 籠 を 指し 、18 世紀 
に お どけ た 表現 と し て スカ ー ト 支持 共 の 呼び 名 に な っ た 。 ペ パッ ス ル (buste) 
も 参照 。 

パフ 、 膨 ら み (pufimg) 一 布 の 長 辺 に 沿っ て 入れ た ラン ニン グ ・ ス テッ チ の 系 を 引っ ぱ 
っ て 膨らみ を 作っ た 、 パ ンド 状 の 挿入 物 。 

パメラ 袖 (Pamela dee) 一 1860 年 代 の 袖 の スタ イル の ひと つ で 、 若 地 の ビ ショ ッ プ ・ 
スリ ー プ の 数 ヶ所 を リボ ン で 縛っ て パフ を 作っ た も の 。 

パメラ 帽 (Pamclaha) 一 少女 と 若い 女性 向け の 、 ク ラウ ン が 低く て 鐘 が まっ すぐ な 表 攻 
帽子 。1850 年 代 未 か ら 1860 年 代 に か け て 流行 し た 。 通 例 、 ギ ャ ザー を 寄せ 
た 短い ペー ル が 謙 か ら 垂 れ で いた 。 

パラン ッ ル [pamsol) 一 ( 仏 ) 日 克 。 

バル トー (pmlet60) 一 ( 仏 ) 1860 年 代 に 女性 や 1 っ て 着用 され た 、 二 の 短い 、 ゆ っ 
た り し た コー ト 。 男 性 の ヨッ ト 用 の ジャ ケッ ト に 由来 する 。 

ペル リー ヌ (pelcrime) 一 ( 仏 ) 持つ の ス タイ ル で 、 フ ラン ス 語 で 「 記 礼 者 」 を 意味 する pelcrne 
に 由来 する 。 一 種 の ケー プ カ ラ ー で 、 た いて い は 時 あたり まで の 頑 。 前 の 半 
が 長く 垂れ て いる 場合 も も れ ば 、 そ う で な い 場 合 も わる 。 ド レス と 同じ 生地 
で 作ら れ た り 、 薄 地 の 自 い 生地 や レース で 作ら れ た り し た 。 1840 年 代 に は 、 
時 に 「 バ ー サ (beha) 」 と も 呼ば れ た 。 

バン タレ ッ ツ (panialctes) 一 ( 仏 ) 丈 が 長く 、 脚 を 入れ る 部 分 が 細め に 作ら れ た ズボン 
下 を 指す 。 時 に 「 ド ロワ ー ズ (drawers) 」 や 「 ト ラウ ザー ズ (Wowses) 」 と 


339 


も 呼ば t れ た 。 た だ し 、 コ ッ ト ン の ドロ ワー ズ の 場合 は 、 タ ッ ク が と られ た り 、 
ラッ フル ( 柚 ) が 付い た り 、 刺繍 が ほど こさ れ た り 、 あ る い は レー ス で 緑 飾 
り が 付け られ た り し た 。 

ビシ ョ ッ プ ・ ス リー プ (bsshop sleeve) 一 た っ ぷり し た 膨らみ を 持つ 袖 で 、 袖 口 は ギャ ザ 
ーー を 寄せ て カフ ス が 付け られ て いる 。 肩 の 袖 付 け 部 分 は ギャ ザー を 入れ て 有 
ら ませ て いる 場合 も も われ ば 、 ギ ャ ザー な し で シン ブル に 縫い 付け られ て いる 
場合 も ある 。 

フィ シュ ー (fichu) 一 ( 仏 ) (女性) ①18 世紀 の 女性 た ち が 身 に つけ 、19 世紀 に は 主 に 
反 緑 と 旦 使 い が 使っ て いた ネッ カチ ー フ を 指す 伝統 的 な 用 語 。 上 質 の 自 い リ 
ン ネ ル や コッ トン の 加 角 い 布 を 対 角 塚 で 折っ て 三角 形 に し て 音 の 周り に か 
け 、 三角 形 の 突っ た 先 を ウエ スト の 前 で ベル ト に 挟み 込ん で 着用 し た 。 @19 
世紀 末 の 、 透け る 素材 で 作ら れ た ショ ル ダ ー・ ラ ッ プ を 指す 。 こ の ラッ プ は 
身頃 の 前 で 交差 させ 、 端 を 背中 に 回 し て そこ で 結ぶ か 、 さら に ひと 巻き し て 
ウエ スト の 前 で 結ぶ か され た 。 ③1890 年 代 の 、 長 い 端 を 持つ 遊 ける 素材 の シ 
ョ ル ダ ー・ ケ ー プ レッ ト を 指す 。 この ケー プレ ッ ト の 端 は ウエ スト の 前 で 交 
差 させ て 背中 で 結ん だ 。 

フー プ (hoops) 一 1853 年 頃 か ら 1869 年 頃 に か け て 、 大 きく 膨らん だ スカ ー ト の 下 に は 
か れ た ドー ム 型 の 要 組 み の 一 般 的 な 名 称 。 

プリ ー ツ (pleat / plait) 一 縫 い 日 に 台 ど りす る と いう 布 の 処理 の し か た を 指す 、 言 い 
守 え 可能 な 用 語 。 

プリ ン セ ス (princess / prncesse) 一 1875 年 頃 、 英国 皇 太 子 妃 ア レキ サン ドラ の た め に ワ 
ー ス [イギリス 人 デザ イナ ー] の メゾ ン [オー トク チュ ー ル 店 ] が 生み 出し 
た ドレ ス の スタ イル 。 ウ エス ト に 縫い 目 が な く 、 肩 か ら 裾 ま で 縦 に 縫う こと 
で 構成 され て いた 。 

フロ ッ ク (fock) 一 (女性 ) ワン ピー ス ド レ ス 。 (男性 ) 作業 用 の スモ ッ ク と し て 使わ 
れ た 長い オー ペー シャ ツ 。 ま た 、 子 ども 用 の ゆっ た り し た ドレ ス も 指す 。 

フロ ッ ク コ ー ト (fiockcogt) 一 (男性 ) ウエ スト に 縫い 目 が あり 、 福 の 前 の 角 が 四角 く 
末 灯 され て いる コー ト 。 

フロ ッ グ (fiog) 一 衣服 の 開き を 閉じ る た め の 、 プ レー ド (飾り 紐 ) で 穫 緑 系 で 作ら れ た 
装飾 的 な 留め 具 。 一 方 に は ルー プ が 、 も う 一 方 に は 飾り 結び が 取り 付け られ 
る 。 [飾り 経 製 の チャ イナ ポタ ン は その 一 種 ] 。 

プ ブルー マー (bloomer) 一 ① 短 い ス カー ト と その 下 に は いた ズボン か ら 醒 成 され る 胡 服 の 
呼び 名 と し て 最も 一 般 的 に 用 いら れ た 用 語 。 ドレ ス 改 革 運 動 の 表現 の ひと つ 
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と し て この 衣服 を 数 年 間 着用 し た アメ リア テ ・ プ ルー マー に ちな ん で 、 誤っ て 
この 名 前 が 付け られ た 。 ②19 世紀 末 近 くに な る と 、 ブ ルー マー と いう 言葉 は 
ギャ ザー を 寄せ た 膝 丈 の アン ダー ドロ ワー ズ (下着 用 の ズボン ) また は 体操 
必 の こと を 指す よう に な っ た 。 

ブロ ンド (blonde) 一 上 質 の シル ク の レー ス 。 通例 、 自然 な クリ ー ム 色 で ある が 、 黒 の 場 
合 も ある 。 

へ アネット (snood) 一 か ぎ 針 編み また は ネッ ト で 作ら れ た 袋 , 長い 後ろ 髪 を ひと つ に ま 
と め て お く た め に 使う 、1860 年 代 に 人 気 が あ っ た 。 

ー ム モー バー (hem save 一 スカ ー ト の 拉 が 擦り 切れ な いよ うに 、 裾 喘 に 取り 付け られ 
た も の 。 当初 は ウー ル や 馬 の 毛 や その 両方 か ら 作 られ た 丈夫 な プレ ー ド で 、 

は 端 が ブラ シ 状 に な っ て いた 。 後に は 、 ベル ベット を 巻い た 単なる パン 

ド に な っ た 。 特 に 1840 年 代 と 1890 年 代 に よく 用 いら れ た 。 

ボ ザム (bosom) 一 (女性 ) 衣服 の 前 身頃 の 、 胸部 を 覆う 部 分 。 (男性 ) ジャ ツ と は 別 の 、 
拾 付き で 革 の 効い た シャ ツ ・ フ ロン ト 。 シ ャ ー テ ィ ー (shinee) 参照 。 

ボレロ (bole) 一 「 ス ペイ ン 風 ジャ ケッ ト 」、 す な わ ち 夫 の 短い 、 袖 な し の ジャ ケッ 
ト 。 通 例 、 前 開き で 前 身頃 の 裾 が 丸み を お び た カ ッ ト に な っ た 形状 で 、 プ 
レー ド そ の 他 で 導 飾 が ほど こさ れ て いる 。 

ポイ ント レー ス (pointlace) 一 針 を 用 いて 編ん だ レー スズ 。 

マザー・ ハ バー ド (motherhubbard) 一 ゆっ た り し た 、 昧 丈 の コッ トン 投 の ドレ ス 。 ヨ ー 
ク が あり 、 そ の 下 に ギャ ザー を 寄せ た 身頃 の 布 が 付け られ て 垂れ 下がっ て い 
る 。1880 年 代 に 初め て 登場 し た 。 

身頃 (bodice) 一 衣服 の 上 半身 。 通 例 、 身 体 に フィ ッ ト す る よう に 作ら れる 。 

ミッ トブ ミ トン (mit/miten) 一 暗色 の 糸 を 用 い 、 かぎ針 、 棒針 、 機械 編み や ネッ ト で 作 
ち れ た 、 指 出し 手袋 。 ド レス に 合わ せ て 着用 され た 。 

モス リン (msiim) 一 比較 的 目 の 租 い 平織 の 、 ソ フト な コッ トン 生地 。19 世紀 の も の は 
ふつう 藻 地 で あっ た 。 

ユニ オン ・ ス ー ツ (umion sui) 一 コン ビ ネ ー シ ョ ン (combination) 参照 。 

半 脚 宙 (egromutonsleeve) 一 上 腕 部 が と て も 大 きく 膨らみ 、 前 受 部 が びっ た り し た 李 . 
ジ ゴ 袖 (gigotslceve) 参照 

ヨー ク (yoke) 一 身頃 の 肩 の 部 分 。 身 体 に フィ ント し て いる 。 ョ ヨー ク は 肢 の 上 まで に な 
る よう 短く 裁 所 され 、 ヨ ー ク の 下 に 付け る 身頃 や ドレ ス の 布 に は ギャ ザー を 
入れ た り プ リー ツ を 取っ た り し て 、 ヨ ー ク の 下端 に 入れ 込ん だ 

装い (oilt /toiletie) 一 ( 仏 ) 身 づ くろ い 全体 を 指す の に 用 いら れる 用 語 。 
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ラウ ンド ・ ウ エス ト (roundwais) 一 ウエ スト の 縫い 目 が どこ も 上 床 と 平行 に な っ て いる ウ 
エス トラ イン 。 

ラウ ンド アバ ウト (roundsbout) 一 1810 年 代 か ら 1860 年 代 に か け て 男の子 が 着 た 、 身 体 
に フィ ッ ト し た ジャ ケッ ト 。 前 の あさ は ボタ ン で 留め られ 、 ウ エス ト 丈 、 ま 
た は ウエ スト より や や 下 ま で の 丈 が あっ た 。 

リフ ォ ー ム ・ ド レス (relom dess) 一 胴 を 締め つけ る コル モッ ト や 、 動 き を 制限 する ス 
カー ト 天 や 、 そ の 他 流行 に 起因 する も ろ も ろ の 不 和 都 合 さか ら 着 用 者 を 解放 す 
る こと を 音 図 し て 考案 され た 服装 . 実際 の デザ イン は 着用 者 個人 に 任 さ れ た 
が 、 共通 し て いた 構成 は 、 それ な り に 流行 に 合っ た 普通 の ドレ ス の スカ ー ト 
を 膝下 大 に カッ ト し 、 そ の 下 に ズボン を は く と いう も の で あっ た 。 1890 年 代 
まで 、 全 米 ド レ ス 改 草 協 会 の 特徴 と し て 存続 し た 。 

ルー シュ (mdhe) ( 似 ) レー ス や クレープ な ど に 引き 経 で プリ ー ツ や ギャ ザー を 施し 
た 飾り 紐 . 特に 細い 布 の 中 央 に ステ ッ チ や コー ド を 入れ て 引き 絞っ た も の 。 

レゾ 、 綱 目 (seau) 一 ( 仏 ) 手編み の ネッ ト 。 通 常 は レー ス の 模様 部 分 の 地 を な 網目 
状 の 地 を 指す 。 

ワー プ ・ プ ブリ ント (warm pmnt) 一 経糸 近 染 。 多 色 で プリ ント され た 経 系 と 無地 の 緯糸 で 
平織 に 織り 、 柄 の 緑 が ぼ や けた 駐 力 的 な 効果 を 出し た 生地 。 


参考 文献 
Joan Seven re 7 Ve ogxp)er の xry ericgrs kd 7Zton。 740.7700 The Kmt Se 
Uiemiy。 Pe (Odoher 27.1995) .m MSA 
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あと が き 


Joan Sevem. resse/ pr 7e ologrgpe: Ozizy 4merzoors 7 zip7. 784 た 7900. The 
KentState Univemsity Press (October27. 1995) 


庁 文 で 述べ た よう に 、19 世紀 アメ リカ 合衆国 の 1840 年 か ら 1900 年 の 60 年 間 を 考 奈 対 
象 と し た 本 書 は 、6 章 か ら 構成 され 、 各 章 の 前 半 で は 、 時 代 背 景 と ファ ッ シ ョ ン 傾 向 ( 女 
性 服 、 男 性 服 、 子 ども 服 ) 、 お よび 、 各 アイ テム の 特徴 が まとめ られ て いる 。 後 半 で は 、 
10 年 間隔 で 、」. セ ヴ ラ 女 史 が 全米 か ら 収 集 さ れ た 写真 が 掲載 され 、 服 飾 の 専門 家 の 視 点 か 
ら 、 目 を 見 張る よう な 克明 な 解説 が 付け られ て いる 。 登場 する 人 物 の 社会 階級 に つい て は 、 
Ordinary Americans と いう 表現 が な され て いる 。 上 流 階級 を 対象 と し た 服飾 研究 書 は 、 
欧米 に お いて 、 多 数 見 られ る が 、「19 世紀 の 普通 の アメ リカ 人 」 の 衣服 研究 を 行っ た 研究 
書 は 、 本 書 だ け で ある 。 濱田 は 「 ミ ドル クラ ス と 下層 階級 」 あるいは 「 庶 民 」 「 民 衆 」 と 
いう 表現 を 行なっ た 。 

筆者 に よる 本 ガイ ドブ ッ ク 執 筆 に 当たっ て の 方 法 に つい て は 、 庁 立 で 述べ た と お り で あ 
る 。 すなわち 、 セ ヴ ラ 女史 の 著作 に 掲載 され た 写真 に 写っ た 被写体 が まとっ た 衣服 の シル 
エッ ト 、 お よび 、 部 位 別 特徴 の 10 年 間 に お ける 動 的 な 分 析 を 行い 、 筆 者 の 見 解 を 述べ た 。 
本 ガイ ドブ ッ ク を 通じ て 、 こ れ ら の 情報 が お 役に立て ば 、 そ れ ほ ど 書 し いこ と は な い 。 

筆者 が 代表 を 務め る アメ リカ 服飾 社会 史 研 究 会 で は 、 2010 年 1 月 か ら 2011 年 4 月 に 至 
る 1 年 半 の 期間 に 6 回 の 研究 発表 を 行なっ て きた 。 毎回 、 活発 な 質疑 ・ 応 符 を 通し て 、 多 
く の 問 題 指摘 が な され 、 収 穫 が 多い 時 間 を いた だ けた こと を 大 変 あ り が た く 思 う 次 第 で あ 


る 。 
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本 書 の 序文 で お 断り し た よう に 、 セ ヴ ラ 女史 は 、 全米 か ら 収 集 され た 277 枚 の 写真 に 見 
られ る 肌 装 に つい て 、 詳細 に 潜っ て 分 析 を 行わ れ て いる 。 服飾 の 実物 に 詳し い ウ ィ ス コン 
シン 歴史 協会 の 学芸 員 で あり 、 服 飾 研究 者 な ら で は の 解説 で ある 。 上 流 階 級 の みな ら ず 、 
多く の 鷹 民 服 を 収 項 さ れ て いる ウィ スコ ン シ ン 歴史 障 会 の 学芸 員 と し て 、30 年 と いう 長 
き に お いて 、 歴 史 衣装 の 実物 に 触れ て 来 られ た セ ヴ ラ 女史 で な けれ ば 不可 能 と も いえ る 貫 
重 な 解 説 で ある 。 

その すばらし さ は 、 原書 の 序文 に お いて 、 ク ロー ディ ナ ・ キ ドウ ェ ル 女史 と ナン シー・ 
レク ス フ ォ ー ド が 非常 に 的 確 に 評価 され て いる 。 この あと が き に お いて 、 も っ と も 力説 し 
た い の は 、 以 下 に ご 紹介 させ て いた だ くき キ ドウ ェ ル 女史 の 庁 言 で ある 。 


ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ が 人 物 避 真 の 研究 に も た らし た も の は 、 まさ に 、 概して 歴史 家 に 
は 欠け て いる 「 表 服 に 関す る 深い 知識 」 一 それ な し で は 無名 の ポー トレ ー ト で 終わ 
る 運命 に あっ た 多く の 写真 が 意味 を 獲得 し 始め る た め の 、 背 捧 と な る 文 を 提供 し て 
くれ る 知識 一 一 で ある 。 著者 の ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ は 、 ウ ィ ス コン シン 州 歴史 協会 で 服 
分 分野 の 学 革 員 と し て 働く と と も に 、 他 の さま ざま な コレ クシ ョ ン を 動 ね 歩く コン サ 
ル タ ン ト 拉 研 究 者 と し て 活躍 し た 。 そ の 活動 の な か で 、 彼 女 は 現存 する 衣装 や 、 写 真 
は も ちろ ん ファ ッ シ ョ ン ・ プ レー ト や 刷 物 絵 士 まで を 含む 図像 を 、 文字 通り 何 千 
京 も 実際 に 見 て きた 。 そう し た 資料 に 関す る 長年 に わた る 研究 の お か げ で 、 彼女 は 大 
半 の 歴史 家 に 可能 な 城 を は る か に 超え る 縛 度 で 、 本 書 に 掲載 され た 写真 の 年 代 を 特定 
する こと が で きた の で ある 。 

その うえ 、 大量 の 衣服 を 目 に し て きた セ ヴ ラ は 、 ど の 時 代 に どの よう な 範 環 の 衣類 
が 入手 可能 だ っ た か を 判 上 す る 力 を 身 に つけ て いた 。 彼女 が 学芸 員 を 務め て いた ウィ 
スコ ン シ ン 博 物 館 の コレ クシ ョ ン は 、 特 別 な 場 で 着る 衣服 の 収集 に 力 を 入れ が ちな 他 
の 多く の 博物 館 と は 異な っ て いる 。 ウィスコンシン 博物 館 の 所 蔵 品 は 、 大 半 の 人 の ワ 
ー ド ロー ブ の 大 部 分 を 占め て いる 、 実用 的 で 有用 な 胡 服 の 割合 が 非常 に 高い の で ある 。 
その 積 果 と し て 人 彼女 は 、 最 高級 ファ ッ シ ョ ン を 代表 する 衣服 と 、 六 断 こそ 最高 級 品 に 
似 で いる が 生地 は それ ほど 商 価 で は な い 衣服 と の 店 いや 、 中 級 の 普通 の 衣服 と 、 流 
行 し た モデ ル の 名 残 を わずか に 残し て いる その 他 の 衣服 と の 放 い を 見 分 ける こと が 
で きる 。 19 世紀 の 写真 を 見 る 人 の ほとん ど が 挫 っ て いな いこ の 肖 験 は 、 彼 女 に 釜 か な 
服飾 史 の 文脈 の 知識 を 与え 、 彼 女 は それ に も と づい て 本 書 の 人 物 写真 に デブ プロ ー チ し 
て いる 。 も し も セ ヴ ラ が ある 被 写 休 の ドレス を 『 中 流 了 級 】 の 衣服 で ある と 判 所 し た 
な ら 、 その 理由 は 、 彼女 が その 写真 に 写っ た 衣服 と 本 質 的 に 同じ 上 服 を 見 た り 扱っ た り 


し た こと が あり 、 写 真 の 衣服 が 、 も っ と 上 質 な 素材 や 仕立 て で 太 念 に 作ら れ た 衣服 の 
レベ ル よ り も 明らか に 下 だ と 知っ て いる か ら で あ る (Joan Severa, pp_xxi) 。 


セ ヴ ラ 女史 が 収集 され て 、 解読 され た 素 較 らし い 、 目 を 見 須 る よう な 材料 が 、 本 書 を 通 
て 、 服 飾 呈 究 者 学生 や 衣装 デザ イナ ー の 皆様 や 映画 監督 の 皆様 や 写真 の アー キ ヴ ィ ス 
ト の 皆様 の お 手元 に お 届け で きれ ば 幸い で ある 。 さら に 詳し く お 識 り に な り た い 方 は 、 セ 
ヴ ラ 女 史 の 原 着 を お 読み か いた だ さ た い 。19 世紀 アメ リカ の 民衆 の 衣服 を 通し て みた 生活 
支 化 中 と し て 、 多 く の 読 者 の 皆様 に 愛 誠 さ れる こと を 叶 っ て や まな い 。 

武庫 川 女子 大 学 の 濱田 研究 密 の 皆さん 、 アメ リカ 服飾 社会 史 研究 会 の 皆さん 、 児 嶋 き よ 
み 主 宰 の Office Com Junto の 皆さん に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 最 後に 、 生 活 面 で 応援 し て 
くれ た 家族 に 、「 あ り が と う 」 の 言葉 と 本 書 を 贈り た い 。 


2022 年 3 月 


需 田 雅子 
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